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沿　革　略　史
平成 29 年（2017 年）4月，国際文化学部と発達科学部を再編統合し，国際人間科学部を
設置しました。
○国際文化学部・国際文化学研究科 ○発達科学部・人間発達環境学研究科

年　月 沿　革 年　月 沿　革

大正12年（1923年）官立姫路高等学校設置 明治7年（1874年） 兵庫県師範伝習所設
置

昭和24年（1949年）神戸教養課程設置 昭和24年（1949年）

兵庫師範学校と兵庫
青年師範学校を統合
し，神戸大学教育学
部設置

昭和38年（1963年）神戸大学教養部設置 昭和56年（1981年）
神戸大学大学院教育
学研究科修士課程設
置

平成4年（1992年）
神戸大学教養部を改
組し，神戸大学国際
文化学部設置
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神戸大学教育学部を
改組し，神戸大学発
達科学部設置
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１　神戸大学 学位授与に関する方針（ディプロマ・ポリシー）

　神戸大学は，開放的で国際性に富む固有の文化の下，「真摯・自由・協同」の精神を発
揮し，個性輝く人間性豊かな指導的人材の育成を通して，学問の発展，人類の幸福，地球
環境の保全及び世界の平和に貢献することを目指している。
　この目標達成に向け，本学では，教育課程を通じて授与する学位に関して，学部及び大
学院において国際的に卓越した教育を保証するため，以下に示した 2つの方針に従って当
該学位を授与する。
　・ 学部あるいは研究科に所定の期間在学し，卒業並びに修了に必要な単位を修得し，当
該学部あるいは研究科が定める審査に合格する。

　・ 卒業あるいは修了までに，本学学生が，それぞれの課程を通じて身につけるべき能力
を次のとおりとする。

「人間性」 
　 　豊かな教養と高い倫理性をそなえ，知性，理性及び感性が調和し，自立した社会人と
して行動できるようになるため，次の２つの能力を身につける。
　　・様々な場面において，状況を適切に把握し主体的に判断する力
　　・専門性や価値観を異にする人々と協働して課題解決にあたるチームワーク力
　
「創造性」 
　 　伝統的な思考や方法を批判的に継承し，自ら課題を設定して創造的に解決できるよう
になるため，次の２つの能力を身につける。
　　・他の学問分野の基本的なものの考え方を学び，自らの専門分野との違いを理解する力
　　・能動的に学び，新たな発想を生み出す力

「国際性」 
　 　多様な価値観を尊重し，多文化社会のより深い理解に努め，優れたコミュニケーショ
ン能力を発揮できるようになるため，次の２つの能力を身につける。
　　・複数の言語で異なる文化の人々と意思を通じ合うことができる力
　　・文化，思想，価値観の多様性を受容し，地球的課題を理解する力

「専門性」 
　 　それぞれの職業や学問分野において指導的役割を担えるように，学士課程にあっては，
幅広い知識とそれを基盤とした専門的能力を，また大学院の各教育課程にあっては，深
い学識と高度で卓越した専門的能力を身につける。
　 　それぞれの課程で身につける専門的能力は各学部・研究科が定める。

－ 3－－ 3－－ 3－－ 3－



２　国際人間科学部　学位授与に関する方針（ディプロマ・ポリシー）

　神戸大学国際人間科学部は，グローバルイシュー（現代社会が地球規模での協働を通し
て取り組まなければならない課題）を深い人間理解と他者への共感をもって解決し，世界
の人々が多様な境界線を越えて共存できる「グローバル共生社会」の実現に貢献する「協
働型グローバル人材」を養成することを目的としている。
　この目的を達成するため，以下に示した方針に従って学士の学位を授与する。

○学位：学士（学術）
　【グローバル文化学科】
　　 　神戸大学のディプロマ・ポリシーにもとづき，国際人間科学部グローバル文化学科
は，以下に示した方針に従って当該学位を授与する。

　　・本学部に４年以上在学し，履修要件として定めた所定の単位以上を修得すること。

　　・ 神戸大学のディプロマ・ポリシーに定める能力に加え，卒業までに，本学科学生が
身につけるべき能力を次のとおりとする。

　　　・グローバルイシューを構成する諸課題を発見する批判的・合理的思考力
　　　・外国語やICTを使いこなす多様なコミュニケーション能力と情報収集・分析能力
　　　・グローバルイシューを異文化理解の観点から理解する能力
　　　・ グローバルイシューの解決に向けて，他者と協働しつつ，リーダーシップを発揮

する行動力

　【発達コミュニティ学科】
　　 　神戸大学のディプロマ・ポリシーにもとづき，国際人間科学部発達コミュニティ学
科は，以下に示した方針に従って当該学位を授与する。

　　・本学部に４年以上在学し，履修要件として定めた所定の単位以上を修得すること。

　　・ 神戸大学のディプロマ・ポリシーに定める能力に加え，卒業までに，本学科学生が
身につけるべき能力を次のとおりとする。

　　　・グローバルイシューを構成する諸課題を発見する批判的・合理的思考力
　　　・外国語やICTを使いこなす多様なコミュニケーション能力と情報収集・分析能力

－ �－－ �－－ �－

２　国際人間科学部　学位授与に関する方針（ディプロマ・ポリシー）

　神戸大学国際人間科学部は，グローバルイシュー（現代社会が地球規模での協働を通し
て取り組まなければならない課題）を深い人間理解と他者への共感をもって解決し，世界
の人々が多様な境界線を越えて共存できる「グローバル共生社会」の実現に貢献する「協
働型グローバル人材」を養成することを目的としている。
　この目的を達成するため，以下に示した方針に従って学士の学位を授与する。

○学位：学士（学術）
　【グローバル文化学科】
　　 　神戸大学のディプロマ・ポリシーにもとづき，国際人間科学部グローバル文化学科
は，以下に示した方針に従って当該学位を授与する。

　　・本学部に４年以上在学し，履修要件として定めた所定の単位以上を修得すること。

　　・ 神戸大学のディプロマ・ポリシーに定める能力に加え，卒業までに，本学科学生が
身につけるべき能力を次のとおりとする。

　　　・グローバルイシューを構成する諸課題を発見する批判的・合理的思考力
　　　・外国語やICTを使いこなす多様なコミュニケーション能力と情報収集・分析能力
　　　・グローバルイシューを異文化理解の観点から理解する能力
　　　・ グローバルイシューの解決に向けて，他者と協働しつつ，リーダーシップを発揮

する行動力

　【発達コミュニティ学科】
　　 　神戸大学のディプロマ・ポリシーにもとづき，国際人間科学部発達コミュニティ学
科は，以下に示した方針に従って当該学位を授与する。

　　・本学部に４年以上在学し，履修要件として定めた所定の単位以上を修得すること。

　　・ 神戸大学のディプロマ・ポリシーに定める能力に加え，卒業までに，本学科学生が
身につけるべき能力を次のとおりとする。

　　　・グローバルイシューを構成する諸課題を発見する批判的・合理的思考力
　　　・外国語やICTを使いこなす多様なコミュニケーション能力と情報収集・分析能力
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・グローバル文化形成，グローバル社会動態，グローバル・コミュニケーションに
関する幅広い知識と専門的能力
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　　　・グローバルイシューを人間発達及び人間科学の観点から理解する能力
　　　・ グローバルイシューの解決に向けて，他者と協働しつつ，リーダーシップを発揮

する行動力

　【環境共生学科】
　　 　神戸大学のディプロマ・ポリシーにもとづき，国際人間科学部環境共生学科は，以
下に示した方針に従って当該学位を授与する。

　　・本学部に４年以上在学し，履修要件として定めた所定の単位以上を修得すること。

　　・ 神戸大学のディプロマ・ポリシーに定める能力に加え，卒業までに，本学科学生が
身につけるべき能力を次のとおりとする。

　　　・グローバルイシューを構成する諸課題を発見する批判的・合理的思考力
　　　・外国語やICTを使いこなす多様なコミュニケーション能力と情報収集・分析能力
　　　・グローバルイシューを環境共生の観点から理解する能力
　　　・ グローバルイシューの解決に向けて，他者と協働しつつ，リーダーシップを発揮

する行動力

　【子ども教育学科】
　　 　神戸大学のディプロマ・ポリシーにもとづき，国際人間科学部子ども教育学科は，
以下に示した方針に従って当該学位を授与する。

　　・本学部に４年以上在学し，履修要件として定めた所定の単位以上を修得すること。

　　・ 神戸大学のディプロマ・ポリシーに定める能力に加え，卒業までに，本学科学生が
身につけるべき能力を次のとおりとする。

　　　・グローバルイシューを構成する諸課題を発見する批判的・合理的思考力
　　　・外国語やICTを使いこなす多様なコミュニケーション能力と情報収集・分析能力
　　　・グローバルイシューを人間発達及び次世代育成の観点から理解する能力
　　　・ グローバルイシューの解決に向けて，他者と協働しつつ，リーダーシップを発揮

する行動力

－ �－

２　国際人間科学部　学位授与に関する方針（ディプロマ・ポリシー）

　神戸大学国際人間科学部は，グローバルイシュー（現代社会が地球規模での協働を通し
て取り組まなければならない課題）を深い人間理解と他者への共感をもって解決し，世界
の人々が多様な境界線を越えて共存できる「グローバル共生社会」の実現に貢献する「協
働型グローバル人材」を養成することを目的としている。
　この目的を達成するため，以下に示した方針に従って学士の学位を授与する。

○学位：学士（学術）
　【グローバル文化学科】
　　 　神戸大学のディプロマ・ポリシーにもとづき，国際人間科学部グローバル文化学科
は，以下に示した方針に従って当該学位を授与する。

　　・本学部に４年以上在学し，履修要件として定めた所定の単位以上を修得すること。

　　・ 神戸大学のディプロマ・ポリシーに定める能力に加え，卒業までに，本学科学生が
身につけるべき能力を次のとおりとする。

　　　・グローバルイシューを構成する諸課題を発見する批判的・合理的思考力
　　　・外国語やICTを使いこなす多様なコミュニケーション能力と情報収集・分析能力
　　　・グローバルイシューを異文化理解の観点から理解する能力
　　　・ グローバルイシューの解決に向けて，他者と協働しつつ，リーダーシップを発揮

する行動力

　【発達コミュニティ学科】
　　 　神戸大学のディプロマ・ポリシーにもとづき，国際人間科学部発達コミュニティ学
科は，以下に示した方針に従って当該学位を授与する。

　　・本学部に４年以上在学し，履修要件として定めた所定の単位以上を修得すること。

　　・ 神戸大学のディプロマ・ポリシーに定める能力に加え，卒業までに，本学科学生が
身につけるべき能力を次のとおりとする。

　　　・グローバルイシューを構成する諸課題を発見する批判的・合理的思考力
　　　・外国語やICTを使いこなす多様なコミュニケーション能力と情報収集・分析能力
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　　　・グローバルイシューを人間発達及び人間科学の観点から理解する能力
　　　・ グローバルイシューの解決に向けて，他者と協働しつつ，リーダーシップを発揮

する行動力

　【環境共生学科】
　　 　神戸大学のディプロマ・ポリシーにもとづき，国際人間科学部環境共生学科は，以
下に示した方針に従って当該学位を授与する。

　　・本学部に４年以上在学し，履修要件として定めた所定の単位以上を修得すること。

　　・ 神戸大学のディプロマ・ポリシーに定める能力に加え，卒業までに，本学科学生が
身につけるべき能力を次のとおりとする。

　　　・グローバルイシューを構成する諸課題を発見する批判的・合理的思考力
　　　・外国語やICTを使いこなす多様なコミュニケーション能力と情報収集・分析能力
　　　・グローバルイシューを環境共生の観点から理解する能力
　　　・ グローバルイシューの解決に向けて，他者と協働しつつ，リーダーシップを発揮

する行動力

　【子ども教育学科】
　　 　神戸大学のディプロマ・ポリシーにもとづき，国際人間科学部子ども教育学科は，
以下に示した方針に従って当該学位を授与する。

　　・本学部に４年以上在学し，履修要件として定めた所定の単位以上を修得すること。

　　・ 神戸大学のディプロマ・ポリシーに定める能力に加え，卒業までに，本学科学生が
身につけるべき能力を次のとおりとする。

　　　・グローバルイシューを構成する諸課題を発見する批判的・合理的思考力
　　　・外国語やICTを使いこなす多様なコミュニケーション能力と情報収集・分析能力
　　　・グローバルイシューを人間発達及び次世代育成の観点から理解する能力
　　　・ グローバルイシューの解決に向けて，他者と協働しつつ，リーダーシップを発揮

する行動力

－ �－

２　国際人間科学部　学位授与に関する方針（ディプロマ・ポリシー）

　神戸大学国際人間科学部は，グローバルイシュー（現代社会が地球規模での協働を通し
て取り組まなければならない課題）を深い人間理解と他者への共感をもって解決し，世界
の人々が多様な境界線を越えて共存できる「グローバル共生社会」の実現に貢献する「協
働型グローバル人材」を養成することを目的としている。
　この目的を達成するため，以下に示した方針に従って学士の学位を授与する。

○学位：学士（学術）
　【グローバル文化学科】
　　 　神戸大学のディプロマ・ポリシーにもとづき，国際人間科学部グローバル文化学科
は，以下に示した方針に従って当該学位を授与する。

　　・本学部に４年以上在学し，履修要件として定めた所定の単位以上を修得すること。

　　・ 神戸大学のディプロマ・ポリシーに定める能力に加え，卒業までに，本学科学生が
身につけるべき能力を次のとおりとする。

　　　・グローバルイシューを構成する諸課題を発見する批判的・合理的思考力
　　　・外国語やICTを使いこなす多様なコミュニケーション能力と情報収集・分析能力
　　　・グローバルイシューを異文化理解の観点から理解する能力
　　　・ グローバルイシューの解決に向けて，他者と協働しつつ，リーダーシップを発揮

する行動力

　【発達コミュニティ学科】
　　 　神戸大学のディプロマ・ポリシーにもとづき，国際人間科学部発達コミュニティ学
科は，以下に示した方針に従って当該学位を授与する。

　　・本学部に４年以上在学し，履修要件として定めた所定の単位以上を修得すること。

　　・ 神戸大学のディプロマ・ポリシーに定める能力に加え，卒業までに，本学科学生が
身につけるべき能力を次のとおりとする。

　　　・グローバルイシューを構成する諸課題を発見する批判的・合理的思考力
　　　・外国語やICTを使いこなす多様なコミュニケーション能力と情報収集・分析能力

－ �－ － �－－ �－

・グローバルイシューを構成する諸課題を発見する批判的・合理的思考力
・外国語やICTを使いこなす多様なコミュニケーション能力と情報収集・分析能力
・グローバルイシューを人間発達及び人間科学の観点から理解する能力
・ グローバルイシューの解決に向けて，他者と協働しつつ，リーダーシップを発揮
する行動力

・ 発達基礎，コミュニティ形成に関する幅広い知識と専門的能力

・環境基礎科学，環境形成科学に関する幅広い知識と専門的能力

－ �－

２　国際人間科学部　学位授与に関する方針（ディプロマ・ポリシー）

　神戸大学国際人間科学部は，グローバルイシュー（現代社会が地球規模での協働を通し
て取り組まなければならない課題）を深い人間理解と他者への共感をもって解決し，世界
の人々が多様な境界線を越えて共存できる「グローバル共生社会」の実現に貢献する「協
働型グローバル人材」を養成することを目的としている。
　この目的を達成するため，以下に示した方針に従って学士の学位を授与する。

○学位：学士（学術）
　【グローバル文化学科】
　　 　神戸大学のディプロマ・ポリシーにもとづき，国際人間科学部グローバル文化学科
は，以下に示した方針に従って当該学位を授与する。

　　・本学部に４年以上在学し，履修要件として定めた所定の単位以上を修得すること。

　　・ 神戸大学のディプロマ・ポリシーに定める能力に加え，卒業までに，本学科学生が
身につけるべき能力を次のとおりとする。

　　　・グローバルイシューを構成する諸課題を発見する批判的・合理的思考力
　　　・外国語やICTを使いこなす多様なコミュニケーション能力と情報収集・分析能力
　　　・グローバルイシューを異文化理解の観点から理解する能力
　　　・ グローバルイシューの解決に向けて，他者と協働しつつ，リーダーシップを発揮

する行動力

　【発達コミュニティ学科】
　　 　神戸大学のディプロマ・ポリシーにもとづき，国際人間科学部発達コミュニティ学
科は，以下に示した方針に従って当該学位を授与する。

　　・本学部に４年以上在学し，履修要件として定めた所定の単位以上を修得すること。

　　・ 神戸大学のディプロマ・ポリシーに定める能力に加え，卒業までに，本学科学生が
身につけるべき能力を次のとおりとする。

　　　・グローバルイシューを構成する諸課題を発見する批判的・合理的思考力
　　　・外国語やICTを使いこなす多様なコミュニケーション能力と情報収集・分析能力
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２　国際人間科学部　学位授与に関する方針（ディプロマ・ポリシー）

　神戸大学国際人間科学部は，グローバルイシュー（現代社会が地球規模での協働を通し
て取り組まなければならない課題）を深い人間理解と他者への共感をもって解決し，世界
の人々が多様な境界線を越えて共存できる「グローバル共生社会」の実現に貢献する「協
働型グローバル人材」を養成することを目的としている。
　この目的を達成するため，以下に示した方針に従って学士の学位を授与する。

○学位：学士（学術）
　【グローバル文化学科】
　　 　神戸大学のディプロマ・ポリシーにもとづき，国際人間科学部グローバル文化学科
は，以下に示した方針に従って当該学位を授与する。

　　・本学部に４年以上在学し，履修要件として定めた所定の単位以上を修得すること。

　　・ 神戸大学のディプロマ・ポリシーに定める能力に加え，卒業までに，本学科学生が
身につけるべき能力を次のとおりとする。

　　　・グローバルイシューを構成する諸課題を発見する批判的・合理的思考力
　　　・外国語やICTを使いこなす多様なコミュニケーション能力と情報収集・分析能力
　　　・グローバルイシューを異文化理解の観点から理解する能力
　　　・ グローバルイシューの解決に向けて，他者と協働しつつ，リーダーシップを発揮

する行動力

　【発達コミュニティ学科】
　　 　神戸大学のディプロマ・ポリシーにもとづき，国際人間科学部発達コミュニティ学
科は，以下に示した方針に従って当該学位を授与する。

　　・本学部に４年以上在学し，履修要件として定めた所定の単位以上を修得すること。

　　・ 神戸大学のディプロマ・ポリシーに定める能力に加え，卒業までに，本学科学生が
身につけるべき能力を次のとおりとする。

　　　・グローバルイシューを構成する諸課題を発見する批判的・合理的思考力
　　　・外国語やICTを使いこなす多様なコミュニケーション能力と情報収集・分析能力
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・グローバル文化形成，グローバル社会動態，グローバル・コミュニケーションに
関する幅広い知識と専門的能力

－ �－



○学位：学士（教育学）
【子ども教育学科】
　 　神戸大学のディプロマ・ポリシーにもとづき，国際人間科学部子ども教育学科は，以
下に示した方針に従って当該学位を授与する。

　・本学部に４年以上在学し，履修要件として定めた所定の単位以上を修得すること。

　・  神戸大学のディプロマ・ポリシーに定める能力に加え，卒業までに，本学科学生が身
につけるべき能力を次のとおりとする。

　　・グローバルイシューを構成する諸課題を発見する批判的・合理的思考力
　　・外国語やICTを使いこなす多様なコミュニケーション能力と情報収集・分析能力
　　・グローバルイシューを人間発達及び次世代育成の観点から理解する能力
　　・現代社会の文化的多様性を尊重したより実践的な子ども教育に取り組む能力
　　・ グローバルイシューの解決に向けて，他者と協働しつつ，リーダーシップを発揮す

る行動力

－ �－－ �－－ �－

・グローバルイシューを人間発達及び次世代育成の観点から理解する能力
・グローバルイシューの解決に向けて，他者と協働しつつ，リーダーシップを発揮す
る行動力

・学校教育学，乳幼児教育学に関する幅広い知識と専門的能力

・学校教育学，乳幼児教育学に関する幅広い知識と専門的能力

－ �－



○学位：学士（教育学）
【子ども教育学科】
　 　神戸大学のディプロマ・ポリシーにもとづき，国際人間科学部子ども教育学科は，以
下に示した方針に従って当該学位を授与する。

　・本学部に４年以上在学し，履修要件として定めた所定の単位以上を修得すること。

　・  神戸大学のディプロマ・ポリシーに定める能力に加え，卒業までに，本学科学生が身
につけるべき能力を次のとおりとする。

　　・グローバルイシューを構成する諸課題を発見する批判的・合理的思考力
　　・外国語やICTを使いこなす多様なコミュニケーション能力と情報収集・分析能力
　　・グローバルイシューを人間発達及び次世代育成の観点から理解する能力
　　・現代社会の文化的多様性を尊重したより実践的な子ども教育に取り組む能力
　　・ グローバルイシューの解決に向けて，他者と協働しつつ，リーダーシップを発揮す

る行動力

－ �－－ �－－ �－

・グローバルイシューを人間発達及び次世代育成の観点から理解する能力
・グローバルイシューの解決に向けて，他者と協働しつつ，リーダーシップを発揮す
る行動力

・学校教育学，乳幼児教育学に関する幅広い知識と専門的能力

・学校教育学，乳幼児教育学に関する幅広い知識と専門的能力

－ �－
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➨ 42᮲ ఇ 学 の ゎ 除 

➨ 43᮲ ఇ 学 の ࿨ 令 

➨ 44᮲ ఇ学ᮇ間のྲྀᢅい 

第４⠇  ㏥学及び除⡠ 

➨ 45᮲ ㏥ 学 

➨ 46᮲ ⑌⑓等にࡼる除⡠ 

➨ 47᮲ 入学料等ᮍ⣡にࡼる除⡠ 

第５⠇ ༞業要௳及び学ኈの学఩ 

➨ 48᮲ ༞ 業 要 ௳ 

➨ 49᮲ 学ኈの学఩授୚ 

第６⠇  授  業  料 

➨ 50᮲ 授業料の⣡ᮇ 

➨ 51᮲ 授業料の免除 

➨ 52᮲ 授業料のᚩ཰⊰ண及び月๭分⣡ 

➨ 53᮲ ఇ学者の授業料 

➨ 54᮲ ㏥学者等の授業料 

第７⠇  ㈹    ⨩ 

➨ 55᮲ ⾲ ᙲ 

➨ 55᮲ࡢ㸰 ᠬ ᡄ 

➨㸱❶  ኱  学  㝔�

第１⠇  入     学 

➨ 56᮲ ಟኈ課⛬，前ᮇ課⛬及びᑓ㛛⫋学఩課⛬の入学㈨᱁ 

➨ 57᮲ ಟኈ課⛬，前ᮇ課⛬及びᑓ㛛⫋学఩課⛬࡬の᪩ᮇ入学 

➨ 58᮲ 後ᮇ課⛬及び⊂❧後ᮇ課⛬の入学㈨᱁ 

➨ 59᮲ ་学研究⛉の༤ኈ課⛬の入学㈨᱁ 

➨ 60᮲ ་学研究⛉の༤ኈ課⛬࡬の᪩ᮇ入学 

➨ 61᮲ 㐍 学 

㸫 11 㸫
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➨㸯❶    ⥲     ๎

㸦㊃  ᪨㸧

➨㸯᮲ ࡇのつ๎は，ᅜ❧኱学ἲே⚄ᡞ኱学学๎（ᖹᡂ 16 年４月１日制ᐃ。௨ୗ「学๎」

とい࠺。）第 29᮲のつᐃにᇶ࡙き，学生のಟ学に関しᚲ要な事項をᐃࡵるࡶのとする。 

㸦ᩍ⫱᠇❶㸧

➨㸰᮲ 本学の教育は，⚄ᡞ኱学教育᠇❶（ᖹᡂ 14年５月 16日制ᐃ）に๎り，⾜ࡶ࠺の

とする。 

㸦学  部㸧

➨㸱᮲ 本学の学部に⨨く学⛉は，次のと࠾りとする。 

ᩥ 学 部  ேᩥ学⛉ 

ᅜ㝿ே間⛉学部  ࣮ࣟࢢバルᩥ໬学⛉，Ⓨ㐩࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ学⛉，⎔ቃ共生学⛉，Ꮚ࡝

 ⛉教育学ࡶ

ἲ 学 部  ἲᚊ学⛉ 

⤒ ῭ 学 部  ⤒῭学⛉ 

⤒ Ⴀ 学 部  ⤒Ⴀ学⛉ 

理 学 部  ᩘ学⛉，物理学⛉，໬学⛉，生物学⛉，ᝨᫍ学⛉ 

་ 学 部  ་学⛉，保健学⛉ 

ᕤ 学 部  ᘓ⠏学⛉，ᕷẸᕤ学⛉，㟁気㟁Ꮚᕤ学⛉，ƫ Ეᕤ学⛉，ᛂ用໬学⛉，

᝟ሗ▱⬟ᕤ学⛉ 

㎰ 学 部  㣗料⎔ቃࢩス࣒ࢸ学⛉，㈨※生࿨⛉学⛉，生࿨ᶵ⬟⛉学⛉ 

ᾏὒᨻ⟇⛉学部  ᾏὒᨻ⟇⛉学⛉ 

㸦኱ 学 㝔㸧

➨㸲᮲ 本学の኱学㝔研究⛉に⨨くᑓᨷ及びその課⛬は，次の⾲にᥖࡆると࠾りとする。

研 究 ⛉ ྡ ᑓ     ᨷ     ྡ 課 ⛬ の ู

ே ᩥ 学 研 究 ⛉ ᩥ໬ᵓ㐀ᑓᨷ，♫఍動ែᑓᨷ ༤ ኈ 課 ⛬

ᅜ㝿ᩥ໬学研究⛉ ᩥ໬┦関ᑓᨷ，࣮ࣟࢢバルᩥ໬ᑓᨷ ༤ ኈ 課 ⛬

ே間Ⓨ㐩⎔ቃ学研究⛉ ே間Ⓨ㐩ᑓᨷ，ே間⎔ቃ学ᑓᨷ ༤ ኈ 課 ⛬

ἲ 学 研 究 ⛉ 
⛬課ኈ༤ᨷᑓ学἞ᨻ学ἲ

ᐇ務ἲᚊᑓᨷ ᑓ㛛⫋学఩課⛬

⤒ ῭ 学 研 究 ⛉ ⤒῭学ᑓᨷ ༤ ኈ 課 ⛬

⤒ Ⴀ 学 研 究 ⛉ 
⛬課ኈ༤ᨷᑓ学Ⴀ⤒

⌧௦⤒Ⴀ学ᑓᨷ ᑓ㛛⫋学఩課⛬

㸫 12 㸫
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理 学 研 究 ⛉ ᩘ学ᑓᨷ，物理学ᑓᨷ，໬学ᑓᨷ，生物学ᑓᨷ，ᝨᫍ学ᑓᨷ ༤ ኈ 課 ⛬

་ 学 研 究 ⛉ 

⛬課ኈಟᨷᑓスン࢚イࢧル࢝ࢹ࢕メ࢜イバ

་⛉学ᑓᨷ ༤ ኈ 課 ⛬

་⒪๰ᡂᕤ学ᑓᨷ ༤ ኈ 課 ⛬

保 健 学 研 究 ⛉ 保健学ᑓᨷ ༤ ኈ 課 ⛬

ᕤ 学 研 究 ⛉ 
ᘓ⠏学ᑓᨷ，ᕷẸᕤ学ᑓᨷ，㟁気㟁Ꮚᕤ学ᑓᨷ， 
ᶵᲔᕤ学ᑓᨷ，ᛂ用໬学ᑓᨷ 

༤ ኈ 課 ⛬

᝟ሗ学ᑓᨷ࣒ࢸスࢩ ⛉᝟ሗ学研究࣒ࢸスࢩ ⛬課ኈ༤

㎰ 学 研 究 ⛉ 
㣗料共生ࢩス࣒ࢸ学ᑓᨷ，㈨※生࿨⛉学ᑓᨷ， 
生࿨ᶵ⬟⛉学ᑓᨷ 

༤ ኈ 課 ⛬

ᾏ事⛉学研究⛉ ⛬課ኈ༤ᨷᑓ学⛉事ᾏ

ᅜ㝿༠ຊ研究⛉ ᅜ㝿㛤Ⓨᨻ⟇ᑓᨷ，ᅜ㝿༠ຊᨻ⟇ᑓᨷ，ᆅᇦ༠ຊᨻ⟇ᑓᨷ ༤ ኈ 課 ⛬

⛉学ᢏ⾡イ࣋ࣀ
 ⛉ン研究ࣙࢩ࣮

⛬課ኈ༤ᨷᑓンࣙࣀ࣮࣋ࢩイ⾡ᢏ学⛉

２ ேᩥ学研究⛉，ᅜ㝿ᩥ໬学研究⛉，ே間Ⓨ㐩⎔ቃ学研究⛉，ἲ学研究⛉，⤒῭学研究

⛉，⤒Ⴀ学研究⛉，理学研究⛉，་学研究⛉་⒪๰ᡂᕤ学ᑓᨷ，保健学研究⛉，ᕤ学研究

᝟ሗ学研究⛉，㎰学研究⛉，ᾏ事⛉学研究⛉，ᅜ㝿༠ຊ研究⛉及び⛉学ᢏ࣒ࢸスࢩ，⛉

⾡イࣙࢩ࣮࣋ࣀン研究⛉の༤ኈ課⛬は，ࢀࡇを前ᮇ２年の課⛬（௨ୗ「前ᮇ課⛬」とい

をಟࢀࡇ，に༊分し，前ᮇ課⛬は（。࠺௨ୗ「後ᮇ課⛬」とい）⛬及び後ᮇ３年の課（。࠺

ኈ課⛬としてྲྀりᢅࡶ࠺のとする。 

３ ἲ学研究⛉ᐇ務ἲᚊᑓᨷ及び⤒Ⴀ学研究⛉⌧௦⤒Ⴀ学ᑓᨷのᑓ㛛⫋学఩課⛬は，学ᰯ

教育ἲ（᫛和 22 年ἲᚊ第 26 ྕ。௨ୗ「ἲ」とい࠺。）第 99 ᮲第２項につᐃするᑓ㛛⫋

኱学㝔の課⛬とし，ἲ学研究⛉のᑓ㛛⫋学఩課⛬は，ᑓ㛛⫋኱学㝔設⨨ᇶ準（ᖹᡂ 15 年

ᩥ部⛉学┬令第 16ྕ）第 18᮲第１項につᐃするἲ⛉኱学㝔とする。 

㸦஌⯪ᐇ⩦科㸧

➨㸳᮲ 本学に⨨く஌⯪ᐇ⩦⛉に関するࡇとは，⚄ᡞ኱学஌⯪ᐇ⩦⛉つ๎（ᖹᡂ 16 年４

月１日制ᐃ）でᐃࡵる。 

㸦཰ᐜᐃဨ㸧

➨㸴᮲ 本学の཰ᐜᐃဨは，ู⾲のと࠾りとする。 

㸦学  ᖺ㸧

➨㸵᮲ 学年は，４月１日に始まり，⩣年３月 31 日に⤊る。 

㸦学ᮇ࣭࣮ࢱ࣮࢛ࢡ㸧

➨㸶᮲ 学年を分けて，次の２ᮇとする。 

前ᮇ ４月１日から９月 30 日まで 

㸫12㸫 

➨㸯❶    ⥲     ๎

㸦㊃  ᪨㸧

➨㸯᮲ ࡇのつ๎は，ᅜ❧኱学ἲே⚄ᡞ኱学学๎（ᖹᡂ 16 年４月１日制ᐃ。௨ୗ「学๎」

とい࠺。）第 29᮲のつᐃにᇶ࡙き，学生のಟ学に関しᚲ要な事項をᐃࡵるࡶのとする。 

㸦ᩍ⫱᠇❶㸧

➨㸰᮲ 本学の教育は，⚄ᡞ኱学教育᠇❶（ᖹᡂ 14年５月 16日制ᐃ）に๎り，⾜ࡶ࠺の

とする。 

㸦学  部㸧

➨㸱᮲ 本学の学部に⨨く学⛉は，次のと࠾りとする。 

ᩥ 学 部  ேᩥ学⛉ 

ᅜ㝿ே間⛉学部  ࣮ࣟࢢバルᩥ໬学⛉，Ⓨ㐩࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ学⛉，⎔ቃ共生学⛉，Ꮚ࡝

 ⛉教育学ࡶ

ἲ 学 部  ἲᚊ学⛉ 

⤒ ῭ 学 部  ⤒῭学⛉ 

⤒ Ⴀ 学 部  ⤒Ⴀ学⛉ 

理 学 部  ᩘ学⛉，物理学⛉，໬学⛉，生物学⛉，ᝨᫍ学⛉ 

་ 学 部  ་学⛉，保健学⛉ 

ᕤ 学 部  ᘓ⠏学⛉，ᕷẸᕤ学⛉，㟁気㟁Ꮚᕤ学⛉，ƫ Ეᕤ学⛉，ᛂ用໬学⛉，

᝟ሗ▱⬟ᕤ学⛉ 

㎰ 学 部  㣗料⎔ቃࢩス࣒ࢸ学⛉，㈨※生࿨⛉学⛉，生࿨ᶵ⬟⛉学⛉ 

ᾏὒᨻ⟇⛉学部  ᾏὒᨻ⟇⛉学⛉ 

㸦኱ 学 㝔㸧

➨㸲᮲ 本学の኱学㝔研究⛉に⨨くᑓᨷ及びその課⛬は，次の⾲にᥖࡆると࠾りとする。

研 究 ⛉ ྡ ᑓ     ᨷ     ྡ 課 ⛬ の ู

ே ᩥ 学 研 究 ⛉ ᩥ໬ᵓ㐀ᑓᨷ，♫఍動ែᑓᨷ ༤ ኈ 課 ⛬

ᅜ㝿ᩥ໬学研究⛉ ᩥ໬┦関ᑓᨷ，࣮ࣟࢢバルᩥ໬ᑓᨷ ༤ ኈ 課 ⛬

ே間Ⓨ㐩⎔ቃ学研究⛉ ே間Ⓨ㐩ᑓᨷ，ே間⎔ቃ学ᑓᨷ ༤ ኈ 課 ⛬

ἲ 学 研 究 ⛉ 
⛬課ኈ༤ᨷᑓ学἞ᨻ学ἲ

ᐇ務ἲᚊᑓᨷ ᑓ㛛⫋学఩課⛬

⤒ ῭ 学 研 究 ⛉ ⤒῭学ᑓᨷ ༤ ኈ 課 ⛬

⤒ Ⴀ 学 研 究 ⛉ 
⛬課ኈ༤ᨷᑓ学Ⴀ⤒

⌧௦⤒Ⴀ学ᑓᨷ ᑓ㛛⫋学఩課⛬
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後ᮇ 10月１日から⩣年３月 31 日まで 

２ 前項にᐃࡵる各学ᮇに二つのᮇ間（௨ୗ「࣮ࢱ࣮࢛ࢡ」とい࠺。）を⨨くࡇとࡀできる。 

３ 各࣮ࢱ࣮࢛ࢡの始ᮇ及び⤊ᮇについては，ูにᐃࡵる。 

㸦ఇ ᴗ ᪥㸧

➨㸷᮲ ᐃᮇのఇ業日は，次のと࠾りとする。 

日曜日及び土曜日 

ᅜẸの祝日に関するἲᚊ（᫛和 23年ἲᚊ第 1�8ྕ）につᐃするఇ日 

ኟ Ꮨ ఇ 業 㸶月㸶日から９月 30日まで 

෤ Ꮨ ఇ 業 12 月 25 日から⩣年１月７日まで 

２ ⮫時のఇ業日は，学㛗ࡀᐃࡵる。 

３ 教育ୖᚲ要とㄆࡵるときは，第１項のつᐃにかかࢃらࡎ，ኟᏘ及び෤Ꮨఇ業のᮇ間は，

各学部及び各研究⛉に࠾いて学㛗のᢎㄆをᚓてኚ᭦するࡇとࡀできる。 

４ 教育ୖᚲ要とㄆࡵるときは，第１項から前項までのつᐃにかかࢃらࡎ，ఇ業日に࠾い

て授業等を⾜ࡇ࠺とࡀできる。 

➨㸰❶    学     部

第 1⠇  入     学 

㸦ධ学チྍ㸧

➨ 10 ᮲ 学㛗は，次の各ྕのいࢀࡎかにヱᙜし，入学ヨ㦂に合᱁した者で，第 1� ᮲につ

ᐃする入学ᡭ⥆を᏶஢した者（第 18᮲のつᐃにࡼり入学料の免除を申ㄳしている者及び

第 19 ᮲のつᐃにࡼり入学料のᚩ཰⊰ணを申ㄳしている者をྵࡴ。）にᑐし，入学をチྍ

する。 

�1� 㧗等学ᰯཪは୰等教育学ᰯを༞業した者 

�2� ㏻ᖖの課⛬にࡼる 12 年の学ᰯ教育をಟ஢した者ཪは㏻ᖖの課⛬௨外の課⛬にࡼり，

前ྕに┦ᙜする学ᰯ教育をಟ஢した者 

�3� 外ᅜに࠾いて学ᰯ教育に࠾ける 12 年の課⛬をಟ஢した者ཪはࢀࡇに準ࡎる者でᩥ

部⛉学኱⮧のᣦᐃしたࡶの 

��� ᩥ部⛉学኱⮧ࡀ㧗等学ᰯの課⛬とྠ等の課⛬を᭷するࡶのとしてㄆᐃしたᅾ外教

育施設のᙜヱ課⛬をಟ஢した者 

��� ᑓಟ学ᰯの㧗等課⛬（ಟ業年限３ࡀ年௨ୖで࠶るࡇとその他のᩥ部⛉学኱⮧ࡀᐃࡵ

るᇶ準を‶たすࡶのに限る。）でᩥ部⛉学኱⮧ูࡀにᣦᐃするࡶのをᩥ部⛉学኱⮧ࡀᐃ

 る日௨後にಟ஢した者ࡵ

��� ᩥ部⛉学኱⮧のᣦᐃした者（᫛和 23 年ᩥ部┬࿌♧第 �� ྕ） 

��� 㧗等学ᰯ༞業⛬度ㄆᐃヨ㦂つ๎（ᖹᡂ 1� 年ᩥ部⛉学┬令第１ྕ）にࡼる㧗等学ᰯ

㸫 1� 㸫
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༞業⛬度ㄆᐃヨ㦂に合᱁した者（ྠつ๎㝃๎第２᮲のつᐃにࡼるᗫṆ前の኱学入学㈨

᱁᳨ᐃつ⛬（᫛和 26 年ᩥ部┬令第 13 ྕ。௨ୗ「ᪧつ⛬」とい࠺。）にࡼる኱学入学㈨

᱁᳨ᐃ（௨ୗ「ᪧ᳨ᐃ」とい࠺。）に合᱁した者をྵࡴ。） 

(8) ἲ第 90 ᮲第２項のつᐃにࡼり኱学に入学した者でࡗ࠶て，本学に࠾いて，኱学に

 のࡶたࡵるとㄆ࠶ࡀしい学ຊࢃさࡩける教育をཷけさせるに࠾

(9) 本学に࠾いて，ಶูの入学㈨᱁ᑂᰝにࡼり，㧗等学ᰯを༞業した者とྠ等௨ୖの学

ຊ࠶ࡀるとㄆࡵた者で，18 ṓに㐩したࡶの 

㸦᪩ᮇධ学㸧 

➨ 11᮲ 前᮲のつᐃにかかࢃらࡎ，次の各ྕのいࢀࡎかにヱᙜする者でࡗ࠶て，本学のᐃ

のを，教授఍の㆟を⤒て，入学さࡶるࡵた㈨㉁を᭷するとㄆࢀいて特にඃ࠾る分㔝にࡵ

せるࡇとࡀできる。 

�1� 㧗等学ᰯに２年௨ୖᅾ学した者 

(2) ୰等教育学ᰯの後ᮇ課⛬，㧗等ᑓ㛛学ᰯཪは特ูᨭ᥼学ᰯの㧗等部に２年௨ୖᅾ学

した者 

(3) 外ᅜに࠾いて，学ᰯ教育に࠾ける９年の課⛬にᘬき⥆く学ᰯ教育の課⛬に２年௨ୖ

ᅾ学した者 

(4) ᩥ部⛉学኱⮧ࡀ㧗等学ᰯの課⛬とྠ等の課⛬を᭷するࡶのとしてㄆᐃしたᅾ外教

育施設（㧗等学ᰯの課⛬に┦ᙜする課⛬を᭷する者としてᣦᐃしたࡶのをྵࡴ。）のᙜ

ヱ課⛬に２年௨ୖᅾ学した者 

��� 学ᰯ教育ἲ施⾜つ๎（᫛和 22 年ᩥ部┬令第 11 ྕ。௨ୗ「施⾜つ๎」とい࠺。）第

1�0 ᮲第３ྕのつᐃにࡼりᩥ部⛉学኱⮧ูࡀにᣦᐃするᑓಟ学ᰯの㧗等課⛬にྠྕに

つᐃするᩥ部⛉学኱⮧ࡀᐃࡵる日௨後に࠾いて２年௨ୖᅾ学した者 

(6) ᩥ部⛉学኱⮧ࡀᣦᐃした者（ᖹᡂ 13 年ᩥ部⛉学┬࿌♧第 1�7ྕ） 

(7) 㧗等学ᰯ༞業⛬度ㄆᐃヨ㦂つ๎第４᮲にᐃࡵるヨ㦂⛉目の඲部（ヨ㦂の免除をཷけ

たヨ㦂⛉目を除く。）について合᱁Ⅼをᚓた者（ᪧつ⛬第４᮲につᐃするཷ᳨⛉目の඲

部（ᪧ᳨ᐃの୍部免除をཷけた者については，その免除をཷけた⛉目を除く。）につい

て合᱁Ⅼをᚓた者をྵࡴ。）で，17 ṓに㐩したࡶの 

２ 前項に関してᚲ要な事項は，関係の学部つ๎でᐃࡵる。 

㸦ධ�学 ᮇ㸧 

➨ 12 ᮲ 入学の時ᮇは，学年のึࡵとする。ただし，学年の㏵୰に࠾いてࡶ，学ᮇの༊分

にᚑい，学生を入学させるࡇとࡀできる。 

㸦⦅�ධ 学㸧 

➨ 13 ᮲ 次の各ྕのいࢀࡎかにヱᙜする者で，本学に⦅入学をᚿᮃする者࠶ࡀるときは，

第 10᮲のつᐃにかかࢃらࡎ，学ᮇのึࡵに࠾いて，教授఍の㆟を⤒て，入学をチྍする

 。る࠶ࡀとࡇ

�1� ኱学を༞業した者 

㸫1�㸫 

後ᮇ 10月１日から⩣年３月 31 日まで 

２ 前項にᐃࡵる各学ᮇに二つのᮇ間（௨ୗ「࣮ࢱ࣮࢛ࢡ」とい࠺。）を⨨くࡇとࡀできる。 

３ 各࣮ࢱ࣮࢛ࢡの始ᮇ及び⤊ᮇについては，ูにᐃࡵる。 

㸦ఇ ᴗ ᪥㸧

➨㸷᮲ ᐃᮇのఇ業日は，次のと࠾りとする。 

日曜日及び土曜日 

ᅜẸの祝日に関するἲᚊ（᫛和 23年ἲᚊ第 1�8ྕ）につᐃするఇ日 

ኟ Ꮨ ఇ 業 㸶月㸶日から９月 30日まで 

෤ Ꮨ ఇ 業 12 月 25日から⩣年１月７日まで 

２ ⮫時のఇ業日は，学㛗ࡀᐃࡵる。 

３ 教育ୖᚲ要とㄆࡵるときは，第１項のつᐃにかかࢃらࡎ，ኟᏘ及び෤Ꮨఇ業のᮇ間は，

各学部及び各研究⛉に࠾いて学㛗のᢎㄆをᚓてኚ᭦するࡇとࡀできる。 

４ 教育ୖᚲ要とㄆࡵるときは，第１項から前項までのつᐃにかかࢃらࡎ，ఇ業日に࠾い

て授業等を⾜ࡇ࠺とࡀできる。 

➨㸰❶    学     部

第 1⠇  入     学 

㸦ධ学チྍ㸧

➨ 10 ᮲ 学㛗は，次の各ྕのいࢀࡎかにヱᙜし，入学ヨ㦂に合᱁した者で，第 1� ᮲につ

ᐃする入学ᡭ⥆を᏶஢した者（第 18᮲のつᐃにࡼり入学料の免除を申ㄳしている者及び

第 19 ᮲のつᐃにࡼり入学料のᚩ཰⊰ணを申ㄳしている者をྵࡴ。）にᑐし，入学をチྍ

する。 

�1� 㧗等学ᰯཪは୰等教育学ᰯを༞業した者 

�2� ㏻ᖖの課⛬にࡼる 12 年の学ᰯ教育をಟ஢した者ཪは㏻ᖖの課⛬௨外の課⛬にࡼり，

前ྕに┦ᙜする学ᰯ教育をಟ஢した者 

�3� 外ᅜに࠾いて学ᰯ教育に࠾ける 12 年の課⛬をಟ஢した者ཪはࢀࡇに準ࡎる者でᩥ

部⛉学኱⮧のᣦᐃしたࡶの 

��� ᩥ部⛉学኱⮧ࡀ㧗等学ᰯの課⛬とྠ等の課⛬を᭷するࡶのとしてㄆᐃしたᅾ外教

育施設のᙜヱ課⛬をಟ஢した者 

��� ᑓಟ学ᰯの㧗等課⛬（ಟ業年限３ࡀ年௨ୖで࠶るࡇとその他のᩥ部⛉学኱⮧ࡀᐃࡵ

るᇶ準を‶たすࡶのに限る。）でᩥ部⛉学኱⮧ูࡀにᣦᐃするࡶのをᩥ部⛉学኱⮧ࡀᐃ

 る日௨後にಟ஢した者ࡵ

��� ᩥ部⛉学኱⮧のᣦᐃした者（᫛和 23 年ᩥ部┬࿌♧第 �� ྕ） 

��� 㧗等学ᰯ༞業⛬度ㄆᐃヨ㦂つ๎（ᖹᡂ 1� 年ᩥ部⛉学┬令第１ྕ）にࡼる㧗等学ᰯ

㸫 1� 㸫



㸫1�㸫 

(2) ἲ第 104᮲第７項のつᐃにࡼり学ኈの学఩を授୚さࢀた者 

(3) 施⾜つ๎㝃๎第７᮲につᐃした者 

２ 前項につᐃする者の࡯か，次の各ྕのいࢀࡎかにヱᙜする者でᩥ学部，ἲ学部，⤒῭

学部，⤒Ⴀ学部ཪはᕤ学部に⦅入学をᚿᮃする者࠶ࡀるときは，教授఍の㆟を⤒て，入

学をチྍするࡇと࠶ࡀる。 

�1� ኱学に２年௨ୖᅾ学し，所ᐃの༢఩をಟᚓした者 

(2) ▷ᮇ኱学を༞業した者 

(3) 㧗等ᑓ㛛学ᰯを༞業した者 

(4) 外ᅜに࠾いて，前３ྕとྠ⛬度の課⛬をಟ஢した者 

３ 第１項につᐃする者の࡯か，次の各ྕのいࢀࡎかにヱᙜする者でᅜ㝿ே間⛉学部，理

学部，㎰学部ཪはᾏὒᨻ⟇⛉学部に⦅入学をᚿᮃする者࠶ࡀるときは，教授఍の㆟を⤒

て，入学をチྍするࡇと࠶ࡀる。 

�1� ኱学に２年௨ୖᅾ学し，所ᐃの༢఩をಟᚓした者 

(2) ▷ᮇ኱学を༞業した者 

(3) 㧗等ᑓ㛛学ᰯを༞業した者 

(4) 外ᅜに࠾いて，前３ྕとྠ⛬度の課⛬をಟ஢した者 

(5) ᑓಟ学ᰯのᑓ㛛課⛬（ಟ業年限２ࡀ年௨ୖで࠶るࡇとその他のᩥ部⛉学኱⮧のᐃࡵ

るᇶ準を‶たすࡶのに限る。）をಟ஢した者（第 10 ᮲各ྕのいࢀࡎかにヱᙜする者に

限る。） 

４ 第１項につᐃする者の࡯か，次の各ྕのいࢀࡎかにヱᙜする者で་学部保健学⛉に⦅

入学をᚿᮃする者࠶ࡀるときは，教授఍の㆟を⤒て，入学をチྍするࡇと࠶ࡀる。 

�1� ኱学に２年௨ୖᅾ学し，所ᐃの༢఩をಟᚓした者 

(2) ▷ᮇ኱学を༞業した者 

(3) 外ᅜに࠾いて，前２ྕとྠ⛬度の課⛬をಟ஢した者 

(4) ᑓಟ学ᰯのᑓ㛛課⛬（ಟ業年限２ࡀ年௨ୖで࠶るࡇとその他のᩥ部⛉学኱⮧のᐃࡵ

るᇶ準を‶たすࡶのに限る。）をಟ஢した者（第 10 ᮲各ྕのいࢀࡎかにヱᙜする者に

限る。） 

㸦㌿�ධ�学㸧�

➨ 14 ᮲ 他の኱学に⌧にᅾ学する者で，本学に㌿入学をᚿᮃする者࠶ࡀるときは，第 10

᮲のつᐃにかかࢃらࡎ，学ᮇのึࡵに࠾いて，教授఍の㆟を⤒て，入学をチྍするࡇと

 。る࠶ࡀ

㸦෌�ධ�学㸧�

➨ 15 ᮲ 本学を第 45 ᮲のつᐃにࡼり୰㏵㏥学した者ཪは除⡠さࢀた者で，෌びྠ୍の学

部に入学をᚿᮃする者࠶ࡀるときは，第 10᮲のつᐃにかかࢃらࡎ，学ᮇのึࡵに࠾いて，

教授఍の㆟を⤒て，入学をチྍするࡇと࠶ࡀる。 

㸦ධ学ᚿ㢪㸧�

㸫 1� 㸫



㸫1�㸫 

➨ 16᮲ 入学をᚿ㢪する者は，所ᐃの日までに，᳨ᐃ料を⣡௜した࠼࠺，入学㢪᭩，᳨ᐃ

料ᡶ込証᫂᭩及びูにᣦᐃする᭩類をᥦฟしなけࡤࢀならない。 

２ ᪤⣡の᳨ᐃ料は，㑏௜しない。ただし，次の各ྕのいࢀࡎかにヱᙜするときは，ᙜヱ

㢠に┦ᙜする㢠を㑏௜するࡶのとする。 

�1� 学部の入学ヨ㦂に࠾いてฟ㢪᭩類等にࡼり第୍ẁ㝵目の㑅ᢤを⾜い，その合᱁者に

限り学ຊ᳨ᰝその他にࡼり第二ẁ㝵目の㑅ᢤを⾜࠺場合に࠾いて，第୍ẁ㝵目の㑅ᢤ

で୙合᱁となࡗた者ࡀ第二ẁ㝵目の㑅ᢤに係る㢠の㏉㑏を申しฟたとき。 

(2� 学部の入学ヨ㦂に࠾いて入学のฟ㢪をཷ理した後に本学ࡀ኱学入ヨࢭン࣮ࢱヨ㦂

に࠾いてཷ㦂するࡇとを課した教⛉・⛉目をཷ㦂していないࡇとにࡼり，ฟ㢪の㈨᱁

 。第二ẁ㝵目の㑅ᢤに係る㢠の㏉㑏を申しฟたときࡀした者ุ᫂ࡀとࡇないࡀ

�3� ᳨ᐃ料を⣡௜した者ࡀ，所ᐃの日までに入学㢪᭩をᥦฟしなかࡗた場合に࠾いて，

㏉㑏を申しฟたとき。 

��� ᳨ᐃ料を⣡௜し，入学㢪᭩をᥦฟした者ࡀ，ྲཱྀ 㦂をㄆࡵらࢀなかࡗた場合に࠾いて，

㏉㑏を申しฟたとき。 

㸦ධ学⪅㑅ᢤ㸧 

➨ 16᮲ࡢ㸰 入学者の㑅ᢤは，学๎第 2�᮲の２第３ྕのつᐃにࡼりᐃࡵる᪉㔪にᇶ࡙き，

බṇかつጇᙜな᪉ἲにࡼり，㐺ษなయ制を整࠼て⾜ࡶ࠺のとする。 

㸦ධ学ᡭ⥆㸧 

➨ 17᮲ 入学ヨ㦂に合᱁した者は，所ᐃのᮇ日までに，入学料をῧ࠼て入学ᡭ⥆を⾜ࢃな

けࡤࢀならない。 

２ ᪤⣡の入学料は，㑏௜しない。 

㸦ධ学ᩱࡢච㝖㸧 

➨ 18᮲ 入学料の⣡௜ࡀᅔ㞴な者にᑐしては，本ேの申ㄳにࡼり入学料の඲㢠ཪは୍部を

免除するࡇと࠶ࡀる。 

２ 入学料の免除のྲྀᢅいについては，ูにᐃࡵる。 

㸦ධ学ᩱࡢᚩ཰⊰ண➼㸧 

➨ 19᮲ 入学料の⣡௜ᮇ限までに⣡௜ࡀᅔ㞴な者にᑐしては，本ேの申ㄳにࡼり入学料の

ᚩ཰を⊰ணするࡇと࠶ࡀる。 

２ 前᮲第１項の入学料の免除ཪは前項の入学料のᚩ཰⊰ணを申ㄳした者に係る入学料は，

免除ཪはᚩ཰⊰ணをチྍし，ཪは୙チྍとするまでの間は，ᚩ཰を⊰ணする。 

３ 入学料の免除ⱝしくはᚩ཰⊰ணを୙チྍとさࢀた者ཪは୍部免除のチྍをさࢀた者

（次項にࡼりᚩ཰⊰ணの申ㄳをした者を除く。）は，免除ⱝしくはᚩ཰⊰ணの୙チྍཪは

୍部免除のチྍを࿌▱した日から㉳⟬して 14 日௨内に⣡௜す࡭き入学料を⣡௜しなけ

 。ならないࡤࢀ

４ 入学料の免除を୙チྍとさࢀた者ཪは୍部免除のチྍをさࢀた者ࡀ，第１項につᐃす

るᚩ཰⊰ணをཷけ࠺ࡼとする場合は，免除の୙チྍཪは୍部免除のチྍを࿌▱した日か

㸫1�㸫 

(2) ἲ第 104᮲第７項のつᐃにࡼり学ኈの学఩を授୚さࢀた者 

(3) 施⾜つ๎㝃๎第７᮲につᐃした者 

２ 前項につᐃする者の࡯か，次の各ྕのいࢀࡎかにヱᙜする者でᩥ学部，ἲ学部，⤒῭

学部，⤒Ⴀ学部ཪはᕤ学部に⦅入学をᚿᮃする者࠶ࡀるときは，教授఍の㆟を⤒て，入

学をチྍするࡇと࠶ࡀる。 

�1� ኱学に２年௨ୖᅾ学し，所ᐃの༢఩をಟᚓした者 

(2) ▷ᮇ኱学を༞業した者 

(3) 㧗等ᑓ㛛学ᰯを༞業した者 

(4) 外ᅜに࠾いて，前３ྕとྠ⛬度の課⛬をಟ஢した者 

３ 第１項につᐃする者の࡯か，次の各ྕのいࢀࡎかにヱᙜする者でᅜ㝿ே間⛉学部，理

学部，㎰学部ཪはᾏὒᨻ⟇⛉学部に⦅入学をᚿᮃする者࠶ࡀるときは，教授఍の㆟を⤒

て，入学をチྍするࡇと࠶ࡀる。 

�1� ኱学に２年௨ୖᅾ学し，所ᐃの༢఩をಟᚓした者 

(2) ▷ᮇ኱学を༞業した者 

(3) 㧗等ᑓ㛛学ᰯを༞業した者 

(4) 外ᅜに࠾いて，前３ྕとྠ⛬度の課⛬をಟ஢した者 

(5) ᑓಟ学ᰯのᑓ㛛課⛬（ಟ業年限２ࡀ年௨ୖで࠶るࡇとその他のᩥ部⛉学኱⮧のᐃࡵ

るᇶ準を‶たすࡶのに限る。）をಟ஢した者（第 10 ᮲各ྕのいࢀࡎかにヱᙜする者に

限る。） 

４ 第１項につᐃする者の࡯か，次の各ྕのいࢀࡎかにヱᙜする者で་学部保健学⛉に⦅

入学をᚿᮃする者࠶ࡀるときは，教授఍の㆟を⤒て，入学をチྍするࡇと࠶ࡀる。 

�1� ኱学に２年௨ୖᅾ学し，所ᐃの༢఩をಟᚓした者 

(2) ▷ᮇ኱学を༞業した者 

(3) 外ᅜに࠾いて，前２ྕとྠ⛬度の課⛬をಟ஢した者 

(4) ᑓಟ学ᰯのᑓ㛛課⛬（ಟ業年限２ࡀ年௨ୖで࠶るࡇとその他のᩥ部⛉学኱⮧のᐃࡵ

るᇶ準を‶たすࡶのに限る。）をಟ஢した者（第 10 ᮲各ྕのいࢀࡎかにヱᙜする者に

限る。） 

㸦㌿�ධ�学㸧�

➨ 14 ᮲ 他の኱学に⌧にᅾ学する者で，本学に㌿入学をᚿᮃする者࠶ࡀるときは，第 10

᮲のつᐃにかかࢃらࡎ，学ᮇのึࡵに࠾いて，教授఍の㆟を⤒て，入学をチྍするࡇと

 。る࠶ࡀ

㸦෌�ධ�学㸧�

➨ 15 ᮲ 本学を第 45 ᮲のつᐃにࡼり୰㏵㏥学した者ཪは除⡠さࢀた者で，෌びྠ୍の学

部に入学をᚿᮃする者࠶ࡀるときは，第 10᮲のつᐃにかかࢃらࡎ，学ᮇのึࡵに࠾いて，

教授఍の㆟を⤒て，入学をチྍするࡇと࠶ࡀる。 

㸦ධ学ᚿ㢪㸧�

㸫 1� 㸫



㸫1�㸫 

ら㉳⟬して 14日௨内にᚩ཰⊰ணの申ㄳを⾜ࢃなけࡤࢀならない。 

５ ኱学等に࠾けるಟ学のᨭ᥼に関するἲᚊ（令和ඖ年ἲᚊ第 � ྕ。௨ୗ「ಟ学ᨭ᥼ἲ」

とい࠺。）第 12 ᮲第 1 項のつᐃにࡼり入学料ῶ免のㄆᐃをྲྀりᾘさࢀた者は，ྲྀᾘしを

࿌▱した日から㉳⟬して 14日௨内に⣡௜す࡭き入学料を⣡௜しなけࡤࢀならない。 

６ 入学料のᚩ཰⊰ணのྲྀᢅいについては，ูにᐃࡵる。 

㸦Ṛஸ➼ࡿࡼ࡟ධ学ᩱࡢච㝖㸧 

➨ 20᮲ 前᮲第１項ཪは前᮲第２項のつᐃにࡼり入学料のᚩ཰を⊰ணさࢀている者ࡀ，そ

のᮇ間内に࠾いてṚஸしたࡇとにࡼり除⡠さࢀた場合は，ᮍ⣡の入学料の඲㢠を免除す

る。 

２ 入学料の免除ⱝしくはᚩ཰⊰ணを୙チྍとさࢀた者ཪは୍部免除をチྍさࢀた者ࡀ，

前᮲第３項につᐃする入学料の⣡௜ᮇ間内に࠾いてṚஸしたࡇとにࡼり除⡠さࢀた場合

ཪは第 47᮲第１項第１ྕのつᐃにࡼり除⡠さࢀた場合は，その者に係るᮍ⣡の入学料の

඲㢠を免除する。 

３ ಟ学ᨭ᥼ἲ第12᮲第１項のつᐃにࡼり入学料ῶ免のㄆᐃをྲྀりᾘさࢀた者ࡀ，前᮲第

５項につᐃする入学料の⣡௜ᮇ間内に࠾いてṚஸしたࡇとにࡼり除⡠さࢀた場合ཪは第

��᮲第２項のつᐃにࡼり除⡠さࢀた場合は，その者に係るᮍ⣡の入学料の඲部を免除す

る。

㸦ᐉ  ㄋ㸧 

➨ 21᮲ 入学者は，所ᐃの᪉ἲにࡼりᐉㄋを⾜ࢃなけࡤࢀならない。 

第２⠇  ಟ業年限，教育課⛬，課⛬のᒚಟ等 

㸦ಟᴗᖺ㝈㸧 

➨ 22 ᮲ 学部のಟ業年限は，４年とする。ただし，本学に３年௨ୖᅾ学した者（施⾜つ๎

第 1�9 ᮲につᐃする者をྵࡀ（。ࡴ，༞業の要௳として学部つ๎にᐃࡵる༢఩をඃ⚽なᡂ

⦼でಟᚓしたࡶのとㄆࡵらࢀ，かつ，学生ࡀ༞業をᕼᮃする場合には༞業するࡇとࡀで

きる。 

２ 前項ただし᭩につᐃする༞業のㄆᐃのᇶ準は，学部つ๎に࠾いてᐃࡵ，බ⾲するࡶの

とする。 

３ ་学部་学⛉については，第１項のつᐃにかかࢃらࡎ，そのಟ業年限は６年とする。 

４ 学生ࡀ，⫋業を᭷している等の事᝟にࡼり，ಟ業年限を㉸࠼て୍ᐃのᮇ間にࢃたりィ

⏬ⓗに教育課⛬をᒚಟし༞業するࡇとをᕼᮃする᪨を申しฟたときは，教授఍の㆟を⤒

て，そのィ⏬ⓗなᒚಟをㄆࡵるࡇとࡀできる。 

５ 前項に関してᚲ要な事項は，関係の学部つ๎でᐃࡵる。 

㸦ಟᴗᖺ㝈ࡢ㏻⟬㸧 

➨ 23 ᮲ ኱学の学生௨外の者のࡕ࠺，⛉目等ᒚಟ生ཪは第 �3 ᮲の２につᐃする特ูの課

㸫 1� 㸫
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⛬のᒚಟ生（௨ୗ「特ูの課⛬ᒚಟ生」とい࠺。）として本学に࠾いて୍ᐃの༢఩をಟᚓ

した者ࡀ本学に入学する場合に࠾いては，ᙜヱ༢఩のಟᚓにࡼり本学の教育課⛬の୍部

をᒚಟしたとㄆࡵらࢀるときは，教授఍の㆟を⤒て，ಟᚓした༢఩ᩘその他の事項を຺

案して前᮲のಟ業年限の２分の１を㉸࠼ないᮇ間をಟ業年限に㏻⟬するࡇとࡀできる。 

㸦在学ᖺ㝈㸧 

➨ 24᮲ 学生は，ಟ業年限の２ಸを㉸࠼てᅾ学するࡇとはできない。 

２ 第 22 ᮲第４項のつᐃにࡼりᒚಟをㄆࡵらࢀた学生（௨ୗ「㛗ᮇᒚಟ学生」とい࠺。）

のᅾ学年限については，関係の学部つ๎でᐃࡵる。 

㸦ᩍ⫱ㄢ⛬㸧

➨ 25 ᮲ 学部は，学๎第 27 ᮲の２第１ྕ及び第２ྕのつᐃにࡼりᐃࡵる᪉㔪にᇶ࡙き，

ᚲ要な授業⛉目を次᮲第１項にᐃࡵる༊分にᚑࡗて㛤設し，య⣔ⓗに教育課⛬を⦅ᡂす

るࡶのとする。 

㸦ᤵᴗ科┠ࡢ༊ศ㸧  

➨ 26᮲ 授業⛉目の༊分は，次のと࠾りとする。 

ᇶ♏教㣴⛉目 

⥲合教㣴⛉目 

外ᅜㄒ⛉目 

᝟ሗ⛉目 

健康・ス࣏࣮ࢶ⛉学 

㧗度教㣴⛉目 

ᑓ㛛⛉目（ᑓ㛛ᇶ♏⛉目及び共㏻ᑓ㛛ᇶ♏⛉目をྵࡴ。） 

関㐃⛉目 

㈨᱁免チのたࡵの⛉目 

その他ᚲ要とㄆࡵる⛉目 

２ 前項のつᐃするࡶのの࡯か，外ᅜே␃学生のたࡵの授業⛉目として，日本ㄒ及び日本

事᝟に関する⛉目を⨨くࡇとࡀできる。 

㸦ᤵᴗࡢ᪉ἲ㸧 

➨ 27᮲ 授業は，ㅮ⩏，₇⩦，ᐇ㦂，ᐇ⩦ⱝしくはᐇᢏのいࢀࡎかにࡼりཪはࢀࡇらのే

用にࡼり⾜ࡶ࠺のとする。 

２ 前項につᐃする授業は，ᩥ部⛉学኱⮧ูࡀにᐃࡵるとࢁࡇにࡼり，ከᵝなメ࢕ࢹアを

㧗度に利用して，ᙜヱ授業を⾜࠺教ᐊ等௨外の場所でᒚಟさせるࡇとࡀできる。 

３ 第１項につᐃする授業は，外ᅜに࠾いてᒚಟさせるࡇとࡀできる。前項のつᐃにࡼり，

ከᵝなメ࢕ࢹアを㧗度に利用して，ᙜヱ授業を⾜࠺教ᐊ等௨外の場所でᒚಟさせる場合

についてࡶ，ྠᵝとする。 

４ 第１項につᐃする授業の୍部は，ᩥ部⛉学኱⮧ูࡀにᐃࡵるとࢁࡇにࡼり，ᰯ⯋及び

㝃ᒓ施設௨外の場所で⾜ࡇ࠺とࡀできる。 

㸫1�㸫 

ら㉳⟬して 14日௨内にᚩ཰⊰ணの申ㄳを⾜ࢃなけࡤࢀならない。 

５ ኱学等に࠾けるಟ学のᨭ᥼に関するἲᚊ（令和ඖ年ἲᚊ第 � ྕ。௨ୗ「ಟ学ᨭ᥼ἲ」

とい࠺。）第 12 ᮲第 1 項のつᐃにࡼり入学料ῶ免のㄆᐃをྲྀりᾘさࢀた者は，ྲྀᾘしを

࿌▱した日から㉳⟬して 14日௨内に⣡௜す࡭き入学料を⣡௜しなけࡤࢀならない。 

６ 入学料のᚩ཰⊰ணのྲྀᢅいについては，ูにᐃࡵる。 

㸦Ṛஸ➼ࡿࡼ࡟ධ学ᩱࡢච㝖㸧 

➨ 20᮲ 前᮲第１項ཪは前᮲第２項のつᐃにࡼり入学料のᚩ཰を⊰ணさࢀている者ࡀ，そ

のᮇ間内に࠾いてṚஸしたࡇとにࡼり除⡠さࢀた場合は，ᮍ⣡の入学料の඲㢠を免除す

る。 

２ 入学料の免除ⱝしくはᚩ཰⊰ணを୙チྍとさࢀた者ཪは୍部免除をチྍさࢀた者ࡀ，

前᮲第３項につᐃする入学料の⣡௜ᮇ間内に࠾いてṚஸしたࡇとにࡼり除⡠さࢀた場合

ཪは第 47᮲第１項第１ྕのつᐃにࡼり除⡠さࢀた場合は，その者に係るᮍ⣡の入学料の

඲㢠を免除する。 

３ ಟ学ᨭ᥼ἲ第12᮲第１項のつᐃにࡼり入学料ῶ免のㄆᐃをྲྀりᾘさࢀた者ࡀ，前᮲第

５項につᐃする入学料の⣡௜ᮇ間内に࠾いてṚஸしたࡇとにࡼり除⡠さࢀた場合ཪは第

��᮲第２項のつᐃにࡼり除⡠さࢀた場合は，その者に係るᮍ⣡の入学料の඲部を免除す

る。

㸦ᐉ  ㄋ㸧 

➨ 21᮲ 入学者は，所ᐃの᪉ἲにࡼりᐉㄋを⾜ࢃなけࡤࢀならない。 

第２⠇  ಟ業年限，教育課⛬，課⛬のᒚಟ等 

㸦ಟᴗᖺ㝈㸧 

➨ 22 ᮲ 学部のಟ業年限は，４年とする。ただし，本学に３年௨ୖᅾ学した者（施⾜つ๎

第 1�9 ᮲につᐃする者をྵࡀ（。ࡴ，༞業の要௳として学部つ๎にᐃࡵる༢఩をඃ⚽なᡂ

⦼でಟᚓしたࡶのとㄆࡵらࢀ，かつ，学生ࡀ༞業をᕼᮃする場合には༞業するࡇとࡀで

きる。 

２ 前項ただし᭩につᐃする༞業のㄆᐃのᇶ準は，学部つ๎に࠾いてᐃࡵ，බ⾲するࡶの

とする。 

３ ་学部་学⛉については，第１項のつᐃにかかࢃらࡎ，そのಟ業年限は６年とする。 

４ 学生ࡀ，⫋業を᭷している等の事᝟にࡼり，ಟ業年限を㉸࠼て୍ᐃのᮇ間にࢃたりィ

⏬ⓗに教育課⛬をᒚಟし༞業するࡇとをᕼᮃする᪨を申しฟたときは，教授఍の㆟を⤒

て，そのィ⏬ⓗなᒚಟをㄆࡵるࡇとࡀできる。 

５ 前項に関してᚲ要な事項は，関係の学部つ๎でᐃࡵる。 

㸦ಟᴗᖺ㝈ࡢ㏻⟬㸧 

➨ 23 ᮲ ኱学の学生௨外の者のࡕ࠺，⛉目等ᒚಟ生ཪは第 �3 ᮲の２につᐃする特ูの課

㸫 19 㸫
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５ 前４項に関してᚲ要な事項は，関係の学部つ๎でᐃࡵる。 

㸦ᒚಟ᪉ἲ及びヨ㦂㸧

➨ 28 ᮲ 第 26 ᮲第１項の༊分にᚑࡗて㛤設さࢀる授業⛉目及びそのᒚಟ᪉ἲ୪びにヨ㦂

に関するࡇとは，各学部つ๎，⚄ᡞ኱学඲学共㏻授業⛉目ᒚಟつ๎（ᖹᡂ 16年４月１日

制ᐃ。௨ୗ「ᒚಟつ๎」とい࠺。）及び⚄ᡞ኱学኱学教育᥎㐍ᶵᵓ教㣴教育㝔㧗度教㣴⛉

目ᒚಟつ⛬�ᖹᡂ 28年 3月 22 日制ᐃ�でᐃࡵる。 

２ 第 26᮲第２項のつᐃにࡼり㛤設さࢀる授業⛉目（௨ୗ「日本ㄒ等授業⛉目」とい࠺。）

及びそのᒚಟ᪉ἲ୪びにヨ㦂に関するࡇとは，各学部つ๎及び⚄ᡞ኱学日本ㄒ等授業⛉

目ᒚಟつ๎（ᖹᡂ 16年４月１日制ᐃ）でᐃࡵる。 

㸦ᒚಟ科┠ࡢⓏ㘓ୖࡢ㝈㸧��

➨ 29᮲ 学生ࡀ各年次にࢃたࡗて㐺ษに授業⛉目をᒚಟするたࡵ，༞業の要௳として学生

できる༢ࡀとࡇ１年間にᒚಟ⛉目としてⓏ㘓するࡀき༢఩ᩘについて，学生࡭ಟᚓすࡀ

఩ᩘのୖ限は各学部つ๎に࠾いてᐃࡵるࡶのとする。 

２ 各学部つ๎のᐃࡵるとࢁࡇにࡼり，所ᐃの༢఩をඃࢀたᡂ⦼をࡗࡶてಟᚓした学生に

ついては，前項にᐃࡵるୖ限を㉸࠼てᒚಟ⛉目のⓏ㘓をㄆࡵるࡇとࡀできる。 

㸦ᡂ⦼ホ౯ᇶ‽㸧�

➨ 30᮲ 各学部は，各授業に࠾ける学ಟ目ᶆࡸ目ᶆ㐩ᡂのたࡵの授業の᪉ἲ及びィ⏬を᫂

♧するととࡶに，学生の授業࡬のྲྀ⤌≧ἣ等を⪃៖したከඖⓗなᡂ⦼ホ౯ᇶ準をᐃࡵ，

බ⾲するࡶのとする。 

㸦༢఩ࡢᤵ୚㸧�

➨ 31᮲ ୍の授業⛉目をᒚಟした者にᑐしては，ヨ㦂その他の㐺ษな᪉ἲにࡼり学ಟのᡂ

ᯝをホ౯して，༢఩を୚࠼る。 

㸦༢఩ࡢᇶ‽㸧

➨ 32 ᮲ 各授業⛉目の༢఩ᩘをᐃࡵるにᙜたࡗては，１༢఩の授業⛉目を 45 時間の学ಟ

をᚲ要とする内ᐜをࡗࡶてᵓᡂするࡇとをᶆ準とし，第 27᮲第１項につᐃする授業の᪉ 

ἲにᛂࡌ，ᙜヱ授業にࡼる教育ຠᯝ，授業時間外にᚲ要な学ಟ等を⪃៖して，ࡡࡴ࠾࠾

15 時間から 45 時間までの⠊ᅖで各学部つ๎でᐃࡵる時間の授業をࡗࡶて１༢఩として

༢఩ᩘをィ⟬するࡶのとする。ただし，ⱁ⾡等の分㔝に࠾けるಶேᣦᑟにࡼるᐇᢏの授

業については，ᙜヱ学部つ๎でᐃࡵる時間の授業をࡗࡶて１༢఩とするࡇとࡀできる。

２ ඲学共㏻授業⛉目（ᒚಟつ๎でᐃࡵる඲学に共㏻する授業⛉目をい࠺。）については，

次のᇶ準にࡼり༢఩ᩘをィ⟬するࡶのとする。 

�1� ㅮ⩏については，15 時間の授業をࡗࡶて１༢఩とする。 

�2� ₇⩦，ᐇ㦂，ᐇ⩦及びᐇᢏについては，30 時間の授業をࡗࡶて１༢఩とする。 

�3� ୍の授業について，ㅮ⩏，₇⩦，ᐇ㦂，ᐇ⩦ཪはᐇᢏの２ࡕ࠺௨ୖの᪉ἲのే用に

前２ྕにつᐃするᇶ準を⪃៖して，ࡌせにᛂࢃ合ࡳ⤌場合については，その࠺⾜りࡼ

ูにᐃࡵる時間の授業をࡗࡶて１༢఩とする。 

㸫 20 㸫
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３ 日本ㄒ等授業⛉目については，30 時間の授業をࡗࡶて１༢఩とする。 

４ 第１項のつᐃにかかࢃらࡎ，༞業ㄽᩥ，༞業研究，༞業制స等の授業⛉目については，

ࢀࡇ，る場合にはࢀらࡵ㐺ᙜとㄆࡀとࡇらの学ಟのᡂᯝをホ౯して༢఩を授୚するࢀࡇ

らにᚲ要な学ಟ等を⪃៖して，༢఩ᩘを各学部つ๎でᐃࡵるࡇとࡀできる。 

㸦௚学部ࡢᤵᴗ科┠ࡢᒚಟ㸧 

➨ 33᮲ 学生は，他の学部の授業⛉目をᒚಟするࡇとࡀできる。ࡇの場合は，所ᒓ学部㛗

を⤒て，ᙜヱ学部㛗のチྍをཷけなけࡤࢀならない。 

㸦௚ࡢ኱学ཪࡣ▷ᮇ኱学ࡿࡅ࠾࡟ᤵᴗ科┠ࡢᒚಟ㸧�

➨ 34᮲ 教育ୖ᭷┈とㄆࡵるときは，他の኱学ཪは▷ᮇ኱学（外ᅜの኱学ཪは▷ᮇ኱学を

ࡀとࡇとの༠ᐃにᇶ࡙き，学生にᙜヱ኱学ཪは▷ᮇ኱学の授業⛉目をᒚಟさせる（。ࡴྵ

 。る࠶

２ 前項のつᐃにかかࢃらࡴࡸ，ࡎをᚓない事᝟࠶ࡀるときは，教授఍の㆟を⤒て，༠ᐃ

にᇶ࡙かࡎに学生に外ᅜの኱学ཪは▷ᮇ኱学の授業⛉目をᒚಟさせるࡇと࠶ࡀる。 

３ 前２項のつᐃにࡼりᒚಟした授業⛉目についてಟᚓした༢఩は，60༢఩を㉸࠼ない⠊

ᅖで本学に࠾いてಟᚓしたࡶのとࡳなすࡇと࠶ࡀる。 

４ 前３項のつᐃは，外ᅜの኱学ཪは▷ᮇ኱学࠺⾜ࡀ㏻ಙ教育に࠾ける授業⛉目をᡃࡀᅜ

に࠾いてᒚಟさせる場合及び外ᅜの኱学ཪは▷ᮇ኱学の教育課⛬を᭷するࡶのとしてᙜ

ヱ外ᅜの学ᰯ教育制度に࠾いて఩⨨௜けらࢀた教育施設でࡗ࠶て，ᩥ部⛉学኱⮧ูࡀに

ᣦᐃするࡶののᙜヱ教育課⛬に࠾ける授業⛉目をᡃࡀᅜに࠾いてᒚಟさせる場合につい

て準用する。 

５ 前４項に関してᚲ要な事項は，༠ᐃにᐃࡵるࡶのの࡯か，関係の学部つ๎でᐃࡵる。 

㸦ఇ学ᮇ間୰࡟እ国ࡢ኱学ཪࡣ▷ᮇ኱学࡚࠸࠾࡟ᒚಟࡓࡋᤵᴗ科┠ࡢ༢఩࠸ᢅྲྀࡢ㸧

➨ 34᮲ࡢ㸰� 教育ୖ᭷┈とㄆࡵるときは，学生ࡀఇ学ᮇ間୰に本学と༠ᐃを⥾⤖している

外ᅜの኱学ཪは▷ᮇ኱学に࠾いてᒚಟした授業⛉目についてಟᚓした༢఩を，本学に࠾

いてಟᚓしたࡶのとࡳなすࡇとࡀできる。 

２ 前項のつᐃにかかࢃらࡴࡸ，ࡎをᚓない事᝟࠶ࡀるときは，教授఍の㆟を⤒て，学生

いてᒚಟした授業⛉目に࠾に外ᅜの኱学ཪは▷ᮇ኱学にࡎఇ学ᮇ間୰に༠ᐃにᇶ࡙かࡀ

ついてಟᚓした༢఩を，本学に࠾いてಟᚓしたࡶのとࡳなすࡇとࡀできる。 

３ 前２項にࡼりಟᚓしたࡶのとࡳなすࡇとࡀできる༢఩ᩘは，前᮲第３項及び第４項に

せてࢃなす༢఩ᩘと合ࡳのとࡶいてಟᚓした࠾り本学にࡼ 60 ༢఩を㉸࠼ないࡶのとす

る。 

４ 前３項に関してᚲ要な事項は，関係の学部つ๎でᐃࡵる。 

㸦኱学௨እࡢᩍ⫱᪋タ➼ࡿࡅ࠾࡟学ಟ㸧

➨ 35 ᮲ 教育ୖ᭷┈とㄆࡵるときは，学生࠺⾜ࡀ▷ᮇ኱学ཪは㧗等ᑓ㛛学ᰯのᑓᨷ⛉に࠾

ける学ಟその他ᩥ部⛉学኱⮧ูࡀにᐃࡵる学ಟを，本学に࠾ける授業⛉目のᒚಟとࡳな

し，༢఩を୚࠼るࡇとࡀできる。 
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５ 前４項に関してᚲ要な事項は，関係の学部つ๎でᐃࡵる。 

㸦ᒚಟ᪉ἲ及びヨ㦂㸧

➨ 28 ᮲ 第 26 ᮲第１項の༊分にᚑࡗて㛤設さࢀる授業⛉目及びそのᒚಟ᪉ἲ୪びにヨ㦂

に関するࡇとは，各学部つ๎，⚄ᡞ኱学඲学共㏻授業⛉目ᒚಟつ๎（ᖹᡂ 16年４月１日

制ᐃ。௨ୗ「ᒚಟつ๎」とい࠺。）及び⚄ᡞ኱学኱学教育᥎㐍ᶵᵓ教㣴教育㝔㧗度教㣴⛉

目ᒚಟつ⛬�ᖹᡂ 28年 3月 22 日制ᐃ�でᐃࡵる。 

２ 第 26᮲第２項のつᐃにࡼり㛤設さࢀる授業⛉目（௨ୗ「日本ㄒ等授業⛉目」とい࠺。）

及びそのᒚಟ᪉ἲ୪びにヨ㦂に関するࡇとは，各学部つ๎及び⚄ᡞ኱学日本ㄒ等授業⛉

目ᒚಟつ๎（ᖹᡂ 16年４月１日制ᐃ）でᐃࡵる。 

㸦ᒚಟ科┠ࡢⓏ㘓ୖࡢ㝈㸧��

➨ 29᮲ 学生ࡀ各年次にࢃたࡗて㐺ษに授業⛉目をᒚಟするたࡵ，༞業の要௳として学生

できる༢ࡀとࡇ１年間にᒚಟ⛉目としてⓏ㘓するࡀき༢఩ᩘについて，学生࡭ಟᚓすࡀ

఩ᩘのୖ限は各学部つ๎に࠾いてᐃࡵるࡶのとする。 

２ 各学部つ๎のᐃࡵるとࢁࡇにࡼり，所ᐃの༢఩をඃࢀたᡂ⦼をࡗࡶてಟᚓした学生に

ついては，前項にᐃࡵるୖ限を㉸࠼てᒚಟ⛉目のⓏ㘓をㄆࡵるࡇとࡀできる。 

㸦ᡂ⦼ホ౯ᇶ‽㸧�

➨ 30᮲ 各学部は，各授業に࠾ける学ಟ目ᶆࡸ目ᶆ㐩ᡂのたࡵの授業の᪉ἲ及びィ⏬を᫂

♧するととࡶに，学生の授業࡬のྲྀ⤌≧ἣ等を⪃៖したከඖⓗなᡂ⦼ホ౯ᇶ準をᐃࡵ，

බ⾲するࡶのとする。 

㸦༢఩ࡢᤵ୚㸧�

➨ 31᮲ ୍の授業⛉目をᒚಟした者にᑐしては，ヨ㦂その他の㐺ษな᪉ἲにࡼり学ಟのᡂ

ᯝをホ౯して，༢఩を୚࠼る。 

㸦༢఩ࡢᇶ‽㸧

➨ 32 ᮲ 各授業⛉目の༢఩ᩘをᐃࡵるにᙜたࡗては，１༢఩の授業⛉目を 45 時間の学ಟ

をᚲ要とする内ᐜをࡗࡶてᵓᡂするࡇとをᶆ準とし，第 27᮲第１項につᐃする授業の᪉ 

ἲにᛂࡌ，ᙜヱ授業にࡼる教育ຠᯝ，授業時間外にᚲ要な学ಟ等を⪃៖して，ࡡࡴ࠾࠾

15 時間から 45 時間までの⠊ᅖで各学部つ๎でᐃࡵる時間の授業をࡗࡶて１༢఩として

༢఩ᩘをィ⟬するࡶのとする。ただし，ⱁ⾡等の分㔝に࠾けるಶேᣦᑟにࡼるᐇᢏの授

業については，ᙜヱ学部つ๎でᐃࡵる時間の授業をࡗࡶて１༢఩とするࡇとࡀできる。

２ ඲学共㏻授業⛉目（ᒚಟつ๎でᐃࡵる඲学に共㏻する授業⛉目をい࠺。）については，

次のᇶ準にࡼり༢఩ᩘをィ⟬するࡶのとする。 

�1� ㅮ⩏については，15 時間の授業をࡗࡶて１༢఩とする。 

�2� ₇⩦，ᐇ㦂，ᐇ⩦及びᐇᢏについては，30 時間の授業をࡗࡶて１༢఩とする。 

�3� ୍の授業について，ㅮ⩏，₇⩦，ᐇ㦂，ᐇ⩦ཪはᐇᢏの２ࡕ࠺௨ୖの᪉ἲのే用に

前２ྕにつᐃするᇶ準を⪃៖して，ࡌせにᛂࢃ合ࡳ⤌場合については，その࠺⾜りࡼ

ูにᐃࡵる時間の授業をࡗࡶて１༢఩とする。 

㸫 21 㸫
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２ 前項にࡼり୚࠼るࡇとࡀできる༢఩ᩘは，第 34᮲第３項及び第４項୪びに前᮲第１項

及び第２項にࡼり本学に࠾いてಟᚓしたࡶのとࡳなす༢఩ᩘと合ࢃせて 60 ༢఩を㉸࠼

ないࡶのとする。 

３ 前２項に関してᚲ要な事項は，関係の学部つ๎でᐃࡵる。 

㸦ධ学๓ࡢ᪤ಟᚓ༢఩➼ࡢㄆᐃ㸧  

➨ 36᮲ 教育ୖ᭷┈とㄆࡵるときは，学生ࡀ本学に入学する前に኱学ཪは▷ᮇ኱学（外ᅜ

の኱学ཪは▷ᮇ኱学をྵࡴ。）に࠾いてᒚಟした授業⛉目についてಟᚓした༢఩（⛉目等

ᒚಟ生ཪは特ูの課⛬ᒚಟ生としてಟᚓした༢఩をྵࡴ。௨ୗ「᪤ಟᚓ༢఩」とい࠺。）

を，本学に入学した後の本学に࠾ける授業⛉目のᒚಟにࡼりಟᚓしたࡶのとࡳなすࡇと

 。できるࡀ

２ 教育ୖ᭷┈とㄆࡵるときは，学生ࡀ本学に入学する前に⾜ࡗた前᮲第１項につᐃする

学ಟを，本学に࠾ける授業⛉目のᒚಟとࡳなし，༢఩を୚࠼るࡇとࡀできる。 

３ 前２項にࡼりಟᚓしたࡶのとࡳなし，ཪは୚࠼るࡇとのできる༢఩ᩘは，⦅入学，㌿

入学及び෌入学の場合を除き，本学に࠾いてಟᚓした༢఩௨外のࡶのについては，第 34

᮲第３項及び第４項，第 34 ᮲の２第１項及び第２項୪びに前᮲第１項にࡼり本学に࠾い

てಟᚓしたࡶのとࡳなし，ཪは୚࠼るࡇとのできる༢఩ᩘと合ࢃせて 60༢఩を㉸࠼ない

 。のとするࡶ

４ 前３項に関してᚲ要な事項は，関係の学部つ๎でᐃࡵる。 

㸦⦅ධ学㸪㌿ධ学㸪෌ධ学⪅ࡢಟᴗᖺᩘ➼㸧  

➨ 37᮲ 第 13᮲から第 15᮲までのつᐃにࡼり入学する者のಟ業す࡭き年ᩘ，ᒚಟす࡭き

⛉目及びその༢఩については，教授఍の㆟を⤒て，ࢀࡇをᐃࡵる。 

㸦㌿�学 部㸧 

➨ 38᮲ 学㛗は，学生で，所ᒓ学部㛗のᢎㄆをᚓて㌿学部をᕼᮃする者࠶ࡀるときは，ᚿ

ᮃ学部の教授఍の㆟を⤒て，チྍするࡇと࠶ࡀる。 

㸦㌿�学 科㸧 

➨ 39᮲ 学㛗は，学生で㌿学⛉をᕼᮃする者࠶ࡀるときは，教授఍の㆟を⤒て，チྍする

 。る࠶ࡀとࡇ
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第３⠇  ␃学及びఇ学 

㸦␃  学㸧 

➨ 40 ᮲ 第 34 ᮲第１項のつᐃにᇶ࡙き，外ᅜの኱学ཪは▷ᮇ኱学に␃学し࠺ࡼとする者

は，所ᒓ学部㛗のチྍをཷけなけࡤࢀならない。 

２ 前項のチྍをཷけて␃学したᮇ間は，第 22᮲のಟ業年限に⟬入するࡶのとする。 

㸦ఇ学ࡢチྍ㸧 

➨ 41 ᮲ 学生ࡀ，⑌⑓その他の理⏤にࡼり，３か月௨ୖಟ学をఇṆし࠺ࡼとするときは，

所ᒓ学部㛗のチྍをᚓてఇ学するࡇとࡀできる。 

２ 前項のఇ学ᮇ間は，１年௨内とする。ただし，特ูの理⏤࠶ࡀるとㄆࡵるときは，学

部㛗は，᭦に 1 年を㉸࠼ない⠊ᅖに࠾いてఇ学ᮇ間のᘏ㛗をㄆࡵるࡇとࡀできる。ᙜヱ

ᘏ㛗に係るᮇ間ࡀ‶஢した場合に࠾いて，ࢀࡇを᭦にᘏ㛗し࠺ࡼとするときࡶ，ྠᵝと

する。 

➨ 41 ᮲ࡢ㸰 前᮲のつᐃにかかࢃらࡎ，་学部་学⛉の学生でࡗ࠶て，第 60 ᮲第 1 項の

つᐃにࡼり་学研究⛉་⛉学ᑓᨷの༤ኈ課⛬に᪩ᮇ入学するときは，་学部㛗のチྍを

ᚓて，ఇ学するࡇとࡀできる。 

２ 前項のఇ学ᮇ間は，�年௨内とする。ただし，特ูの理⏤࠶ࡀるとㄆࡵるときは，་

学部㛗は，᭦に1年を㉸࠼ない⠊ᅖ内に࠾いてఇ学ᮇ間のᘏ㛗をㄆࡵるࡇとࡀできる。

ᙜヱᘏ㛗に係るᮇ間ࡀ‶஢した場合に࠾いて，ࢀࡇを᭦にᘏ㛗し࠺ࡼとするときࡶ，ྠ

ᵝとする。 

㸦ఇ学ࡢゎ㝖㸧 

➨ 42᮲ 前᮲のఇ学ᮇ間୰にその理⏤ࡀᾘ⁛したときは，所ᒓ学部㛗のチྍをᚓて，᚟学

するࡇとࡀできる。 

㸦ఇ学ࡢ࿨௧㸧 

➨ 43᮲ 学生で，⑌⑓にࡼり３か月௨ୖಟ学をఇṆさせるࡇとࡀ㐺ᙜとㄆࡵらࢀる者࠶ࡀ

るときは，学部㛗の申ㄳにࡼり，学㛗ࡀఇ学を࿨ࡎる。 

㸦ఇ学ᮇ間࠸ᢅྲྀࡢ㸧 

➨ 44᮲ ఇ学のᮇ間は，㏻⟬して３年を㉸࠼るࡇとはできない。 

２ ఇ学ᮇ間は，ᅾ学年ᩘに⟬入しない。 

第４⠇  ㏥学及び除⡠ 

㸦㏥  学㸧 

➨ 45 ᮲ 学生ࡀ，㏥学し࠺ࡼとするときは，その理⏤をලし，所ᒓ学部㛗に㢪いฟてチྍ

をཷけなけࡤࢀならない。 

㸦⑌⑓➼ࡿࡼ࡟㝖⡠㸧 
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２ 前項にࡼり୚࠼るࡇとࡀできる༢఩ᩘは，第 34᮲第３項及び第４項୪びに前᮲第１項

及び第２項にࡼり本学に࠾いてಟᚓしたࡶのとࡳなす༢఩ᩘと合ࢃせて 60 ༢఩を㉸࠼

ないࡶのとする。 

３ 前２項に関してᚲ要な事項は，関係の学部つ๎でᐃࡵる。 

㸦ධ学๓ࡢ᪤ಟᚓ༢఩➼ࡢㄆᐃ㸧  

➨ 36᮲ 教育ୖ᭷┈とㄆࡵるときは，学生ࡀ本学に入学する前に኱学ཪは▷ᮇ኱学（外ᅜ

の኱学ཪは▷ᮇ኱学をྵࡴ。）に࠾いてᒚಟした授業⛉目についてಟᚓした༢఩（⛉目等

ᒚಟ生ཪは特ูの課⛬ᒚಟ生としてಟᚓした༢఩をྵࡴ。௨ୗ「᪤ಟᚓ༢఩」とい࠺。）

を，本学に入学した後の本学に࠾ける授業⛉目のᒚಟにࡼりಟᚓしたࡶのとࡳなすࡇと

 。できるࡀ

２ 教育ୖ᭷┈とㄆࡵるときは，学生ࡀ本学に入学する前に⾜ࡗた前᮲第１項につᐃする

学ಟを，本学に࠾ける授業⛉目のᒚಟとࡳなし，༢఩を୚࠼るࡇとࡀできる。 

３ 前２項にࡼりಟᚓしたࡶのとࡳなし，ཪは୚࠼るࡇとのできる༢఩ᩘは，⦅入学，㌿

入学及び෌入学の場合を除き，本学に࠾いてಟᚓした༢఩௨外のࡶのについては，第 34

᮲第３項及び第４項，第 34 ᮲の２第１項及び第２項୪びに前᮲第１項にࡼり本学に࠾い

てಟᚓしたࡶのとࡳなし，ཪは୚࠼るࡇとのできる༢఩ᩘと合ࢃせて 60༢఩を㉸࠼ない

 。のとするࡶ

４ 前３項に関してᚲ要な事項は，関係の学部つ๎でᐃࡵる。 

㸦⦅ධ学㸪㌿ධ学㸪෌ධ学⪅ࡢಟᴗᖺᩘ➼㸧  

➨ 37᮲ 第 13᮲から第 15᮲までのつᐃにࡼり入学する者のಟ業す࡭き年ᩘ，ᒚಟす࡭き

⛉目及びその༢఩については，教授఍の㆟を⤒て，ࢀࡇをᐃࡵる。 

㸦㌿�学 部㸧 

➨ 38᮲ 学㛗は，学生で，所ᒓ学部㛗のᢎㄆをᚓて㌿学部をᕼᮃする者࠶ࡀるときは，ᚿ

ᮃ学部の教授఍の㆟を⤒て，チྍするࡇと࠶ࡀる。 

㸦㌿�学 科㸧 

➨ 39᮲ 学㛗は，学生で㌿学⛉をᕼᮃする者࠶ࡀるときは，教授఍の㆟を⤒て，チྍする

 。る࠶ࡀとࡇ
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➨ 46᮲ 学生ࡀ，⑌⑓その他の理⏤にࡼり，ᡂ業のぢ込ࡀࡳないとㄆࡵらࢀるときは，学

部㛗の申ㄳにࡼり，学㛗ࢀࡇࡀを除⡠する。 

㸦ධ学ᩱ➼ᮍ⣡ࡿࡼ࡟㝖⡠㸧  

➨ 47᮲ 学生ࡀ次の各ྕのいࢀࡎかにヱᙜするときは，学部㛗ࢀࡇࡀを除⡠する。 

(1) 第 18᮲ཪは第 19᮲のつᐃにࡼり入学料の免除ཪはᚩ཰⊰ணを申ㄳした者で，免除

ⱝしくはᚩ཰⊰ணࡀ୙チྍになࡗたࡶのཪは୍部免除ⱝしくはᚩ཰⊰ணࡀチྍになࡗ

たࡶのࡀ，その者に係る⣡௜す࡭き入学料を⣡௜ᮇ限内に⣡௜しないとき。 

�2� 授業料の⣡௜をᛰり，╩ಁをཷけてࡶ，⣡௜ᮇ間のᒓする学ᮇの末日までに⣡௜し

ないとき。 

２ ಟ学ᨭ᥼ἲ第 12 ᮲第 1 項のつᐃにࡼり入学料ཪは授業料のῶ免のㄆᐃをྲྀりᾘさࢀた者

き入学料ཪは授業料を⣡௜ᮇ限内に⣡௜しないときは，ᙜヱㄆᐃ࡭その者に係る⣡௜す，ࡀ

に係る年度末をࡗࡶて学部㛗ࢀࡇࡀを除⡠するࡶのとする。 

第５⠇  ༞業要௳及び学ኈの学఩ 

㸦༞ᴗせ௳㸧 

➨ 48 ᮲ ༞業の要௳は，第 22 ᮲にᐃࡵるᮇ間ᅾ学し，12� ༢఩（་学部་学⛉にࡗ࠶て

は，188༢఩。௨ୗྠࡌ。）௨ୖを各学部つ๎のᐃࡵるとࢁࡇにࡼりಟᚓするࡇととする。 

２ 前項のつᐃにࡼり༞業の要௳としてಟᚓす࡭き 12� ༢఩のࡕ࠺，第 27᮲第２項の授業

の᪉ἲにࡼりಟᚓする༢఩ᩘは 60༢఩を㉸࠼ないࡶのとする。ただし，12� ༢఩を㉸࠼

る༢఩ᩘを༞業の要௳としている場合に࠾いては，ྠ᮲第１項につᐃする授業にࡼり ��

༢఩（་学部་学⛉にࡗ࠶ては，128 ༢఩）௨ୖをಟᚓしているときは，60 ༢఩を㉸࠼

るࡇとࡀできるࡇととする。 

㸦学ኈࡢ学఩ᤵ୚㸧 

➨ 49 ᮲ 前᮲のつᐃにࡼり，学部所ᐃの課⛬をಟࡵて本学を༞業した者にᑐしては，学ኈ

の学఩を授୚する。 

第６⠇  授  業  料 

㸦ᤵᴗᩱࡢ⣡ᮇ㸧 

➨ 50 ᮲ 授業料は，次の２ᮇに分け，年㢠の２分の１に┦ᙜする㢠をそࢀࡒࢀの⣡௜ᮇ間

୰に⣡௜しなけࡤࢀならない。 

ᮇ ู            ⣡௜ᮇ間 

前 ᮇ（４月から９月まで） ４月１日から４月 30 日まで 

後 ᮇ（10月から３月まで） 10月１日から 10月 31日まで 

２ 前項のつᐃにかかࢃらࡎ，前ᮇに係る授業料を⣡௜するときに，ᙜヱ年度の後ᮇに係

㸫 2� 㸫
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る授業料をేせて⣡௜するࡇとࡀできる。 

３ 入学年度の前ᮇཪは前ᮇ及び後ᮇに係る授業料については，第１項のつᐃにかかࢃら

 。できるࡀとࡇるときに⣡௜するࢀ入学をチྍさ，ࡎ

４ 第１項の⣡௜ᮇ間を⤒㐣した後に࠾いて入学した者のそのᮇの授業料は，入学の日の

ᒓする月に⣡௜しなけࡤࢀならない。 

５ 学年の୰㏵に࠾いて༞業する者の授業料は，その༞業の月までの分を，月๭をࡗࡶて

ᅾ学するᮇの⣡௜ᮇ間内に⣡௜しなけࡤࢀならない。 

６ ಟ学ᨭ᥼ἲ第 12 ᮲第 1項のつᐃにࡼり授業料ῶ免のㄆᐃをྲྀりᾘさࢀた者の授業料は，

ྲྀᾘしを࿌▱した日から㉳⟬して 14 日௨内に⣡௜しなけࡤࢀならない。 

７ ᪤⣡の授業料は，㑏௜しない。ただし，第２項ཪは第３項のつᐃにࡼり授業料を⣡௜

した者ࡀ，次の各ྕのいࢀࡎかにヱᙜする場合は，⣡௜した者の申ฟにࡼりᙜヱ各ྕに

ᐃࡵる授業料┦ᙜ㢠を㑏௜するࡶのとする。 

(1) 第２項のつᐃにࡼり授業料を⣡௜した者ࡀ，後ᮇに係る授業料の⣡௜ᮇ間前にఇ学

ཪは第 4� ᮲のつᐃにࡼり㏥学した場合 後ᮇ分の授業料に┦ᙜする㢠 

�2� 第３項のつᐃにࡼり授業料を⣡௜した者ࡀ，入学年度の前年度の末日までに入学を

㎡㏥した場合入学年度の前ᮇ分ཪは前ᮇ分及び後ᮇ分の授業料に┦ᙜする㢠 

(3) 第３項のつᐃにࡼり授業料を⣡௜した者ࡀ，入学年度の前年度の末日までに入学年

度のึ日からのఇ学を申しฟ，第 41᮲第１項のつᐃにࡼりఇ学をチྍさࢀた場合入学

年度の前ᮇ分ཪは前ᮇ分及び後ᮇ分の授業料に┦ᙜする㢠 

㸦ᤵᴗᩱࡢච㝖㸧 

➨ 51 ᮲ ⤒῭ⓗ理⏤にࡼり授業料を⣡௜するࡇとࡀᅔ㞴で࠶り，かつ，学業ࡀඃ⚽で࠶る

者その他特ูな事᝟࠶ࡀる者にᑐしては，本ேの申ㄳにࡼり授業料の඲㢠ཪは୍部を免

除するࡇと࠶ࡀる。 

２ 前項につᐃする授業料の免除のྲྀᢅいについては，ูにᐃࡵる。 

㸦ᤵᴗᩱࡢᚩ཰⊰ண及び᭶๭ศ⣡㸧  

➨ 52 ᮲ ⤒῭ⓗ理⏤にࡼり授業料の⣡௜ᮇ限までに授業料を⣡௜するࡇとࡀᅔ㞴で࠶り，

かつ，学業ࡀඃ⚽で࠶る者その他特ูな事᝟࠶ࡀる者にᑐしては，本ேの申ㄳにࡼり授

業料のᚩ཰⊰ணཪは月๭分⣡をチྍするࡇと࠶ࡀる。 

２ 前項につᐃする授業料のᚩ཰⊰ண及び月๭分⣡のྲྀᢅいについては，ูにᐃࡵる。 

㸦ఇ学⪅ࡢᤵᴗᩱ㸧 

➨ 53 ᮲ 学生ࡀ授業料の⣡௜ᮇ限までにఇ学をチྍさࢀた場合ཪは授業料のᚩ཰⊰ணを

ཷけていた者ࡀఇ学をチྍさࢀた場合は，月๭ィ⟬にࡼりఇ学ᙜ月の⩣月（ఇ学を㛤始

する日ࡀ月のึ日にᙜたる場合は，その月）から᚟学ᙜ月の前月までの授業料を免除す

る。 

２ ఇ学୰の者ࡀ᚟学した場合は，᚟学ᙜ月௨後のそのᮇの授業料を月๭をࡗࡶて᚟学の

㝿に⣡௜しなけࡤࢀならない。 

㸫2�㸫 

➨ 46᮲ 学生ࡀ，⑌⑓その他の理⏤にࡼり，ᡂ業のぢ込ࡀࡳないとㄆࡵらࢀるときは，学

部㛗の申ㄳにࡼり，学㛗ࢀࡇࡀを除⡠する。 

㸦ධ学ᩱ➼ᮍ⣡ࡿࡼ࡟㝖⡠㸧  

➨ 47᮲ 学生ࡀ次の各ྕのいࢀࡎかにヱᙜするときは，学部㛗ࢀࡇࡀを除⡠する。 

(1) 第 18᮲ཪは第 19᮲のつᐃにࡼり入学料の免除ཪはᚩ཰⊰ணを申ㄳした者で，免除

ⱝしくはᚩ཰⊰ணࡀ୙チྍになࡗたࡶのཪは୍部免除ⱝしくはᚩ཰⊰ணࡀチྍになࡗ

たࡶのࡀ，その者に係る⣡௜す࡭き入学料を⣡௜ᮇ限内に⣡௜しないとき。 

�2� 授業料の⣡௜をᛰり，╩ಁをཷけてࡶ，⣡௜ᮇ間のᒓする学ᮇの末日までに⣡௜し

ないとき。 

２ ಟ学ᨭ᥼ἲ第 12 ᮲第 1 項のつᐃにࡼり入学料ཪは授業料のῶ免のㄆᐃをྲྀりᾘさࢀた者

き入学料ཪは授業料を⣡௜ᮇ限内に⣡௜しないときは，ᙜヱㄆᐃ࡭その者に係る⣡௜す，ࡀ

に係る年度末をࡗࡶて学部㛗ࢀࡇࡀを除⡠するࡶのとする。 

第５⠇  ༞業要௳及び学ኈの学఩ 

㸦༞ᴗせ௳㸧 

➨ 48 ᮲ ༞業の要௳は，第 22 ᮲にᐃࡵるᮇ間ᅾ学し，12� ༢఩（་学部་学⛉にࡗ࠶て

は，188༢఩。௨ୗྠࡌ。）௨ୖを各学部つ๎のᐃࡵるとࢁࡇにࡼりಟᚓするࡇととする。 

２ 前項のつᐃにࡼり༞業の要௳としてಟᚓす࡭き 12� ༢఩のࡕ࠺，第 27᮲第２項の授業

の᪉ἲにࡼりಟᚓする༢఩ᩘは 60༢఩を㉸࠼ないࡶのとする。ただし，12� ༢఩を㉸࠼

る༢఩ᩘを༞業の要௳としている場合に࠾いては，ྠ᮲第１項につᐃする授業にࡼり ��

༢఩（་学部་学⛉にࡗ࠶ては，128 ༢఩）௨ୖをಟᚓしているときは，60 ༢఩を㉸࠼

るࡇとࡀできるࡇととする。 

㸦学ኈࡢ学఩ᤵ୚㸧 

➨ 49 ᮲ 前᮲のつᐃにࡼり，学部所ᐃの課⛬をಟࡵて本学を༞業した者にᑐしては，学ኈ

の学఩を授୚する。 

第６⠇  授  業  料 

㸦ᤵᴗᩱࡢ⣡ᮇ㸧 

➨ 50 ᮲ 授業料は，次の２ᮇに分け，年㢠の２分の１に┦ᙜする㢠をそࢀࡒࢀの⣡௜ᮇ間

୰に⣡௜しなけࡤࢀならない。 

ᮇ ู            ⣡௜ᮇ間 

前 ᮇ（４月から９月まで） ４月１日から４月 30 日まで 

後 ᮇ（10月から３月まで） 10月１日から 10月 31日まで 

２ 前項のつᐃにかかࢃらࡎ，前ᮇに係る授業料を⣡௜するときに，ᙜヱ年度の後ᮇに係
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㸦㏥学⪅➼ࡢᤵᴗᩱ㸧 

➨ 54 ᮲ 第 50 ᮲にᐃࡵるᮇの୰㏵に࠾いて，第 45 ᮲のつᐃにࡼり㏥学し，第 55 ᮲の２

第１項のつᐃにࡼり೵学ⱝしくはᠬᡄ㏥学を࿨ࡐらࢀ，ཪは除⡠さࢀた者は，そのᮇの

授業料を⣡௜しなけࡤࢀならない。ただし，Ṛஸし，ⱝしくは⾜᪉୙᫂となࡗたࡇとに

た場合ཪは第ࢀり除⡠さࡼ 47᮲のつᐃにࡼり除⡠さࢀた場合は，その者に係るᮍ⣡の授

業料の඲㢠を免除するࡇと࠶ࡀる。 

２ 授業料のᚩ཰⊰ணཪは月๭分⣡をチྍさࢀている者ࡀ㏥学をチྍさࢀた場合は，月๭

ィ⟬にࡼり㏥学の⩣月௨後に⣡௜す࡭き授業料の඲㢠を免除するࡇと࠶ࡀる。 

第７⠇  ㈹   ⨩ 

㸦⾲  ᙲ㸧 

➨ 55᮲ 学生として⾲ᙲに್する⾜Ⅽࡗ࠶ࡀたときは，所ᒓ学部㛗等の᥎⸀にࡼり，学㛗

は，ࢀࡇを⾲ᙲするࡇと࠶ࡀる。 

２ 前項に関しᚲ要な事項は，⚄ᡞ኱学学生⾲ᙲつ⛬（ᖹᡂ 17 年 2 月 17 日制ᐃ）でᐃࡵ

る。 

㸦ᠬ  ᡄ㸧 

➨ 55᮲ࡢ㸰 本学のつᐃに㐪⫼し，学生の本分をᏲらない者࠶ࡀるときは，所ᐃのᡭ⥆に

 。ᠬᡄするࡀり学㛗ࡼ

２ ᠬᡄは，カ࿌，೵学及びᠬᡄ㏥学とする。 

３ ೵学３か月௨ୖにࢃたるときは，そのᮇ間は，第 22 ᮲のಟ業年限に⟬入しない。 

４ 前３項に関しᚲ要な事項は，⚄ᡞ኱学学生ᠬᡄつ๎（ᖹᡂ 1� 年４月１日制ᐃ）でᐃࡵ

る。 

➨㸰❶    ኱  学  㝔

第１⠇  入   学 

㸦ಟኈㄢ⛬㸪๓ᮇㄢ⛬及びᑓ㛛⫋学఩ㄢ⛬ࡢධ学㈨᱁㸧 

➨ 56᮲ ಟኈ課⛬，前ᮇ課⛬及びᑓ㛛⫋学఩課⛬に入学するࡇとのできる者は，次の各ྕ

のいࢀࡎかにヱᙜする者とする。 

(1) ኱学を༞業した者 

�2� ἲ第 104 ᮲第７項のつᐃにࡼり学ኈの学఩を授୚さࢀた者 

(3) 外ᅜに࠾いて，学ᰯ教育に࠾ける 1� 年の課⛬をಟ஢した者 

(4) 外ᅜの学ᰯ࠺⾜ࡀ㏻ಙ教育に࠾ける授業⛉目をᡃࡀᅜに࠾いてᒚಟするࡇとにࡼ

りᙜヱ外ᅜの学ᰯ教育に࠾ける 1� 年の課⛬をಟ஢した者 
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(5) ᡃࡀᅜに࠾いて，外ᅜの኱学の課⛬（そのಟ஢者ࡀᙜヱ外ᅜの学ᰯ教育に࠾ける 16 

年の課⛬をಟ஢したとさࢀるࡶのに限る。）を᭷するࡶのとしてᙜヱ外ᅜの学ᰯ教育制度

に࠾いて఩⨨௜けらࢀた教育施設でࡗ࠶て，ᩥ部⛉学኱⮧ูࡀにᣦᐃするࡶののᙜヱ

課⛬をಟ஢した者 

(6) 外ᅜの኱学その他の外ᅜの学 （ᰯその教育研究活動等の⥲合ⓗな≧ἣについて，ᙜ

ヱ外ᅜのᨻᗓཪは関係ᶵ関のㄆ証をཷけた者にࡼるホ౯をཷけたࡶのཪはࢀࡇに準ࡎ

るࡶのとしてᩥ部⛉学኱⮧ูࡀにᣦᐃするࡶのに限る。）に࠾いて，ಟ業年限３ࡀ年௨

ୖで࠶る課⛬をಟ஢するࡇと（ᙜヱ外ᅜの学ᰯ࠺⾜ࡀ㏻ಙ教育に࠾ける授業⛉目をᡃ

と及びᙜヱ外ᅜの学ᰯ教育制ࡇりᙜヱ課⛬をಟ஢するࡼとにࡇいてᒚಟする࠾ᅜにࡀ

度に࠾いて఩⨨௜けらࢀた教育施設でࡗ࠶て前ྕのᣦᐃをཷけたࡶのに࠾いて課⛬を

ಟ஢するࡇとをྵࡴ。）にࡼり，学ኈの学఩に┦ᙜする学఩を授୚さࢀた者 

��� ᑓಟ学ᰯのᑓ㛛課⛬（ಟ業年限４ࡀ年௨ୖで࠶るࡇとその他のᩥ部⛉学኱⮧ࡀᐃࡵ

るᇶ準を‶たすࡶのに限る。）でᩥ部⛉学኱⮧ูࡀにᣦᐃするࡶのをᩥ部⛉学኱⮧ࡀᐃ

 る日௨後にಟ஢した者ࡵ

(8) ᩥ部⛉学኱⮧のᣦᐃした者（᫛和 28年ᩥ部┬࿌♧第５ྕ） 

(9) ἲ第 102 ᮲第２項のつᐃにࡼり኱学㝔に入学した者でࡗ࠶て，本学に࠾いて，኱学

㝔に࠾ける教育をཷけるにࡩさࢃしい学ຊ࠶ࡀるとㄆࡵたࡶの 

(10) 本学に࠾いて，ಶูの入学㈨᱁ᑂᰝにࡼり，኱学を༞業した者とྠ等௨ୖの学ຊ

た者で，22ࡵるとㄆ࠶ࡀ ṓに㐩したࡶの 

㸦ಟኈㄢ⛬㸪๓ᮇㄢ⛬及びᑓ㛛⫋学఩ㄢ⛬ࡢ࡬᪩ᮇධ学㸧  

➨ 57᮲ 前᮲のつᐃにかかࢃらࡎ，次の各ྕのいࢀࡎかにヱᙜする者でࡗ࠶て，本学のᐃ

とࡇのを，教授఍の㆟を⤒て，入学させるࡶるࡵる༢఩をඃ⚽なᡂ⦼でಟᚓしたとㄆࡵ

 。できるࡀ

(1) ኱学に３年௨ୖᅾ学した者 

�2� 外ᅜに࠾いて学ᰯ教育に࠾ける 15年の課⛬をಟ஢した者 

(3) 外ᅜの学ᰯ࠺⾜ࡀ㏻ಙ教育に࠾ける授業⛉目をᡃࡀᅜに࠾いてᒚಟするࡇとにࡼ

りᙜヱ外ᅜの学ᰯ教育に࠾ける 15年の課⛬をಟ஢した者 

(4) ᡃࡀᅜに࠾いて，外ᅜの኱学の課⛬（そのಟ஢者ࡀᙜヱ外ᅜの学ᰯ教育に࠾ける 15

年の課⛬をಟ஢したとさࢀるࡶのに限る。）を᭷するࡶのとしてᙜヱ外ᅜの学ᰯ教育制

度に࠾いて఩⨨௜けらࢀた教育施設でࡗ࠶て，ᩥ部⛉学኱⮧ูࡀにᣦᐃするࡶののᙜ

ヱ課⛬をಟ஢した者 

２ 前項に関してᚲ要な事項は，関係の研究⛉つ๎でᐃࡵる。 

㸦ᚋᮇㄢ⛬ࡢධ学㈨᱁㸧 

➨ 58 ᮲ 後ᮇ課⛬に入学するࡇとのできる者は，次の各ྕのいࢀࡎかにヱᙜする者とす

る。 

(1) ಟኈの学఩ཪはᑓ㛛⫋学఩（ἲ第 104 ᮲第３項のつᐃにᇶ࡙き学఩つ๎（᫛和 28
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㸦㏥学⪅➼ࡢᤵᴗᩱ㸧 

➨ 54 ᮲ 第 50 ᮲にᐃࡵるᮇの୰㏵に࠾いて，第 45 ᮲のつᐃにࡼり㏥学し，第 55 ᮲の２

第１項のつᐃにࡼり೵学ⱝしくはᠬᡄ㏥学を࿨ࡐらࢀ，ཪは除⡠さࢀた者は，そのᮇの

授業料を⣡௜しなけࡤࢀならない。ただし，Ṛஸし，ⱝしくは⾜᪉୙᫂となࡗたࡇとに

た場合ཪは第ࢀり除⡠さࡼ 47᮲のつᐃにࡼり除⡠さࢀた場合は，その者に係るᮍ⣡の授

業料の඲㢠を免除するࡇと࠶ࡀる。 

２ 授業料のᚩ཰⊰ணཪは月๭分⣡をチྍさࢀている者ࡀ㏥学をチྍさࢀた場合は，月๭

ィ⟬にࡼり㏥学の⩣月௨後に⣡௜す࡭き授業料の඲㢠を免除するࡇと࠶ࡀる。 

第７⠇  ㈹   ⨩ 

㸦⾲  ᙲ㸧 

➨ 55᮲ 学生として⾲ᙲに್する⾜Ⅽࡗ࠶ࡀたときは，所ᒓ学部㛗等の᥎⸀にࡼり，学㛗

は，ࢀࡇを⾲ᙲするࡇと࠶ࡀる。 

２ 前項に関しᚲ要な事項は，⚄ᡞ኱学学生⾲ᙲつ⛬（ᖹᡂ 17 年 2 月 17 日制ᐃ）でᐃࡵ

る。 

㸦ᠬ  ᡄ㸧 

➨ 55᮲ࡢ㸰 本学のつᐃに㐪⫼し，学生の本分をᏲらない者࠶ࡀるときは，所ᐃのᡭ⥆に

 。ᠬᡄするࡀり学㛗ࡼ

２ ᠬᡄは，カ࿌，೵学及びᠬᡄ㏥学とする。 

３ ೵学３か月௨ୖにࢃたるときは，そのᮇ間は，第 22 ᮲のಟ業年限に⟬入しない。 

４ 前３項に関しᚲ要な事項は，⚄ᡞ኱学学生ᠬᡄつ๎（ᖹᡂ 1� 年４月１日制ᐃ）でᐃࡵ

る。 

➨㸰❶    ኱  学  㝔

第１⠇  入   学 

㸦ಟኈㄢ⛬㸪๓ᮇㄢ⛬及びᑓ㛛⫋学఩ㄢ⛬ࡢධ学㈨᱁㸧 

➨ 56᮲ ಟኈ課⛬，前ᮇ課⛬及びᑓ㛛⫋学఩課⛬に入学するࡇとのできる者は，次の各ྕ

のいࢀࡎかにヱᙜする者とする。 

(1) ኱学を༞業した者 

�2� ἲ第 104 ᮲第７項のつᐃにࡼり学ኈの学఩を授୚さࢀた者 

(3) 外ᅜに࠾いて，学ᰯ教育に࠾ける 1� 年の課⛬をಟ஢した者 

(4) 外ᅜの学ᰯ࠺⾜ࡀ㏻ಙ教育に࠾ける授業⛉目をᡃࡀᅜに࠾いてᒚಟするࡇとにࡼ

りᙜヱ外ᅜの学ᰯ教育に࠾ける 1� 年の課⛬をಟ஢した者 
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年ᩥ部┬令第９ྕ）第５᮲の２につᐃするᑓ㛛⫋学఩をい࠺。௨ୗྠࡌ。）を᭷する者 

(2) 外ᅜに࠾いてಟኈの学఩ཪはᑓ㛛⫋学఩に┦ᙜする学఩を授୚さࢀた者 

(3) 外ᅜの学ᰯ࠺⾜ࡀ㏻ಙ教育に࠾ける授業⛉目をᡃࡀᅜに࠾いてᒚಟし，ಟኈの学఩

ཪはᑓ㛛⫋学఩に┦ᙜする学఩を授୚さࢀた者 

(4) ᡃࡀᅜに࠾いて，外ᅜの኱学㝔の課⛬を᭷するࡶのとしてᙜヱ外ᅜの学ᰯ教育制度

に࠾いて఩⨨௜けらࢀた教育施設でࡗ࠶て，ᩥ部⛉学኱⮧ูࡀにᣦᐃするࡶののᙜヱ

課⛬をಟ஢し，ಟኈの学఩ཪはᑓ㛛⫋学఩に┦ᙜする学఩を授୚さࢀた者 

(5) ᅜ㝿㐃合኱学本部に関するᅜ㝿㐃合と日本ᅜとの間の༠ᐃのᐇ施にక࠺特ูᥐ⨨

ἲ（᫛和 51年ἲᚊ第 72ྕ）第１᮲第２項につᐃする 1972年 12月 11日のᅜ㝿㐃合⥲

఍Ỵ㆟にᇶ࡙き設❧さࢀたᅜ㝿㐃合኱学（第 74 ᮲に࠾いて㺀ᅜ㝿㐃合኱学㺁とい࠺。）

の課⛬をಟ஢し，ಟኈの学఩に┦ᙜする学఩を授୚さࢀた者 

(6) 外ᅜの学ᰯ，第４ྕのᣦᐃをཷけた教育施設ཪはᅜ㝿㐃合኱学の教育課⛬をᒚಟし，

኱学㝔設⨨ᇶ準（᫛和 49年ᩥ部┬令第 28ྕ）第 16᮲の２につᐃするヨ㦂及びᑂᰝに

┦ᙜするࡶのに合᱁し，ಟኈの学఩を᭷する者とྠ等௨ୖの学ຊ࠶ࡀるとㄆࡵらࢀた

者 

(7) ᩥ部⛉学኱⮧のᣦᐃした者（ᖹᡂඖ年ᩥ部┬࿌♧第 118ྕ） 

(8) 本学に࠾いて，ಶูの入学㈨᱁ᑂᰝにࡼり，ಟኈの学఩ཪはᑓ㛛⫋学఩を᭷する者

とྠ等௨ୖの学ຊ࠶ࡀるとㄆࡵた者で，24ṓに㐩したࡶの 

㸦་学◊✲科་科学ᑓᨷࡢ༤ኈㄢ⛬ࡢධ学㈨᱁㸧 

➨ 59 ᮲ ་学研究⛉་⛉学ᑓᨷの༤ኈ課⛬に入学するࡇとのできる者は，次の各ྕのいࡎ

 。かにヱᙜする者とするࢀ

(1) ኱学の་学，ṑ学，⸆学（ಟ業年限６ࡀ年で࠶るࡶのに限る。௨ୗྠࡌ。）ཪは⋇

་学（ಟ業年限６ࡀ年で࠶るࡶのに限る。௨ୗྠࡌ。）をᒚಟする課⛬を༞業した者 

(2) 外ᅜに࠾いて，学ᰯ教育に࠾ける 18 年の課⛬（᭱⤊の課⛬は་学，ṑ学，⸆学ཪ

は⋇་学）をಟ஢した者 

(3) 外ᅜの学ᰯ࠺⾜ࡀ㏻ಙ教育に࠾ける授業⛉目をᡃࡀᅜに࠾いてᒚಟするࡇとにࡼ

りᙜヱ外ᅜの学ᰯ教育に࠾ける 18年の課⛬（᭱⤊の課⛬は་学，ṑ学，⸆学ཪは⋇་

学）をಟ஢した者 

(4) ᡃࡀᅜに࠾いて，外ᅜの኱学の課⛬（そのಟ஢者ࡀᙜヱ外ᅜの学ᰯ教育に࠾ける 18

年の課⛬（᭱⤊の課⛬は，་学，ṑ学，⸆学ཪは⋇་学）をಟ஢したとさࢀるࡶのに限

る。）を᭷するࡶのとしてᙜヱ外ᅜの学ᰯ教育制度に࠾いて఩⨨௜けらࢀた教育施設で

 ののᙜヱ課⛬をಟ஢した者ࡶにᣦᐃするูࡀ⮧て，ᩥ部⛉学኱ࡗ࠶

��� 外ᅜの኱学その他の外ᅜの学 （ᰯその教育研究活動等の⥲合ⓗな≧ἣについて，ᙜヱ

外ᅜのᨻᗓཪは関係ᶵ関のㄆ証をཷけた者にࡼるホ౯をཷけたࡶのཪはࢀࡇに準ࡎる

ࡀいて，ಟ業年限࠾のに限る。）にࡶにᣦᐃするูࡀ⮧のとしてᩥ部⛉学኱ࡶ �年௨ୖ

で࠶る課⛬ �་学，ṑ学，⸆学ཪは⋇་学をᒚಟする課⛬に限る。�をಟ஢するࡇと（ᙜ
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ᒚಟする課⛬を༞業した者とྠ等௨ୖの学ຊ࠶ࡀるとㄆࡵた者で，24ṓに㐩したࡶの 

㸦་学◊✲科་科学ᑓᨷࡢ༤ኈㄢ⛬ࡢ࡬᪩ᮇධ学㸧 

➨ 60᮲ 前᮲のつᐃにかかࢃらࡎ，次の各ྕのいࢀࡎかにヱᙜする者でࡗ࠶て，本学のᐃ

とࡇのを，教授఍の㆟を⤒て，入学させるࡶるࡵる༢఩をඃ⚽なᡂ⦼でಟᚓしたとㄆࡵ

 。できるࡀ

(1) ኱学（་学，ṑ学，⸆学ཪは⋇་学をᒚಟする課⛬に限る。）に４年௨ୖᅾ学した

者 

(2) 外ᅜに࠾いて学ᰯ教育に࠾ける 16 年の課⛬（་学，ṑ学ཪは⋇་学をᒚಟする課

⛬をྵࡶࡴのに限る。）をಟ஢した者 

(3) 外ᅜの学ᰯ࠺⾜ࡀ㏻ಙ教育に࠾ける授業⛉目をᡃࡀᅜに࠾いてᒚಟするࡇとにࡼ

りᙜヱ外ᅜの学ᰯ教育に࠾ける 16年の課⛬（་学，ṑ学，⸆学，⸆学ཪは⋇་学をᒚ

ಟする課⛬をྵࡶࡴのに限る。）をಟ஢した者 

(4) ᡃࡀᅜに࠾いて，外ᅜの኱学の課⛬（そのಟ஢者ࡀᙜヱ外ᅜの学ᰯ教育に࠾ける 16

年の課⛬（᭱⤊の課⛬は，་学，ṑ学，⸆学ཪは⋇་学）をಟ஢したとさࢀるࡶのに限

る。）を᭷するࡶのとしてᙜヱ外ᅜの学ᰯ教育制度に࠾いて఩⨨௜けらࢀた教育施設で

 ののᙜヱ課⛬をಟ஢した者ࡶにᣦᐃするูࡀ⮧て，ᩥ部⛉学኱ࡗ࠶

２ 前項に関してᚲ要な事項は，関係の研究⛉つ๎でᐃࡵる。 

㸦㐍  学㸧 

➨ 61᮲ 本学኱学㝔のಟኈ課⛬，前ᮇ課⛬ཪはᑓ㛛⫋学఩課⛬をಟ஢し，ᘬき⥆き後ᮇ課

⛬ཪは་学研究⛉་⛉学ᑓᨷの༤ኈ課⛬に㐍学をᚿᮃする者については，ᙜヱ研究⛉の

ᐃࡵるとࢁࡇにࡼり，㑅⪃のୖ，㐍学をチྍする。 

㸦ධ学⪅㑅ᢤ㸧 

➨ 62 ᮲� ኱学㝔の入学者の㑅ᢤは，学๎第 27᮲の２第３ྕのつᐃにࡼりᐃࡵる᪉㔪にᇶ

࡙き，බṇかつጇᙜな᪉ἲにࡼり，㐺ษなయ制を整࠼て⾜ࡶ࠺のとする。 

㸰 ኱学㝔の入学ᚿ㢪者にᑐする㑅⪃᪉ἲは，各研究⛉に࠾いてูにᐃࡵる。 

第２⠇  ಟ業年限，教育᪉ἲ，ಟ஢要௳等 

ヱ外ᅜの学ᰯ࠺⾜ࡀ㏻ಙ教育に࠾ける授業⛉目をᡃࡀᅜに࠾いてᒚಟするࡇとにࡼり

ᙜヱ課⛬をಟ஢するࡇと及びᙜヱ外ᅜの学ᰯ教育制度に࠾いて఩⨨௜けらࢀた教育施

設でࡗ࠶て前ྕのᣦᐃをཷけたࡶのに࠾いて課⛬をಟ஢するࡇとをྵࡴ。）にࡼり，学

ኈの学఩に┦ᙜする学఩を授୚さࢀた者

(6) ᩥ部⛉学኱⮧のᣦᐃした者（᫛和 30年ᩥ部┬࿌♧第 39ྕ） 

(7) ἲ第 102᮲第２項のつᐃにࡼり኱学㝔に入学した者でࡗ࠶て，本学に࠾いて，኱学

㝔に࠾ける教育をཷけるにࡩさࢃしい学ຊ࠶ࡀるとㄆࡵたࡶの 

(8) 本学に࠾いて，ಶูの入学㈨᱁ᑂᰝにࡼり，኱学の་学，ṑ学，⸆学ཪは⋇་学を

年ᩥ部┬令第９ྕ）第５᮲の２につᐃするᑓ㛛⫋学఩をい࠺。௨ୗྠࡌ。）を᭷する者 

(2) 外ᅜに࠾いてಟኈの学఩ཪはᑓ㛛⫋学఩に┦ᙜする学఩を授୚さࢀた者 

(3) 外ᅜの学ᰯ࠺⾜ࡀ㏻ಙ教育に࠾ける授業⛉目をᡃࡀᅜに࠾いてᒚಟし，ಟኈの学఩

ཪはᑓ㛛⫋学఩に┦ᙜする学఩を授୚さࢀた者 

(4) ᡃࡀᅜに࠾いて，外ᅜの኱学㝔の課⛬を᭷するࡶのとしてᙜヱ外ᅜの学ᰯ教育制度

に࠾いて఩⨨௜けらࢀた教育施設でࡗ࠶て，ᩥ部⛉学኱⮧ูࡀにᣦᐃするࡶののᙜヱ

課⛬をಟ஢し，ಟኈの学఩ཪはᑓ㛛⫋学఩に┦ᙜする学఩を授୚さࢀた者 

(5) ᅜ㝿㐃合኱学本部に関するᅜ㝿㐃合と日本ᅜとの間の༠ᐃのᐇ施にక࠺特ูᥐ⨨

ἲ（᫛和 51年ἲᚊ第 72ྕ）第１᮲第２項につᐃする 1972年 12月 11日のᅜ㝿㐃合⥲

఍Ỵ㆟にᇶ࡙き設❧さࢀたᅜ㝿㐃合኱学（第 74 ᮲に࠾いて㺀ᅜ㝿㐃合኱学㺁とい࠺。）

の課⛬をಟ஢し，ಟኈの学఩に┦ᙜする学఩を授୚さࢀた者 

(6) 外ᅜの学ᰯ，第４ྕのᣦᐃをཷけた教育施設ཪはᅜ㝿㐃合኱学の教育課⛬をᒚಟし，

኱学㝔設⨨ᇶ準（᫛和 49年ᩥ部┬令第 28ྕ）第 16᮲の２につᐃするヨ㦂及びᑂᰝに

┦ᙜするࡶのに合᱁し，ಟኈの学఩を᭷する者とྠ等௨ୖの学ຊ࠶ࡀるとㄆࡵらࢀた

者 

(7) ᩥ部⛉学኱⮧のᣦᐃした者（ᖹᡂඖ年ᩥ部┬࿌♧第 118ྕ） 

(8) 本学に࠾いて，ಶูの入学㈨᱁ᑂᰝにࡼり，ಟኈの学఩ཪはᑓ㛛⫋学఩を᭷する者

とྠ等௨ୖの学ຊ࠶ࡀるとㄆࡵた者で，24ṓに㐩したࡶの 

㸦་学◊✲科་科学ᑓᨷࡢ༤ኈㄢ⛬ࡢධ学㈨᱁㸧 

➨ 59 ᮲ ་学研究⛉་⛉学ᑓᨷの༤ኈ課⛬に入学するࡇとのできる者は，次の各ྕのいࡎ

 。かにヱᙜする者とするࢀ

(1) ኱学の་学，ṑ学，⸆学（ಟ業年限６ࡀ年で࠶るࡶのに限る。௨ୗྠࡌ。）ཪは⋇

་学（ಟ業年限６ࡀ年で࠶るࡶのに限る。௨ୗྠࡌ。）をᒚಟする課⛬を༞業した者 

(2) 外ᅜに࠾いて，学ᰯ教育に࠾ける 18 年の課⛬（᭱⤊の課⛬は་学，ṑ学，⸆学ཪ

は⋇་学）をಟ஢した者 

(3) 外ᅜの学ᰯ࠺⾜ࡀ㏻ಙ教育に࠾ける授業⛉目をᡃࡀᅜに࠾いてᒚಟするࡇとにࡼ

りᙜヱ外ᅜの学ᰯ教育に࠾ける 18年の課⛬（᭱⤊の課⛬は་学，ṑ学，⸆学ཪは⋇་

学）をಟ஢した者 

(4) ᡃࡀᅜに࠾いて，外ᅜの኱学の課⛬（そのಟ஢者ࡀᙜヱ外ᅜの学ᰯ教育に࠾ける 18

年の課⛬（᭱⤊の課⛬は，་学，ṑ学，⸆学ཪは⋇་学）をಟ஢したとさࢀるࡶのに限

る。）を᭷するࡶのとしてᙜヱ外ᅜの学ᰯ教育制度に࠾いて఩⨨௜けらࢀた教育施設で

 ののᙜヱ課⛬をಟ஢した者ࡶにᣦᐃするูࡀ⮧て，ᩥ部⛉学኱ࡗ࠶

��� 外ᅜの኱学その他の外ᅜの学 （ᰯその教育研究活動等の⥲合ⓗな≧ἣについて，ᙜヱ

外ᅜのᨻᗓཪは関係ᶵ関のㄆ証をཷけた者にࡼるホ౯をཷけたࡶのཪはࢀࡇに準ࡎる

ࡀいて，ಟ業年限࠾のに限る。）にࡶにᣦᐃするูࡀ⮧のとしてᩥ部⛉学኱ࡶ �年௨ୖ

で࠶る課⛬ � ་学，ṑ学，⸆学ཪは⋇་学をᒚಟする課⛬に限る。�をಟ஢するࡇと（ᙜ
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業年限は，次のと࠾りとする。 

   ே間Ⓨ㐩⎔ቃ学研究⛉ ே間Ⓨ㐩ᑓᨷ（１年ᒚಟ࣮ࢥス）１年 

４ ேᩥ学研究⛉，ᅜ㝿ᩥ໬学研究⛉，ே間Ⓨ㐩⎔ቃ学研究⛉，ἲ学研究⛉，⤒῭学研究

⛉，⤒Ⴀ学研究⛉，理学研究⛉，་学研究⛉་⒪๰ᡂᕤ学ᑓᨷ，保健学研究⛉，ᕤ学研究

᝟ሗ学研究⛉，㎰学研究⛉，ᾏ事⛉学研究⛉，ᅜ㝿༠ຊ研究⛉及び⛉学ᢏ࣒ࢸスࢩ，⛉

⾡イࣙࢩ࣮࣋ࣀン研究⛉の༤ኈ課⛬のᶆ準ಟ業年限は，前ᮇ課⛬２年，後ᮇ課⛬３年の

５年とする。 

５ ་学研究⛉་⛉学ᑓᨷの༤ኈ課⛬のᶆ準ಟ業年限は，４年とする。 

６ ⤒Ⴀ学研究⛉⌧௦⤒Ⴀ学ᑓᨷのᑓ㛛⫋学఩課⛬のᶆ準ಟ業年限は，２年とする。ただ

し，教育研究ୖのᚲ要࠶ࡀるとㄆࡵらࢀるときは，研究⛉のᐃࡵるとࢁࡇにࡼり，学生

のᒚಟୖの༊分にᛂࡌ，ᶆ準ಟ業年限を１年௨ୖ２年ᮍ‶のᮇ間とするࡇとࡀできる。 

７ ἲ学研究⛉ᐇ務ἲᚊᑓᨷのᑓ㛛⫋学఩課⛬（௨ୗ「ἲ⛉኱学㝔」とい࠺。）のᶆ準ಟ業

年限は，３年とする。 

㸦ᩍ⫱ㄢ⛬㸧 

➨ 63᮲ࡢ㸰 ኱学㝔（ᑓ㛛⫋኱学㝔を除く。）は，学๎第 27᮲の２第１ྕ及び第２ྕのつ

ᐃにࡼりᐃࡵる᪉㔪にᇶ࡙き，ᚲ要な授業⛉目を自ら㛤設するととࡶに学఩ㄽᩥのసᡂ

等にᑐするᣦᑟ（௨ୗ「研究ᣦᑟ」とい࠺。）のィ⏬を⟇ᐃし，య⣔ⓗに教育課⛬を⦅ᡂ

するࡶのとする。 

２ ᑓ㛛⫋኱学㝔は，学๎第 27 ᮲の２第１ྕ及び第２ྕのつᐃにࡼりᐃࡵる᪉㔪にᇶ࡙

き，ᚲ要な授業⛉目を，⏘業⏺等と㐃ᦠしつつ，自ら㛤設し，య⣔ⓗに教育課⛬を⦅ᡂ

するࡶのとする。 

㸦ᩍ⫱᪉ἲ➼㸧 

➨ 64 ᮲ ኱学㝔の教育は，授業⛉目の授業及び研究ᣦᑟにࡗࡼて⾜ࡶ࠺のとする。 

２ ᑓ㛛⫋኱学㝔に࠾いては，その目ⓗを㐩ᡂしᚓるᐇ㊶ⓗな教育を⾜࠺ࡼ࠺ᑓᨷ分㔝に

ᛂࡌ事౛研究，⌧ᆅㄪᰝ，཮᪉ྥཪはከ᪉ྥに⾜ࢀࢃるウㄽཪは㉁␲ᛂ⟅その他の㐺ษ

な᪉ἲにࡼり授業を⾜ࡶ࠺のとする。 

３ 研究⛉に࠾いて教育ୖ特ูのᚲ要࠶ࡀるとㄆࡵらࢀる場合には，ኪ間その他特ᐃの時

間ཪは時ᮇに࠾いて授業ཪは研究ᣦᑟを⾜࠺等の㐺ษな᪉ἲにࡼり教育を⾜ࡇ࠺とࡀで

㸦ᶆ‽ಟᴗᖺ㝈㸧 

➨ 63᮲ ಟኈ課⛬のᶆ準ಟ業年限は，２年とする。 

２ 前項のつᐃにかかࢃらࡎ，ಟኈ課⛬に࠾いては，୺としてᐇ務の⤒㦂を᭷する者にᑐ

して教育を⾜࠺場合でࡗ࠶て，教育研究ୖのᚲ要࠶ࡀり，かつ，᫨間とేせてኪ間その

他特ᐃの時間ཪは時ᮇに࠾いて授業ཪは研究ᣦᑟを⾜࠺等の㐺ษな᪉ἲにࡼり教育ୖᨭ

㞀を生ࡌないときは，各研究⛉のᐃࡵるとࢁࡇにࡼり，ᑓᨷཪは学生のᒚಟୖの༊分に

ᛂࡌ，ᶆ準ಟ業年限を１年௨ୖ２年ᮍ‶のᮇ間とするࡇとࡀできる。 

３ 前項につᐃするಟኈ課⛬を⨨く研究⛉，ᑓᨷཪは学生のᒚಟୖの༊分及びそのᶆ準ಟ
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㸦◊✲ᣦᑟࡢࡵࡓࡢ␃学㸧�

➨ 66᮲ 前᮲のつᐃにᇶ࡙き，外ᅜの኱学ཪは研究ᶵ関に␃学し࠺ࡼとする者は，所ᒓ研

究⛉㛗のチྍをཷけなけࡤࢀならない。 

２ 前項のチྍをཷけて␃学したᮇ間は，第 63᮲のᶆ準ಟ業年限に⟬入する。 

㸦ಟኈㄢ⛬及び๓ᮇㄢ⛬ࡢಟ஢せ௳㸧�

➨ 67᮲ ಟኈ課⛬及び前ᮇ課⛬のಟ஢要௳は，ᙜヱ課⛬に２年（ே間Ⓨ㐩⎔ቃ学研究⛉ே

間Ⓨ㐩ᑓᨷ（１年ᒚಟ࣮ࢥス）にࡗ࠶ては，１年）௨ୖᅾ学し，所ᐃの༢఩をಟᚓし，か

つ，ᚲ要な研究ᣦᑟをཷけたୖ，ᙜヱ課⛬の目ⓗにᛂࡌಟኈㄽᩥཪは特ᐃの課㢟につい

ての研究のᡂᯝのᑂᰝ及び᭱⤊ヨ㦂に合᱁するࡇととする。ただし，ᅾ学ᮇ間に関して

は，ඃࢀた業⦼をୖࡆた者については，ᙜヱ課⛬に１年௨ୖᅾ学すࡤࢀ㊊りるࡶのとす

る。 

２ 第 75᮲に࠾いてㄞ࠼᭰ࡳて準用する第 36᮲（第２項を除く。）のつᐃにࡼり本学に入

学する前にಟᚓした༢఩（第 56 ᮲ཪは第 57 ᮲のつᐃにࡼり入学㈨᱁を᭷した後，ಟᚓ

したࡶのに限る。）を本学に࠾いてಟᚓしたࡶのとࡳなす場合でࡗ࠶て，ᙜヱ༢఩のಟᚓ

にࡼり本学のಟኈ課⛬ཪは前ᮇ課⛬の教育課⛬の୍部をᒚಟしたとㄆࡵるときは，ᙜヱ

༢఩ᩘ，そのಟᚓに要したᮇ間その他を຺案して１年を㉸࠼ない⠊ᅖで研究⛉ࡀᐃࡵる

ᮇ間ᅾ学したࡶのとࡳなすࡇとࡀできる。ただし，ࡇの場合に࠾いてࡶ，ᙜヱ課⛬にᑡ

なくと１ࡶ年௨ୖᅾ学するࡶのとする。 

㸦༤ኈㄢ⛬ࡢಟ஢せ௳㸧

➨ 68 ᮲ ༤ኈ課⛬（་学研究⛉་⛉学ᑓᨷの༤ኈ課⛬を除く。）のಟ஢要௳は，後ᮇ課⛬

に３年௨ୖᅾ学し，所ᐃの༢఩をಟᚓし，かつ，ᚲ要な研究ᣦᑟをཷけたୖ，༤ኈㄽᩥ

のᑂᰝ及び᭱⤊ヨ㦂に合᱁するࡇととする。ただし，ᅾ学ᮇ間に関しては，ඃࢀた研究

業⦼をୖࡆた者については，ᙜヱ課⛬に１年（２年ᮍ‶のᅾ学ᮇ間をࡗࡶてಟኈ課⛬ཪ

は前ᮇ課⛬をಟ஢した者にࡗ࠶ては，ᙜヱᅾ学ᮇ間をྵࡵて３年）௨ୖᅾ学すࡤࢀ㊊り

るࡶのとする。 

２ 前項のつᐃにかかࢃらࡎ，施⾜つ๎第 156 ᮲のつᐃにࡼり኱学㝔࡬の入学㈨᱁に関し

ಟኈの学఩ⱝしくはᑓ㛛⫋学఩を᭷する者とྠ等௨ୖの学ຊ࠶ࡀるとㄆࡵらࢀた者ཪは

ᑓ㛛⫋学఩課⛬をಟ஢した者ࡀ，༤ኈ課⛬の後ᮇ３年の課⛬に入学した場合の༤ኈ課⛬

きる。 

４ 各研究⛉に࠾ける授業⛉目，その༢఩ᩘ及び研究ᣦᑟ୪びにそࢀらのᒚಟ᪉ἲについ

ては，ᙜヱ研究⛉つ๎でᐃࡵる。 

㸦௚኱学኱学㝔➼ࡢ◊✲ᣦᑟ㸧�

➨ 65 ᮲ 教育ୖ᭷┈とㄆࡵるときは，他኱学（外ᅜの኱学をྵࡴ。）の኱学㝔ཪは研究所

等（外ᅜの研究ᶵ関をྵࡴ。）との༠ᐃにᇶ࡙き，学生にᙜヱ኱学の኱学㝔ཪはᙜヱ研究所

等に࠾いてᚲ要な研究ᣦᑟをཷけさせるࡇと࠶ࡀる。ただし，ಟኈ課⛬及び前ᮇ課⛬の学

生については，ᙜヱ研究ᣦᑟをཷけさせるᮇ間は，１年を㉸࠼ないࡶのとする。 

業年限は，次のと࠾りとする。 

   ே間Ⓨ㐩⎔ቃ学研究⛉ ே間Ⓨ㐩ᑓᨷ（１年ᒚಟ࣮ࢥス）１年 

４ ேᩥ学研究⛉，ᅜ㝿ᩥ໬学研究⛉，ே間Ⓨ㐩⎔ቃ学研究⛉，ἲ学研究⛉，⤒῭学研究

⛉，⤒Ⴀ学研究⛉，理学研究⛉，་学研究⛉་⒪๰ᡂᕤ学ᑓᨷ，保健学研究⛉，ᕤ学研究

᝟ሗ学研究⛉，㎰学研究⛉，ᾏ事⛉学研究⛉，ᅜ㝿༠ຊ研究⛉及び⛉学ᢏ࣒ࢸスࢩ，⛉

⾡イࣙࢩ࣮࣋ࣀン研究⛉の༤ኈ課⛬のᶆ準ಟ業年限は，前ᮇ課⛬２年，後ᮇ課⛬３年の

５年とする。 

５ ་学研究⛉་⛉学ᑓᨷの༤ኈ課⛬のᶆ準ಟ業年限は，４年とする。 

６ ⤒Ⴀ学研究⛉⌧௦⤒Ⴀ学ᑓᨷのᑓ㛛⫋学఩課⛬のᶆ準ಟ業年限は，２年とする。ただ

し，教育研究ୖのᚲ要࠶ࡀるとㄆࡵらࢀるときは，研究⛉のᐃࡵるとࢁࡇにࡼり，学生

のᒚಟୖの༊分にᛂࡌ，ᶆ準ಟ業年限を１年௨ୖ２年ᮍ‶のᮇ間とするࡇとࡀできる。 

７ ἲ学研究⛉ᐇ務ἲᚊᑓᨷのᑓ㛛⫋学఩課⛬（௨ୗ「ἲ⛉኱学㝔」とい࠺。）のᶆ準ಟ業

年限は，３年とする。 

㸦ᩍ⫱ㄢ⛬㸧 

➨ 63᮲ࡢ㸰 ኱学㝔（ᑓ㛛⫋኱学㝔を除く。）は，学๎第 27᮲の２第１ྕ及び第２ྕのつ

ᐃにࡼりᐃࡵる᪉㔪にᇶ࡙き，ᚲ要な授業⛉目を自ら㛤設するととࡶに学఩ㄽᩥのసᡂ

等にᑐするᣦᑟ（௨ୗ「研究ᣦᑟ」とい࠺。）のィ⏬を⟇ᐃし，య⣔ⓗに教育課⛬を⦅ᡂ

するࡶのとする。 

２ ᑓ㛛⫋኱学㝔は，学๎第 27 ᮲の２第１ྕ及び第２ྕのつᐃにࡼりᐃࡵる᪉㔪にᇶ࡙

き，ᚲ要な授業⛉目を，⏘業⏺等と㐃ᦠしつつ，自ら㛤設し，య⣔ⓗに教育課⛬を⦅ᡂ

するࡶのとする。 

㸦ᩍ⫱᪉ἲ➼㸧 

➨ 64 ᮲ ኱学㝔の教育は，授業⛉目の授業及び研究ᣦᑟにࡗࡼて⾜ࡶ࠺のとする。 

２ ᑓ㛛⫋኱学㝔に࠾いては，その目ⓗを㐩ᡂしᚓるᐇ㊶ⓗな教育を⾜࠺ࡼ࠺ᑓᨷ分㔝に

ᛂࡌ事౛研究，⌧ᆅㄪᰝ，཮᪉ྥཪはከ᪉ྥに⾜ࢀࢃるウㄽཪは㉁␲ᛂ⟅その他の㐺ษ

な᪉ἲにࡼり授業を⾜ࡶ࠺のとする。 

３ 研究⛉に࠾いて教育ୖ特ูのᚲ要࠶ࡀるとㄆࡵらࢀる場合には，ኪ間その他特ᐃの時

間ཪは時ᮇに࠾いて授業ཪは研究ᣦᑟを⾜࠺等の㐺ษな᪉ἲにࡼり教育を⾜ࡇ࠺とࡀで

㸦ᶆ‽ಟᴗᖺ㝈㸧 

➨ 63᮲ ಟኈ課⛬のᶆ準ಟ業年限は，２年とする。 

２ 前項のつᐃにかかࢃらࡎ，ಟኈ課⛬に࠾いては，୺としてᐇ務の⤒㦂を᭷する者にᑐ

して教育を⾜࠺場合でࡗ࠶て，教育研究ୖのᚲ要࠶ࡀり，かつ，᫨間とేせてኪ間その

他特ᐃの時間ཪは時ᮇに࠾いて授業ཪは研究ᣦᑟを⾜࠺等の㐺ษな᪉ἲにࡼり教育ୖᨭ

㞀を生ࡌないときは，各研究⛉のᐃࡵるとࢁࡇにࡼり，ᑓᨷཪは学生のᒚಟୖの༊分に

ᛂࡌ，ᶆ準ಟ業年限を１年௨ୖ２年ᮍ‶のᮇ間とするࡇとࡀできる。 

３ 前項につᐃするಟኈ課⛬を⨨く研究⛉，ᑓᨷཪは学生のᒚಟୖの༊分及びそのᶆ準ಟ

㸫 31 㸫



༢఩をಟᚓし，かつ，ᚲ要な研究ᣦᑟをཷけたୖ，༤ኈㄽᩥのᑂᰝ及び᭱⤊ヨ㦂に合᱁

するࡇととする。ただし，ᅾ学ᮇ間に関しては，ඃࢀた研究業⦼をୖࡆた者については，

ᙜヱ課⛬に３年௨ୖᅾ学すࡤࢀ㊊りるࡶのとする。 

４ 第 75᮲に࠾いてㄞ࠼᭰ࡳて準用する第 36᮲（第 2項を除く。）のつᐃにࡼり་学研究

⛉་⛉学ᑓᨷの༤ኈ課⛬に入学する前にಟᚓした༢఩（第 59 ᮲ཪは第 60 ᮲のつᐃにࡼ

り入学㈨᱁を᭷した後，ಟᚓしたࡶのに限る。）を本学に࠾いてಟᚓしたࡶのとࡳなす場

合でࡗ࠶て，ᙜヱ༢఩のಟᚓにࡼり་学研究⛉་⛉学ᑓᨷの༤ኈ課⛬の教育課⛬の୍部

をᒚಟしたとㄆࡵるときは，ᙜヱ༢఩ᩘ，そのಟᚓに要したᮇ間その他を຺案して１年

を㉸࠼ない⠊ᅖで研究⛉ࡀᐃࡵるᮇ間ᅾ学したࡶのとࡳなすࡇとࡀできる。 

㸦ᑓ㛛⫋学఩ㄢ⛬ࡢಟ஢せ௳㸧 

➨ 69᮲ ᑓ㛛⫋学఩課⛬（ἲ⛉኱学㝔を除く。௨ୗࡇの᮲に࠾いてྠࡌ。）のಟ஢要௳は，

ᙜヱ課⛬に２年（２年௨外のᶆ準ಟ業年限をᐃࡵる研究⛉，ᑓᨷཪは学生のᒚಟୖの༊分

にࡗ࠶ては，ᙜヱᶆ準ಟ業年限）௨ୖᅾ学し，所ᐃの༢఩をಟᚓするࡇととする。 

２ ᑓ㛛⫋学఩課⛬のᅾ学ᮇ間に関しては，第 75᮲のつᐃにࡼりㄆᐃさࢀた入学前の᪤ಟ

ᚓ༢఩（ἲ第 102 ᮲第１項のつᐃにࡼり入学㈨᱁を᭷した後，ಟᚓしたࡶのに限る。）を，

ᙜヱ༢఩ᩘ，そのಟᚓに要したᮇ間その他を຺案してᙜヱ課⛬のᶆ準ಟ業年限の２分の

１を㉸࠼ない⠊ᅖで研究⛉ࡀᐃࡵるᮇ間ᅾ学したࡶのとࡳなすࡇとࡀできる。ただし，

 。のとするࡶ１年௨ୖᅾ学するࡶᙜヱ課⛬にᑡなくと，ࡶいて࠾の場合にࡇ

３ ἲ⛉኱学㝔のಟ஢要௳は，ᙜヱ課⛬に３年௨ୖᅾ学し，所ᐃの༢఩をಟᚓするࡇとと

する。 

４ ἲ⛉኱学㝔のᅾ学ᮇ間については，第 75᮲のつᐃにࡼりㄆᐃさࢀた入学前の᪤ಟᚓ༢

఩（ἲ第 102 ᮲第１項のつᐃにࡼり入学㈨᱁を᭷した後，ಟᚓしたࡶのに限る。）を，ᙜ

ヱ༢఩ᩘ，ࡇのಟᚓに要したᮇ間その他を຺案して１年を㉸࠼ない⠊ᅖで研究⛉ࡀᐃࡵ

るᮇ間ᅾ学したࡶのとࡳなすࡇとࡀできる。 

５ ἲ⛉኱学㝔は，ἲ学のᇶ♏ⓗな学㆑を᭷するとㄆࡵる者に関しては，第３項につᐃす

るᅾ学ᮇ間については，前項のつᐃにࡼりᅾ学したࡶのとࡳなすᮇ間と合ࢃせて１年を

㉸࠼ない⠊ᅖで研究⛉ࡀㄆࡵるᮇ間ᅾ学したࡶのと，第３項につᐃする༢఩については，

第 74᮲，74᮲の２及び第 75᮲のつᐃにࡼりಟᚓしたࡶのとࡳなす༢఩ᩘと合ࢃせて 30

のಟ஢の要௳は，኱学㝔（ᑓ㛛⫋኱学㝔を除く。௨ୗࡇの項に࠾いてྠࡌ。）に３年（ᑓ

㛛⫋኱学㝔設⨨ᇶ準第 18 ᮲第１項のἲ⛉኱学㝔の課⛬をಟ஢した者にࡗ࠶ては，２年）

௨ୖᅾ学し，ᚲ要な研究ᣦᑟをཷけたୖ，ᙜヱ኱学㝔の⾜࠺༤ኈㄽᩥのᑂᰝ及びヨ㦂に

合᱁するࡇととする。ただし，ᅾ学ᮇ間に関しては，ඃࢀた研究業⦼をୖࡆた者につい

ては，኱学㝔に１年（ᶆ準ಟ業年限１ࡀ年௨ୖ２年ᮍ‶のᑓ㛛⫋学఩課⛬をಟ஢した者

にࡗ࠶ては，３年からᙜヱ１年௨ୖ２年ᮍ‶のᮇ間をῶࡌたᮇ間）௨ୖᅾ学すࡤࢀ㊊り

るࡶのとする。 

３ ་学研究⛉་⛉学ᑓᨷの༤ኈ課⛬のಟ஢要௳は，ᙜヱ課⛬に４年௨ୖᅾ学し，所ᐃの
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➨ 70᮲ 学఩ㄽᩥ及び᭱⤊ヨ㦂に関するࡇとは，学఩つ⛬にᐃࡵるとࢁࡇにࡼる。 

㸦ಟኈ及び༤ኈࡢ学఩୪び࡟ᑓ㛛⫋学఩ࡢᤵ୚㸧 

➨ 71᮲ 各研究⛉に࠾いて，所ᐃの課⛬をಟ஢した者にᑐしては，その課⛬にᛂࡌてಟኈ

ⱝしくは༤ኈの学఩ཪはᑓ㛛⫋学఩を授୚する。 

２ 前項の学఩に関するࡇとは，学఩つ⛬にᐃࡵるとࢁࡇにࡼる。 

第３⠇  準 用 つ ᐃ 

㸦‽⏝つᐃ㸧 

➨ 72᮲ 第 12᮲（入学ᮇ），第 14᮲（㌿入学），第 15᮲（෌入学），第 16᮲（入学ᚿ㢪），

第 17 ᮲（入学ᡭ⥆），第 18 ᮲（入学料の免除）（第２項を除く。），第 19᮲（入学料のᚩ

཰⊰ண等），第 20 ᮲（Ṛஸ等にࡼる入学料の免除），第 21 ᮲（ᐉㄋ），第 22 ᮲（ಟ業年

限）（第１項，第２項及び第３項を除く。），第 24᮲（ᅾ学年限），第 27᮲（授業の᪉ἲ），

第 31᮲（༢఩の授୚），第 32 ᮲（༢఩のᇶ準）（第２項及び第３項を除く。），第 33᮲（他

学部の授業⛉目のᒚಟ），第 38᮲（㌿学部），第 39 ᮲（㌿学⛉），第 45 ᮲（㏥学），第 46

᮲（⑌⑓等にࡼる除⡠），第 47 ᮲（入学料等ᮍ⣡にࡼる除⡠），第 50 ᮲から第 54᮲まで

（授業料），第 55 ᮲（⾲ᙲ）及び第 55 ᮲の２（ᠬᡄ）のつᐃは，኱学㝔に準用する。た

だし，第 24 ᮲を準用する場合に࠾いて，་学研究⛉་⛉学ᑓᨷの༤ኈ課⛬௨外の༤ኈ課

⛬にࡗ࠶ては，ᶆ準ಟ業年限を前ᮇ課⛬と後ᮇ課⛬に分ける。 

㸦ᒚಟ科┠ࡢⓏ㘓ୖࡢ㝈㸧��

➨ 73 ᮲ ᑓ㛛⫋኱学㝔学生のᒚಟ⛉目のⓏ㘓のୖ限に関しては，第 29 ᮲第１項を準用す

る。ࡇの場合に࠾いて，「学部つ๎」と࠶るのは「研究⛉つ๎」とㄞ࠼᭰ࡳるࡶのとする。 

㸦ᡂ⦼ホ౯ᇶ‽㸧  

➨ 73 ᮲ࡢ㸰 ኱学㝔（ᑓ㛛⫋኱学㝔を除く。）のᡂ⦼ホ౯ᇶ準に関しては，第 30᮲を準用

する。ࡇの場合に࠾いて，「各学部」と࠶るのは「各研究⛉」と，「授業の᪉ἲ及びィ⏬」

と࠶るのは「授業及び研究ᣦᑟの᪉ἲ及びィ⏬」とㄞ࠼᭰ࡳるࡶのとする。 

２ ᑓ㛛⫋኱学㝔のᡂ⦼ホ౯ᇶ準に関しては，第 30᮲を準用する。ࡇの場合に࠾いて，「各

学部」と࠶るのは「ᑓ㛛⫋኱学㝔」とㄞ࠼᭰ࡳるࡶのとする。 

༢఩を㉸࠼ない⠊ᅖで研究⛉ࡀㄆࡵる༢఩をಟᚓしたࡶのとࡳなすࡇとࡀできる。ただ

し，93༢఩を㉸࠼る༢఩のಟᚓをಟ஢要௳とする場合は，その㉸࠼る部分の༢఩ᩘに限

り，研究⛉ࡀㄆࡵる⠊ᅖで，30 ༢఩を㉸࠼てࡳなすࡇとࡀできる。  

６ ㄆᐃ㐃ᦠἲ᭪ᇶ♏課⛬（本学ἲ⛉኱学㝔௨外のἲ⛉኱学㝔のࡳとㄆᐃἲ᭪㣴ᡂ㐃ᦠ༠

ᐃを⥾⤖している኱学の課⛬をྵࡴ。）をಟ஢してἲ⛉኱学㝔に入学した者ཪはࢀࡇらの

者とྠ等の学⫋を᭷すると研究⛉ࡀㄆࡵる者に関する前項，第 74 ᮲，第 74 ᮲の２及び

第 75᮲のつᐃの㐺用については，「30༢఩」と࠶るのは，「�6༢఩」とする。 

㸦学఩ㄽᩥ及び᭱⤊ヨ㦂㸧�

༢఩をಟᚓし，かつ，ᚲ要な研究ᣦᑟをཷけたୖ，༤ኈㄽᩥのᑂᰝ及び᭱⤊ヨ㦂に合᱁

するࡇととする。ただし，ᅾ学ᮇ間に関しては，ඃࢀた研究業⦼をୖࡆた者については，

ᙜヱ課⛬に３年௨ୖᅾ学すࡤࢀ㊊りるࡶのとする。 

４ 第 75᮲に࠾いてㄞ࠼᭰ࡳて準用する第 36᮲（第 2項を除く。）のつᐃにࡼり་学研究

⛉་⛉学ᑓᨷの༤ኈ課⛬に入学する前にಟᚓした༢఩（第 59 ᮲ཪは第 60 ᮲のつᐃにࡼ

り入学㈨᱁を᭷した後，ಟᚓしたࡶのに限る。）を本学に࠾いてಟᚓしたࡶのとࡳなす場

合でࡗ࠶て，ᙜヱ༢఩のಟᚓにࡼり་学研究⛉་⛉学ᑓᨷの༤ኈ課⛬の教育課⛬の୍部

をᒚಟしたとㄆࡵるときは，ᙜヱ༢఩ᩘ，そのಟᚓに要したᮇ間その他を຺案して１年

を㉸࠼ない⠊ᅖで研究⛉ࡀᐃࡵるᮇ間ᅾ学したࡶのとࡳなすࡇとࡀできる。 

㸦ᑓ㛛⫋学఩ㄢ⛬ࡢಟ஢せ௳㸧 

➨ 69᮲ ᑓ㛛⫋学఩課⛬（ἲ⛉኱学㝔を除く。௨ୗࡇの᮲に࠾いてྠࡌ。）のಟ஢要௳は，

ᙜヱ課⛬に２年（２年௨外のᶆ準ಟ業年限をᐃࡵる研究⛉，ᑓᨷཪは学生のᒚಟୖの༊分

にࡗ࠶ては，ᙜヱᶆ準ಟ業年限）௨ୖᅾ学し，所ᐃの༢఩をಟᚓするࡇととする。 

２ ᑓ㛛⫋学఩課⛬のᅾ学ᮇ間に関しては，第 75᮲のつᐃにࡼりㄆᐃさࢀた入学前の᪤ಟ

ᚓ༢఩（ἲ第 102 ᮲第１項のつᐃにࡼり入学㈨᱁を᭷した後，ಟᚓしたࡶのに限る。）を，

ᙜヱ༢఩ᩘ，そのಟᚓに要したᮇ間その他を຺案してᙜヱ課⛬のᶆ準ಟ業年限の２分の

１を㉸࠼ない⠊ᅖで研究⛉ࡀᐃࡵるᮇ間ᅾ学したࡶのとࡳなすࡇとࡀできる。ただし，

 。のとするࡶ１年௨ୖᅾ学するࡶᙜヱ課⛬にᑡなくと，ࡶいて࠾の場合にࡇ

３ ἲ⛉኱学㝔のಟ஢要௳は，ᙜヱ課⛬に３年௨ୖᅾ学し，所ᐃの༢఩をಟᚓするࡇとと

する。 

４ ἲ⛉኱学㝔のᅾ学ᮇ間については，第 75᮲のつᐃにࡼりㄆᐃさࢀた入学前の᪤ಟᚓ༢

఩（ἲ第 102 ᮲第１項のつᐃにࡼり入学㈨᱁を᭷した後，ಟᚓしたࡶのに限る。）を，ᙜ

ヱ༢఩ᩘ，ࡇのಟᚓに要したᮇ間その他を຺案して１年を㉸࠼ない⠊ᅖで研究⛉ࡀᐃࡵ

るᮇ間ᅾ学したࡶのとࡳなすࡇとࡀできる。 

５ ἲ⛉኱学㝔は，ἲ学のᇶ♏ⓗな学㆑を᭷するとㄆࡵる者に関しては，第３項につᐃす

るᅾ学ᮇ間については，前項のつᐃにࡼりᅾ学したࡶのとࡳなすᮇ間と合ࢃせて１年を

㉸࠼ない⠊ᅖで研究⛉ࡀㄆࡵるᮇ間ᅾ学したࡶのと，第３項につᐃする༢఩については，

第 74᮲，74᮲の２及び第 75᮲のつᐃにࡼりಟᚓしたࡶのとࡳなす༢఩ᩘと合ࢃせて 30

のಟ஢の要௳は，኱学㝔（ᑓ㛛⫋኱学㝔を除く。௨ୗࡇの項に࠾いてྠࡌ。）に３年（ᑓ

㛛⫋኱学㝔設⨨ᇶ準第 18 ᮲第１項のἲ⛉኱学㝔の課⛬をಟ஢した者にࡗ࠶ては，２年）

௨ୖᅾ学し，ᚲ要な研究ᣦᑟをཷけたୖ，ᙜヱ኱学㝔の⾜࠺༤ኈㄽᩥのᑂᰝ及びヨ㦂に

合᱁するࡇととする。ただし，ᅾ学ᮇ間に関しては，ඃࢀた研究業⦼をୖࡆた者につい

ては，኱学㝔に１年（ᶆ準ಟ業年限１ࡀ年௨ୖ２年ᮍ‶のᑓ㛛⫋学఩課⛬をಟ஢した者

にࡗ࠶ては，３年からᙜヱ１年௨ୖ２年ᮍ‶のᮇ間をῶࡌたᮇ間）௨ୖᅾ学すࡤࢀ㊊り

るࡶのとする。 

３ ་学研究⛉་⛉学ᑓᨷの༤ኈ課⛬のಟ஢要௳は，ᙜヱ課⛬に４年௨ୖᅾ学し，所ᐃの
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㸦ఇ学ᮇ間୰࡟እ国ࡢ኱学ࡢ኱学㝔࡚࠸࠾࡟ᒚಟࡓࡋᤵᴗ科┠ࡢ༢఩࠸ᢅྲྀࡢ㸧 

➨ 74 ᮲ࡢ㸰� ኱学㝔学生ࡀఇ学ᮇ間୰に外ᅜの኱学に࠾いてᒚಟした授業⛉目について

ಟᚓした༢఩に関しては，第 34᮲の２を準用する。ࡇの場合に࠾いて，ྠ᮲第１項及び

第２項୰「外ᅜの኱学ཪは▷ᮇ኱学」と࠶るのは「外ᅜの኱学の኱学㝔」と，ྠ ᮲第３項

୰「�0༢఩」と࠶るのは，「15༢఩（ただし，ἲ⛉኱学㝔学生にࡗ࠶ては 30 ༢఩）」と，

ྠ᮲第４項୰「学部つ๎」と࠶るのは「研究⛉つ๎」とㄞ࠼᭰ࡳるࡶのとする。 

�኱学㝔ࡀ⦅ᡂࡢู≉ࡿࡍㄢ⛬ࡿࡅ࠾࡟学ಟ�  

➨ 74 ᮲ࡢ㸱 第 83 ᮲の２のつᐃにࡼり኱学㝔ࡀ⦅ᡂする特ูの課⛬に࠾ける学ಟについ

ては，第 35 ᮲を準用する。ࡇの場合に࠾いて，ྠ᮲第１項୰「▷ᮇ኱学ཪは㧗等ᑓ㛛学

ᰯのᑓᨷ⛉に࠾ける学ಟその他ᩥ部⛉学኱⮧ูࡀにᐃࡵる学ಟ」と࠶るのは「第 83᮲の

２のつᐃにࡼり኱学㝔ࡀ⦅ᡂする特ูの課⛬�ᒚಟ㈨᱁を᭷する者ࡀ，第 5� ᮲のつᐃに

ける学ಟ」と，ྠ᮲第２࠾のに限る。�にࡶる࠶できる者でࡀとࡇり኱学㝔に入学するࡼ

項୰「第 34᮲第３項及び第４項୪びに前᮲第１項及び第２項」と࠶るのは「第 74 ᮲の

３に࠾いてㄞ࠼᭰ࡳて準用する第 34 ᮲第３項及び第４項୪びに前᮲第１項及び第２項」

と，「�0༢఩」と࠶るのは「15༢఩」と，ྠ᮲第３項୰「学部つ๎」と࠶るのは「研究⛉

つ๎」とㄞ࠼᭰ࡳるࡶのとする。 

��ධ学๓ࡢ᪤ಟᚓ༢఩ࡢㄆᐃ�  

➨ 75 ᮲ ኱学㝔学生の入学前の᪤ಟᚓ༢఩のㄆᐃに関しては，第 3� ᮲�第２項を除く。)

を準用する。ࡇの場合に࠾いて，ྠ᮲第１項୰「኱学ཪは▷ᮇ኱学」と࠶るのは「኱学

㝔」と，ྠ᮲第３項୰「前２項」と࠶るのは「第 75 ᮲に࠾いてㄞ࠼᭰ࡳて準用する第１

項」と，「第 34᮲第３項及び第４項，第 34᮲の２第１項及び第２項୪びに前᮲第１項に

せてࢃとのできる༢఩ᩘと合ࡇる࠼なし，ཪは୚ࡳのとࡶいてಟᚓした࠾り本学にࡼ �0

༢఩」と࠶るのは，「15༢఩を㉸࠼ないࡶのとし，かつ，第 75᮲に࠾いてㄞ࠼᭰ࡳて準

用する第 34 ᮲第３項及び第４項，第 34 ᮲の２第１項及び第２項୪びに前᮲第１項のつ

ᐃにࡼり本学に࠾いてಟᚓしたࡶのとࡳなす༢఩ᩘと合ࢃせて 20 ༢఩�ただし，ᑓ㛛⫋ 

኱学㝔学生�ἲ⛉኱学㝔学生を除く。)にࡗ࠶ては 15༢఩，ἲ⛉኱学㝔学生にࡗ࠶ては 30

༢఩�」と，ྠ᮲第４項୰「前３項」と࠶るのは「第 75 ᮲に࠾いてㄞ࠼᭰ࡳて準用する

第１項及び前項」と，「学部つ๎」と࠶るのは「研究⛉つ๎」とㄞ࠼᭰ࡳるࡶのとする。

㸦௚኱学኱学㝔ࡢᤵᴗ科┠ࡢᒚಟ㸧  

➨ 74 ᮲ ኱学㝔学生の他኱学（外ᅜの኱学をྵࡴ。）の኱学㝔の授業⛉目のᒚಟに関して

は，第 34᮲を準用する。ࡇの場合に࠾いて，ྠ᮲第３項୰「�0༢఩」と࠶るのは，「1�

༢఩（ただし，ἲ⛉኱学㝔学生にࡗ࠶ては 30 ༢఩）」と，ྠ᮲第４項୰「及び外ᅜの」

と࠶るのは「，外ᅜの」と，㺀ᙜヱ教育課⛬に࠾ける授業⛉目をᡃࡀᅜに࠾いて㺁と࠶る

のは「ᙜヱ教育課⛬に࠾ける授業⛉目をᡃࡀᅜに࠾いてᒚಟさせる場合及びᅜ㝿㐃合኱

学の教育課⛬に࠾ける授業⛉目を」と，ྠ ᮲第５項୰「学部つ๎」と࠶るのは「研究⛉つ

๎」とㄞ࠼᭰ࡳるࡶのとする。 
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➨㸲❶    学఩࣒ࣛࢢࣟࣉ

㸦学఩࣒ࣛࢢࣟࣉ㸧  

➨ 77᮲ࡢ㸰 各学部及び各研究⛉に࠾いて⦅ᡂする教育課⛬の࡯か，᫂ ☜なேᮦ㣴ᡂ目ⓗ

にᇶ࡙き，学部ཪは研究⛉のᯟを㉸࠼た⤌⧊ⓗなᣦᑟయ制でᒎ㛤さࢀるయ⣔ᛶ・୍㈏ᛶ

の࠶る教育をᐇ施するたࡵ，学఩のྲྀᚓを目ⓗとする学఩ࢢࣟࣉラ࣒を⨨くࡇとࡀでき

る。 

２ 学఩ࢢࣟࣉラ࣒のᐇ施に関しᚲ要な事項は，ูにᐃࡵる。 

➨㸳❶    ≉ู⫈ㅮ学⏕㸪≉ู◊✲学⏕㸪科┠➼ᒚಟ⏕㸪

⫈ㅮ⏕㸪◊✲⏕㸪ᑓᨷ⏕及びእ国人≉ู学⏕

㸦≉ู⫈ㅮ学⏕㸧 

➨ 78 ᮲ 他の኱学，▷ᮇ኱学（外ᅜの኱学ཪは▷ᮇ኱学をྵࡴ。）ཪは㧗等ᑓ㛛学ᰯとの

༠ᐃにᇶ࡙き，ᙜヱ኱学（኱学㝔をྵࡴ。）▷ᮇ኱学ཪは㧗等ᑓ㛛学ᰯの学生で，本学の

授業⛉目ཪはูにᐃࡵる教育ࢢࣟࣉラ࣒をᒚಟし࠺ࡼとする者࠶ࡀるときは，特ู⫈ㅮ

学生としてチྍするࡇと࠶ࡀる。 

２ 特ู⫈ㅮ学生については，༠ᐃにᐃࡵるࡶのの࡯か，関係の学部つ๎，研究⛉つ๎等

でᐃࡵる。 

㸦≉ู◊✲学⏕㸧 

➨ 79 ᮲ 他኱学（外ᅜの኱学をྵࡴ。）の኱学㝔との༠ᐃにᇶ࡙き，ᙜヱ኱学の学生で，

本学に࠾いて研究ᣦᑟをཷけ࠺ࡼとする者࠶ࡀるときは，特ู研究学生としてチྍする

 。る࠶ࡀとࡇ

２ 特ู研究学生については，༠ᐃにᐃࡵるࡶのの࡯か，関係の研究⛉つ๎でᐃࡵる。 

㸦科┠➼ᒚಟ⏕㸧 

➨ 80᮲ 本学ࡀ㛤設する１ཪは」ᩘの授業⛉目をᒚಟし࠺ࡼとする者࠶ࡀるときは，⛉目

㸦␃  学㸧 

➨ 76 ᮲ ኱学㝔学生の外ᅜの኱学࡬の␃学に関しては，第 40 ᮲を準用する。ࡇの場合に

いて，ྠ᮲第１項୰「第࠾ 34᮲第１項」と࠶るのは「第 74᮲」と，「所ᒓ学部㛗」と࠶

るのは「所ᒓ研究⛉㛗」と，ྠ᮲第２項୰「第 22 ᮲」と࠶るのは「第 63 ᮲」とㄞ᭰ࡳ

 。のとするࡶる࠼

㸦ఇ  学㸧 

➨ 77 ᮲ ኱学㝔学生のఇ学に関しては，第 41᮲第１項，第 42᮲，第 43᮲及び第 44᮲第

２項を準用する࡯か，各研究⛉つ๎でᐃࡵる。 

㸦ఇ学ᮇ間୰࡟እ国ࡢ኱学ࡢ኱学㝔࡚࠸࠾࡟ᒚಟࡓࡋᤵᴗ科┠ࡢ༢఩࠸ᢅྲྀࡢ㸧 

➨ 74 ᮲ࡢ㸰� ኱学㝔学生ࡀఇ学ᮇ間୰に外ᅜの኱学に࠾いてᒚಟした授業⛉目について

ಟᚓした༢఩に関しては，第 34᮲の２を準用する。ࡇの場合に࠾いて，ྠ᮲第１項及び

第２項୰「外ᅜの኱学ཪは▷ᮇ኱学」と࠶るのは「外ᅜの኱学の኱学㝔」と，ྠ ᮲第３項

୰「�0༢఩」と࠶るのは，「15༢఩（ただし，ἲ⛉኱学㝔学生にࡗ࠶ては 30 ༢఩）」と，

ྠ᮲第４項୰「学部つ๎」と࠶るのは「研究⛉つ๎」とㄞ࠼᭰ࡳるࡶのとする。 

�኱学㝔ࡀ⦅ᡂࡢู≉ࡿࡍㄢ⛬ࡿࡅ࠾࡟学ಟ�  

➨ 74 ᮲ࡢ㸱 第 83 ᮲の２のつᐃにࡼり኱学㝔ࡀ⦅ᡂする特ูの課⛬に࠾ける学ಟについ

ては，第 35 ᮲を準用する。ࡇの場合に࠾いて，ྠ᮲第１項୰「▷ᮇ኱学ཪは㧗等ᑓ㛛学

ᰯのᑓᨷ⛉に࠾ける学ಟその他ᩥ部⛉学኱⮧ูࡀにᐃࡵる学ಟ」と࠶るのは「第 83᮲の

２のつᐃにࡼり኱学㝔ࡀ⦅ᡂする特ูの課⛬�ᒚಟ㈨᱁を᭷する者ࡀ，第 5� ᮲のつᐃに

ける学ಟ」と，ྠ᮲第２࠾のに限る。�にࡶる࠶できる者でࡀとࡇり኱学㝔に入学するࡼ

項୰「第 34᮲第３項及び第４項୪びに前᮲第１項及び第２項」と࠶るのは「第 74 ᮲の

３に࠾いてㄞ࠼᭰ࡳて準用する第 34 ᮲第３項及び第４項୪びに前᮲第１項及び第２項」

と，「�0༢఩」と࠶るのは「15༢఩」と，ྠ᮲第３項୰「学部つ๎」と࠶るのは「研究⛉

つ๎」とㄞ࠼᭰ࡳるࡶのとする。 

��ධ学๓ࡢ᪤ಟᚓ༢఩ࡢㄆᐃ�  

➨ 75 ᮲ ኱学㝔学生の入学前の᪤ಟᚓ༢఩のㄆᐃに関しては，第 3� ᮲�第２項を除く。)

を準用する。ࡇの場合に࠾いて，ྠ᮲第１項୰「኱学ཪは▷ᮇ኱学」と࠶るのは「኱学

㝔」と，ྠ᮲第３項୰「前２項」と࠶るのは「第 75 ᮲に࠾いてㄞ࠼᭰ࡳて準用する第１

項」と，「第 34᮲第３項及び第４項，第 34᮲の２第１項及び第２項୪びに前᮲第１項に

せてࢃとのできる༢఩ᩘと合ࡇる࠼なし，ཪは୚ࡳのとࡶいてಟᚓした࠾り本学にࡼ �0

༢఩」と࠶るのは，「15༢఩を㉸࠼ないࡶのとし，かつ，第 75᮲に࠾いてㄞ࠼᭰ࡳて準

用する第 34 ᮲第３項及び第４項，第 34 ᮲の２第１項及び第２項୪びに前᮲第１項のつ

ᐃにࡼり本学に࠾いてಟᚓしたࡶのとࡳなす༢఩ᩘと合ࢃせて 20 ༢఩�ただし，ᑓ㛛⫋ 

኱学㝔学生�ἲ⛉኱学㝔学生を除く。)にࡗ࠶ては 15༢఩，ἲ⛉኱学㝔学生にࡗ࠶ては 30

༢఩�」と，ྠ᮲第４項୰「前３項」と࠶るのは「第 75 ᮲に࠾いてㄞ࠼᭰ࡳて準用する

第１項及び前項」と，「学部つ๎」と࠶るのは「研究⛉つ๎」とㄞ࠼᭰ࡳるࡶのとする。

㸦௚኱学኱学㝔ࡢᤵᴗ科┠ࡢᒚಟ㸧  

➨ 74 ᮲ ኱学㝔学生の他኱学（外ᅜの኱学をྵࡴ。）の኱学㝔の授業⛉目のᒚಟに関して

は，第 34᮲を準用する。ࡇの場合に࠾いて，ྠ᮲第３項୰「�0༢఩」と࠶るのは，「1�

༢఩（ただし，ἲ⛉኱学㝔学生にࡗ࠶ては 30 ༢఩）」と，ྠ᮲第４項୰「及び外ᅜの」

と࠶るのは「，外ᅜの」と，㺀ᙜヱ教育課⛬に࠾ける授業⛉目をᡃࡀᅜに࠾いて㺁と࠶る

のは「ᙜヱ教育課⛬に࠾ける授業⛉目をᡃࡀᅜに࠾いてᒚಟさせる場合及びᅜ㝿㐃合኱

学の教育課⛬に࠾ける授業⛉目を」と，ྠ ᮲第５項୰「学部つ๎」と࠶るのは「研究⛉つ

๎」とㄞ࠼᭰ࡳるࡶのとする。 
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生としてチྍするࡇと࠶ࡀる。 

４ ⫈ㅮ生，研究生及びᑓᨷ生については，そࢀࡒࢀ関係の学部つ๎，研究⛉つ๎及びᑓ

ᨷ生つ๎でᐃࡵる。 

㸦ᤵᴗᩱࡢ⣡ᮇ㸧 

➨ 82᮲ 特ู⫈ㅮ学生，特ู研究学生，⛉目等ᒚಟ生，⫈ㅮ生，研究生及びᑓᨷ生の授業

⛉についてはそࢀࡒࢀのᅾ学ணᐃᮇ間にᛂ３，ࡌか月分ཪは６か月分に┦ᙜする㢠をᙜ

ヱᮇ間に࠾けるᙜึの月に⣡௜するࡶのとし，ᅾ学ணᐃᮇ間３ࡀか月ᮍ‶ཪは６か月ᮍ

‶で࠶るときは，そのᮇ間分に┦ᙜする㢠をᙜヱᮇ間に࠾けるᙜึの月に⣡௜しなけࢀ

 。ならないࡤ

㸦እ国人≉ู学⏕㸧 

➨ 83᮲ 外ᅜேで，第 10᮲，第 56᮲，第 58᮲ཪは第 59᮲のつᐃにࡼらないで，外ᅜே

特ู学生として本学の学部ཪは኱学㝔に入学をᚿ㢪する者࠶ࡀるときは，教授఍の㆟を

⤒てチྍする。 

２ 前項の学生で，学部ཪは኱学㝔の課⛬をಟ஢した者には，第 49 ᮲ཪは第 71 ᮲にᐃࡵ

る学఩を授୚する。 

➨㸴❶    ≉ ู ࡢ ㄢ ⛬ 

➨ 83᮲ࡢ㸰 本学の学生௨外の者をᑐ㇟として，ἲ第 105᮲につᐃする特ูの課⛬（௨ୗ

「特ูの課⛬」とい࠺。）を⦅ᡂするࡇとࡀできる。 

２ 特ูの課⛬の⦅ᡂ及びᐇ施に関しᚲ要な事項は，ูにᐃࡵる。 

➨㸵❶    ᤵᴗᩱ㸪ධ学ᩱ及び᳨ᐃᩱࡢ㢠 

㸦ᤵᴗᩱ㸪ධ学ᩱ及び᳨ᐃᩱࡢ㢠㸧  

➨ 84 ᮲ 本学の授業料，入学料及び᳨ᐃ料（௨ୗ「授業料等」とい࠺。）の㢠は，⚄ᡞ኱

等ᒚಟ生としてチྍするࡇと࠶ࡀる。 

２ ⛉目等ᒚಟ生にᑐしては，༢఩を୚࠼るࡇとࡀできる。 

３ ⛉目等ᒚಟ生については，関係の学部つ๎及び研究⛉つ๎でᐃࡵる。 

㸦⫈ㅮ⏕㸪◊✲⏕及びᑓᨷ⏕㸧  

➨ 81᮲ 本学ࡀ㛤設する１ཪは」ᩘの授業⛉目を⫈ㅮし࠺ࡼとする者࠶ࡀるときは，⫈ㅮ

生としてチྍするࡇと࠶ࡀる。 

２ 特ᐃの事項について研究し࠺ࡼとする者࠶ࡀるときは，研究生としてチྍするࡇとࡀ

 。る࠶

３ 本学学部༞業者で，特ᐃのᑓ㛛事項についてᨷ究し࠺ࡼとする者࠶ࡀるときは，ᑓᨷ
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学料及び᳨ᐃ料については，第 82᮲及び前᮲のつᐃにかかࢃらࡎ，୙ᚩ཰とするࡇとࡀ

できる。 

４ ⫈ㅮ生及び研究生のࡕ࠺，⌧⫋教育⫋ဨの授業料等については，第 82᮲及び前᮲のつ

ᐃにかかࢃらࡎ，୙ᚩ཰とするࡇとࡀできる。 

５ 学㛗のᢎㄆにᇶ࡙き⌧⫋のままで⛉目等ᒚಟ生，⫈ㅮ生ཪは研究生として入学した本

学の㝃ᒓ学ᰯ教ဨの授業料等は，୙ᚩ཰とする。 

６ 外ᅜே特ู学生の授業料等については，学㛗ࡀㄆࡵたときは，前᮲のつᐃにかかࢃら

 。できるࡀとࡇ୙ᚩ཰とする，ࡎ

➨㸶❶    ᩍ⫱⫋ဨචチ≧ 

㸦ᩍဨࡢචチ≧ᤵ୚ࡢ所せ㈨᱁ྲྀࡢᚓ㸧 

➨ 85 ᮲ 教ဨの免チ≧授୚の所要㈨᱁をྲྀᚓし࠺ࡼとする者は，教育⫋ဨ免チἲ（᫛和 24

年ἲᚊ第 147 ྕ）及び教育⫋ဨ免チἲ施⾜つ๎（᫛和 29 年ᩥ部┬令第 26 ྕ）にᐃࡵる

所要の༢఩をಟᚓしなけࡤࢀならない。 

２ 前項のつᐃにࡼり所要㈨᱁をྲྀᚓできる教ဨの免チ≧の✀類等については，関係の学

部つ๎及び研究⛉つ๎のᐃࡵるとࢁࡇにࡼる。 

附 ๎ 

。のつ๎は，令和５年４月１日から施⾜するࡇ 1

学ᑓᨷ，᝟ሗ⛉学ᑓᨷ及びィ⟬⛉学ᑓᨷは，ᨵṇ後⛉࣒ࢸスࢩ⛉᝟ሗ学研究࣒ࢸスࢩ 2

の第４᮲第１項のつᐃにかかࢃらࡎ，令和５年３月 31 日にᙜヱᑓᨷにᅾ学する者ࡀᙜヱ

ᑓᨷにᅾ学しなくなる日までの間，Ꮡ⥆するࡶのとする。 
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ᐃ）にᐃࡵらࢀた㢠とする。 

㸦ᤵᴗᩱ➼ࡢ୙ᚩ཰㸧

➨ 84 ᮲ࡢ㸰 ᅜ㈝外ᅜே␃学生制度ᐇ施要項(᫛和 29 年３月 31 日ᩥ部኱⮧⿢ᐃ�にᇶ࡙
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２ 特ู⫈ㅮ学生及び特ู研究学生の授業料等については，第 82 ᮲及び前᮲のつᐃにかか
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‶で࠶るときは，そのᮇ間分に┦ᙜする㢠をᙜヱᮇ間に࠾けるᙜึの月に⣡௜しなけࢀ

 。ならないࡤ

㸦እ国人≉ู学⏕㸧 

➨ 83᮲ 外ᅜேで，第 10᮲，第 56᮲，第 58᮲ཪは第 59᮲のつᐃにࡼらないで，外ᅜே

特ู学生として本学の学部ཪは኱学㝔に入学をᚿ㢪する者࠶ࡀるときは，教授఍の㆟を

⤒てチྍする。 

２ 前項の学生で，学部ཪは኱学㝔の課⛬をಟ஢した者には，第 49 ᮲ཪは第 71 ᮲にᐃࡵ

る学఩を授୚する。 
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➨ 83᮲ࡢ㸰 本学の学生௨外の者をᑐ㇟として，ἲ第 105᮲につᐃする特ูの課⛬（௨ୗ

「特ูの課⛬」とい࠺。）を⦅ᡂするࡇとࡀできる。 

２ 特ูの課⛬の⦅ᡂ及びᐇ施に関しᚲ要な事項は，ูにᐃࡵる。 
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㸦ᤵᴗᩱ㸪ධ学ᩱ及び᳨ᐃᩱࡢ㢠㸧  

➨ 84 ᮲ 本学の授業料，入学料及び᳨ᐃ料（௨ୗ「授業料等」とい࠺。）の㢠は，⚄ᡞ኱

等ᒚಟ生としてチྍするࡇと࠶ࡀる。 

２ ⛉目等ᒚಟ生にᑐしては，༢఩を୚࠼るࡇとࡀできる。 

３ ⛉目等ᒚಟ生については，関係の学部つ๎及び研究⛉つ๎でᐃࡵる。 

㸦⫈ㅮ⏕㸪◊✲⏕及びᑓᨷ⏕㸧  

➨ 81᮲ 本学ࡀ㛤設する１ཪは」ᩘの授業⛉目を⫈ㅮし࠺ࡼとする者࠶ࡀるときは，⫈ㅮ

生としてチྍするࡇと࠶ࡀる。 

２ 特ᐃの事項について研究し࠺ࡼとする者࠶ࡀるときは，研究生としてチྍするࡇとࡀ

 。る࠶

３ 本学学部༞業者で，特ᐃのᑓ㛛事項についてᨷ究し࠺ࡼとする者࠶ࡀるときは，ᑓᨷ
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令和�年度 

་学部 ་学⛉ 100 ��3 

ィ 260 1�313 

඲学部合ィ 2,518 10,615 

令和�年度 

་学部 ་学⛉ 100 ��1 

ィ 260 1�301 

඲学部合ィ 2,518 10,603 

令和9年度 

་学部 ་学⛉ 100 ��9 

ィ 260 1,289 

඲学部合ィ 2,518 10��91 

 ་学部 ་学⛉ 100 �3� 

令和 10 年

度 

 ィ 
260 1�2�� 

 ඲学部合ィ 2,518 10���9 

㝃๎ู⾲(㝃๎第３項関係� 

年度 ༊分 
入学ᐃ

ဨ 
⥲ᐃဨ 

令和�年度 

་学部 ་学⛉ 112 �9� 

ィ 2�2 1�33� 

඲学部合ィ 2��30 10��39 

令和�年度 

་学部 ་学⛉ 100 ��� 

ィ 260 1�325 

඲学部合ィ 2,518 10,62� 
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ู⾲ 

཰ᐜᐃဨ 

㸯 学部 

༊分 

入学ᐃဨ 
2年次⦅入学ᐃဨ 3年次⦅入学ᐃ

ဨ 
⥲ᐃဨ 

学⛉

ู 
ィ 学⛉ู ィ 学⛉ู ィ

学⛉

ู 
ィ 

ᩥ学部 ேᩥ学⛉ 100 100         400 400 

ᅜ㝿ே間⛉学

部 

 バルᩥ໬学⛉ 140 370 560 1,500࣮ࣟࢢ

Ⓨ㐩࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ学⛉ 100 5 5 410 

⎔ቃ共生学⛉ 80 3 3 326 

Ꮚࡶ࡝教育学⛉ 50 2 2 204 

ἲ学部 ἲᚊ学⛉ 180 180     20 20 760 760 

⤒῭学部 ⤒῭学⛉ 270 270     20 20 1,120 1,120 

⤒Ⴀ学部 ⤒Ⴀ学⛉ 260 260     20 20 1,080 1,080 

理学部 ᩘ学⛉ 28 153 学⛉共㏻ 25 112 662 

物理学⛉ 35 25 140 

໬学⛉ 30 120 

生物学⛉ 25 100 

ᝨᫍ学⛉ 35 140 

་学部 ་学⛉ 100 260 5 5     625 1,265 

保健学

⛉ 

04608ᨷᑓ学ㆤ┳

᳨ᰝᢏ⾡⛉学ᑓ

ᨷ 

40 

理学⒪ἲ学ᑓᨷ 20   

స業⒪ἲ学ᑓᨷ 20   

ᕤ学部 ᘓ⠏学⛉ 93 565 学⛉共㏻ 20 372 2,300 

ᕷẸᕤ学⛉ 63 20 252 

㟁気㟁Ꮚᕤ学⛉ 93 372 

ᶵᲔᕤ学⛉ 103 412 

ᛂ用໬学⛉ 106 424 

᝟ሗ▱⬟ᕤ学⛉ 107 428 

㸫 39 㸫



㎰学部 㣗料⎔ቃࢩス࣒ࢸ学⛉ 36 160 学⛉共㏻ 10 144 660 

㈨※生࿨⛉学⛉ 55 10 220 

生࿨ᶵ⬟⛉学⛉ 69 276 

ᾏὒᨻ⟇⛉学

部 

ᾏὒᨻ⟇⛉学⛉ 200 200 10 10 820 820 

合ィ   2,518   5   135   10,567

㸰 ኱学㝔 

༊分 

入学ᐃဨ ⥲ᐃဨ 

ಟኈ課

⛬ 

༤ኈ課⛬ ᑓ㛛⫋学

఩課⛬

ಟኈ課

⛬ 

༤ኈ課⛬ ᑓ㛛⫋学

఩課⛬前ᮇ 後ᮇ 前ᮇ 後ᮇ

ᑓ

ᨷ

ู 

ィ 

ᑓ

ᨷ

ู 

ィ 

ᑓ

ᨷ

ู 

ィ 

ᑓ

ᨷ

ู

ィ
ᑓᨷ

ู
ィ

ᑓ

ᨷ

ู

ィ

ᑓ

ᨷ

ู

ィ

ᑓ

ᨷ

ู

ィ

ᑓ

ᨷ

ู

ィ
ᑓᨷ

ู
ィ

ேᩥ学研究⛉ ᩥ໬ᵓ㐀ᑓᨷ   17 44 8 20       34 88 24 60     

♫఍動ែᑓᨷ 27 12 54 36

ᅜ㝿ᩥ໬学研

究⛉ 

ᩥ໬┦関ᑓᨷ   18 47 6 15       36 94 18 45     

バルᩥ໬ᑓ࣮ࣟࢢ

ᨷ 

7285992

ே間Ⓨ㐩⎔ቃ

学研究⛉ 

ே間Ⓨ㐩ᑓᨷ   51 91 11 17       102 178 33 51     

(1年ᒚಟ࣮ࢥス� 4   4  

ே間⎔ቃ学ᑓᨷ 36 6 72 18

ἲ学研究⛉ ἲ学ᨻ἞学ᑓᨷ   37 37 18 18       74 74 54 54     

ᐇ務ἲᚊᑓᨷ 80 80     240 240

⤒῭学研究⛉ ⤒῭学ᑓᨷ   83 83 20 20       166 166 60 60     

⤒Ⴀ学研究⛉ ⤒Ⴀ学ᑓᨷ   51 51 32 32       102 102 96 96     

⌧௦⤒Ⴀ学ᑓᨷ   69 69     138 138

理学研究⛉ ᩘ学ᑓᨷ   22 122 4 27       44 244 12 81     

物理学ᑓᨷ 24 5 48 15

໬学ᑓᨷ 28 6 56 18

生物学ᑓᨷ 24 6 48 18

ᝨᫍ学ᑓᨷ 24 6 48 18
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㎰学部 㣗料⎔ቃࢩス࣒ࢸ学⛉ 36 160 学⛉共㏻ 10 144 660 

㈨※生࿨⛉学⛉ 55 10 220 

生࿨ᶵ⬟⛉学⛉ 69 276 

ᾏὒᨻ⟇⛉学

部 

ᾏὒᨻ⟇⛉学⛉ 200 200 10 10 820 820 

合ィ   2,518   5   135   10,567

㸰 ኱学㝔 

༊分 

入学ᐃဨ ⥲ᐃဨ 

ಟኈ課

⛬ 

༤ኈ課⛬ ᑓ㛛⫋学

఩課⛬

ಟኈ課

⛬ 

༤ኈ課⛬ ᑓ㛛⫋学

఩課⛬前ᮇ 後ᮇ 前ᮇ 後ᮇ

ᑓ

ᨷ

ู 

ィ 

ᑓ

ᨷ

ู 

ィ 

ᑓ

ᨷ

ู 

ィ 

ᑓ

ᨷ

ู

ィ
ᑓᨷ

ู
ィ

ᑓ

ᨷ

ู

ィ

ᑓ

ᨷ

ู

ィ

ᑓ

ᨷ

ู

ィ

ᑓ

ᨷ

ู

ィ
ᑓᨷ

ู
ィ

ேᩥ学研究⛉ ᩥ໬ᵓ㐀ᑓᨷ   17 44 8 20       34 88 24 60     

♫఍動ែᑓᨷ 27 12 54 36

ᅜ㝿ᩥ໬学研

究⛉ 

ᩥ໬┦関ᑓᨷ   18 47 6 15       36 94 18 45     

バルᩥ໬ᑓ࣮ࣟࢢ

ᨷ 

7285992

ே間Ⓨ㐩⎔ቃ

学研究⛉ 

ே間Ⓨ㐩ᑓᨷ   51 91 11 17       102 178 33 51     

(1年ᒚಟ࣮ࢥス� 4   4  

ே間⎔ቃ学ᑓᨷ 36 6 72 18

ἲ学研究⛉ ἲ学ᨻ἞学ᑓᨷ   37 37 18 18       74 74 54 54     

ᐇ務ἲᚊᑓᨷ 80 80     240 240

⤒῭学研究⛉ ⤒῭学ᑓᨷ   83 83 20 20       166 166 60 60     

⤒Ⴀ学研究⛉ ⤒Ⴀ学ᑓᨷ   51 51 32 32       102 102 96 96     

⌧௦⤒Ⴀ学ᑓᨷ   69 69     138 138

理学研究⛉ ᩘ学ᑓᨷ   22 122 4 27       44 244 12 81     

物理学ᑓᨷ 24 5 48 15

໬学ᑓᨷ 28 6 56 18

生物学ᑓᨷ 24 6 48 18

ᝨᫍ学ᑓᨷ 24 6 48 18

་学研究⛉ バイ࢜メ࢝࢕ࢹル

 イ࢚ンスᑓᨷࢧ

25 25       50 50       

་⛉学ᑓᨷ     100 100     400 400

་⒪๰ᡂᕤ学ᑓᨷ  15 15 8 8    30 30 24 24   

保健学研究⛉ 保健学ᑓᨷ   64 64 25 25       128 128 75 75     

ᕤ学研究⛉ ᘓ⠏学ᑓᨷ   64 316 8 42       128 632 24 126     

ᕷẸᕤ学ᑓᨷ 42 6 84 18

㟁気㟁Ꮚᕤ学ᑓᨷ 64 8 128 24

ᶵᲔᕤ学ᑓᨷ 76 10 152 30

ᛂ用໬学ᑓᨷ 70 10 140 30

᝟ሗ࣒ࢸスࢩ

学研究⛉ 

᝟ሗ学ᑓ࣒ࢸスࢩ

ᨷ 

80 80 12 12 160 160 36 36

㎰学研究⛉ 㣗料共生ࢩス࣒ࢸ

学ᑓᨷ 

  26 120 5 23       52 240 15 69     

㈨※生࿨⛉学ᑓᨷ 42 8 84 24

生࿨ᶵ⬟⛉学ᑓᨷ 52 10 104 30

ᾏ事⛉学研究

⛉ 

ᾏ事⛉学ᑓᨷ   75 75 11 11       150 150 33 33     

ᅜ㝿༠ຊ研究

⛉ 

ᅜ㝿㛤Ⓨᨻ⟇ᑓᨷ   26 70 8 23       52 140 24 69     

ᅜ㝿༠ຊᨻ⟇ᑓᨷ 22 7 44 21

ᆅᇦ༠ຊᨻ⟇ᑓᨷ 22 8 44 24

⛉学ᢏ⾡イࣀ

ン研ࣙࢩ࣮࣋

究⛉ 

⛉学ᢏ⾡イ࣮࣋ࣀ

 ンᑓᨷࣙࢩ

40 40 10 10       80 80 30 30

合ィ 25 1,255 303 100 149 50 2,506 909 400 378

㸫 �1 㸫



２　 神 戸 大 学 共 通 細 則
（平成16 年４月１日制定）

　（入学志願）
第 １ 条　入学志願者は，所定の期日までに次の書類を提出しなければならない。
　入　学　願　書
　出身学校長の調査書又はこれに代わる書類
　写　　　　真
　その他の書類
　（合否の判定）
第 ２ 条　入学試験の合否の判定は，学力試験及び出身学校長の調査書又はこれに代わる
書類の成績等を総合して教授会が行う。
　（宣　　誓）
第 ３ 条　入学者は，次の誓詞により学長に対し宣誓書を提出しなければならない。
　私は，神戸大学の学生として学業に励み，本学の規律を守ることを誓います。
　（成　　績）
第 ４ 条　授業科目の成績は，100 点を満点として次の区分により評価し，秀，優，良及
び可を合格，不可をを不合格とする。
　秀（90 点以上）
　優（80 点以上90 点未満）
　良（70 点以上80 点未満）
　可（60 点以上70 点未満）
　不可（60 点未満）
２　秀，優，良，可及び不可の評価基準は，次の各号のとおりとする。
　(1)　秀　学修の目標を達成し，特に優れた成果を収めている。
　(2)　優　学修の目標を達成し，優れた成果を収めている。
　(3)　良　学修の目標を達成し，良好な成果を収めている。
　(4)　可　学修の目標を達成している。
　(5)　不可　学修の目標を達成していない。
　（学　生　証）
第 ５ 条　学生は，学生証の交付を受け，これを携行し本学職員の請求があったときは，
いつでも，これを提示しなければならない。

２　学生証は，入学したときに学長が発行する。
３　学生証を携帯しない場合には，教室，研究室，図書館その他学内施設の利用を許さな
いことがある。

４　学生証を紛失したとき若しくは使用に耐えなくなったとき，又は休学等によりその有効
期間が経過したときは，速やかに発行者に届け出て再交付を受けなければならない。
５　学生は，卒業，退学等により学籍を離れた場合は，速やかに学生証を発行者に返納し
なければならない。

－ �3 －

不合格とする。

農 学 
研究科

食 料 共 生 シ ス
テ ム 学 専 攻

　

26

120

5

23 　 　 　

52

240

15

69 　 　資 源 生 命
科 学 専 攻 42 8 84 24

生 命 機 能
科 学 専 攻 52 10 104 30

海 事 
科 学 
研究科

海 事 科 学 専 攻 　 75 75 11 11 　 　 　 150 150 33 33 　 　

国 際 
協 力 
研究科

国 際 開 発
政 策 専 攻

　

26

70

8

23 　 　 　

52

140

24

69 　 　国 際 協 力
政 策 専 攻 22 7 44 21

地 域 協 力
政 策 専 攻 22 8 44 24

科学技術
イノベー
シ ョ ン
研 究 科

科学技術イノベ
ー シ ョ ン 専 攻 40 40 10 10 　

　
　
　 80 30 3080　 　

　
　
　

合計 25 1,233 295 100 149 50 2,462 885 400 378

－ �3 －－ �� －－ �� －㸫 �2 㸫



２　 神 戸 大 学 共 通 細 則
（平成16 年４月１日制定）

　（入学志願）
第 １ 条　入学志願者は，所定の期日までに次の書類を提出しなければならない。
　入　学　願　書
　出身学校長の調査書又はこれに代わる書類
　写　　　　真
　その他の書類
　（合否の判定）
第 ２ 条　入学試験の合否の判定は，学力試験及び出身学校長の調査書又はこれに代わる
書類の成績等を総合して教授会が行う。
　（宣　　誓）
第 ３ 条　入学者は，次の誓詞により学長に対し宣誓書を提出しなければならない。
　私は，神戸大学の学生として学業に励み，本学の規律を守ることを誓います。
　（成　　績）
第 ４ 条　授業科目の成績は，100 点を満点として次の区分により評価し，秀，優，良及
び可を合格，不可をを不合格とする。
　秀（90 点以上）
　優（80 点以上90 点未満）
　良（70 点以上80 点未満）
　可（60 点以上70 点未満）
　不可（60 点未満）
２　秀，優，良，可及び不可の評価基準は，次の各号のとおりとする。
　(1)　秀　学修の目標を達成し，特に優れた成果を収めている。
　(2)　優　学修の目標を達成し，優れた成果を収めている。
　(3)　良　学修の目標を達成し，良好な成果を収めている。
　(4)　可　学修の目標を達成している。
　(5)　不可　学修の目標を達成していない。
　（学　生　証）
第 ５ 条　学生は，学生証の交付を受け，これを携行し本学職員の請求があったときは，
いつでも，これを提示しなければならない。
２　学生証は，入学したときに学長が発行する。
３　学生証を携帯しない場合には，教室，研究室，図書館その他学内施設の利用を許さな
いことがある。
４　学生証を紛失したとき若しくは使用に耐えなくなったとき，又は休学等によりその有効
期間が経過したときは，速やかに発行者に届け出て再交付を受けなければならない。
５　学生は，卒業，退学等により学籍を離れた場合は，速やかに学生証を発行者に返納し
なければならない。

－ �3 －

不合格とする。

農 学 
研究科

食 料 共 生 シ ス
テ ム 学 専 攻

　

26

120

5

23 　 　 　

52

240

15

69 　 　資 源 生 命
科 学 専 攻 42 8 84 24

生 命 機 能
科 学 専 攻 52 10 104 30

海 事 
科 学 
研究科

海 事 科 学 専 攻 　 75 75 11 11 　 　 　 150 150 33 33 　 　

国 際 
協 力 
研究科

国 際 開 発
政 策 専 攻

　

26

70

8

23 　 　 　

52

140

24

69 　 　国 際 協 力
政 策 専 攻 22 7 44 21

地 域 協 力
政 策 専 攻 22 8 44 24

科学技術
イノベー
シ ョ ン
研 究 科

科学技術イノベ
ー シ ョ ン 専 攻 40 40 10 10 　

　
　
　 80 30 3080　 　

　
　
　

合計 25 1,233 295 100 149 50 2,462 885 400 378

－ �3 －－ �� －－ �� －

６　学生証の再交付手続き及び返納は，学生の所属学部又は研究科において行うものとす
る。
　（欠 席 届）
第 ６ 条　学生が，３週間以上欠席するときは，理由を具し，欠席届を学部長又は研究科
長に提出しなければならない。
　（学生登録票）
第 ７ 条　学生は，入学したときは，速やかに学生登録票を学部長又は研究科長に提出し
なければならない。
　（身上異動・住所変更届）
第 ８ 条　学生は，改姓，改名等，身上に異動があったとき，又は住所（保護者等の住所
等を含む。）を変更したときは，速やかに身上異動・住所変更届を学部長又は研究科長
に提出しなければならない。
第 ９ 条　大学院における入学志願及び合否の判定については，第１条及び第２条の規定
にかかわらず，各研究科において定めるものとする。
２　大学院における授業科目の成績については，第４条に定めるもののほか，必要がある
と認めるときは，各研究科において定めることができる。
　（健康診断）
第 10 条　学生は，毎年本学で行う健康診断を受けなければならない。
　（様　　式）
第 11 条　諸願届等の様式は，別紙のとおりとする。
　　　 附　則
　この細則は，平成28年４月１日から施行する。

－ �� －

２

－ �� －

　　 　附　則
　この細則は，平成31年４月１日から施行する。

－ �� －

　（中間附則は省略）
 附　則
　この細則は，令和４年４月１日から施行し、様式 8 号の改正規定中生年月日に係る部分は，
平成 30 年４月１日から適用する。

－ �� －㸫 �3 㸫



６　学生証の再交付手続き及び返納は，学生の所属学部又は研究科において行うものとす
る。
　（欠 席 届）
第 ６ 条　学生が，３週間以上欠席するときは，理由を具し，欠席届を学部長又は研究科
長に提出しなければならない。
　（学生登録票）
第 ７ 条　学生は，入学したときは，速やかに学生登録票を学部長又は研究科長に提出し
なければならない。
　（身上異動・住所変更届）
第 ８ 条　学生は，改姓，改名等，身上に異動があったとき，又は住所（保護者等の住所
等を含む。）を変更したときは，速やかに身上異動・住所変更届を学部長又は研究科長
に提出しなければならない。
第 ９ 条　大学院における入学志願及び合否の判定については，第１条及び第２条の規定
にかかわらず，各研究科において定めるものとする。
２　大学院における授業科目の成績については，第４条に定めるもののほか，必要がある
と認めるときは，各研究科において定めることができる。
　（健康診断）
第 10 条　学生は，毎年本学で行う健康診断を受けなければならない。
　（様　　式）
第 11 条　諸願届等の様式は，別紙のとおりとする。
　　　 附　則
　この細則は，平成28年４月１日から施行する。

－ �� －

２

（ ） （ ）
様式３号

A4 （297×210）

年　　 月　　 日
神戸大学　殿

学部
学科

学籍番号　　　　　番
住　　所
氏　　名 印

休　　学　　願

下記のとおり休学したいので御許可願います｡

記

１　理　由
２　期　間　　自　　年　　月　　日
　　　　　　　至　　年　　月　　日

 注　病気の場合は診断書添付のこと｡ 

様式４号

A4 （297×210）

年　　 月　　 日
神戸大学　殿

学部
学科

学籍番号　　　　　番
住　　所
氏　　名 印

復　　学　　願

下記のとおり復学したいので御許可願います｡

記

１　理　由

２　復学年月日　　年　　月　　日

 注　病気の場合は健康診断書添付（復学意見書）添付のこと｡ 

様式１号

入　学　許　可　書

受験番号　　　　　番
氏　　名

神戸大学　 学部に入学を許可する｡ 

年　　月　　日 年　　月　　日

神戸大学長

A4 （297×210）

様式２号

宣　　誓　　書

A4 （297×210）

　私は､ 神戸大学の学生として学業に励み，

本学の規律を守ることを誓います｡

神　戸　大　学　長　殿

署　名

、

－ �� －－ �� －－ �� －－ �3 －㸫 �� 㸫



６　学生証の再交付手続き及び返納は，学生の所属学部又は研究科において行うものとす
る。

　（欠 席 届）
第 ６ 条　学生が，３週間以上欠席するときは，理由を具し，欠席届を学部長又は研究科
長に提出しなければならない。

　（学生登録票）
第 ７ 条　学生は，入学したときは，速やかに学生登録票を学部長又は研究科長に提出し
なければならない。

　（身上異動・住所変更届）
第 ８ 条　学生は，改姓，改名等，身上に異動があったとき，又は住所（保護者等の住所
等を含む。）を変更したときは，速やかに身上異動・住所変更届を学部長又は研究科長
に提出しなければならない。

第 ９ 条　大学院における入学志願及び合否の判定については，第１条及び第２条の規定
にかかわらず，各研究科において定めるものとする。

２　大学院における授業科目の成績については，第４条に定めるもののほか，必要がある
と認めるときは，各研究科において定めることができる。

　（健康診断）
第 10 条　学生は，毎年本学で行う健康診断を受けなければならない。
　（様　　式）
第 11 条　諸願届等の様式は，別紙のとおりとする。
　　　 附　則
　この細則は，平成28年４月１日から施行する。

－ �� －

２

（ ） （ ）
様式３号

A4 （297×210）

年　　 月　　 日
神戸大学　殿

学部
学科

学籍番号　　　　　番
住　　所
氏　　名 印

休　　学　　願

下記のとおり休学したいので御許可願います｡

記

１　理　由
２　期　間　　自　　年　　月　　日
　　　　　　　至　　年　　月　　日

 注　病気の場合は診断書添付のこと｡ 

様式４号

A4 （297×210）

年　　 月　　 日
神戸大学　殿

学部
学科

学籍番号　　　　　番
住　　所
氏　　名 印

復　　学　　願

下記のとおり復学したいので御許可願います｡

記

１　理　由

２　復学年月日　　年　　月　　日

 注　病気の場合は健康診断書添付（復学意見書）添付のこと｡ 

様式１号

入　学　許　可　書

受験番号　　　　　番
氏　　名

神戸大学　 学部に入学を許可する｡ 

年　　月　　日 年　　月　　日

神戸大学長

A4 （297×210）

様式２号

宣　　誓　　書

A4 （297×210）

　私は､ 神戸大学の学生として学業に励み，

本学の規律を守ることを誓います｡

神　戸　大　学　長　殿

署　名

、

－ �� －－ �� －－ �� －－ �3 －

様式５号

A4 （297×210）

年　　 月　　 日
神戸大学　殿

学部
学科

学籍番号　　　　　番
本人住所
氏　　名 印

退　　学　　願

下記のとおり退学したいので御許可願います｡

記

１　理　由
２　退学年月日　　　年　　月　　日

 注　病気の場合は診断書添付のこと｡ A4 （297×210）

様式７号

年　　 月　　 日
神戸大学　殿

学部
学科

学籍番号　　　　　番
住　　所
氏　　名

欠　　席　　届

下記のとおり欠席しますからお届けします｡ 

記

１　理　由

２　期　間　　自　　年　　月　　日
　　　　　　　至　　年　　月　　日

注　疾病の場合は，診断書を添付のこと。

－ �� －－ �� －－ �3 －－ �� －㸫 �� 㸫



様式５号

A4 （297×210）

年　　 月　　 日
神戸大学　殿

学部
学科

学籍番号　　　　　番
本人住所
氏　　名 印

退　　学　　願

下記のとおり退学したいので御許可願います｡

記

１　理　由
２　退学年月日　　　年　　月　　日

 注　病気の場合は診断書添付のこと｡ A4 （297×210）

様式７号

年　　 月　　 日
神戸大学　殿

学部
学科

学籍番号　　　　　番
住　　所
氏　　名

欠　　席　　届

下記のとおり欠席しますからお届けします｡ 

記

１　理　由

２　期　間　　自　　年　　月　　日
　　　　　　　至　　年　　月　　日

注　疾病の場合は，診断書を添付のこと。

－ �� －

■　注　意　事　項 

（シール貼付スペース）

１　本学学生は常にこの学生証を携帯し， 次の場合は，
　　これを提示しなければならない｡ 
　　(1)本学教職員の請求があった場合
　　(2)通学定期乗車券又は学生用割引乗車券の購入及び
　　　これによって乗車船し， 係員の請求があった場合
　　(3)本学図書館を利用する場合
　　　（表面顔写真下の数字は図書館利IDです。）
２　本証は他人に貸与又は譲渡してはならない｡ 
３　本証を紛失したとき， 又は記載内容に変更が生じた
　　ときは， 直ちに発行者に届け出ること｡ 
４　卒業， 退学等により学籍を離れたときは， 直ちに発行者に返納すること｡ 

神戸大学 〒657-8501 神戸市灘区六甲台 1-1　TEL（078）881-1212 （大代表）

様式６号

神 戸 大 学 学 生 証

写　　　真

所　　属
学籍番号
氏　　名
生年月日

上記の者は， 本学の学生であることを証明する｡ 

発行年月日　　　　年　　　月　　　日
有 効 期 限　　　　年　　　月　　　日

神　戸　大　学　長

（生協組合番号）
（図書館利用ＩＤ）

（表）

（裏）

印

－ �� －－ �� －－ �� －－ �� －㸫 �� 㸫



様式５号

A4 （297×210）

年　　 月　　 日
神戸大学　殿

学部
学科

学籍番号　　　　　番
本人住所
氏　　名 印

退　　学　　願

下記のとおり退学したいので御許可願います｡

記

１　理　由
２　退学年月日　　　年　　月　　日

 注　病気の場合は診断書添付のこと｡ A4 （297×210）

様式７号

年　　 月　　 日
神戸大学　殿

学部
学科

学籍番号　　　　　番
住　　所
氏　　名

欠　　席　　届

下記のとおり欠席しますからお届けします｡ 

記

１　理　由

２　期　間　　自　　年　　月　　日
　　　　　　　至　　年　　月　　日

注　疾病の場合は，診断書を添付のこと。

－ �� －

■　注　意　事　項 

（シール貼付スペース）

１　本学学生は常にこの学生証を携帯し， 次の場合は，
　　これを提示しなければならない｡ 
　　(1)本学教職員の請求があった場合
　　(2)通学定期乗車券又は学生用割引乗車券の購入及び
　　　これによって乗車船し， 係員の請求があった場合
　　(3)本学図書館を利用する場合
　　　（表面顔写真下の数字は図書館利IDです。）
２　本証は他人に貸与又は譲渡してはならない｡ 
３　本証を紛失したとき， 又は記載内容に変更が生じた
　　ときは， 直ちに発行者に届け出ること｡ 
４　卒業， 退学等により学籍を離れたときは， 直ちに発行者に返納すること｡ 

神戸大学 〒657-8501 神戸市灘区六甲台 1-1　TEL（078）881-1212 （大代表）

様式６号

神 戸 大 学 学 生 証

写　　　真

所　　属
学籍番号
氏　　名
生年月日

上記の者は， 本学の学生であることを証明する｡ 

発行年月日　　　　年　　　月　　　日
有 効 期 限　　　　年　　　月　　　日

神　戸　大　学　長

（生協組合番号）
（図書館利用ＩＤ）

（表）

（裏）

印

－ �� －－ �� －－ �� －－ �� －

様式8号 

学 生 登 録 票 
  年  月  日提出 

学 部 

学 科 

20  (令和  )年  月  日入学・進学 学籍番号         
 

  フ リ ガ ナ                

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

研究科 

課 程 

専 攻 

左詰で記入してください。(姓と名の間は1マス空け，濁音・半濁音文字は1マスに記入) 

ロ ー マ 字 
                    

                    
 

左詰で記入してください。(姓の全て及び名の頭文字は大文字とし，姓と名の間は1マス空けて記入) 

氏  名 
                          

 

戸籍どおり楷書で記入してください。(学籍及び学位記の字体として使用) 

 

 

外国籍 指導教員（該当者のみ）  

生年月日      (     )年  月  日生 

 

現 住 所 
（入学後の住所） 

                 Eﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  

自宅・下宿・寮・その他(   ) 携帯 

ＰＣ 

       ＠ 
  

〒
  

   －     
 

       ＠ 

大学が付与するアドレス以外を記入してください。   

住  所 
都道 

府県   

〔固定電話〕      －     －     
 

 

※留学生のみ○を入れてください。 

単身 ・ 夫婦 ・ 家族 
〔携帯電話〕      －     －     

 

本人の勤務先等 
(該 当 者 の み) 

名称               電話 
                 

  
     －     －     

 

  

  

履

歴 

学 歴 

  年  月  立         高等学校卒業        

・   

・   

・   

認定試験等 ・ 高等学校卒業程度認定試験，大学入学資格検定試験   年度 合格 

職 歴

そ の 他 

 ． ～  ．   

 ． ～  ．   

保護者等の住所
等  

※学生本人が 

独立生計者の場 

合は，世帯主の 

氏名・住所等を 

記入してくださ 

い。 

  
フリガナ                

 

左詰で記入してください。(姓と名の間は1マス空け，濁音・半濁音文字は1マスに記入)  

氏 名                       
本人との続柄(    ) 

 〒    －     
 

住 所 
都道 

府県 
 

〔固定電話〕      －     －     
 

〔携帯電話〕      －     －     
 

緊急時の連絡先 
※該当する□に 

チェックしてく

ださい。 

 □ 上記（保護者等の住所等）と同じ。（以下の記入不要） 

 □ 上記（保護者等の住所等）以外の連絡先がある。（以下に記入） 

  氏  名
フ リ ガ ナ

                   本人との続柄（      ） 

〔固定電話〕      －     －     
 

□ 勤務先 
□ 自宅 

〔携帯電話〕      －     －     
 

 

注 1 本人の氏名，生年月日は戸籍どおり(外国人は住民票どおり)正確に記入してください。 
  2 高校卒業後の学歴を有する者は，最終出身学校名・学部・学科等(中退を含む。)まで記入してください。 
    3 在学中に，改姓・改名，現住所変更，保護者等の住所変更等があった場合は，速やかに身上異動・住所変更届を，

所属学部又は研究科の担当係に提出してください。 
4 この学生登録票に記載された個人情報については，個人情報保護法等を遵守の上，適切に取り扱うこととし，在学

中において，授業料関係書類の送付，広報誌等資料の送付など本学から連絡(発信)する場合のほか，教学上の名簿
作成，修学指導，大学運営や教育活動のために利用します。また，個人が特定されない形で学術研究のために提供
することがあります。 

昭和 

平成 

19 

20 

－ �� －㸫 �� 㸫



 

様式9号 

身 上 異 動 ・ 住 所 変 更 届 

  年  月  日届出 
神戸大学      学 部 長 殿 

研究科長 殿 

学 部 学 科 課 程 

研究科 専 攻 課 程 

 学籍番号 

 

 

フリガナ 

氏 名 

戸籍どおり楷書で記入してください。(学籍及び学位記の字体として使用) 

下記のとおり身上異動・住所変更等がありましたのでお届けします。 

記 

□改姓 □改名 □現住所等変更 □保護者等の住所等変更 □その他の変更(        ) 

(以下は，変更した事項のみ記入してください。) 

身 上 異 動 

(改姓，改名等) 

現 住 所 

  

  

ローマ字                                           
                                        

左詰めで記入してください。(姓の全て及び名の頭文字は大文字とし，姓と
名の間は1マス空けて記入) 

新 異動年月日    年  月  日 

※証明書類を必ず添付してください。 旧 

自宅・学生寮・その他(     ) Eメールアドレス（□携帯 □ＰＣ） 

      ＠ 
大学が付与するアドレス以外を記

入してください。 
郵便番号     － 

住  所 
都道 

府県 

〔固定電話〕    －     － 
※留学生のみ○を入れてください。 

単身 ・ 夫婦 ・ 家族 
〔携帯電話〕    －     － 

本人の勤務先等 

(該当者のみ) 

勤務先名                          

  電話      －     －      

保護者等の住所等  

※ 学生本人が独
立生計者の場合
は，世帯主の氏
名・住所等を記
入 し て く だ さ
い。 

フリガナ 

氏 名 
本人との続柄 

郵便番号 

   － 

〔固定電話〕    －     － 

〔携帯電話〕    －     － 

住

所 
都道 

府県 

緊急時の連絡先 

 

□ 保護者等の住所等と同じ。（以下の記入不要） 

□ 保護者等の住所等以外の連絡先がある。（以下に記入） 

フリガナ 
氏 名 

本人との続柄 

〔固定電話〕      －     － 
□ 勤務先 

□ 自宅 

〔携帯電話〕      －     － 

注 この身上異動・住所変更届に記載された個人情報については，個人情報保護法等を遵守の上，適切に取り扱うこ

ととし，在学中において，授業料関係書類の送付，広報誌等資料の送付など本学から連絡(発信)する場合のほか，

教学上の名簿作成，修学指導，大学運営や教育活動のために利用します。また，個人が特定されない形で学術研究

のために提供することがあります。 

－ �� －㸫 �� 㸫



 

様式9号 

身 上 異 動 ・ 住 所 変 更 届 

  年  月  日届出 
神戸大学      学 部 長 殿 

研究科長 殿 

学 部 学 科 課 程 

研究科 専 攻 課 程 

 学籍番号 

 

 

フリガナ 

氏 名 

戸籍どおり楷書で記入してください。(学籍及び学位記の字体として使用) 

下記のとおり身上異動・住所変更等がありましたのでお届けします。 

記 

□改姓 □改名 □現住所等変更 □保護者等の住所等変更 □その他の変更(        ) 

(以下は，変更した事項のみ記入してください。) 

身 上 異 動 

(改姓，改名等) 

現 住 所 

  

  

ローマ字                                           
                                        

左詰めで記入してください。(姓の全て及び名の頭文字は大文字とし，姓と
名の間は1マス空けて記入) 

新 異動年月日    年  月  日 

※証明書類を必ず添付してください。 旧 

自宅・学生寮・その他(     ) Eメールアドレス（□携帯 □ＰＣ） 

      ＠ 
大学が付与するアドレス以外を記

入してください。 
郵便番号     － 

住  所 
都道 

府県 

〔固定電話〕    －     － 
※留学生のみ○を入れてください。 

単身 ・ 夫婦 ・ 家族 
〔携帯電話〕    －     － 

本人の勤務先等 

(該当者のみ) 

勤務先名                          

  電話      －     －      

保護者等の住所等  

※ 学生本人が独
立生計者の場合
は，世帯主の氏
名・住所等を記
入 し て く だ さ
い。 

フリガナ 

氏 名 
本人との続柄 

郵便番号 

   － 

〔固定電話〕    －     － 

〔携帯電話〕    －     － 

住

所 
都道 

府県 

緊急時の連絡先 

 

□ 保護者等の住所等と同じ。（以下の記入不要） 

□ 保護者等の住所等以外の連絡先がある。（以下に記入） 

フリガナ 
氏 名 

本人との続柄 

〔固定電話〕      －     － 
□ 勤務先 

□ 自宅 

〔携帯電話〕      －     － 

注 この身上異動・住所変更届に記載された個人情報については，個人情報保護法等を遵守の上，適切に取り扱うこ

ととし，在学中において，授業料関係書類の送付，広報誌等資料の送付など本学から連絡(発信)する場合のほか，

教学上の名簿作成，修学指導，大学運営や教育活動のために利用します。また，個人が特定されない形で学術研究

のために提供することがあります。 

－ �� －

３　神戸大学学位規程
（平成16 年４月１日制定）

　（趣　　旨）
第 １ 条　学位規則（昭和28 年文部省令第９号）第13 条第１項の規定により，神戸大学
（以下「本学」という。）が授与する学位については，神戸大学教学規則（平成 16 年４ 
月１日制定。以下「教学規則」という。）に定めるもののほか，この規程の定めるとこ
ろによる。

　（学　　位）
第 ２ 条　本学において授与する学位は，学士，修士，博士及び専門職学位とする。
　（学士の学位の授与の要件）
第 ３ 条　学士の学位は，本学を卒業した者に授与する。
　（修士の学位の授与の要件）
第 ４ 条　修士の学位は，次の各号のいずれかに該当する者に授与する。
　(1)　本学大学院研究科（以下「研究科」という。）の修士課程を修了した者
　(2)　研究科の博士課程の前期課程を修了した者
　（博士の学位の授与の要件）
第 ５ 条　博士の学位は，研究科の博士課程を修了した者に授与する。
２　博士の学位は，次の要件を満たす者にも授与する。
　(1) 　研究科において前項に該当する者と同等以上の学力があると確認されたこと。（こ

の確認を以下「学力の確認」という。）
　(2) 　研究科において行う博士論文の審査及び試験に合格したこと。
　（専門職学位の授与の要件）
第 ６ 条　専門職学位は，次の各号のいずれかに該当する者に授与する。
　(1)　研究科の専門職大学院の課程（次号の課程を除く。）を修了した者
　(2)　研究科の法科大学院の課程を修了した者
　（研究科の在学者の論文等提出手続）
第 ７ 条　研究科に在学する者の学位論文又は教学規則第67条に規定する特定の課題につ
いての研究成果は，当該研究科長に提出するものとする。

２　博士論文は，学位論文審査願，論文目録及び履歴書とともに提出しなければならない。
３　学位論文は，修士の場合は１編，１通を，博士の場合は１編，３通を提出するものと
する。ただし，参考として他の論文を附加して提出することを妨げない。

４　審査のため必要があるときは，提出論文の数を増加し，又は論文の訳本，模型若しく
は標本等の資料その他を提出させることがある。

５　第１項に定める研究の成果（以下「研究の成果」という。）の提出に関することは，
各研究科において別に定める。

－ �� －

３　神戸大学学位規程
（平成16 年４月１日制定）

　（趣　　旨）
第 １ 条　学位規則（昭和28 年文部省令第９号）第13 条第１項の規定により，神戸大学
（以下「本学」という。）が授与する学位については，神戸大学教学規則（平成 16 年４ 
月１日制定。以下「教学規則」という。）に定めるもののほか，この規程の定めるとこ
ろによる。

　（学　　位）
第 ２ 条　本学において授与する学位は，学士，修士，博士及び専門職学位とする。
　（学士の学位の授与の要件）
第 ３ 条　学士の学位は，本学を卒業した者に授与する。
　（修士の学位の授与の要件）
第 ４ 条　修士の学位は，次の各号のいずれかに該当する者に授与する。
　(1)　本学大学院研究科（以下「研究科」という。）の修士課程を修了した者
　(2)　研究科の博士課程の前期課程を修了した者
　（博士の学位の授与の要件）
第 ５ 条　博士の学位は，研究科の博士課程を修了した者に授与する。
２　博士の学位は，次の要件を満たす者にも授与する。
　(1) 　研究科において前項に該当する者と同等以上の学力があると確認されたこと。（こ

の確認を以下「学力の確認」という。）
　(2) 　研究科において行う博士論文の審査及び試験に合格したこと。
　（専門職学位の授与の要件）
第 ６ 条　専門職学位は，次の各号のいずれかに該当する者に授与する。
　(1)　研究科の専門職大学院の課程（次号の課程を除く。）を修了した者
　(2)　研究科の法科大学院の課程を修了した者
　（研究科の在学者の論文等提出手続）
第 ７ 条　研究科に在学する者の学位論文又は教学規則第67条に規定する特定の課題につ
いての研究成果は，当該研究科長に提出するものとする。

２　博士論文は，学位論文審査願，論文目録及び履歴書とともに提出しなければならない。
３　学位論文は，修士の場合は１編，１通を，博士の場合は１編，３通を提出するものと
する。ただし，参考として他の論文を附加して提出することを妨げない。

４　審査のため必要があるときは，提出論文の数を増加し，又は論文の訳本，模型若しく
は標本等の資料その他を提出させることがある。

５　第１項に定める研究の成果（以下「研究の成果」という。）の提出に関することは，
各研究科において別に定める。

－ �� －

－ �� －

最終改正　平成 30 年３月 30 日

－ �� －－ �� －㸫 �9 㸫



３　神戸大学学位規程
（平成16 年４月１日制定）

　（趣　　旨）
第 １ 条　学位規則（昭和28 年文部省令第９号）第13 条第１項の規定により，神戸大学
（以下「本学」という。）が授与する学位については，神戸大学教学規則（平成 16 年４ 
月１日制定。以下「教学規則」という。）に定めるもののほか，この規程の定めるとこ
ろによる。
　（学　　位）
第 ２ 条　本学において授与する学位は，学士，修士，博士及び専門職学位とする。
　（学士の学位の授与の要件）
第 ３ 条　学士の学位は，本学を卒業した者に授与する。
　（修士の学位の授与の要件）
第 ４ 条　修士の学位は，次の各号のいずれかに該当する者に授与する。
　(1)　本学大学院研究科（以下「研究科」という。）の修士課程を修了した者
　(2)　研究科の博士課程の前期課程を修了した者
　（博士の学位の授与の要件）
第 ５ 条　博士の学位は，研究科の博士課程を修了した者に授与する。
２　博士の学位は，次の要件を満たす者にも授与する。
　(1) 　研究科において前項に該当する者と同等以上の学力があると確認されたこと。（こ

の確認を以下「学力の確認」という。）
　(2) 　研究科において行う博士論文の審査及び試験に合格したこと。
　（専門職学位の授与の要件）
第 ６ 条　専門職学位は，次の各号のいずれかに該当する者に授与する。
　(1)　研究科の専門職大学院の課程（次号の課程を除く。）を修了した者
　(2)　研究科の法科大学院の課程を修了した者
　（研究科の在学者の論文等提出手続）
第 ７ 条　研究科に在学する者の学位論文又は教学規則第67条に規定する特定の課題につ
いての研究成果は，当該研究科長に提出するものとする。
２　博士論文は，学位論文審査願，論文目録及び履歴書とともに提出しなければならない。
３　学位論文は，修士の場合は１編，１通を，博士の場合は１編，３通を提出するものと
する。ただし，参考として他の論文を附加して提出することを妨げない。
４　審査のため必要があるときは，提出論文の数を増加し，又は論文の訳本，模型若しく
は標本等の資料その他を提出させることがある。
５　第１項に定める研究の成果（以下「研究の成果」という。）の提出に関することは，
各研究科において別に定める。
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　（研究科の在学者の論文審査）
第 ８ 条　研究科長は，前条の規定による博士論文の提出があったときは，教授会にお
いて当該研究科の教授のうちから２人以上の審査委員を選定して，博士論文の審査を 
行わせるものとする。

２　研究科長は，前条の規定による修士論文又は研究の成果の提出があったときは，教授
会において当該研究科の教授及び准教授のうちから２人以上の審査委員を選定して，修
士論文又は研究の成果の審査を行わせるものとする。ただし，少なくとも教授１人を含
めなければならない。

３　教授会において審査のため必要があると認めるときは，博士論文の審査にあっては第
１項の審査委員のほか，当該研究科の教授以外の研究科の教員又は他の大学院若しく
は研究所等の教員等を，修士論文又は研究の成果の審査にあっては前項の審査委員のほ
か，当該研究科の教授及び准教授以外の研究科の教員又は他の大学院若しくは研究所等
の教員等を審査委員に加えることができる。

４　教授会において審査のため必要があると認めるときは，当該研究科の教授以外の者
（修士論文又は研究の成果の審査のため必要があると認めるときは，当該研究科の教授
及び准教授以外の者）にも調査を委嘱することができる。

　（研究科の在学者の最終試験）
第 ９ 条　審査委員及び前条第４項の規定により調査を委嘱された者は，学位論文又は
研究の成果を中心として，これに関連ある科目について，筆答又は口頭により最終試 
験を行う。

２　最終試験の期日は，その都度公示する。
　（博士課程を経ない者の学位論文の提出手続）
第 10 条　第５条第２項の規定による学位申請者の学位論文は，論文審査料 57,000 円を
添え，学位申請書，論文目録及び履歴書とともに，その申請に応じた研究科長を経て 
学長に提出するものとする。

２　本条の規定による論文の提出については，第７条第３項及び第４項の規定を準用する。
　（博士課程を経ない者の論文審査及び試験）
第 11 条　学長は，前条第１項の規定による学位論文の提出があったときは，当該研究
科長にその論文の審査を付託し，研究科長は，第８条の規定に準じて論文の審査を， 
第９条の規定に準じて試験を行わせるものとする。

２　前項の学位論文は，それを受理した日から１年以内に審査を終了するものとする。た
だし，特別の理由があるときは，研究科長は，教授会の議を経て審査期限を延長するこ
とができる。

　（博士課程を経ない者の学力の確認）
第 12 条　研究科長は，前条第１項の規定により学長から論文審査を付託されたときは，
教授会において学位申請者の学力の確認を行わせるものとする。

２　学力の確認は，筆答又は口頭による試問の結果に基づいて行う。ただし，学位申請者
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３　神戸大学学位規程
（平成16 年４月１日制定）

　（趣　　旨）
第 １ 条　学位規則（昭和28 年文部省令第９号）第13 条第１項の規定により，神戸大学
（以下「本学」という。）が授与する学位については，神戸大学教学規則（平成 16 年４ 
月１日制定。以下「教学規則」という。）に定めるもののほか，この規程の定めるとこ
ろによる。
　（学　　位）
第 ２ 条　本学において授与する学位は，学士，修士，博士及び専門職学位とする。
　（学士の学位の授与の要件）
第 ３ 条　学士の学位は，本学を卒業した者に授与する。
　（修士の学位の授与の要件）
第 ４ 条　修士の学位は，次の各号のいずれかに該当する者に授与する。
　(1)　本学大学院研究科（以下「研究科」という。）の修士課程を修了した者
　(2)　研究科の博士課程の前期課程を修了した者
　（博士の学位の授与の要件）
第 ５ 条　博士の学位は，研究科の博士課程を修了した者に授与する。
２　博士の学位は，次の要件を満たす者にも授与する。
　(1) 　研究科において前項に該当する者と同等以上の学力があると確認されたこと。（こ

の確認を以下「学力の確認」という。）
　(2) 　研究科において行う博士論文の審査及び試験に合格したこと。
　（専門職学位の授与の要件）
第 ６ 条　専門職学位は，次の各号のいずれかに該当する者に授与する。
　(1)　研究科の専門職大学院の課程（次号の課程を除く。）を修了した者
　(2)　研究科の法科大学院の課程を修了した者
　（研究科の在学者の論文等提出手続）
第 ７ 条　研究科に在学する者の学位論文又は教学規則第67条に規定する特定の課題につ
いての研究成果は，当該研究科長に提出するものとする。
２　博士論文は，学位論文審査願，論文目録及び履歴書とともに提出しなければならない。
３　学位論文は，修士の場合は１編，１通を，博士の場合は１編，３通を提出するものと
する。ただし，参考として他の論文を附加して提出することを妨げない。
４　審査のため必要があるときは，提出論文の数を増加し，又は論文の訳本，模型若しく
は標本等の資料その他を提出させることがある。
５　第１項に定める研究の成果（以下「研究の成果」という。）の提出に関することは，
各研究科において別に定める。
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３　神戸大学学位規程
（平成16 年４月１日制定）

　（趣　　旨）
第 １ 条　学位規則（昭和28 年文部省令第９号）第13 条第１項の規定により，神戸大学
（以下「本学」という。）が授与する学位については，神戸大学教学規則（平成 16 年４ 
月１日制定。以下「教学規則」という。）に定めるもののほか，この規程の定めるとこ
ろによる。

　（学　　位）
第 ２ 条　本学において授与する学位は，学士，修士，博士及び専門職学位とする。
　（学士の学位の授与の要件）
第 ３ 条　学士の学位は，本学を卒業した者に授与する。
　（修士の学位の授与の要件）
第 ４ 条　修士の学位は，次の各号のいずれかに該当する者に授与する。
　(1)　本学大学院研究科（以下「研究科」という。）の修士課程を修了した者
　(2)　研究科の博士課程の前期課程を修了した者
　（博士の学位の授与の要件）
第 ５ 条　博士の学位は，研究科の博士課程を修了した者に授与する。
２　博士の学位は，次の要件を満たす者にも授与する。
　(1) 　研究科において前項に該当する者と同等以上の学力があると確認されたこと。（こ

の確認を以下「学力の確認」という。）
　(2) 　研究科において行う博士論文の審査及び試験に合格したこと。
　（専門職学位の授与の要件）
第 ６ 条　専門職学位は，次の各号のいずれかに該当する者に授与する。
　(1)　研究科の専門職大学院の課程（次号の課程を除く。）を修了した者
　(2)　研究科の法科大学院の課程を修了した者
　（研究科の在学者の論文等提出手続）
第 ７ 条　研究科に在学する者の学位論文又は教学規則第67条に規定する特定の課題につ
いての研究成果は，当該研究科長に提出するものとする。

２　博士論文は，学位論文審査願，論文目録及び履歴書とともに提出しなければならない。
３　学位論文は，修士の場合は１編，１通を，博士の場合は１編，３通を提出するものと
する。ただし，参考として他の論文を附加して提出することを妨げない。

４　審査のため必要があるときは，提出論文の数を増加し，又は論文の訳本，模型若しく
は標本等の資料その他を提出させることがある。

５　第１項に定める研究の成果（以下「研究の成果」という。）の提出に関することは，
各研究科において別に定める。
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　（研究科の在学者の論文審査）
第 ８ 条　研究科長は，前条の規定による博士論文の提出があったときは，教授会にお
いて当該研究科の教授のうちから２人以上の審査委員を選定して，博士論文の審査を 
行わせるものとする。
２　研究科長は，前条の規定による修士論文又は研究の成果の提出があったときは，教授
会において当該研究科の教授及び准教授のうちから２人以上の審査委員を選定して，修
士論文又は研究の成果の審査を行わせるものとする。ただし，少なくとも教授１人を含
めなければならない。
３　教授会において審査のため必要があると認めるときは，博士論文の審査にあっては第
１項の審査委員のほか，当該研究科の教授以外の研究科の教員又は他の大学院若しく
は研究所等の教員等を，修士論文又は研究の成果の審査にあっては前項の審査委員のほ
か，当該研究科の教授及び准教授以外の研究科の教員又は他の大学院若しくは研究所等
の教員等を審査委員に加えることができる。
４　教授会において審査のため必要があると認めるときは，当該研究科の教授以外の者
（修士論文又は研究の成果の審査のため必要があると認めるときは，当該研究科の教授
及び准教授以外の者）にも調査を委嘱することができる。
　（研究科の在学者の最終試験）
第 ９ 条　審査委員及び前条第４項の規定により調査を委嘱された者は，学位論文又は
研究の成果を中心として，これに関連ある科目について，筆答又は口頭により最終試 
験を行う。
２　最終試験の期日は，その都度公示する。
　（博士課程を経ない者の学位論文の提出手続）
第 10 条　第５条第２項の規定による学位申請者の学位論文は，論文審査料 57,000 円を
添え，学位申請書，論文目録及び履歴書とともに，その申請に応じた研究科長を経て 
学長に提出するものとする。
２　本条の規定による論文の提出については，第７条第３項及び第４項の規定を準用する。
　（博士課程を経ない者の論文審査及び試験）
第 11 条　学長は，前条第１項の規定による学位論文の提出があったときは，当該研究
科長にその論文の審査を付託し，研究科長は，第８条の規定に準じて論文の審査を， 
第９条の規定に準じて試験を行わせるものとする。
２　前項の学位論文は，それを受理した日から１年以内に審査を終了するものとする。た
だし，特別の理由があるときは，研究科長は，教授会の議を経て審査期限を延長するこ
とができる。
　（博士課程を経ない者の学力の確認）
第 12 条　研究科長は，前条第１項の規定により学長から論文審査を付託されたときは，
教授会において学位申請者の学力の確認を行わせるものとする。
２　学力の確認は，筆答又は口頭による試問の結果に基づいて行う。ただし，学位申請者
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３　神戸大学学位規程
（平成16 年４月１日制定）

　（趣　　旨）
第 １ 条　学位規則（昭和28 年文部省令第９号）第13 条第１項の規定により，神戸大学
（以下「本学」という。）が授与する学位については，神戸大学教学規則（平成 16 年４ 
月１日制定。以下「教学規則」という。）に定めるもののほか，この規程の定めるとこ
ろによる。

　（学　　位）
第 ２ 条　本学において授与する学位は，学士，修士，博士及び専門職学位とする。
　（学士の学位の授与の要件）
第 ３ 条　学士の学位は，本学を卒業した者に授与する。
　（修士の学位の授与の要件）
第 ４ 条　修士の学位は，次の各号のいずれかに該当する者に授与する。
　(1)　本学大学院研究科（以下「研究科」という。）の修士課程を修了した者
　(2)　研究科の博士課程の前期課程を修了した者
　（博士の学位の授与の要件）
第 ５ 条　博士の学位は，研究科の博士課程を修了した者に授与する。
２　博士の学位は，次の要件を満たす者にも授与する。
　(1) 　研究科において前項に該当する者と同等以上の学力があると確認されたこと。（こ

の確認を以下「学力の確認」という。）
　(2) 　研究科において行う博士論文の審査及び試験に合格したこと。
　（専門職学位の授与の要件）
第 ６ 条　専門職学位は，次の各号のいずれかに該当する者に授与する。
　(1)　研究科の専門職大学院の課程（次号の課程を除く。）を修了した者
　(2)　研究科の法科大学院の課程を修了した者
　（研究科の在学者の論文等提出手続）
第 ７ 条　研究科に在学する者の学位論文又は教学規則第67条に規定する特定の課題につ
いての研究成果は，当該研究科長に提出するものとする。

２　博士論文は，学位論文審査願，論文目録及び履歴書とともに提出しなければならない。
３　学位論文は，修士の場合は１編，１通を，博士の場合は１編，３通を提出するものと
する。ただし，参考として他の論文を附加して提出することを妨げない。

４　審査のため必要があるときは，提出論文の数を増加し，又は論文の訳本，模型若しく
は標本等の資料その他を提出させることがある。

５　第１項に定める研究の成果（以下「研究の成果」という。）の提出に関することは，
各研究科において別に定める。
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　（審査結果の報告）
第 16 条　研究科長は，前条第１項の教授会の議を経て，修士若しくは博士の学位又は専
門職学位を授与すべきものについて，学長に申請するものとする。

２　前項の申請に当たっては，次に掲げる事項を記載した書類を添えるものとする。
　(1)　授与しようとする学位（専攻分野の名称を付記したもの）
　(2)　授与しようとする年月日
　(3)　博士の場合は，第５条第１項又は第２項のいずれの規定によるかの別
　(4)　博士の場合は，論文審査及び最終試験又は試験の結果の要旨
　(5)　博士の場合は，論文審査及び最終試験又は試験を担当した機関に関する事項
　(6)　第５条第２項による博士の場合は，学力の確認の結果及び学力の確認を担当した
機関に関する事項

３　研究科長は，前条第１項の教授会の議を経て，修士若しくは博士の学位又は専門職学
位を授与すべきでない者については，その旨を学長に申請するものとする。

の学歴，業績等に基づいて学力の確認を行うことができる場合は，試問を省略すること
ができる。

３　学力の確認のため必要があるときは，学位申請者にその著書，論文その他を提出させ
ることがある。

４　教授会が学力の確認の議決をする場合には，第15 条第２項の規定を準用する。
　（退学者の学位論文の提出手続，論文審査，試験及び学力の確認）
第 13 条　研究科の博士課程において所定の期間在学し，所定の単位を修得し，かつ，必
要な博士論文の作成等に対する指導を受けて退学した者が，再入学しないで学位の 
授与を受けようとするときは，前３条の規定による。

２　前項に該当する者が，退学後５年以内に学位論文を提出して審査を受けるときは，第
５条第１項に該当する者と同等以上の学力を有するものとみなす。

　（論文及び審査料の不返還）
第 14 条　提出された修士論文又は博士論文及び納入した審査料は，その理由のいかんを
問わず返還しない。

２　提出された研究の成果の返還に関することは，各研究科において別に定める。
　（修士及び博士の学位授与の決定）
第 15 条　研究科長は，研究科に在学する者については，論文審査及び最終試験の結果報
告に基づいて，また第 12 条の規定により学力を確認された者及び第 13 条第２項に該当
する者については，論文審査及び試験の結果報告に基づいて，教授会において学位を授
与すべきか否かの審議を行わせるものとする。

２　前項の教授会は，当該教授会構成員の３分の２以上の出席があることを要し，学位を
授与すべきものと議決するには，無記名投票の方法により，出席者の３分の２以上の賛
成があることを要する。
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　（審査結果の報告）
第 16 条　研究科長は，前条第１項の教授会の議を経て，修士若しくは博士の学位又は専
門職学位を授与すべきものについて，学長に申請するものとする。

２　前項の申請に当たっては，次に掲げる事項を記載した書類を添えるものとする。
　(1)　授与しようとする学位（専攻分野の名称を付記したもの）
　(2)　授与しようとする年月日
　(3)　博士の場合は，第５条第１項又は第２項のいずれの規定によるかの別
　(4)　博士の場合は，論文審査及び最終試験又は試験の結果の要旨
　(5)　博士の場合は，論文審査及び最終試験又は試験を担当した機関に関する事項
　(6)　第５条第２項による博士の場合は，学力の確認の結果及び学力の確認を担当した
機関に関する事項

３　研究科長は，前条第１項の教授会の議を経て，修士若しくは博士の学位又は専門職学
位を授与すべきでない者については，その旨を学長に申請するものとする。

の学歴，業績等に基づいて学力の確認を行うことができる場合は，試問を省略すること
ができる。

３　学力の確認のため必要があるときは，学位申請者にその著書，論文その他を提出させ
ることがある。

４　教授会が学力の確認の議決をする場合には，第15 条第２項の規定を準用する。
　（退学者の学位論文の提出手続，論文審査，試験及び学力の確認）
第 13 条　研究科の博士課程において所定の期間在学し，所定の単位を修得し，かつ，必
要な博士論文の作成等に対する指導を受けて退学した者が，再入学しないで学位の 
授与を受けようとするときは，前３条の規定による。

２　前項に該当する者が，退学後５年以内に学位論文を提出して審査を受けるときは，第
５条第１項に該当する者と同等以上の学力を有するものとみなす。

　（論文及び審査料の不返還）
第 14 条　提出された修士論文又は博士論文及び納入した審査料は，その理由のいかんを
問わず返還しない。

２　提出された研究の成果の返還に関することは，各研究科において別に定める。
　（修士及び博士の学位授与の決定）
第 15 条　研究科長は，研究科に在学する者については，論文審査及び最終試験の結果報
告に基づいて，また第 12 条の規定により学力を確認された者及び第 13 条第２項に該当
する者については，論文審査及び試験の結果報告に基づいて，教授会において学位を授
与すべきか否かの審議を行わせるものとする。

２　前項の教授会は，当該教授会構成員の３分の２以上の出席があることを要し，学位を
授与すべきものと議決するには，無記名投票の方法により，出席者の３分の２以上の賛
成があることを要する。
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　（学位の授与）
第 17 条　学長は，第３条に規定する者に対しては，学位記を交付して学士の学位を授与
する。

２　学長は，前条に規定する申請に基づき，修士若しくは博士の学位又は専門職学位の授
与を決定し，当該学位を授与すべきものと決定した者に対しては，学位記を交付して
当該学位を授与し，当該学位を授与できないと決定した者に対しては，その旨を通知す
る。

３　前項の規定により博士の学位を授与したときは，学位簿に登録し，文部科学大臣に報
告する。

　（審査要旨の公表）
第 18 条　本学は，博士の学位を授与したときは，当該博士の学位を授与した日から３月
以内に，当該博士の学位の授与に係る論文の内容の要旨及び論文審査の結果の要旨をイ
ンターネットの利用により公表する。

　（学位論文の公表）
第 19 条　博士の学位を授与された者は，当該博士の学位を授与された日から１年以内に，
当該博士の学位の授与に係る論文の全文を公表しなければならない。ただし，当該博士
の学位を授与される前に既に公表したときは，この限りではない。

２　前項の規定にかかわらず，博士の学位を授与された者は，やむを得ない理由がある場
合には，当該教授会の議を経て，当該論文の学位の授与に係る論文の全文に代えてその
内容を要約したものを公表することができる。この場合において，本学は，その論文の
全文を求めに応じて閲覧に供するものとする。

３　博士の学位を授与された者が行う前２項の規定による公表は，原則として神戸大学学
術成果リポジトリの利用により行うものとする。

　（専攻分野等の名称等）
第 20 条　学士の学位を授与するに当たっては，別表第１に掲げる専攻分野の名称を付記
するものとする。

２　修士又は博士の学位を授与するに当たっては，別表第２に掲げる専攻分野の名称を付
記するもとする。

３　専門職学位の名称は，別表第 3 に掲げるとおりとする。
４　別表第４に掲げる学位プログラムを修了した者に修士の学位を授与するに当たって
は，第２項に規定する専攻分野の名称とともに，当該学位プログラムの名称を付記する
ものとする。

５　教学規則第 65 条第２項の規定に基づき，共同の研究指導を受けた者に博士の学位を
授与するに当たっては，博士論文共同指導により授与する旨を付記するものとする。

　（学位の名称）
第 21 条　本学において学位の授与を受けた者が，学位の名称を用いるときは，神戸大学
の文字を付記するものとする。
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　（審査結果の報告）
第 16 条　研究科長は，前条第１項の教授会の議を経て，修士若しくは博士の学位又は専
門職学位を授与すべきものについて，学長に申請するものとする。

２　前項の申請に当たっては，次に掲げる事項を記載した書類を添えるものとする。
　(1)　授与しようとする学位（専攻分野の名称を付記したもの）
　(2)　授与しようとする年月日
　(3)　博士の場合は，第５条第１項又は第２項のいずれの規定によるかの別
　(4)　博士の場合は，論文審査及び最終試験又は試験の結果の要旨
　(5)　博士の場合は，論文審査及び最終試験又は試験を担当した機関に関する事項
　(6)　第５条第２項による博士の場合は，学力の確認の結果及び学力の確認を担当した
機関に関する事項

３　研究科長は，前条第１項の教授会の議を経て，修士若しくは博士の学位又は専門職学
位を授与すべきでない者については，その旨を学長に申請するものとする。

の学歴，業績等に基づいて学力の確認を行うことができる場合は，試問を省略すること
ができる。

３　学力の確認のため必要があるときは，学位申請者にその著書，論文その他を提出させ
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第 13 条　研究科の博士課程において所定の期間在学し，所定の単位を修得し，かつ，必
要な博士論文の作成等に対する指導を受けて退学した者が，再入学しないで学位の 
授与を受けようとするときは，前３条の規定による。

２　前項に該当する者が，退学後５年以内に学位論文を提出して審査を受けるときは，第
５条第１項に該当する者と同等以上の学力を有するものとみなす。

　（論文及び審査料の不返還）
第 14 条　提出された修士論文又は博士論文及び納入した審査料は，その理由のいかんを
問わず返還しない。

２　提出された研究の成果の返還に関することは，各研究科において別に定める。
　（修士及び博士の学位授与の決定）
第 15 条　研究科長は，研究科に在学する者については，論文審査及び最終試験の結果報
告に基づいて，また第 12 条の規定により学力を確認された者及び第 13 条第２項に該当
する者については，論文審査及び試験の結果報告に基づいて，教授会において学位を授
与すべきか否かの審議を行わせるものとする。

２　前項の教授会は，当該教授会構成員の３分の２以上の出席があることを要し，学位を
授与すべきものと議決するには，無記名投票の方法により，出席者の３分の２以上の賛
成があることを要する。
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　（学位の授与）
第 17 条　学長は，第３条に規定する者に対しては，学位記を交付して学士の学位を授与
する。

２　学長は，前条に規定する申請に基づき，修士若しくは博士の学位又は専門職学位の授
与を決定し，当該学位を授与すべきものと決定した者に対しては，学位記を交付して
当該学位を授与し，当該学位を授与できないと決定した者に対しては，その旨を通知す
る。

３　前項の規定により博士の学位を授与したときは，学位簿に登録し，文部科学大臣に報
告する。

　（審査要旨の公表）
第 18 条　本学は，博士の学位を授与したときは，当該博士の学位を授与した日から３月
以内に，当該博士の学位の授与に係る論文の内容の要旨及び論文審査の結果の要旨をイ
ンターネットの利用により公表する。

　（学位論文の公表）
第 19 条　博士の学位を授与された者は，当該博士の学位を授与された日から１年以内に，
当該博士の学位の授与に係る論文の全文を公表しなければならない。ただし，当該博士
の学位を授与される前に既に公表したときは，この限りではない。

２　前項の規定にかかわらず，博士の学位を授与された者は，やむを得ない理由がある場
合には，当該教授会の議を経て，当該論文の学位の授与に係る論文の全文に代えてその
内容を要約したものを公表することができる。この場合において，本学は，その論文の
全文を求めに応じて閲覧に供するものとする。

３　博士の学位を授与された者が行う前２項の規定による公表は，原則として神戸大学学
術成果リポジトリの利用により行うものとする。

　（専攻分野等の名称等）
第 20 条　学士の学位を授与するに当たっては，別表第１に掲げる専攻分野の名称を付記
するものとする。

２　修士又は博士の学位を授与するに当たっては，別表第２に掲げる専攻分野の名称を付
記するもとする。

３　専門職学位の名称は，別表第 3 に掲げるとおりとする。
４　別表第４に掲げる学位プログラムを修了した者に修士の学位を授与するに当たって
は，第２項に規定する専攻分野の名称とともに，当該学位プログラムの名称を付記する
ものとする。

５　教学規則第 65 条第２項の規定に基づき，共同の研究指導を受けた者に博士の学位を
授与するに当たっては，博士論文共同指導により授与する旨を付記するものとする。
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　（修士及び博士の学位並びに専門職学位の取消し）
第 22 条　修士若しくは博士の学位又は専門職学位を授与された者が，不正の方法により
当該学位の授与を受けた事実が判明したときは，学長は，当該教授会及び教育研究評議
会の議を経て，その学位を取り消し，学位記を返還させ，かつ，その旨を公表する。
２　修士若しくは博士の学位又は専門職学位を授与された者が，その名誉を汚す行為があ
ったときは，前項の規定に準じてその学位を取り消すことができる。
３　教授会が前２項の規定による議決をする場合には，第15条第２項の規定を準用する。
　（様　　式）
第 23 条　学位記，学位簿その他の様式は，別記様式のとおりとする。
　（補　　則）
第 24 条　この規程の施行に必要な事項は，各学部又は各研究科においてこれを定める。
　　　附　則
１　この規程は，平成29年4月1日から施行する。
２　この規程施行の際現に在学する者(以下「在学者」という。)及び平成29年4月1日以
後において在学者の属する年次に編入学，転入学又は再入学する者については，改正後
の別表第1の規定にかかわらず，なお従前の例による。
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　　附　則
この規程は，平成30年４月１日から施行する。
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　（審査結果の報告）
第 16 条　研究科長は，前条第１項の教授会の議を経て，修士若しくは博士の学位又は専
門職学位を授与すべきものについて，学長に申請するものとする。
２　前項の申請に当たっては，次に掲げる事項を記載した書類を添えるものとする。
　(1)　授与しようとする学位（専攻分野の名称を付記したもの）
　(2)　授与しようとする年月日
　(3)　博士の場合は，第５条第１項又は第２項のいずれの規定によるかの別
　(4)　博士の場合は，論文審査及び最終試験又は試験の結果の要旨
　(5)　博士の場合は，論文審査及び最終試験又は試験を担当した機関に関する事項
　(6)　第５条第２項による博士の場合は，学力の確認の結果及び学力の確認を担当した
機関に関する事項

３　研究科長は，前条第１項の教授会の議を経て，修士若しくは博士の学位又は専門職学
位を授与すべきでない者については，その旨を学長に申請するものとする。

の学歴，業績等に基づいて学力の確認を行うことができる場合は，試問を省略すること
ができる。
３　学力の確認のため必要があるときは，学位申請者にその著書，論文その他を提出させ
ることがある。
４　教授会が学力の確認の議決をする場合には，第15 条第２項の規定を準用する。
　（退学者の学位論文の提出手続，論文審査，試験及び学力の確認）
第 13 条　研究科の博士課程において所定の期間在学し，所定の単位を修得し，かつ，必
要な博士論文の作成等に対する指導を受けて退学した者が，再入学しないで学位の 
授与を受けようとするときは，前３条の規定による。
２　前項に該当する者が，退学後５年以内に学位論文を提出して審査を受けるときは，第
５条第１項に該当する者と同等以上の学力を有するものとみなす。
　（論文及び審査料の不返還）
第 14 条　提出された修士論文又は博士論文及び納入した審査料は，その理由のいかんを
問わず返還しない。
２　提出された研究の成果の返還に関することは，各研究科において別に定める。
　（修士及び博士の学位授与の決定）
第 15 条　研究科長は，研究科に在学する者については，論文審査及び最終試験の結果報
告に基づいて，また第 12 条の規定により学力を確認された者及び第 13 条第２項に該当
する者については，論文審査及び試験の結果報告に基づいて，教授会において学位を授
与すべきか否かの審議を行わせるものとする。
２　前項の教授会は，当該教授会構成員の３分の２以上の出席があることを要し，学位を
授与すべきものと議決するには，無記名投票の方法により，出席者の３分の２以上の賛
成があることを要する。
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当該学位を授与し，当該学位を授与できないと決定した者に対しては，その旨を通知す
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３　博士の学位を授与された者が行う前２項の規定による公表は，原則として神戸大学学
術成果リポジトリの利用により行うものとする。
　（専攻分野等の名称等）
第 20 条　学士の学位を授与するに当たっては，別表第１に掲げる専攻分野の名称を付記
するものとする。
２　修士又は博士の学位を授与するに当たっては，別表第２に掲げる専攻分野の名称を付
記するもとする。
３　専門職学位の名称は，別表第 3 に掲げるとおりとする。
４　別表第４に掲げる学位プログラムを修了した者に修士の学位を授与するに当たって
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　（審査結果の報告）
第 16 条　研究科長は，前条第１項の教授会の議を経て，修士若しくは博士の学位又は専
門職学位を授与すべきものについて，学長に申請するものとする。
２　前項の申請に当たっては，次に掲げる事項を記載した書類を添えるものとする。
　(1)　授与しようとする学位（専攻分野の名称を付記したもの）
　(2)　授与しようとする年月日
　(3)　博士の場合は，第５条第１項又は第２項のいずれの規定によるかの別
　(4)　博士の場合は，論文審査及び最終試験又は試験の結果の要旨
　(5)　博士の場合は，論文審査及び最終試験又は試験を担当した機関に関する事項
　(6)　第５条第２項による博士の場合は，学力の確認の結果及び学力の確認を担当した
機関に関する事項

３　研究科長は，前条第１項の教授会の議を経て，修士若しくは博士の学位又は専門職学
位を授与すべきでない者については，その旨を学長に申請するものとする。

の学歴，業績等に基づいて学力の確認を行うことができる場合は，試問を省略すること
ができる。
３　学力の確認のため必要があるときは，学位申請者にその著書，論文その他を提出させ
ることがある。
４　教授会が学力の確認の議決をする場合には，第15 条第２項の規定を準用する。
　（退学者の学位論文の提出手続，論文審査，試験及び学力の確認）
第 13 条　研究科の博士課程において所定の期間在学し，所定の単位を修得し，かつ，必
要な博士論文の作成等に対する指導を受けて退学した者が，再入学しないで学位の 
授与を受けようとするときは，前３条の規定による。
２　前項に該当する者が，退学後５年以内に学位論文を提出して審査を受けるときは，第
５条第１項に該当する者と同等以上の学力を有するものとみなす。
　（論文及び審査料の不返還）
第 14 条　提出された修士論文又は博士論文及び納入した審査料は，その理由のいかんを
問わず返還しない。
２　提出された研究の成果の返還に関することは，各研究科において別に定める。
　（修士及び博士の学位授与の決定）
第 15 条　研究科長は，研究科に在学する者については，論文審査及び最終試験の結果報
告に基づいて，また第 12 条の規定により学力を確認された者及び第 13 条第２項に該当
する者については，論文審査及び試験の結果報告に基づいて，教授会において学位を授
与すべきか否かの審議を行わせるものとする。
２　前項の教授会は，当該教授会構成員の３分の２以上の出席があることを要し，学位を
授与すべきものと議決するには，無記名投票の方法により，出席者の３分の２以上の賛
成があることを要する。

－ �� －

　（学位の授与）
第 17 条　学長は，第３条に規定する者に対しては，学位記を交付して学士の学位を授与
する。
２　学長は，前条に規定する申請に基づき，修士若しくは博士の学位又は専門職学位の授
与を決定し，当該学位を授与すべきものと決定した者に対しては，学位記を交付して
当該学位を授与し，当該学位を授与できないと決定した者に対しては，その旨を通知す
る。
３　前項の規定により博士の学位を授与したときは，学位簿に登録し，文部科学大臣に報
告する。
　（審査要旨の公表）
第 18 条　本学は，博士の学位を授与したときは，当該博士の学位を授与した日から３月
以内に，当該博士の学位の授与に係る論文の内容の要旨及び論文審査の結果の要旨をイ
ンターネットの利用により公表する。
　（学位論文の公表）
第 19 条　博士の学位を授与された者は，当該博士の学位を授与された日から１年以内に，
当該博士の学位の授与に係る論文の全文を公表しなければならない。ただし，当該博士
の学位を授与される前に既に公表したときは，この限りではない。
２　前項の規定にかかわらず，博士の学位を授与された者は，やむを得ない理由がある場
合には，当該教授会の議を経て，当該論文の学位の授与に係る論文の全文に代えてその
内容を要約したものを公表することができる。この場合において，本学は，その論文の
全文を求めに応じて閲覧に供するものとする。
３　博士の学位を授与された者が行う前２項の規定による公表は，原則として神戸大学学
術成果リポジトリの利用により行うものとする。
　（専攻分野等の名称等）
第 20 条　学士の学位を授与するに当たっては，別表第１に掲げる専攻分野の名称を付記
するものとする。
２　修士又は博士の学位を授与するに当たっては，別表第２に掲げる専攻分野の名称を付
記するもとする。
３　専門職学位の名称は，別表第 3 に掲げるとおりとする。
４　別表第４に掲げる学位プログラムを修了した者に修士の学位を授与するに当たって
は，第２項に規定する専攻分野の名称とともに，当該学位プログラムの名称を付記する
ものとする。
５　教学規則第 65 条第２項の規定に基づき，共同の研究指導を受けた者に博士の学位を
授与するに当たっては，博士論文共同指導により授与する旨を付記するものとする。
　（学位の名称）
第 21 条　本学において学位の授与を受けた者が，学位の名称を用いるときは，神戸大学
の文字を付記するものとする。
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　（修士及び博士の学位並びに専門職学位の取消し）
第 22 条　修士若しくは博士の学位又は専門職学位を授与された者が，不正の方法により
当該学位の授与を受けた事実が判明したときは，学長は，当該教授会及び教育研究評議
会の議を経て，その学位を取り消し，学位記を返還させ，かつ，その旨を公表する。

２　修士若しくは博士の学位又は専門職学位を授与された者が，その名誉を汚す行為があ
ったときは，前項の規定に準じてその学位を取り消すことができる。

３　教授会が前２項の規定による議決をする場合には，第15条第２項の規定を準用する。
　（様　　式）
第 23 条　学位記，学位簿その他の様式は，別記様式のとおりとする。
　（補　　則）
第 24 条　この規程の施行に必要な事項は，各学部又は各研究科においてこれを定める。
　　　附　則
１　この規程は，平成29年4月1日から施行する。
２　この規程施行の際現に在学する者(以下「在学者」という。)及び平成29年4月1日以
後において在学者の属する年次に編入学，転入学又は再入学する者については，改正後
の別表第1の規定にかかわらず，なお従前の例による。

－ �� －

　　附　則
この規程は，平成30年４月１日から施行する。

－ �� －－ �� －

４

－ �� －

（修士及び博士の学位並びに専門職学位の取消し）
第 22 条　修士若しくは博士の学位又は専門職学位を授与された者が，不正の方法により
当該学位の授与を受けた事実が判明したときは，学長は，当該教授会及び教育研究評議
会の議を経て，その学位を取り消し，学位記を返還させ，かつ，その旨を公表する。
２　修士若しくは博士の学位又は専門職学位を授与された者が，その名誉を汚す行為があ
ったときは，前項の規定に準じてその学位を取り消すことができる。
３　教授会が前２項の規定による議決をする場合には，第15条第２項の規定を準用する。
（様　　式）
第 23 条　学位記，学位簿その他の様式は，別記様式のとおりとする。
（補　　則）
第 24 条　この規程の施行に必要な事項は，各学部又は各研究科においてこれを定める。

附　則
１　この規程は，平成29年4月1日から施行する。
２　この規程施行の際現に在学する者(以下「在学者」という。)及び平成29年4月1日以
後において在学者の属する年次に編入学，転入学又は再入学する者については，改正後
の別表第1の規定にかかわらず，なお従前の例による。

㸫 54㸫

　　附　則
この規程は，平成30年４月１日から施行する。

㸫 54㸫㸫 51㸫

　　（中間附則は省略）
附 則

１ この規程は，令和5年4月1日から施行する。
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別表 第１（第20条第１項関係）
学士の学位に付記する専攻分野の名称

学　部　名　等 専攻分野の名称
文 学 部 文学
国 際 人 間 科 学 部 学術又は教育学
法 学 部 法学
経 済 学 部 経済学
経 営 学 部 経営学又は商学
理 学 部 理学
医 学 部 医 学 科 医学
医 学 部 保 健 学 科 看護学，保健衛生学又は保健学
工 学 部 工学
農 学 部 農学
海 事 科 学 部 海事科学

別表 第２（第20条第２項関係）
修士又は博士の学位に付記する専攻分野の名称

研　究　科　名
専攻分野の名称

修　　　　士 博　　　士
人 文 学 研 究 科 文学 文学又は学術
国 際 文 化 学 研 究 科 学術 学術
人間発達環境学研究科 学術，教育学又は理学 学術，教育学又は理学
法 学 研 究 科 法学又は政治学 法学又は政治学
経 済 学 研 究 科 経済学 経済学
経 営 学 研 究 科 経営学又は商学 経営学又は商学
理 学 研 究 科 理学 理学又は学術
医 学 研 究 科 バイオメディカルサイエンス又は医工学 医学又は医工学
保 健 学 研 究 科 保健学 保健学
工 学 研 究 科 工学 工学又は学術

システム情報学研究科 システム情報学又は工学
システム情報学，工学，学術又 
は計算科学

農 学 研 究 科 農学 農学又は学術
海 事 科 学 研 究 科 海事科学 海事科学，工学又は学術
国 際 協 力 研 究 科 国際学，経済学，法学又は政治学 学術，法学，政治学又は経済学
科学技術イノベーション研究科 科学技術イノベーション ―

別表 第３（第20条第３項関係）
専門職学位の名称

研　究　科　名 学位の名称
法 学 研 究 科 法務博士（専門職）
経 営 学 研 究 科 経営学修士（専門職）

別表 第４（第20条第４項関係）
EUエキスパート人材育成プログラム

科学技術イノベーション

㸫 55㸫㸫 55㸫㸫 52㸫

海洋政策科学又は商船学海 洋 政 策 科 学 部
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別表 第１（第20条第１項関係）
学士の学位に付記する専攻分野の名称

学　部　名　等 専攻分野の名称
文 学 部 文学
国 際 人 間 科 学 部 学術又は教育学
法 学 部 法学
経 済 学 部 経済学
経 営 学 部 経営学又は商学
理 学 部 理学
医 学 部 医 学 科 医学
医 学 部 保 健 学 科 看護学，保健衛生学又は保健学
工 学 部 工学
農 学 部 農学
海 事 科 学 部 海事科学

別表 第２（第20条第２項関係）
修士又は博士の学位に付記する専攻分野の名称

研　究　科　名
専攻分野の名称

修　　　　士 博　　　士
人 文 学 研 究 科 文学 文学又は学術
国 際 文 化 学 研 究 科 学術 学術
人間発達環境学研究科 学術，教育学又は理学 学術，教育学又は理学
法 学 研 究 科 法学又は政治学 法学又は政治学
経 済 学 研 究 科 経済学 経済学
経 営 学 研 究 科 経営学又は商学 経営学又は商学
理 学 研 究 科 理学 理学又は学術
医 学 研 究 科 バイオメディカルサイエンス又は医工学 医学又は医工学
保 健 学 研 究 科 保健学 保健学
工 学 研 究 科 工学 工学又は学術

システム情報学研究科 システム情報学又は工学
システム情報学，工学，学術又 
は計算科学

農 学 研 究 科 農学 農学又は学術
海 事 科 学 研 究 科 海事科学 海事科学，工学又は学術
国 際 協 力 研 究 科 国際学，経済学，法学又は政治学 学術，法学，政治学又は経済学
科学技術イノベーション研究科 科学技術イノベーション ―

別表 第３（第20条第３項関係）
専門職学位の名称

研　究　科　名 学位の名称
法 学 研 究 科 法務博士（専門職）
経 営 学 研 究 科 経営学修士（専門職）

別表 第４（第20条第４項関係）
EUエキスパート人材育成プログラム

科学技術イノベーション

㸫 55㸫㸫 55㸫㸫 52㸫

海洋政策科学又は商船学海 洋 政 策 科 学 部
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別記様式第１ （第３条により学位を授与する場合）

○第　　　　　号

学　　　位　　　記
氏　　　　　　名
年　　月　　日生

　本学○○学部○○○○所定の課程を修め本学を卒業したので
 学士 （○○） の学位を授与する

年　　　月　　　日

神　戸　大　学　長　　　　　　　　　　氏　　　　名　　印

別記様式第２ （第４条第１号により学位を授与する場合）

修
第

　
　
　
　
　
　

号

学

　
　

位

　
　

記

大
学
印

大
学
印

氏

　
　
　
　
　
　

名
　
　

年

　

月

　

日
生

年

　
　

月

　
　

日

　

本
学
大
学
院
○
○
研
究
科
○
○
専
攻
の
修
士
課

程
を
修
了
し
た
の
で
修
士 

（
○
○
） 

の
学
位
を
授

与
す
る

神

　
　

戸

　
　

大

　
　

学
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別記様式第１ （第３条により学位を授与する場合）

○第　　　　　号

学　　　位　　　記
氏　　　　　　名
年　　月　　日生

　本学○○学部○○○○所定の課程を修め本学を卒業したので
 学士 （○○） の学位を授与する

年　　　月　　　日

神　戸　大　学　長　　　　　　　　　　氏　　　　名　　印

別記様式第２ （第４条第１号により学位を授与する場合）
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別記様式第３ （第４条第２号により学位を授与する場合）
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別記様式第４ （第４条第４号により学位を授与する場合で，別表第４に掲げるプログラム
名称を付記するもの）
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別記様式第４　削除
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別記様式第１ （第３条により学位を授与する場合）

○第　　　　　号

学　　　位　　　記
氏　　　　　　名
年　　月　　日生

　本学○○学部○○○○所定の課程を修め本学を卒業したので
 学士 （○○） の学位を授与する

年　　　月　　　日

神　戸　大　学　長　　　　　　　　　　氏　　　　名　　印

別記様式第２ （第４条第１号により学位を授与する場合）
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月

　

日
生

年

　
　

月

　
　

日

　

本
学
大
学
院
○
○
研
究
科
○
○
専
攻
の
修
士
課

程
を
修
了
し
た
の
で
修
士 

（
○
○
） 

の
学
位
を
授

与
す
る

神

　
　

戸

　
　

大

　
　

学

－ �� －

別記様式第３ （第４条第２号により学位を授与する場合）

年

　
　

月

　
　

日神

　
　

戸

　
　

大

　
　

学

修 

第

　
　
　
　
　

号

学

　
　
　

位

　
　
　

記

大
学
印

氏

　
　
　
　
　
　
　

名

　

年

　
　

月

　
　

日
生

　

本
学
大
学
院
○
○
研
究
科
○
○
専
攻
の
博
士
課

程
の
前
期
課
程
を
修
了
し
た
の
で
修
士 

（
○
○
） 

の
学
位
を
授
与
す
る

別記様式第４ （第４条第４号により学位を授与する場合で，別表第４に掲げるプログラム
名称を付記するもの）

年

　
　

月

　
　

日神

　
　

戸

　
　

大

　
　

学

修 

第

　
　
　
　
　

号

学

　
　
　

位

　
　
　

記

大
学
印

氏

　
　
　
　
　
　
　

名

　

年

　
　

月

　
　

日
生

　

本
学
大
学
院
○
○
研
究
科
○
○
専
攻
の
博
士
課

程
の
前
期
課
程
を
修
了
し
た
の
で
修
士 

（
○
○
） 

の
学
位
を
授
与
す
る

　

本
学
○
○
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
た
こ
と
を
証

す
る

－ �� －－ �� －－ �� －－ �� －

別記様式第４　削除

別記様式第５ （第５条第１項により学位を授与する場合）

年

　
　

月

　
　

日神

　
　

戸

　
　

大

　
　

学

博 

い 

第

　
　
　
　
　

号

学

　
　
　

位

　
　
　

記

大
学
印

氏

　
　
　
　
　
　
　

名

　

年

　
　

月

　
　

日
生

　

本
学
大
学
院
○
○
研
究
科
○
○
専
攻
の
博
士
課

程
を
修
了
し
た
の
で
博
士 

（
○
○
） 

の
学
位
を
授

与
す
る

別記様式第６ （第５条第２項により学位を授与する場合）

年

　
　

月

　
　

日神

　
　

戸

　
　

大

　
　

学

博 

ろ 

第

　
　
　
　
　

号

学

　
　
　

位

　
　
　

記

大
学
印

氏

　
　
　
　
　
　
　

名

　

年

　
　

月

　
　

日
生

　

本
学
に
学
位
論
文
を
提
出
し
所
定
の
審
査
及
び

試
験
に
合
格
し
た
の
で
博
士 

（
○
○
） 

の
学
位
を

授
与
す
る

別記様式第 6（第 5条第 1号により学位を授与する場合で，外国の大学院等との博士論文
共同指導により学位を授与する旨を付記するもの）

博
い
第

　
　
　
　
　

号

学

　
　
　

位

　
　
　

記

　
　

氏

　
　
　
　
　
　
　

名

　

　

年

　
　

月

　
　

日
生

　

　

本
学
大
学
院
○
○
研
究
科
○
○
専
攻
の
博
士
課 

程
を
修
了
し
た
の
で
博
士

　

（
○
○
）

　

の
学
位
を
授 

与
す
る

　

こ
の
学
位
は

　
　
　
　
　

と
の
博
士
論
文
共
同

指
導
に
よ
る
も
の
で
あ
る

　
　
　

年

　
　

月

　
　

日

　

神

　
　

戸

　
　

大

　
　

学

大
学
印

－ �� －－ �� －－ �� －－ �� －㸫 �� 㸫



別記様式第５ （第５条第１項により学位を授与する場合）

年

　
　

月

　
　

日神

　
　

戸

　
　

大

　
　

学

博 

い 

第

　
　
　
　
　

号

学

　
　
　

位

　
　
　

記

大
学
印

氏

　
　
　
　
　
　
　

名

　

年

　
　

月

　
　

日
生

　

本
学
大
学
院
○
○
研
究
科
○
○
専
攻
の
博
士
課

程
を
修
了
し
た
の
で
博
士 

（
○
○
） 

の
学
位
を
授

与
す
る

別記様式第６ （第５条第２項により学位を授与する場合）

年

　
　

月

　
　

日神

　
　

戸

　
　

大

　
　

学

博 

ろ 

第

　
　
　
　
　

号

学

　
　
　

位

　
　
　

記

大
学
印

氏

　
　
　
　
　
　
　

名

　

年

　
　

月

　
　

日
生

　

本
学
に
学
位
論
文
を
提
出
し
所
定
の
審
査
及
び

試
験
に
合
格
し
た
の
で
博
士 

（
○
○
） 

の
学
位
を

授
与
す
る

別記様式第 6（第 5条第 1号により学位を授与する場合で，外国の大学院等との博士論文
共同指導により学位を授与する旨を付記するもの）

博
い
第

　
　
　
　
　

号

学

　
　
　

位

　
　
　

記

　
　

氏

　
　
　
　
　
　
　

名

　

　

年

　
　

月

　
　

日
生

　

　

本
学
大
学
院
○
○
研
究
科
○
○
専
攻
の
博
士
課 

程
を
修
了
し
た
の
で
博
士

　

（
○
○
）

　

の
学
位
を
授 

与
す
る

　

こ
の
学
位
は

　
　
　
　
　

と
の
博
士
論
文
共
同

指
導
に
よ
る
も
の
で
あ
る

　
　
　

年

　
　

月

　
　

日

　

神

　
　

戸

　
　

大

　
　

学

大
学
印

－ �� －

別記様式第７ （第６条第１号により学位を授与する場合）

年

　
　

月

　
　

日神

　
　

戸

　
　

大

　
　

学

専 

第

　
　
　
　
　

号

学

　
　
　

位

　
　
　

記

大
学
印

氏

　
　
　
　
　
　
　

名

　

年

　
　

月

　
　

日
生

　

本
学
大
学
院
○
○
研
究
科
○
○
専
攻
の
専
門
職

大
学
院
の
課
程
を
修
了
し
た
の
で
○
○
修
士 

（
専

門
職
） 

の
学
位
を
授
与
す
る

別記様式第６ （第５条第２項により学位を授与する場合）

年

　
　

月

　
　

日神

　
　

戸

　
　

大

　
　

学

博 

ろ 

第

　
　
　
　
　

号

学

　
　
　

位

　
　
　

記

大
学
印

氏

　
　
　
　
　
　
　

名

　

年

　
　

月

　
　

日
生

　

本
学
に
学
位
論
文
を
提
出
し
所
定
の
審
査
及
び

試
験
に
合
格
し
た
の
で
博
士 

（
○
○
） 

の
学
位
を

授
与
す
る

7

8

－ �� －－ �� －－ �� －－ �� －㸫 �� 㸫



別記様式第５ （第５条第１項により学位を授与する場合）

年

　
　

月

　
　

日神

　
　

戸

　
　

大

　
　

学

博 

い 

第

　
　
　
　
　

号

学

　
　
　

位

　
　
　

記

大
学
印

氏

　
　
　
　
　
　
　

名

　

年

　
　

月

　
　

日
生

　

本
学
大
学
院
○
○
研
究
科
○
○
専
攻
の
博
士
課

程
を
修
了
し
た
の
で
博
士 

（
○
○
） 

の
学
位
を
授

与
す
る

別記様式第６ （第５条第２項により学位を授与する場合）

年

　
　

月

　
　

日神

　
　

戸

　
　

大

　
　

学

博 

ろ 

第

　
　
　
　
　

号

学

　
　
　

位

　
　
　

記

大
学
印

氏

　
　
　
　
　
　
　

名

　

年

　
　

月

　
　

日
生

　

本
学
に
学
位
論
文
を
提
出
し
所
定
の
審
査
及
び

試
験
に
合
格
し
た
の
で
博
士 

（
○
○
） 

の
学
位
を

授
与
す
る

別記様式第 6（第 5条第 1号により学位を授与する場合で，外国の大学院等との博士論文
共同指導により学位を授与する旨を付記するもの）

博
い
第

　
　
　
　
　

号

学

　
　
　

位

　
　
　

記

　
　

氏

　
　
　
　
　
　
　

名

　

　

年

　
　

月

　
　

日
生

　

　

本
学
大
学
院
○
○
研
究
科
○
○
専
攻
の
博
士
課 

程
を
修
了
し
た
の
で
博
士

　

（
○
○
）

　

の
学
位
を
授 

与
す
る

　

こ
の
学
位
は

　
　
　
　
　

と
の
博
士
論
文
共
同

指
導
に
よ
る
も
の
で
あ
る

　
　
　

年

　
　

月

　
　

日

　

神

　
　

戸

　
　

大

　
　

学

大
学
印

－ �� －

別記様式第７ （第６条第１号により学位を授与する場合）

年

　
　

月

　
　

日神

　
　

戸

　
　

大

　
　

学

専 

第

　
　
　
　
　

号

学

　
　
　

位

　
　
　

記

大
学
印

氏

　
　
　
　
　
　
　

名

　

年

　
　

月

　
　

日
生

　

本
学
大
学
院
○
○
研
究
科
○
○
専
攻
の
専
門
職

大
学
院
の
課
程
を
修
了
し
た
の
で
○
○
修
士 

（
専

門
職
） 

の
学
位
を
授
与
す
る

別記様式第６ （第５条第２項により学位を授与する場合）

年

　
　

月

　
　

日神

　
　

戸

　
　

大

　
　

学

博 

ろ 

第

　
　
　
　
　

号

学

　
　
　

位

　
　
　

記

大
学
印

氏

　
　
　
　
　
　
　

名

　

年

　
　

月

　
　

日
生

　

本
学
に
学
位
論
文
を
提
出
し
所
定
の
審
査
及
び

試
験
に
合
格
し
た
の
で
博
士 

（
○
○
） 

の
学
位
を

授
与
す
る

7

8

－ �� －－ �� －－ �� －－ �� －

KOBE UNIVERSITY
HEREBY CONFERS THE DEGREE OF

FOR HAVING SUCCESSFULLY COMPLETED THE ○○○○ PROGRAM
IN THE FIELD OF　　○○○○○○○○

ADMINISTERED BY THE GRADUATE SCHOOL OF
○○○○○○○○

ON THIS  ○○○○  DAY OF  ○○○○  IN THE YEAR  ○○○○

UPON

○○○○○○○　of　○○○○○○○

○○○○　○○○○

○○○○  ○○○○
President of
Kobe University

○○○○  ○○○○
Dean of Graduate School of
○○○○○○○○

別記様式第９（第４条から第６条により学位を授与する場合（英文学位記））

学章

大学印

別記様式第８ （第６条第２号により学位を授与する場合）

年

　
　

月

　
　

日神

　
　

戸

　
　

大

　
　

学

法 

第

　
　
　
　
　

号

学

　
　
　

位

　
　
　

記

大
学
印

氏

　
　
　
　
　
　
　

名

　

年

　
　

月

　
　

日
生

　

本
学
大
学
院
○
○
研
究
科
○
○
専
攻
の
法
科
大

学
院
の
課
程
を
修
了
し
た
の
で
法
務
博
士 

（
専
門

職
） 

の
学
位
を
授
与
す
る

9

10
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KOBE UNIVERSITY
HEREBY CONFERS THE DEGREE OF

FOR HAVING SUCCESSFULLY COMPLETED THE ○○○○ PROGRAM
IN THE FIELD OF　　○○○○○○○○

ADMINISTERED BY THE GRADUATE SCHOOL OF
○○○○○○○○

ON THIS  ○○○○  DAY OF  ○○○○  IN THE YEAR  ○○○○

UPON

○○○○○○○　of　○○○○○○○

○○○○　○○○○

○○○○  ○○○○
President of
Kobe University

○○○○  ○○○○
Dean of Graduate School of
○○○○○○○○

別記様式第９（第４条から第６条により学位を授与する場合（英文学位記））

学章

大学印

別記様式第８ （第６条第２号により学位を授与する場合）

年

　
　

月

　
　

日神

　
　

戸

　
　

大

　
　

学

法 

第

　
　
　
　
　

号

学

　
　
　

位

　
　
　

記

大
学
印

氏

　
　
　
　
　
　
　

名

　

年

　
　

月

　
　

日
生

　

本
学
大
学
院
○
○
研
究
科
○
○
専
攻
の
法
科
大

学
院
の
課
程
を
修
了
し
た
の
で
法
務
博
士 

（
専
門

職
） 

の
学
位
を
授
与
す
る

9

10

－ �� －

KOBE UNIVERSITY
HEREBY CONFERS THE DEGREE OF

FOR HAVING SUCCESSFULLY COMPLETED THE ○○○○ PROGRAM
IN THE FIELD OF　　○○○○○○○○

ADMINISTERED BY THE GRADUATE SCHOOL OF
○○○○○○○○

and ☆
ON THIS  ○○○○  DAY OF  ○○○○  IN THE YEAR  ○○○○

UPON

○○○○○○○　of　○○○○○○○

○○○○　○○○○

○○○○  ○○○○
President of
Kobe University

○○○○  ○○○○
Dean of Graduate School of
○○○○○○○○

別記様式第10（第４条第２号により学位を授与する場合で，別表第４に掲げるプログラム
名称を付記するもの（英文学位記）

備考　☆には，別表第４に掲げるプログラム名称を付記する。

学章

大学印

11

別記様式第12（第 5条第 1号により学位を授与する場合で，外国の大学院等との博士論文
共同指導により学位を授与する旨を付記するもの（英文学位記））

KOBE UNIVERSITY
HEREBY CONFERS THE DEGREE OF

○○○○○○○　of　○○○○○○○
UPON

○○○○　○○○○

FOR HAVING SUCCESSFULLY COMPLETED THE ○○○○ PROGRAM
IN THE FIELD OF　　○○○○○○○○

ADMINISTERED BY THE GRADUATE SCHOOL OF
○○○○○○○○

THIS DEGREE IS THE RESULT OF JOINT SUPERVISION WITH ○○○○
ON THIS  ○○○○  DAY OF  ○○○○  IN THE YEAR  ○○○○

学章

大学印
○○○○  ○○○○
President of
Kobe University

○○○○  ○○○○
Dean of Graduate School of
○○○○○○○○

－ �� －－ �� －－ �� －－ �� －

別記様式第１１　削除
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KOBE UNIVERSITY
HEREBY CONFERS THE DEGREE OF

FOR HAVING SUCCESSFULLY COMPLETED THE ○○○○ PROGRAM
IN THE FIELD OF　　○○○○○○○○

ADMINISTERED BY THE GRADUATE SCHOOL OF
○○○○○○○○

ON THIS  ○○○○  DAY OF  ○○○○  IN THE YEAR  ○○○○

UPON

○○○○○○○　of　○○○○○○○

○○○○　○○○○

○○○○  ○○○○
President of
Kobe University

○○○○  ○○○○
Dean of Graduate School of
○○○○○○○○

別記様式第９（第４条から第６条により学位を授与する場合（英文学位記））

学章

大学印

別記様式第８ （第６条第２号により学位を授与する場合）

年

　
　

月

　
　

日神

　
　

戸

　
　

大

　
　

学

法 

第

　
　
　
　
　

号

学

　
　
　

位

　
　
　

記

大
学
印

氏

　
　
　
　
　
　
　

名

　

年

　
　

月

　
　

日
生

　

本
学
大
学
院
○
○
研
究
科
○
○
専
攻
の
法
科
大

学
院
の
課
程
を
修
了
し
た
の
で
法
務
博
士 

（
専
門

職
） 

の
学
位
を
授
与
す
る

9

10

－ �� －

KOBE UNIVERSITY
HEREBY CONFERS THE DEGREE OF

FOR HAVING SUCCESSFULLY COMPLETED THE ○○○○ PROGRAM
IN THE FIELD OF　　○○○○○○○○

ADMINISTERED BY THE GRADUATE SCHOOL OF
○○○○○○○○

and ☆
ON THIS  ○○○○  DAY OF  ○○○○  IN THE YEAR  ○○○○

UPON

○○○○○○○　of　○○○○○○○

○○○○　○○○○

○○○○  ○○○○
President of
Kobe University

○○○○  ○○○○
Dean of Graduate School of
○○○○○○○○

別記様式第10（第４条第２号により学位を授与する場合で，別表第４に掲げるプログラム
名称を付記するもの（英文学位記）

備考　☆には，別表第４に掲げるプログラム名称を付記する。

学章

大学印

11

別記様式第12（第 5条第 1号により学位を授与する場合で，外国の大学院等との博士論文
共同指導により学位を授与する旨を付記するもの（英文学位記））

KOBE UNIVERSITY
HEREBY CONFERS THE DEGREE OF

○○○○○○○　of　○○○○○○○
UPON

○○○○　○○○○

FOR HAVING SUCCESSFULLY COMPLETED THE ○○○○ PROGRAM
IN THE FIELD OF　　○○○○○○○○

ADMINISTERED BY THE GRADUATE SCHOOL OF
○○○○○○○○

THIS DEGREE IS THE RESULT OF JOINT SUPERVISION WITH ○○○○
ON THIS  ○○○○  DAY OF  ○○○○  IN THE YEAR  ○○○○

学章

大学印
○○○○  ○○○○
President of
Kobe University

○○○○  ○○○○
Dean of Graduate School of
○○○○○○○○

－ �� －－ �� －－ �� －－ �� －

別記様式第１１　削除 別記様式第11

○○研究科長　　　殿
年　　月　　日

学籍番号

氏　　　　　名　　印

学 位 論 文 審 査 願

　神戸大学学位規程第７条の規定により下記の書類を提出いたしますから審
査をお願いします｡ 

記
学　位　論　文　　　　　　　　通

論　文　目　録　　　　　　　　通

別記様式第12

年　　月　　日

神戸大学長　　殿
氏　　　　　名　　印

学　　位　　申　　請　　書
　神戸大学学位規程第10条の規定により学位論文に論文目録及び履歴書を添
え博士 （○○） の学位の授与を申請いたします｡ 

備考　退学者が再入学しないで学位を申請する場合には ｢第10条｣ を ｢第13
条｣ に読み替えるものとする｡ 

13

14
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別記様式第11

○○研究科長　　　殿
年　　月　　日

学籍番号

氏　　　　　名　　印

学 位 論 文 審 査 願

　神戸大学学位規程第７条の規定により下記の書類を提出いたしますから審
査をお願いします｡ 

記
学　位　論　文　　　　　　　　通

論　文　目　録　　　　　　　　通

別記様式第12

年　　月　　日

神戸大学長　　殿
氏　　　　　名　　印

学　　位　　申　　請　　書
　神戸大学学位規程第10条の規定により学位論文に論文目録及び履歴書を添
え博士 （○○） の学位の授与を申請いたします｡ 

備考　退学者が再入学しないで学位を申請する場合には ｢第10条｣ を ｢第13
条｣ に読み替えるものとする｡ 

13

14
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別記様式第13

論　　文　　目　　録
年　　月　　日

氏　　　　　名　　印
論　文
　１　題　目
　２　印刷公表の方法及び時期
　　　　　方　法
　　　　　時　期
　３　冊　数　　　　　冊
参考論文
　１　題　目
　２　冊　数　　　　　冊
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別記様式第11

○○研究科長　　　殿
年　　月　　日

学籍番号

氏　　　　　名　　印

学 位 論 文 審 査 願

　神戸大学学位規程第７条の規定により下記の書類を提出いたしますから審
査をお願いします｡ 

記
学　位　論　文　　　　　　　　通

論　文　目　録　　　　　　　　通

別記様式第12

年　　月　　日

神戸大学長　　殿
氏　　　　　名　　印

学　　位　　申　　請　　書
　神戸大学学位規程第10条の規定により学位論文に論文目録及び履歴書を添
え博士 （○○） の学位の授与を申請いたします｡ 

備考　退学者が再入学しないで学位を申請する場合には ｢第10条｣ を ｢第13
条｣ に読み替えるものとする｡ 
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別記様式第13

論　　文　　目　　録
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論　文
　１　題　目
　２　印刷公表の方法及び時期
　　　　　方　法
　　　　　時　期
　３　冊　数　　　　　冊
参考論文
　１　題　目
　２　冊　数　　　　　冊
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４　神戸大学学生表彰規程
 （平成 17 年２月 17 日制定）

 最終改正　平成 23 年３月 31 日

 （趣　旨）
第 １ 条　この規程は，神戸大学教学規則（平成 16 年４月１日制定）第 55 条 第２項の規
定に基づき，神戸大学（以下「本学」という。）の学生及び学生団体の表彰に関し必要
な事項を定めるものとする。

 （表彰の基準）
第 ２ 条　表彰は，学生又は学生団体のうち，次の各号のいずれかに該当するものについ
て行うものとする。

　（1）　学術研究活動において，次のいずれかに該当すると認められるもの
　　イ　国際的規模又は全国的規模の学会から賞を受けたもの
　　ロ　その他これらに準ずる学会等から高い評価を受けたもの
　（2）　本学公認課外活動団体の活動において，次のいずれかに該当すると認められるもの
　　イ　国際的規模の競技会，公演会，展覧会等（以下「競技会等」という。）において
優秀な成績を修め，又は高い評価を受けたもの

　　ロ　全国的又は地区的規模の競技会等において優秀な成績を修めたもの
　　ハ　公的機関等から表彰を受ける等高い評価を受けたもの
　　ニ　卒業年度に当たる者で，在学中の課外活動において特に顕著な功労があったもの
　（3）　社会活動において，次のいずれかに該当すると認められるもの
　　イ 　ボランティア活動等において，公的機関等から表彰を受ける等社会的に特に高い

評価を受けたもの
　　ロ 　人命救助，犯罪防止，災害救助等に貢献したことにより，公的機関等から表彰を

受ける等社会的に特に高い評価を受けたもの
　　ハ　その他社会活動において特に高い評価を受けたもの
　（4）　前各号に掲げるもののほか，特に優れた業績，功績等があったと認められるもの
 （表彰候補者の推薦）
第 ３ 条　各学部長，各研究科長，各課外活動団体の顧問教員等は，前条各号のいずれか
に該当すると認められる学生又は学生団体（以下「表彰候補者」という。）がある場合
は，別記様式第１により学長に推薦するものとする。

 （被表彰者の選考及び決定）
第 ４ 条　学長は，前条の規定に基づき推薦された表彰候補者について，学生委員協議会
の議を経て，表彰される者（以下「被表彰者」という。）を決定する。

 （表彰の方法）
第 ５ 条　表彰は，学長が別記様式第２の表彰状を授与することにより行う。

－ �� －－ �� －

４　神戸大学学生表彰規程
 （平成 17 年２月 17 日制定）

 最終改正　平成 23 年３月 31 日

 （趣　旨）
第 １ 条　この規程は，神戸大学教学規則（平成 16 年４月１日制定）第 55 条 第２項の規
定に基づき，神戸大学（以下「本学」という。）の学生及び学生団体の表彰に関し必要
な事項を定めるものとする。

 （表彰の基準）
第 ２ 条　表彰は，学生又は学生団体のうち，次の各号のいずれかに該当するものについ
て行うものとする。

　（1）　学術研究活動において，次のいずれかに該当すると認められるもの
　　イ　国際的規模又は全国的規模の学会から賞を受けたもの
　　ロ　その他これらに準ずる学会等から高い評価を受けたもの
　（2）　本学公認課外活動団体の活動において，次のいずれかに該当すると認められるもの
　　イ　国際的規模の競技会，公演会，展覧会等（以下「競技会等」という。）において
優秀な成績を修め，又は高い評価を受けたもの

　　ロ　全国的又は地区的規模の競技会等において優秀な成績を修めたもの
　　ハ　公的機関等から表彰を受ける等高い評価を受けたもの
　　ニ　卒業年度に当たる者で，在学中の課外活動において特に顕著な功労があったもの
　（3）　社会活動において，次のいずれかに該当すると認められるもの
　　イ 　ボランティア活動等において，公的機関等から表彰を受ける等社会的に特に高い

評価を受けたもの
　　ロ 　人命救助，犯罪防止，災害救助等に貢献したことにより，公的機関等から表彰を

受ける等社会的に特に高い評価を受けたもの
　　ハ　その他社会活動において特に高い評価を受けたもの
　（4）　前各号に掲げるもののほか，特に優れた業績，功績等があったと認められるもの
 （表彰候補者の推薦）
第 ３ 条　各学部長，各研究科長，各課外活動団体の顧問教員等は，前条各号のいずれか
に該当すると認められる学生又は学生団体（以下「表彰候補者」という。）がある場合
は，別記様式第１により学長に推薦するものとする。

 （被表彰者の選考及び決定）
第 ４ 条　学長は，前条の規定に基づき推薦された表彰候補者について，学生委員協議会
の議を経て，表彰される者（以下「被表彰者」という。）を決定する。

 （表彰の方法）
第 ５ 条　表彰は，学長が別記様式第２の表彰状を授与することにより行う。

－ �� －－ �� －－ �� －－ �� －㸫 �3 㸫



４　神戸大学学生表彰規程
 （平成 17 年２月 17 日制定）

 最終改正　平成 23 年３月 31 日

 （趣　旨）
第 １ 条　この規程は，神戸大学教学規則（平成 16 年４月１日制定）第 55 条 第２項の規
定に基づき，神戸大学（以下「本学」という。）の学生及び学生団体の表彰に関し必要
な事項を定めるものとする。

 （表彰の基準）
第 ２ 条　表彰は，学生又は学生団体のうち，次の各号のいずれかに該当するものについ
て行うものとする。

　（1）　学術研究活動において，次のいずれかに該当すると認められるもの
　　イ　国際的規模又は全国的規模の学会から賞を受けたもの
　　ロ　その他これらに準ずる学会等から高い評価を受けたもの
　（2）　本学公認課外活動団体の活動において，次のいずれかに該当すると認められるもの
　　イ　国際的規模の競技会，公演会，展覧会等（以下「競技会等」という。）において
優秀な成績を修め，又は高い評価を受けたもの

　　ロ　全国的又は地区的規模の競技会等において優秀な成績を修めたもの
　　ハ　公的機関等から表彰を受ける等高い評価を受けたもの
　　ニ　卒業年度に当たる者で，在学中の課外活動において特に顕著な功労があったもの
　（3）　社会活動において，次のいずれかに該当すると認められるもの
　　イ 　ボランティア活動等において，公的機関等から表彰を受ける等社会的に特に高い

評価を受けたもの
　　ロ 　人命救助，犯罪防止，災害救助等に貢献したことにより，公的機関等から表彰を

受ける等社会的に特に高い評価を受けたもの
　　ハ　その他社会活動において特に高い評価を受けたもの
　（4）　前各号に掲げるもののほか，特に優れた業績，功績等があったと認められるもの
 （表彰候補者の推薦）
第 ３ 条　各学部長，各研究科長，各課外活動団体の顧問教員等は，前条各号のいずれか
に該当すると認められる学生又は学生団体（以下「表彰候補者」という。）がある場合
は，別記様式第１により学長に推薦するものとする。

 （被表彰者の選考及び決定）
第 ４ 条　学長は，前条の規定に基づき推薦された表彰候補者について，学生委員協議会
の議を経て，表彰される者（以下「被表彰者」という。）を決定する。

 （表彰の方法）
第 ５ 条　表彰は，学長が別記様式第２の表彰状を授与することにより行う。
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２　前項の表彰状に添えて，記念品を贈呈することができる。
 （表彰の時期）
第 ６ 条　表彰は，被表彰者が決定された後，速やかに行うものとする。ただし，第２条
第２号に該当する表彰については，原則として毎年３月に行うものとする。

 （事　務）
第 ７ 条　表彰に関する事務は，学務部学生支援課において処理する。
 （雑　則）
第 ８ 条　この規程に定めるもののほか，学生及び学生団体の表彰の実施に関し必要な事
項は，別に定める。

　　　　附　　則
　この規程は，平成 17 年４月１日から施行し，施行日以後の学生及び学生団体の活動に
ついて適用する。

　別記様式第１，２（略）

－ �� －－ �� －

　　　附　則
　この規程は，平成25年７月１日から施行する。

　別記様式大１，２（略）

－ �� －

別記様式第 1，２（略）
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４　神戸大学学生表彰規程
 （平成 17 年２月 17 日制定）

 最終改正　平成 23 年３月 31 日

 （趣　旨）
第 １ 条　この規程は，神戸大学教学規則（平成 16 年４月１日制定）第 55 条 第２項の規
定に基づき，神戸大学（以下「本学」という。）の学生及び学生団体の表彰に関し必要
な事項を定めるものとする。

 （表彰の基準）
第 ２ 条　表彰は，学生又は学生団体のうち，次の各号のいずれかに該当するものについ
て行うものとする。

　（1）　学術研究活動において，次のいずれかに該当すると認められるもの
　　イ　国際的規模又は全国的規模の学会から賞を受けたもの
　　ロ　その他これらに準ずる学会等から高い評価を受けたもの
　（2）　本学公認課外活動団体の活動において，次のいずれかに該当すると認められるもの
　　イ　国際的規模の競技会，公演会，展覧会等（以下「競技会等」という。）において
優秀な成績を修め，又は高い評価を受けたもの

　　ロ　全国的又は地区的規模の競技会等において優秀な成績を修めたもの
　　ハ　公的機関等から表彰を受ける等高い評価を受けたもの
　　ニ　卒業年度に当たる者で，在学中の課外活動において特に顕著な功労があったもの
　（3）　社会活動において，次のいずれかに該当すると認められるもの
　　イ 　ボランティア活動等において，公的機関等から表彰を受ける等社会的に特に高い

評価を受けたもの
　　ロ 　人命救助，犯罪防止，災害救助等に貢献したことにより，公的機関等から表彰を

受ける等社会的に特に高い評価を受けたもの
　　ハ　その他社会活動において特に高い評価を受けたもの
　（4）　前各号に掲げるもののほか，特に優れた業績，功績等があったと認められるもの
 （表彰候補者の推薦）
第 ３ 条　各学部長，各研究科長，各課外活動団体の顧問教員等は，前条各号のいずれか
に該当すると認められる学生又は学生団体（以下「表彰候補者」という。）がある場合
は，別記様式第１により学長に推薦するものとする。

 （被表彰者の選考及び決定）
第 ４ 条　学長は，前条の規定に基づき推薦された表彰候補者について，学生委員協議会
の議を経て，表彰される者（以下「被表彰者」という。）を決定する。

 （表彰の方法）
第 ５ 条　表彰は，学長が別記様式第２の表彰状を授与することにより行う。
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２　前項の表彰状に添えて，記念品を贈呈することができる。
 （表彰の時期）
第 ６ 条　表彰は，被表彰者が決定された後，速やかに行うものとする。ただし，第２条
第２号に該当する表彰については，原則として毎年３月に行うものとする。
 （事　務）
第 ７ 条　表彰に関する事務は，学務部学生支援課において処理する。
 （雑　則）
第 ８ 条　この規程に定めるもののほか，学生及び学生団体の表彰の実施に関し必要な事
項は，別に定める。
　　　　附　　則
　この規程は，平成 17 年４月１日から施行し，施行日以後の学生及び学生団体の活動に
ついて適用する。

　別記様式第１，２（略）
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　　　附　則
　この規程は，平成25年７月１日から施行する。

　別記様式大１，２（略）
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別記様式第 1，２（略）
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５　神戸大学学生懲戒規則
（平成16 年４月１日制定）

　（趣　　　旨）
第 １ 条　この規則は，神戸大学教学規則（平成 16 年４月１日制定）第 55 条の２（第 72
条において準用する場合を含む。）に規定する学生の懲戒について必要な事項を定める
ものとする。

　（懲　　　戒）
第 ２ 条　懲戒は，本学の規定に違背し，学生としての本分を守らない者があるときに行
われるものとする。

　（懲戒の内容）
第 ３ 条　懲戒の内容は，次のとおりとする。
　(1)　訓告　文書により注意を与え，将来を戒めること。
　(2)　停学　有期又は無期とし，この間の登校及び次の行為を禁止すること。
　　イ 　本学の施設及び設備を利用すること（本学が発行したアカウントを用いて，本学

の管理する電子計算機及び情報ネットワーク機器を利用することを含み，特に退
去を命ぜられない限り，本学の学生寮又は外国人留学生宿舎に居住することを除
く。）。

　　ロ　本学の公認課外活動団体の活動に参加すること。
　(3)　懲戒退学　命令により退学させ，再入学を認めないこと。
　（懲戒の発議）
第 ４ 条　懲戒の対象となりうる行為があったと認めるときは，当該行為を行った学生の
所属学部の教授会（以下「教授会」という。）は，その事実関係を調査し，懲戒処分の
要否等について審議するものとする。

２　学長が指名した理事は，前項の調査及び審議に際し，必要があると認めるときは，教
授会に対し意見を述べることができる。

３　教授会は，懲戒処分の必要があると認めたときは，事実関係についての調査報告書及
び懲戒処分案を作成し，学長に懲戒の発議を行わなければならない。

　（複数の学部に係わる場合の懲戒手続）
第 ５ 条　懲戒の対象となりうる行為が，異なる学部に所属する複数の学生によって引き 
起こされた場合は，教授会は，事実関係の調査及び審議に際して，相互に連絡し， 
調整するものとする。

　（弁　　明）
第 ６ 条　教授会は，第４条第１項の事実関係の調査を行うに当たり，当該学生にその旨
を告知し，口頭又は文書による弁明の機会を与えなければならない。

２　当該学生は，弁明の際，必要な証拠を提出し，証人の喚問を求めることができるとと
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５　神戸大学学生懲戒規則
（平成16 年４月１日制定）

　（趣　　　旨）
第 １ 条　この規則は，神戸大学教学規則（平成 16 年４月１日制定）第 55 条の２（第 72
条において準用する場合を含む。）に規定する学生の懲戒について必要な事項を定める
ものとする。

　（懲　　　戒）
第 ２ 条　懲戒は，本学の規定に違背し，学生としての本分を守らない者があるときに行
われるものとする。

　（懲戒の内容）
第 ３ 条　懲戒の内容は，次のとおりとする。
　(1)　訓告　文書により注意を与え，将来を戒めること。
　(2)　停学　有期又は無期とし，この間の登校及び次の行為を禁止すること。
　　イ 　本学の施設及び設備を利用すること（本学が発行したアカウントを用いて，本学

の管理する電子計算機及び情報ネットワーク機器を利用することを含み，特に退
去を命ぜられない限り，本学の学生寮又は外国人留学生宿舎に居住することを除
く。）。

　　ロ　本学の公認課外活動団体の活動に参加すること。
　(3)　懲戒退学　命令により退学させ，再入学を認めないこと。
　（懲戒の発議）
第 ４ 条　懲戒の対象となりうる行為があったと認めるときは，当該行為を行った学生の
所属学部の教授会（以下「教授会」という。）は，その事実関係を調査し，懲戒処分の
要否等について審議するものとする。

２　学長が指名した理事は，前項の調査及び審議に際し，必要があると認めるときは，教
授会に対し意見を述べることができる。

３　教授会は，懲戒処分の必要があると認めたときは，事実関係についての調査報告書及
び懲戒処分案を作成し，学長に懲戒の発議を行わなければならない。

　（複数の学部に係わる場合の懲戒手続）
第 ５ 条　懲戒の対象となりうる行為が，異なる学部に所属する複数の学生によって引き 
起こされた場合は，教授会は，事実関係の調査及び審議に際して，相互に連絡し， 
調整するものとする。

　（弁　　明）
第 ６ 条　教授会は，第４条第１項の事実関係の調査を行うに当たり，当該学生にその旨
を告知し，口頭又は文書による弁明の機会を与えなければならない。

２　当該学生は，弁明の際，必要な証拠を提出し，証人の喚問を求めることができるとと

－ �� －
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最終改正　平成 22 年３月 23 日
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５　神戸大学学生懲戒規則
（平成16 年４月１日制定）

　（趣　　　旨）
第 １ 条　この規則は，神戸大学教学規則（平成 16 年４月１日制定）第 55 条の２（第 72
条において準用する場合を含む。）に規定する学生の懲戒について必要な事項を定める
ものとする。
　（懲　　　戒）
第 ２ 条　懲戒は，本学の規定に違背し，学生としての本分を守らない者があるときに行
われるものとする。
　（懲戒の内容）
第 ３ 条　懲戒の内容は，次のとおりとする。
　(1)　訓告　文書により注意を与え，将来を戒めること。
　(2)　停学　有期又は無期とし，この間の登校及び次の行為を禁止すること。
　　イ 　本学の施設及び設備を利用すること（本学が発行したアカウントを用いて，本学

の管理する電子計算機及び情報ネットワーク機器を利用することを含み，特に退
去を命ぜられない限り，本学の学生寮又は外国人留学生宿舎に居住することを除
く。）。

　　ロ　本学の公認課外活動団体の活動に参加すること。
　(3)　懲戒退学　命令により退学させ，再入学を認めないこと。
　（懲戒の発議）
第 ４ 条　懲戒の対象となりうる行為があったと認めるときは，当該行為を行った学生の
所属学部の教授会（以下「教授会」という。）は，その事実関係を調査し，懲戒処分の
要否等について審議するものとする。
２　学長が指名した理事は，前項の調査及び審議に際し，必要があると認めるときは，教
授会に対し意見を述べることができる。
３　教授会は，懲戒処分の必要があると認めたときは，事実関係についての調査報告書及
び懲戒処分案を作成し，学長に懲戒の発議を行わなければならない。
　（複数の学部に係わる場合の懲戒手続）
第 ５ 条　懲戒の対象となりうる行為が，異なる学部に所属する複数の学生によって引き 
起こされた場合は，教授会は，事実関係の調査及び審議に際して，相互に連絡し， 
調整するものとする。
　（弁　　明）
第 ６ 条　教授会は，第４条第１項の事実関係の調査を行うに当たり，当該学生にその旨
を告知し，口頭又は文書による弁明の機会を与えなければならない。
２　当該学生は，弁明の際，必要な証拠を提出し，証人の喚問を求めることができるとと

－ �� －

もに，補佐人を指名し，その補佐を受けることができる。
３　弁明の機会を与えられたにもかかわらず，正当な理由もなく当該学生が欠席し，又は
弁明書を提出しなかった場合は，この権利を放棄したものとみなす。

　（懲戒処分の決定）
第 ７ 条　学長は，第４条第３項により教授会から発議があったときは，教育研究評議会（以
下「評議会」という。）の議を経て，懲戒処分を決定する。
２　評議会は，前項の審議において必要があると認め，改めて事実関係の調査及び審議を
行う場合においては，前条の規定を準用する。
　（懲戒処分の通知）
第 ８ 条　学長は，懲戒処分を決定した場合は，当該学生に通知しなければならない。
２　懲戒処分の通知は，処分理由を記載した懲戒処分書を当該学生に交付することにより
行う。ただし，交付の不可能な場合には，他の適当な方法により通知する。
　（懲戒の発効）
第 ９ 条　懲戒の発効日は，懲戒処分書の交付日とする。ただし，やむをえない場合は，
この限りでない。
　（無期停学の解除）
第 10 条　教授会は，無期停学の学生について，その発効日から起算して６月を経過し
た後，停学の解除が妥当であると認めたときは，学長に停学の解除を発議することが 
できる。
２　学長は，前項の発議に基づき，停学を解除する。
　（異議申立て）
第 11 条　懲戒処分を受けた者は，事実誤認，新事実の発見その他の正当な理由があると
きは，懲戒の発効日から起算して 14 日以内に，文書により学長に異議申立てを行うこ
とができる。
２　学長は，前項の異議申立てがあったときは，再審査の要否を評議会に付議するものと
する。
３　評議会が再審査の必要があると認めたときは，学長は，教授会に再審査を要請するも
のとする。
　（読替規定）
第 12 条　この規則の大学院学生への適用に当たっては，｢学部」を「研究科」に，｢教 
授会」を「教授会（文学研究科及び文化学研究科にあっては研究科委員会 )」に読み替
えるものとする。
　　　附　則
　この規則は，平成 22 年４月１日から施行し，改正後の神戸大学学生懲戒規則の規定は，
施行日以後に第７条第１項の規定により決定される懲戒処分から適用する。

－ �� －

５　神戸大学学生懲戒規則
（平成16 年４月１日制定）

　（趣　　　旨）
第 １ 条　この規則は，神戸大学教学規則（平成 16 年４月１日制定）第 55 条の２（第 72
条において準用する場合を含む。）に規定する学生の懲戒について必要な事項を定める
ものとする。
　（懲　　　戒）
第 ２ 条　懲戒は，本学の規定に違背し，学生としての本分を守らない者があるときに行
われるものとする。
　（懲戒の内容）
第 ３ 条　懲戒の内容は，次のとおりとする。
　(1)　訓告　文書により注意を与え，将来を戒めること。
　(2)　停学　有期又は無期とし，この間の登校及び次の行為を禁止すること。
　　イ 　本学の施設及び設備を利用すること（本学が発行したアカウントを用いて，本学

の管理する電子計算機及び情報ネットワーク機器を利用することを含み，特に退
去を命ぜられない限り，本学の学生寮又は外国人留学生宿舎に居住することを除
く。）。

　　ロ　本学の公認課外活動団体の活動に参加すること。
　(3)　懲戒退学　命令により退学させ，再入学を認めないこと。
　（懲戒の発議）
第 ４ 条　懲戒の対象となりうる行為があったと認めるときは，当該行為を行った学生の
所属学部の教授会（以下「教授会」という。）は，その事実関係を調査し，懲戒処分の
要否等について審議するものとする。
２　学長が指名した理事は，前項の調査及び審議に際し，必要があると認めるときは，教
授会に対し意見を述べることができる。
３　教授会は，懲戒処分の必要があると認めたときは，事実関係についての調査報告書及
び懲戒処分案を作成し，学長に懲戒の発議を行わなければならない。
　（複数の学部に係わる場合の懲戒手続）
第 ５ 条　懲戒の対象となりうる行為が，異なる学部に所属する複数の学生によって引き 
起こされた場合は，教授会は，事実関係の調査及び審議に際して，相互に連絡し， 
調整するものとする。
　（弁　　明）
第 ６ 条　教授会は，第４条第１項の事実関係の調査を行うに当たり，当該学生にその旨
を告知し，口頭又は文書による弁明の機会を与えなければならない。
２　当該学生は，弁明の際，必要な証拠を提出し，証人の喚問を求めることができるとと
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　　　附　則
　この規則は，平成 27 年４月１日から施行する。
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５　神戸大学学生懲戒規則
（平成16 年４月１日制定）

　（趣　　　旨）
第 １ 条　この規則は，神戸大学教学規則（平成 16 年４月１日制定）第 55 条の２（第 72
条において準用する場合を含む。）に規定する学生の懲戒について必要な事項を定める
ものとする。

　（懲　　　戒）
第 ２ 条　懲戒は，本学の規定に違背し，学生としての本分を守らない者があるときに行
われるものとする。

　（懲戒の内容）
第 ３ 条　懲戒の内容は，次のとおりとする。
　(1)　訓告　文書により注意を与え，将来を戒めること。
　(2)　停学　有期又は無期とし，この間の登校及び次の行為を禁止すること。
　　イ 　本学の施設及び設備を利用すること（本学が発行したアカウントを用いて，本学

の管理する電子計算機及び情報ネットワーク機器を利用することを含み，特に退
去を命ぜられない限り，本学の学生寮又は外国人留学生宿舎に居住することを除
く。）。

　　ロ　本学の公認課外活動団体の活動に参加すること。
　(3)　懲戒退学　命令により退学させ，再入学を認めないこと。
　（懲戒の発議）
第 ４ 条　懲戒の対象となりうる行為があったと認めるときは，当該行為を行った学生の
所属学部の教授会（以下「教授会」という。）は，その事実関係を調査し，懲戒処分の
要否等について審議するものとする。

２　学長が指名した理事は，前項の調査及び審議に際し，必要があると認めるときは，教
授会に対し意見を述べることができる。

３　教授会は，懲戒処分の必要があると認めたときは，事実関係についての調査報告書及
び懲戒処分案を作成し，学長に懲戒の発議を行わなければならない。

　（複数の学部に係わる場合の懲戒手続）
第 ５ 条　懲戒の対象となりうる行為が，異なる学部に所属する複数の学生によって引き 
起こされた場合は，教授会は，事実関係の調査及び審議に際して，相互に連絡し， 
調整するものとする。
　（弁　　明）
第 ６ 条　教授会は，第４条第１項の事実関係の調査を行うに当たり，当該学生にその旨
を告知し，口頭又は文書による弁明の機会を与えなければならない。
２　当該学生は，弁明の際，必要な証拠を提出し，証人の喚問を求めることができるとと
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もに，補佐人を指名し，その補佐を受けることができる。
３　弁明の機会を与えられたにもかかわらず，正当な理由もなく当該学生が欠席し，又は
弁明書を提出しなかった場合は，この権利を放棄したものとみなす。
　（懲戒処分の決定）
第 ７ 条　学長は，第４条第３項により教授会から発議があったときは，教育研究評議会（以
下「評議会」という。）の議を経て，懲戒処分を決定する。
２　評議会は，前項の審議において必要があると認め，改めて事実関係の調査及び審議を
行う場合においては，前条の規定を準用する。
　（懲戒処分の通知）
第 ８ 条　学長は，懲戒処分を決定した場合は，当該学生に通知しなければならない。
２　懲戒処分の通知は，処分理由を記載した懲戒処分書を当該学生に交付することにより
行う。ただし，交付の不可能な場合には，他の適当な方法により通知する。
　（懲戒の発効）
第 ９ 条　懲戒の発効日は，懲戒処分書の交付日とする。ただし，やむをえない場合は，
この限りでない。
　（無期停学の解除）
第 10 条　教授会は，無期停学の学生について，その発効日から起算して６月を経過し
た後，停学の解除が妥当であると認めたときは，学長に停学の解除を発議することが 
できる。
２　学長は，前項の発議に基づき，停学を解除する。
　（異議申立て）
第 11 条　懲戒処分を受けた者は，事実誤認，新事実の発見その他の正当な理由があると
きは，懲戒の発効日から起算して 14 日以内に，文書により学長に異議申立てを行うこ
とができる。
２　学長は，前項の異議申立てがあったときは，再審査の要否を評議会に付議するものと
する。
３　評議会が再審査の必要があると認めたときは，学長は，教授会に再審査を要請するも
のとする。
　（読替規定）
第 12 条　この規則の大学院学生への適用に当たっては，｢学部」を「研究科」に，｢教 
授会」を「教授会（文学研究科及び文化学研究科にあっては研究科委員会 )」に読み替
えるものとする。
　　　附　則
　この規則は，平成 22 年４月１日から施行し，改正後の神戸大学学生懲戒規則の規定は，
施行日以後に第７条第１項の規定により決定される懲戒処分から適用する。
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５　神戸大学学生懲戒規則
（平成16 年４月１日制定）

　（趣　　　旨）
第 １ 条　この規則は，神戸大学教学規則（平成 16 年４月１日制定）第 55 条の２（第 72
条において準用する場合を含む。）に規定する学生の懲戒について必要な事項を定める
ものとする。

　（懲　　　戒）
第 ２ 条　懲戒は，本学の規定に違背し，学生としての本分を守らない者があるときに行
われるものとする。

　（懲戒の内容）
第 ３ 条　懲戒の内容は，次のとおりとする。
　(1)　訓告　文書により注意を与え，将来を戒めること。
　(2)　停学　有期又は無期とし，この間の登校及び次の行為を禁止すること。
　　イ 　本学の施設及び設備を利用すること（本学が発行したアカウントを用いて，本学

の管理する電子計算機及び情報ネットワーク機器を利用することを含み，特に退
去を命ぜられない限り，本学の学生寮又は外国人留学生宿舎に居住することを除
く。）。

　　ロ　本学の公認課外活動団体の活動に参加すること。
　(3)　懲戒退学　命令により退学させ，再入学を認めないこと。
　（懲戒の発議）
第 ４ 条　懲戒の対象となりうる行為があったと認めるときは，当該行為を行った学生の
所属学部の教授会（以下「教授会」という。）は，その事実関係を調査し，懲戒処分の
要否等について審議するものとする。

２　学長が指名した理事は，前項の調査及び審議に際し，必要があると認めるときは，教
授会に対し意見を述べることができる。

３　教授会は，懲戒処分の必要があると認めたときは，事実関係についての調査報告書及
び懲戒処分案を作成し，学長に懲戒の発議を行わなければならない。

　（複数の学部に係わる場合の懲戒手続）
第 ５ 条　懲戒の対象となりうる行為が，異なる学部に所属する複数の学生によって引き 
起こされた場合は，教授会は，事実関係の調査及び審議に際して，相互に連絡し， 
調整するものとする。
　（弁　　明）
第 ６ 条　教授会は，第４条第１項の事実関係の調査を行うに当たり，当該学生にその旨
を告知し，口頭又は文書による弁明の機会を与えなければならない。
２　当該学生は，弁明の際，必要な証拠を提出し，証人の喚問を求めることができるとと

－ �� －
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　　　附　則
　この規則は，平成 27 年４月１日から施行する。

－ �� －－ �� －

神戸大学学生懲戒規則に関する申合せ
（平成16 年４月１日　教育研究評議会決定）

　神戸大学学生懲戒規則は，これまでともすれば不明確なままに運用されてきた懲戒に関
する手続を透明化し，あわせて学生に対して手続的な権利を認めることにより，懲戒処分
にふさわしい適正な手続を定めるものである。
　このような手続の適正化，透明化を図るに当たっては，懲戒処分に該当する行為それ自
体もあらかじめ明確に特定しておくことが望まれることから，懲戒規則の制定にあわせて，
次の申合せを行うものとする。
１　懲戒の対象となりうる行為は，次の行為とする。
　　(1)　学生の本分に反する重大な犯罪行為
　　(2)　本学の教職員又は学生に対する暴力行為
　　(3)　本学の施設・設備への重大な破壊行為
　　(4)　本学の教育・研究活動に対する重大な妨害行為
　　(5)　その他前各号に準ずる行為
２　教育研究機関としての大学のなす懲戒は，教育的な配慮から慎重に行われなければな
らず，学生の自主的な活動に対しては，特に慎重な配慮が加えられなければならない。

３　申合せ第１項は，懲戒対象行為を限定し，その明確化を図ることを旨とし，従来了解
されてきたその範囲を拡大するものではない。
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㸴 ⚄ᡞ኱学኱学ᩍ⫱᥎㐍ᶵᵓつ๎➼ 

(1) ⚄ᡞ኱学኱学教育᥎㐍ᶵᵓつ๎ 

(ᖹᡂ 17年４月１日制ᐃ� 

᭱⤊ᨵṇ 令和５年３月2�日

�㊃� ᪨) 

➨㸯᮲ ࡇのつ๎は，ᅜ❧኱学ἲே⚄ᡞ኱学学๎(ᖹᡂ 16 年 � 月 1 日制ᐃ�第 2 ᮲の 2 第 3

項のつᐃにᇶ࡙き，⚄ᡞ኱学኱学教育᥎㐍ᶵᵓ�௨ୗ「ᶵᵓ」とい࠺。)の目ⓗ，⤌⧊，㐠

Ⴀ等についてᐃࡵるࡶのとする。 

�┠ ⓗ) 

➨㸰᮲ ᶵᵓは，኱学教育の᥎㐍をᅗるࡇとを目ⓗとする。  

�⤌ ⧊) 

➨㸱᮲ ᶵᵓに，次にᥖࡆる⤌⧊を⨨く。 

(1) 教㣴教育㝔  

 ࣮ࢱンࢭバル教育࣮ࣟࢢ (2)

(3) ᅜ㝿ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥンࢭン࣮ࢱ 

��� ␗分㔝共๰ᆺ教育㛤Ⓨࢭン࣮ࢱ 

(5) ኱学教育研究ࢭン࣮ࢱ  

(6)  㧗኱᥋⥆༟㉺࣮ࣟࢢバルேᮦ育ᡂࢭン࣮ࢱ 

２ 教㣴教育㝔，࣮ࣟࢢバル教育ࢭン࣮ࢱ，ᅜ㝿ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥンࢭン࣮ࢱ，␗分㔝共๰

ᆺ教育㛤Ⓨࢭン࣮ࢱ，኱学教育研究ࢭン࣮ࢱ及び㧗኱᥋⥆༟㉺࣮ࣟࢢバルேᮦ育ᡂࢭンࢱ

࣮の業務内ᐜは，次の⾲にᥖࡆると࠾りとする。 

⤌⧊ྡ⛠ 業務内ᐜ 

教㣴教育㝔 

・඲学共㏻授業⛉目の௻⏬㐠Ⴀに関するࡇと。  

・඲学共㏻授業⛉目のᐇ施及びᢸᙜ教ဨに関するࡇと。 

・඲学共㏻授業⛉目の内部㉁保証及び࢝࢓ࣇルࢵࣟ࣋࢕ࢹ・࢕ࢸ

 。とࡇメントに関するࣉ

・教㣴教育㝔ࡀ㛤ㅮする㧗度教㣴⛉目のᐇ施及びᢸᙜ教ဨに関す

るࡇと。 

・教㣴教育㝔ࡀ㛤ㅮする㧗度教㣴⛉目の内部㉁保証及び࢝࢓ࣇル

  。とࡇメントに関するࣉࢵࣟ࣋࢕ࢹ・࢕ࢸ

・኱学㝔教㣴⛉目のᐇ施に関するࡇと。 

・その他教㣴教育㝔の業務をᐇ施するたࡵにᚲ要なࡇと。 
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・外ᅜே␃学生のཷ入ࢀ及び本学学生のᾏ外ὴ㐵に係る教育ࣟࣉ

 。とࡇラ࣒の௻⏬㐠Ⴀに関するࢢ

・日本ㄒ教育，␃学生教育，ᅜ㝿教育等に係るㄪᰝ研究に関するࡇ

と。 

・外ᅜே␃学生にᑐするಟ学及び研究にᚲ要な日本ㄒ・日本事᝟

教育୪びに␗ᩥ໬理ゎ教育に関するࡇと。 

・外ᅜே␃学生にᑐするಟ学ୖ及び生活ୖのᨭ᥼に関するࡇと。

・外ᅜே␃学生の学内外に࠾ける஺ὶ᥎㐍に関するࡇと。 
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 。とࡇ

・ᾏ外␃学に係るಟ学ୖ及び生活ୖのᨭ᥼に関するࡇと。 
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 。とࡇ

ᅜ㝿ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン

 ࣮ࢱンࢭ

・外ᅜㄒに関する研究・ㄪᰝに関するࡇと。 

ࡇンに係る研究・ㄪᰝに関するࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ・バル࣮ࣟࢢ・

と。 

・඲学の外ᅜㄒ教育に関する研究・ㄪᰝ୪びに௻⏬❧案に関する

 。とࡇ

・外ᅜㄒ教育⎔ቃの整備に関するࡇと。 

・外ᅜㄒ教育に係るᨭ᥼に関するࡇと。 
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にᚲ要なࡇと。  

␗分㔝共๰ᆺ教育㛤Ⓨࢭ

ン࣮ࢱ 

・本学の特Ⰽを活かした教育ࢢࣟࣉラ࣒の㛤Ⓨに関するࡇと。  

 。とࡇバル教育の㛤Ⓨに関する࣮ࣟࢢ・

・課㢟ゎỴᆺ教育の㛤Ⓨに関するࡇと。 

・ス࣍ࢡ࣮ࢸル࣮ࢲ㐃ᦠ教育の㛤Ⓨに関するࡇと。 

・その他␗分㔝共๰ᆺ教育㛤Ⓨࢭン࣮ࢱの業務をᐇ施するたࡵに

ᚲ要なࡇと。 

኱学教育研究ࢭン࣮ࢱ 

・኱学教育の᥎㐍に係るㄪᰝ・研究に関するࡇと。 

・኱学教育の඲学ⓗなྲྀ⤌の௻⏬・❧案及びᨭ᥼に関するࡇと。

・኱学教育に係るホ౯及び࢝࢓ࣇルࣉࢵࣟ࣋࢕ࢹ・࢕ࢸメントに

関するࡇと。 

・教学 IRに係るㄪᰝ・研究に関するࡇと。 

・その他኱学教育研究ࢭン࣮ࢱの業務をᐇ施するたࡵにᚲ要なࡇ

と。 
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➨㸲᮲ ᶵᵓに，次にᥖࡆる⫋ဨを⨨く。  

(1) ᶵᵓ㛗  
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(7) ኱学教育研究ࢭン࣮ࢱ㛗  

(8) 㧗኱᥋⥆༟㉺࣮ࣟࢢバルேᮦ育ᡂࢭン࣮ࢱ㛗

(9) 教㣴教育㝔๪㝔㛗  
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(14)  㧗኱᥋⥆༟㉺࣮ࣟࢢバルேᮦ育ᡂࢭン࣮ࢱ๪ࢭン࣮ࢱ㛗 

(15) 教授，෸教授，ㅮᖌ，ຓ教及びຓᡭ

(16) その他の⫋ဨ 

   �⪄㑅ࡢ➼㛗࣮ࢱࣥࢭ�

➨㸳᮲ 前᮲第 3ྕから第 14ྕまでの⫋ဨの㑅⪃は，኱学教育᥎㐍ጤဨ఍の㆟を⤒て，学

㛗࠺⾜ࡀ。 

�ᶵᵓ㛗) 

➨㸴᮲ ᶵᵓ㛗は，ᶵᵓの業務を⥲ᣓする。  

�๪ᶵᵓ㛗) 

➨㸵᮲ ๪ᶵᵓ㛗は，ᶵᵓ㛗のᣦྡする者をࡗࡶて充てる。  

２ ๪ᶵᵓ㛗は，ᶵᵓ㛗の⫋務を⿵బする。  

�ᩍ㣴ᩍ⫱㝔㛗) 

➨㸶᮲ 教㣴教育㝔㛗は，本学のᑓ௵の教授をࡗࡶて充てる。 

２  教㣴教育㝔㛗は，教㣴教育㝔の業務を⥲ᣓする。  

㧗኱᥋⥆༟㉺࣮ࣟࢢバル

ேᮦ育ᡂࢭン࣮ࢱ 

・㧗኱᥋⥆等にࡼる༟㉺࣮ࣟࢢバルேᮦを育ᡂするたࡵのࢢࣟࣉ

ラ࣒の௻⏬・ᐇ施に関するࡇと。 

・入学者㑅ᢤ᪉ἲのㄪᰝ・研究及び௻⏬・❧案に関するࡇと。 

・入学者㑅ᢤ⤖ᯝの分ᯒ及びホ౯に関するࡇと。 

・入学前教育の௻⏬・❧案に関するࡇと。 

・学生ເ㞟に係るᗈሗに関するࡇと。 

・その他㧗኱᥋⥆༟㉺࣮ࣟࢢバルேᮦ育ᡂࢭン࣮ࢱの業務をᐇ施

するたࡵにᚲ要なࡇと。 
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�ᩍ㣴ᩍ⫱㝔㛗) 

➨㸶᮲ 教㣴教育㝔㛗は，本学のᑓ௵の教授をࡗࡶて充てる。 

２  教㣴教育㝔㛗は，教㣴教育㝔の業務を⥲ᣓする。  

㧗኱᥋⥆༟㉺࣮ࣟࢢバル

ேᮦ育ᡂࢭン࣮ࢱ 

・㧗኱᥋⥆等にࡼる༟㉺࣮ࣟࢢバルேᮦを育ᡂするたࡵのࢢࣟࣉ

ラ࣒の௻⏬・ᐇ施に関するࡇと。 

・入学者㑅ᢤ᪉ἲのㄪᰝ・研究及び௻⏬・❧案に関するࡇと。 

・入学者㑅ᢤ⤖ᯝの分ᯒ及びホ౯に関するࡇと。 

・入学前教育の௻⏬・❧案に関するࡇと。 

・学生ເ㞟に係るᗈሗに関するࡇと。 

・その他㧗኱᥋⥆༟㉺࣮ࣟࢢバルேᮦ育ᡂࢭン࣮ࢱの業務をᐇ施

するたࡵにᚲ要なࡇと。 

３  教㣴教育㝔㛗の௵ᮇは，2年とし，෌௵をጉࡆない。 ただし，教㣴教育㝔㛗ࡀ௵ᮇ‶

஢前に㎡௵し，ཪはḞဨとなࡗた場合の後௵者の௵ᮇは，前௵者のṧ௵ᮇ間とする。 

 (㛗࣮ࢱࣥࢭ�

➨㸷᮲ ࣮ࣟࢢバル教育ࢭン࣮ࢱ㛗，ᅜ㝿ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥンࢭン࣮ࢱ㛗，␗分㔝共๰ᆺ教

育㛤Ⓨࢭン࣮ࢱ㛗，኱学教育研究ࢭン࣮ࢱ㛗及び㧗኱᥋⥆༟㉺࣮ࣟࢢバルேᮦ育ᡂࢭン

 。て充てるࡗࡶは，本学のᑓ௵の教授ཪはᶵᵓ㛗を(。࠺とい「㛗࣮ࢱンࢭ」௨ୗ)㛗࣮ࢱ

，࣮ࢱンࢭンࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥᅜ㝿，࣮ࢱンࢭバル教育࣮ࣟࢢࢀࡒࢀ㛗は，そ࣮ࢱンࢭ ２

␗分㔝共๰ᆺ教育㛤Ⓨࢭン࣮ࢱ，኱学教育研究ࢭン࣮ࢱ及び㧗኱᥋⥆༟㉺࣮ࣟࢢバルே

ᮦ育ᡂࢭン࣮ࢱ（௨ୗ「ࢭン࣮ࢱ」とい ࠺。）の業務を⥲ᣓする。 

ࡆの௵ᮇは，2年とし，෌௵をጉ(。る場合を除く࠶㛗で࣮ࢱンࢭࡀᶵᵓ㛗)㛗࣮ࢱンࢭ ３

ない。ただし，ࢭン࣮ࢱ㛗ࡀ௵ᮇ‶஢前に㎡௵し，ཪはḞဨとなࡗた場合の後௵者の௵ᮇ

は，前௵者のṧ௵ᮇ間とする。 

��๪࣮ࢱࣥࢭ㛗➼) 

➨ 10᮲ 教㣴教育㝔๪㝔㛗，࣮ࣟࢢバル教育ࢭン࣮ࢱ๪ࢭン࣮ࢱ㛗，ᅜ㝿ࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ

ࣙンࢭン࣮ࢱ๪ࢭン࣮ࢱ㛗，␗分㔝共๰ᆺ教育㛤Ⓨࢭン࣮ࢱ๪ࢭン࣮ࢱ㛗，኱学教育研究

㛗(௨࣮ࢱンࢭ๪࣮ࢱンࢭバルேᮦ育ᡂ࣮ࣟࢢ㛗及び㧗኱᥋⥆༟㉺࣮ࢱンࢭ๪࣮ࢱンࢭ

ୗ「๪ࢭン࣮ࢱ㛗等」とい࠺。)は，本学のᑓ௵の教ဨをࡗࡶて充てる。 

２ ๪ࢭン࣮ࢱ㛗等は，そࢭࢀࡒࢀン࣮ࢱ㛗(教㣴教育㝔㛗をྵࡴ。)の⫋務を⿵బする。 

３ ๪ࢭン࣮ࢱ㛗等の௵ᮇは，2年とし，෌௵をጉࡆない。ただし，๪ࢭン࣮ࢱ㛗等ࡀ௵ᮇ

‶஢前に㎡௵し，ཪはḞဨとなࡗた場合の後௵者の௵ᮇは，前௵者のṧ௵ᮇ間とする。 

➨ 11᮲ ๐除

�኱学ᩍ⫱᥎㐍ጤဨ఍) 

➨ 12᮲ ᶵᵓに，ᶵᵓの業務及び㐠Ⴀに関する事項についてᑂ㆟するたࡵ，⚄ᡞ኱学኱学

教育᥎㐍ᶵᵓ኱学教育᥎㐍ጤဨ఍(௨ୗ「᥎㐍ጤဨ఍」とい࠺。)を⨨く。  

２ ᥎㐍ጤဨ఍の⤌⧊及び㐠Ⴀに関しᚲ要な事項は，ูにᐃࡵる。  

�඲学ᩍົጤဨ఍) 

➨ 13᮲ ᶵᵓに，኱学教育の඲学ⓗな㐠Ⴀ，ᐇ施等についてᑂ㆟するたࡵ，⚄ᡞ኱学኱学

教育᥎㐍ᶵᵓ඲学教務ጤဨ఍(௨ୗ「඲学教務ጤဨ఍」とい࠺。)を⨨く。  

２ ඲学教務ጤဨ఍の⤌⧊及び㐠Ⴀに関しᚲ要な事項は，ูにᐃࡵる。  

�඲学ホ౯࣭㹄㹂ጤဨ఍) 

➨ 14᮲ ᶵᵓに，኱学教育の内部㉁保証に係る඲学ⓗなⅬ᳨・ホ౯及び࢝࢓ࣇルࢹ・࢕ࢸ

・ᡞ኱学኱学教育᥎㐍ᶵᵓ඲学ホ౯⚄，ࡵメントのᐇ施等についてᑂ㆟するたࣉࢵࣟ࣋࢕

㹄㹂ጤဨ఍(௨ୗ「඲学ホ౯・㹄㹂ጤဨ఍」とい࠺。)を⨨く。  

２ ඲学ホ౯・㹄㹂ጤဨ఍の⤌⧊及び㐠Ⴀに関しᚲ要な事項は，ูにᐃࡵる。  

�ᾏእ学⏕ὴ㐵ጤဨ఍) 

➨ 15᮲ ᶵᵓに，学生のᾏ外ὴ㐵についてᑂ㆟するたࡵ，⚄ᡞ኱学኱学教育᥎㐍ᶵᵓᾏ外 

学生ὴ㐵ጤဨ఍(௨ୗ「ᾏ外学生ὴ㐵ጤဨ఍」とい࠺。)を⨨く。  

２ ᾏ外学生ὴ㐵ጤဨ఍の⤌⧊及び㐠Ⴀに関しᚲ要な事項は，ูにᐃࡵる。  

➨ 16᮲ ๐除
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➨ 17᮲ ᶵᵓに，࣮ࣟࢢバルࢧイ࢚ンスキャンパスについてᑂ㆟するたࡵ，⚄ᡞ኱学኱学

教育᥎㐍ᶵᵓ࣮ࣟࢢバルࢧイ࢚ンスキャンパスጤဨ఍(௨ୗ「࣮ࣟࢢバルࢧイ࢚ンスキャ

ンパスጤဨ఍」とい࠺。�を⨨く。 

イ࢚ンスキャンパスጤဨ఍の⤌⧊及び㐠Ⴀに関しᚲ要な事項は，ูにᐃࢧバル࣮ࣟࢢ ２

 。るࡵ

(␃学⏕ጤဨ఍��

➨ 18᮲� ᶵᵓに，外ᅜே␃学生に関する事項についてᑂ㆟するたࡵ，⚄ᡞ኱学኱学教育᥎

㐍ᶵᵓ␃学生ጤဨ఍(௨ୗ「␃学生ጤဨ఍」とい࠺。�を⨨く。 

２ ␃学生ጤဨ఍の⤌⧊及び㐠Ⴀに関しᚲ要な事項は，ูにᐃࡵる。 

�ᩍ㣴ᩍ⫱ጤဨ఍) 

➨ 19᮲ 教㣴教育㝔に，඲学共㏻教育の㐠Ⴀ，ᐇ施，内部㉁保証等についてᑂ㆟するたࡵ，

⚄ᡞ኱学኱学教育᥎㐍ᶵᵓ教㣴教育㝔教㣴教育ጤဨ఍(௨ୗ「教㣴教育ጤဨ఍」とい࠺。�

を⨨く。  

２ 教㣴教育ጤဨ఍の⤌⧊及び㐠Ⴀに関しᚲ要な事項は，ูにᐃࡵる。  

 (㐠Ⴀጤဨ఍࣮ࢱࣥࢭ�

➨ 20᮲ ࢭン࣮ࢱに，ࢭン࣮ࢱの㐠Ⴀ，業務等についてᑂ㆟するたࡵ，そࢀࡒࢀ㐠Ⴀጤဨ

఍�௨ୗ「ࢭン࣮ࢱ㐠Ⴀጤဨ఍」とい࠺。�を⨨く。  

２ 各ࢭン࣮ࢱ㐠Ⴀጤဨ఍の⤌⧊及び㐠Ⴀに関しᚲ要な事項は，ูにᐃࡵる。 

�部㛛➼) 

➨ 21᮲ 教㣴教育㝔に，次にᥖࡆる部㛛を⨨く。  

�1� 学部教㣴教育部㛛  

�2� ኱学㝔教㣴教育部㛛 

 。る部㛛を⨨くࡆに，次にᥖ࣮ࢱンࢭバル教育࣮ࣟࢢ ２

�1�  ␃学生教育部㛛 

�2�  ᾏ外ὴ㐵教育部㛛 

，ࡵの␃学生教育部㛛に，␃学生教育部㛛の業務を㐙⾜するた࣮ࢱンࢭバル教育࣮ࣟࢢ ３

次にᥖࡆるࣘࢵࢽトを⨨く。  

�1� ␃学生஺ὶ᥎㐍ࣘࢵࢽト  

�2� 日本ㄒ等教育ࣘࢵࢽト  

�3� ┦ㄯᣦᑟࣘࢵࢽト  

⾜の␃学生教育部㛛に，外ᅜே␃学生にᑐする日本ㄒ教育を࣮ࢱンࢭバル教育࣮ࣟࢢ ４

  。スを⨨く࣮ࢥ日本ㄒ研ಟ，ࡵた࠺

の␃学生教育部㛛に，外ᅜே␃学生にᑐする日本ㄒ⬟ຊ及び࣮ࢱンࢭバル教育࣮ࣟࢢ ５

日本事᝟・日本ᩥ໬の理ゎをྥୖさせるたࡵの教育を⾜࠺たࡵ，日本ㄒ・日本ᩥ໬研ಟࢥ

࣮スを⨨く。  

６ ᅜ㝿ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥンࢭン࣮ࢱに，次にᥖࡆる研究部㛛を⨨く。  

  研究部㛛࣒ࢸスࢩ �1�

�2� メ࢕ࢹア研究部㛛  
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➨ 17᮲ ᶵᵓに，࣮ࣟࢢバルࢧイ࢚ンスキャンパスについてᑂ㆟するたࡵ，⚄ᡞ኱学኱学

教育᥎㐍ᶵᵓ࣮ࣟࢢバルࢧイ࢚ンスキャンパスጤဨ఍(௨ୗ「࣮ࣟࢢバルࢧイ࢚ンスキャ

ンパスጤဨ఍」とい࠺。�を⨨く。 

イ࢚ンスキャンパスጤဨ఍の⤌⧊及び㐠Ⴀに関しᚲ要な事項は，ูにᐃࢧバル࣮ࣟࢢ ２

 。るࡵ

(␃学⏕ጤဨ఍��

➨ 18᮲� ᶵᵓに，外ᅜே␃学生に関する事項についてᑂ㆟するたࡵ，⚄ᡞ኱学኱学教育᥎

㐍ᶵᵓ␃学生ጤဨ఍(௨ୗ「␃学生ጤဨ఍」とい࠺。�を⨨く。 

２ ␃学生ጤဨ఍の⤌⧊及び㐠Ⴀに関しᚲ要な事項は，ูにᐃࡵる。 

�ᩍ㣴ᩍ⫱ጤဨ఍) 

➨ 19᮲ 教㣴教育㝔に，඲学共㏻教育の㐠Ⴀ，ᐇ施，内部㉁保証等についてᑂ㆟するたࡵ，

⚄ᡞ኱学኱学教育᥎㐍ᶵᵓ教㣴教育㝔教㣴教育ጤဨ఍(௨ୗ「教㣴教育ጤဨ఍」とい࠺。�

を⨨く。  

２ 教㣴教育ጤဨ఍の⤌⧊及び㐠Ⴀに関しᚲ要な事項は，ูにᐃࡵる。  

 (㐠Ⴀጤဨ఍࣮ࢱࣥࢭ�

➨ 20᮲ ࢭン࣮ࢱに，ࢭン࣮ࢱの㐠Ⴀ，業務等についてᑂ㆟するたࡵ，そࢀࡒࢀ㐠Ⴀጤဨ

఍�௨ୗ「ࢭン࣮ࢱ㐠Ⴀጤဨ఍」とい࠺。�を⨨く。  

２ 各ࢭン࣮ࢱ㐠Ⴀጤဨ఍の⤌⧊及び㐠Ⴀに関しᚲ要な事項は，ูにᐃࡵる。 

�部㛛➼) 

➨ 21᮲ 教㣴教育㝔に，次にᥖࡆる部㛛を⨨く。  

�1� 学部教㣴教育部㛛  

�2� ኱学㝔教㣴教育部㛛 

 。る部㛛を⨨くࡆに，次にᥖ࣮ࢱンࢭバル教育࣮ࣟࢢ ２

�1�  ␃学生教育部㛛 

�2�  ᾏ外ὴ㐵教育部㛛 

，ࡵの␃学生教育部㛛に，␃学生教育部㛛の業務を㐙⾜するた࣮ࢱンࢭバル教育࣮ࣟࢢ ３

次にᥖࡆるࣘࢵࢽトを⨨く。  

�1� ␃学生஺ὶ᥎㐍ࣘࢵࢽト  

�2� 日本ㄒ等教育ࣘࢵࢽト  

�3� ┦ㄯᣦᑟࣘࢵࢽト  

⾜の␃学生教育部㛛に，外ᅜே␃学生にᑐする日本ㄒ教育を࣮ࢱンࢭバル教育࣮ࣟࢢ ４

  。スを⨨く࣮ࢥ日本ㄒ研ಟ，ࡵた࠺

の␃学生教育部㛛に，外ᅜே␃学生にᑐする日本ㄒ⬟ຊ及び࣮ࢱンࢭバル教育࣮ࣟࢢ ５

日本事᝟・日本ᩥ໬の理ゎをྥୖさせるたࡵの教育を⾜࠺たࡵ，日本ㄒ・日本ᩥ໬研ಟࢥ

࣮スを⨨く。  

６ ᅜ㝿ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥンࢭン࣮ࢱに，次にᥖࡆる研究部㛛を⨨く。  

  研究部㛛࣒ࢸスࢩ �1�

�2� メ࢕ࢹア研究部㛛  

  研究部㛛ࢶンࢸンࢥ (3)

(4) 学⾡஺ὶ研究部㛛  

７ ␗分㔝共๰ᆺ教育㛤Ⓨࢭン࣮ࢱに，次にᥖࡆる部㛛を⨨く。 

 ト部㛛࣮ࢿ࢕ࢹ࣮ࢥラ࣒ࢢࣟࣉ (1)

 ラ࣒㛤Ⓨ部㛛ࢢࣟࣉ (2)

㸶 ኱学教育研究ࢭン࣮ࢱに，次にᥖࡆる部㛛を⨨く。 

(1) ኱学教育研究部㛛 

(2) 教学 IR研究部㛛 

９  㧗኱᥋⥆༟㉺࣮ࣟࢢバルேᮦ育ᡂࢭン࣮ࢱに，次の部㛛を⨨く。 

(1) ᡓ␎௻⏬部㛛  

(2) 㧗኱㐃ᦠ部㛛  

(3) アࣙࢩࢵ࣑ࢻン࢜࢕ࣇス部㛛  

(4) 入学後教育部㛛 

10 各部㛛に，部㛛㛗を⨨く。  

11 部㛛㛗は，そࢀࡒࢀの部㛛の業務を⥲ᣓする。 

12 部㛛㛗(次項及び第 14 項の部㛛㛗を除く。�の௵ᮇは，2 年とし，෌௵をጉࡆない。た

だし，部㛛㛗ࡀ௵ᮇ‶஢前に㎡௵し，ཪはḞဨとなࡗた場合の後௵者の௵ᮇは，前௵者の

ṧ௵ᮇ間とする。 

13 学部教㣴教育部㛛㛗は，教㣴教育㝔㛗をࡗࡶて充てる。 

14 ኱学㝔教㣴教育部㛛㛗は，教㣴教育㝔๪㝔㛗をࡗࡶて充てる。 

15 前 2項の部㛛㛗௨外の部㛛㛗は，ᶵᵓ㛗ࡀᣦྡする者をࡗࡶて充てる。 

16 各部㛛に，部㛛㛗の⫋務を⿵బするたࡵ，๪部㛛㛗を⨨くࡇとࡀできる。 

��ᩍ⫱部఍� 

➨ 22᮲ 学部教㣴教育部㛛に，඲学共㏻授業⛉目及び教㣴教育㝔ࡀ㛤ㅮする㧗度教㣴⛉目

をᢸᙜする教ဨにࡼり⤌⧊する次にᥖࡆる教育部఍を設ける。 

(1) ᝟ሗ⛉学  

(2) 健康・ス࣏࣮ࢶ⛉学  

(3) ே間ᙧᡂとᛮ᝿  

(4) ᩥ学とⱁ⾡  

(5) Ṕྐとᩥ໬  

(6) ே間と♫఍  

(7) ἲとᨻ἞  

(8) ⤒῭と♫఍  

(9) ᩘ学  

(10) 物理学  

(11) ໬学  

(12) 生物学  

(13) ᆅ⌫ᝨᫍ⛉学  

(14) ᅗᙧ⛉学  

㸫 �3 㸫



(15) ᛂ用⛉学ᢏ⾡  

(16) ་学  

(17) ㎰学  

(18) ESD  

  イ࢚ンスࢧࢱ࣮ࢹ (19)

(20) 学㝿  

(21) 外ᅜㄒ第 I 

(22) 外ᅜㄒ第 II 

２ ඲学共㏻授業⛉目及び教㣴教育㝔ࡀ㛤ㅮする㧗度教㣴⛉目をᢸᙜする教ဨは，前項各

ྕにᥖࡆる教育部఍のいࢀࡎかに所ᒓするࡶのとする。  

３ 各教育部఍に，教育部఍の業務を⥲ᣓするたࡵ，教育部఍㛗を⨨く。 

４ 教育部఍㛗の㑅⪃は，教㣴教育ጤဨ఍の㆟を⤒て，学㛗࠺⾜ࡀ。   

  。るࡵか，教育部఍に関しᚲ要な事項は，ูにᐃ࡯ののࡶるࡵの᮲にᐃࡇ ５

�ᩍ㣴ᩍ⫱ᨭ᥼ᐊ) 

➨ 23᮲ 教㣴教育㝔に，඲学共㏻教育のᨭ᥼⤌⧊として，教㣴教育ᨭ᥼ᐊを⨨く。  

２ 教㣴教育ᨭ᥼ᐊにᐊ㛗を⨨き，教㣴教育㝔㛗をࡗࡶて充てる。  

３ 教㣴教育ᨭ᥼ᐊ㛗は，教㣴教育ᨭ᥼ᐊの業務を⥲ᣓする。  

４ 教㣴教育ᨭ᥼ᐊの業務については，ูにᐃࡵる。 

�ᩍ学 IR᥎㐍ᐊ� 

➨ 24᮲ ᶵᵓに，教学 IR ᥎㐍ᐊを⨨く。 

２ 教学 IR᥎㐍ᐊに関する事項は，ูにᐃࡵる。 

��㞧 ๎) 

➨ 25᮲ ࡇのつ๎にᐃࡵるࡶのの࡯か，ᶵᵓの㐠Ⴀに関しᚲ要な事項は，኱学教育᥎㐍ጤ

ဨ఍の㆟を⤒て，ᶵᵓ㛗ࡀᐃࡵる。 

附 ๎ 

㸯 ࡇのつ๎は，令和５年４月１日から施⾜する。  

 ンࢭ㛗，๪࣮ࢱンࢭバルேᮦ育ᡂ࣮ࣟࢢる㧗኱᥋⥆༟㉺ࢀのつ๎施⾜後᭱ึに௵࿨さࡇ ２

㛗及び部㛛㛗の௵ᮇの⤊ᮇは，第９᮲第３項本ᩥ，第࣮ࢱ 10᮲第３項本ᩥ及び第 21᮲ 

第 12項本ᩥのつᐃにかかࢃらࡎ，令和６年３月 31日までとする。  

３ ⚄ᡞ኱学㧗኱᥋⥆༟㉺࣮ࣟࢢバルேᮦ育ᡂࢭン࣮ࢱつ๎(令和４年９月 27 日制ᐃ)，⚄ 

ᡞ኱学㧗኱᥋⥆༟㉺࣮ࣟࢢバルேᮦ育ᡂࢭン࣮ࢱ㐠Ⴀጤဨ఍つ⛬(令和４年９月 30 日制 

ᐃ�及び⚄ᡞ኱学኱学教育᥎㐍ᶵᵓ⚄ᡞ࣮ࣟࢢバルࢳャࣞンࢢࣟࣉࢪラ࣒ጤဨ఍つ⛬�ᖹ 

ᡂ 27年９月 29日制ᐃ�は，ᗫṆする。
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(2)　神戸大学全学共通授業科目履修規則

　 （平成16年４月１日制定）

　（趣　　旨）
第 １ 条　この規則は，神戸大学教学規則（平成16年４月１日制定。以下「教学規則」と
いう。）第 28 条第１項の規定に基づき，全学に共通する授業科目（以下「全学共通授業
科目｣ という。）の履修方法，試験等に関し必要な事項を定めるものとする。

　（全学共通授業科目の区分）
第 ２ 条　全学共通授業科目の区分は，次のとおりとする。
　基礎教養科目
　総合教養科目
　外国語科目
　情報科目
　健康・スポーツ科学
　共通専門基礎科目
　資格免許のための科目
　その他必要と認める科目
　（全学共通授業科目及び単位数）
第 ３ 条　全学共通授業科目及び単位数は，別表のとおりとする。
２　前項に規定するもののほか，臨時に全学共通授業科目を開設することがある。
３　前項の授業科目及び単位数は，開設の都度定める。
　（全学共通授業科目の年次配当）
第 ４ 条　全学共通授業科目の各年次の配当は，各学部規則の定めるところによる。
　（履修要件）
第 ５ 条　全学共通授業科目の履修要件は，各学部規則の定めるところによる。
　（履修手続）
第 ６ 条　学生は，毎学期指定の期日までに，履修しようとする全学共通授業科目を所属
学部長に届け出なければならない。

　（試　　験）
第 ７ 条　試験は，授業が終了した学期末又はクォーター末に行う。ただし，必要がある
場合は，学期末及びクォーター末以外の時期に行うことがある。

２　前項の規定にかかわらず，平常の成績をもって試験に代えることがある。
３　不合格となった全学共通授業科目については，再試験を行わない。ただし，別に定め
る条件を満たす場合は，この限りでない。

－ �� －

最終改正　平成30年３月30日

－ �� －－ �� －

最終改正　令和 2年３月 26 日
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４　試験に欠席した者に対しては，追試験を行わない。ただし，神戸大学大学教育推進機
構国際教養教育院において特別の理由があると認めた場合は，この限りでない。
（成績評価基準）
第 ８ 条　教学規則第 30 条に規定する成績評価基準については，別に定める。
（雑　　則）
第 ９ 条　この規則に定めるもののほか，この規則の実施に関し必要な事項は，国際教養
教育院長が定める。

㸫 79㸫

この規則に定めるもののほか，この規則の実施に関し必要な事項は，神戸大学
大学教育推進機構国際教養教育院長が定める。

　　　附　則
１　この規則は，平成16年４月１日から施行する。
２ この規則施行の際現に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び平
成16年４月１日以後において在学者の属する年次に編入学，転入学又は再入学する者
については，神戸大学学則等を廃止する規則（平成16年４月１日制定）第２条の規定
による廃止前の神戸大学全学共通授業科目履修規則の規定の例による。

　（中間附則は省略）

　　　附　則
１　この規則は，平成30年４月１日から施行する。
２　この規則施行の際現に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成30年４月１日
以後において在学者の属する年次に転入学又は再入学する者については，なお従前の
例による。

㸫 79㸫㸫 76㸫

令和 2年
令和 2年

５
５

㸫 75㸫

構教養教育院において特別の理由があると認めた場合は，この限りでない。

大学教育推進機構教養教育院長が定める。

㸫 �� 㸫



４　試験に欠席した者に対しては，追試験を行わない。ただし，神戸大学大学教育推進機
構国際教養教育院において特別の理由があると認めた場合は，この限りでない。
（成績評価基準）
第 ８ 条　教学規則第 30 条に規定する成績評価基準については，別に定める。
（雑　　則）
第 ９ 条　この規則に定めるもののほか，この規則の実施に関し必要な事項は，国際教養
教育院長が定める。

㸫 79㸫

この規則に定めるもののほか，この規則の実施に関し必要な事項は，神戸大学
大学教育推進機構国際教養教育院長が定める。

　　　附　則
１　この規則は，平成16年４月１日から施行する。
２ この規則施行の際現に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び平
成16年４月１日以後において在学者の属する年次に編入学，転入学又は再入学する者
については，神戸大学学則等を廃止する規則（平成16年４月１日制定）第２条の規定
による廃止前の神戸大学全学共通授業科目履修規則の規定の例による。

　（中間附則は省略）

　　　附　則
１　この規則は，平成30年４月１日から施行する。
２　この規則施行の際現に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成30年４月１日
以後において在学者の属する年次に転入学又は再入学する者については，なお従前の
例による。

㸫 79㸫㸫 76㸫

令和 2年
令和 2年

５
５

㸫 75㸫

構教養教育院において特別の理由があると認めた場合は，この限りでない。

大学教育推進機構教養教育院長が定める。
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ᾏ䜈䛾ㄏ䛔 ᾏ䜈䛾ㄏ䛔 2 䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠞䠏 0.5
℩ᡞ内ᾏᏛධ㛛 ℩ᡞ内ᾏᏛධ㛛 2 䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠞䠐 0.5

䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠯䠝䠏 0.5

䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠯䠝䠐 0.5

䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠯䠞䠏 0.5

䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠯䠞䠐 0.5
ࢧࢱ࣮ࢹ
イ࢚ンス
ᇶ♏₇⩦

⩦イ࢚ンスᇶ♏₇ࢧࢱ࣮ࢹ 1 䝣䝷䞁䝇ㄒ中⣭䠟䠍 0.5

䝣䝷䞁䝇ㄒ中⣭䠟䠎 0.5

中ᅜㄒึ⣭䠝䠍 0.5

中ᅜㄒึ⣭䠝䠎 0.5

中ᅜㄒึ⣭䠞䠍 0.5

中ᅜㄒึ⣭䠞䠎 0.5

中ᅜㄒึ⣭䠝䠏 0.5

中ᅜㄒึ⣭䠝䠐 0.5

中ᅜㄒึ⣭䠞䠏 0.5

中ᅜㄒึ⣭䠞䠐 0.5

中ᅜㄒึ⣭䠯䠝䠏 0.5

中ᅜㄒึ⣭䠯䠝䠐 0.5

中ᅜㄒึ⣭䠯䠞䠏 0.5

中ᅜㄒึ⣭䠯䠞䠐 0.5

中ᅜㄒ中⣭䠟䠍 0.5
Academic English Literacy A1 0.5 中ᅜㄒ中⣭䠟䠎 0.5
Academic English Literacy A2 0.5 䝻䝅䜰ㄒึ⣭䠝䠍 0.5
Academic English Literacy B1 0.5 䝻䝅䜰ㄒึ⣭䠝䠎 0.5
Academic English Literacy B2 0.5 䝻䝅䜰ㄒึ⣭䠞䠍 0.5

䝻䝅䜰ㄒึ⣭䠞䠎 0.5

䝻䝅䜰ㄒึ⣭䠝䠏 0.5

䝻䝅䜰ㄒึ⣭䠝䠐 0.5

䝻䝅䜰ㄒึ⣭䠞䠏 0.5

Advanced English Online 1 0.5 䝻䝅䜰ㄒึ⣭䠞䠐 0.5

Advanced English Online 2 0.5 䝻䝅䜰ㄒ中⣭䠟䠍 0.5
Advanced Englis㼔䠄ᾏእ◊ಟ䠅 1 䝻䝅䜰ㄒ中⣭䠟䠎 0.5

➨୕እᅜㄒ䠄䝗䜲䝒ㄒ䠅䠰䠍 0.5

➨୕እᅜㄒ䠄䝗䜲䝒ㄒ䠅䠰䠎 0.5

➨୕እᅜㄒ䠄䝗䜲䝒ㄒ䠅䠰䠏 0.5

➨୕እᅜㄒ䠄䝗䜲䝒ㄒ䠅䠰䠐 0.5

➨୕እᅜㄒ䠄䝣䝷䞁䝇ㄒ䠅䠰䠍 0.5

➨୕እᅜㄒ䠄䝣䝷䞁䝇ㄒ䠅䠰䠎 0.5

➨୕እᅜㄒ䠄䝣䝷䞁䝇ㄒ䠅䠰䠏 0.5

➨୕እᅜㄒ䠄䝣䝷䞁䝇ㄒ䠅䠰䠐 0.5

䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇ᴫㄽ䠝

1

⥲
ྜ
ᩍ
㣴
⛉
┠

5

䜻

䝸
䜰
⛉
┠

እ
ᅜ
ㄒ
⛉
┠

እᅜㄒ➨䊠

2

䝪䝷䞁䝔䜱䜰䛸
♫఍㈉⊩άື

䝪䝷䞁䝔䜱䜰䛸♫఍㈉⊩
άື䠝

1

䝪䝷䞁䝔䜱䜰䛸♫఍㈉⊩
άື䠞

1

⫋ᴗ䛸Ꮫ䜃㻙䜻䝱䝸䜰䝕䝄
䜲䞁䜢⪃䛘䜛䠞

Academic English
Communication B1

Academic English
Communication B2

0.5

䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁
䝇ᴫㄽ

䜾䝻䞊䝞䝹䝏䝱䝺䞁䝆ᐇ
⩦

1ཪ
䛿2

1

1

䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇ᴫㄽ䠞 1

䜾䝻䞊䝞䝹䝏䝱䝺䞁
䝆ᐇ⩦

እᅜㄒ➨䊡

ᆅᇦ㐃ᦠ

Academic English
Communication A1

Academic English
Communication A2

Academic English
Communication 㻮㻝䠄㑅ᢤ
上⣭䜽䝷䝇䠅

Academic English
Communication 㻮㻞䠄㑅ᢤ
上⣭䜽䝷䝇䠅

0.5

0.5

እᅜㄒ➨䊢

Academic English Literacy
B㻞䠄㑅ᢤ上⣭䜽䝷䝇䠅

0.5

Academic English Literacy
B㻝䠄㑅ᢤ上⣭䜽䝷䝇䠅

0.5

እ
ᅜ
ㄒ
⛉
┠

6

⚄
ᡞ
Ꮫ

(7)
䝕
䡘
䝍
䝃
䜲
䜶
䞁
䝇

௻ᴗ♫఍ㄽ

⫋ᴗ䛸Ꮫ䜃

⫋ᴗ䛸Ꮫ䜃㻙䜻䝱䝸䜰䝕䝄
䜲䞁䜢⪃䛘䜛䠝

⚄ᡞ኱Ꮫ史

0.5

0.5

0.5

♫఍ᇶ♏Ꮫ䠄䜾䝻䞊
䝞䝹人ᮦ䛻୙ྍḞ
䛺ᩍ㣴䠅

♫఍ᇶ♏Ꮫ䠄䜾䝻䞊䝞䝹
人ᮦ䛻୙ྍḞ䛺ᩍ㣴䠅

㸫 �� 㸫



௻ᴗ♫఍ㄽ䠝 1 䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠝䠍 0.5

௻ᴗ♫఍ㄽ䠞 1 䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠝䠎 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠞䠍 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠞䠎 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠝䠏 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠝䠐 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠞䠏 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠞䠐 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠯䠝䠏 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠯䠝䠐 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠯䠞䠏 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠯䠞䠐 0.5

䝗䜲䝒ㄒ中⣭䠟䠍 0.5

䝗䜲䝒ㄒ中⣭䠟䠎 0.5

⚄ᡞ኱Ꮫ史䠝 1 䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠝䠍 0.5

⚄ᡞ኱Ꮫ史䠞 1 䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠝䠎 0.5

㜰⚄䞉ῐ㊰኱
㟈⅏

㜰⚄・ῐ㊰኱㟈災と㒔ᕷのᏳ඲ 1 䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠞䠍 0.5

䜂䜗䛖䛤⚄ᡞᏛ 1 䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠞䠎 0.5

ᆅᇦ♫఍ᙧᡂᇶ♏ㄽ 1 䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠝䠏 0.5

᪥本㓇Ꮫධ㛛 1 䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠝䠐 0.5

ᾏ䜈䛾ㄏ䛔 ᾏ䜈䛾ㄏ䛔 2 䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠞䠏 0.5
℩ᡞ内ᾏᏛධ㛛 ℩ᡞ内ᾏᏛධ㛛 2 䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠞䠐 0.5

䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠯䠝䠏 0.5

䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠯䠝䠐 0.5

䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠯䠞䠏 0.5

䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠯䠞䠐 0.5
ࢧࢱ࣮ࢹ
イ࢚ンス
ᇶ♏₇⩦

⩦イ࢚ンスᇶ♏₇ࢧࢱ࣮ࢹ 1 䝣䝷䞁䝇ㄒ中⣭䠟䠍 0.5

䝣䝷䞁䝇ㄒ中⣭䠟䠎 0.5

中ᅜㄒึ⣭䠝䠍 0.5

中ᅜㄒึ⣭䠝䠎 0.5

中ᅜㄒึ⣭䠞䠍 0.5

中ᅜㄒึ⣭䠞䠎 0.5

中ᅜㄒึ⣭䠝䠏 0.5

中ᅜㄒึ⣭䠝䠐 0.5

中ᅜㄒึ⣭䠞䠏 0.5

中ᅜㄒึ⣭䠞䠐 0.5

中ᅜㄒึ⣭䠯䠝䠏 0.5

中ᅜㄒึ⣭䠯䠝䠐 0.5

中ᅜㄒึ⣭䠯䠞䠏 0.5

中ᅜㄒึ⣭䠯䠞䠐 0.5

中ᅜㄒ中⣭䠟䠍 0.5
Academic English Literacy A1 0.5 中ᅜㄒ中⣭䠟䠎 0.5
Academic English Literacy A2 0.5 䝻䝅䜰ㄒึ⣭䠝䠍 0.5
Academic English Literacy B1 0.5 䝻䝅䜰ㄒึ⣭䠝䠎 0.5
Academic English Literacy B2 0.5 䝻䝅䜰ㄒึ⣭䠞䠍 0.5

䝻䝅䜰ㄒึ⣭䠞䠎 0.5

䝻䝅䜰ㄒึ⣭䠝䠏 0.5

䝻䝅䜰ㄒึ⣭䠝䠐 0.5

䝻䝅䜰ㄒึ⣭䠞䠏 0.5

Advanced English Online 1 0.5 䝻䝅䜰ㄒึ⣭䠞䠐 0.5

Advanced English Online 2 0.5 䝻䝅䜰ㄒ中⣭䠟䠍 0.5
Advanced Englis㼔䠄ᾏእ◊ಟ䠅 1 䝻䝅䜰ㄒ中⣭䠟䠎 0.5

➨୕እᅜㄒ䠄䝗䜲䝒ㄒ䠅䠰䠍 0.5

➨୕እᅜㄒ䠄䝗䜲䝒ㄒ䠅䠰䠎 0.5

➨୕እᅜㄒ䠄䝗䜲䝒ㄒ䠅䠰䠏 0.5

➨୕እᅜㄒ䠄䝗䜲䝒ㄒ䠅䠰䠐 0.5

➨୕እᅜㄒ䠄䝣䝷䞁䝇ㄒ䠅䠰䠍 0.5

➨୕እᅜㄒ䠄䝣䝷䞁䝇ㄒ䠅䠰䠎 0.5

➨୕እᅜㄒ䠄䝣䝷䞁䝇ㄒ䠅䠰䠏 0.5

➨୕እᅜㄒ䠄䝣䝷䞁䝇ㄒ䠅䠰䠐 0.5

䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇ᴫㄽ䠝

1

⥲
ྜ
ᩍ
㣴
⛉
┠

5

䜻

䝸
䜰
⛉
┠

እ
ᅜ
ㄒ
⛉
┠

እᅜㄒ➨䊠

2

䝪䝷䞁䝔䜱䜰䛸
♫఍㈉⊩άື

䝪䝷䞁䝔䜱䜰䛸♫఍㈉⊩
άື䠝

1

䝪䝷䞁䝔䜱䜰䛸♫఍㈉⊩
άື䠞

1

⫋ᴗ䛸Ꮫ䜃㻙䜻䝱䝸䜰䝕䝄
䜲䞁䜢⪃䛘䜛䠞

Academic English
Communication B1

Academic English
Communication B2

0.5

䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁
䝇ᴫㄽ

䜾䝻䞊䝞䝹䝏䝱䝺䞁䝆ᐇ
⩦

1ཪ
䛿2

1

1

䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇ᴫㄽ䠞 1

䜾䝻䞊䝞䝹䝏䝱䝺䞁
䝆ᐇ⩦

እᅜㄒ➨䊡

ᆅᇦ㐃ᦠ

Academic English
Communication A1

Academic English
Communication A2

Academic English
Communication 㻮㻝䠄㑅ᢤ
上⣭䜽䝷䝇䠅

Academic English
Communication 㻮㻞䠄㑅ᢤ
上⣭䜽䝷䝇䠅

0.5

0.5

እᅜㄒ➨䊢

Academic English Literacy
B㻞䠄㑅ᢤ上⣭䜽䝷䝇䠅

0.5

Academic English Literacy
B㻝䠄㑅ᢤ上⣭䜽䝷䝇䠅

0.5

እ
ᅜ
ㄒ
⛉
┠

6

⚄
ᡞ
Ꮫ

(7)
䝕
䡘
䝍
䝃
䜲
䜶
䞁
䝇

௻ᴗ♫఍ㄽ

⫋ᴗ䛸Ꮫ䜃

⫋ᴗ䛸Ꮫ䜃㻙䜻䝱䝸䜰䝕䝄
䜲䞁䜢⪃䛘䜛䠝

⚄ᡞ኱Ꮫ史

0.5

0.5

0.5

♫఍ᇶ♏Ꮫ䠄䜾䝻䞊
䝞䝹人ᮦ䛻୙ྍḞ
䛺ᩍ㣴䠅

♫఍ᇶ♏Ꮫ䠄䜾䝻䞊䝞䝹
人ᮦ䛻୙ྍḞ䛺ᩍ㣴䠅

᝟ሗᇶ♏ 1 ⏕≀Ꮫᴫㄽ䠟䠎 1

᝟ሗ⛉Ꮫ䠍 1 ⏕≀Ꮫᴫㄽ䠠䠍 1

᝟ሗ⛉Ꮫ䠎 1 ⏕≀Ꮫᴫㄽ䠠䠎 1

೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫㅮ⩏䠝 1 ⏕≀Ꮫྛㄽ䠝䠍 1

೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫㅮ⩏䠞 1 ⏕≀Ꮫྛㄽ䠝䠎 1

೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫᐇ⩦ᇶ♏ 1 ⏕≀Ꮫྛㄽ䠞䠍 1

೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫᐇ⩦䠍 0.5 ⏕≀Ꮫྛㄽ䠞䠎 1

೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫᐇ⩦䠎 0.5 ⏕≀Ꮫྛㄽ䠟䠍 1

ᚰ䛸⾜ື 2 ⏕≀Ꮫྛㄽ䠟䠎 1

⥺ᙧ௦ᩘධ㛛䠍 1 ⏕≀Ꮫྛㄽ䠠䠍 1

⥺ᙧ௦ᩘධ㛛䠎 1 ⏕≀Ꮫྛㄽ䠠䠎 1

⥺ᙧ௦ᩘ䠍 1 ⏕≀Ꮫྛㄽ䠡䠍 1

⥺ᙧ௦ᩘ䠎 1 ⏕≀Ꮫྛㄽ䠡䠎 1

⥺ᙧ௦ᩘ䠏 1 ⏕≀Ꮫᐇ㦂䠍 1

⥺ᙧ௦ᩘ䠐 1 ⏕≀Ꮫᐇ㦂䠎 1

ᚤศ✚ศධ㛛䠍 1 ᇶ♏ᆅᏛ䠍 1

ᚤศ✚ศධ㛛䠎 1 ᇶ♏ᆅᏛ䠎 1

1䠍ἲ᠇ᅜ本᪥1䠍ศ✚ศᚤ

1䠎ἲ᠇ᅜ本᪥1䠎ศ✚ศᚤ

䊠┠⛉ྜ⥲1䠏ศ✚ศᚤ 䛭䛾㒔ᗘᐃ䜑䜛䚹

ᚤศ✚ศ䠐 1 ⥲ྜ⛉┠䊡 䛭䛾㒔ᗘᐃ䜑䜛䚹

ᩘ理⤫ィ䠍 1

ᩘ理⤫ィ䠎 1

≀理Ꮫධ㛛 1

ຊᏛᇶ♏䠍 1

ຊᏛᇶ♏䠎 1

㟁☢ẼᏛᇶ♏䠍 1

㟁☢ẼᏛᇶ♏䠎 1

㐃⥆యຊᏛᇶ♏ 1

⇕ຊᏛᇶ♏ 1

㔞子ຊᏛᇶ♏ 1

┦ᑐㄽᇶ♏ 1

≀理Ꮫᐇ㦂ᇶ♏ 1

≀理Ꮫᐇ㦂 2

ᇶ♏↓ᶵ໬Ꮫ䠍 1

ᇶ♏↓ᶵ໬Ꮫ䠎 1

ᇶ♏≀理໬Ꮫ䠍 1

ᇶ♏≀理໬Ꮫ䠎 1

ᇶ♏有ᶵ໬Ꮫ䠍 1

ᇶ♏有ᶵ໬Ꮫ䠎 1

໬Ꮫᐇ㦂䠍 1

໬Ꮫᐇ㦂䠎 1

⏕≀Ꮫᴫㄽ䠝䠍 1

⏕≀Ꮫᴫㄽ䠝䠎 1

⏕≀Ꮫᴫㄽ䠞䠍 1

⏕≀Ꮫᴫㄽ䠞䠎 1

⏕≀Ꮫᴫㄽ䠟䠍 1

ඹ㏻ᑓ㛛ᇶ♏⛉┠

䛭䛾௚ᚲせ䛸ㄆ䜑䜛
⛉┠

ඹ㏻ᑓ㛛ᇶ♏⛉┠

㈨᱁චチ䛾䛯䜑䛾⛉┠

೺康䞉䝇䝫䠉䝒⛉Ꮫ

᝟ ሗ ⛉ ┠

㸫 �9 㸫



(3)　神戸大学日本語等授業科目履修規則

（平成16年４月１日制定）

　（趣　　旨）
第 １ 条　この規則は，神戸大学教学規則（平成16年４月１日制定。）第28条第２項の規
定に基づき，日本語及び日本事情に関する科目（以下「日本語等授業科目」という。）
の履修方法，試験等に関し必要な事項を定めるものとする。

　（日本語等授業科目及び単位数）
第 ２ 条　日本語等授業科目及び単位数は，別表のとおりとする。
　（履修手続）
第 ３ 条　学生は，毎学期指定の期日までに，履修しようとする日本語等授業科目を所属
学部長に届け出なければならない。

　（試　　験）
第 ４ 条　試験は，授業が終了した学期末又はクォーター末に行う。ただし，必要がある
場合は，学期末及びクォーター末以外の時期に行うことがある。

２　前項の規定にかかわらず，平常の成績をもって試験に代えることがある。
３　不合格となった日本語等授業科目については，再試験を行わない。ただし，別に定め
る条件を満たす場合は，この限りでない。

４　試験に欠席したものに対しては，追試験を行わない。ただし，国際連携推進機構国際
教育総合センター留学生教育部門において特別の理由があると認めた場合は，この限り
でない。

　（単位の取扱）
第 ５ 条　日本語等授業科目の単位の取扱については，各学部規則の定めるところによる。
　（雑　　則）
第 ６ 条　この規則に定めるもののほか，この規則の実施に関し必要な事項は，国際連携
推進機構国際教育総合センター留学生教育部門長が定める。

１　この規則は，平成28年４月１日から施行する。
２　この規則施行の際現に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成 28 年４月１日
以後において在学者の属する年次に編入学，転入学又は再入学する者については，改正
後の別表の規定にかかわらず，なお従前の例による。

　　　　別表（第2条関係）
授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位
日本語ⅠA 0.5 日本語ⅢB 0.5 日本語ⅥA 0.5 日本語ⅧB 0.5
日本語ⅠB 0.5 日本語ⅣA 0.5 日本語ⅥB 0.5 日本事情ⅠA 0.5
日本語ⅡA 0.5 日本語ⅣB 0.5 日本語ⅦA 0.5 日本事情ⅠB 0.5
日本語ⅡB 0.5 日本語ⅤA 0.5 日本語ⅦB 0.5 日本事情ⅡA 0.5
日本語ⅢA 0.5 日本語ⅤB 0.5 日本語ⅧA 0.5 日本事情ⅡB 0.5

－ �� －

(3)　神戸大学日本語等授業科目履修規則

（平成16年４月１日制定）

　（趣　　旨）
第 １ 条　この規則は，神戸大学教学規則（平成16年４月１日制定。）第28条第２項の規
定に基づき，日本語及び日本事情に関する科目（以下「日本語等授業科目」という。）
の履修方法，試験等に関し必要な事項を定めるものとする。

　（日本語等授業科目及び単位数）
第 ２ 条　日本語等授業科目及び単位数は，別表のとおりとする。
　（履修手続）
第 ３ 条　学生は，毎学期指定の期日までに，履修しようとする日本語等授業科目を所属
学部長に届け出なければならない。

　（試　　験）
第 ４ 条　試験は，授業が終了した学期末又はクォーター末に行う。ただし，必要がある
場合は，学期末及びクォーター末以外の時期に行うことがある。

２　前項の規定にかかわらず，平常の成績をもって試験に代えることがある。
３　不合格となった日本語等授業科目については，再試験を行わない。ただし，別に定め
る条件を満たす場合は，この限りでない。

４　試験に欠席したものに対しては，追試験を行わない。ただし，国際連携推進機構国際
教育総合センター留学生教育部門において特別の理由があると認めた場合は，この限り
でない。

　（単位の取扱）
第 ５ 条　日本語等授業科目の単位の取扱については，各学部規則の定めるところによる。
　（雑　　則）
第 ６ 条　この規則に定めるもののほか，この規則の実施に関し必要な事項は，国際連携
推進機構国際教育総合センター留学生教育部門長が定める。
１　この規則は，平成28年４月１日から施行する。
２　この規則施行の際現に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成 28 年４月１日
以後において在学者の属する年次に編入学，転入学又は再入学する者については，改正
後の別表の規定にかかわらず，なお従前の例による。

　　　　別表（第2条関係）
授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位
日本語ⅠA 0.5 日本語ⅢB 0.5 日本語ⅥA 0.5 日本語ⅧB 0.5
日本語ⅠB 0.5 日本語ⅣA 0.5 日本語ⅥB 0.5 日本事情ⅠA 0.5
日本語ⅡA 0.5 日本語ⅣB 0.5 日本語ⅦA 0.5 日本事情ⅠB 0.5
日本語ⅡB 0.5 日本語ⅤA 0.5 日本語ⅦB 0.5 日本事情ⅡA 0.5
日本語ⅢA 0.5 日本語ⅤB 0.5 日本語ⅧA 0.5 日本事情ⅡB 0.5

－ �� －－ �3 －

附　則

－ �� －－ �� －

４　試験に欠席したものに対しては，追試験を行わない。ただし，大学教育推進機構グロ
ーバル教育センター留学生教育部門において特別の理由があると認めた場合は，この限
りでない。

第 6 条　この規則に定めるもののほか，この規則の実施に関し必要な事項は，グローバ
ル教育センター留学生教育部門長が定める。

㝃๎ࠉ

　この規則は，令和 4年 4月 1日から施行する。

㸫 �0 㸫



(3)　神戸大学日本語等授業科目履修規則

（平成16年４月１日制定）

　（趣　　旨）
第 １ 条　この規則は，神戸大学教学規則（平成16年４月１日制定。）第28条第２項の規
定に基づき，日本語及び日本事情に関する科目（以下「日本語等授業科目」という。）
の履修方法，試験等に関し必要な事項を定めるものとする。
　（日本語等授業科目及び単位数）
第 ２ 条　日本語等授業科目及び単位数は，別表のとおりとする。
　（履修手続）
第 ３ 条　学生は，毎学期指定の期日までに，履修しようとする日本語等授業科目を所属
学部長に届け出なければならない。
　（試　　験）
第 ４ 条　試験は，授業が終了した学期末又はクォーター末に行う。ただし，必要がある
場合は，学期末及びクォーター末以外の時期に行うことがある。
２　前項の規定にかかわらず，平常の成績をもって試験に代えることがある。
３　不合格となった日本語等授業科目については，再試験を行わない。ただし，別に定め
る条件を満たす場合は，この限りでない。
４　試験に欠席したものに対しては，追試験を行わない。ただし，国際連携推進機構国際
教育総合センター留学生教育部門において特別の理由があると認めた場合は，この限り
でない。
　（単位の取扱）
第 ５ 条　日本語等授業科目の単位の取扱については，各学部規則の定めるところによる。
　（雑　　則）
第 ６ 条　この規則に定めるもののほか，この規則の実施に関し必要な事項は，国際連携
推進機構国際教育総合センター留学生教育部門長が定める。
１　この規則は，平成28年４月１日から施行する。
２　この規則施行の際現に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成 28 年４月１日
以後において在学者の属する年次に編入学，転入学又は再入学する者については，改正
後の別表の規定にかかわらず，なお従前の例による。

　　　　別表（第2条関係）
授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位
日本語ⅠA 0.5 日本語ⅢB 0.5 日本語ⅥA 0.5 日本語ⅧB 0.5
日本語ⅠB 0.5 日本語ⅣA 0.5 日本語ⅥB 0.5 日本事情ⅠA 0.5
日本語ⅡA 0.5 日本語ⅣB 0.5 日本語ⅦA 0.5 日本事情ⅠB 0.5
日本語ⅡB 0.5 日本語ⅤA 0.5 日本語ⅦB 0.5 日本事情ⅡA 0.5
日本語ⅢA 0.5 日本語ⅤB 0.5 日本語ⅧA 0.5 日本事情ⅡB 0.5

－ �� －

(3)　神戸大学日本語等授業科目履修規則

（平成16年４月１日制定）

　（趣　　旨）
第 １ 条　この規則は，神戸大学教学規則（平成16年４月１日制定。）第28条第２項の規
定に基づき，日本語及び日本事情に関する科目（以下「日本語等授業科目」という。）
の履修方法，試験等に関し必要な事項を定めるものとする。
　（日本語等授業科目及び単位数）
第 ２ 条　日本語等授業科目及び単位数は，別表のとおりとする。
　（履修手続）
第 ３ 条　学生は，毎学期指定の期日までに，履修しようとする日本語等授業科目を所属
学部長に届け出なければならない。
　（試　　験）
第 ４ 条　試験は，授業が終了した学期末又はクォーター末に行う。ただし，必要がある
場合は，学期末及びクォーター末以外の時期に行うことがある。
２　前項の規定にかかわらず，平常の成績をもって試験に代えることがある。
３　不合格となった日本語等授業科目については，再試験を行わない。ただし，別に定め
る条件を満たす場合は，この限りでない。
４　試験に欠席したものに対しては，追試験を行わない。ただし，国際連携推進機構国際
教育総合センター留学生教育部門において特別の理由があると認めた場合は，この限り
でない。
　（単位の取扱）
第 ５ 条　日本語等授業科目の単位の取扱については，各学部規則の定めるところによる。
　（雑　　則）
第 ６ 条　この規則に定めるもののほか，この規則の実施に関し必要な事項は，国際連携
推進機構国際教育総合センター留学生教育部門長が定める。
１　この規則は，平成28年４月１日から施行する。
２　この規則施行の際現に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成 28 年４月１日
以後において在学者の属する年次に編入学，転入学又は再入学する者については，改正
後の別表の規定にかかわらず，なお従前の例による。

　　　　別表（第2条関係）
授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位
日本語ⅠA 0.5 日本語ⅢB 0.5 日本語ⅥA 0.5 日本語ⅧB 0.5
日本語ⅠB 0.5 日本語ⅣA 0.5 日本語ⅥB 0.5 日本事情ⅠA 0.5
日本語ⅡA 0.5 日本語ⅣB 0.5 日本語ⅦA 0.5 日本事情ⅠB 0.5
日本語ⅡB 0.5 日本語ⅤA 0.5 日本語ⅦB 0.5 日本事情ⅡA 0.5
日本語ⅢA 0.5 日本語ⅤB 0.5 日本語ⅧA 0.5 日本事情ⅡB 0.5

－ �� －－ �3 －

附　則

－ �� －－ �� －

４　試験に欠席したものに対しては，追試験を行わない。ただし，大学教育推進機構グロ
ーバル教育センター留学生教育部門において特別の理由があると認めた場合は，この限
りでない。

第 6 条　この規則に定めるもののほか，この規則の実施に関し必要な事項は，グローバ
ル教育センター留学生教育部門長が定める。

㝃๎ࠉ

　この規則は，令和 4年 4月 1日から施行する。

(4)　全学授業科目の再試験制度に関する内規

（平成16年４月１日制定）
最終改正　平成24年12月27日

第 １ 条　神戸大学全学共通授業科目履修規則（平成16年４月１日制定）第７条第３項の
規定に基づき，再受験資格制度に関する事項について定める。

第 ２ 条　再試験制度とは，共通専門基礎科目の定期試験（医学部及び海事科学部の学生
にあっては，外国語科目の試験を含む。）を受験した者のうち，次条の条件を満たす場
合に限り，同一科目の再試験を受験できる制度をいう。

第 ３ 条　再試験の受験資格は，次の各号の条件をすべて満たしていなければならない。
　(1)　受験した科目の成績が，50点（５割）以上であること。
　(2)　科目への出席日数が，所定の３分の２以上であること。
　(3)　再試験実施時に休学していないこと。
第 ４ 条　再試験の実施時期及び実施方法は，次のとおりとする。
　(1)　再試験は，当該授業科目が開講された学期中に実施する。
　(2)　再試験該当者の発表は，原則として当該定期試験終了後の２週間以内に掲示等に

より発表する。
　(3)　再試験は，当該授業科目の開講曜日・時限にかかわらず，別に行うことがある。
　(4)　試験時間は，45分，60分又は90分とする。
　(5)　再試験の問題作成及び採点は，原則として授業担当教員が行う。
　(6)　再試験の監督は，当該授業科目を担当する教育部会の教員が行う。
第 ５ 条　再試験で合格した場合の成績評価は60点とする。
　　　附　則
　この内規は，平成28年４月１日から施行する。

－ �� －

(5)　追試験に関する内規

（平成 16 年４月１日制定）
最終改正　平成 28 年１月 28 日

第 １  条　神戸大学全学共通授業科目履修規則（平成 16 年４月１日制定）第７条第４項
の規定に基づき，追試験に関する事項について定める。
第 ２  条　追試験は原則として行わないが，次の各号の一に該当する場合は，大学教育推
進機構国際教養教育委員会の議を経て行うことがある。
　(1)　急性の病気
　(2)　忌引（配偶者，二親等内の親族）
　(3)　不慮の事故（自損，他損を問わない。）
　(4)　公共交通機関の運休又は大幅な遅延
　(5)  　大学の授業科目として行われる実習（教育実習，介護体験，学外での調査・見学等）
　(6)  　その他やむを得ない事由
２  　前項第２号の忌引の期間は，次の各号に掲げる親族に応じ，当該各号に定める期間
とする。

　(1)　配偶者又は父母　　７日以内
　(2)　子　　　　　　　　５日以内
　(3)　配偶者の父母　　　３日以内
　(4)　二親等の親族　　　３日以内
第 ３  条　追試験受験の願い出は，事由を明記した追試験受験願（所定の用紙）に診断書
又は証明書等を添付して国際教養教育院長に提出するものとする。
第 ４ 条　追試験受験願の提出期限は当該定期期末試験終了後１週間以内とする。
第 ５ 条　追試験の実施時期は原則として，許可後１週間以内とする。
第 ６ 条　定期試験期間以外に実施される試験についても取扱いを同じとする。
第 ７ 条　休学及び欠席届の期間中に実施された試験科目については，追試験を行わない。
　　　附　則
　この内規は，平成 28 年４月１日から施行する。

－ �� －－ �� －－ �� －

（４）　

－ �� －

 （平成 16 年４月１日制定） 
最終改正　令和４年１月 27 日

　進機構教養教育委員会の議を経て行うことがある。

　又は証明書等を添付して教養教育院長に提出するものとする。

　この内規は，令和 4年 4月 1日から施行する。

㸫 �1 㸫



－ �� －

（５）　神戸大学大学教育推進機構教養教育院における成績評価基準に関
する内規

 （平成 16 年４月１日制定） 
最終改正　令和４年１月 27 日

（趣　　旨）
第 １ 条 この内規は，神戸大学全学共通授業科目履修規則（平成16年４月１日制定）第９
条及び神戸大学共通細則第４条の規定に基づき，神戸大学大学教育推進機構教養教育院
（以下「教養教育院」という。）における成績評価基準について必要な事項を定める。
（成績評価の方法）
第 ２ 条 各授業科目の成績評価は，当該授業科目の目的及び学修目標に基づき，定期試験
の結果，学生の授業への参加状況，課題への対応状況，レポート等の提出状況等，学生
の授業への取組状況と成果を用いて，総合的に行うものとする。
（成績評価の方法及び学修目標の公表）
第 ３ 条 各授業科目の成績評価の方法及び学修目標については，別に定める成績評価方針
に基づき，当該授業担当教員が定め，教養教育院のシラバスに掲載し，公表するものと
する。
（成績及び評価基準）
第 ４ 条 授業科目の成績は，100点を満点として以下の区分により評価し，秀，優，良，
及び可を合格，不可を不合格とする。なお，特別の理由により評点による成績評価を行
わない一部の科目については，合・否により成績評価を行う。
評語名
（和文）

評語名
（英文） 評　点 評価基準

秀 Ｓ 90 点以上 学修の目標を達成し，特に優れた成績
を収めている。

優 Ａ 80 点以上 90 点未満 学修の目標を達成し，優れた成績を収
めている。

良 Ｂ 70 点以上 80 点未満 学修の目標を達成し，良好な成績を収
めている。

可 Ｃ 60 点以上 70 点未満 学修の目標を達成している。
不可 Ｆ 60 点未満 学修の目標を達成していない。

ただし，再試験により合格した場合の成績は，可（Ｃ）60点とする。

　　　附　則
この内規は，令和４年４月１日から施行する。
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（５）　神戸大学大学教育推進機構教養教育院における成績評価基準に関
する内規

 （平成 16 年４月１日制定） 
最終改正　令和４年１月 27 日

（趣　　旨）
第 １ 条 この内規は，神戸大学全学共通授業科目履修規則（平成16年４月１日制定）第９
条及び神戸大学共通細則第４条の規定に基づき，神戸大学大学教育推進機構教養教育院
（以下「教養教育院」という。）における成績評価基準について必要な事項を定める。
（成績評価の方法）
第 ２ 条 各授業科目の成績評価は，当該授業科目の目的及び学修目標に基づき，定期試験
の結果，学生の授業への参加状況，課題への対応状況，レポート等の提出状況等，学生
の授業への取組状況と成果を用いて，総合的に行うものとする。
（成績評価の方法及び学修目標の公表）
第 ３ 条 各授業科目の成績評価の方法及び学修目標については，別に定める成績評価方針
に基づき，当該授業担当教員が定め，教養教育院のシラバスに掲載し，公表するものと
する。
（成績及び評価基準）
第 ４ 条 授業科目の成績は，100点を満点として以下の区分により評価し，秀，優，良，
及び可を合格，不可を不合格とする。なお，特別の理由により評点による成績評価を行
わない一部の科目については，合・否により成績評価を行う。
評語名
（和文）

評語名
（英文） 評　点 評価基準

秀 Ｓ 90 点以上 学修の目標を達成し，特に優れた成績
を収めている。

優 Ａ 80 点以上 90 点未満 学修の目標を達成し，優れた成績を収
めている。

良 Ｂ 70 点以上 80 点未満 学修の目標を達成し，良好な成績を収
めている。

可 Ｃ 60 点以上 70 点未満 学修の目標を達成している。
不可 Ｆ 60 点未満 学修の目標を達成していない。

ただし，再試験により合格した場合の成績は，可（Ｃ）60点とする。

　　　附　則
この内規は，令和４年４月１日から施行する。
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（６）　交通機関の運休，気象警報の発表，避難指示・緊急安全確保の発令
時における授業，定期試験の休講措置について

平成 28 年１月 27 日 全学教務委員会 決定
最終改正　令和４年３月 23 日

交通機関の運休，気象警報の発表，避難勧告・避難指示（緊急）・災害発生情報の発令時
の対応については，下記のとおり取り扱うものとする。

記
１．交通機関の運休の場合
＜ 1＞六甲台地区において開講する授業
次の（1）又は（2）のいずれかに該当する場合，当日のその後に開始する授業（定期

試験を含む）を休講とする。
（1）　JR 西日本（神戸線（大阪駅～姫路駅）），阪急電鉄（神戸本線（大阪梅田駅～神戸
三宮駅））及び阪神電気鉄道（阪神本線（大阪梅田駅～元町駅））のうち 2線が同時に
運休した場合

（2）　神戸市バス 16 系統及び 36 系統が同時に運休した場合
　ただし，次の場合は授業を実施する。
①　午前６時までに，交通機関が運行した場合は，１時限目の授業から実施する。
②　午前 10 時までに，交通機関が運行した場合は，午後１時以降に開始する授業から
実施する。
③ 　午後２時までに，交通機関が運行した場合は，午後５時以降に開始する授業から
実施する。

＜２＞楠地区において開講する授業
次の（1）又は（2）のいずれかに該当する場合，当日のその後に開始する授業（定期

試験を含む）を休講とする。
（1）　JR 西日本（神戸線（大阪駅～姫路駅）），阪急電鉄（神戸本線（大阪梅田駅～神戸
三宮駅）），阪神電気鉄道（阪神本線（大阪梅田駅～元町駅））が全て同時に運休した場
合

（2）　JR 西日本（神戸線（大阪駅～姫路駅）），神戸市営地下鉄（西神・山手線（谷上駅
～西神中央駅））が同時に運休した場合

　ただし，次の場合は授業を実施する。
①　午前 6時までに，交通機関が運行した場合は，1時限目の授業から実施する。
②　午前 10 時までに，交通機関が運行した場合は，午後 1時以降に開始する授業から
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実施する。
③　午後 2時までに，交通機関が運行した場合は，午後 5時以降に開始する授業から
実施する。

＜３＞名谷地区において開講する授業
次の（1） 又は（2）のいずれかに該当する場合，当日のその後に開始する授業（定期試
験を含む）を休講とする。

（1）　JR 西日本（神戸線（大阪駅～姫路駅）），阪急電鉄（神戸本線（大阪梅田駅～神戸
三宮駅））及び阪神電気鉄道（阪神本線（大阪梅田駅～元町駅））が全て同時に運休し
た場合

（2）　神戸市営地下鉄（西神・山手線（谷上駅～西神中央駅））が運休した場合
　ただし，次の場合は授業を実施する。
①　午前 6時までに，交通機関が運行した場合は，1時限目の授業から実施する。
②　午前 10 時までに，交通機関が運行した場合は，午後 1時以降に開始する授業から
実施する。
③　午後２時までに，交通機関が運行した場合は，午後５時以降に開始する授業から
実施する。

＜４＞深江地区において開講する授業
JR西日本（神戸線（大阪駅～姫路駅）），阪急電鉄（神戸本線（大阪梅田駅～神戸三宮駅）），

阪神電気鉄道（阪神本線（大阪梅田駅～元町駅））が全て同時に運休した場合，当日のそ
の後に開始する授業（定期試験を含む）を休講とする。
ただし，次の場合は授業を実施する。

（1）　午前 6時までに，交通機関が運行した場合は，1時限目の授業から実施する。
（2）　午前 10 時までに，交通機関が運行した場合は，午後 1時以降に開始する授業から
実施する。

（3）　午後 2時までに，交通機関が運行した場合は，午後 5時以降に開始する授業から 
実施する。

２．気象警報の発表の場合
神戸市に警報（ただし暴風，大雪，暴風雪に限る）又は特別警報が発表された場合，
当日のその後に開始する授業（定期試験を含む）を休講とする。
なお，気象警報が広域に発表された場合は，神戸市が含まれている場合にこの取扱い
を適用する。
ただし，次の場合は授業を実施する。

（1）　午前６時までに，気象警報が解除された場合は，１時限目の授業から実施する。
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実施する。
③　午後 2時までに，交通機関が運行した場合は，午後 5時以降に開始する授業から
実施する。

＜３＞名谷地区において開講する授業
次の（1） 又は（2）のいずれかに該当する場合，当日のその後に開始する授業（定期試
験を含む）を休講とする。
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三宮駅））及び阪神電気鉄道（阪神本線（大阪梅田駅～元町駅））が全て同時に運休し
た場合

（2）　神戸市営地下鉄（西神・山手線（谷上駅～西神中央駅））が運休した場合
　ただし，次の場合は授業を実施する。
①　午前 6時までに，交通機関が運行した場合は，1時限目の授業から実施する。
②　午前 10 時までに，交通機関が運行した場合は，午後 1時以降に開始する授業から
実施する。
③　午後２時までに，交通機関が運行した場合は，午後５時以降に開始する授業から
実施する。

＜４＞深江地区において開講する授業
JR西日本（神戸線（大阪駅～姫路駅）），阪急電鉄（神戸本線（大阪梅田駅～神戸三宮駅）），
阪神電気鉄道（阪神本線（大阪梅田駅～元町駅））が全て同時に運休した場合，当日のそ
の後に開始する授業（定期試験を含む）を休講とする。
ただし，次の場合は授業を実施する。

（1）　午前 6時までに，交通機関が運行した場合は，1時限目の授業から実施する。
（2）　午前 10 時までに，交通機関が運行した場合は，午後 1時以降に開始する授業から
実施する。

（3）　午後 2時までに，交通機関が運行した場合は，午後 5時以降に開始する授業から 
実施する。

２．気象警報の発表の場合
神戸市に警報（ただし暴風，大雪，暴風雪に限る）又は特別警報が発表された場合，
当日のその後に開始する授業（定期試験を含む）を休講とする。
なお，気象警報が広域に発表された場合は，神戸市が含まれている場合にこの取扱い
を適用する。
ただし，次の場合は授業を実施する。

（1）　午前６時までに，気象警報が解除された場合は，１時限目の授業から実施する。
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（2）　午前 10 時までに，気象警報が解除された場合は，午後１時以降に開始する授業か
ら実施する。

（3）　午後２時までに，気象警報が解除された場合は，午後 5時以降に開始する授業から
実施する。

３．避難指示・緊急安全確保の発令の場合
各地区（六甲台地区，楠地区，名谷地区，深江地区）の所在地に市町村等から避難指示・
緊急安全確保が発令された場合，当該地区で当日のその後に開始する全ての授業（定期
試験を含む）を休講とする。ただし，午前 6時までに避難指示・緊急安全確保が解除さ
れた場合は，１時限目の授業から実施する。

４．休講の周知方法
交通機関の運休，気象警報の発表，避難指示・緊急安全確保の発令が事前に予想され
る場合は，学内掲示板，うりぼーネット，各学部及び各研究科のホームページ等により，
あらかじめ周知するものとする。

（注） １．交通機関の運休とは，事故，気象現象，地震，その他の理由により鉄道や道
路が遮断されて交通機関が運行休止になり，通学が困難な場合をいう。
２．気象警報は，「神戸地方気象台が発表する警報」によるものとする。
３．気象警報の発表及び解除，避難指示・緊急安全確保の発令及び解除の確認は，
テレビ・ラジオ・インターネット等の報道による。
４．演習又は研究指導等の少人数の授業については，授業を行うことがある。た
だし，避難指示・緊急安全確保の発令の場合は除く。
５．このほか，必要な事項は各学部又は各研究科において別に定める。
６．この申合せは，対面授業及び一部対面授業の実施にあたって適用するものとす
る。
７．この申合せは，令和４年４月１日から適用する。
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（７）　全学共通授業科目の履修方法に関する申合せ

（平成16年４月１日　制定）
最終改正　令和４年11月24日

　全学共通授業科目に係る授業を円滑，かつ，効果的に実施するため，その履修方法を次
のとおり取り扱う。

１　全学共通授業科目の履修は，自己の所属する学部・学科・クラスなどにより，指定さ
れた曜日・時限（以下「学部指定開講枠」という。）の授業科目を履修するものとする。

２　単位の未修得により，入学年度に配当された年次以降に履修（以下「再履修」という。）
する場合も，原則として，学部指定開講枠の授業科目を再履修するものとする。ただし，
外国語科目必修科目，健康・スポーツ科学実習１及び健康・スポーツ科学実習２を除く。
　　授業科目を再履修する場合において，授業科目の授業の方法・内容等から，次に定め
る授業科目（＊）については，抽選登録を行うこととする。なお，共通専門基礎科目実
験科目については，別紙「受講許可カード交付願」により，所定の受講許可カードの交
付を受け，授業担当教員の承認を得なければならない。
　　＊抽選登録を行う授業科目
（1）　外国語科目（必修科目のみ）
（2）　情報基礎
（3）　数学系の共通専門基礎科目

３　基礎教養科目・総合教養科目において，「学部指定開講枠」以外の授業科目（以下「学
部指定外開講枠」という。）を再履修しなければ修学が困難と認められる場合における再
履修を認める範囲は，別に定めるものとする。

４　基礎教養科目・総合教養科目以外の授業科目において，学部指定外開講枠の授業科目
を再履修しなければ修学が困難と認められる場合は，次に定める範囲において，別紙「（学
部指定外開講枠）履修登録願」に所属学部の許可を受け，指定する日程までに提出後，
授業担当教員の承認が得られた場合に限り，学部指定外開講枠の授業科目を再履修する
ことができるものとする。

　　再履修が可能な学部指定外開講枠の授業科目
（1）　次の共通専門基礎科目（物理学実験，物理学実験基礎，化学実験１，化学実験２，
生物学実験１及び生物学実験２を除く。）

　　数学系，物理学系，化学系の授業科目
（2）　情報科学１，情報科学２
（3）　健康・スポーツ科学（健康・スポーツ科学実習１，２を除く。）

附　則
　この申合せは，令和５年４月１日から施行する。
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(9)　協定に基づき留学する学生の定期試験の取扱いに関する申合せ

（平成16年４月１日制定）
最終改正　平成28年１月28日

１ 　協定に基づき留学（短期海外研修等を含む。）する学生が，全学共通授業科目の定期
試験を受験できない場合には，定期試験の実施日の変更を認めることがある。

２ 　前項に該当する学生で定期試験の実施日の変更を希望する者は，原則として出発日の
属する月の前々月の 10 日までに大学教育推進機構国際教養教育院長に別紙様式により
留学先が協定大学であることを所属学部で確認のうえ，申し出るものとする。なお，特
別な事情により，期日までに申し出ることができない場合は，理由書（様式自由）を添
付し，その旨を申し出るものとする。

３ 　定期試験の実施日の変更は，大学教育推進機構国際教養教育委員会の了承を経て，行う
ものとする。
４　定期試験の実施は，担当教員の指示する方法によるものとする。
　　　附　則
　　この申合せは，平成28年４月１日から施行する。

別紙様式

※協定大学であることの確認をお願いします。

平成　　年　　月　　日

大学教育推進機構国際教養教育院長　殿

学 部 名
学籍番号
氏　　名
電話番号

協定に基づく留学に伴う全学共通授業科目の
定期試験実施日変更願

記
１．留学先 （国名又は機関名） 
２．留学目的
３．留学期間
　　自平成　　年　　月　　日 ～ 至平成　　年　　月　　日
　　（平成　　年　　月　　日出国予定）
４．全学共通授業科目

開講曜日／時限 授 業 科 目 名 担 当 教 員 名
／
／
／
／
／

　このことについて，下記のとおり定期試験の実施日を変更してい
ただきますようお願いします｡ 

所属学部事務担当者
確認印

－ �� －
－ �� －
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学 部 名
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電話番号

協定に基づく留学に伴う全学共通授業科目の
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／
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所属学部事務担当者
確認印

－ �� －
－ �� －

（８）　

－ �� －

 （平成 16 年４月１日制定） 
最終改正　令和４年１月 27 日

３　定期試験の実施日の変更は，大学教育推進機構教養教育委員会の了承を経て，行うも
のとする。

　属する月の前々月の 10 日までに大学教育推進機構教養教育院長に別紙様式により留学
先が協定大学であることを所属学部で確認のうえ，申し出るものとする。なお，特別な
事情により，期日までに申し出ることができない場合は，理由書（様式自由）を添付し，
その旨を申し出るものとする。

　この申合せは，令和４年４月１日から施行する。

大学教育推進機構教養教育院長　殿
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（９）　全学共通授業科目におけるＧＰＡの取扱いについて
（令和５年度入学者から適用）

（平成24年５月31日　運営協議会決定）
適用年月日　　令和５年 4月 1日

１．ＧＰＡ対象科目について
全学共通授業科目は，「情報基礎」，「Advanced English Online 1」，「Advanced 
English Online 2」，「物理学入門」，「総合科目Ⅰ，Ⅱ」及び資格免許取得のために履修す
る「日本国憲法」を除き，全てＧＰＡ対象科目です。
（別表参照）

２．ＧＰＡ計算方法について
全学共通授業科目は，全学の「ＧＰＡの取扱い」に準じて計算を行いますが，以下の
授業科目については取扱いが異なります。

(1)　基礎教養科目・総合教養科目
　基礎教養科目・総合教養科目は，当該学期に履修したすべての授業科目の成績がＧ
ＰＡ計算式に算入されます。
　また，過去に「不可」の成績がある場合は，新たに科目を履修することにより，当
該成績の合格・不合格にかかわらず，1科目につき，同授業科目区分の同単位数の 1科
目の過去の「不可」の成績がＧＰＡ計算式から除外されます。過去の「不可」の授業
科目と新たに履修した授業科目は，同一でなくても構いません。
　なお，過去に「不可」の成績となった一つの授業科目の単位数が 2単位以上の場合は，
新たに同授業科目区分の同単位数分の科目を履修することにより，過去の「不可」の
成績がＧＰＡ計算式から除外されます。

(2)　健康・スポーツ科学（健康・スポーツ科学講義Ａ，Ｂ）
　健康・スポーツ科学講義Ａ，Ｂは，当該学期に履修したすべての授業科目の成績が
ＧＰＡ計算式に算入されます。
  また，過去に「不可」の成績がある場合は，新たに科目を履修することにより，当該
成績の合格・不合格にかかわらず，1科目につき，同授業科目区分の同単位数の 1科目
の過去の「不可」の成績がＧＰＡ計算式から除外されます。過去の「不可」の授業科
目と新たに履修した授業科目は，同一でなくても構いません。
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３．履修取消について
・ やむを得ない事情により，履修取消期間外に手続きが必要な場合は，所属する学部の教務
担当係に申し出てください。所属学部から当該学生の履修取消依頼があれば，履修の
取り消しができます。

・ 集中講義については，講義最終日の前日までとします。（別途，掲示等により指示しま
す。）
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ᩘᏛC 1 䕿 ⏨ዪඹྠཧ⏬䛸䝆䜵䞁䝎䞊䠞 1 䕿

ᩘᏛD 1 䕿

⤫ィᏛ䠝 1 䕿

⤫ィᏛ䠞 1 䕿 ᅜ㝿༠ຊ䛾⌧≧䛸ㄢ㢟䠝 1 䕿

䕿1䠞㢟ㄢ䛸≧⌧䛾ຊ༠㝿ᅜ䕿1䠝Ꮫ理≀

≀理Ꮫ䠞 1 䕿 ᨻ἞䛸♫఍ ᨻ἞䛸♫఍ 1 䕿

໬Ꮫ䠝 1 䕿 ♫఍⏕ά䛸ἲ ♫఍⏕ά䛸ἲ 1 䕿

໬Ꮫ䠞 1 䕿 ᅜ家䛸ἲ ᅜ家䛸ἲ 1 䕿

໬ᏛC 1 䕿 ⌧௦䛾⤒῭䠝 1 䕿

໬ᏛD 1 䕿 ⌧௦䛾⤒῭B 1 䕿

ᝨᫍᏛ䠟 1 䕿 ⤒῭♫఍䛾Ⓨᒎ ⤒῭♫఍䛾Ⓨᒎ 1 䕿

ᝨᫍᏛ䠠 1 䕿

᝟ሗᏛ䠝 1 䕿

᝟ሗᏛ䠞 1 䕿 ⏕≀䛾⎔ቃ㐺ᛂ ⏕≀䛾⎔ቃ㐺ᛂ 1 䕿

イ࢚ンスᇶ♏学ࢧࢱ࣮ࢹ 1 ۑ
ᩍ⫱䛸人㛫ᙧᡂ ᩍ⫱䛸人㛫ᙧᡂ 1 䕿

䕿1䠝康೺䛸㣗䕿1䠝Ꮫᩥ

䕿1䠞康೺䛸㣗䕿1䠞Ꮫᩥ

ゝㄒ⛉Ꮫ䠝 1 䕿 ㈨※䞉ᮦᩱ䛸䜶䝛䝹䜼䞊䠝 1 䕿

ゝㄒ⛉Ꮫ䠞 1 䕿 ㈨※䞉ᮦᩱ䛸䜶䝛䝹䜼䞊䠞 1 䕿

ⱁ⾡䛸ᩥ໬䠝 1 䕿

ⱁ⾡䛸ᩥ໬䠞 1 䕿

᪥本史䠝 1 䕿

᪥本史䠞 1 䕿

東ὒ史䠝 1 䕿

東ὒ史䠞 1 䕿

䕿1䠝ㄽ⩦Ꮫᾭ⏕䠠䠯䠡䕿1䠝史䜰䝆䜰

䕿1䠞ㄽ⩦Ꮫᾭ⏕䠠䠯䠡䕿1䠞史䜰䝆䜰

西ὒ史䠝 1 䕿 䠡䠯䠠䝪䝷䞁䝔䜱䜰ㄽ 䠡䠯䠠䝪䝷䞁䝔䜱䜰ㄽ 1 䕿

西ὒ史䠞 1 䕿

⪃ྂᏛ䠝 1 䕿

⪃ྂᏛ䠞 1 䕿

ⱁ⾡史䠝 1 䕿

ⱁ⾡史䠞 1 䕿

⥲

ྜ

ᩍ

㣴

⛉

┠

䠡䠯䠠ㄽ䠄ᣢ⥆ྍ⬟䛺♫
఍䛵䛟䜚䠎䠅䠞

4

䠡
䠯
䠠

1 䕿

1 䕿

人㛫άື䛸ᆅ⌫⏕ែ⣔ 1 䕿

䕿

䕿
䠡䠯䠠ㄽ䠄ᣢ⥆ྍ⬟䛺♫
఍䛵䛟䜚䠎䠅䠝

1

ᆅ⌫史䛻䛚䛡䜛⏕≀䛾
ኚ㑄

䠡䠯䠠ᇶ♏䠄ᣢ⥆ྍ⬟䛺
♫఍䛵䛟䜚䠍䠅

1

1 䕿

⏕࿨⛉Ꮫ

⏕≀㈨※䛸㎰
ᴗ

䜾䝻䞊䝞䝹䝸䞊䝎䞊䝅䝑
䝥⫱ᡂᇶ♏₇⩦

2 䕿

⌧௦≀理Ꮫ䛜ᥥ䛟ୡ⏺

⏨ዪඹྠཧ⏬
䛸䝆䜵䞁䝎䞊

䜹䝍䝏䛾⮬↛Ꮫ

䜒䛾䛵䛟䜚䛸⛉
Ꮫᢏ⾡

䜾䝻䞊䝞䝹䝸䞊䝎䞊
䝅䝑䝥⫱ᡂᇶ♏₇
⩦

ᇶ

♏

ᩍ

㣴

⛉

┠

⥲
ྜ
ᩍ
㣴
⛉
┠

⮬
↛
⛉
Ꮫ
⣔

1

ከ
ᩥ
໬
理
ゎ

་Ꮫ

ಖ೺Ꮫ

⏕≀Ꮫ

ᝨᫍᏛ

ᩥᏛ

ゝㄒ⛉Ꮫ

ⱁ⾡史

䜰䝆䜰史

西ὒ史

ᆅ⌫史䛻䛚䛡
䜛⏕≀䛾ኚ㑄

㈨※䞉ᮦᩱ䛸䜶
䝛䝹䜼䞊

⎔ቃᏛධ㛛

♫఍䛸人ᶒ

䠡䠯䠠ᇶ♏

2

⮬
↛
⏺
䛾
ᡂ
䜚
❧
䛱

䠡䠯䠠⏕ᾭᏛ⩦ㄽ

᝟ሗ⛉Ꮫ

美⾡史ᤵᴗ⛉┠䛾༊ศ➼ ᤵ䚷䚷ᴗ䚷䚷⛉䚷䚷┠
༢
఩

䠣䠬䠝
ᑐ㇟

ഛ䚷⪃

人
ᩥ
⣔

⤒῭Ꮫ

ᚰ理Ꮫ

ᩍ⫱Ꮫ

ἲᏛ

ᨻ἞Ꮫ

≀理Ꮫ

໬Ꮫ

♫
఍
⛉
Ꮫ
⣔

⏕
࿨
⛉
Ꮫ
⣔

1

ከ
ᩥ
໬
理
ゎ

人㛫άື䛸ᆅ
⌫⏕ែ⣔

ⱁ⾡䛸ᩥ໬

㣗䛸೺康

᪥本史

⪃ྂᏛ

ᩘᏛ

3

䜾
䝻

䝞
䝹
䜲
䝅

䠡䠯䠠ㄽ

東ὒ史

⛉Ꮫ史

⌧௦♫఍ㄽ

⌧௦≀理Ꮫ䛜
ᥥ䛟ୡ⏺

ᅜ㝿༠ຊ䛾⌧
≧䛸ㄢ㢟

⌧௦䛾⤒῭
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௻ᴗ♫఍ㄽ䠝 1 䕿 䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠝䠍 0.5 䕿

௻ᴗ♫఍ㄽ䠞 1 䕿 䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠝䠎 0.5 䕿

䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠞䠍 0.5 䕿

䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠞䠎 0.5 䕿

䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠝䠏 0.5 䕿

䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠝䠐 0.5 䕿

䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠞䠏 0.5 䕿

䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠞䠐 0.5 䕿

䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠯䠝䠏 0.5 䕿

䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠯䠝䠐 0.5 䕿

䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠯䠞䠏 0.5 䕿

䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠯䠞䠐 0.5 䕿

䝗䜲䝒ㄒ中⣭䠟䠍 0.5 䕿

䝗䜲䝒ㄒ中⣭䠟䠎 0.5 䕿

⚄ᡞ኱Ꮫ史䠝 1 䕿 䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠝䠍 0.5 䕿

⚄ᡞ኱Ꮫ史䠞 1 䕿 䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠝䠎 0.5 䕿
㜰⚄䞉ῐ㊰኱
㟈⅏

㜰⚄・ῐ㊰኱㟈災と㒔ᕷのᏳ඲ 1 ۑ 䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠞䠍 0.5 䕿

䕿5.0䠎䠞⣭ึㄒ䝇䞁䝷䝣䕿1Ꮫᡞ⚄䛤䛖䜗䜂

䕿5.0䠏䠝⣭ึㄒ䝇䞁䝷䝣䕿1ㄽ♏ᇶᡂᙧ఍♫ᇦᆅ

䕿5.0䠐䠝⣭ึㄒ䝇䞁䝷䝣䕿1㛛ධᏛ㓇本᪥

ᾏ䜈䛾ㄏ䛔 ᾏ䜈䛾ㄏ䛔 2 䕿 䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠞䠏 0.5 䕿

℩ᡞ内ᾏᏛධ㛛 ℩ᡞ内ᾏᏛධ㛛 2 䕿 䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠞䠐 0.5 䕿

䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠯䠝䠏 0.5 䕿

䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠯䠝䠐 0.5 䕿

䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠯䠞䠏 0.5 䕿

䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠯䠞䠐 0.5 䕿
ࢧࢱ࣮ࢹ
イ࢚ンス
ᇶ♏₇⩦

⩦イ࢚ンスᇶ♏₇ࢧࢱ࣮ࢹ 1 ۑ 䝣䝷䞁䝇ㄒ中⣭䠟䠍 0.5 䕿

䝣䝷䞁䝇ㄒ中⣭䠟䠎 0.5 䕿

中ᅜㄒึ⣭䠝䠍 0.5 䕿

中ᅜㄒึ⣭䠝䠎 0.5 䕿

中ᅜㄒึ⣭䠞䠍 0.5 䕿

中ᅜㄒึ⣭䠞䠎 0.5 䕿

中ᅜㄒึ⣭䠝䠏 0.5 䕿

中ᅜㄒึ⣭䠝䠐 0.5 䕿

中ᅜㄒึ⣭䠞䠏 0.5 䕿

中ᅜㄒึ⣭䠞䠐 0.5 䕿

中ᅜㄒึ⣭䠯䠝䠏 0.5 䕿

中ᅜㄒึ⣭䠯䠝䠐 0.5 䕿

中ᅜㄒึ⣭䠯䠞䠏 0.5 䕿

中ᅜㄒึ⣭䠯䠞䠐 0.5 䕿

中ᅜㄒ中⣭䠟䠍 0.5 䕿

中ᅜㄒ中⣭䠟䠎 0.5 䕿

䝻䝅䜰ㄒึ⣭䠝䠍 0.5 䕿

Academic English Literacy A1 0.5 䕿 䝻䝅䜰ㄒึ⣭䠝䠎 0.5 䕿

Academic English Literacy A2 0.5 䕿 䝻䝅䜰ㄒึ⣭䠞䠍 0.5 䕿

Academic English Literacy B1 0.5 䕿 䝻䝅䜰ㄒึ⣭䠞䠎 0.5 䕿

Academic English Literacy B2 0.5 䕿 䝻䝅䜰ㄒึ⣭䠝䠏 0.5 䕿

䝻䝅䜰ㄒึ⣭䠝䠐 0.5 䕿

䝻䝅䜰ㄒึ⣭䠞䠏 0.5 䕿

䝻䝅䜰ㄒึ⣭䠞䠐 0.5 䕿

䝻䝅䜰ㄒ中⣭䠟䠍 0.5 䕿

Advanced English Online 1 0.5 ᑐ㇟እ ྜྰホ౯ 䝻䝅䜰ㄒ中⣭䠟䠎 0.5 䕿

Advanced English Online 2 0.5 ᑐ㇟እ ྜྰホ౯ ➨୕እᅜㄒ䠄䝗䜲䝒ㄒ䠅䠰䠍 0.5 䕿

Advanced Englis㼔䠄ᾏእ◊ಟ䠅 1 䕿 ➨୕እᅜㄒ䠄䝗䜲䝒ㄒ䠅䠰䠎 0.5 䕿

➨୕እᅜㄒ䠄䝗䜲䝒ㄒ䠅䠰䠏 0.5 䕿

➨୕እᅜㄒ䠄䝗䜲䝒ㄒ䠅䠰䠐 0.5 䕿

➨୕እᅜㄒ䠄䝣䝷䞁䝇ㄒ䠅䠰䠍 0.5 䕿

➨୕እᅜㄒ䠄䝣䝷䞁䝇ㄒ䠅䠰䠎 0.5 䕿

➨୕እᅜㄒ䠄䝣䝷䞁䝇ㄒ䠅䠰䠏 0.5 䕿

➨୕እᅜㄒ䠄䝣䝷䞁䝇ㄒ䠅䠰䠐 0.5 䕿

Academic English Literacy
B㻞䠄㑅ᢤ上⣭䜽䝷䝇䠅

0.5 䕿

䕿

6

⚄
ᡞ
Ꮫ

䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁
䝇ᴫㄽ

1

䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇ᴫㄽ䠞

Academic English
Communication B1

Academic English
Communication 㻮㻝䠄㑅ᢤ
上⣭䜽䝷䝇䠅

䜾䝻䞊䝞䝹䝏䝱䝺䞁䝆ᐇ
⩦

Academic English
Communication 㻮㻞䠄㑅ᢤ
上⣭䜽䝷䝇䠅

䝪䝷䞁䝔䜱䜰䛸♫఍㈉⊩
άື䠝

Academic English
Communication A1

Academic English
Communication A2

䕿

Academic English
Communication B2

0.5 䕿

䕿

0.5 䕿

0.5 䕿

䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇ᴫㄽ䠝

0.5 䕿

䕿

䕿

䕿

0.5

እ
ᅜ
ㄒ
⛉
┠

(7)
䝕
䡘
䝍
䝃
䜲
䜶
䞁
䝇

⥲
ྜ
ᩍ
㣴
⛉
┠

1

♫఍ᇶ♏Ꮫ䠄䜾䝻䞊
䝞䝹人ᮦ䛻୙ྍḞ
䛺ᩍ㣴䠅

䝪䝷䞁䝔䜱䜰䛸
♫఍㈉⊩άື

䜾䝻䞊䝞䝹䝏䝱䝺䞁
䝆ᐇ⩦

⚄ᡞ኱Ꮫ史

1

䝪䝷䞁䝔䜱䜰䛸♫఍㈉⊩
άື䠞

1

እᅜㄒ➨䊠

䠄እᅜㄒ⛉┠䠈೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫ䠈᝟ሗ⛉┠䠈㈨᱁චチ䛾䛯
䜑䛾⛉┠䠈䛭䛾௚ᚲせ䛸ㄆ䜑䜛⛉┠䠅

Academic English Literacy
B㻝䠄㑅ᢤ上⣭䜽䝷䝇䠅

0.5 䕿

ᆅᇦ㐃ᦠ

5

䜻

䝸
䜰
⛉
┠

1ཪ
䛿2

䕿

0.5

⫋ᴗ䛸Ꮫ䜃㻙䜻䝱䝸䜰䝕䝄
䜲䞁䜢⪃䛘䜛䠞

♫఍ᇶ♏Ꮫ䠄䜾䝻䞊䝞䝹
人ᮦ䛻୙ྍḞ䛺ᩍ㣴䠅

2 䕿

䕿

௻ᴗ♫఍ㄽ

⫋ᴗ䛸Ꮫ䜃

1

እᅜㄒ➨䊢

እ
ᅜ
ㄒ
⛉
┠

⫋ᴗ䛸Ꮫ䜃㻙䜻䝱䝸䜰䝕䝄
䜲䞁䜢⪃䛘䜛䠝

1 䕿

እᅜㄒ➨䊡
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௻ᴗ♫఍ㄽ䠝 1 䕿 䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠝䠍 0.5 䕿

௻ᴗ♫఍ㄽ䠞 1 䕿 䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠝䠎 0.5 䕿

䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠞䠍 0.5 䕿

䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠞䠎 0.5 䕿

䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠝䠏 0.5 䕿

䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠝䠐 0.5 䕿

䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠞䠏 0.5 䕿

䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠞䠐 0.5 䕿

䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠯䠝䠏 0.5 䕿

䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠯䠝䠐 0.5 䕿

䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠯䠞䠏 0.5 䕿

䝗䜲䝒ㄒึ⣭䠯䠞䠐 0.5 䕿

䝗䜲䝒ㄒ中⣭䠟䠍 0.5 䕿

䝗䜲䝒ㄒ中⣭䠟䠎 0.5 䕿

⚄ᡞ኱Ꮫ史䠝 1 䕿 䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠝䠍 0.5 䕿

⚄ᡞ኱Ꮫ史䠞 1 䕿 䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠝䠎 0.5 䕿
㜰⚄䞉ῐ㊰኱
㟈⅏

㜰⚄・ῐ㊰኱㟈災と㒔ᕷのᏳ඲ 1 ۑ 䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠞䠍 0.5 䕿

䕿5.0䠎䠞⣭ึㄒ䝇䞁䝷䝣䕿1Ꮫᡞ⚄䛤䛖䜗䜂

䕿5.0䠏䠝⣭ึㄒ䝇䞁䝷䝣䕿1ㄽ♏ᇶᡂᙧ఍♫ᇦᆅ

䕿5.0䠐䠝⣭ึㄒ䝇䞁䝷䝣䕿1㛛ධᏛ㓇本᪥

ᾏ䜈䛾ㄏ䛔 ᾏ䜈䛾ㄏ䛔 2 䕿 䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠞䠏 0.5 䕿

℩ᡞ内ᾏᏛධ㛛 ℩ᡞ内ᾏᏛධ㛛 2 䕿 䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠞䠐 0.5 䕿

䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠯䠝䠏 0.5 䕿

䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠯䠝䠐 0.5 䕿

䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠯䠞䠏 0.5 䕿

䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭䠯䠞䠐 0.5 䕿
ࢧࢱ࣮ࢹ
イ࢚ンス
ᇶ♏₇⩦

⩦イ࢚ンスᇶ♏₇ࢧࢱ࣮ࢹ 1 ۑ 䝣䝷䞁䝇ㄒ中⣭䠟䠍 0.5 䕿

䝣䝷䞁䝇ㄒ中⣭䠟䠎 0.5 䕿

中ᅜㄒึ⣭䠝䠍 0.5 䕿

中ᅜㄒึ⣭䠝䠎 0.5 䕿

中ᅜㄒึ⣭䠞䠍 0.5 䕿

中ᅜㄒึ⣭䠞䠎 0.5 䕿

中ᅜㄒึ⣭䠝䠏 0.5 䕿

中ᅜㄒึ⣭䠝䠐 0.5 䕿

中ᅜㄒึ⣭䠞䠏 0.5 䕿

中ᅜㄒึ⣭䠞䠐 0.5 䕿

中ᅜㄒึ⣭䠯䠝䠏 0.5 䕿

中ᅜㄒึ⣭䠯䠝䠐 0.5 䕿

中ᅜㄒึ⣭䠯䠞䠏 0.5 䕿

中ᅜㄒึ⣭䠯䠞䠐 0.5 䕿

中ᅜㄒ中⣭䠟䠍 0.5 䕿

中ᅜㄒ中⣭䠟䠎 0.5 䕿

䝻䝅䜰ㄒึ⣭䠝䠍 0.5 䕿

Academic English Literacy A1 0.5 䕿 䝻䝅䜰ㄒึ⣭䠝䠎 0.5 䕿

Academic English Literacy A2 0.5 䕿 䝻䝅䜰ㄒึ⣭䠞䠍 0.5 䕿

Academic English Literacy B1 0.5 䕿 䝻䝅䜰ㄒึ⣭䠞䠎 0.5 䕿

Academic English Literacy B2 0.5 䕿 䝻䝅䜰ㄒึ⣭䠝䠏 0.5 䕿

䝻䝅䜰ㄒึ⣭䠝䠐 0.5 䕿

䝻䝅䜰ㄒึ⣭䠞䠏 0.5 䕿

䝻䝅䜰ㄒึ⣭䠞䠐 0.5 䕿

䝻䝅䜰ㄒ中⣭䠟䠍 0.5 䕿

Advanced English Online 1 0.5 ᑐ㇟እ ྜྰホ౯ 䝻䝅䜰ㄒ中⣭䠟䠎 0.5 䕿

Advanced English Online 2 0.5 ᑐ㇟እ ྜྰホ౯ ➨୕እᅜㄒ䠄䝗䜲䝒ㄒ䠅䠰䠍 0.5 䕿

Advanced Englis㼔䠄ᾏእ◊ಟ䠅 1 䕿 ➨୕እᅜㄒ䠄䝗䜲䝒ㄒ䠅䠰䠎 0.5 䕿

➨୕እᅜㄒ䠄䝗䜲䝒ㄒ䠅䠰䠏 0.5 䕿

➨୕እᅜㄒ䠄䝗䜲䝒ㄒ䠅䠰䠐 0.5 䕿

➨୕እᅜㄒ䠄䝣䝷䞁䝇ㄒ䠅䠰䠍 0.5 䕿

➨୕እᅜㄒ䠄䝣䝷䞁䝇ㄒ䠅䠰䠎 0.5 䕿

➨୕እᅜㄒ䠄䝣䝷䞁䝇ㄒ䠅䠰䠏 0.5 䕿

➨୕እᅜㄒ䠄䝣䝷䞁䝇ㄒ䠅䠰䠐 0.5 䕿

Academic English Literacy
B㻞䠄㑅ᢤ上⣭䜽䝷䝇䠅

0.5 䕿

䕿
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⚄
ᡞ
Ꮫ

䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁
䝇ᴫㄽ

1

䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇ᴫㄽ䠞

Academic English
Communication B1

Academic English
Communication 㻮㻝䠄㑅ᢤ
上⣭䜽䝷䝇䠅

䜾䝻䞊䝞䝹䝏䝱䝺䞁䝆ᐇ
⩦

Academic English
Communication 㻮㻞䠄㑅ᢤ
上⣭䜽䝷䝇䠅

䝪䝷䞁䝔䜱䜰䛸♫఍㈉⊩
άື䠝

Academic English
Communication A1

Academic English
Communication A2

䕿

Academic English
Communication B2

0.5 䕿

䕿

0.5 䕿

0.5 䕿

䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇ᴫㄽ䠝

0.5 䕿

䕿

䕿

䕿

0.5

እ
ᅜ
ㄒ
⛉
┠

(7)
䝕
䡘
䝍
䝃
䜲
䜶
䞁
䝇

⥲
ྜ
ᩍ
㣴
⛉
┠

1

♫఍ᇶ♏Ꮫ䠄䜾䝻䞊
䝞䝹人ᮦ䛻୙ྍḞ
䛺ᩍ㣴䠅

䝪䝷䞁䝔䜱䜰䛸
♫఍㈉⊩άື

䜾䝻䞊䝞䝹䝏䝱䝺䞁
䝆ᐇ⩦

⚄ᡞ኱Ꮫ史

1

䝪䝷䞁䝔䜱䜰䛸♫఍㈉⊩
άື䠞

1

እᅜㄒ➨䊠

䠄እᅜㄒ⛉┠䠈೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫ䠈᝟ሗ⛉┠䠈㈨᱁චチ䛾䛯
䜑䛾⛉┠䠈䛭䛾௚ᚲせ䛸ㄆ䜑䜛⛉┠䠅

Academic English Literacy
B㻝䠄㑅ᢤ上⣭䜽䝷䝇䠅

0.5 䕿

ᆅᇦ㐃ᦠ

5

䜻

䝸
䜰
⛉
┠

1ཪ
䛿2

䕿

0.5

⫋ᴗ䛸Ꮫ䜃㻙䜻䝱䝸䜰䝕䝄
䜲䞁䜢⪃䛘䜛䠞

♫఍ᇶ♏Ꮫ䠄䜾䝻䞊䝞䝹
人ᮦ䛻୙ྍḞ䛺ᩍ㣴䠅

2 䕿

䕿

௻ᴗ♫఍ㄽ

⫋ᴗ䛸Ꮫ䜃

1

እᅜㄒ➨䊢

እ
ᅜ
ㄒ
⛉
┠

⫋ᴗ䛸Ꮫ䜃㻙䜻䝱䝸䜰䝕䝄
䜲䞁䜢⪃䛘䜛䠝

1 䕿

እᅜㄒ➨䊡

᝟ሗ⛉Ꮫ䠍 1 䕿 ⏕≀Ꮫᴫㄽ䠠䠍 1 䕿

᝟ሗ⛉Ꮫ䠎 1 䕿 ⏕≀Ꮫᴫㄽ䠠䠎 1 䕿

೺康䞉䝇䝫䠉䝒⛉Ꮫ ೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫㅮ⩏䠝 1 䕿 ⏕≀Ꮫྛㄽ䠝䠍 1 䕿

೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫㅮ⩏䠞 1 䕿 ⏕≀Ꮫྛㄽ䠝䠎 1 䕿

೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫᐇ⩦ᇶ♏ 1 䕿 ⏕≀Ꮫྛㄽ䠞䠍 1 䕿

೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫᐇ⩦䠍 0.5 䕿 ⏕≀Ꮫྛㄽ䠞䠎 1 䕿

೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫᐇ⩦䠎 0.5 䕿 ⏕≀Ꮫྛㄽ䠟䠍 1 䕿

᪥本ᅜ᠇ἲ䠍 1 ᑐ㇟እ ⏕≀Ꮫྛㄽ䠟䠎 1 䕿

᪥本ᅜ᠇ἲ䠎 1 ᑐ㇟እ ⏕≀Ꮫྛㄽ䠠䠍 1 䕿

⥲ྜ⛉┠䊠 ᑐ㇟እ ⏕≀Ꮫྛㄽ䠠䠎 1 䕿

⥲ྜ⛉┠䊡 ᑐ㇟እ ⏕≀Ꮫྛㄽ䠡䠍 1 䕿

⏕≀Ꮫྛㄽ䠡䠎 1 䕿

䠄ඹ㏻ᑓ㛛ᇶ♏⛉┠䠅 ⏕≀Ꮫᐇ㦂䠍 1 䕿

ᚰ䛸⾜ື 2 䕿 ⏕≀Ꮫᐇ㦂䠎 1 䕿

⥺ᙧ௦ᩘධ㛛䠍 1 䕿 ᇶ♏ᆅᏛ䠍 1 䕿

⥺ᙧ௦ᩘධ㛛䠎 1 䕿 ᇶ♏ᆅᏛ䠎 1 䕿

⥺ᙧ௦ᩘ䠍 1 䕿

⥺ᙧ௦ᩘ䠎 1 䕿

⥺ᙧ௦ᩘ䠏 1 䕿

⥺ᙧ௦ᩘ䠐 1 䕿

ᚤศ✚ศධ㛛䠍 1 䕿

ᚤศ✚ศධ㛛䠎 1 䕿

ᚤศ✚ศ䠍 1 䕿

ᚤศ✚ศ䠎 1 䕿

ᚤศ✚ศ䠏 1 䕿

ᚤศ✚ศ䠐 1 䕿

ᩘ理⤫ィ䠍 1 䕿

ᩘ理⤫ィ䠎 1 䕿

≀理Ꮫධ㛛 1 ᑐ㇟እ ྜྰホ౯

ຊᏛᇶ♏䠍 1 䕿

ຊᏛᇶ♏䠎 1 䕿

㟁☢ẼᏛᇶ♏䠍 1 䕿

㟁☢ẼᏛᇶ♏䠎 1 䕿

㐃⥆యຊᏛᇶ♏ 1 䕿

⇕ຊᏛᇶ♏ 1 䕿

㔞子ຊᏛᇶ♏ 1 䕿

┦ᑐㄽᇶ♏ 1 䕿

≀理Ꮫᐇ㦂ᇶ♏ 1 䕿

≀理Ꮫᐇ㦂 2 䕿

ᇶ♏↓ᶵ໬Ꮫ䠍 1 䕿

ᇶ♏↓ᶵ໬Ꮫ䠎 1 䕿

ᇶ♏≀理໬Ꮫ䠍 1 䕿

ᇶ♏≀理໬Ꮫ䠎 1 䕿

ᇶ♏有ᶵ໬Ꮫ䠍 1 䕿

ᇶ♏有ᶵ໬Ꮫ䠎 1 䕿

໬Ꮫᐇ㦂䠍 1 䕿

໬Ꮫᐇ㦂䠎 1 䕿

⏕≀Ꮫᴫㄽ䠝䠍 1 䕿

⏕≀Ꮫᴫㄽ䠝䠎 1 䕿

⏕≀Ꮫᴫㄽ䠞䠍 1 䕿

⏕≀Ꮫᴫㄽ䠞䠎 1 䕿

⏕≀Ꮫᴫㄽ䠟䠍 1 䕿

ඹ㏻ᑓ㛛ᇶ♏⛉┠

㈨᱁චチ䛾䛯䜑䛾⛉
┠

䛭䛾௚ᚲせ䛸ㄆ䜑䜛
⛉┠

᝟ ሗ ⛉ ┠ ᝟ሗᇶ♏ 1 ᑐ㇟እ ྜྰホ౯

ඹ㏻ᑓ㛛ᇶ♏⛉┠

⏕≀Ꮫᴫㄽ䠟䠎 1 䕿
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(11)　学生からの成績評価に対する申し立て手続きに関する申合せ
（平成 26 年１月 23 日制定）

　この申合せは，学生から成績評価に対する申し立てがあった場合，成績評価の透明性，
厳格生を確保するため，その手続きについて定める。

　（申し立ての理由）
　学生は受講した全学共通授業科目に関する成績評価について，当該授業科目の成績評価
基準に照らして疑義がある場合は，国際教養教育院長に申し立てを行い，成績評価につい
て，担当教員に説明を求めることができるものとする。

　（申し立ての手続き）
　成績評価に対する申し立ては，所属学部での成績発表後１週間以内に行うこととし，申
し立てを行う授業科目名，担当教員名，申し立ての内容及びその理由等を所定の用紙に記
入し，教育推進課共通教育グループに提出することとする。

　（申し立てへの対応）
　申し立てを受けた当該授業科目の担当教員は，申し立てた学生に対し成績評価について
速やかに教育推進課共通教育グループを通じ，回答を行うものとする。
　また，その結果については，授業担当教員等は書面により，国際教養教育院長に報告す
ることとする。

　　　　附　則
　この申合せは，平成 27 年４月１日から施行する。

最終改正　平成 27 年１月 22 日
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(11)　学生からの成績評価に対する申し立て手続きに関する申合せ
（平成 26 年１月 23 日制定）

　この申合せは，学生から成績評価に対する申し立てがあった場合，成績評価の透明性，
厳格生を確保するため，その手続きについて定める。

　（申し立ての理由）
　学生は受講した全学共通授業科目に関する成績評価について，当該授業科目の成績評価
基準に照らして疑義がある場合は，国際教養教育院長に申し立てを行い，成績評価につい
て，担当教員に説明を求めることができるものとする。

　（申し立ての手続き）
　成績評価に対する申し立ては，所属学部での成績発表後１週間以内に行うこととし，申
し立てを行う授業科目名，担当教員名，申し立ての内容及びその理由等を所定の用紙に記
入し，教育推進課共通教育グループに提出することとする。

　（申し立てへの対応）
　申し立てを受けた当該授業科目の担当教員は，申し立てた学生に対し成績評価について
速やかに教育推進課共通教育グループを通じ，回答を行うものとする。
　また，その結果については，授業担当教員等は書面により，国際教養教育院長に報告す
ることとする。

　　　　附　則
　この申合せは，平成 27 年４月１日から施行する。

最終改正　平成 27 年１月 22 日
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学務課共通教育グループに提出することとする。

最終改正　平成 30 年３月 31 日

学務課共通教育グループを通じ，回答を行うものとする。

附　則
この申合せは、平成 30 年４月１日から施行する。

－ �� －

（10）　
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附　則
この申合せは，令和 4年 4月 1日から施行する。

 （平成 26 年１月 23 日制定） 
最終改正　令和４年１月 27 日

基準に照らして疑義がある場合は，教養教育院長に申し立てを行い，成績評価について，
担当教員に説明を求めることができるものとする。

　また，その結果については，授業担当教員等は書面により，教養教育院長に報告するこ
ととする。

㸫 9� 㸫



(11)　学生からの成績評価に対する申し立て手続きに関する申合せ
（平成 26 年１月 23 日制定）

　この申合せは，学生から成績評価に対する申し立てがあった場合，成績評価の透明性，
厳格生を確保するため，その手続きについて定める。

　（申し立ての理由）
　学生は受講した全学共通授業科目に関する成績評価について，当該授業科目の成績評価
基準に照らして疑義がある場合は，国際教養教育院長に申し立てを行い，成績評価につい
て，担当教員に説明を求めることができるものとする。

　（申し立ての手続き）
　成績評価に対する申し立ては，所属学部での成績発表後１週間以内に行うこととし，申
し立てを行う授業科目名，担当教員名，申し立ての内容及びその理由等を所定の用紙に記
入し，教育推進課共通教育グループに提出することとする。

　（申し立てへの対応）
　申し立てを受けた当該授業科目の担当教員は，申し立てた学生に対し成績評価について
速やかに教育推進課共通教育グループを通じ，回答を行うものとする。
　また，その結果については，授業担当教員等は書面により，国際教養教育院長に報告す
ることとする。

　　　　附　則
　この申合せは，平成 27 年４月１日から施行する。

最終改正　平成 27 年１月 22 日
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(11)　学生からの成績評価に対する申し立て手続きに関する申合せ
（平成 26 年１月 23 日制定）

　この申合せは，学生から成績評価に対する申し立てがあった場合，成績評価の透明性，
厳格生を確保するため，その手続きについて定める。

　（申し立ての理由）
　学生は受講した全学共通授業科目に関する成績評価について，当該授業科目の成績評価
基準に照らして疑義がある場合は，国際教養教育院長に申し立てを行い，成績評価につい
て，担当教員に説明を求めることができるものとする。

　（申し立ての手続き）
　成績評価に対する申し立ては，所属学部での成績発表後１週間以内に行うこととし，申
し立てを行う授業科目名，担当教員名，申し立ての内容及びその理由等を所定の用紙に記
入し，教育推進課共通教育グループに提出することとする。

　（申し立てへの対応）
　申し立てを受けた当該授業科目の担当教員は，申し立てた学生に対し成績評価について
速やかに教育推進課共通教育グループを通じ，回答を行うものとする。
　また，その結果については，授業担当教員等は書面により，国際教養教育院長に報告す
ることとする。

　　　　附　則
　この申合せは，平成 27 年４月１日から施行する。

最終改正　平成 27 年１月 22 日
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学務課共通教育グループに提出することとする。

最終改正　平成 30 年３月 31 日

学務課共通教育グループを通じ，回答を行うものとする。

附　則
この申合せは、平成 30 年４月１日から施行する。
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附　則
この申合せは，令和 4年 4月 1日から施行する。

 （平成 26 年１月 23 日制定） 
最終改正　令和４年１月 27 日

基準に照らして疑義がある場合は，教養教育院長に申し立てを行い，成績評価について，
担当教員に説明を求めることができるものとする。

　また，その結果については，授業担当教員等は書面により，教養教育院長に報告するこ
ととする。
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（11）　編入学者の全学共通授業科目の履修に関する申合せ

（平成 30 年 10 月 25 日制定）
国際教養教育委員会

１　編入学者については、原則として、全学共通授業科目の履修を認めない。
　ただし、次の (1) から (4) までに掲げる教育関係の免許・資格等を取得するために必要
な単位に関する全学共通授業科目に限り、編入学者の所属する学部の学部長から教養教
育院長に全学共通授業科目の履修要件科目に関する履修依頼があった場合には、４単位
を上限として履修を認めることがある。
(1)　教職免許状の資格を取得するために必要な単位
・外国語科目（外国語第Ⅰに限る。）
・健康・スポーツ科学
・情報科目（「情報基礎」を除く。）
・資格免許のための科目
(2)　学芸員の資格を取得するために必要な単位
・総合教養科目（「ＥＳＤ生涯学習論Ａ」及び「ＥＳＤ生涯学習論Ｂ」に限る。）
(3)　社会教育主事の資格を取得するために必要な単位
・総合教養科目（「ＥＳＤ生涯学習論Ａ」及び「ＥＳＤ生涯学習論Ｂ」に限る。）
(4)　神戸大学ＥＳＤコースの修了認定のために必要な単位
・総合教養科目（ＥＳＤに限る。）

２．各学部は、編入学者に対し上記１に関する履修指導を徹底するとともに、各学期・ク
ォーターの所定の期限までに正式な手続きを経ずに全学共通授業科目の履修登録を行っ
た者に対しては、速やかに当該授業科目の登録を削除し、かつ当該学生に適切な指導を
行うものとする。

附　則
この申合せは、令和４年４月１日から施行する。
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䠍䠊䠍 ඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠䛸䛿

඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠䛸䛿䚸本Ꮫ䛾ᩍᏛつ๎䛻ᐃ䜑䜛ᤵᴗ⛉┠䛾䛖䛱䚸ᇶ♏ᩍ㣴⛉┠䞉⥲ྜᩍ㣴⛉┠䞉እᅜㄒ⛉┠䞉᝟ሗ⛉

┠䞉೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫ䛚䜘䜃ᑓ㛛ᩍ⫱䛾‽ഛ䜔ᑟධ䛸䛺䜛ඹ㏻ᑓ㛛ᇶ♏⛉┠䛺䛹䛾඲Ꮫ㒊䛻ඹ㏻䛩䜛ᤵᴗ⛉┠䜢䛔䛔䜎䛩䚹

඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠䛾௻⏬䞉㐠Ⴀ䛿䚸ᩍ㣴ᩍ⫱㝔䛜⾜䛳䛶䛔䜎䛩䚹 

䠍䠊䠎 ඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠䛾ᒚಟ䛻䛴䛔䛶

䠍䠊䠎䠊䠍 ᤵᴗᮇ㛫䞉ᤵᴗ᪥⛬䞉ᤵᴗ᫬㛫

䞉ᤵᴗᮇ㛫 

䠍ᖺ㛫䜢䠎Ꮫᮇ䛻ศ䛡䚸䠐᭶䡚䠕᭶䜢䛂๓ᮇ䛃䚸䠍䠌᭶䡚䠏᭶䜢䛂ᚋᮇ䛃䛸䛧䚸๓ᮇ䞉ᚋᮇ䛾ᤵᴗᮇ㛫䜢䛭䜜䛮䜜༙ศ䛻ศ䛡䛯䚸

ྛ䠔㐌䛾ᤵᴗᮇ㛫䜢䛂䜽䜷䞊䝍䞊䛃䛸࿧䜃䜎䛩䚹๓ᮇ䛻䛿➨䠍䞉➨䠎䜽䜷䞊䝍䞊䚸ᚋᮇ䛻䛿➨䠏䞉➨䠐䜽䜷䞊䝍䞊䛜䛒䜚䜎䛩䚹➨

䕿䜽䜷䞊䝍䞊䜢䛂䕿㻽䛃䛸␎䛧䛶⾲グ䛩䜛䛣䛸䛜䛒䜚䜎䛩䚹 

4 ᭶ 5 ᭶ 6 ᭶ 7 ᭶ 8 ᭶ 9 ᭶ 10 ᭶ 11 ᭶ 12 ᭶ 1 ᭶ 2 ᭶ 3 ᭶ 

๓ᮇ ᚋᮇ

䞉ᤵᴗ᪥⛬ 

ᤵᴗ᪥⛬䛿䚸ᩍ㣴ᩍ⫱㝔 㻴㻼䠚䛂᪂ධ⏕䛾᪉䜈䛃䛾䝨䞊䝆䠚䛂௧和 5 ᖺᗘ඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠ᤵᴗணᐃ⾲䛃䛻 PDF 䝣䜯

䜲䝹䜢ᥖ㍕䛧䛶䛔䜎䛩䚹 

䞉ᤵᴗ᫬㛫 

ᤵᴗ䛿ୗグ䛾᫬㛫ᖏ䛻ᐇ᪋䛧䜎䛩䚹 

ᤵᴗ᫬㛫䛿䠍䝁䝬䠕䠌ศ䚸䠍䜽䜷䞊䝍䞊䛒䛯䜚䛾ᤵᴗᮇ㛫䛿䠔㐌㛫䛷ᐇ᪋䛧䜎䛩䚹 

᫬㝈 1 ᫬㝈 2 ᫬㝈 3 ᫬㝈 4 ᫬㝈 5 ᫬㝈 6 ᫬㝈

ᤵᴗ᫬㛫 
㻤䠖50䡚 

10䠖20 

10䠖40䡚 

12䠖10 

13䠖20䡚 

14䠖50 

15䠖10䡚 

16䠖40 

17䠖00䡚 

18䠖30 

18䠖50䡚 

20䠖20 

䠆ᑓ㛛⛉┠➼ྛᏛ㒊䛷⾜䜟䜜䜛ᤵᴗ䛻䛴䛔䛶䛿␗䛺䜛ሙྜ䛜䛒䜚䜎䛩䚹 

䞉ᐃᮇヨ㦂  

ᐃᮇヨ㦂䛿䚸ྛᏛᮇ䞉ྛ䜽䜷䞊䝍䞊䛾᭱⤊㐌䛾䠍㐌㛫䛷⾜䛔䜎䛩䚹ᐃᮇヨ㦂䛿䚸㏻ᖖᤵᴗ䛸䛿␗䛺䜛᭙᪥䞉᫬㛫ᖏ䛷ᐇ

᪋䛩䜛ሙྜ䛜䛒䜚䜎䛩䛾䛷ὀព䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹䛺䛚䚸㏣ヨ㦂䛿原๎䛸䛧䛶⾜䛔䜎䛫䜣䛜䚸ᛴ⑓䞉ᚷᘬ䛝➼䛻䜘䜚ᐃᮇヨ㦂䜢

ཷ㦂䛷䛝䛺䛛䛳䛯ሙྜ䚸ᡤᐃ䛾ᡭ⥆䛝䜢ᮇ㝈䜎䛷䛻⾜䛘䜀䚸㏣ヨ㦂䛾ཷ㦂䜢ㄆ䜑䜛䛣䛸䛜䛒䜚䜎䛩䚹 

䠍䠊䠎䠊䠎 ඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠䛾ᒚಟィ⏬䛾❧䛶᪉䞉Ⓩ㘓䛾㐍䜑᪉

Ꮫ㒊䛷ᐃ䜑䜙䜜䛶䛔䜛ᒚಟ䛻㛵䛩䜛䝹䞊䝹䜢⌮

ゎ䛩䜛

䞉༞ᴗ䛩䜛䛯䜑䛻ಟᚓ䛩䜉䛝༢఩䠄䈜䠍䠅ᩘ䚸ᒚಟྍ⬟䛺⛉┠䚸ྛ⛉┠䜢ᒚ

ಟ䛩䜛Ꮫᖺ䞉Ꮫᮇ䚸ᒚಟⓏ㘓䛷䛝䜛༢఩ᩘ䛾上㝈䠄䈜䠎䠅➼䛻䛴䛔䛶䚸ᡤ

ᒓᏛ㒊䛾䛂Ꮫ⏕౽ぴ䛃䛷☜ㄆ䛧䜎䛧䜗䛖䚹

᫬㛫๭⾲䞉䝅䝷䝞䝇䠄䈜䠏䠅䞉䛂඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠

䛾ᒚಟ䛻䛴䛔䛶䛃䜢䜒䛸䛻䚸඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠

䞉᫬㛫๭⾲➼䜢䜒䛸䛻䚸ᚲಟ⛉┠䛜㛤ㅮ䛥䜜䜛᭙᪥䞉᫬㝈䜢☜ㄆ䛧䜎䛧䜗䛖䚹 

䊻ᚲಟ⛉┠䞉㑅ᢥᚲಟ⛉┠䞉㑅ᢥ⛉┠䛿䚸Ꮫ㒊ẖ䛻ᐃ䜑䜙䜜䛶䛔䜎䛩䚹ᡤ

䠍䠊඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠䛾ᇶᮏ஦㡯

඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠ᒚಟ᱌ෆ䠄௧࿴ 5 ᖺᗘධᏛ⪅⏝䠅
䈜 ᑓ㛛⛉┠䛺䛹඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠௨እ䛾ᒚಟ䛻䛴䛔䛶䛿䚸㛤ㅮᏛ㒊䛾ᥖ♧➼䛷☜ㄆ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

➨㸯࣮ࢱ࣮࢛ࢡ ➨㸰࣮ࢱ࣮࢛ࢡ ኟఇࡳ ➨㸱࣮ࢱ࣮࢛ࢡ ➨㸲࣮ࢱ࣮࢛ࢡ ᫓ఇࡳ 
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䛾ᒚಟィ⏬䜢❧䛶䜛 

䠆ᒚಟⓏ㘓䛷䛝䜛⥲༢఩ᩘ䛿ྛᏛ㒊䛷ୖ㝈䛜

Ỵ䜎䛳䛶䛔䜎䛩䠄CAP ไ䠅䚹ヲ⣽䛿ྛᏛ㒊䛾Ꮫ

⏕౽ぴ䛺䛹䜢☜ㄆ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

ᒓᏛ㒊䛾䛂Ꮫ⏕౽ぴ䛃䛷☜ㄆ䛷䛝䜎䛩䚹 

䞉᫬㛫๭⾲➼䜢䜒䛸䛻䚸䛭䛾Ꮫᮇ䛻ᒚಟ䛩䜛㑅ᢥᚲಟ⛉┠䞉㑅ᢥ⛉┠䜢⪃

䛘䜎䛩䚹 

䞉ᤵᴗ⛉┠䛾内ᐜ䛿䚸䛖䜚䜌䞊䝛䝑䝖䠄䈜䠐䠅䛾䝅䝷䝞䝇䛷☜ㄆ䛷䛝䜎䛩䚹 

䞉ཎ๎䛸䛧䛶䚸ᡤᒓ䛩䜛Ꮫ㒊䞉Ꮫ⛉➼䛻䜘䜚ᣦᐃ䛥䜜䛯᭙᪥䞉᫬㝈䛾ᤵᴗ⛉

┠䠄Ꮫ㒊ᣦᐃ㛤ㅮᯟ䠅䜢ᒚಟ䛧䜎䛩䛾䛷䚸᫬㛫๭⾲➼䛷☜ㄆ䛧䛶䛟䛰䛥

䛔䚹

䞉⛉┠䛻䜘䛳䛶䛿䚸Ꮫ⡠␒ྕ➼䛻䜘䜚ཷㅮ䛩䜛䜽䝷䝇䛜ᣦᐃ䛥䜜䛶䛔䜛䛣䛸

䛜䛒䜚䜎䛩䛾䛷䚸᫬㛫๭⾲䛷☜ㄆ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

䞉ྠ一ᤵᴗ⛉┠䛿䚸᭙᪥䞉᫬㝈䛜␗䛺䜛ሙྜ䛷䜒㔜」䛧䛶ᒚಟ䛷䛝䜎䛫䜣䚹

䞉⛉┠䛻䜘䜚ᒚಟⓏ㘓䛾᪉ἲ䛜␗䛺䜚䜎䛩䛾䛷䚸ྛ⛉┠䛾ᒚಟⓏ㘓᪉ἲ䜢

䜘䛟☜ㄆ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

ᢳ㑅Ⓩ㘓䠄䈜䠑䠅䜢⾜䛖 

䠄䠍ᖺḟ䠍䠭⛉┠䛿ᢳ㑅Ⓩ㘓䜢⾜䛔䜎䛫䜣䚹䠅 

䞉ᢳ㑅Ⓩ㘓ᮇ㛫中䛻䛖䜚䜌䞊䝛䝑䝖䛷ᢳ㑅Ⓩ㘓䜢⾜䛔䜎䛩䚹 

䞉ᇶ♏ᩍ㣴⛉┠䞉⥲ྜᩍ㣴⛉┠䛿ᢳ㑅Ⓩ㘓䛾ᑐ㇟䛷䛩䚹 

 䛯䛰䛧䚸ᇶ♏ᩍ㣴⛉┠䛂䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇ᇶ♏Ꮫ䛃䛻䛴䛔䛶䛿䚸1 ᖺḟ 1Q

䡚2Q 䛻ྛᏛ㒊ᣦᐃ᭙᪥᫬㝈䛷䛂ᒚಟⓏ㘓䛃䛻䛶Ⓩ㘓䛸䛺䜚䜎䛩䚹 

䞉ᇶ♏ᩍ㣴⛉┠䞉⥲ྜᩍ㣴⛉┠䛿䚸䠍ᖺḟ䠎䠭⛉┠䛛䜙ᢳ㑅Ⓩ㘓䛜ྍ⬟䛻

䛺䜚䜎䛩䚹

䞉ᢳ㑅Ⓩ㘓ᮇ㛫䛿䚸ୗグ䛾䝨䞊䝆䛷Ⓨ⾲䛥䜜䛶䛔䜎䛩䚹 

http://www.office.kobe-u.ac.jp/stdnt-kymsys/student/green/study/index.html

ᒚಟⓏ㘓䠄䈜䠑䠅䜢⾜䛖 䞉ᒚಟⓏ㘓ᮇ㛫中䛻䛖䜚䜌䞊䝛䝑䝖䛷ᒚಟⓏ㘓䜢⾜䛔䜎䛩䚹 

䞉ᒚಟⓏ㘓ᮇ㛫䛿䚸Ꮫᮇ㛤ጞ๓䛻Ⓨ⾲䛥䜜䜎䛩䚹䠄௨ୗ䝨䞊䝆䜢ཧ↷䠅 

http://www.office.kobe-u.ac.jp/stdnt-kymsys/student/green/study/index.html

䛭䛾௚䛾᪉ἲ䛷Ⓩ㘓䜢⾜䛖 䞉ྛ⛉┠䛾ᣦ♧䛻ᚑ䛳䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

ᒚಟྲྀᾘ䠄䈜䠑䠅䜢⾜䛖 䞉ᢳ㑅Ⓩ㘓ཪ䛿ᒚಟⓏ㘓䜢⾜䛳䛯⛉┠䜢䚸㏵中䛷ཷㅮ䜢中Ṇ䛩䜛ሙྜ䛿䚸

ᒚಟྲྀᾘᮇ㛫中䛻䛖䜚䜌䞊䝛䝑䝖䛷ᒚಟྲྀᾘ䜢⾜䛖䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛩䚹䛺䛚䚸

ᒚಟྲྀᾘ䛧䛶䜒䚸䛭䛾⛉┠䛿ᒚಟⓏ㘓༢఩䛾上㝈䛻ྵ䜎䜜䜎䛩䚹 

䞉ᒚಟⓏ㘓ᮇ㛫䛿䚸௨ୗ䛾䝨䞊䝆䛷Ⓨ⾲䛥䜜䜎䛩䚹 

http://www.office.kobe-u.ac.jp/stdnt-kymsys/student/green/study/index.html

඲学共㏻授業⛉目の授業のᐇ施᪉ἲはࠊ各⛉目のࢩラバスࡸ BEEF+（⚄ᡞ኱学学ಟᨭ᥼ࢩス࣒ࢸ）にᥖ㍕します。

ึᅇ授業ᙜ日には BEEF+࡬のアࢭࢡスࡀ㞟୰するࡇとࡀண᝿さࢀます。ᚲึࡎᅇ授業の前日までに各⛉目の᝟ሗを☜ㄆ

しࠊᚲ要なࡶのは࠶らかࡵࡌ自分のパࢥࢯンに࢘ࢲン࣮ࣟࢻしまし࠺ࡻ。

またࠊ㐲㝸授業に関する URL SNSࠊはಶேで保管しࢻパス࣮࣡ࡸ 等でබ⾲はしないでください。

なࠊ࠾ᒚಟⓏ㘓ࡀ BEEF+に཯ᫎさࢀるのはࠊᒚಟⓏ㘓した日の⩣日からです。つまりึࠊᅇ授業の前ࠎ日までにᒚಟⓏ

㘓を᏶஢しているᚲ要࠶ࡀります。

඲学共㏻授業⛉目のᒚಟⓏ㘓ࡸᢳ㑅Ⓩ㘓ᮇ間についてはࠗ2.1 ඲学共㏻授業⛉目に関する㏻▱࠘にて♧す᪉ἲでア࢘ࢼ

ンスをします。特に2ࠊQ のᒚಟⓏ㘓ᮇ間ࠊࡸ後ᮇ（3Q4Q）の各Ⓩ㘓ᮇ間を間㐪࠼るேࡀከくいます。Ⓩ㘓ᮇ間内にⓏ㘓

をᛀࢀた場合はࠊ授業をᒚಟするࡇとはできません。ᚲࡎ各Ⓩ㘓ᮇ間内にⓏ㘓をしてください。

㸨後ᮇ（3Q4ࠊQ）のᢳ㑅Ⓩ㘓ᮇ間は౛年ࠊኟఇࡳᮇ間にᐇ施します。ᛀࢀない࠺ࡼにしてください。
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⏝ㄒ䛾ゎㄝ 

䈜䠍 ༢఩

ᤵᴗ⛉┠䛾Ꮫಟ┠ᶆ䜢㐩ᡂ䛩䜛䛯䜑䚸一ᐃ䛾ᇶ‽䛻ἢ䛳䛶ᚲせ䛺Ꮫಟ᫬㛫ᩘ䛜ᐃ䜑䜙䜜䛶䛔䜎䛩䚹䛣䛾᫬㛫ᩘ䜢༢఩

䛸䛔䛔䚸䠍༢఩䛿䚸ᤵᴗ䛸ᤵᴗእ䛾Ꮫಟ᫬㛫䜢ྜ䜟䛫䛶ྜィ䠐䠑᫬㛫䜢せ䛩䜛内ᐜ䛷䛒䜛䛣䛸䜢⾲䛧䜎䛩䚹༢఩ᩘ䛿⛉┠䛻

䜘䜚␗䛺䜚䜎䛩䚹ᤵᴗ⛉┠䜢ᒚಟ䛧䚸Ꮫಟ┠ᶆ䜢㐩ᡂ䛧䛶䛔䜛䛸ホ౯䛥䜜䜜䜀䚸༢఩䜢ಟᚓ䛷䛝䜎䛩䚹䜎䛯䚸༞ᴗ䛾せ௳䛸䛧

䛶Ꮫ⏕䛜ಟᚓ䛩䜉䛝༢఩ᩘ䛿ྛᏛ㒊➼䛻䛚䛔䛶ᐃ䜑䜙䜜䛶䛔䜎䛩䚹 

䈜䠎 ᒚಟⓏ㘓ୖ㝈༢఩ᩘ 

Ꮫᮇཪ䛿ᖺ㛫䛻ᒚಟⓏ㘓䛷䛝䜛༢఩ᩘ䛾上㝈䛜䚸Ꮫ㒊䞉Ꮫ⛉䛤䛸䛻ᐃ䜑䜙䜜䛶䛔䜎䛩䚹ᒚಟⓏ㘓上㝈༢఩ᩘ䛿䇿CAP

䠄䜻䝱䝑䝥䠅䇿䛸䜒࿧䜃䜎䛩䚹ᡤᒓᏛ㒊䛾䛂Ꮫ⏕౽ぴ䛃䛷ලయⓗ䛺༢఩ᩘ➼䜢☜ㄆ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

䈜䠏 䝅䝷䝞䝇 

䝅䝷䝞䝇䛸䛿䚸ྛ⛉┠䛾䝔䞊䝬䜔ᤵᴗィ⏬䚸ᤵᴗ䛾ᴫせ➼䜢☜ㄆ䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛㈨ᩱ䛷䛩䚹䛖䜚䜌䞊䝛䝑䝖䛾䝅䝷䝞䝇䛷

内ᐜ䜢ཧ↷䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛩䚹 

䈜䠐 䛖䜚䜌䞊䝛䝑䝖 

䛖䜚䜌䞊䝛䝑䝖䛸䛿⚄ᡞ኱Ꮫᩍົ᝟ሗ䝅䝇䝔䝮䛾ឡ⛠䛷䛩䚹䛖䜚䜌䞊䝛䝑䝖䛾฼⏝䛻䛿䚸᝟ሗᇶ┙䝉䞁䝍䞊䛜Ⓨ⾜䛧䛯䜰䜹

䜴䞁䝖䛜ᚲせ䛷䛩䚹 

䈜䠑 ᒚಟⓏ㘓䞉ᢳ㑅Ⓩ㘓䞉ᒚಟྲྀᾘ

ᒚಟ䛸䛿䚸䛒䜛⛉┠䜢ཷㅮ䛩䜛䛣䛸䛷䛩䚹ᒚಟ䛩䜛䛻䛿䚸Ꮫ⏕ྛ⮬䛷⛉┠䜢Ⓩ㘓䠄ᒚಟⓏ㘓䠅䛩䜛ᚲせ䛜䛒䜚䜎䛩䚹人ᩘ

ไ㝈➼䛾䛯䜑ᢳ㑅䛾上䚸ᒚಟⓏ㘓䛩䜛䠄ᢳ㑅Ⓩ㘓䠅ሙྜ䜒䛒䜚䜎䛩䚹㏵中䛷ᒚಟ䜢中Ṇ䛩䜛ሙྜ䛻䛿䚸ᒚಟ䜢ྲྀᾘ䛩䛣䛸

䛜䛷䛝䜎䛩䠄ᒚಟྲྀᾘ䠅䚹 

ὀព 

䞉኱Ꮫഃ䛷஦๓Ⓩ㘓䜢⾜䛖⛉┠䜢㝖䛝䚸Ꮫ⏕⮬㌟䛜䚸ᣦᐃ䛥䜜䛯ᮇ㛫୰䛻Ⓩ㘓䛾ᡭ⥆䛝䜢⾜䛖ᚲせ䛜䛒䜚䜎䛩䚹 

䞉ᒚಟ䞉ᢳ㑅Ⓩ㘓ᮇ㛫⤊஢ᚋ䛻Ⓩ㘓῭䜏䛾⛉┠䜢ู䛾⛉┠䛻ኚ᭦䛩䜛䛣䛸䛿䛷䛝䜎䛫䜣䚹 

䞉Ⓩ㘓㛫㐪䛔䜔Ⓩ㘓䜒䜜䛾䜎䜎ཷㅮ䛧䛶䜒䚸༢఩䜢ಟᚓ䛷䛝䜎䛫䜣䚹୓一䠈Ⓩ㘓㛫㐪䛔䜔Ⓩ㘓䜒䜜䛻Ẽ௜䛔䛯᫬䛿䠈㏿䜔䛛

䛻ᡤᒓᏛ㒊䛾ᩍົᢸᙜಀ䛻┦ㄯ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 
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䠎䠊䠍 ඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠䛻㛵䛩䜛㏻▱

඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠䛻㛵䛩䜛㏻▱䞉㐃⤡䛿䚸㏻ᖖ䛿䚸୺䛻ᩍ㣴ᩍ⫱㝔ᥖ♧ᯈ䠄㭯⏥➨䠍䜻䝱䞁䝟䝇KᲷ䠍㝵䠅䛻䜘䜚㏻▱䜢⾜䛔䜎䛩䚹

ᚲせ䛻ᛂ䛨䛶䚸䛖䜚䜌䞊䝛䝑䝖䛾ᥖ♧板䚸ᩍ㣴ᩍ⫱㝔 WEB 䝃䜲䝖䠄䜰䝗䝺䝇䛿ୗグᯟ内䠅䜢ά⏝䛧䛶㏻▱䜢⾜䛖ሙྜ䜒䛒䜚䜎䛩䛾䛷䚸᪥䛤

䜝䛛䜙☜ㄆ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹䠄ḟ㡫䛾㓄⨨ᅗཧ↷䠅 

䛆ὀព䛇ᥖ♧䜢ぢⴠ䛸䛧䛶୙฼┈䜢ཷ䛡䛯䛸䛧䛶䜒䚸኱Ꮫ䛿㈐௵䜢㈇䛔䜎䛫䜣䚹 

䠎䠊䠍䠊䠍  ᒚಟ䞉ᤵᴗ䞉ヨ㦂➼ 

୺䛻ᩍ㣴ᩍ⫱㝔ᥖ♧ᯈ䛷㐃⤡䛧䜎䛩䛜䚸ᚲせ䛻ᛂ䛨䛶ᩍ㣴ᩍ⫱㝔䛾䝩䞊䝮䝨䞊䝆䜔䛖䜚䜌䞊䝛䝑䝖ᥖ♧ᯈ䛻䜒ే䛫䛶ᥖ㍕

䛩䜛ሙྜ䛜䛒䜚䜎䛩䚹䠧Ჷ䠍㝵ᒇ内䛾ᡤᒓᏛ㒊ูᥖ♧ᯈ䛻䛿䚸≉ᐃ䛾Ꮫ㒊Ꮫ⏕䜈䛾㐃⤡஦㡯䜔ᡤᒓᏛ㒊䛛䜙䛾㐃⤡஦㡯䜢

ᥖ♧䛧䛶䛔䜎䛩䚹 

ᩍ㣴ᩍ⫱㝔 WEB 䝃䜲䝖 

http://www.iphe.kobe-u.ac.jp/zengaku.htm
Ꮫ⏕ྥ䛡䝫䞊䝍䝹䝃䜲䝖 䛖䜚䜌䞊䝫䞊䝍䝹 

http://www.office.kobe-u.ac.jp/stdnt-kymsys/student/student.html 
  䠄䛖䜚䜌䞊䝫䞊䝍䝹䜘䜚ᩍົ᝟ሗ䝅䝇䝔䝮䛂䛖䜚䜌䞊䝛䝑䝖䛃䜈᥋⥆䛷䛝䜎䛩䚹䠅

䠎䠊䠍䠊䠎  ఇㅮ䞉⿵ㅮ 

䛖䜚䜌䞊䝛䝑䝖䛾ఇㅮ⿵ㅮ↷఍䛷䛚▱䜙䛫䛧䜎䛩䚹 

䠄䛯䛰䛧䚸ྛ⛉┠䛾 BEEF+䛷ఇㅮ䞉⿵ㅮ䛻䛴䛔䛶㐃⤡䛩䜛䛣䛸䜒䛒䜚䜎䛩䚹䠅 

䠎䠊඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠䛻㛵䛩䜛㏻▱䞉❆ཱྀ

㸫 99 㸫
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䠎䠊䠎 ❆ཱྀ

䠎䠊䠎䠊䠍  Ꮫົㄢඹ㏻ᩍ⫱䜾䝹䞊䝥 

඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠䛻㛵䛩䜛䛣䛸඲⯡䠄ᢳ㑅Ⓩ㘓䚸ᐃᮇヨ㦂䞉෌ヨ㦂䞉㏣ヨ㦂䞉␃Ꮫ䛻క䛖⧞䜚上䛢ヨ㦂䠅䚸ᩍ㣴ᩍ⫱㝔䛜

⟶理䛩䜛ᩍᐊ䛾౑⏝䛻㛵䛩䜛䛣䛸䚸඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠䛻䛚䛡䜛ᤵᴗ中䛾஦ᨾ䚸┐㞴䚸ᣠᚓ≀䛻㛵䛩䜛䛣䛸䛻䛴䛔䛶䛿䚸Ꮫ

ົㄢඹ㏻ᩍ⫱䜾䝹䞊䝥䠄㭯⏥➨䠍䜻䝱䞁䝟䝇 K Ჷ䠍㝵䠅䛷ཷ䛡௜䛡䛶䛔䜎䛩䚹 

䈜㐍⣭䞉༞ᴗ䞉ᒚಟⓏ㘓༢఩ᩘ䛾ୖ㝈䛻㛵䛩䜛䛣䛸䛿䚸ᡤᒓᏛ㒊䛾ᩍົᢸᙜಀ䛻ၥ䛔ྜ䜟䛫䛶䛟䛰䛥䛔䚹

䠘❆ཱྀᴗົ᫬㛫䠚 ᖹ᪥ 䠔䠖䠏䠌䡚䠍䠍䠖䠏䠌䚸䠍䠎䠖䠏䠌䡚䠍䠓䠖䠌䠌 

䜣䛫䜎䛝䛷ᐊධ䛿䠌䠏䠖䠎䠍䡚䠌䠏䠖䠍䠍䈜

䖩᪂ᆺ䝁䝻䝘䜴䜲䝹䝇ឤᰁ䛾ᙳ㡪䛜䛒䜛㛫䛿䚸ᴟຊ஦ົᐊ䛾ゼၥ䛿᥍䛘䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠䛻㛵䛩䜛␲ၥⅬ䛻䛴䛔䛶䛿䚸䜎䛪Ꮫ⏕౽ぴ䜔᫬㛫๭䚸኱Ꮫ HP 䜢䜘䛟ㄪ䜉䚸䛭䜜䛷䜒䜟䛛䜙䛺䛡䜜

䜀䚸ඹ㏻ᩍ⫱䜾䝹䞊䝥䜈㐃⤡䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

䠎䠊䠎䠊䠎  䝺䝫䞊䝖䛾ᥦฟሙᡤ 

඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠䛾䝺䝫䞊䝖ᥦฟ䛿㭯⏥➨䠍䜻䝱䞁䝟䝇 K Ჷ䠍㝵䛾䝺䝫䞊䝖䝪䝑䜽䝇䜒䛧䛟䛿 BEEF+䜢ά⏝䛧䛯ᥦฟ᪉ἲ䛜

䛒䜚䜎䛩䚹ྛ⛉┠䛾ᤵᴗ中䛾ᣦ♧䛻ᚑ䛔䚸ᮇ㝈䜎䛷䛻ᥦฟ䜢䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

䛆ὀព䛇 

䞉䝺䝫䞊䝖䛻䛿ᥦฟᮇ㝈䛜タ䛡䜙䜜䛶䛔䜎䛩䚹ᥦฟᮇ㝈䜢㐣䛞䛯䝺䝫䞊䝖䛿䚸理⏤䜢ၥ䜟䛪一ษཷ㡿䛧䜎䛫䜣䚹

䞉ᅇ཰ᚋ䛻ពᅗⓗ䛻ᢞภ䛥䜜䛯䝺䝫䞊䝖䛿↓ຠ䛸䛧䜎䛩䚹 

䞉ㄗ䛳䛶௚䛾䝺䝫䞊䝖䝪䝑䜽䝇䛻ධ䜜䛯ሙྜ䛿䛩䛠䛻⏦䛧ฟ䛶䛟䛰䛥䛔䚹䛭䛾䜎䜎䛷䛩䛸䚸ᢸᙜᩍဨ䛻䛿ᒆ䛝䜎䛫䜣䛾

䛷ᡂ⦼ホ౯䛜䛷䛝䜎䛫䜣䚹 

䞉ᖹ᪥䛾ኪ㛫ཬ䜃ఇ᪥䛿䠧Ჷᘓ≀内䜈❧䛱ධ䜛䛣䛸䛿䛷䛝䜎䛫䜣䚹 

䛀K Ჷ䠍㝵䛁                                           䛀A Ჷ䠍㝵䛁 

䠎䠊䠎䠊䠏  䛭䛾௚ 

ඹ㏻ᩍ⫱䜾䝹䞊䝥䛛䜙㔜せ䛺㐃⤡䛜䛒䜛ሙྜ䛿䚸ྛ⮬䛾Ꮫ⡠␒ྕ䝯䞊䝹䜰䝗䝺䝇䠆1䠄1 ᖺ⏕➨ 1 䜽䜷䞊䝍䞊㛤ㅮ䛾䛂᝟ሗ

ᇶ♏䛃ᤵᴗෆ䛷タᐃ䜢䛧䜎䛩䚹䠅䛻㐃⤡䜢䛧䜎䛩䚹 

   䠆1 …Google Workspace䠆2䛾䜰䜹䜴䞁䝖䛻㓄ᕸ䛥䜜䛶䛔䜛䝯䞊䝹䜰䝗䝺䝇䛷䛿䛒䜚䜎䛫䜣䚹 

   䠆2 …Google Workspace 䛾ヲ⣽䛻䛴䛔䛶䛿䚸᝟ሗᇶ┙䝉䞁䝍䞊HP 䜢☜ㄆ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 
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䠏䠊䠍 ඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠䛾ᤵᴗ㛤ጞ᪥

䖩௧和 5 ᖺᗘ๓ᮇ䛾඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠䛾ᤵᴗ䛿䚸4 ᭶ 10 ᪥䠄᭶䠅䛛䜙⾜䛔䜎䛩䚹 

ヲ⣽䛿䚸䛂௧和 5 ᖺᗘ ඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠ᤵᴗணᐃ⾲䛃䜢ཧ↷䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

䛺䛚䚸ᡤᒓᏛ㒊ᑓ㛛⛉┠䛾ᤵᴗ㛤ጞ᪥䛿␗䛺䜛ሙྜ䛜䛒䜚䜎䛩䚹 

䠏䠊䠎 䠍ᖺ⏕䛾௧࿴ 5 ᖺᗘ๓ᮇ㛤ㅮ⛉┠䛾Ⓩ㘓᪉ἲ

௧和 5 ᖺᗘ๓ᮇ㛤ㅮ⛉┠䛻䛴䛔䛶䚸ᤵᴗ⛉┠༊ศ䛤䛸䛾Ⓩ㘓᪉ἲ䛿ୗ⾲䛾䛸䛚䜚䛷䛩䚹 

ᒚಟⓏ㘓䞉ᢳ㑅Ⓩ㘓䛾ᮇ㛫䛻䛴䛔䛶䛿௨ୗ䛻ᥖ㍕䛧䛶䛔䜎䛩䚹 

http://www.office.kobe-u.ac.jp/stdnt-kymsys/student/green/study/index.html

䛆ὀព䛇 

䞉ᡤᒓ䛩䜛Ꮫ㒊䞉Ꮫ⛉➼䛻䜘䜚ᣦᐃ䛥䜜䛯᭙᪥䞉᫬㝈䛾ᤵᴗ⛉┠䠄ᡤᒓᏛ㒊䞉Ꮫ⛉䛾᫬㛫๭⾲䛻グ㍕䛥䜜䛶䛔䜛ᤵᴗ⛉┠䠅

䜢ᒚಟ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹  

䞉Ⓩ㘓䛜᏶஢䛧䛶䛔䛺䛔ᤵᴗ⛉┠䛿ཷㅮ䛧䛶䜒༢఩䜢ಟᚓ䛷䛝䜎䛫䜣䚹

ᤵᴗ⛉┠䛾༊ศ➼ ᒚಟⓏ㘓᪉ἲ

ᇶ♏ᩍ㣴⛉┠ 

⥲ྜᩍ㣴⛉┠ 

䐠 

䠄୍㒊⛉┠䐢䠅 

እᅜㄒ➨䊠 䐡 

እᅜㄒ➨䊡 䐡 

᝟ሗ⛉┠ 䛂᝟ሗᇶ♏䛃䠖䐡 

೺ᗣ䞉䝇䝫䠉䝒⛉Ꮫ 
ᐇ⩦䠖䐢 

ㅮ⩏䠖䐠 

ඹ㏻ᑓ㛛ᇶ♏⛉┠ 
䐟 

䠄୍㒊⛉┠䐢䠅 

䠏䠊௧࿴䠑ᖺᗘ๓ᮇ➨䠍䜽䜷䞊䝍䞊䞉➨䠎䜽䜷䞊䝍䞊඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠䛾ᒚಟ䛻䛴䛔䛶䠄䠍ᖺ⏕ྥ䛡䠅

䐟ᒚಟⓏ㘓䠄ᒚಟⓏ㘓ᮇ㛫ෆ䛻ᒚಟⓏ㘓ᡭ⥆䛜ᚲせ䛷䛩䚹䠅 

䐠ᢳ㑅Ⓩ㘓䠄ᢳ㑅Ⓩ㘓ᮇ㛫ෆ䛻ᢳ㑅䜈䛾ᛂເ䛜ᚲせ䛷䛩䚹䠅 

䐡஦๓Ⓩ㘓䠄኱Ꮫഃ䛷Ⓩ㘓䜢⾜䛔䜎䛩䚹䠅 

䐢䛭䛾௚䛾᪉ἲ䛷ᒚಟ⪅䛾㑅ᢤ䜢⾜䛖⛉┠ 
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䠏䠊䠏 ⛉┠ูὀព஦㡯

䠏䠊䠏䠊䠍  ᇶ♏ᩍ㣴⛉┠ཬ䜃⥲ྜᩍ㣴⛉┠ 

Ⓩ㘓᪉ἲ䠖䐠ᢳ㑅Ⓩ㘓䠄୍㒊䛾⛉┠䜢㝖䛟䠅 

 䛆䠍ḟᢳ㑅䛇 ᑐ㇟䠖㓄ᙜᏛ㒊䞉ᖺḟ⏕䛾䜏ᑐ㇟

ᢳ㑅Ⓩ㘓䛾ᡭ㡰

䠄䠍䠅䜎䛪䚸⮬Ꮫ㒊䠄Ꮫ⛉䠅䛻䛹䛾᭙᪥᫬㝈䛜๭䜚ᙜ䛶䜙䜜䛶䛔䜛䛛䠄䈜䠅☜ㄆ䛧䜎䛩䚹 

䈜ᡤᒓ䛩䜛Ꮫ㒊䞉Ꮫ⛉➼䛻䜘䛳䛶ᒚಟ䛷䛝䜛᭙᪥䞉᫬㝈䛜Ỵ䜎䛳䛶䛔䜎䛩䚹䛣䜜䜢䛂Ꮫ㒊ᣦᐃ㛤ㅮᯟ䛃䛸䛔䛔䜎䛩䚹 

ලయⓗ䛺᭙᪥䞉᫬㝈䛿ᡤᒓᏛ㒊䛜㓄ᕸ䛩䜛᫬㛫๭⾲䜔䚸ᩍ㣴ᩍ⫱㝔 WEB 䝨䞊䝆䠄ୗグ䠅䛷☜ㄆ䛧䜎䛧䜗䛖䚹 

http://www.iphe.kobe-u.ac.jp/jimu/kyomu/jikanwari/index.html

䠄䠎䠅䝅䝷䝞䝇䛷ྛ⛉┠䛾ෆᐜ䜢☜ㄆ䛧䚸ᕼᮃ㡰఩䜢Ỵ䜑䜎䛩䚹 

䠄䠏䠅ᢳ㑅Ⓩ㘓ᮇ㛫䛻䛖䜚䜌䞊䝛䝑䝖䛾䛂ᢳ㑅Ⓩ㘓䛃䛛䜙䚸ᕼᮃ㡰఩䜢Ⓩ㘓䛧䜎䛩䚹 

ᢳ㑅Ⓩ㘓䛾ᛂເ᪉ἲ䛻䛴䛔䛶䛿䚸䛖䜚䜌䞊䝛䝑䝖䛾䝬䝙䝳䜰䝹䜢☜ㄆ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

http://www.office.kobe-u.ac.jp/stdnt-kymsys/student/uribo_net/uribo_info.html 
䠆ᢳ㑅Ⓩ㘓ᛂເᮇ㛫䛷䛒䜜䜀䚸ᛂເ䛾ྲྀᾘ䜔ᛂເ㡰఩䜢ኚ᭦䛷䛝䜎䛩䚹ヲ⣽䛿䚸ୖグ䝬䝙䝳䜰䝹䜢☜ㄆ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

䠄䠐䠅⮬㌟䛜ᢳ㑅Ⓩ㘓䛧䛯ෆᐜ䜢䛖䜚䜌䞊䝛䝑䝖䛾䛂ᢳ㑅⏦㎸ෆᐜ☜ㄆ䛃䜘䜚☜ㄆ䛧䜎䛩䚹 

  䠆ὀព䠆 

䞉䠄㻟䠅Ⓩ㘓ᡭ㡰䛷᭱ᚋ䛾䛂Ⓩ㘓䛃䝪䝍䞁䜢ᢲ䛥䛪䛻䚸䛄Ⓩ㘓䛷䛝䛯䛸ᛮ䛔㎸䜏䚸ᐇ㝿Ⓩ㘓䛷䛝䛶䛔䛺䛛䛳䛯䛅䛸䛔䛖஦౛䛜䜘䛟䛒䜚䜎䛩䚹

   Ⓩ㘓䛧䛯ᚋ䛿䚸ᚲ䛪䛂ᢳ㑅⏦㎸ෆᐜ☜ㄆ䛃䛛䜙䚸ᛂເ䛷䛝䛶䛔䜛䛣䛸䜢☜ㄆ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䟿 

  䠄䠑䠅ᢳ㑅⤖ᯝⓎ⾲᪥䚸䛖䜚䜌䞊䝛䝑䝖䠚䛂ᒚಟⓏ㘓䞉Ⓩ㘓≧ἣ↷఍䛃䛻䛶ᙜ㑅⛉┠䜢☜ㄆ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

      䛣䛾↷఍⏬㠃䛷Ⓩ㘓䛥䜜䛶䛔䜜䜀䚸䛩䛷䛻Ⓩ㘓䛜᏶஢䛧䛶䛔䜎䛩䛾䛷䚸⮬ศ䛷䛒䜙䛯䜑䛶ᒚಟⓏ㘓䜢⾜䛖ᚲせ䛿䛒䜚䜎䛫䜣䚹 

䠄ὀព䠅 

䖃ᛂເ䛧䛯᭙᪥᫬㝈䛻⛉┠䛜Ⓩ㘓䛥䜜䛶䛔䛺䛔ሙྜ䛿䚸௨ୗ䛾⌮⏤䛜⪃䛘䜙䜜䜎䛩䚹 

  䞉ᕼᮃ㡰఩䜢Ⓩ㘓䛧䛯䛸ᛮ䛳䛶䛔䛯䛜䚸ṇ䛧䛟Ⓩ㘓䛜᏶஢䛷䛝䛶䛔䛺䛛䛳䛯䚹 

䠄䛣䛾䜘䛖䛺䛣䛸䛜䛺䛔䜘䛖䚸ᢳ㑅Ⓩ㘓ᮇ㛫中䛻䠄䠐䠅䛾☜ㄆ䜢ᚲ䛪⾜䛳䛶䛟䛰䛥䛔䚹䠅

  䞉ᛂເ䛧䛯䛩䜉䛶䛾⛉┠䛜ⴠ㑅䛧䛯䚹 

䠄≉䛻䠑㝈䛻㛤ㅮ䛥䜜䜛⥲ྜᩍ㣴⛉┠䛿䚸ᛂເ人ᩘ䛜ከ䛔䛯䜑䚸ⴠ㑅䛩䜛人ᩘ䜒ከ䛟䛺䜚䜎䛩䚹 

⥲ྜᩍ㣴⛉┠䜢ಟᚓ䛩䜛ᚲせ䛜䛒䜛Ꮫ⏕䛿䚸ᚲ䛪Ꮫ㒊ᣦᐃ㛤ㅮᯟ䛾⥲ྜᩍ㣴⛉┠䛾ᢳ㑅Ⓩ㘓䜢⾜䛳䛶䛟䛰䛥䛔䚹䠅 

  䞉ᛂເ䛧䛯᭙᪥᫬㝈䛻䛩䛷䛻ู䛾⛉┠䛜Ⓩ㘓䛥䜜䛶䛔䛯䚹 

䠄ᑓ㛛⛉┠➼䛸㔜」䛧䛺䛔䜘䛖䚸䜘䛟☜ㄆ䛧䛶䛛䜙ᛂເ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹䠅 

䖃ཎ๎䛸䛧䛶䚸Ỵᐃ䛥䜜䛯ᤵᴗ⛉┠䛿ኚ᭦䛷䛝䜎䛫䜣䚹஦๓䛻ᑓ㛛⛉┠➼䛾᫬㛫๭䜢☜ㄆ䛧䛯ୖ䛷䚸ᢳ㑅Ⓩ㘓䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

䠄ኚ᭦䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔明☜䛺理⏤䛜⏕䛨䛯ሙྜ䛿䚸ᡤᒓᏛ㒊䛾ᩍົᢸᙜಀ䛻⏦䛧ฟ䛶䛟䛰䛥䛔䚹䠅 

䖃ᢳ㑅䛷Ⓩ㘓䛥䜜䛯ᤵᴗ⛉┠䜢ᚲ䛪☜ㄆ䛾上䚸ཷㅮ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹䠄Ⓩ㘓䛷䛝䛶䛔䛺䛔⛉┠䜢ཷㅮ䛧䛶䛔䛯ሙྜ䜔䚸ྠ䛨ᤵᴗ⛉

┠ྡ䛷䛒䛳䛶䜒ู䛾᫬㛫๭䝁䞊䝗䛾ᤵᴗ䜢ཷㅮ䛧䛶䛔䛯ሙྜ䚸༢఩ಟᚓ䛷䛝䜎䛫䜣䚹䠅 

㸫 102 㸫
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䖃」ᩘ䛾⛉┠༊ศ䜢ྠ䛨᭙᪥䞉᫬㝈䛷ᢳ㑅䛻ᛂເ䛩䜛䛸䚸」ᩘᙜ㑅䛧䛯ሙྜ䛻ᒚಟ䜶䝷䞊䛸䛺䜚䜎䛩䚹஦๓䛻ᢳ㑅䛻ᛂເ䛩䜛⛉

┠༊ศ䜢Ỵᐃ䛧䛯上䛷䚸1 䛴䛾᭙᪥䞉᫬㝈䛻 1 ⛉┠༊ศ䛾䜏ᢳ㑅Ⓩ㘓䜢⾜䛳䛶䛟䛰䛥䛔䚹

䛆䠍ḟᢳ㑅䛇 ᑐ㇟䠖ྛ᭙᪥᫬㝈䛷㓄ᙜᏛ㒊䞉ᖺḟ䛾ᣦᐃ䛜䛒䜚䜎䛩䚹᫬㛫๭䜢☜ㄆ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

䛆䠎ḟᢳ㑅䛇 ᑐ㇟䠖་Ꮫ㒊䛚䜘䜃ᾏὒᨻ⟇⛉Ꮫ㒊䛾Ꮫ⏕ ᡭ㡰䠖ᇶᮏⓗ䛻䠍ḟᢳ㑅䛸ྠ䛨 

䞉ᢳ㑅⤖ᯝ䛾Ⓨ⾲ᚋ䚸✵䛝ᐃဨ䛾䛒䜛ᤵᴗ⛉┠䜢ᑐ㇟䛻䚸䛖䜚䜌䞊䝛䝑䝖䛷䛂䠎ḟᢳ㑅䛃䜢⾜䛔䜎䛩䚹 

䞉䠍ḟᢳ㑅䛷ᙜ㑅䛧䛶䛔䜛⛉┠䛛䜙䛾ኚ᭦䛿ㄆ䜑䜙䜜䜎䛫䜣䚹 

䞉Ꮫ㒊ᣦᐃ㛤ㅮᯟ䛻䛛䛛䜟䜙䛪䚸䛩䜉䛶䛾᭙᪥䞉᫬㝈䛻䛴䛔䛶ᢳ㑅Ⓩ㘓䛜ྍ⬟䛷䛩䚹 

䛯䛰䛧䚸䛩䛷䛻Ⓩ㘓䛥䜜䛶䛔䜛᭙᪥䞉᫬㝈䛾ᢳ㑅䛻ᛂເ䛧䛶䜒䚸ᙜ㑅⛉┠䜢Ⓩ㘓䛩䜛䛣䛸䛿ฟ᮶䜎䛫䜣䚹 

䞉人ᩘไ㝈䛜䛒䜚䜎䛩䛾䛷䚸ᢳ㑅₃䜜䛸䛺䜚ᒚಟ䛷䛝䛺䛔ሙྜ䜒䛒䜚䜎䛩䚹 

䛆䠏ḟᢳ㑅䛇 ᑐ㇟䠖඲Ꮫ㒊⏕ ᡭ㡰䠖ᇶᮏⓗ䛻䠍ḟᢳ㑅䛸ྠ䛨 

䞉䠎ḟᢳ㑅⤖ᯝ䛾Ⓨ⾲ᚋ䚸✵䛝ᐃဨ䛾䛒䜛ᤵᴗ⛉┠䜢ᑐ㇟䛻䚸䛖䜚䜌䞊䝛䝑䝖䛷䛂䠏ḟᢳ㑅䛃䜢⾜䛔䜎䛩䚹 

䞉Ꮫ㒊ᣦᐃ㛤ㅮᯟ䛻䛛䛛䜟䜙䛪䚸䛩䜉䛶䛾᭙᪥䞉᫬㝈䛻䛴䛔䛶ᢳ㑅Ⓩ㘓䛜ྍ⬟䛷䛩䚹 

䛯䛰䛧䚸䛩䛷䛻Ⓩ㘓䛥䜜䛶䛔䜛᭙᪥䞉᫬㝈䛾ᢳ㑅䛻ᛂເ䛧䛶䜒䚸ᙜ㑅⛉┠䜢Ⓩ㘓䛩䜛䛣䛸䛿ฟ᮶䜎䛫䜣䚹 

䞉䠍ḟᢳ㑅䞉䠎ḟᢳ㑅䛷ᙜ㑅䛧䛶䛔䜛⛉┠䛛䜙䛾ኚ᭦䛿ㄆ䜑䜙䜜䜎䛫䜣䚹

䞉人ᩘไ㝈䛜䛒䜚䜎䛩䛾䛷䚸ᢳ㑅₃䜜䛸䛺䜚ᒚಟ䛷䛝䛺䛔ሙྜ䜒䛒䜚䜎䛩䚹 

Ⓩ㘓᪉ἲ䠖䐢䛭䛾௚䛾᪉ἲ䠄୍㒊䛾⛉┠䛾䜏䠅 

䊻ヱᙜ䛩䜛⛉┠䛻䛴䛔䛶䛿䚸ᩍ㣴ᩍ⫱㝔 WEB 䝃䜲䝖䛷࿘▱䛧䜎䛩䚹Ⓩ㘓᪉ἲ䛾ヲ⣽䜒ྠ䝃䜲䝖䛻ᥖ㍕䛩䜛䛾䛷䜘䛟☜ㄆ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

㸫 103 㸫
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䠏䠊䠏䠊䠎  እᅜㄒ⛉┠ 

Ⓩ㘓᪉ἲ䠖䐡஦๓Ⓩ㘓 

䠄௒ᚋᒚಟ䛩䜛㑅ᢥ⛉┠䛿䚸ᒚಟⓏ㘓䞉ᢳ㑅Ⓩ㘓䛺䛹䛷Ⓩ㘓䛧䜎䛩䚹ྛᏛᮇ㛤ጞ๓䛻Ⓩ㘓᪉ἲ䜢☜ㄆ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹䠅 

እᅜㄒ䛾䜽䝷䝇␒ྕ䛿䚸ᡤᒓᏛ㒊䜺䜲䝎䞁䝇䛷㓄ᕸ䛥䜜䛯㈨ᩱ䜒䛧䛟䛿䚸䛖䜚䜌䞊䝛䝑䝖䇾Ꮫ⡠᝟ሗ䇿䛻グ㍕䛥䜜䛶䛔䜎䛩䚹 

ලయⓗ䛻䛹䛾ᤵᴗ䜢ᒚಟ䛩䜛䛛䛿䚸௨ୗ䛾ᡭ㡰䛷☜ㄆ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

   䠄䠍䠅እᅜㄒ⛉┠䛾᫬㛫๭⾲䛷䚸䜽䝷䝇␒ྕ䜢䜒䛸䛻䚸䛹䛾᫬㛫๭䝁䞊䝗䛛䜢☜ㄆ䛩䜛䚹 

     䠄እᅜㄒ⛉┠䛾᫬㛫๭⾲䛿䚸䛣䛱䜙䛾䝨䞊䝆䛻ᥖ㍕䛧䛶䛔䜎䛩䚹䠅 

   䠄䠎䠅䛖䜚䜌䞊䝛䝑䝖䛾ᒚಟ≧ἣ䛾⏬㠃䛷䚸ᡭ㡰䠍䛷☜ㄆ䛧䛯᫬㛫๭䝁䞊䝗䛷ṇ䛧䛟Ⓩ㘓䛥䜜䛶䛔䜛䛛☜ㄆ䛩䜛䚹 

䛩䛷䛻஦๓Ⓩ㘓䛥䜜䛶䛔䜛⛉┠䛿䚸⮬ศ䛷ᨵ䜑䛶ᒚಟⓏ㘓䛩䜛ᚲせ䛿䛒䜚䜎䛫䜣䚹 

䠄ὀព䠅 

䞉ᚲ䛪ᣦᐃ䛥䜜䛯䜽䝷䝇䛷ཷㅮ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

䞉እᅜㄒ➨䊡⛉┠䠄䝗䜲䝒ㄒ䞉䝣䝷䞁䝇ㄒ䞉୰ᅜㄒ䞉䝻䝅䜰ㄒ䠅䛿ධᏛ᫬䛻Ỵᐃ䛧䛯ゝㄒ䜢ᒚಟ䛩䜛䛣䛸䛻䛺䜚䜎䛩䚹ᒚಟ䛜Ỵᐃ䛧䛯ゝㄒ௨

እ䜢ᒚಟ䛧䛶䜒༞ᴗせ௳༢఩䛻ྵ䜎䜜䜎䛫䜣䚹 

䞉原๎䛸䛧䛶䚸኱Ꮫഃ䛜஦๓Ⓩ㘓䛧䛯⛉┠䛿ኚ᭦䛷䛝䜎䛫䜣䚹ኚ᭦䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔明☜䛺理⏤䛜⏕䛨䛯ሙྜ䛿䚸ᡤᒓᏛ㒊䛾ᩍົᢸᙜ

ಀ⏦䛧ฟ䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

஦๓Ⓩ㘓 

ᑐ㇟⛉┠ 

እᅜㄒ➨䊠⛉┠ 

䠄ⱥㄒ䠅 

Academic English Literacy, Academic English Communication 

እᅜㄒ➨䊡⛉┠ 

䠄䝗䜲䝒ㄒ䞉䝣䝷䞁䝇ㄒ䞉୰

ᅜㄒ䞉䝻䝅䜰ㄒ䠅 

䕿䕿ㄒึ⣭ A1䚸B1䚸A2䚸B2
䈜䛂䕿䕿ㄒ䛃䛿㑅ᢥゝㄒ䛷䛩䚹 

䖃እᅜㄒ➨䊠䛾ⱥㄒ≉ู䜽䝷䝇(ᚋᮇ㛤ㅮ)䛚䜘䜃ⱥㄒእ㒊ヨ㦂䛻ᇶ䛵䛟༢఩ᤵ୚ 

 䖩௧和 5 ᖺᗘධᏛ⏕䛾≉ู䜽䝷䝇䛚䜘䜃༢఩ᤵ୚䛻䛴䛔䛶䛿䚸⌧ᅾㄪᩚ中䛷䛩䚹௒ᚋ䚸ᩍ㣴ᩍ⫱㝔䜔ᅜ㝿䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䝉䞁䝍䞊

䛾 WEB 䝃䜲䝖➼䛷☜ㄆ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

䠏䠊䠏䠊䠏  ᝟ሗ⛉┠ 

Ⓩ㘓᪉ἲ䠖䠍ᖺḟ๓ᮇ䛾䛂᝟ሗᇶ♏䛃䛿䐡஦๓Ⓩ㘓 

኱Ꮫ䛜஦๓Ⓩ㘓䛧䛶䛔䜎䛩䛾䛷䚸䜰䜹䜴䞁䝖䜢ཷ䛡ྲྀ䛳䛯ᚋ䚸䛖䜚䜌䞊䝛䝑䝖䛾䛂ᒚಟⓏ㘓䞉Ⓩ㘓≧ἣ↷఍䛃䛷䚸Ⓩ㘓䛥䜜䛶䛔䜛⛉┠䜢☜ㄆ

䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

㸫 10� 㸫
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䠏䠊䠏䠊䠐  ඹ㏻ᑓ㛛ᇶ♏⛉┠䠄ᑐ㇟Ꮫ㒊䛾䜏䠅 

Ⓩ㘓᪉ἲ䠖 

䛀ㅮ⩏⛉┠䛁䊻䐟ᒚಟⓏ㘓 

䞉ᡤᒓ䛩䜛Ꮫ㒊䞉Ꮫ⛉➼䛻䜘䜚䚸ᒚಟ䛷䛝䜛ᤵᴗ⛉┠䞉᭙᪥䞉᫬㝈䛜Ỵ䜎䛳䛶䛔䜎䛩䚹 

⛉┠䛻䜘䛳䛶䛿䚸Ꮫ⡠␒ྕ䛺䛹䛷䛥䜙䛻⣽䛛䛟䜽䝷䝇䛜ᣦᐃ䛥䜜䛶䛔䜛ሙྜ䛜䛒䜚䜎䛩䛾䛷䚸᫬㛫๭䜢☜ㄆ䛾上䚸ṇ䛧䛔䜽

䝷䝇䛻䛖䜚䜌䞊䝛䝑䝖䛷Ⓩ㘓䛧䛶ୗ䛥䛔䚹 

䞉ᚲࡎ➨㸯࣮ࢱ࣮࢛ࢡ及び➨㸰࣮ࢱ࣮࢛ࢡ୧᪉ࡢ㛤ㅮ科┠ࢆᒚಟⓏ㘓ᮇ間୰࡟Ⓩ㘓䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

䠄ᒚಟⓏ㘓₃䜜䛜䛒䛳䛶䜒䠈ᒚಟⓏ㘓ᮇ㛫⤊஢ᚋ䛻㏣ຍⓏ㘓䜢⾜䛖䛣䛸䛿䛷䛝䜎䛫䜣䚹䠅 

䛀ᐇ㦂⛉┠䛁䊻ᇶᮏⓗ䛻䐟ᒚಟⓏ㘓䛰䛜䚸⛉┠䛻䜘䛳䛶ᩍဨ䜈䛾஦๓㐃⤡➼䛜ᚲせ䛺䜒䛾䛜䛒䜛䚹 

䞉ᡤᒓ䛩䜛Ꮫ㒊䞉Ꮫ⛉➼䛻䜘䜚䚸ᒚಟ䛷䛝䜛⛉┠䞉᭙᪥䞉᫬㝈䛜Ỵ䜎䛳䛶䛔䜎䛩䚹

䞉ᚲࡎ➨㸯࣮ࢱ࣮࢛ࢡ及び➨㸰࣮ࢱ࣮࢛ࢡ୧᪉ࡢ㛤ㅮ科┠ࢆᒚಟⓏ㘓ᮇ間୰࡟Ⓩ㘓ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ

䠄ᒚಟⓏ㘓₃䜜䛜䛒䛳䛶䜒䠈ᒚಟⓏ㘓ᮇ㛫⤊஢ᚋ䛻㏣ຍⓏ㘓䜢⾜䛖䛣䛸䛿䛷䛝䜎䛫䜣䚹䠅 

䞉ᒚಟⓏ㘓䛾๓䛻䚸ᢸᙜᩍဨ䜈䛾㐃⤡䛺䛹䛜ᚲせ䛺ሙྜ䛜䛒䜚䜎䛩䚹 

ྛ⛉┠䛾ᒚಟ᪉ἲ䛻䛴䛔䛶ᚲ䛪ୗグ䠱䠮䠨䛷☜ㄆ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

≀理Ꮫᐇ㦂䠖http://www.edu.kobe-u.ac.jp/iphe-butsuri/pr/

໬Ꮫᐇ㦂䠖https://www.edu.kobe-u.ac.jp/iphe-kagaku/index.html

⏕≀Ꮫᐇ㦂䠖http://www.edu.kobe-u.ac.jp/iphe-seibutu/
ᆅᏛᐇ㦂: https://www.edu.kobe-u.ac.jp/iphe-chikyuwakusei/

䠏䠊䠏䠊䠑  ೺ᗣ䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫ 

Ⓩ㘓᪉ἲ䠖 

䛀ᐇ⩦⛉┠䛁䊻䐢䛭䛾௚䛾᪉ἲ

䞉ᡤᒓ䛩䜛Ꮫ㒊䞉Ꮫ⛉➼䛻䜘䜚ᒚಟ䛷䛝䜛᭙᪥䞉᫬㝈䛜Ỵ䜎䛳䛶䛔䜎䛩䚹

䞉ึᅇᤵᴗ䛿䜺䜲䝎䞁䝇䜢ᐇ᪋䛧䜎䛩䛾䛷䚸ᚲ䛪ฟᖍ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹෗┿䠍ᯛ䠄⦪䠐䠿䡉×ᶓ䠏䠿䡉䠅䜢ᚲ䛪ᣢཧ䛾䛖䛘䚸㭯⏥➨

䠍䜻䝱䞁䝟䝇➨䠎య⫱㤋䛻㞟ྜ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

䞉ึᅇᤵᴗ䛾䜺䜲䝎䞁䝇䛷ᒚಟ䜽䝷䝇䠄✀┠䠅䜢Ỵᐃ䛧䚸ᒚಟⓏ㘓䜹䞊䝗䜢ᥦฟ䛧䜎䛩䚹䜺䜲䝎䞁䝇䛷ᥦฟ䛧䛯ᒚಟ䜹䞊䝗䛻䜘

䜚኱Ꮫഃ䛷ᒚಟⓏ㘓䜢⾜䛔䜎䛩䚹 

䞉೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫᐇ⩦ᇶ♏䛿䚸原๎ᑐ㠃ᤵᴗ䛻䛶ᐇ᪋䜢䛧䜎䛩䚹ヲ⣽䛾内ᐜ䛿䚸ᩍ㣴ᩍ⫱㝔 HP 䛻䛶᱌内䛧䛶䛔䜎䛩䚹

☜ㄆ䜢䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

 ๓ᮇ䠖ᩍ㣴ᩍ⫱㝔 HP 䛂᪂ධ⏕䛾᪉䜈䛃䝨䞊䝆 

 ᚋᮇ䠖ᩍ㣴ᩍ⫱㝔 HP 䛂ᅾᏛ⏕䛾᪉䜈䛃 䛂ᒚಟ䛻䛴䛔䛶䛃䝨䞊䝆 

䛀ㅮ⩏⛉┠䛁䊻䐠ᢳ㑅Ⓩ㘓 

ᡭ㡰䛿ᇶ♏ᩍ㣴⛉┠䞉⥲ྜᩍ㣴⛉┠䛾ᢳ㑅Ⓩ㘓䛸ᇶ本ⓗ䛻ྠ䛨䛷䛩䛜䚸䠎ḟ䞉䠏ḟᢳ㑅䛿ᐇ᪋䛧䜎䛫䜣䚹 

䠏䠊䠏䠊䠒  䛭䛾௚ 

䠆ᚋᮇ඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠䛾ᒚಟ᪉ἲ➼䛻䛴䛔䛶䛿䚸ᩍ㣴ᩍ⫱㝔䜴䜵䝤䝨䞊䝆䛻䛶᱌内䜢䛧䜎䛩䚹 

䠆ᢳ㑅Ⓩ㘓䜔ᒚಟⓏ㘓䛻䛴䛔䛶䚸䜘䛟䛒䜛㉁ၥ䜢ᩍ㣴ᩍ⫱㝔䜴䜵䝤䝨䞊䝆䛻ᥖ㍕䛧䛶䛔䜎䛩䚹ཧ⪃䛻䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

㸫 10� 㸫
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䠐䠊䠍 ᤵᴗ䛾Ḟᖍ䛻䛴䛔䛶

䠐䠊䠍䠊䠍  ㏻ᖖ䛾ᤵᴗ䜢Ḟᖍ䛩䜛ሙྜ 

䠄ᑐ㠃ᤵᴗ䛾ሙྜ䠅 

䚽Ḟᖍ䛩䜛䛣䛸䛜䛒䜙䛛䛨䜑ศ䛛䛳䛶䛔䜛ሙྜ䚹䠄ᩍ⫱ᐇ⩦䚸介ㆤ➼య㦂䛺䛹䜢ྵ䜐䠅  

䊻஦๓䛾ᤵᴗ䛻ฟᖍ䛧䛯㝿䚸ᚲ䛪ᢸᙜᩍဨ䛻஦᝟䜢ㄝ明䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹  

䞉ᐃᮇ೺ᗣデ᩿䛸඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠䛜㔜」䛩䜛ሙྜ䛿ᤵᴗ䜢ඃඛ䛧䚸௚䛾᪥᫬䛷೺ᗣデ᩿䜢ཷ᳨䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹  

䚽ᛴᛶ䛾⑓Ẽ䚸ᚷᘬ䛝䠄㓄അ⪅䚸஧ぶ➼௨内䛾ぶ᪘䠅䚸୙៖䛾஦ᨾ䚸බඹ஺㏻ᶵ㛵䛾኱ᖜ䛺㐜ᘏ➼䛷ᙜ᪥ᛴ㑉Ḟᖍ䛩䜛

ሙྜ䚹 

䊻⩣㐌䛾ᤵᴗ䛻ฟᖍ䛧䛯㝿䚸ᚲ䛪ᢸᙜᩍဨ䛻஦᝟䜢ㄝ明䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹  

䛹䛱䜙䛾䜿䞊䝇䜒䚸ᩍဨ䛻஦᝟䜢ㄝ᫂䛩䜛㝿䚸ᚲ䛪Ḟᖍ䛾⌮⏤䛜ド᫂䛷䛝䜛䜒䛾䠄デ᩿᭩䛺䛹䠅䜢ᩍဨ䛻┤᥋ᥦฟ䛧䛶䛟

䛰䛥䛔䚹 ᤵᴗ䛾ෆᐜ䛻䜘䜚䚸Ḟᖍ䛻ᑐ䛩䜛㓄៖䛜䛷䛝䛺䛔䛣䛸䛜䛒䜚䜎䛩䚹 

䞉ᩍဨ䛾㐃⤡ඛ䛻䛴䛔䛶䚸஦ົ䛷䛿Ꮫ⏕䛛䜙䛾ၥ䛔ྜ䜟䛫䛻ᛂ䛨䜎䛫䜣䚹  

䞉㏻ᖖᤵᴗ䛾Ḟᖍ䛻ᑐ䛩䜛㓄៖䛾ྍྰ䛻䛴䛔䛶䛿䚸ᤵᴗᢸᙜᩍဨ䛜ุ᩿䛧䜎䛩䚹 

䞉ᑓ㛛⛉┠䛾ᐇ⩦䜔㞟୰ㅮ⩏䛸඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠䛜㔜」䛩䜛ሙྜ䛿䚸඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠䜢ඃඛ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

ุ᩿䛻ᅔ䜛ሙྜ䛿஦๓䛻ඹ㏻ᩍ⫱䜾䝹䞊䝥䛻⏦䛧ฟ䛶䛟䛰䛥䛔䚹

䠄㐲㝸ᤵᴗ䛾ሙྜ䠅 

ᑐᛂ䛿ୖグ䠄ᑐ㠃ᤵᴗ䛾ሙྜ䠅䛸ྠ䛨䛷䛩䚹 

䖩䝯䞊䝹➼䛷ᩍဨ䛻㐃⤡䛩䜛ሙྜ䛿䚸ᚲ䛪⮬㌟䛾ᡤᒓ䞉Ꮫ⡠␒ྕ䞉Ặྡ䞉㐃⤡஦㡯䜢㐺ษ䛻ఏ䛘䜛䜘䛖䛻䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

䛆ὀព䛇 本Ꮫ䛻䛿䛂බḞ䛃ไᗘ䛿䛒䜚䜎䛫䜣䚹 

 䞉 䛯䛰䛧䚸≉౛ᥐ⨨䛸䛧䛶Ꮫ長䛜ᣦᐃ䛧䛯⮬↛⅏ᐖ䛻㛵䛩䜛䝪䝷䞁䝔䜱䜰άື䜈䛾ཧຍ䛻䜘䜛ᤵᴗ䛾Ḟᖍ䛻䛴䛔䛶䛿බḞ

䜢㢪䛔ฟ䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛩䛾䛷䚸ᡤᒓᏛ㒊䛾ᩍົᏛ⏕ᢸᙜಀ䛻⏦䛧ฟ䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

 䞉 ⑓Ẽ䜔᛹ᡃ䛺䛹䛷 2 㐌㛫௨上Ḟᖍ䛩䜛ሙྜ䛿䛂Ḟᖍᒆ䛃䜢ᡤᒓᏛ㒊䛾ᩍົᏛ⏕ᢸᙜಀ䜈ᥦฟ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹䠄長ᮇḞ

ᖍ䜢ᒆ䛡ฟ䜛ไᗘ䛷䚸Ḟᖍ䛻ᑐ䛩䜛≉ู䛺㓄៖䜢ᒆ䛡ฟ䜛䜒䛾䛷䛿䛒䜚䜎䛫䜣䚹䠅 

 䞉 ⿢ุဨไᗘ䛻䜘䜚ㅮ⩏ཬ䜃ᐃᮇヨ㦂➼䜢䜔䜐䜢ᚓ䛪Ḟᖍ䛩䜛ሙྜ䛻䛿䚸ᡤᒓᏛ㒊䛾ᩍົᏛ⏕ᢸᙜಀ䛻⏦䛧ฟ䛶䛟䛰

䛥䛔䚹  

䞉 ㄢእάື䛻䛴䛔䛶䛿䚸ṇㄢ䠄ᤵᴗ䠅䛜ඃඛ䛷䛩䚹ㄢእάື䛻䜘䜛Ḟᖍ䛻䛴䛔䛶䛿䚸≉ู䛺㓄៖䜢⾜䛔䜎䛫䜣䚹䠄㏻ᖖ䛾Ḟ

ᖍ䛸ྠ䛨ᢅ䛔䛻䛺䜚䜎䛩䚹䠅 䛺䛚䚸ᅜ㝿኱఍➼䛻ᣍ㞟䛥䜜䛯ሙྜ䛿䚸Ꮫ⏕ᨭ᥼ㄢ⏕άᨭ᥼䜾䝹䞊䝥䜒䛧䛟䛿ᡤᒓᏛ㒊䛾

ᩍົᏛ⏕ᢸᙜಀ䛻┦ㄯ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 䛯䛰䛧䚸ᤵᴗ䛾ᛶ㉁上䚸㓄៖䛥䜜䛺䛔ྍ⬟ᛶ䜒䛒䜚䜎䛩䚹

䠐䠊䠍䠊䠎  ᐃᮇヨ㦂䜢Ḟᖍ䛩䜛ሙྜ 

㏣ヨ㦂䛿原๎⾜䛔䜎䛫䜣䚹 䛯䛰䛧䚸ᛴᛶ䛾⑓Ẽ䚸ᚷᘬ䠄㓄അ⪅䚸஧ぶ➼内䛾ぶ᪘䠅䚸୙៖䛾஦ᨾ䚸බඹ ஺㏻ᶵ㛵䛾㐠

ఇཪ䛿኱ᖜ䛺㐜ᘏ䚸኱Ꮫ䛾ᤵᴗ⛉┠䛸䛧䛶⾜䜟䜜䜛ᐇ⩦䠄ᑐ㇟䛸䛺䜛䛛䛹䛖䛛䛻䛴䛔䛶஦๓䛻 K Ჷ஦ົᐊඹ㏻ᩍ⫱䜾䝹䞊

䝥䛷☜ㄆ䛩䜛䛣䛸䠅䚸 䛭䛾௚䜔䜐䜢ᚓ䛺䛔஦⏤䛻䜘䜛ሙྜ䛻䛿䚸本人䛾㢪䛔ฟ䛻䜘䜚䚸ㄆ䜑䜙䜜䜛䛣䛸䛜䛒䜚䜎䛩䚹  

          䛺䛚䚸༠ᐃ䛻ᇶ䛵䛟␃Ꮫ䜢䛩䜛Ꮫ⏕䜎䛯䛿⚄ᡞ኱Ꮫ䛾ᩍ⫱䝥䝻䜾䝷䝮䠄ᾏእ䛷ᐇ᪋䛥䜜䜛䜒䛾䛻㝈䜛䚹䠅䛻ཧຍ䛩䜛Ꮫ⏕䛷䚸

␃Ꮫᮇ㛫䛸඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠䛾ᐃᮇヨ㦂᪥䛜㔜䛺䜛ሙྜ䛿䚸ᐃᮇヨ㦂䛾ᐇ᪋᪥䛾ኚ᭦䜢ㄆ䜑䜛䛣䛸䛜䛒䜚䜎䛩䚹 ᡭ⥆䛝

䛾ヲ⣽䛻䛴䛔䛶䛿䚸䛂༠ᐃ➼䛻ᇶ䛵䛟␃Ꮫ䛻క䛖඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠䛾ᐃᮇヨ㦂ᐇ᪋᪥䛾ኚ᭦䛻䛴䛔䛶䛃 䛾ᥖ♧䜢䚸K Ჷ

ᥖ♧板ཪ䛿ᩍ㣴ᩍ⫱㝔 WEB 䝃䜲䝖䛻䛶☜ㄆ䛧䛶ୗ䛥䛔䚹 

䖩㐲㝸ᤵᴗ䞉ᑐ㠃ᤵᴗ䛻䛛䛛䜟䜙䛪䚸ᐃᮇヨ㦂䛾Ḟᖍ䛻䛴䛔䛶䚸ヲ⣽䛻䛴䛔䛶䛿ᩍ㣴ᩍ⫱㝔 WEB 䝃䜲䝖䛷䛂㏣ヨ㦂䛻䛴䛔

䛶䛃䛾ᥖ♧䜢☜ㄆ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

4䠊඲⯡ⓗ䛺ὀព஦㡯
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         䖃஺㏻ᶵ㛵䛾㐠ఇ䜔Ẽ㇟㆙ሗ䛾Ⓨ⾲䚸㑊㞴່࿌䞉㑊㞴ᣦ♧䠄⥭ᛴ䠅䞉⅏ᐖⓎ⏕᝟ሗ䛾Ⓨ௧᫬䛻䛚䛡䜛ᤵᴗ䞉ᐃᮇヨ㦂䛾ఇ

ㅮᥐ⨨䛻䛴䛔䛶䛿䚸K Ჷᥖ♧板ཪ䛿⚄ᡞ኱Ꮫ WEB 䝃䜲䝖内䛖䜚䜌䞊䝫䞊䝍䝹䛾ḟ䛾䝨䞊䝆䜢ཧ⪃䛻䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹   

䛂஺㏻ᶵ㛵䛾㐠ఇ䚸Ẽ㇟㆙ሗ䛾Ⓨ⾲䚸㑊㞴່࿌䞉㑊㞴ᣦ♧䠄⥭ᛴ䠅䞉⅏ᐖⓎ⏕᝟ሗ䛾Ⓨ௧᫬䛻䛚䛡䜛ᤵᴗ䚸ᐃᮇヨ

㦂䛾ఇㅮᥐ⨨䛃 

http://www.office.kobe-u.ac.jp/stdnt-kymsys/student/green/access/index.html

         䖩䛂ᤵᴗ䞉ᐃᮇヨ㦂䛾ఇㅮᥐ⨨䛃䛾䝹䞊䝹䛾᭱᪂᝟ሗ䛿上グ䝃䜲䝖䛻ᥖ㍕䛥䜜䜎䛩䛾䛷䚸☜ㄆ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

䠐䠊䠎 ᡂ⦼䛻䛴䛔䛶

䠐䠊䠎䠊䠍  ᡂ⦼ホ౯䛻䛴䛔䛶 

⚄ᡞ኱Ꮫ䛾ᡂ⦼ホ౯ᇶ‽䛿䚸᪂ධ⏕䜺䜲䝎䞁䝇䛷㓄௜䛥䜜䛯Ꮫ⏕౽ぴ䛻ᥖ㍕䛥䜜䛯䛂⚄ᡞ኱Ꮫඹ㏻⣽๎䛃䛷ᐃ䜑䛶䛔䜎

䛩䚹ᤵᴗ⛉┠䛤䛸䛾Ꮫಟ┠ᶆ䚸ᡂ⦼ホ౯᪉ἲ䛿䝅䝷䝞䝇䛷☜ㄆ䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸ึᅇᤵᴗ内䛷ᢸᙜᩍဨ䛛䜙ㄝ明䛜䛒䜚䜎䛩

䛾䛷䚸୙明䛺Ⅼ䛜䛒䜛ሙྜ䛿ᤵᴗᢸᙜᩍဨ䜈直᥋☜ㄆ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

䠐䠊䠎䠊䠎  ᡂ⦼Ⓨ⾲䛻䛴䛔䛶 

ྛ䜽䜷䞊䝍䞊䛻䛚䛔䛶ᡂ⦼Ⓨ⾲᪥䛜Ỵ䜎䛳䛶䛔䜎䛩䚹ᡂ⦼Ⓨ⾲᪥䛻䛖䜚䜌䞊䝛䝑䝖䛾ᒚಟᡂ⦼↷఍䛻䜘䜚䚸ᒚಟ䛧䛯ᤵᴗ

⛉┠䛾ᡂ⦼䜢☜ㄆ䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛩䚹ᡂ⦼Ⓨ⾲᪥๓䛻ᢸᙜᩍဨ䛛䜙Ꮫ⏕䜈䛾ᡂ⦼㏻▱䜢⾜䛔䜎䛫䜣䚸䜎䛯䚸Ꮫ⏕䛛䜙䛾

ᡂ⦼↷఍䛻䛿ᅇ⟅䛧䜎䛫䜣䛾䛷䛤ὀព䛟䛰䛥䛔䚹䛺䛚䚸ᡂ⦼ホ౯䛻ᑐ䛩䜛⏦䛧❧䛶䜢⾜䛖䛣䛸䛜䛷䛝䜛ไᗘ䛜䛒䜚䜎䛩䛾䛷䚸

Ⓨ⾲䛥䜜䛯ᡂ⦼䛻␲⩏䛜䛒䜛ሙྜ䛻䛿䛣䛾ไᗘ䜢฼⏝䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

䈜ྛ䜽䜷䞊䝍䞊䛾ᡂ⦼Ⓨ⾲᪥䛿䚸䛖䜚䜌䞊䝫䞊䝍䝹䛂ᤵᴗ䠋ᒚಟⓏ㘓䛃 䜹䝔䝂䝸内䛷☜ㄆ䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛩䚹Ꮫ㒊䛻䜘

䛳䛶䚸㐍⣭䞉༞ᴗᑐ㇟Ꮫ⏕䛾Ⓨ⾲᪥䜢ኚ᭦䛧䛶䛔䜛䛣䛸䛜䛒䜚䜎䛩䛾䛷䠈 ᡤᒓᏛ㒊䛷䛾ᥖ♧䞉㏻▱䜢☜ㄆ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

䠐䠊䠎䠊䠏  ඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠䛾ᡂ⦼ホ౯䛻ᑐ䛩䜛⏦䛧❧䛶䛻䛴䛔䛶 

ᒚಟ䛧䛯඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠䛻㛵䛩䜛ᡂ⦼ホ౯䛻䛴䛔䛶䚸ᙜヱᤵᴗ⛉┠䛾ᡂ⦼ホ౯ᇶ‽䛻↷䜙䛧䛶␲⩏䛜䛒䜛ሙྜ䛿䚸

ᡂ⦼ホ౯䛻䛴䛔䛶ᢸᙜᩍဨ䛻ㄝ明䜢ồ䜑䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛩䚹ᡂ⦼ホ౯䛻ᑐ䛩䜛⏦䛧❧䛶䛿䚸ᡂ⦼ホ౯䛾↷఍䜔ホ౯䛾ኚ

᭦䜢㢪䛔ฟ䜛ไᗘ䛷䛿䛒䜚䜎䛫䜣䚹䝅䝷䝞䝇䜔ᤵᴗ内䛷♧䛥䜜䛯Ꮫಟ┠ᶆ䞉ᡂ⦼ホ౯ᇶ‽䛻↷䜙䛧䚸ᡂ⦼ホ౯䛻␲⩏䜢⏦

䛧❧䛶䜛ṇᙜ䛺理⏤䜢有䛩䜛ሙྜ䛻䛾䜏ࠊᡂ⦼Ⓨ⾲᪥䛛䜙䠍㐌㛫௨ෆ䛻ඹ㏻ᩍ⫱䜾䝹䞊䝥䜈⏦䛧❧䛶䛾஦ົᡭ⥆䛝䜢⾜

䛳䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

䠐䠊䠎䠊䠐  ୙ṇ⾜Ⅽ䛻䛴䛔䛶 

඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠䛾ᐃᮇヨ㦂䚸ᡂ⦼䜢ㄢ䛩䝺䝫䞊䝖䠄ᤵᴗ中䛻ᐇ᪋䛩䜛小䝔䝇䝖䞉小䝔䝇䝖䛺䛹䚸ᡂ⦼ホ౯䛾ᑐ㇟䛸䛺䜛

ヨ㦂䞉ᥦฟ≀䜢ྵ䜐䠅➼䛻䛚䛔䛶䚸୙ṇ⾜Ⅽ䛜䛒䛳䛯ሙྜ䛿䚸䛭䛾Ꮫᮇ䠄๓ᮇ䛾ሙྜ䛿➨ 1 䜽䜷䞊䝍䞊ཬ䜃➨ 2 䜽䜷䞊䝍䞊䚸

ᚋᮇ䛾ሙྜ䛿➨ 3 䜽䜷䞊䝍䞊ཬ䜃➨ 4 䜽䜷䞊䝍䞊䠅䛻ᒚಟ䛧䛯඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠䛾ᡂ⦼䛜䛩䜉䛶↓ຠ䛸䛺䜚䜎䛩䚹 

䚽ᐃᮇヨ㦂䜎䛯䛿ᤵᴗ中䛻䛚䛡䜛ヨ㦂䛻䛚䛔䛶䚸ヨ㦂᫬㛫中䛻ḟ䛾⾜Ⅽ䜢ᐇ⾜䛧䛯ሙྜ䛿䚸୙ṇ⾜Ⅽ䛸ㄆᐃ䛩䜛䛣䛸䛜

䛒䜚䜎䛩䚹 

䠄㻝䠅ᐃᮇヨ㦂䛻䛚䛔䛶䚸ཷ㦂䛾䛯䜑䛻チྍ䛥䜜䛯≀ရ௨እ䠄➹⟽䚸ୗᩜ䛝䚸䝟䝋䝁䞁ཬ䜃ᦠᖏ㟁ヰ➼䛾㏻ಙᶵჾ䜢ྵ䜐䠅

䜢ᮘ上䚸䜎䛯䛿ᮘ䛾中䛻⨨䛔䛶䛔䛯ሙྜ䚹 

䠄㻞䠅ᣢ䛱㎸䜏䜢チྍ䛥䜜䛶䛔䛺䛔䝜䞊䝖䚸ᩍ⛉᭩䚸䝥䝸䞁䝖➼䜒ྠᵝ䚹 

䠄㻟䠅௚人䛾⟅᱌䜢෗䛩䚸䜎䛯䛿௚人䛻⟅᱌䜢෗䛥䛫䛯ሙྜ 

䠄㻠䠅ཷ㦂⪅䛻௦䜟䛳䛶ཷ㦂䚸䜎䛯䛿௚人䛻௦理ཷ㦂䜢౫㢗䛧䛯ሙྜ 

䠄㻡䠅ヨ㦂内ᐜ䛻䛴䛔䛶⚾ㄒ䜢஺䜟䛩䚸䜎䛯䛿ヨ㦂䜢ጉᐖ䛧䛯ሙྜ 

䠄㻢䠅ヨ㦂┘╩䛾ᣦ♧䛻ᚑ䜟䛺䛛䛳䛯ሙྜ 

䠄㻣䠅䛭䛾௚䠈ヨ㦂䛾බṇᛶ䜢ᦆ䛺䛖⾜Ⅽ䜔ᡂ⦼ホ౯䜢ጉ䛢䜛⾜Ⅽ䜢⾜䛳䛯ሙྜ 

䚽ᡂ⦼ホ౯䛾䛯䜑䛻ㄢ䛩䝺䝫䞊䝖➼䛻䛚䛔䛶䠈ḟ䛾⾜Ⅽ䜢ᐇ⾜䛧䛯ሙྜ䛿୙ṇ⾜Ⅽ䛸ㄆᐃ䛩䜛䛣䛸䛜䛒䜛䚹 

㸫 10� 㸫
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䠄1䠅௚人䛾సᡂ䛧䛯䝺䝫䞊䝖➼䛾内ᐜ䜢᭩䛝෗䛩䠄内ᐜ䛾一㒊䜢᭩䛝᥮䛘䛯ሙྜ䜢ྵ䜐䠅䠈䜎䛯䛿௚人䛻䝺䝫䞊䝖䛾内ᐜ

䜢సᡂ䛥䛫䛯ሙྜ 

䠄㻞䠅ᨾព䛻௚人䛻సᡂ䛧䛯䝺䝫䞊䝖䛾内ᐜ䜢᭩䛝෗䛥䛫䜛䚸䜎䛯䛿௚人䛻సᡂ䛧䛯䝺䝫䞊䝖➼䜢ᥦ౪䛧䛯ሙྜ 

䠄3䠅䝺䝫䞊䝖➼䛾సᡂ䛻䛚䛔䛶๴✼䠄௚人䛾ⴭస≀䛾内ᐜ➼䛻䛴䛔䛶ฟ඾䜢明グ䛫䛪䠈⮬ศ䛾సᡂ䛧䛯内ᐜ䛸䛩䜛➼䠅

䛧䛯ሙྜ 

䠄㻠䠅䝺䝫䞊䝖➼䛾సᡂ䛻䛚䛔䛶䝕䞊䝍䜔⏬ീ䛾ᨵ䛦䜣䠈ᤐ㐀䜢⾜䛳䛯ሙྜ 

䠄㻡䠅䛭䛾௚䠈䝺䝫䞊䝖➼䛾බṇᛶ䜢ᦆ䛺䛖⾜Ⅽ䜔ᡂ⦼ホ౯䜢ጉ䛢䜛⾜Ⅽ䜢⾜䛳䛯ሙྜ 

䈜ᤵᴗ୰䛻ᥦฟ䛩䜛ᑠ䝔䝇䝖䚸ᑠ䝺䝫䞊䝖➼䛾௦➹䛻䛴䛔䛶䚸௦➹䜢౫㢗䛧䛯Ꮫ⏕䚸౫㢗䛥䜜䛶௦➹䜢⾜䛳䛯Ꮫ⏕ඹ䛻

୙ṇ⾜Ⅽ䛾ᑐ㇟䛸䛺䜚䜎䛩䚹ᡭ䛾㈇യ➼䛾䜔䜐䜢ᚓ䛺䛔஦᝟䛜䛒䜛ሙྜ䛿䚸஦๓䛻ᢸᙜᩍဨ䜈┦ㄯ䛾ୖ䚸ᣦ♧䛻

ᚑ䛳䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

䈜䝺䝫䞊䝖సᡂ䛾㝿䛻୙᫂䛺Ⅼ䛜䛒䜛ሙྜ䛿䚸ᢸᙜᩍဨ䛻஦๓䛻☜ㄆ䛾ୖ䚸ᣦ♧䛻ᚑ䛳䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

䖩୙ṇ⾜Ⅽ䛻㛵䛧䛶䚸㐲㝸ᤵᴗ䛻䛚䛡䜛ὀពⅬ䜢㏣ຍ䛷ᥖ♧䛩䜛ሙྜ䛿䚸ᩍ㣴ᩍ⫱㝔 WEB 䝃䜲䝖䛻ᥖ㍕䛧䜎䛩䚹 

䠐䠊䠏 䝟䝋䝁䞁ᚲᦠ

⚄ᡞ኱Ꮫ䛷䛿䚸㧗ᗘ᝟ሗ໬♫఍䛻䛚䛔䛶᝟ሗ㏻ಙᢏ⾡䛾༑ศ䛺ά⏝⬟ຊ䜢有䛩䜛人ᮦ䜢⫱ᡂ䛧䚸䛭䜜䜙䛾ᢏ⾡䜢ά⏝

䛧䛯ᩍ⫱䛾ᥦ౪䜢┠ⓗ䛻䚸䝟䝋䝁䞁䛾ᚲᦠ໬䜢ᐇ᪋䛧䜎䛧䛯䚹 

䝟䝋䝁䞁䛾䝇䝨䝑䜽䜔ὀព஦㡯䛻䛴䛔䛶䛿䚸௨ୗ䛾 URL 䜢☜ㄆ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

http://www.office.kobe-u.ac.jp/stdnt-kymsys/student/green/pcmust/index.html 

㸫 10� 㸫
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䠑䠊䠍 ᩍ㣴ᩍ⫱䛾┠ᶆ

⚄ᡞ኱Ꮫ䛿䚸䛂Ꮫ理䛸ᐇ㝿䛾ㄪ和䛃䛸䛔䛖㛤Ꮫ௨᮶䛾ᩍ⫱᪉㔪䛾ୗ䚸ᩍ⫱᠇❶䛻♧䛥䜜䛯䛂人㛫ᛶ䛃䛂๰㐀ᛶ䛃䛂ᅜ㝿ᛶ䛃䛂ᑓ㛛ᛶ䛃

䜢㧗䜑䜛ᩍ⫱䜢ᐇ᪋䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸ྛᏛ㒊䛜䜾䝻䞊䝞䝹໬䛻ᑐᛂ䛧䛯ᵝ䚻䛺ᩍ⫱䝥䝻䜾䝷䝮䜢㛤Ⓨ䛧䛶䛝䛯䚹䛣䛾䜘䛖䛺䝥䝻䜾䝷䝮䛻

ཧຍ䛩䜛Ꮫ⏕䛰䛡䛷䛿䛺䛟䚸඲䛶䛾Ꮫ⏕䜢䚸⮬䜙ᆅ⌫ⓗㄢ㢟䜢Ⓨぢ䛧䛭䛾ゎỴ䛻䝸䞊䝎䞊䝅䝑䝥䜢Ⓨ᥹䛷䛝䜛人ᮦ䜈䛸⫱ᡂ䛩䜛䛣

䛸䛜Ꮫኈㄢ⛬䛾ㄢ㢟䛷䛒䜛䚹 

䛭䛣䛷䚸඲Ꮫ㒊Ꮫ⏕䜢ᑐ㇟䛸䛩䜛ᩍ㣴ᩍ⫱䛻䛚䛔䛶䚸⚄ᡞ኱Ꮫ䛾Ꮫ⏕䛜༞ᴗ᫬䛻㌟䛻䛴䛡䜛䜉䛝ඹ㏻䛾⬟ຊ䜢䛂⚄ᡞ䝇䝍䞁䝎

䞊䝗䛃䛸䛧䛶明♧䛧䚸䛭䛾ಟᚓ䜢ᩍ⫱┠ᶆ䛸䛩䜛䚹 

⚄ᡞ䝇䝍䞁䝎䞊䝗 

」║ⓗ䛻ᛮ⪃䛩䜛⬟ຊ 

ᑓ㛛ศ野௨እ䛾Ꮫၥศ野䛻䛴䛔䛶ᇶ本ⓗ䛺䜒䛾䛾⪃䛘᪉䜢Ꮫ䜆䛣䛸䜢㏻䛧䛶」║ⓗ䛺䜒䛾䛾ぢ᪉䜢㌟䛻䛴䛡䜛 

ከᵝᛶ䛸ᆅ⌫ⓗㄢ㢟䜢理ゎ䛩䜛⬟ຊ 

ከᵝ䛺ᩥ໬䚸ᛮ᝿䚸౯್ほ䜢ཷᐜ䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸ᆅ⌫ⓗㄢ㢟䜢理ゎ䛩䜛⬟ຊ䜢㌟䛻䛴䛡䜛 

༠ാ䛧䛶ᐇ㊶䛩䜛⬟ຊ 

ᑓ㛛ᛶ䜔౯್ほ䜢␗䛻䛩䜛人䚻䛸༠ാ䛧䛶ㄢ㢟ゎỴ䛻䛒䛯䜛䝏䞊䝮䝽䞊䜽ຊ䛸䚸ᅔ㞴䜢஌䜚㉺䛘┠ᶆ䜢㏣ồ䛧⥆䛡䜛

ຊ䜢㌟䛻䛴䛡䜛 

䠑䠊䠎 ඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠䛾Ꮫಟ┠ᶆ

䞉ᇶ♏ᩍ㣴⛉┠ 

ᇶ♏ᩍ㣴⛉┠䛿䚸人ᩥ⣔䚸♫఍⛉Ꮫ⣔䚸⏕࿨⛉Ꮫ⣔䚸⮬↛⛉Ꮫ⣔䛾䠐䛴䛾ศ野䛾⛉┠䜘䜚㛤ㅮ䛧䛶䛔䜛⛉┠䛛䜙䚸⮬ศ䛜

ᡤᒓ䛩䜛ᑓ㛛ศ野௨እ䛾୺せ䛺Ꮫၥศ野䛻䛴䛔䛶ᇶ本ⓗ䛺▱㆑ཬ䜃䛂䜒䛾䛾ぢ᪉䛃䜢Ꮫ䜃䚸理ゎ䛩䜛䛣䛸䜢┠ⓗ䛸䛧䚸௨ୗ䛾

༊ศẖ䛻Ꮫಟ┠ᶆ䜢ᐃ䜑䜛䚹 

䠄䠍䠅ேᩥ系 

人ᩥ⣔䛸䛧䛶䛿䛂ဴᏛ䛃䚸䛂ㄽ理Ꮫ䛃䚸䛂೔理Ꮫ䛃䚸䛂ᚰ理Ꮫ䛃䚸䛂ᩍ⫱Ꮫ䛃䜢㛤ㅮ䛩䜛䚹䛂ဴᏛ䛃䛿人㛫䛾▱ⓗႠ䜏䛾⵳✚䛷䛒

䜚䚸ཷㅮ⪅䛻䛿⮬㌟䛾ᑓ㛛㡿ᇦ䛜䛔䛛䛻ྂ௦䛛䜙⌧௦䛻䛔䛯䜛ᛮ᝿䛻౫ᣐ䛧䛶䛔䜛䛛䜢理ゎ䛩䜛䛣䛸䛜ồ䜑䜙䜜䜛䚹䛂ㄽ理

Ꮫ䛃䛿䚸䛒䜙䜖䜛ศ野䛷ᚲせ䛸䛥䜜䜛᥎ㄽ䚸ㄽド䛾ᇶ♏䛻㛵䜟䜛Ꮫၥ䛷䛒䜚䚸ཷㅮ⪅䛻䛿⮬㌟䛾ᑓ㛛ศ野䛷䜒ά⏝ྍ⬟䛺

ㄽ理ⓗᛮ⪃⬟ຊ䜢㌟䛻䛴䛡䜛䛣䛸䛜ồ䜑䜙䜜䜛䚹䛂೔理Ꮫ䛃䛷䛿䚸ᐇ♫఍䛷䜒㏻⏝䛩䜛㧗䛔೔理ほ䜢㌟䛻䛴䛡䜛䛣䛸䛜ồ䜑

䜙䜜䜛䚹䛂ᚰ理Ꮫ䛃䛿ᚰ䛾䛿䛯䜙䛝䛻㛵䛩䜛ᐇドⓗ䛺◊✲䜢⾜䛖䛸䛸䜒䛻䚸ᚰ䛾Ⓨ㐩䜢明䜙䛛䛻䛧䚸䛥䜎䛦䜎䛺Ⓨ㐩ẁ㝵䛷䛾

ᚰ䛾ၥ㢟䛾ゎỴ䜢ᨭ᥼䛩䜛ศ野䛷䛒䜛䚹䛂ᚰ理Ꮫ䛃䛾ཷㅮ⪅䛻䛿䚸人㛫䛾ᚰ䛾䛿䛯䜙䛝䛻䛴䛔䛶䛭䛾ᛂ⏝ྍ⬟ᛶ䜢ྵ䜑䛯

理ゎ䜢䛩䜛䛣䛸䛜ồ䜑䜙䜜䜛䚹䛂ᩍ⫱Ꮫ䛃䛷䛿䚸▱ᛶ䞉ᢏ⬟䞉᝟ព➼䛾ᤵཷ䛸䛔䛖Ⴀ䜏䛻䛴䛔䛶䛾ᇶ本ⓗ理ゎ䛸䚸ᩍ⫱⾜Ⅽ䛜

⌧௦䛻䛚䛔䛶䛿䛯䛩ព⩏䛻䛴䛔䛶理ゎ䛩䜛䛣䛸䛜ồ䜑䜙䜜䜛䚹 

䠄䠎䠅♫఍⛉Ꮫ系 

自ᕫのᒓするᵝࠎなࣞ࣋ルのࠑ♫఍ࠒにᑐするࠊ⛉学ⓗかつ」║ⓗᛮ⪃と理ゎとを㣴ࡇ࠺とを目ⓗとしてࠊ「ἲ

学」ࠊ「ᨻ἞学」ࠊ「⤒῭学」ࠊ「⤒Ⴀ学」ࠊ「♫఍学」ࠊ「教育♫఍学」ࠊ「ᆅ理学」を㛤ㅮする。「ἲ学」で

は」㞧໬する⌧௦♫఍に࠾いて୺యⓗᕷẸとして生きるたࡵのἲ学の▱㆑・᪉ἲ・理ㄽを学ࡪ。「ᨻ἞学」では⬟

動ⓗなᨻ἞ⓗ୺యにồࡵらࢀるࠊᨻ἞を▱りそࢀを生きる▱㆑・理ㄽ・᪉ἲを学ࡪ。「⤒῭学」ではࣟࢡ࣑ࠊ・࣐

⧊⤌・௻業ࠊ分ᯒᯟ⤌の⩦ᚓを目ᣦす。「⤒Ⴀ学」ではࡸな⤒῭ၥ㢟を理ゎするのにᚲ要なᇶ本ⓗᴫᛕࠎのᵝࣟࢡ

を୰心にࠊ⤒῭♫఍の⌧場でⓎ生するከᵝな⤒Ⴀ課㢟にᑐするྲྀり⤌ࡳをࠊ⤒Ⴀ学のどⅬから学ࡪ。「♫఍学」で

はࠊ㡿ᇦᶓ᩿ⓗかつ┦ᑐⓗな♫఍学のࡶののぢ᪉とその᭷用ᛶを♧す。「教育♫఍学」ではࠊ教育と♫఍との関係

を♫఍学ⓗに分ᯒするࡇとにࡗࡼてࠊ学ᰯ教育ࡀいかに⌧௦♫఍とのかかࢃりࡀ῝いかࠊまた࡝の࠺ࡼなᙺ๭を

ᯝたしているかを♧す。「ᆅ理学」に࠾いてはࠊそのᇶ本ᴫᛕࡸⓎᒎ動ྥを㋃まࠊ࠼そのᐇ証ⓗ・理ㄽⓗ୧ഃ㠃を

学ࡪ。

䠄䠏䠅⏕࿨⛉Ꮫ系 

඲䛶䛾⏕≀䛻䛸䛳䛶䛛䛡䛜䛘䛾䛺䛔䚾࿨䚿䛿䚸௒᪥䛾㐍Ṍ䛧䛯⏕࿨⛉Ꮫᢏ⾡䛾ୗ䚸䛭䛾䝯䜹䝙䝈䝮䛜᪂䛯䛻ゎ明䛥䜜䜛一

᪉䛷䚸⑓Ẽ䛺䛹䛿䜎䛰୙明䛺㒊ศ䜒ከ䛔䚹本ศ野䛷䛿䚸⏕࿨䛻ᑐ䛩䜛」║ⓗᛮ⪃䜢㣴䛖䛣䛸䜢┠ⓗ䛸䛧䛶䚸人㢮䜢ึ䜑ᆅ⌫

䠑䠊඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠䛾⌮ᛕ

㸫 109 㸫
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⎔ቃ䛻ᬽ䜙䛩ከᵝ䛺⏕࿨య䛾௙⤌䜏䛸䚸ᡃ䚻䛜⏕䛝䛶䛔䛟上䛷ᚲせ䛺೺康⟶理䜎䛷䚸ᇶ♏䛛䜙⮫ᗋ་Ꮫ䜎䛷䜢Ꮫ䜆䚹䛂⏕

≀Ꮫ䛃䛷䛿䚸⏕≀䛾ከᵝᛶ䚸㑇ఏ子䚸⣽⬊䛾ᵓ㐀䛛䜙ᶵ⬟䜎䛷䚸⏕≀䛻㛵䛩䜛ᇶ本ⓗ䛺▱㆑䜔⪃䛘᪉䜢Ꮫ䜆䚹䛂་Ꮫ䛃䛷

䛿䚸୺せ䛺⑓Ẽ䛾᪩ᮇⓎぢ䜔᪩ᮇ἞⒪䛜䛷䛝䜛䜘䛖䛻䚸་Ꮫ䛻㛵䛩䜛ᇶ本ⓗ䛺▱㆑䜔⪃䛘᪉䜢Ꮫ䜆䚹䛂ಖ೺Ꮫ䛃䛷䛿䚸ឤ

ᰁ⑕䛾ண㜵䛺䛹䚸యㄪ䜢⟶理䛧䛶⑓Ẽ䜢㜵䛠䛣䛸䛜䛷䛝䜛䜘䛖䛻䚸ಖ೺Ꮫ䛻㛵䛩䜛ᇶ本ⓗ䛺▱㆑䜔⪃䛘᪉䜢Ꮫ䜆䚹䛂೺康⛉

Ꮫ䛃䛷䛿䚸೺康䛺⏕ά䜢㐣䛤䛩䛯䜑䛻ᚲせ䛺⏕ά⩦័䜢㌟䛻䛴䛡䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䜘䛖䛻䚸೺康⛉Ꮫ䛻㛵䛩䜛ᇶ本ⓗ䛺▱㆑

䜔⪃䛘᪉䜢Ꮫ䜆䚹 

䠄䠐䠅⮬↛⛉Ꮫ系 

㧗ᗘ䛻⛉Ꮫᢏ⾡䛾Ⓨ㐩䛧䛯⌧௦♫఍䛻ᑐᛂ䛩䜛」║ⓗᛮ⪃䜢㣴䛖䛣䛸䜢┠ⓗ䛸䛧䛶䚸本ศ野䛷䛿䚸ᡃ䚻䜢ྲྀ䜚ᕳ䛟⮬↛

⌧㇟䜔♫఍⌧㇟䛜ᡃ䚻䛻䛹䛾䜘䛖䛻㛵䜟䜚䜢ᣢ䛴䛛䛻䛴䛔䛶䚸⮬↛⛉Ꮫ䛾ほⅬ䛸ษ䜚ཱྀ䛛䜙Ꮫ䜆䚹䛂ᩘᏛ䛃䛷䛿䚸ᩘ理ⓗᛮ

⪃䛻䛚䛡䜛ᇶ本ⓗ䛺▱㆑䜔⪃䛘᪉䜢Ꮫ䜆䚹䛂≀理Ꮫ䛃䛷䛿䚸䠍䠕ୡ⣖䜎䛷䛻☜❧䛥䜜䛯ྂ඾≀理Ꮫ䚸䛒䜛䛔䛿䚸䠎䠌ୡ⣖䛻ᵓ

⠏䛥䜜䛯⌧௦≀理Ꮫ䛾ᇶ本ⓗ䛺▱㆑䜔⪃䛘᪉䜢Ꮫ䜆䚹䛂໬Ꮫ䛃䛷䛿䚸ศ子䛻䜎䛴䜟䜛ᚤどⓗ䛺内ᐜ䛻㛵䛧䛶䚸䛒䜛䛔䛿䚸

≀㉁䛾ᛶ㉁䛺䛹໬Ꮫ䛾ᇶ本ⓗ䛺▱㆑䜔⪃䛘᪉䜢Ꮫ䜆䚹䛂ᝨᫍᏛ䛃䛷䛿䚸ᝨᫍ䛚䜘䜃ㅖኳయ䚸Ᏹᐂ䛻䛚䛡䜛ᆅ⌫䚸䛒䜛䛔䛿䚸

ᝨᫍ䛾ጼ䜔ኚື⌧㇟䛻䛴䛔䛶䚸ᝨᫍᏛ䛾ᇶ本ⓗ䛺▱㆑䜔⪃䛘᪉䜢Ꮫ䜆䚹「᝟ሗ⛉学」ではࢥࠊンࡸࢱ࣮ࣗࣆス࣐࣮ト

ࢹにࡶ㏆の活用事౛を▱るとと᭱ࠊࡳ⤌௙ࡸている᝟ሗᢏ⾡のṔྐࢀらの身㏆なᶵჾに利用さࢀࡇࠊ࡝ンな࢛ࣇ

。ࡪのฎ理・分ᯒのᇶ♏▱㆑を学ࢱ࣮

䞉⥲ྜᩍ㣴⛉┠ 

⥲ྜᩍ㣴⛉┠䛿䚸ከᩥ໬䛻ᑐ䛩䜛理ゎ䜢深䜑䚸ከศ野䛻䜎䛯䛜䜛ㄢ㢟䜢⪃䛘䚸ᑐヰᆺ䛾ㅮ⩏䜢ྲྀ䜚ධ䜜䜛䛺䛹䛾ᕤኵ䛻䜘

䜚䚸」║ⓗ䛺䜒䛾䛾ぢ᪉䚸ㄢ㢟Ⓨぢຊ䜢㣴ᡂ䛩䜛䛣䛸䜢┠ⓗ䛸䛧䚸௨ୗ䛾༊ศẖ䛻Ꮫಟ┠ᶆ䜢ᐃ䜑䜛䚹 

䠄䠍䠅ከᩥ໬⌮ゎ 

䜾䝻䞊䝞䝹໬䛾㐍ᒎ䛻క䛔䚸⌧௦䛷䛿␗ᩥ໬㛫䛾஺ὶ䛜一ᒙ深໬䛧䚸ྠ᫬䛻䚸␗ᩥ໬䛻ᑐ䛩䜛理ゎ୙㊊䛜深้䛺୙

和䜢ᣍ᮶䛧䛛䛽䛺䛔≧ἣ䛜⌧ฟ䛧䛶䛔䜛䚹 

䛣䛾⛉┠⩌䛷䛿䚸䛣䛖䛧䛯⌧௦ୡ⏺䛾≧ἣ䜢ⓗ☜䛻ᢕᥱ䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸ከᩥ໬ඹ⏕䛾䛒䜚᪉䜢ᶍ⣴䛩䜛䛾䛻ᚲせ䛺▱㆑

䜢⋓ᚓ䛧䚸ᛮ⪃ຊ䜢㣴ᡂ䛩䜛䛣䛸䜢┠ᶆ䛸䛩䜛䚹 

䜘䜚ලయⓗ䛻䛿䚸ከᵝ䛺᫬௦䛸ᆅᇦ䛾䚸Ṕ史䚸♫఍ᵓ㐀䚸ఏ⤫䚸᐀ᩍ䚸ⱁ⾡䜢ᢅ䛔䚸䛣䜜䜙䜢㏻䛨䛶␗ᩥ໬䛻㛵䛩䜛▱㆑

䜢⋓ᚓ䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸ẚ㍑ᩥ໬ⓗほⅬ䛛䜙ศᯒ䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸␗ᩥ໬䛸䛾ඹ⏕䛻䛴䛺䛜䜛ከඖⓗ䛺ᛮ⪃ຊ䜢㣴䛖䚹 

䠄䠎䠅⮬↛⏺䛾ᡂ䜚❧䛱㻌

⚾㐩䜢ྲྀ䜚ᕳ䛟⮬↛⏺䛻䛿ᵝ䚻䛺⌧㇟䛜Ꮡᅾ䛧䚸᪥䚻ኚ໬䛧䛶䛔䜛䚹䛣䜜䜙⮬↛⏺䛾ᵝ䚻䛺஦㇟䜢䚸⚾㐩䛿య㦂䜢㏻䛧

䛶䚸㛵䜟䜚䜢ᣢ䛱䛴䛴理ゎ䛧䛶䛔䜛䚹䛧䛛䛧䚸ከ䛟䛜ᮍゎ明䛷䛒䜚䚸௒ᚋ䛾◊✲䛾㐍ᒎ䛻㈇䛖㠃䜒኱䛝䛔䚹ᚑ䛳䛶䚸⮬↛⏺䛾

ᵝ䚻䛺஦㇟䜢理ゎ䛧ゎ明䛧䛶䛔䛟䛯䜑䛻䛿䚸⚾㐩䛜⮬↛ឡ䜢ᣢ䛳䛶⬟ືⓗ䛻ᑐᛂ䛧䚸⮬↛⏺䜢Ⰻ䛟理ゎ䛩䜛䛣䛸䛜㔜せ䛷

䛒䜛䚹 

䛣䛾⛉┠⩌䛷䛿䚸⚾㐩䛾㌟近䛺⌧㇟䛸䛧䛶ゐ䜜䜛䛣䛸䛾ከ䛔஦㇟䚸౛䛘䜀䚸⛉Ꮫᢏ⾡䛸೔理䛾ၥ㢟䚸⌧௦≀理Ꮫ䛜ᥥ䛟

ୡ⏺ീ䜔㌟近䛺≀理ἲ๎䚸⮬↛⏺䛻ぢ䜙䜜䜛䜹䝍䝏䛻䜎䛴䜟䜛ㅖၥ㢟䚸䜒䛾䛵䛟䜚䛸⛉Ꮫᢏ⾡䛻䛚䛡䜛ᕤᏛⓗ䛺ᢏ⾡䜔ᑗ

᮶ᒎᮃ䚸⏕࿨⛉Ꮫ䛸䛧䛶㌟య䛾ᵓ㐀䛸ᶵ⬟䛾㛵ಀ䚸⏕≀㈨※䛸㎰ᴗ䛾௒᪥䜎䛷䛾㛵䜟䜚䛸䛭䛾≉ᚩ䚸䛥䜙䛻䛿昆⹸䜔ᚤ⏕

≀䛸䛾┦㛵䚸䛺䛹䜢ྲྀ䜚上䛢䚸⚾㐩䛾᪥ᖖ䛾ၥ㢟䛸䛧䛶理ゎ䛧䚸⏕ά䛾中䛻ྲྀ䜚㎸䜣䛷ಟᚓ䛩䜛䛣䛸䜢┠ᶆ䛸䛩䜛䚹 

䠄䠏䠅䜾䝻䞊䝞䝹䜲䝅䝳䞊 

♫఍䛾䜾䝻䞊䝞䝹໬䛻䛸䜒䛺䛔䚸䜟䛯䛧䛯䛱䛿䚸ᅜ䜔ᆅᇦ䛾ቃ⏺䜢㉺䛘䛶ᆅ⌫つᶍ䛷䛾ゎỴ䛜ᚲせ䛺䛥䜎䛦䜎䛺ㄢ㢟䛻

直㠃䛧䛶䛔䜛䚹䛣䛾⛉┠⩌䛷䛿䚸䛣䜜䜙䛾ㄢ㢟䛻䛴䛔䛶理ゎ䜢深䜑䚸䛭䛾ゎỴ䛻ᣦᑟⓗᙺ๭䜢ᯝ䛯䛩人ᮦ䛸䛺䜛䛯䜑䛾ᇶ

♏⬟ຊ䜢㌟䛻䛴䛡䜛䛣䛸䜢┠ᶆ䛸䛩䜛䚹 

⎔ቃၥ㢟䛿䚸䛔䛖䜎䛷䜒䛺䛟ᆅ⌫つᶍ䛾ၥ㢟䛷䛒䜚䚸⮬↛⛉Ꮫ䛸人ᩥ䞉♫఍⛉Ꮫ䛾཮᪉䛛䜙ᖜᗈ䛟᥋近䛩䜛ᚲせ䛜䛒䜛䚹

䜎䛯䚸人ᶒ䚸䝆䜵䞁䝎䞊䚸ᨻ἞䜔ἲไᗘ䚸⤒῭䚸䝡䝆䝛䝇䛺䛹䚸䜟䛯䛧䛯䛱䛾⏕ά䛻直結䛩䜛ၥ㢟㡿ᇦ䜒䚸䛔䜎䜔一ᅜ䛰䛡

䛷䛿ᑐฎ䛩䜛䛣䛸䛜ᅔ㞴䛷䛒䜚䚸ᆅ⌫つᶍ䛾どⅬ䛛䜙ྲྀ䜚⤌䜣䛷䛔䛟䛣䛸䛜ồ䜑䜙䜜䛶䛔䜛䚹䛥䜙䛻䚸䜶䝛䝹䜼䞊㈨※䞉䜶䝛

䝹䜼䞊ᢏ⾡䜔Ⓨ㟁ᢏ⾡䚸㒔ᕷᏳ඲ᢏ⾡䛺䛹䛾⛉Ꮫᢏ⾡䛾ᛂ⏝䛾⪃䛘᪉䜔♫఍䛻䛚䛡䜛ᛂ⏝䛾ᐇ౛䛻䛴䛔䛶䜒䚸ᆅ⌫つ

ᶍ䛾どⅬ䛛䜙ᤊ䛘䜛䛣䛸䛷᭱ඛ➃䛾ᢏ⾡ືྥ䜢ᢕᥱ䛩䜛䛣䛸䛜ྍ⬟䛸䛺䜛䚹 

䠄䠐䠅䠡䠯䠠 

䛣䛾⛉┠⩌䛷䛿䚸䚾ᆅ⌫䚿䜢ᯟ⤌䜏䛸䛧䛯᪂䛧䛔ᩍ⫱㐠ື䛷䛒䜛䠡䠯䠠䠄ᣢ⥆ྍ⬟䛺㛤Ⓨ䛾䛯䜑䛾ᩍ⫱䠅䛾本㉁䛸᪉ἲⓗ䛺

≉ᚩ䜢理ゎ䛧䚸⤒῭䞉♫఍䝅䝇䝔䝮䛾ኚ᭦䜔人㛫䛾䝷䜲䝣䝇䝍䜲䝹䛾ኚ໬䜢ᘬ䛝㉳䛣䛩䛯䜑䛻䚸䜟䜜䜟䜜䛜䚸ఱ䜢⪃䛘䚸ఱ

䜢ኚ䛘䛺䛡䜜䜀䛔䛡䛺䛔䛾䛛䜢⪃✲䛩䜛䚹ಶ人୺⩏ⓗ䛺ᩍ⫱ほ䛛䜙小㞟ᅋ䞉ᵓ⠏୺⩏ⓗ䛺ᩍ⫱ほ䜈䛾ኚ᭦䚸༢一ᑓ㛛ᛶ
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ᗁ᝿䛛䜙ඹྠⓗᑓ㛛ᛶ䜈䛾䝟䝷䝎䜲䝮䛾㌿᥮䛺䛹䚸䛣䜜䜎䛷䛾ᖖ㆑䜢䛟䛴䛜䛘䛩䛯䜑䛾᪉ἲㄽ䜢᥈✲䛧䛶䜖䛟䚹Ꮫ⏕䞉ᩍ

ဨ䞉Ꮫእ⪅䛜䚸♫఍ⓗάື䜔䝣䜱䞊䝹䝗䝽䞊䜽䛷䛾༠ാసᴗ䜢㏻䛧䛶䚸ᐇ㊶⌧ሙ䛻䜅䜜䛺䛜䜙䚸᪂䛧䛔ື䛝䛸䛧䛶䛾䠡䠯䠠䛻

䚾䝍䝑䝏䚿䛩䜛䛣䛸䛜┠ᶆ䛷䛒䜛䚹 

䠄䠑䠅䜻䝱䝸䜰⛉┠ 

⌧ᅾ䚸኱Ꮫ⏕䛻䛿ᑵ⫋άື䜢ጞ䜑䜛䛸䛝䛻ึ䜑䛶䜻䝱䝸䜰䛻䛴䛔䛶⪃䛘䜛䛾䛷䛿䛺䛟䚸ධᏛ᫬䛛䜙༞ᴗᚋ䞉ಟ஢ᚋ䛾䜻䝱

䝸䜰䛻䛴䛔䛶⪃䛘䚸深䜑䛶䛔䛟䛣䛸䛜ồ䜑䜙䜜䛶䛔䜛䚹䛣䛾⛉┠⩌䛷䛿䚸ᐇ♫఍䛷䛾䝪䝷䞁䝔䜱䜰䜢㏻䛨䛶䚸䛒䜛䛔䛿ᐇ♫఍

䛷ά㌍䛩䜛䠫䠞/䠫䠣➼♫఍人䛾ㅮ₇䜢㏻䛨䛶䚸⮬ᕫ䛾䜻䝱䝸䜰䛻㛵䛧䛶䚸䜎䛯䜻䝱䝸䜰䛸䛿ఱ䛛䛸䛔䛖ၥ䛔䛭䛾䜒䛾䛻㛵䛧䛶

⪃䛘䚸深䜑䛶䛔䛟䛝䛳䛛䛡䜢ᥗ䜏䚸ᑗ᮶䛻ྥ䛡䛶ഛ䛘䜛⬟ຊ䜢㧗䜑䜛䛣䛸䜢┠ᶆ䛸䛩䜛䚹 

䠄䠒䠅⚄ᡞᏛ 

䛣䛾⛉┠⩌䛷䛿䚸ᡃ䚻䛾⚄ᡞ኱Ꮫ䛜❧ᆅ䛩䜛⚄ᡞᕷ䞉රᗜ┴䚸℩ᡞ内ᾏ➼䛾Ṕ史䛸⌧≧䛻㛵䛩䜛理ゎ䜢深䜑䜛䚸䛒䜛

䛔䛿⚄ᡞ኱Ꮫ䛭䛾䜒䛾䛻㛵䛩䜛理ゎ䜢深䜑䜛䛣䛸䜢㏻䛨䛶䚸䛣䜜䛛䜙䛾Ꮫ⏕⏕ά䜢㐣䛤䛩䛣䛸䛻䛺䜛䜻䝱䞁䝟䝇䚸ᆅᇦ䛻䛴

䛔䛶䛾理ゎ䛸㛵ᚰ䜢深䜑䚸Ꮫ⏕⏕ά䜢䜘䜚有ព⩏䛻䛩䜛䛸䛸䜒䛻ᆅᇦ♫఍䛸኱Ꮫ䛸䛾䛛䛛䜟䜚䛻䛴䛔䛶理ゎ䛩䜛䛣䛸䜢┠ᶆ

䛸䛩䜛䚹 

  䠄䠓䠅䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇㻌

    ICT(᝟ሗ໬ᢏ⾡)䛾ⴭ䛧䛔㐍໬䛻䜘䜚䚸䜲䞁䝍䞊䝛䝑䝖➼䜢㏻䛨䛶ᵝ䚻䛺᝟ሗ䛜▐᫬䛻䜔䜚ྲྀ䜚䛥䜜䜛᫬௦䛸䛺䜚䚸䛭䜜䜙䛾

᝟ሗ䛿䝕䞊䝍䛸䛧䛶⵳✚䛥䜜䚸䝡䝑䜾䝕䞊䝍䛸࿧䜀䜜䛶䛔䜛䚹䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇䛿䚸⌧ᅾ䚸ᵝ䚻䛺ศ野䛻䛚䛔䛶䚸䛣䜜䜙䛾䝕

䞊䝍䛾⵳✚䜢ฎ理䞉ศᯒ䛧䚸᪂䛧䛔౯್䜢⏕䜏ฟ䛩䛯䜑䛾᪂䛧䛔Ꮫၥ䛷䛒䜛䚹ᩘᏛ䞉⤫ィᏛ䚸᝟ሗ⛉Ꮫ䞉᝟ሗᕤᏛ䛻䛚䛡䜛

䝕䞊䝍ฎ理䞉ศᯒ䛾ᢏ⾡䜔䚸䝕䞊䝍䛛䜙ዴఱ䛻有┈䛺᝟ሗ䞉౯್䜢ᘬ䛝ฟ䛩䛛䛸䛔䛖Ⅼ䛻䛚䛔䛶◊✲䞉ᐇ㊶䛜㐍ᒎ䛧䛶䛔䜛䚹

䛣䛾⛉┠⩌䛻䛚䛔䛶䛿ᩘᏛ䞉⤫ィᏛ䚸᝟ሗ⛉Ꮫ䞉᝟ሗᕤᏛ䛻䛚䛡䜛䝕䞊䝍䛾ฎ理䞉ศᯒ䛾ᇶ♏䜢㌟䛻╔䛡䜛䛸䛸䜒䛻䚸ྛ

ᑓ㛛ศ野䛻䛚䛡䜛䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇䛾ᛂ⏝஦౛䚸♫఍䛸䛾㛵䜟䜚䜢Ꮫ䜃䚸䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇䛾本㉁䚸ỗ⏝ᛶ䛭䛧䛶ၥ㢟Ⅼ䜢

理ゎ䛩䜛䛣䛸䜢┠ᶆ䛸䛩䜛䚹䛭䜜䜙䜢Ⓨᒎ䛥䛫䚸⮬䜙䛾ᑓ㛛ศ野䜔䚸♫఍䛻䛚䛡䜛ᵝ䚻䛺ศ野䛻䛚䛔䛶䚸ㄢ㢟䜢Ⓨぢ䛧䚸䛭

䜜䜢ᵝ䚻䛺䝕䞊䝍䜢㏻䛨䛶ゎỴ䛩䜛䛯䜑䛾ᇶ♏ⓗ⬟ຊ䜢ᾰ㣴䛩䜛䛣䛸䜒┠ᶆ䛸䛩䜛䚹 

䞉እᅜㄒ⛉┠ 

䠄䠍䠅እᅜㄒ➨ I 

䜾䝻䞊䝞䝹♫఍䛾୺せ䛺ඹ㏻ゝㄒ䠄䝸䞁䜺䞉䝣䝷䞁䜹䠅䛸䛺䛳䛶䛔䜛ⱥㄒ䛻䛴䛔䛶䚸䛭䛾㐠⏝⬟ຊ䜢ྥ上䛥䛫䜛䛸䛸䜒䛻䚸ᅜ

㝿䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䜢ᡂ䜚❧䛯䛫䛶䛔䜛ㅖせ⣲䜈䛾理ゎ䜢深䜑䜛䛣䛸䜢┠ᶆ䛸䛩䜛䚹㛤タ⛉┠䛾䛖䛱䚸Academic English 
Communication と Academic English Literacy ではࠊ⪺くຊとヰすຊࠊㄞࡴຊと᭩くຊに㔜Ⅼを⨨きなࡀらࠊそ

ࢀࡒࢀ 4 ᢏ⬟を⤫合したᣦᑟを⾜いࠊ学⾡研究で要ồさࢀるⱥㄒຊのᇶ♏を⥲合ⓗにᾰ㣴する。またࠊAdvanced 
English ではࠊ各自のࢬ࣮ࢽにᛂࡌた各✀のⱥㄒᢏ⬟のྥୖを目ᣦす。

䠄䠎䠅እᅜㄒ➨ II 

䜾䝻䞊䝞䝹໬䛜䛒䜙䜖䜛ศ野䛻䜎䛷ᾐ㏱䛧䚸人䜃䛸䜢ྲྀ䜚ᕳ䛟ከᩥ໬≧ἣ䛜᪥ᖖ໬䛧䛶䛝䛯௒᪥䚸ⱥㄒ䝥䝷䝇䜒䛖一䛴䛾

እᅜㄒ䛾ᇶ♏ⓗ䛺Ꮫຊ䛸ᩍ㣴䜢㌟䛻௜䛡䜛䛣䛸䛜ᚲせ䛷䛒䜛䚹䛭䛣䛷䝗䜲䝒ㄒ䞉䝣䝷䞁䝇ㄒ䞉中ᅜㄒ䞉䝻䝅䜰ㄒ䛾䛖䛱䚸一䛴䛾

ㄒᏛ䜢㑅ᢥ䛧䚸1 ᖺḟ䛷䛿䚸Ⓨ㡢䞉ᩥἲ䞉ㄒᙡ䞉ᩥ❶⾲⌧䛺䛹䛾ึ⣭䝺䝧䝹䛾ᇶ♏ⓗಟᚓ䜢┠ᣦ䛩䚹2 ᖺḟ䛷䛿䚸䜘䜚㧗ᗘ

䛺ᩥἲ஦㡯䛾理ゎ䜔ㄞゎຊ䞉⾲⌧ຊ䛺䛹䛾中⣭䝺䝧䝹䛾⩦ᚓ䜢┠ᣦ䛩䚹3 ᖺḟ䛷䛿䚸ከᵝ䛺䝖䝺䞊䝙䞁䜾䜢㏻䛧䛶䚸♫఍䞉

ᩥ໬⫼ᬒ䛺䛹䛾▱㆑䜢㌟䛻䛴䛡䛺䛜䜙䚸ᐇ㊶ⓗ䛺㐠⏝⬟ຊ䜢䛥䜙䛻ྥ上䛥䛫䜛䛣䛸䜢┠ᣦ䛩䚹 

䞉᝟ሗ⛉┠ 

䝁䞁䝢䝳䞊䝍䛺䛹䛾᝟ሗᶵჾ䛸䝛䝑䝖䝽䞊䜽䛻䛚䛡䜛䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䛜ᚲ㡲䛸䛥䜜䜛㧗ᗘ᝟ሗ໬♫఍䛻䛚䛔䛶䚸Ꮫ⏕䛿

䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ᢏ⾡䜔᝟ሗฎ理䚸᝟ሗ཰㞟䞉Ⓨಙᢏ⾡䛺䛹有ຠ䛺᝟ሗᶵჾ䛾฼⏝᪉ἲ䜢Ꮫ䜀䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹䜎䛯䚸

ኚ໬䛾⃭䛧䛔᝟ሗ໬♫఍䛻ᑐᛂ䛩䜛䛯䜑䛻䛿䝁䞁䝢䝳䞊䝍䜔䝛䝑䝖䝽䞊䜽䛻㛵䛩䜛ᬑ㐢ⓗ䛺ᇶ♏ᴫᛕ䛸ᐇ㊶ⓗ䛺▱㆑䜢ྠ

᫬䛻理ゎ䛧䛶䛚䛟ᚲせ䛜䛒䜛䚹᝟ሗ⛉┠䛿䝁䞁䝢䝳䞊䝍䛾᧯సᢏ⾡䜢ྲྀᚓ䛧䚸᝟ሗ䛸䛭䛾ྲྀ䜚ᢅ䛔䛻㛵䛩䜛ṇ䛧䛔ุ᩿ຊ䜢

㣴䛔䚸䛭䜜䜙䜢᪥ᖖ⏕ά䜔♫఍άື䛻ά⏝䛷䛝䜛⬟ຊ䜢㌟䛻䛴䛡䜛䛣䛸䜢┠ᣦ䛩䚹 

䞉೺ᗣ䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫ 

೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫ䛿䚸㌟య䛸೺康䞉㐠ື䛻㛵䛩䜛Ꮫၥ䜢Ꮫ㝿ⓗ䛺ど野䛾䜒䛸䛷⥲ྜ໬䛧䛯᪂䛧䛔⥲ྜ人㛫⛉Ꮫ䛷䛒䜛䚹

೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫ䛷䛿䚸ㅮ⩏䛸ᐇ⩦䜢㏻䛧䛶䚸㌟య㐠ື䛸人య䛾ᶵ⬟䞉⬟ຊ䛸䛾㛵䜟䜚䛻䛴䛔䛶䛾▱㆑䚸Ᏻ඲䛷ຠᯝⓗ䛛

䛴ຠ⋡䛾䜘䛔㌟య㐠ື䛻䛴䛔䛶䚸ཬ䜃⏕ᾭ䛻䜟䛯䛳䛶೺康䛷㇏䛛䛺⏕ά䜢㏦䜛䛯䜑䛾▱㆑䛸ᐇ㊶⬟ຊ䜢ಟᚓ䛩䜛䛣䛸䜢
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┠ᶆ䛸䛩䜛䚹 

䞉ඹ㏻ᑓ㛛ᇶ♏⛉┠ 

ᑓ㛛ᩍ⫱䜢ཷ䛡䜛䛯䜑䛾‽ഛ䜔ᑟධ䛸䛧䛶䚸」ᩘ䛾Ꮫ㒊䛻ඹ㏻䛩䜛ᇶ♏⛉┠䜢㛤ㅮ䛧䛶䛔䜛䡝ྛᏛ㒊䛷⾜䜟䜜䜛ᑓ㛛ᩍ

⫱䛷䛿䚸ᑓ㛛ศ野䛤䛸䛭䜜䛮䜜䛾ᛶ㉁䛻ྜ䜟䛫䛯⣔⤫ⓗ䛭䛧䛶⣼✚ⓗ䛺▱㆑䛸ᢏ⾡䛾ಟᚓ䛜୙ྍḞ䛷䛒䜛䡝䛭䛣䛷䚸ඹ㏻

ᑓ㛛ᇶ♏⛉┠䛷䛿䚸ᑓ㛛⛉┠䜢理ゎ䛧ಟᚓ䛩䜛䛯䜑䛾ᇶ♏䛸䛺䜛▱㆑䜔ᢏ⾡䜢㌟䛻䛴䛡䚸ᇶ♏ⓗ䛺理ㄽ䜢理ゎ䛧䚸Ꮫၥ

ⓗ䛺䜒䛾䛾ぢ᪉䜢㣴䛖䛣䛸䜢┠ᶆ䛸䛩䜛䡝㻌
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８　 神戸大学における授業料，入学料，検定料
及び寄宿料の額に関する規程

（平成 16 年４月１日制定）
最終改正　平成 26 年9月 30日

　（趣　　旨）
第 １  条　この規程は，国立大学法人神戸大学会計規則（平成 16 年４月 1日制定）第 52
条の規定に基づき，神戸大学（以下「本学」という。）における授業料，入学料，検定料
及び寄宿料の額に関し必要な事項を定めるものとする。
　（授業料，入学料及び検定料の額）
第 ２  条　本学において徴収する授業料（幼稚園にあっては，保育料。以下同じ。），入学
料（幼稚園にあっては，入園料。以下同じ。）及び検定料の額は，次の表のとおりとする。

区　　　　　　分 授　　業　　料 入 学 料 検 定 料
 部学 年額　535,800円 282,000円 17,000円

く除を攻専律法務実科究研学法（ 科究研の院学大 。）年額　535,800円 282,000円 30,000円
法学研究科実務法律専攻 年額　804,000円 282,000円 30,000円
乗船実習科 ６か月につき　267,900円 169,200円 18,000円
幼稚園 年額　 73,200円 31,300円 1,600円
中等教育学校の後期課程 年額　115,200円 56,400円 9,800円
特別支援学校の高等部 年額　   4,800円 2,000円 2,500円
科目等履修生・聴講生 １単位につき　14,800円 28,200円 9,800円
研究生 月額　 29,700円 84,600円 9,800円
特別聴講学生 １単位につき　14,800円
特別研究学生 月額　 29,700円

２ 　神戸大学教学規則（以下「教学規則」という。）第 22 条第４項（教学規則第 72 条に
おいて準用する場合を含む。）の規定により，本学の修業年限又は標準修業年限を超え
て一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修して卒業又は課程を修了することを認め
られた者から徴収する授業料の年額は，当該在学を認められた期間（以下「長期在学期
間」という。）に限り，前項の規定にかかわらず，同項に規定する授業料の年額に本学
の修業年限又は標準修業年限に相当する年数を乗じて得た額を長期在学期間の年数で除
した額（その額に 10 円未満の端数があるときは，これを切り上げるものとする。）とす
る。
　３ 　学部において，出願書類等による選抜（以下この項及び次項において「第一段階目の
選抜」という。）を行い，その合格者に限り学力検査その他による選抜（以下この項及
び次項において「第二段階目の選抜」という。）を行う場合の検定料の額については，
第１項の規定にかかわらず，第一段階目の選抜に係る額は 4,000 円とし，第二段階目の
選抜に係る額は 13,000円とする。

　学部において，出願書類等による選抜（以下「第一段階目の選抜」という。）を行い，そ
の合格者に限り学力検査その他による選抜（以下「第二段階目の選抜」という。）を行う場
合の検定料の額については，第１項の規定にかかわらず，第一段階目の選抜に係る額は 4,000 
円とし，第二段階目の選抜に係る額は 13,000 円とする。

－ ��� －

８　 神戸大学における授業料，入学料，検定料
及び寄宿料の額に関する規程

（平成 16 年４月１日制定）
最終改正　平成 26 年9月 30日

　（趣　　旨）
第 １  条　この規程は，国立大学法人神戸大学会計規則（平成 16 年４月 1日制定）第 52
条の規定に基づき，神戸大学（以下「本学」という。）における授業料，入学料，検定料
及び寄宿料の額に関し必要な事項を定めるものとする。
　（授業料，入学料及び検定料の額）
第 ２  条　本学において徴収する授業料（幼稚園にあっては，保育料。以下同じ。），入学
料（幼稚園にあっては，入園料。以下同じ。）及び検定料の額は，次の表のとおりとする。

区　　　　　　分 授　　業　　料 入 学 料 検 定 料
 部学 年額　535,800円 282,000円 17,000円

く除を攻専律法務実科究研学法（ 科究研の院学大 。）年額　535,800円 282,000円 30,000円
法学研究科実務法律専攻 年額　804,000円 282,000円 30,000円
乗船実習科 ６か月につき　267,900円 169,200円 18,000円
幼稚園 年額　 73,200円 31,300円 1,600円
中等教育学校の後期課程 年額　115,200円 56,400円 9,800円
特別支援学校の高等部 年額　   4,800円 2,000円 2,500円
科目等履修生・聴講生 １単位につき　14,800円 28,200円 9,800円
研究生 月額　 29,700円 84,600円 9,800円
特別聴講学生 １単位につき　14,800円
特別研究学生 月額　 29,700円

２ 　神戸大学教学規則（以下「教学規則」という。）第 22 条第４項（教学規則第 72 条に
おいて準用する場合を含む。）の規定により，本学の修業年限又は標準修業年限を超え
て一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修して卒業又は課程を修了することを認め
られた者から徴収する授業料の年額は，当該在学を認められた期間（以下「長期在学期
間」という。）に限り，前項の規定にかかわらず，同項に規定する授業料の年額に本学
の修業年限又は標準修業年限に相当する年数を乗じて得た額を長期在学期間の年数で除
した額（その額に 10 円未満の端数があるときは，これを切り上げるものとする。）とす
る。

　３ 　学部において，出願書類等による選抜（以下この項及び次項において「第一段階目の
選抜」という。）を行い，その合格者に限り学力検査その他による選抜（以下この項及
び次項において「第二段階目の選抜」という。）を行う場合の検定料の額については，
第１項の規定にかかわらず，第一段階目の選抜に係る額は 4,000 円とし，第二段階目の
選抜に係る額は 13,000円とする。

　学部において，出願書類等による選抜（以下「第一段階目の選抜」という。）を行い，そ
の合格者に限り学力検査その他による選抜（以下「第二段階目の選抜」という。）を行う場
合の検定料の額については，第１項の規定にかかわらず，第一段階目の選抜に係る額は 4,000 
円とし，第二段階目の選抜に係る額は 13,000 円とする。

－ ��� －－ ��� －

最終改正　平成 30 年９月 20 日

８　 神戸大学における授業料，入学料，検定料
及び寄宿料の額に関する規程

（平成 16 年４月１日制定）
最終改正　平成 26 年9月 30日

　（趣　　旨）
第 １  条　この規程は，国立大学法人神戸大学会計規則（平成 16 年４月 1日制定）第 52
条の規定に基づき，神戸大学（以下「本学」という。）における授業料，入学料，検定料
及び寄宿料の額に関し必要な事項を定めるものとする。
　（授業料，入学料及び検定料の額）
第 ２  条　本学において徴収する授業料（幼稚園にあっては，保育料。以下同じ。），入学
料（幼稚園にあっては，入園料。以下同じ。）及び検定料の額は，次の表のとおりとする。

区　　　　　　分 授　　業　　料 入 学 料 検 定 料
 部学 年額　535,800円 282,000円 17,000円

く除を攻専律法務実科究研学法（ 科究研の院学大 。）年額　535,800円 282,000円 30,000円
法学研究科実務法律専攻 年額　804,000円 282,000円 30,000円
乗船実習科 ６か月につき　267,900円 169,200円 18,000円
幼稚園 年額　 73,200円 31,300円 1,600円
中等教育学校の後期課程 年額　115,200円 56,400円 9,800円
特別支援学校の高等部 年額　   4,800円 2,000円 2,500円
科目等履修生・聴講生 １単位につき　14,800円 28,200円 9,800円
研究生 月額　 29,700円 84,600円 9,800円
特別聴講学生 １単位につき　14,800円
特別研究学生 月額　 29,700円

２ 　神戸大学教学規則（以下「教学規則」という。）第 22 条第４項（教学規則第 72 条に
おいて準用する場合を含む。）の規定により，本学の修業年限又は標準修業年限を超え
て一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修して卒業又は課程を修了することを認め
られた者から徴収する授業料の年額は，当該在学を認められた期間（以下「長期在学期
間」という。）に限り，前項の規定にかかわらず，同項に規定する授業料の年額に本学
の修業年限又は標準修業年限に相当する年数を乗じて得た額を長期在学期間の年数で除
した額（その額に 10 円未満の端数があるときは，これを切り上げるものとする。）とす
る。
　３ 　学部において，出願書類等による選抜（以下この項及び次項において「第一段階目の
選抜」という。）を行い，その合格者に限り学力検査その他による選抜（以下この項及
び次項において「第二段階目の選抜」という。）を行う場合の検定料の額については，
第１項の規定にかかわらず，第一段階目の選抜に係る額は 4,000 円とし，第二段階目の
選抜に係る額は 13,000円とする。

　学部において，出願書類等による選抜（以下「第一段階目の選抜」という。）を行い，そ
の合格者に限り学力検査その他による選抜（以下「第二段階目の選抜」という。）を行う場
合の検定料の額については，第１項の規定にかかわらず，第一段階目の選抜に係る額は 4,000 
円とし，第二段階目の選抜に係る額は 13,000 円とする。

－ ��� －

８　 神戸大学における授業料，入学料，検定料
及び寄宿料の額に関する規程

（平成 16 年４月１日制定）
最終改正　平成 26 年9月 30日

　（趣　　旨）
第 １  条　この規程は，国立大学法人神戸大学会計規則（平成 16 年４月 1日制定）第 52
条の規定に基づき，神戸大学（以下「本学」という。）における授業料，入学料，検定料
及び寄宿料の額に関し必要な事項を定めるものとする。
　（授業料，入学料及び検定料の額）
第 ２  条　本学において徴収する授業料（幼稚園にあっては，保育料。以下同じ。），入学
料（幼稚園にあっては，入園料。以下同じ。）及び検定料の額は，次の表のとおりとする。

区　　　　　　分 授　　業　　料 入 学 料 検 定 料
 部学 年額　535,800円 282,000円 17,000円

く除を攻専律法務実科究研学法（ 科究研の院学大 。）年額　535,800円 282,000円 30,000円
法学研究科実務法律専攻 年額　804,000円 282,000円 30,000円
乗船実習科 ６か月につき　267,900円 169,200円 18,000円
幼稚園 年額　 73,200円 31,300円 1,600円
中等教育学校の後期課程 年額　115,200円 56,400円 9,800円
特別支援学校の高等部 年額　   4,800円 2,000円 2,500円
科目等履修生・聴講生 １単位につき　14,800円 28,200円 9,800円
研究生 月額　 29,700円 84,600円 9,800円
特別聴講学生 １単位につき　14,800円
特別研究学生 月額　 29,700円

２ 　神戸大学教学規則（以下「教学規則」という。）第 22 条第４項（教学規則第 72 条に
おいて準用する場合を含む。）の規定により，本学の修業年限又は標準修業年限を超え
て一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修して卒業又は課程を修了することを認め
られた者から徴収する授業料の年額は，当該在学を認められた期間（以下「長期在学期
間」という。）に限り，前項の規定にかかわらず，同項に規定する授業料の年額に本学
の修業年限又は標準修業年限に相当する年数を乗じて得た額を長期在学期間の年数で除
した額（その額に 10 円未満の端数があるときは，これを切り上げるものとする。）とす
る。

　３ 　学部において，出願書類等による選抜（以下この項及び次項において「第一段階目の
選抜」という。）を行い，その合格者に限り学力検査その他による選抜（以下この項及
び次項において「第二段階目の選抜」という。）を行う場合の検定料の額については，
第１項の規定にかかわらず，第一段階目の選抜に係る額は 4,000 円とし，第二段階目の
選抜に係る額は 13,000円とする。

　学部において，出願書類等による選抜（以下「第一段階目の選抜」という。）を行い，そ
の合格者に限り学力検査その他による選抜（以下「第二段階目の選抜」という。）を行う場
合の検定料の額については，第１項の規定にかかわらず，第一段階目の選抜に係る額は 4,000 
円とし，第二段階目の選抜に係る額は 13,000 円とする。

－ ��� －－ ��� －

最終改正　平成 30 年９月 20 日

８　 神戸大学における授業料，入学料，検定料
及び寄宿料の額に関する規程

（平成 16 年４月１日制定）
最終改正　平成 26 年9月 30日

　（趣　　旨）
第 １  条　この規程は，国立大学法人神戸大学会計規則（平成 16 年４月 1日制定）第 52
条の規定に基づき，神戸大学（以下「本学」という。）における授業料，入学料，検定料
及び寄宿料の額に関し必要な事項を定めるものとする。
　（授業料，入学料及び検定料の額）
第 ２  条　本学において徴収する授業料（幼稚園にあっては，保育料。以下同じ。），入学
料（幼稚園にあっては，入園料。以下同じ。）及び検定料の額は，次の表のとおりとする。

区　　　　　　分 授　　業　　料 入 学 料 検 定 料
 部学 年額　535,800円 282,000円 17,000円

く除を攻専律法務実科究研学法（ 科究研の院学大 。）年額　535,800円 282,000円 30,000円
法学研究科実務法律専攻 年額　804,000円 282,000円 30,000円
乗船実習科 ６か月につき　267,900円 169,200円 18,000円
幼稚園 年額　 73,200円 31,300円 1,600円
中等教育学校の後期課程 年額　115,200円 56,400円 9,800円
特別支援学校の高等部 年額　   4,800円 2,000円 2,500円
科目等履修生・聴講生 １単位につき　14,800円 28,200円 9,800円
研究生 月額　 29,700円 84,600円 9,800円
特別聴講学生 １単位につき　14,800円
特別研究学生 月額　 29,700円

２ 　神戸大学教学規則（以下「教学規則」という。）第 22 条第４項（教学規則第 72 条に
おいて準用する場合を含む。）の規定により，本学の修業年限又は標準修業年限を超え
て一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修して卒業又は課程を修了することを認め
られた者から徴収する授業料の年額は，当該在学を認められた期間（以下「長期在学期
間」という。）に限り，前項の規定にかかわらず，同項に規定する授業料の年額に本学
の修業年限又は標準修業年限に相当する年数を乗じて得た額を長期在学期間の年数で除
した額（その額に 10 円未満の端数があるときは，これを切り上げるものとする。）とす
る。
　３ 　学部において，出願書類等による選抜（以下この項及び次項において「第一段階目の
選抜」という。）を行い，その合格者に限り学力検査その他による選抜（以下この項及
び次項において「第二段階目の選抜」という。）を行う場合の検定料の額については，
第１項の規定にかかわらず，第一段階目の選抜に係る額は 4,000 円とし，第二段階目の
選抜に係る額は 13,000円とする。

　学部において，出願書類等による選抜（以下「第一段階目の選抜」という。）を行い，そ
の合格者に限り学力検査その他による選抜（以下「第二段階目の選抜」という。）を行う場
合の検定料の額については，第１項の規定にかかわらず，第一段階目の選抜に係る額は 4,000 
円とし，第二段階目の選抜に係る額は 13,000 円とする。

－ ��� －

８　 神戸大学における授業料，入学料，検定料
及び寄宿料の額に関する規程

（平成 16 年４月１日制定）
最終改正　平成 26 年9月 30日

　（趣　　旨）
第 １  条　この規程は，国立大学法人神戸大学会計規則（平成 16 年４月 1日制定）第 52
条の規定に基づき，神戸大学（以下「本学」という。）における授業料，入学料，検定料
及び寄宿料の額に関し必要な事項を定めるものとする。
　（授業料，入学料及び検定料の額）
第 ２  条　本学において徴収する授業料（幼稚園にあっては，保育料。以下同じ。），入学
料（幼稚園にあっては，入園料。以下同じ。）及び検定料の額は，次の表のとおりとする。

区　　　　　　分 授　　業　　料 入 学 料 検 定 料
 部学 年額　535,800円 282,000円 17,000円

く除を攻専律法務実科究研学法（ 科究研の院学大 。）年額　535,800円 282,000円 30,000円
法学研究科実務法律専攻 年額　804,000円 282,000円 30,000円
乗船実習科 ６か月につき　267,900円 169,200円 18,000円
幼稚園 年額　 73,200円 31,300円 1,600円
中等教育学校の後期課程 年額　115,200円 56,400円 9,800円
特別支援学校の高等部 年額　   4,800円 2,000円 2,500円
科目等履修生・聴講生 １単位につき　14,800円 28,200円 9,800円
研究生 月額　 29,700円 84,600円 9,800円
特別聴講学生 １単位につき　14,800円
特別研究学生 月額　 29,700円

２ 　神戸大学教学規則（以下「教学規則」という。）第 22 条第４項（教学規則第 72 条に
おいて準用する場合を含む。）の規定により，本学の修業年限又は標準修業年限を超え
て一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修して卒業又は課程を修了することを認め
られた者から徴収する授業料の年額は，当該在学を認められた期間（以下「長期在学期
間」という。）に限り，前項の規定にかかわらず，同項に規定する授業料の年額に本学
の修業年限又は標準修業年限に相当する年数を乗じて得た額を長期在学期間の年数で除
した額（その額に 10 円未満の端数があるときは，これを切り上げるものとする。）とす
る。

　３ 　学部において，出願書類等による選抜（以下この項及び次項において「第一段階目の
選抜」という。）を行い，その合格者に限り学力検査その他による選抜（以下この項及
び次項において「第二段階目の選抜」という。）を行う場合の検定料の額については，
第１項の規定にかかわらず，第一段階目の選抜に係る額は 4,000 円とし，第二段階目の
選抜に係る額は 13,000円とする。

　学部において，出願書類等による選抜（以下「第一段階目の選抜」という。）を行い，そ
の合格者に限り学力検査その他による選抜（以下「第二段階目の選抜」という。）を行う場
合の検定料の額については，第１項の規定にかかわらず，第一段階目の選抜に係る額は 4,000 
円とし，第二段階目の選抜に係る額は 13,000 円とする。
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最終改正　平成 30 年９月 20 日

－ ��� －－ ��� －

 （平成 16 年４月１日制定） 
最終改正　令和２年３月 24 日

７

31,200円
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４ 　法学研究科実務法律専攻において，第一段階目の選抜を行い，その合格者に限り第二
段階目の選抜を行う場合の検定料の額については，第１項の規定にかかわらず，第一段
階目の選抜に係る額は 7,000 円とし，第二段階目の選抜に係る額は 23,000 円とする。

５ 　小学校，中学校及び中等教育学校の前期課程並びに特別支援学校の小学部及び中学部
において，入学を許可するための試験，健康診断，書面その他による選考等を行った場
合に徴収する検定料の額は，次の表のとおりとする。

区　　　　　分 検　　定　　料

小学校 3,300円

中学校及び中等教育学校の前期課程 5,000円

特別支援学校の小学部 1,000円

特別支援学校の中学部 1,500円

６ 　第１項に規定する幼稚園，中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部並びに
前項に規定する小学校及び中等教育学校の前期課程並びに特別支援学校の小学部及び中
学部の入学を許可するための選考等において，抽選等（以下この項において「試験等」
という。）を行う場合の検定料の額については，第１項及び前項の規定にかかわらず，
抽選による選考等に係る額は，次の表の第２欄に掲げるとおりとし，試験等に係る額は，
同表の第３欄に掲げる額とする。

区　　　　　　分 抽選による選考等に係る額 試験等に係る額
幼稚園 700円 900円
小学校 1,100円 2,200円
中等教育学校の前期課程 1,300円 3,700円
中等教育学校の後期課程 2,400円 7,400円
特別支援学校の小学部 500円 500円
特別支援学校の中学部 600円 900円
特別支援学校の高等部 700円 1,800円

７ 　学部の転学，編入学又は再入学に係る検定料の額は，第１項の規定にかかわらず，
30,000 円とする。
　学部の転学，編入学又は再入学に係る検定料の額は，第１項の規定にかかわらず，
30,000 円とする。なお，編入学における書類選考による第一段階目の選抜を行い，そ
の合格者に限り第二段階目の選抜を行う場合の検定料の額については，第１項の規定に
かかわらず，第一段階目の選抜に係る額は 7,000 円とし，第二段階目の選抜に係る額は
23,000 円とする。

８
 
　編入学，転入学又は再入学をした者に係る授業料の額は，当該者の属する年次の在学
者に係る額と同額とする。
９
 
　大学院設置基準（昭和49年文部省令第 28号）第 16条第１項ただし書の規定により，大
学院研究科の修士課程を修了し，引き続き当該大学大学院研究科の博士課程に進学した者
の授業料の額については，当該者の属する年次の在学者に係る額と同額とする。

－ ��� －－ ��� －－ ��� －

４ 　法学研究科実務法律専攻において，第一段階目の選抜を行い，その合格者に限り第二
段階目の選抜を行う場合の検定料の額については，第１項の規定にかかわらず，第一段
階目の選抜に係る額は 7,000 円とし，第二段階目の選抜に係る額は 23,000 円とする。

５ 　小学校，中学校及び中等教育学校の前期課程並びに特別支援学校の小学部及び中学部
において，入学を許可するための試験，健康診断，書面その他による選考等を行った場
合に徴収する検定料の額は，次の表のとおりとする。

区　　　　　分 検　　定　　料

小学校 3,300円

中学校及び中等教育学校の前期課程 5,000円

特別支援学校の小学部 1,000円

特別支援学校の中学部 1,500円

６ 　第１項に規定する幼稚園，中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部並びに
前項に規定する小学校及び中等教育学校の前期課程並びに特別支援学校の小学部及び中
学部の入学を許可するための選考等において，抽選等（以下この項において「試験等」
という。）を行う場合の検定料の額については，第１項及び前項の規定にかかわらず，
抽選による選考等に係る額は，次の表の第２欄に掲げるとおりとし，試験等に係る額は，
同表の第３欄に掲げる額とする。

区　　　　　　分 抽選による選考等に係る額 試験等に係る額
幼稚園 700円 900円
小学校 1,100円 2,200円
中等教育学校の前期課程 1,300円 3,700円
中等教育学校の後期課程 2,400円 7,400円
特別支援学校の小学部 500円 500円
特別支援学校の中学部 600円 900円
特別支援学校の高等部 700円 1,800円

７ 　学部の転学，編入学又は再入学に係る検定料の額は，第１項の規定にかかわらず，
30,000 円とする。
　学部の転学，編入学又は再入学に係る検定料の額は，第１項の規定にかかわらず，
30,000 円とする。なお，編入学における書類選考による第一段階目の選抜を行い，そ
の合格者に限り第二段階目の選抜を行う場合の検定料の額については，第１項の規定に
かかわらず，第一段階目の選抜に係る額は 7,000 円とし，第二段階目の選抜に係る額は
23,000 円とする。

８
 
　編入学，転入学又は再入学をした者に係る授業料の額は，当該者の属する年次の在学
者に係る額と同額とする。

９
 
　大学院設置基準（昭和49年文部省令第 28号）第 16条第１項ただし書の規定により，大
学院研究科の修士課程を修了し，引き続き当該大学大学院研究科の博士課程に進学した者
の授業料の額については，当該者の属する年次の在学者に係る額と同額とする。

－ ��� －－ ��� －－ ��� －
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5　小学校及び中等教育学校の前期課程並びに特別支援学校の小学部及び中学部において，
入学を許可するための試験，健康診断，書面その他による選考等を行った場合に徴収する
検定料の額は，次の表のとおりとする。

7　学部の転学，編入学又は再入学に係る検定料の額は，第 1 項の規定にかかわらず，
30,000 円とする。ただし，編入学において，第一段階目の選抜を行い，その合格者に限
り第二段階目の選抜を行う場合の検定料の額については，第一段階目の選抜に係る額は
7,000 円とし，第二段階目の選抜に係る額は 23,000 円とする。
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４ 　法学研究科実務法律専攻において，第一段階目の選抜を行い，その合格者に限り第二
段階目の選抜を行う場合の検定料の額については，第１項の規定にかかわらず，第一段
階目の選抜に係る額は 7,000 円とし，第二段階目の選抜に係る額は 23,000 円とする。

５ 　小学校，中学校及び中等教育学校の前期課程並びに特別支援学校の小学部及び中学部
において，入学を許可するための試験，健康診断，書面その他による選考等を行った場
合に徴収する検定料の額は，次の表のとおりとする。

区　　　　　分 検　　定　　料

小学校 3,300円

中学校及び中等教育学校の前期課程 5,000円

特別支援学校の小学部 1,000円

特別支援学校の中学部 1,500円

６ 　第１項に規定する幼稚園，中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部並びに
前項に規定する小学校及び中等教育学校の前期課程並びに特別支援学校の小学部及び中
学部の入学を許可するための選考等において，抽選等（以下この項において「試験等」
という。）を行う場合の検定料の額については，第１項及び前項の規定にかかわらず，
抽選による選考等に係る額は，次の表の第２欄に掲げるとおりとし，試験等に係る額は，
同表の第３欄に掲げる額とする。

区　　　　　　分 抽選による選考等に係る額 試験等に係る額
幼稚園 700円 900円
小学校 1,100円 2,200円
中等教育学校の前期課程 1,300円 3,700円
中等教育学校の後期課程 2,400円 7,400円
特別支援学校の小学部 500円 500円
特別支援学校の中学部 600円 900円
特別支援学校の高等部 700円 1,800円

７ 　学部の転学，編入学又は再入学に係る検定料の額は，第１項の規定にかかわらず，
30,000 円とする。
　学部の転学，編入学又は再入学に係る検定料の額は，第１項の規定にかかわらず，
30,000 円とする。なお，編入学における書類選考による第一段階目の選抜を行い，そ
の合格者に限り第二段階目の選抜を行う場合の検定料の額については，第１項の規定に
かかわらず，第一段階目の選抜に係る額は 7,000 円とし，第二段階目の選抜に係る額は
23,000 円とする。

８
 
　編入学，転入学又は再入学をした者に係る授業料の額は，当該者の属する年次の在学
者に係る額と同額とする。
９
 
　大学院設置基準（昭和49年文部省令第 28号）第 16条第１項ただし書の規定により，大
学院研究科の修士課程を修了し，引き続き当該大学大学院研究科の博士課程に進学した者
の授業料の額については，当該者の属する年次の在学者に係る額と同額とする。

－ ��� －－ ��� －－ ��� －

４ 　法学研究科実務法律専攻において，第一段階目の選抜を行い，その合格者に限り第二
段階目の選抜を行う場合の検定料の額については，第１項の規定にかかわらず，第一段
階目の選抜に係る額は 7,000 円とし，第二段階目の選抜に係る額は 23,000 円とする。

５ 　小学校，中学校及び中等教育学校の前期課程並びに特別支援学校の小学部及び中学部
において，入学を許可するための試験，健康診断，書面その他による選考等を行った場
合に徴収する検定料の額は，次の表のとおりとする。

区　　　　　分 検　　定　　料

小学校 3,300円

中学校及び中等教育学校の前期課程 5,000円

特別支援学校の小学部 1,000円

特別支援学校の中学部 1,500円

６ 　第１項に規定する幼稚園，中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部並びに
前項に規定する小学校及び中等教育学校の前期課程並びに特別支援学校の小学部及び中
学部の入学を許可するための選考等において，抽選等（以下この項において「試験等」
という。）を行う場合の検定料の額については，第１項及び前項の規定にかかわらず，
抽選による選考等に係る額は，次の表の第２欄に掲げるとおりとし，試験等に係る額は，
同表の第３欄に掲げる額とする。

区　　　　　　分 抽選による選考等に係る額 試験等に係る額
幼稚園 700円 900円
小学校 1,100円 2,200円
中等教育学校の前期課程 1,300円 3,700円
中等教育学校の後期課程 2,400円 7,400円
特別支援学校の小学部 500円 500円
特別支援学校の中学部 600円 900円
特別支援学校の高等部 700円 1,800円

７ 　学部の転学，編入学又は再入学に係る検定料の額は，第１項の規定にかかわらず，
30,000 円とする。
　学部の転学，編入学又は再入学に係る検定料の額は，第１項の規定にかかわらず，
30,000 円とする。なお，編入学における書類選考による第一段階目の選抜を行い，そ
の合格者に限り第二段階目の選抜を行う場合の検定料の額については，第１項の規定に
かかわらず，第一段階目の選抜に係る額は 7,000 円とし，第二段階目の選抜に係る額は
23,000 円とする。

８
 
　編入学，転入学又は再入学をした者に係る授業料の額は，当該者の属する年次の在学
者に係る額と同額とする。

９
 
　大学院設置基準（昭和49年文部省令第 28号）第 16条第１項ただし書の規定により，大
学院研究科の修士課程を修了し，引き続き当該大学大学院研究科の博士課程に進学した者
の授業料の額については，当該者の属する年次の在学者に係る額と同額とする。

－ ��� －－ ��� －－ ��� －
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5　小学校及び中等教育学校の前期課程並びに特別支援学校の小学部及び中学部において，
入学を許可するための試験，健康診断，書面その他による選考等を行った場合に徴収する
検定料の額は，次の表のとおりとする。

7　学部の転学，編入学又は再入学に係る検定料の額は，第 1 項の規定にかかわらず，
30,000 円とする。ただし，編入学において，第一段階目の選抜を行い，その合格者に限
り第二段階目の選抜を行う場合の検定料の額については，第一段階目の選抜に係る額は
7,000 円とし，第二段階目の選抜に係る額は 23,000 円とする。

４ 　法学研究科実務法律専攻において，第一段階目の選抜を行い，その合格者に限り第二
段階目の選抜を行う場合の検定料の額については，第１項の規定にかかわらず，第一段
階目の選抜に係る額は 7,000 円とし，第二段階目の選抜に係る額は 23,000 円とする。

５ 　小学校，中学校及び中等教育学校の前期課程並びに特別支援学校の小学部及び中学部
において，入学を許可するための試験，健康診断，書面その他による選考等を行った場
合に徴収する検定料の額は，次の表のとおりとする。

区　　　　　分 検　　定　　料

小学校 3,300円

中学校及び中等教育学校の前期課程 5,000円

特別支援学校の小学部 1,000円

特別支援学校の中学部 1,500円

６ 　第１項に規定する幼稚園，中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部並びに
前項に規定する小学校及び中等教育学校の前期課程並びに特別支援学校の小学部及び中
学部の入学を許可するための選考等において，抽選等（以下この項において「試験等」
という。）を行う場合の検定料の額については，第１項及び前項の規定にかかわらず，
抽選による選考等に係る額は，次の表の第２欄に掲げるとおりとし，試験等に係る額は，
同表の第３欄に掲げる額とする。

区　　　　　　分 抽選による選考等に係る額 試験等に係る額
幼稚園 700円 900円
小学校 1,100円 2,200円
中等教育学校の前期課程 1,300円 3,700円
中等教育学校の後期課程 2,400円 7,400円
特別支援学校の小学部 500円 500円
特別支援学校の中学部 600円 900円
特別支援学校の高等部 700円 1,800円

７ 　学部の転学，編入学又は再入学に係る検定料の額は，第１項の規定にかかわらず，
30,000 円とする。
　学部の転学，編入学又は再入学に係る検定料の額は，第１項の規定にかかわらず，
30,000 円とする。なお，編入学における書類選考による第一段階目の選抜を行い，そ
の合格者に限り第二段階目の選抜を行う場合の検定料の額については，第１項の規定に
かかわらず，第一段階目の選抜に係る額は 7,000 円とし，第二段階目の選抜に係る額は
23,000 円とする。

８
 
　編入学，転入学又は再入学をした者に係る授業料の額は，当該者の属する年次の在学
者に係る額と同額とする。

９
 
　大学院設置基準（昭和49年文部省令第 28号）第 16条第１項ただし書の規定により，大
学院研究科の修士課程を修了し，引き続き当該大学大学院研究科の博士課程に進学した者
の授業料の額については，当該者の属する年次の在学者に係る額と同額とする。

－ ��� －

　（寄宿料の額）
第 ３ 条　本学において徴収する寄宿料の額は，次の表のとおりとする。

区　　　　分 学生寮等の名称 寄　　宿　　料

居室が単身用の
場合

住吉国際学生宿舎 月額　  4,700 円
白鴎寮 月額　  5,900 円
住吉寮，女子寮，国維寮，インターナショナル・レジ
デンス（単身室 床面積 15 ㎡未満） 月額　18,000 円

インターナショナル・レジデンス（単身室 床面積 15 ㎡
以上） 月額　21,000 円

居室が世帯用の
場合

国際交流会館（夫婦室） 月額　  9,500 円
国際交流会館（家族室） 月額　11,900 円
インターナショナル・レジデンス（夫婦室） 月額　45,000 円
インターナショナル・レジデンス（家族室） 月額　49,000 円

２  　この条に定めるもののほか，寄宿料の額に関し必要な事項は，別に定める。

　　　附　　　　則
　　この規程は，平成 26 年 10 月１日から施行する。

則

　附　則
この規程は，平成 30 年４月１日から施行する。

－ ��� －

　（寄宿料の額）
第 ３ 条　本学において徴収する寄宿料の額は，次の表のとおりとする。

区　　　　分 学生寮等の名称 寄　　宿　　料

居室が単身用の
場合

住吉国際学生宿舎 月額　  4,700 円
白鴎寮 月額　  5,900 円
住吉寮，女子寮，国維寮，インターナショナル・レジ
デンス（単身室 床面積 15 ㎡未満） 月額　18,000 円

インターナショナル・レジデンス（単身室 床面積 15 ㎡
以上） 月額　21,000 円

居室が世帯用の
場合

国際交流会館（夫婦室） 月額　  9,500 円
国際交流会館（家族室） 月額　11,900 円
インターナショナル・レジデンス（夫婦室） 月額　45,000 円
インターナショナル・レジデンス（家族室） 月額　49,000 円

２  　この条に定めるもののほか，寄宿料の額に関し必要な事項は，別に定める。

　　　附　　　　則
　　この規程は，平成 26 年 10 月１日から施行する。

則

　附　則
この規程は，平成 30 年４月１日から施行する。

－ ��� －

　　この規程は，平成 30 年 10 月１日から施行する。

－ ��� －－ ��� －－ ��� －

附　則
この規程は、令和２年４月１日から施行する。

住吉寮，女子寮，国維寮，インターナショナル・レジデンス
（単身室 床面積15㎡未満）,国際交流会館（ユニット単身室）
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㸯 ⚄ᡞ኱学国際人間科学部つ๎

（ᖹᡂ 29年３月 31 日制ᐃ） 

㸦㊃  ᪨㸧 

➨㸯᮲  ࡇのつ๎は，⚄ᡞ኱学教学つ๎（ᖹᡂ 16年４月１日制ᐃ。௨ୗ「教学つ๎」とい

に関しᚲ要な事項をᐃ（。࠺௨ୗ「本学部」とい）にᇶ࡙き，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部（。࠺

 。のとするࡶるࡵ

㸦ᩍ⫱◊✲ୖࡢ┠ⓗ㸧 

➨㸰᮲  本学部は，࣮ࣟࢢバルイ࣮ࣗࢩを῝いே間理ゎと他者࡬の共ឤをࡗࡶてゎỴし，

とを目ࡇを㣴ᡂする「バルேᮦ࣮ࣟࢢ༠ാᆺ」のᐇ⌧に㈉⊩する「バル共生♫఍࣮ࣟࢢ」

ⓗとする。 

㸦学科及びㅮᗙ㸧 

➨㸱᮲  本学部に次の学⛉及びㅮᗙを⨨く。 

学 ⛉ ㅮ ᗙ 

࣮ࣟࢢ バルᩥ໬ 
࣑ࣗࢥ・バル࣮ࣟࢢ，バル♫఍動ែ࣮ࣟࢢ，バルᩥ໬ᙧᡂ࣮ࣟࢢ
 ンࣙࢩ࣮ࢣࢽ

Ⓨ㐩࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ Ⓨ㐩ᇶ♏，࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥᙧᡂ 

⎔ ቃ 共 生 ⎔ቃᇶ♏⛉学，⎔ቃᙧᡂ⛉学 

Ꮚ ࡝ ࡶ 教 育 学ᰯ教育学，ஙᗂඣ教育学 

㸦ྛ学科ࡿࡅ࠾࡟ᩍ⫱◊✲ୖࡢ┠ⓗ㸧 

➨㸲᮲  各学⛉に࠾けるேᮦの㣴ᡂに関する目ⓗその他の教育研究ୖの目ⓗは，次のと࠾

りとする。

 ⛉バルᩥ໬学࣮ࣟࢢ �1�

ከᩥ໬間のቃ⏺を஌り㉺࠼る࣮ࣟࢢバル共生♫఍をᐇ⌧するたࡵ，ㅖᩥ໬のከᵝなᵝ

┦と♫఍の࣮ࣟࢢバル໬についてのṇ☜な理ゎをᇶに，⌧௦ୡ⏺ࡀᢪ࠼るᩥ໬ⓗ・♫఍

ⓗၥ㢟を自らのイࢩࢽアࣦ࢕ࢸでゎỴ࡬とᑟく࣮ࣜࣉࢵࢩ࣮ࢲを備࠼たேᮦを㣴ᡂする

 。とを目ⓗとするࡇ

�2� Ⓨ㐩࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ学⛉ 

ே間のⓎ㐩はከᵝな࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥに࠾ける♫఍ⓗㅖ関係（学ಟࡸ⤒㦂・༠ാ）を㏻ࡌて

ᐇ⌧さࢀていく。「Ⓨ㐩࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ」をࡇの࠺ࡼに理ゎしたୖで，ேࠎのከᵝᛶࡸ␗㉁

ᛶをᑛ㔜したᣢ⥆ྍ⬟な࣮ࣟࢢバル共生♫఍のᐇ⌧を目ᣦし，ே間のከᵝなⓎ㐩と，Ⓨ

㐩をᨭ࠼る࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ（ከᵝなேࡀࠎ༠ാする♫఍）に関する研究・教育を⾜い，ே間

をᅜ㝿♫఍を⯙台と࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥをྍ⬟にするከᵝなࢀに，そࡶりⰋく生きるととࡼࡀ

してᙧᡂ・ᒎ㛤していく⬟ຊを身に௜けたேᮦを㣴ᡂするࡇとを目ⓗとする。 

�3� ⎔ቃ共生学⛉ 

ே間と⎔ቃのㄪ和に᰿ࡊすᣢ⥆ྍ⬟な࣮ࣟࢢバル共生♫఍のᐇ⌧を目ᣦし，身㏆な⎔
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ቃからᆅ⌫⎔ቃに⮳るᖜᗈい⎔ቃについて，β ࡵなၥ㢟をⓎぢ・❧ㄽし，ゎỴにᑟくたࠎ

にᚲ要な⬟ຊを᭷し，さらに，ᅜ㝿ⓗなど㔝から課㢟にྲྀり⤌ࡴ⾜動ຊを身に௜けたே

ᮦを㣴ᡂするࡇとを目ⓗとする。 

(4) Ꮚࡶ࡝教育学⛉ 

次ୡ௦育ᡂを㏻した࣮ࣟࢢバル共生♫఍のᐇ⌧を目ᣦし，࣮ࣟࢢバル♫఍に関ࢃるᖜ

ᗈいど㔝をᣢࡕなࡀら，Ꮚࡶ࡝と学ᰯࡀᢪ࠼る課㢟をከ㠃ⓗにㄆ㆑し，ᐇ㊶ⓗにゎỴし

ていく⬟ຊを身に௜けたึ等教育教ဨ等を㣴ᡂするࡇとを目ⓗとする。 

㸦学部㛗㸧 

➨㸳᮲�  本学部に，学部㛗を⨨く。 

２ 学部㛗は，本学部に関する事項を⥲ᣓする。 

㸦๪学部㛗㸧 

➨㸴᮲�  本学部に，๪学部㛗を⨨く。 

２ ๪学部㛗は，学部㛗の⫋務を⿵బする。 

３ ๪学部㛗の㑅⪃に関しᚲ要な事項は，ูにᐃࡵる。 

㸦学科㛗㸧 

➨㸵᮲�  学⛉に，学⛉㛗を⨨く。 

２ 学⛉㛗は，ᙜヱ学⛉に関する事項を⥲ᣓする。 

３ 学⛉㛗の㑅⪃に関しᚲ要な事項は，ูにᐃࡵる。 

㸦ࢫ࣮ࢥ㸧 

➨㸶᮲�  Ꮚࡶ࡝教育学⛉に，教⫋⛉目をᒚಟさせるたࡵの࣮ࢥスを⨨く。 

２ 前項の࣮ࢥスについてᚲ要な事項は，ูにᐃࡵる。 

㸦ᤵᴗ科┠及び༢఩ᩘ㸧 

➨㸷᮲  本学部に࠾ける授業⛉目及び༢఩ᩘは，ู⾲第１のと࠾りとする。 

２ 前項の授業⛉目の各年次の㓄ᙜは，ูにᐃࡵる。 

３ 第１項につᐃするࡶのの࡯か，⮫時に授業⛉目を㛤設するࡇと࠶ࡀる。 

４ 前項の授業⛉目及び༢఩ᩘ୪びに授業⛉目の各年次の㓄ᙜは，㛤設の㒔度ᐃࡵる。 

５ 教学つ๎第 27᮲第２項のつᐃにࡼり㛤設する授業⛉目については，ูにᐃࡵる。 

㸦༢఩ࡢᇶ‽㸧 

➨ 10᮲ 各授業⛉目の༢఩のィ⟬は，次のᇶ準にࡼる。 

�1� ㅮ⩏については，15時間の授業をࡗࡶて１༢఩とする。 

�2� ₇⩦については，15時間ཪは 30時間の授業をࡗࡶて１༢఩とする。 

(3) ᐇ㦂，ᐇ⩦及びᐇᢏについては，30時間の授業をࡗࡶて１༢఩とする。ただし，ⱁ⾡

等の分㔝に࠾けるಶேᣦᑟにࡼるᐇᢏの授業については，15時間の授業をࡗࡶて１༢఩

とするࡇとࡀできる。  

(4) ༞業研究については，༞業ㄽᩥ等をࡗࡶて 10༢఩とする。 

㸦ᒚಟせ௳㸧 

➨ 11᮲ 学生は，ู⾲第２にᐃࡵるとࢁࡇにᚑい，124 ༢఩௨ୖをಟᚓしなけࡤࢀならな

い。 
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ቃからᆅ⌫⎔ቃに⮳るᖜᗈい⎔ቃについて，β ࡵなၥ㢟をⓎぢ・❧ㄽし，ゎỴにᑟくたࠎ

にᚲ要な⬟ຊを᭷し，さらに，ᅜ㝿ⓗなど㔝から課㢟にྲྀり⤌ࡴ⾜動ຊを身に௜けたே

ᮦを㣴ᡂするࡇとを目ⓗとする。 

(4) Ꮚࡶ࡝教育学⛉ 

次ୡ௦育ᡂを㏻した࣮ࣟࢢバル共生♫఍のᐇ⌧を目ᣦし，࣮ࣟࢢバル♫఍に関ࢃるᖜ

ᗈいど㔝をᣢࡕなࡀら，Ꮚࡶ࡝と学ᰯࡀᢪ࠼る課㢟をከ㠃ⓗにㄆ㆑し，ᐇ㊶ⓗにゎỴし

ていく⬟ຊを身に௜けたึ等教育教ဨ等を㣴ᡂするࡇとを目ⓗとする。 

㸦学部㛗㸧 

➨㸳᮲�  本学部に，学部㛗を⨨く。 

２ 学部㛗は，本学部に関する事項を⥲ᣓする。 

㸦๪学部㛗㸧 

➨㸴᮲�  本学部に，๪学部㛗を⨨く。 

２ ๪学部㛗は，学部㛗の⫋務を⿵బする。 

３ ๪学部㛗の㑅⪃に関しᚲ要な事項は，ูにᐃࡵる。 

㸦学科㛗㸧 

➨㸵᮲�  学⛉に，学⛉㛗を⨨く。 

２ 学⛉㛗は，ᙜヱ学⛉に関する事項を⥲ᣓする。 

３ 学⛉㛗の㑅⪃に関しᚲ要な事項は，ูにᐃࡵる。 

㸦ࢫ࣮ࢥ㸧 

➨㸶᮲�  Ꮚࡶ࡝教育学⛉に，教⫋⛉目をᒚಟさせるたࡵの࣮ࢥスを⨨く。 

２ 前項の࣮ࢥスについてᚲ要な事項は，ูにᐃࡵる。 

㸦ᤵᴗ科┠及び༢఩ᩘ㸧 

➨㸷᮲  本学部に࠾ける授業⛉目及び༢఩ᩘは，ู⾲第１のと࠾りとする。 

２ 前項の授業⛉目の各年次の㓄ᙜは，ูにᐃࡵる。 

３ 第１項につᐃするࡶのの࡯か，⮫時に授業⛉目を㛤設するࡇと࠶ࡀる。 

４ 前項の授業⛉目及び༢఩ᩘ୪びに授業⛉目の各年次の㓄ᙜは，㛤設の㒔度ᐃࡵる。 

５ 教学つ๎第 27᮲第２項のつᐃにࡼり㛤設する授業⛉目については，ูにᐃࡵる。 

㸦༢఩ࡢᇶ‽㸧 

➨ 10 ᮲ 各授業⛉目の༢఩のィ⟬は，次のᇶ準にࡼる。 

�1� ㅮ⩏については，15時間の授業をࡗࡶて１༢఩とする。 

�2� ₇⩦については，15時間ཪは 30時間の授業をࡗࡶて１༢఩とする。 

(3) ᐇ㦂，ᐇ⩦及びᐇᢏについては，30時間の授業をࡗࡶて１༢఩とする。ただし，ⱁ⾡

等の分㔝に࠾けるಶேᣦᑟにࡼるᐇᢏの授業については，15時間の授業をࡗࡶて１༢఩

とするࡇとࡀできる。  

(4) ༞業研究については，༞業ㄽᩥ等をࡗࡶて 10༢఩とする。 

㸦ᒚಟせ௳㸧 

➨ 11 ᮲ 学生は，ู⾲第２にᐃࡵるとࢁࡇにᚑい，124 ༢఩௨ୖをಟᚓしなけࡤࢀならな

い。 

㸫 123 㸫 

２ 前項のつᐃにࡼり༞業の要௳としてಟᚓす࡭き 124 ༢఩のࡕ࠺，第９᮲第５項の授業⛉

目のᒚಟにࡼりಟᚓする༢఩ᩘは，�0༢఩を㉸࠼ないࡶのとする。 

３ 外ᅜே␃学生ࡀ教学つ๎第 2� ᮲第２項のつᐃにࡼり㛤設さࢀた授業⛉目の༢఩をಟᚓ

したときは，ูにᐃࡵるとࢁࡇにࡼりࢀࡇらの༢఩ᩘをู⾲第２のᚲ要ಟᚓ༢఩ᩘに⟬入

するࡇとࡀできる。 

㸦ᒚಟ科┠ࡢⓏ㘓ୖࡢ㝈㸧�

➨ 12᮲ 教学つ๎第 29 ᮲第１項のつᐃにᇶ࡙くᒚಟ⛉目のⓏ㘓のୖ限は，49 ༢఩とす

る。 

２ 前᮲のᐃࡵるとࢁࡇにࡼり，所ᐃの༢఩をඃࢀたᡂ⦼をࡗࡶてಟᚓした学生及び特ูの

事᝟の࠶る学生については，前項にᐃࡵるୖ限を㉸࠼てᒚಟ⛉目のⓏ㘓をㄆࡵるࡇと࠶ࡀ

る。 

３ 前２項に関してᚲ要な事項は，ูにᐃࡵる。 

㸦ᤵᴗ科┠ࡢᒚಟ㸧�

➨ 13᮲ 学生は，ẖ学ᮇᣦᐃのᮇ日までに，所ᐃのᒚಟᒆをᥦฟし，学部㛗のチྍをཷけ

なけࡤࢀならない。 

２ ༞業研究のᒚಟについては，࠶らかࡵࡌᣦᑟ教ဨのᢎㄆをཷけなけࡤࢀならない。ࡇの

場合に࠾いては，第３年次の⤊ࢃりまでに所ᐃの༢఩をಟᚓしていなけࡤࢀならない。 

３ 他学部の授業⛉目のᒚಟについては，学部㛗を⤒て，ᙜヱ学部㛗のチྍをཷけなけࡤࢀ

ならない。 

㸦௚ࡢ኱学ཪࡣ▷ᮇ኱学ࡿࡅ࠾࡟ᤵᴗ科┠ࡢᒚಟ㸧�

➨ 14᮲ 学生は，教授఍の㆟を⤒て，本学部と༠ᐃしている他の኱学ཪは▷ᮇ኱学（外ᅜ

の኱学ཪは▷ᮇ኱学をྵࡴ。௨ୗྠࡌ。）の授業⛉目をᒚಟするࡇとࡀできる。 

２ 前項のつᐃにかかࢃらࡴࡸ，ࡎをᚓない事᝟࠶ࡀるときは，学生は，教授఍の㆟を⤒て，

༠ᐃにᇶ࡙かࡎに外ᅜの኱学ཪは▷ᮇ኱学の授業⛉目をᒚಟするࡇとࡀできる。 

３ 前２項のつᐃにࡼりᒚಟした授業⛉目についてಟᚓした༢఩は，�0༢఩を限度として本

学部に࠾いてಟᚓしたࡶのとࡳなし，ู ⾲第２のᚲ要ಟᚓ༢఩ᩘに⟬入するࡇとࡀできる。

㸦ఇ学ᮇ間୰࡟እ国ࡢ኱学ཪࡣ▷ᮇ኱学࡚࠸࠾࡟ᒚಟࡓࡋᤵᴗ科┠ࡢ༢఩࠸ᢅྲྀࡢ㸧�

➨ 15᮲ 学生ࡀ教授఍の㆟を⤒て，ఇ学ᮇ間୰に本学部と༠ᐃを⥾⤖している外ᅜの኱学

ཪは▷ᮇ኱学に࠾いてᒚಟした授業⛉目についてಟᚓした༢఩を，本学部に࠾いてಟᚓし

たࡶのとࡳなすࡇとࡀできる。 

２ 前項のつᐃにかかࢃらࡴࡸ，ࡎをᚓない事᝟࠶ࡀるときは，学生ࡀఇ学ᮇ間୰に༠ᐃに

ᇶ࡙かࡎに外ᅜの኱学ཪは▷ᮇ኱学に࠾いてᒚಟした授業⛉目についてಟᚓした༢఩を，

教授఍の㆟を⤒て，本学部に࠾いてಟᚓしたࡶのとࡳなすࡇとࡀできる。 

３ 前２項のつᐃにࡼりಟᚓしたࡶのとࡳなすࡇとࡀできる༢఩ᩘは，前᮲第３項にࡼり本

学部に࠾いてಟᚓしたࡶのとࡳなす༢఩ᩘと合ࢃせて �0༢఩を限度として，ู ⾲第２のᚲ

要ಟᚓ༢఩ᩘに⟬入するࡇとࡀできる。 

㸦኱学௨እࡢᩍ⫱᪋タ➼ࡿࡅ࠾࡟学ಟ㸧�

➨ 16᮲ 教学つ๎第 35᮲第１項につᐃする༢఩のㄆᐃは，教授఍の㆟を⤒て⾜࠺。 
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２ 前項のつᐃにࡼりㄆᐃさࢀた༢఩ᩘは，第 14᮲第３項୪びに前᮲第１項及び第２項にࡼ

り本学部に࠾いてಟᚓしたࡶのとࡳなす༢఩ᩘと合ࢃせて 60༢఩を限度として，ู ⾲第２

のᚲ要ಟᚓ༢఩ᩘに⟬入するࡇとࡀできる。 

㸦ධ学๓ࡢ᪤ಟᚓ༢఩➼ࡢㄆᐃ㸧 

➨ 17 ᮲ 教学つ๎第 36᮲第１項及び第２項につᐃする᪤ಟᚓ༢఩等のㄆᐃは，教授఍の㆟

を⤒て⾜࠺。 

２ ᪤ಟᚓ༢఩等のㄆᐃをཷけ࠺ࡼとする者は，入学した年度のᣦᐃのᮇ日までにᚲ要な᭩

類を学部㛗にᥦฟしなけࡤࢀならない。 

３ 第１項のつᐃにࡼりㄆᐃさࢀた༢఩ᩘは，⦅入学，㌿入学及び෌入学の場合を除き，本

学に࠾いてಟᚓした༢఩௨外のࡶのについては，第 14 ᮲第３項，第 15᮲第１項及び第２

項୪びに前᮲第１項のつᐃにࡼり本学部に࠾いてಟᚓしたࡶのとࡳなす༢఩ᩘと合ࢃせて

60༢఩を限度として，ู⾲第２のᚲ要ಟᚓ༢఩ᩘに⟬入するࡇとࡀできる。 

㸦ヨ  㦂㸧 

➨ 18᮲  ヨ㦂は，⛉目ヨ㦂及び༞業ㄽᩥ等ヨ㦂とする。

㸦科┠ヨ㦂㸧 

➨ 19 ᮲ ⛉目ヨ㦂は，授業ࡀ⤊஢した学ᮇ末ཪは࣮ࢱ࣮࢛ࢡ末に⾜࠺。ただし，ᚲ要࠶ࡀ

る場合は，学ᮇ末及び࣮ࢱ࣮࢛ࢡ末௨外の時ᮇに⾜ࡇ࠺と࠶ࡀる。 

２ 前項のつᐃにかかࢃらࡎ，ᖹᖖのᡂ⦼をࡗࡶて⛉目ヨ㦂に௦࠼るࡇと࠶ࡀる。 

３ ୙合᱁となࡗた授業⛉目についての෌ヨ㦂は，⾜ࢃない。 

４ ⛉目ヨ㦂にḞᖍした者の㏣ヨ㦂は，⾜ࢃない。ただし，教授఍の㆟を⤒て，特ูの理⏤

 。の限りでないࡇ，た場合はࡵるとㄆ࠶ࡀ

㸦༞ᴗㄽᩥ➼ヨ㦂㸧 

➨ 20᮲ ༞業ㄽᩥ等ヨ㦂は，᭱⤊学ᮇに࠾いてᐃࡵらࢀたᮇ日までに，༞業ㄽᩥ等をᥦฟ

した者について⾜࠺。 

２ ༞業ㄽᩥ等ヨ㦂は，ᥦฟさࢀた༞業ㄽᩥ等のᑂᰝ及びཱྀ㢌ヨ㦂にࡼり⾜࠺。 

３ ༞業ㄽᩥ等ヨ㦂に合᱁した学生にᑐしては，༞業研究の༢఩として 10༢఩を୚࠼る。 

４ ᣦᐃのᮇ日までに༞業ㄽᩥ等をᥦฟしない者ཪは୙合᱁となࡗた者は，次学ᮇ௨後の学

ᮇ末に༞業ㄽᩥ等をᥦฟし，༞業ㄽᩥ等ヨ㦂をཷけるࡇとࡀできる。 

㸦ᡂ⦼ホ౯ᇶ‽㸧 

➨ 21 ᮲ 教学つ๎第 30᮲につᐃするᡂ⦼ホ౯ᇶ準については，ูにᐃࡵる。

㸦༞  ᴗ㸧 

➨ 22 ᮲ 所ᐃのᮇ間ᅾ学し，第 11 ᮲につᐃする要௳を‶たした者について，༞業をㄆᐃす

る。 

２ 教学つ๎第 22 ᮲第２項につᐃする᪩ᮇ༞業のㄆᐃのᇶ準は，ูにᐃࡵる。 

㸦㌿学科㸧 

➨ 23 ᮲ ㌿学⛉をᚿᮃする者࠶ࡀるときは，教授఍の㆟を⤒て，チྍするࡇと࠶ࡀる。 

㸦≉ู⫈ㅮ学⏕㸧 

➨ 24 ᮲ 本学部と༠ᐃしている他኱学の学生で，本学部の特ู⫈ㅮ学生をᚿ㢪する者は，

㸫 122 㸫



㸫 124 㸫 

２ 前項のつᐃにࡼりㄆᐃさࢀた༢఩ᩘは，第 14᮲第３項୪びに前᮲第１項及び第２項にࡼ

り本学部に࠾いてಟᚓしたࡶのとࡳなす༢఩ᩘと合ࢃせて 60༢఩を限度として，ู ⾲第２

のᚲ要ಟᚓ༢఩ᩘに⟬入するࡇとࡀできる。 

㸦ධ学๓ࡢ᪤ಟᚓ༢఩➼ࡢㄆᐃ㸧 

➨ 17 ᮲ 教学つ๎第 36᮲第１項及び第２項につᐃする᪤ಟᚓ༢఩等のㄆᐃは，教授఍の㆟

を⤒て⾜࠺。 

２ ᪤ಟᚓ༢఩等のㄆᐃをཷけ࠺ࡼとする者は，入学した年度のᣦᐃのᮇ日までにᚲ要な᭩

類を学部㛗にᥦฟしなけࡤࢀならない。 

３ 第１項のつᐃにࡼりㄆᐃさࢀた༢఩ᩘは，⦅入学，㌿入学及び෌入学の場合を除き，本

学に࠾いてಟᚓした༢఩௨外のࡶのについては，第 14 ᮲第３項，第 15᮲第１項及び第２

項୪びに前᮲第１項のつᐃにࡼり本学部に࠾いてಟᚓしたࡶのとࡳなす༢఩ᩘと合ࢃせて

60༢఩を限度として，ู⾲第２のᚲ要ಟᚓ༢఩ᩘに⟬入するࡇとࡀできる。 

㸦ヨ  㦂㸧 

➨ 18᮲  ヨ㦂は，⛉目ヨ㦂及び༞業ㄽᩥ等ヨ㦂とする。

㸦科┠ヨ㦂㸧 

➨ 19 ᮲ ⛉目ヨ㦂は，授業ࡀ⤊஢した学ᮇ末ཪは࣮ࢱ࣮࢛ࢡ末に⾜࠺。ただし，ᚲ要࠶ࡀ

る場合は，学ᮇ末及び࣮ࢱ࣮࢛ࢡ末௨外の時ᮇに⾜ࡇ࠺と࠶ࡀる。 

２ 前項のつᐃにかかࢃらࡎ，ᖹᖖのᡂ⦼をࡗࡶて⛉目ヨ㦂に௦࠼るࡇと࠶ࡀる。 

３ ୙合᱁となࡗた授業⛉目についての෌ヨ㦂は，⾜ࢃない。 

４ ⛉目ヨ㦂にḞᖍした者の㏣ヨ㦂は，⾜ࢃない。ただし，教授఍の㆟を⤒て，特ูの理⏤

 。の限りでないࡇ，た場合はࡵるとㄆ࠶ࡀ

㸦༞ᴗㄽᩥ➼ヨ㦂㸧 

➨ 20᮲ ༞業ㄽᩥ等ヨ㦂は，᭱⤊学ᮇに࠾いてᐃࡵらࢀたᮇ日までに，༞業ㄽᩥ等をᥦฟ

した者について⾜࠺。 

２ ༞業ㄽᩥ等ヨ㦂は，ᥦฟさࢀた༞業ㄽᩥ等のᑂᰝ及びཱྀ㢌ヨ㦂にࡼり⾜࠺。 

３ ༞業ㄽᩥ等ヨ㦂に合᱁した学生にᑐしては，༞業研究の༢఩として 10༢఩を୚࠼る。 

４ ᣦᐃのᮇ日までに༞業ㄽᩥ等をᥦฟしない者ཪは୙合᱁となࡗた者は，次学ᮇ௨後の学

ᮇ末に༞業ㄽᩥ等をᥦฟし，༞業ㄽᩥ等ヨ㦂をཷけるࡇとࡀできる。 

㸦ᡂ⦼ホ౯ᇶ‽㸧 

➨ 21᮲ 教学つ๎第 30᮲につᐃするᡂ⦼ホ౯ᇶ準については，ูにᐃࡵる。

㸦༞  ᴗ㸧 

➨ 22᮲ 所ᐃのᮇ間ᅾ学し，第 11 ᮲につᐃする要௳を‶たした者について，༞業をㄆᐃす

る。 

２ 教学つ๎第 22 ᮲第２項につᐃする᪩ᮇ༞業のㄆᐃのᇶ準は，ูにᐃࡵる。 

㸦㌿学科㸧 

➨ 23 ᮲ ㌿学⛉をᚿᮃする者࠶ࡀるときは，教授఍の㆟を⤒て，チྍするࡇと࠶ࡀる。 

㸦≉ู⫈ㅮ学⏕㸧 

➨ 24 ᮲ 本学部と༠ᐃしている他኱学の学生で，本学部の特ู⫈ㅮ学生をᚿ㢪する者は，
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ูにᐃࡵるとࢁࡇにࡼり，所ᒓ኱学を⤒⏤して学部㛗に㢪いฟるࡶのとする。 

２ 特ู⫈ㅮ学生のཷ入ࢀの時ᮇは，そのᒚಟし࠺ࡼとする授業⛉目ࡀ㛤ㅮさࢀる学ᮇのึ

 。る学ᮇとするࢀ㛤ㅮさࡀとし，ᅾ学ᮇ間は，ᙜヱ授業⛉目ࡵ

㸦科┠➼ᒚಟ⏕及び⫈ㅮ⏕㸧 

➨ 25᮲ ⛉目等ᒚಟ生及び⫈ㅮ生に関しᚲ要な事項は，ูにᐃࡵる。 

㸦ᩍဨࡢචチ≧ᤵ୚ࡢ所せ㈨᱁ྲྀࡢᚓ㸧 

➨ 26᮲ 教ဨの免チ≧授୚の所要㈨᱁をྲྀᚓし࠺ࡼとする者は，教育⫋ဨ免チἲ（᫛和 2�

年ἲᚊ第 1�7ྕ）及び教育⫋ဨ免チἲ施⾜つ๎（᫛和 29年ᩥ部┬令第 26ྕ）にᐃࡵる所

要の༢఩をಟᚓしなけࡤࢀならない。 

２ 本学部に࠾いて，所要㈨᱁をྲྀᚓできる教ဨの免チ≧の✀類及び免チ教⛉は，ู⾲第３

のと࠾りとする。 

㸦学ⱁဨࡢ㈨᱁ྲྀࡢᚓ㸧 

➨ 27᮲ 学ⱁဨの㈨᱁をྲྀᚓし࠺ࡼとする者は，༤物㤋ἲ（᫛和 26年ἲᚊ第 285ྕ）及び

༤物㤋ἲ施⾜つ๎（᫛和 30 年ᩥ部┬令第 2� ྕ）にᐃࡵる所要の༢఩をಟᚓしなけࡤࢀな

らない。 

２ 前項のつᐃにᇶ࡙く⛉目のᒚಟについては，ูにᐃࡵる。 

㸦㹃㹑㹂ࢫ࣮ࢥ㸧 

➨ 28᮲ ⎔ቃ，㛤Ⓨ，ᖹ和，ேᶒ等のᵝࠎな♫఍ၥ㢟をゎỴする⬟ຊを身に௜け，ᣢ⥆ྍ

⬟な♫఍࡙くりに㈨するேᮦを㣴ᡂするたࡵ，本学部に㹃㹑㹂࣮ࢥスを⨨く。

２ 㹃㹑㹂࣮ࢥスに関し，ᚲ要な事項はูにᐃࡵる。 

㸦ᩘ⌮࣭࣭ࢫ࢚ࣥ࢖ࢧࢱ࣮ࢹ$I ᩍ⫱࣒ࣛࢢࣟࣉ㸧 

➨ 28᮲ࡢ 2  ᩘ理ⓗᛮ⪃，ࢱ࣮ࢹ分ᯒ・活用ຊ及び AI活用⬟ຊに関するᇶ♏ⓗ⣲㣴を᭷す

るேᮦを育ᡂするたࡵ，本学部にᩘ理・ࢧࢱ࣮ࢹイ࢚ンス・$I教育ࢢࣟࣉラ࣒を⨨く。 

２ ᩘ理・ࢧࢱ࣮ࢹイ࢚ンス・$I教育ࢢࣟࣉラ࣒に関し，ᚲ要な事項はูにᐃࡵる。 

㸦㞧  ๎㸧 

➨ 29᮲ ࡇのつ๎にᐃࡵるࡶのの࡯か，ࡇのつ๎のᐇ施に関しᚲ要な事項は，教授఍の㆟

を⤒て，学部㛗ࡀᐃࡵる。 

附  ๎ 

のつ๎は，ᖹᡂࡇ 29年４月１日から施⾜する。 

（୰間㝃๎は┬␎） 

附  ๎ 

。のつ๎は，令和５年４月１日から施⾜するࡇ １

２ ࠾及び令和５年４月１日௨後に(。࠺௨ୗ「ᅾ学者」とい)のつ๎施⾜の㝿⌧にᅾ学する者ࡇ

いてᅾ学者のᒓする年次に⦅入学，㌿入学ཪは෌入学する者については，な࠾ᚑ前の౛にࡼ

る。
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ู⾲➨㸯 ᤵᴗ科┠及び༢఩ᩘ㸦➨9᮲㛵ಀ㸧 䖂ᚲಟ䕿㑅ᢥ

࢖ ඲学科ඹ㏻

授業⛉目 ༢఩
ᚲಟ㺃㑅
ᢥのู

備⪃

ဴ 学 ဴ 1学 ۑ
心理学㸿 1 ۑ
心理学㹀 1 ۑ

ㄽ 理 学 ㄽ理学 1 ۑ
教育学㸿 1 ۑ
教育学㹀 1 ۑ

೔ 理 学 ೔理学 1 ۑ
ἲ学㸿 1 ۑ
ἲ学㹀 1 ۑ
ᨻ἞学㸿 1 ۑ
ᨻ἞学㹀 1 ۑ
⤒῭学㸿 1 ۑ
⤒῭学㹀 1 ۑ

⤒ Ⴀ 学 ⤒Ⴀ学 1 ۑ
♫ ఍ 学 ♫఍学 1 ۑ
教 育 ♫ ఍ 学 教育♫఍学 1 ۑ
ᆅ 理 学 ᆅ理学 1 ۑ

་学㸿 1 ۑ
་学㹀 1 ۑ
保健学㸿 1 ۑ
保健学㹀 1 ۑ
健康⛉学㸿 1 ۑ
健康⛉学㹀 1 ۑ
生物学㸿 1 ۑ
生物学㹀 1 ۑ
生物学㹁 1 ۑ
ᩘ学㸿 1 ۑ
ᩘ学㹀 1 ۑ
ᩘ学㹁 1 ۑ
ᩘ学㹂 1 ۑ
⤫ィ学㸿 1 ۑ
⤫ィ学㹀 1 ۑ
物理学㸿 1 ۑ
物理学㹀 1 ۑ
໬学㸿 1 ۑ
໬学㹀 1 ۑ
໬学㹁 1 ۑ
໬学㹂 1 ۑ
ᝨᫍ学㹁 1 ۑ
ᝨᫍ学㹂 1 ۑ
᝟ሗ学㸿 1 ۑ
᝟ሗ学㹀 1 ۑ
イ࢚ンスᇶ♏学ࢧࢱ࣮ࢹ 1 ۑ

教 育 と ே 間 ᙧ ᡂ 教育とே間ᙧᡂ 1 ۑ
ᩥ学㸿 1 ۑ
ᩥ学㹀 1 ۑ
ゝㄒ⛉学㸿 1 ۑ
ゝㄒ⛉学㹀 1 ۑ
ⱁ⾡とᩥ໬㸿 1 ۑ
ⱁ⾡とᩥ໬㹀 1 ۑ
日本ྐ㸿 1 ۑ
日本ྐ㹀 1 ۑ
ᮾὒྐ㸿 1 ۑ
ᮾὒྐ㹀 1 ۑ
アࢪアྐ㸿 1 ۑ
アࢪアྐ㹀 1 ۑ
すὒྐ㸿 1 ۑ
すὒྐ㹀 1 ۑ
⪃ྂ学㸿 1 ۑ
⪃ྂ学㹀 1 ۑ

⥲
合
教
㣴
⛉
目

ア ࢪ ア ྐ

す ὒ ྐ

⪃ ྂ 学

日 本 ྐ

ᮾ ὒ ྐ

授業⛉目の༊分等

ே
ᩥ
⣔

心 理 学

教 育 学

♫
఍
⛉
学
⣔

ἲ 学

ᨻ ἞ 学

⤒ ῭ 学

生
࿨
⛉
学
⣔

་ 学

保 健 学

生 物 学

ᩘ 学

物 理 学

໬ 学

ᩥ 学

ゝ ㄒ ⛉ 学

ⱁ ⾡ と ᩥ ໬

᝟ ሗ ⛉ 学

ᇶ
♏
教
㣴
⛉
目

自
↛
⛉
学
⣔

ᝨ ᫍ 学

１

ከ
ᩥ
໬
理
ゎ
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ู⾲➨㸯 ᤵᴗ科┠及び༢఩ᩘ㸦➨9᮲㛵ಀ㸧 䖂ᚲಟ䕿㑅ᢥ

࢖ ඲学科ඹ㏻

授業⛉目 ༢఩
ᚲಟ㺃㑅
ᢥのู

備⪃

ဴ 学 ဴ 1学 ۑ
心理学㸿 1 ۑ
心理学㹀 1 ۑ

ㄽ 理 学 ㄽ理学 1 ۑ
教育学㸿 1 ۑ
教育学㹀 1 ۑ

೔ 理 学 ೔理学 1 ۑ
ἲ学㸿 1 ۑ
ἲ学㹀 1 ۑ
ᨻ἞学㸿 1 ۑ
ᨻ἞学㹀 1 ۑ
⤒῭学㸿 1 ۑ
⤒῭学㹀 1 ۑ

⤒ Ⴀ 学 ⤒Ⴀ学 1 ۑ
♫ ఍ 学 ♫఍学 1 ۑ
教 育 ♫ ఍ 学 教育♫఍学 1 ۑ
ᆅ 理 学 ᆅ理学 1 ۑ

་学㸿 1 ۑ
་学㹀 1 ۑ
保健学㸿 1 ۑ
保健学㹀 1 ۑ
健康⛉学㸿 1 ۑ
健康⛉学㹀 1 ۑ
生物学㸿 1 ۑ
生物学㹀 1 ۑ
生物学㹁 1 ۑ
ᩘ学㸿 1 ۑ
ᩘ学㹀 1 ۑ
ᩘ学㹁 1 ۑ
ᩘ学㹂 1 ۑ
⤫ィ学㸿 1 ۑ
⤫ィ学㹀 1 ۑ
物理学㸿 1 ۑ
物理学㹀 1 ۑ
໬学㸿 1 ۑ
໬学㹀 1 ۑ
໬学㹁 1 ۑ
໬学㹂 1 ۑ
ᝨᫍ学㹁 1 ۑ
ᝨᫍ学㹂 1 ۑ
᝟ሗ学㸿 1 ۑ
᝟ሗ学㹀 1 ۑ
イ࢚ンスᇶ♏学ࢧࢱ࣮ࢹ 1 ۑ

教 育 と ே 間 ᙧ ᡂ 教育とே間ᙧᡂ 1 ۑ
ᩥ学㸿 1 ۑ
ᩥ学㹀 1 ۑ
ゝㄒ⛉学㸿 1 ۑ
ゝㄒ⛉学㹀 1 ۑ
ⱁ⾡とᩥ໬㸿 1 ۑ
ⱁ⾡とᩥ໬㹀 1 ۑ
日本ྐ㸿 1 ۑ
日本ྐ㹀 1 ۑ
ᮾὒྐ㸿 1 ۑ
ᮾὒྐ㹀 1 ۑ
アࢪアྐ㸿 1 ۑ
アࢪアྐ㹀 1 ۑ
すὒྐ㸿 1 ۑ
すὒྐ㹀 1 ۑ
⪃ྂ学㸿 1 ۑ
⪃ྂ学㹀 1 ۑ

⥲
合
教
㣴
⛉
目

ア ࢪ ア ྐ

す ὒ ྐ

⪃ ྂ 学

日 本 ྐ

ᮾ ὒ ྐ

授業⛉目の༊分等

ே
ᩥ
⣔

心 理 学

教 育 学

♫
఍
⛉
学
⣔

ἲ 学

ᨻ ἞ 学

⤒ ῭ 学

生
࿨
⛉
学
⣔

་ 学

保 健 学

生 物 学

ᩘ 学

物 理 学

໬ 学

ᩥ 学

ゝ ㄒ ⛉ 学

ⱁ ⾡ と ᩥ ໬

᝟ ሗ ⛉ 学

ᇶ
♏
教
㣴
⛉
目

自
↛
⛉
学
⣔

ᝨ ᫍ 学

１

ከ
ᩥ
໬
理
ゎ

ⱁ⾡ྐ㸿 1 ۑ
ⱁ⾡ྐ㹀 1 ۑ
⨾⾡ྐ㸿 1 ۑ
⨾⾡ྐ㹀 1 ۑ
⛉学ྐ㸿 1 ۑ
⛉学ྐ㹀 1 ۑ

♫ ఍ ᛮ ᝿ ྐ ♫఍ᛮ᝿ྐ 1 ۑ
ᩥ ໬ ே 類 学 ᩥ໬ே類学 1 ۑ

⌧௦♫఍ㄽ㸿 1 ۑ
⌧௦♫఍ㄽ㹀 1 ۑ

㉺ ቃ す る ᩥ ໬ ㉺ቃするᩥ໬ 1 ۑ
生 活 ⎔ ቃ と ᢏ ⾡ 生活⎔ቃとᢏ⾡ 1 ۑ
࢝ ࢱ ࢳ の ᩥ ໬ 学 のᩥ໬学ࢳࢱ࢝ 1 ۑ
⛉ 学 ᢏ ⾡ と ೔ 理 ⛉学ᢏ⾡と೔理 1 ۑ

⌧௦物理学ࡀᥥくୡ⏺ ⌧௦物理学ࡀᥥくୡ⏺ 1 ۑ

身 ㏆ な 物 理 ἲ ๎ 身㏆な物理ἲ๎ 1 ۑ
の自↛学㸿ࢳࢱ࢝ 1 ۑ
の自↛学㹀ࢳࢱ࢝ 1 ۑ
の࡙くりと⛉学ᢏ⾡㸿ࡶ 1 ۑ
の࡙くりと⛉学ᢏ⾡㹀ࡶ 1 ۑ
生࿨⛉学㸿 1 ۑ
生࿨⛉学㹀 1 ۑ
生物㈨※と㎰業㸿 1 ۑ
生物㈨※と㎰業㹀 1 ۑ
生物㈨※と㎰業㹁 1 ۑ
生物㈨※と㎰業㹂 1 ۑ
⎔ቃ学入㛛㸿 1 ۑ
⎔ቃ学入㛛㹀 1 ۑ
♫఍とேᶒ㸿 1 ۑ
♫఍とேᶒ㹀 1 ۑ
⏨ዪ共ྠ参⏬と࢙ࢪン࣮ࢲ㸿 1 ۑ
⏨ዪ共ྠ参⏬と࢙ࢪン࣮ࢲ㹀 1 ۑ

࣮ࣟࢢ バル ࣮ࣜ ࣮ࢲ
ࣉࢵࢩ 育ᡂ ᇶ♏ ₇⩦

ࣉࢵࢩ࣮ࢲバル࣮࣮ࣜࣟࢢ
育ᡂᇶ♏₇⩦

2 ۑ

ᅜ㝿༠ຊの⌧≧と課㢟㸿 1 ۑ
ᅜ㝿༠ຊの⌧≧と課㢟㹀 1 ۑ

1఍♫と἞ᨻ఍♫と἞ᨻۑ
♫ ఍ 生 活 と ἲ ♫఍生活とἲ 1 ۑ

1ἲとᐙᅜἲとᐙᅜۑ
⌧௦の⤒῭㸿 1 ۑ
⌧௦の⤒῭㹀 1 ۑ

⤒ ῭ ♫ ఍ の Ⓨ ᒎ ⤒῭♫఍のⓎᒎ 1 ۑ
ᆅ ⌫ ྐ に ࠾ け る
生 物 の ኚ 㑄

ᆅ⌫ྐに࠾ける生物のኚ㑄 1 ۑ

生 物 の ⎔ ቃ 㐺 ᛂ 生物の⎔ቃ㐺ᛂ 1 ۑ
ே 間 活 動 と
ᆅ ⌫ 生 ែ ⣔

ே間活動とᆅ⌫生ែ⣔ 1 ۑ

1㸿康健と㣗ۑ
1㹀康健と㣗ۑ

㈨※・ᮦ料と࢚ࢿル࣮ࢠ㸿 1 ۑ
㈨※・ᮦ料と࢚ࢿル࣮ࢠ㹀 1 ۑ

㹃 㹑 㹂 ᇶ ♏ 㹃㹑㹂ᇶ♏（ᣢ⥆ྍ⬟な♫఍࡙くり１） 1 ۑ
㹃㹑㹂ㄽ（ᣢ⥆ྍ⬟な♫఍࡙くり２）㸿 1 ۑ
㹃㹑㹂ㄽ（ᣢ⥆ྍ⬟な♫఍࡙くり２）㹀 1 ۑ
㹃㹑㹂生ᾭ学⩦ㄽ㸿 1 ۑ
㹃㹑㹂生ᾭ学⩦ㄽ㹀 1 ۑ

㹃㹑㹂࣎ラン࢕ࢸアㄽ 㹃㹑㹂࣎ラン࢕ࢸアㄽ 1 ۑ

２

自
↛
⏺
の
ᡂ
り
❧
ࡕ

ⱁ ⾡ ྐ

⨾ ⾡ ྐ

⛉ 学 ྐ

⥲
合
教
㣴
⛉
目

㈨ ※ ・ ᮦ 料 と
࢚ ࢿ ル ࢠ ࣮

４

㹃
㹑
㹂

㹃 㹑 㹂 ㄽ

㹃 㹑 㹂 生 ᾭ 学 ⩦ ㄽ

１

ከ
ᩥ
໬
理
ゎ

⌧ ௦ ♫ ఍ ㄽ

⾡の࡙くりと⛉学ᢏࡶ

生 ࿨ ⛉ 学

生 物 ㈨ ※ と ㎰ 業

３

ࢢ
ࣟ

バ
ル
イ
ࢩ

⎔ ቃ 学 入 㛛

࢝ ࢱ ࢳ の 自 ↛ 学

♫ ఍ と ே ᶒ

⏨ዪ共ྠ参⏬と࢙ࢪ
ン ࢲ ࣮

ᅜ㝿༠ຊの⌧≧と課㢟

⌧ ௦ の ⤒ ῭

㣗 と 健 康
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௻業♫఍ㄽ㸿 1 ۑ
௻業♫఍ㄽ㹀 1 ۑ
⫋業と学び㸫キャࣜアࢨࢹインを⪃࠼る㸿 1 ۑ
⫋業と学び㸫キャࣜアࢨࢹインを⪃࠼る㹀 1 ۑ

♫఍ᇶ♏学（࣮ࣟࢢバルேᮦ
に ୙ ྍ Ḟ な 教 㣴 ）

♫఍ᇶ♏学（࣮ࣟࢢバルேᮦに୙ྍḞな教㣴） 2 ۑ

࣎ラン࢕ࢸアと♫఍㈉⊩活動㸿 1 ۑ
࣎ラン࢕ࢸアと♫఍㈉⊩活動㹀 1 ۑ

⩦ᐇࢪャࣞンࢳバル࣮ࣟࢢ ⩦ᐇࢪャࣞンࢳバル࣮ࣟࢢ 1ཪは2 ۑ

⚄ᡞ኱学ྐ㸿 1 ۑ
⚄ᡞ኱学ྐ㹀 1 ۑ

㜰 ⚄ ・ ῐ ㊰ ኱ 㟈 災 㜰⚄・ῐ㊰኱㟈災と㒔ᕷのᏳ඲ 1 ۑ
ᡞ学⚄ࡈ࠺ࡻࡦ 1 ۑ
ᆅᇦ♫఍ᙧᡂᇶ♏ㄽ 1 ۑ
日本㓇学入㛛 1 ۑ

ᾏ࡬ᾏいㄏの࡬2いㄏのۑ
℩ ᡞ 内 ᾏ 学 入 㛛 ℩ᡞ内ᾏ学入㛛 2 ۑ

イ࢚ンスᴫㄽ㸿ࢧࢱ࣮ࢹ 1 ۑ

イ࢚ンスᴫㄽ㹀ࢧࢱ࣮ࢹ 1 ۑ
ࢹ ࣮ ࢱ ࢧ イ ࢚ ン ス ᇶ ♏ ₇ ⩦ ⩦イ࢚ンスᇶ♏₇ࢧࢱ࣮ࢹ 1 ۑ

Academic English Communication A1 0.5 ۔
Academic English Communication A2 0.5 ۔
Academic English Communication B1 0.5 ۔
Academic English Communication B2 0.5 ۔
$FDGHPLF (QJOLVK &RPPXQLFDWLRQ %1（㑅ᢤୖ⣭ࢡラス） 0.5 ͤ（ۑ）
$FDGHPLF (QJOLVK &RPPXQLFDWLRQ %2（㑅ᢤୖ⣭ࢡラス） 0.5 ͤ（ۑ）

Academic English Literacy A1 0.5 ۔
Academic English Literacy A2 0.5 ۔
Academic English Literacy B1 0.5 ۔
Academic English Literacy B2 0.5 ۔
$FDGHPLF (QJOLVK /LWHUDF\ %1（㑅ᢤୖ⣭ࢡラス） 0.5 ͤ（ۑ）
$FDGHPLF (QJOLVK /LWHUDF\ %2（㑅ᢤୖ⣭ࢡラス） 0.5 ͤ（ۑ）

Advanced English Online 1 0.5 ۑ
Advanced English Online 2 0.5 ۑ
$GYDQFHG (QJOLVK（ᾏ外研ಟ） 1 ۑ
ㄒึ⣭㸿１ࢶイࢻ 0.5 ۑ
ㄒึ⣭㸿２ࢶイࢻ 0.5 ۑ
ㄒึ⣭㹀１ࢶイࢻ 0.5 ۑ
ㄒึ⣭㹀２ࢶイࢻ 0.5 ۑ
ㄒึ⣭㸿３ࢶイࢻ 0.5 ۑ
ㄒึ⣭㸿４ࢶイࢻ 0.5 ۑ
ㄒึ⣭㹀３ࢶイࢻ 0.5 ۑ
ㄒึ⣭㹀４ࢶイࢻ 0.5 ۑ
ㄒึ⣭㹑㸿３ࢶイࢻ 0.5 ͤ（ۑ）

ㄒึ⣭㹑㸿４ࢶイࢻ 0.5 ͤ（ۑ）

ㄒึ⣭㹑㹀３ࢶイࢻ 0.5 ͤ（ۑ）

ㄒึ⣭㹑㹀４ࢶイࢻ 0.5 ͤ（ۑ）

ㄒ୰⣭㹁１ࢶイࢻ 0.5 ۑ
ㄒ୰⣭㹁２ࢶイࢻ 0.5 ۑ
ランスㄒึ⣭㸿１ࣇ 0.5 ۑ
ランスㄒึ⣭㸿２ࣇ 0.5 ۑ
ランスㄒึ⣭㹀１ࣇ 0.5 ۑ
ランスㄒึ⣭㹀２ࣇ 0.5 ۑ
ランスㄒึ⣭㸿３ࣇ 0.5 ۑ
ランスㄒึ⣭㸿４ࣇ 0.5 ۑ
ランスㄒึ⣭㹀３ࣇ 0.5 ۑ
ランスㄒึ⣭㹀４ࣇ 0.5 ۑ

イ࢚ンスᴫㄽࢧࢱ࣮ࢹ

ᆅ ᇦ 㐃 ᦠ

⚄ ᡞ ኱ 学 ྐ

６

⚄
ᡞ
学

５

キ

ࣜ
ア
⛉
目

௻ 業 ♫ ఍ ㄽ

⫋ 業 と 学 び

࣎ ラ ン ࢸ ࢕ ア と
♫ ఍ ㈉ ⊩ 活 動

各ゝㄒでۑから㸶⛉目
（୰⣭を除く）

ランスㄒࣇ，ㄒࢶイࢻͤ
及び୰ᅜㄒのึ⣭（$3，
$�，%3，%�）はึ⣭
（6$3，6$�，6%3，6%�）
でそࢀࡒࢀ௦᭰するࡇと
。できるࡀ

外
ᅜ
ㄒ
⛉
目

ͤ$FDGHPLF (QJOLVK
&RPPXQLFDWLRQ %1，%2
は，$FDGHPLF (QJOLVK
&RPPXQLFDWLRQ %1，%2
（㑅ᢤୖ⣭ࢡラス）で，
Academic English
/LWHUDF\ %1，%2は，
Academic English
/LWHUDF\ %1�%2（㑅ᢤୖ
⣭ࢡラス）でそࢀࡒࢀ௦
᭰するࡇとࡀできる。

ࢹ

ࢱ

ࢧ

イ

࢚

ン

ス

外 ᅜ ㄒ 第 Ϩ

外 ᅜ ㄒ 第 ϩ

⥲
合
教
㣴
⛉
目

㸫 12� 㸫



௻業♫఍ㄽ㸿 1 ۑ
௻業♫఍ㄽ㹀 1 ۑ
⫋業と学び㸫キャࣜアࢨࢹインを⪃࠼る㸿 1 ۑ
⫋業と学び㸫キャࣜアࢨࢹインを⪃࠼る㹀 1 ۑ

♫఍ᇶ♏学（࣮ࣟࢢバルேᮦ
に ୙ ྍ Ḟ な 教 㣴 ）

♫఍ᇶ♏学（࣮ࣟࢢバルேᮦに୙ྍḞな教㣴） 2 ۑ

࣎ラン࢕ࢸアと♫఍㈉⊩活動㸿 1 ۑ
࣎ラン࢕ࢸアと♫఍㈉⊩活動㹀 1 ۑ

⩦ᐇࢪャࣞンࢳバル࣮ࣟࢢ ⩦ᐇࢪャࣞンࢳバル࣮ࣟࢢ 1ཪは2 ۑ

⚄ᡞ኱学ྐ㸿 1 ۑ
⚄ᡞ኱学ྐ㹀 1 ۑ

㜰 ⚄ ・ ῐ ㊰ ኱ 㟈 災 㜰⚄・ῐ㊰኱㟈災と㒔ᕷのᏳ඲ 1 ۑ
ᡞ学⚄ࡈ࠺ࡻࡦ 1 ۑ
ᆅᇦ♫఍ᙧᡂᇶ♏ㄽ 1 ۑ
日本㓇学入㛛 1 ۑ

ᾏ࡬ᾏいㄏの࡬2いㄏのۑ
℩ ᡞ 内 ᾏ 学 入 㛛 ℩ᡞ内ᾏ学入㛛 2 ۑ

イ࢚ンスᴫㄽ㸿ࢧࢱ࣮ࢹ 1 ۑ

イ࢚ンスᴫㄽ㹀ࢧࢱ࣮ࢹ 1 ۑ
ࢹ ࣮ ࢱ ࢧ イ ࢚ ン ス ᇶ ♏ ₇ ⩦ ⩦イ࢚ンスᇶ♏₇ࢧࢱ࣮ࢹ 1 ۑ

Academic English Communication A1 0.5 ۔
Academic English Communication A2 0.5 ۔
Academic English Communication B1 0.5 ۔
Academic English Communication B2 0.5 ۔
$FDGHPLF (QJOLVK &RPPXQLFDWLRQ %1（㑅ᢤୖ⣭ࢡラス） 0.5 ͤ（ۑ）
$FDGHPLF (QJOLVK &RPPXQLFDWLRQ %2（㑅ᢤୖ⣭ࢡラス） 0.5 ͤ（ۑ）

Academic English Literacy A1 0.5 ۔
Academic English Literacy A2 0.5 ۔
Academic English Literacy B1 0.5 ۔
Academic English Literacy B2 0.5 ۔
$FDGHPLF (QJOLVK /LWHUDF\ %1（㑅ᢤୖ⣭ࢡラス） 0.5 ͤ（ۑ）
$FDGHPLF (QJOLVK /LWHUDF\ %2（㑅ᢤୖ⣭ࢡラス） 0.5 ͤ（ۑ）

Advanced English Online 1 0.5 ۑ
Advanced English Online 2 0.5 ۑ
$GYDQFHG (QJOLVK（ᾏ外研ಟ） 1 ۑ
ㄒึ⣭㸿１ࢶイࢻ 0.5 ۑ
ㄒึ⣭㸿２ࢶイࢻ 0.5 ۑ
ㄒึ⣭㹀１ࢶイࢻ 0.5 ۑ
ㄒึ⣭㹀２ࢶイࢻ 0.5 ۑ
ㄒึ⣭㸿３ࢶイࢻ 0.5 ۑ
ㄒึ⣭㸿４ࢶイࢻ 0.5 ۑ
ㄒึ⣭㹀３ࢶイࢻ 0.5 ۑ
ㄒึ⣭㹀４ࢶイࢻ 0.5 ۑ
ㄒึ⣭㹑㸿３ࢶイࢻ 0.5 ͤ（ۑ）

ㄒึ⣭㹑㸿４ࢶイࢻ 0.5 ͤ（ۑ）

ㄒึ⣭㹑㹀３ࢶイࢻ 0.5 ͤ（ۑ）

ㄒึ⣭㹑㹀４ࢶイࢻ 0.5 ͤ（ۑ）

ㄒ୰⣭㹁１ࢶイࢻ 0.5 ۑ
ㄒ୰⣭㹁２ࢶイࢻ 0.5 ۑ
ランスㄒึ⣭㸿１ࣇ 0.5 ۑ
ランスㄒึ⣭㸿２ࣇ 0.5 ۑ
ランスㄒึ⣭㹀１ࣇ 0.5 ۑ
ランスㄒึ⣭㹀２ࣇ 0.5 ۑ
ランスㄒึ⣭㸿３ࣇ 0.5 ۑ
ランスㄒึ⣭㸿４ࣇ 0.5 ۑ
ランスㄒึ⣭㹀３ࣇ 0.5 ۑ
ランスㄒึ⣭㹀４ࣇ 0.5 ۑ

イ࢚ンスᴫㄽࢧࢱ࣮ࢹ

ᆅ ᇦ 㐃 ᦠ

⚄ ᡞ ኱ 学 ྐ

６

⚄
ᡞ
学

５

キ

ࣜ
ア
⛉
目

௻ 業 ♫ ఍ ㄽ

⫋ 業 と 学 び

࣎ ラ ン ࢸ ࢕ ア と
♫ ఍ ㈉ ⊩ 活 動

各ゝㄒでۑから㸶⛉目
（୰⣭を除く）

ランスㄒࣇ，ㄒࢶイࢻͤ
及び୰ᅜㄒのึ⣭（$3，
$�，%3，%�）はึ⣭
（6$3，6$�，6%3，6%�）
でそࢀࡒࢀ௦᭰するࡇと
。できるࡀ

外
ᅜ
ㄒ
⛉
目

ͤ$FDGHPLF (QJOLVK
&RPPXQLFDWLRQ %1，%2
は，$FDGHPLF (QJOLVK
&RPPXQLFDWLRQ %1，%2
（㑅ᢤୖ⣭ࢡラス）で，
Academic English
/LWHUDF\ %1，%2は，
Academic English
/LWHUDF\ %1�%2（㑅ᢤୖ
⣭ࢡラス）でそࢀࡒࢀ௦
᭰するࡇとࡀできる。

ࢹ

ࢱ

ࢧ

イ

࢚

ン

ス

外 ᅜ ㄒ 第 Ϩ

外 ᅜ ㄒ 第 ϩ

⥲
合
教
㣴
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ランスㄒึ⣭㹑㸿３ࣇ 0.5 ͤ（ۑ）

ランスㄒึ⣭㹑㸿４ࣇ 0.5 ͤ（ۑ）

ランスㄒึ⣭㹑㹀３ࣇ 0.5 ͤ（ۑ）

ランスㄒึ⣭㹑㹀４ࣇ 0.5 ͤ（ۑ）

ランスㄒ୰⣭㹁１ࣇ 0.5 ۑ
ランスㄒ୰⣭㹁２ࣇ 0.5 ۑ
୰ᅜㄒึ⣭㸿１ 0.5 ۑ
୰ᅜㄒึ⣭㸿２ 0.5 ۑ
୰ᅜㄒึ⣭㹀１ 0.5 ۑ
୰ᅜㄒึ⣭㹀２ 0.5 ۑ
୰ᅜㄒึ⣭㸿３ 0.5 ۑ
୰ᅜㄒึ⣭㸿４ 0.5 ۑ
୰ᅜㄒึ⣭㹀３ 0.5 ۑ
୰ᅜㄒึ⣭㹀４ 0.5 ۑ
୰ᅜㄒึ⣭㹑㸿３ 0.5 ͤ（ۑ）

୰ᅜㄒึ⣭㹑㸿４ 0.5 ͤ（ۑ）

୰ᅜㄒึ⣭㹑㹀３ 0.5 ͤ（ۑ）

୰ᅜㄒึ⣭㹑㹀４ 0.5 ͤ（ۑ）

୰ᅜㄒ୰⣭㹁１ 0.5 ۑ
୰ᅜㄒ୰⣭㹁２ 0.5 ۑ
アㄒึ⣭㸿１ࢩࣟ 0.5 ۑ
アㄒึ⣭㸿２ࢩࣟ 0.5 ۑ
アㄒึ⣭㹀１ࢩࣟ 0.5 ۑ
アㄒึ⣭㹀２ࢩࣟ 0.5 ۑ
アㄒึ⣭㸿３ࢩࣟ 0.5 ۑ
アㄒึ⣭㸿４ࢩࣟ 0.5 ۑ
アㄒึ⣭㹀３ࢩࣟ 0.5 ۑ
アㄒึ⣭㹀４ࢩࣟ 0.5 ۑ
アㄒ୰⣭㹁１ࢩࣟ 0.5 ۑ
アㄒ୰⣭㹁２ࢩࣟ 0.5 ۑ
第୕外ᅜㄒ（ࢻイࢶㄒ）㹒１ 0.5 ۑ
第୕外ᅜㄒ（ࢻイࢶㄒ）㹒２ 0.5 ۑ
第୕外ᅜㄒ（ࢻイࢶㄒ）㹒３ 0.5 ۑ
第୕外ᅜㄒ（ࢻイࢶㄒ）㹒４ 0.5 ۑ
第୕外ᅜㄒ（ࣇランスㄒ）㹒１ 0.5 ۑ
第୕外ᅜㄒ（ࣇランスㄒ）㹒２ 0.5 ۑ
第୕外ᅜㄒ（ࣇランスㄒ）㹒３ 0.5 ۑ
第୕外ᅜㄒ（ࣇランスㄒ）㹒４ 0.5 ۑ

ᇶሗ᝟♏1۔
1１学⛉ሗ᝟ۑ
1２学⛉ሗ᝟ۑ

健康・ス࣏࣮ࢶ⛉学ㅮ⩏㸿 1 ۑ
健康・ス࣏࣮ࢶ⛉学ㅮ⩏㹀 1 ۑ
健康・ス࣏࣮ࢶ⛉学ᐇ⩦ᇶ♏ 1 ۔
健康・ス࣏࣮ࢶ⛉学ᐇ⩦１ 0.5 ۑ
健康・ス࣏࣮ࢶ⛉学ᐇ⩦２ 0.5 ۑ
ᅜ㝿ே間⛉学部㧗度教㣴⛉目のྲྀ
ᢅいについてはูにᐃࡵる。

各ゝㄒでۑから㸶⛉目
（୰⣭を除く）

ランスㄒࣇ，ㄒࢶイࢻͤ
及び୰ᅜㄒのึ⣭（$3，
$�，%3，%�）はึ⣭
（6$3，6$�，6%3，6%�）
でそࢀࡒࢀ௦᭰するࡇと
できる。外ࡀ

ᅜ
ㄒ
⛉
目

外 ᅜ ㄒ 第 ϩ

外 ᅜ ㄒ 第 Ϫ

᝟ ሗ ⛉ 目

健 康 ・ ス ࣏ 㸫 ࢶ ⛉ 学

㧗 度 教 㣴 ⛉ 目

㸫 12� 㸫



日本ᅜ᠇ἲ１ 1 ۑ
日本ᅜ᠇ἲ２ 1 ۑ
教⫋ㄽ（୰・㧗） 2 ۑ
教育ཎ理 2 ۑ
教育ྐ 2 ۑ
教育⾜ᨻ学（୰・㧗） 2 ۑ
教育⤒Ⴀ学（୰・㧗） 2 ۑ
୰等特ูᨭ᥼教育ㄽ 2 ۑ
୰等࢝ࣜキࣗラ࣒ㄽ 2 ۑ
ⱥㄒ⛉教育ㄽ㸿 2 ۑ
ⱥㄒ⛉教育ㄽ㹀 2 ۑ
ⱥㄒ⛉教育ㄽ㹁 2 ۑ
ⱥㄒ⛉教育ㄽ㹂 2 ۑ
ⱥㄒ⛉教育ㄽ㹃 2 ۑ
保健య育⛉教育ㄽ㸿 2 ۑ
保健య育⛉教育ㄽ㹀 2 ۑ
保健య育⛉教育ㄽ㹁 2 ۑ
保健య育⛉教育ㄽ㹂 2 ۑ
㡢ᴦ⛉教育ㄽ㸿 2 ۑ
㡢ᴦ⛉教育ㄽ㹀 2 ۑ
㡢ᴦ⛉教育ㄽ㹁 2 ۑ
㡢ᴦ⛉教育ㄽ㹂 2 ۑ
⨾⾡⛉教育ㄽ㸿 2 ۑ
⨾⾡⛉教育ㄽ㹀 2 ۑ
⨾⾡⛉教育ㄽ㹁 2 ۑ
⨾⾡⛉教育ㄽ㹂 2 ۑ
理⛉教育ㄽ㸿 2 ۑ
理⛉教育ㄽ㹀 2 ۑ
理⛉教育ㄽ㹁 2 ۑ
理⛉教育ㄽ㹂 2 ۑ
ᩘ学⛉教育ㄽ㸿 2 ۑ
ᩘ学⛉教育ㄽ㹀 2 ۑ
ᩘ学⛉教育ㄽ㹁 2 ۑ
ᩘ学⛉教育ㄽ㹂 2 ۑ
ᐙᗞ⛉教育ㄽ㸿 2 ۑ
ᐙᗞ⛉教育ㄽ㹀 2 ۑ
ᐙᗞ⛉教育ㄽ㹁 2 ۑ
ᐙᗞ⛉教育ㄽ㹂 2 ۑ
♫఍⛉教育ㄽ㸿 2 ۑ
♫఍⛉教育ㄽ㹀 2 ۑ
බẸ⛉教育ㄽ 2 ۑ
♫఍⛉・බẸ⛉教育ㄽ 2 ۑ
ᆅṔ⛉教育ㄽ 2 ۑ
♫఍⛉・ᆅṔ⛉教育ㄽ 2 ۑ
୰等㐨ᚨ教育ㄽ 2 ۑ
⥲合ⓗな学⩦のᣦᑟἲ（୰・㧗） 2 ۑ
୰等特ู活動ᣦᑟㄽ 2 ۑ
୰等学⩦ᣦᑟ・㹇㹁㹒活用ㄽ 2 ۑ
୰等生ᚐᣦᑟㄽ 2 ۑ
୰等教育事前・事後ᣦᑟ 1 ۑ
୰学ᰯ教育ᐇᆅ研究㸿 2 ۑ
୰学ᰯ教育ᐇᆅ研究㹀 2 ۑ
㧗等学ᰯ教育ᐇᆅ研究 2 ۑ
教⫋ᐇ㊶₇⩦（୰・㧗） 2 ۑ
ᕤⱁᐇ㊶₇⩦ 2 ۑ
ࣗࢪ࣮࢙ࣇルࢯ 2 ۑ
ඛ➃⾲⌧₇⩦ 2 ۑ

㈨ ᱁ 免 チ の た ࡵ の ⛉ 目
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日本ᅜ᠇ἲ１ 1 ۑ
日本ᅜ᠇ἲ２ 1 ۑ
教⫋ㄽ（୰・㧗） 2 ۑ
教育ཎ理 2 ۑ
教育ྐ 2 ۑ
教育⾜ᨻ学（୰・㧗） 2 ۑ
教育⤒Ⴀ学（୰・㧗） 2 ۑ
୰等特ูᨭ᥼教育ㄽ 2 ۑ
୰等࢝ࣜキࣗラ࣒ㄽ 2 ۑ
ⱥㄒ⛉教育ㄽ㸿 2 ۑ
ⱥㄒ⛉教育ㄽ㹀 2 ۑ
ⱥㄒ⛉教育ㄽ㹁 2 ۑ
ⱥㄒ⛉教育ㄽ㹂 2 ۑ
ⱥㄒ⛉教育ㄽ㹃 2 ۑ
保健య育⛉教育ㄽ㸿 2 ۑ
保健య育⛉教育ㄽ㹀 2 ۑ
保健య育⛉教育ㄽ㹁 2 ۑ
保健య育⛉教育ㄽ㹂 2 ۑ
㡢ᴦ⛉教育ㄽ㸿 2 ۑ
㡢ᴦ⛉教育ㄽ㹀 2 ۑ
㡢ᴦ⛉教育ㄽ㹁 2 ۑ
㡢ᴦ⛉教育ㄽ㹂 2 ۑ
⨾⾡⛉教育ㄽ㸿 2 ۑ
⨾⾡⛉教育ㄽ㹀 2 ۑ
⨾⾡⛉教育ㄽ㹁 2 ۑ
⨾⾡⛉教育ㄽ㹂 2 ۑ
理⛉教育ㄽ㸿 2 ۑ
理⛉教育ㄽ㹀 2 ۑ
理⛉教育ㄽ㹁 2 ۑ
理⛉教育ㄽ㹂 2 ۑ
ᩘ学⛉教育ㄽ㸿 2 ۑ
ᩘ学⛉教育ㄽ㹀 2 ۑ
ᩘ学⛉教育ㄽ㹁 2 ۑ
ᩘ学⛉教育ㄽ㹂 2 ۑ
ᐙᗞ⛉教育ㄽ㸿 2 ۑ
ᐙᗞ⛉教育ㄽ㹀 2 ۑ
ᐙᗞ⛉教育ㄽ㹁 2 ۑ
ᐙᗞ⛉教育ㄽ㹂 2 ۑ
♫఍⛉教育ㄽ㸿 2 ۑ
♫఍⛉教育ㄽ㹀 2 ۑ
බẸ⛉教育ㄽ 2 ۑ
♫఍⛉・බẸ⛉教育ㄽ 2 ۑ
ᆅṔ⛉教育ㄽ 2 ۑ
♫఍⛉・ᆅṔ⛉教育ㄽ 2 ۑ
୰等㐨ᚨ教育ㄽ 2 ۑ
⥲合ⓗな学⩦のᣦᑟἲ（୰・㧗） 2 ۑ
୰等特ู活動ᣦᑟㄽ 2 ۑ
୰等学⩦ᣦᑟ・㹇㹁㹒活用ㄽ 2 ۑ
୰等生ᚐᣦᑟㄽ 2 ۑ
୰等教育事前・事後ᣦᑟ 1 ۑ
୰学ᰯ教育ᐇᆅ研究㸿 2 ۑ
୰学ᰯ教育ᐇᆅ研究㹀 2 ۑ
㧗等学ᰯ教育ᐇᆅ研究 2 ۑ
教⫋ᐇ㊶₇⩦（୰・㧗） 2 ۑ
ᕤⱁᐇ㊶₇⩦ 2 ۑ
ࣗࢪ࣮࢙ࣇルࢯ 2 ۑ
ඛ➃⾲⌧₇⩦ 2 ۑ

㈨ ᱁ 免 チ の た ࡵ の ⛉ 目

自↛ᆅ理学 2 ۑ
ᆅㄅ 2 ۑ
༤物㤋ᴫㄽ 2 ۑ
༤物㤋⤒Ⴀㄽ 2 ۑ
༤物㤋㈨料ㄽ 2 ۑ
༤物㤋ᒎ♧ㄽ 2 ۑ
༤物㤋教育ㄽ 2 ۑ
༤物㤋᝟ሗ・メ࢕ࢹアㄽ 2 ۑ
༤物㤋ᐇ⩦ 3 ۑ
⥲合⛉目Ϩ ۑ その㒔度ᐃࡵる。

⥲合⛉目ϩ ۑ その㒔度ᐃࡵる。

㈨ ᱁ 免 チ の た ࡵ の ⛉ 目

そ の 他 ᚲ 要 と ㄆ ࡵ る ⛉ 目
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ࣟ ໬学科ᩥࣝࣂ࣮ࣟࢢ

授業⛉目 ༢఩
ᚲಟ㺃㑅
ᢥのู

備⪃

ึ年次࣮ࢼ࣑ࢭ 1 ۔
༠ാᆺ࣮ࣜࣉࢵࢩ࣮ࢲㄽ 1 ۑ
ᅜ㝿㛤Ⓨ᥼ຓㄽ（㹈㹇㹁㸿） 1 ۑ

๰ᡂㄽ࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ 1 ۑ

ᇶ♏ㄽࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ 1 ۑ

␗ᩥ໬間教育ㄽ 1 ۑ
ャル࢚ンパ࣡メントㄽࢩ࣮ࢯ 1 ۑ

᝟ሗࣜࢸラ１⩦₇࣮ࢩ 1 ۔

᝟ሗࣜࢸラ２⩦₇࣮ࢩ 1 ۔

アࢪア共ྠయㄽ１ 1 ۑ

アࢪア共ྠయㄽ２ 1 ۑ

バル共生♫఍ㄽ࣮ࣟࢢ 1 ۑ

᪉ἲㄽࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ 1 ۑ
Academic CommunicatioQ（ⱥ） 2 ۔

$FDGHPLF :ULWLQJ（ⱥ） 2 ۑ

Test Preparation 2 ۑ

Academic Skills 2 ۑ
English Presentation Skills 2 ۑ
English for Professional Purposes 2 ۑ

World Englishes 2 ۑ
Academic CommunicatioQ（⊂） 2 ۑ
Academic CommunicatioQ（௖） 2 ۑ

$FDGHPLF :ULWLQJ（⊂） 2 ۑ

$FDGHPLF :ULWLQJ（௖） 2 ۑ
ᅜ㝿ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン₇⩦㸿 1 ۑ
ᅜ㝿ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン₇⩦㹀 1 ۑ
Cultures and Societies in Japan A 1 ۑ
Cultures and Societies in Japan B 1 ۑ
日本ㄒࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン１ 1 ۑ
日本ㄒࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン２ 1 ۑ

᝟ሗⓎಙ₇⩦１ 1 ۑ

᝟ሗⓎಙ₇⩦２ 1 ۑ

ᇶ♏₇⩦１ࢢラ࣑ンࢢࣟࣉ 1 ۑ

ᇶ♏₇⩦２ࢢラ࣑ンࢢࣟࣉ 1 ۑ
㹃㹑㹂₇⩦Ϩ１（ᅜ㝿ே間⛉学） 1 ۑ
㹃㹑㹂₇⩦Ϩ２（ᅜ㝿ே間⛉学） 1 ۑ
㹃㹑㹂₇⩦ϩ１（ᅜ㝿ே間⛉学） 1 ۑ
㹃㹑㹂₇⩦ϩ２（ᅜ㝿ே間⛉学） 1 ۑ

外ᅜㄒᐇ⩦㸿 1 ۑ ㄆᐃ⛉┠

外ᅜㄒᐇ⩦㹀 2 ۑ ㄆᐃ⛉┠

イン࣮ࢱンࣉࢵࢩᐇ⩦㸿 1 ۑ ㄆᐃ⛉┠

イン࣮ࢱンࣉࢵࢩᐇ⩦㹀 2 ۑ ㄆᐃ⛉┠

ᐇ⩦㸿ࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ 1 ۑ ㄆᐃ⛉┠

ᐇ⩦㹀ࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ 2 ۑ ㄆᐃ⛉┠

日本ㄒᩥἲᇶ♏ 1 ۑ

ᐇ㊶日本ㄒᇶ♏ 1 ۑ

日本ㄒ・日本ᩥ໬ᇶ♏₇⩦ 1 ۑ

学
部
ᑓ
㛛
⛉
目

ᑓ
㛛
⛉
目

から１⛉目ࡇࡇ

から１⛉目ࡇࡇ

学 部 共 ㏻ ᇶ ♏ ⛉ 目

学 部 共 ㏻ Ⓨ ᒎ ⛉ 目

授業⛉目の༊分等
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ࣟ ໬学科ᩥࣝࣂ࣮ࣟࢢ

授業⛉目 ༢఩
ᚲಟ㺃㑅
ᢥのู

備⪃

ึ年次࣮ࢼ࣑ࢭ 1 ۔
༠ാᆺ࣮ࣜࣉࢵࢩ࣮ࢲㄽ 1 ۑ
ᅜ㝿㛤Ⓨ᥼ຓㄽ（㹈㹇㹁㸿） 1 ۑ

๰ᡂㄽ࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ 1 ۑ

ᇶ♏ㄽࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ 1 ۑ

␗ᩥ໬間教育ㄽ 1 ۑ
ャル࢚ンパ࣡メントㄽࢩ࣮ࢯ 1 ۑ

᝟ሗࣜࢸラ１⩦₇࣮ࢩ 1 ۔

᝟ሗࣜࢸラ２⩦₇࣮ࢩ 1 ۔

アࢪア共ྠయㄽ１ 1 ۑ

アࢪア共ྠయㄽ２ 1 ۑ

バル共生♫఍ㄽ࣮ࣟࢢ 1 ۑ

᪉ἲㄽࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ 1 ۑ
Academic CommunicatioQ（ⱥ） 2 ۔

$FDGHPLF :ULWLQJ（ⱥ） 2 ۑ

Test Preparation 2 ۑ

Academic Skills 2 ۑ
English Presentation Skills 2 ۑ
English for Professional Purposes 2 ۑ

World Englishes 2 ۑ
Academic CommunicatioQ（⊂） 2 ۑ
Academic CommunicatioQ（௖） 2 ۑ

$FDGHPLF :ULWLQJ（⊂） 2 ۑ

$FDGHPLF :ULWLQJ（௖） 2 ۑ
ᅜ㝿ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン₇⩦㸿 1 ۑ
ᅜ㝿ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン₇⩦㹀 1 ۑ
Cultures and Societies in Japan A 1 ۑ
Cultures and Societies in Japan B 1 ۑ
日本ㄒࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン１ 1 ۑ
日本ㄒࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン２ 1 ۑ

᝟ሗⓎಙ₇⩦１ 1 ۑ

᝟ሗⓎಙ₇⩦２ 1 ۑ

ᇶ♏₇⩦１ࢢラ࣑ンࢢࣟࣉ 1 ۑ

ᇶ♏₇⩦２ࢢラ࣑ンࢢࣟࣉ 1 ۑ
㹃㹑㹂₇⩦Ϩ１（ᅜ㝿ே間⛉学） 1 ۑ
㹃㹑㹂₇⩦Ϩ２（ᅜ㝿ே間⛉学） 1 ۑ
㹃㹑㹂₇⩦ϩ１（ᅜ㝿ே間⛉学） 1 ۑ
㹃㹑㹂₇⩦ϩ２（ᅜ㝿ே間⛉学） 1 ۑ

外ᅜㄒᐇ⩦㸿 1 ۑ ㄆᐃ⛉┠

外ᅜㄒᐇ⩦㹀 2 ۑ ㄆᐃ⛉┠

イン࣮ࢱンࣉࢵࢩᐇ⩦㸿 1 ۑ ㄆᐃ⛉┠

イン࣮ࢱンࣉࢵࢩᐇ⩦㹀 2 ۑ ㄆᐃ⛉┠

ᐇ⩦㸿ࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ 1 ۑ ㄆᐃ⛉┠

ᐇ⩦㹀ࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ 2 ۑ ㄆᐃ⛉┠

日本ㄒᩥἲᇶ♏ 1 ۑ

ᐇ㊶日本ㄒᇶ♏ 1 ۑ

日本ㄒ・日本ᩥ໬ᇶ♏₇⩦ 1 ۑ

学
部
ᑓ
㛛
⛉
目

ᑓ
㛛
⛉
目

から１⛉目ࡇࡇ

から１⛉目ࡇࡇ

学 部 共 ㏻ ᇶ ♏ ⛉ 目

学 部 共 ㏻ Ⓨ ᒎ ⛉ 目

授業⛉目の༊分等
ᴫㄽ࣮ࣗࢩバルイ࣮ࣟࢢ 1 ۔
⩦₇࣮ࣗࢩバルイ࣮ࣟࢢ 1 ۔
㹅㹑㹎₇⩦（࢚࢜ࣜンࣙࢩ࣮ࢸン） 1 ۔
␃学ᆺ㹅㹑࣮ࢥス 3 ۑ
ᐇ㊶ᆺ㹅㹑࣮ࢥス 3 ۑ
研ಟᆺ㹅㹑࣮ࢥス 3 ۑ
㹅㹑㹎₇⩦（ࣜࣙࢩࢡࣞࣇン） 1 ۔
᝟ሗ⛉Ꮫᴫㄽ 1 ۔
ᆅᇦᩥ໬ᴫㄽ 1 ۑ

␗ᩥ໬䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ᴫㄽ 1 ۑ

⌧௦ᩥ໬䝅䝇䝔䝮ᴫㄽ 1 ۑ
ゝㄒ᝟ሗ䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ᴫㄽ 1 ۑ

Lectures on Social Dynamics 1 ۑ
Lectures on Cultural Formations 1 ۑ
Lectures on Global Communication 1 ۑ

Study on Global Cultures 䠍䠉䠎䠔 ۑ
᪥本♫఍ᩥ໬ㄽ 2 ۑ
東䜰䝆䜰ᨻ἞♫఍ㄽ 2 ۑ

⎔኱西ὒᩥ໬ㄽ 2 ۑ

ᩥ໬人㢮Ꮫ 2 ۑ

㉺ቃᩥ໬ᙧᡂㄽ 2 ۑ

ᅜ㝿㛵ಀㄽ 2 ۑ

近⌧௦♫఍ᛮ᝿ㄽ 2 ۑ

⌧௦♫఍理ㄽ 2 ۑ

ⱁ⾡ᩥ໬⎔ቃㄽ 2 ۑ

ゝㄒᵓ㐀ㄽ 2 ۑ

㠀ゝㄒ䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ㄽ 2 ۑ

⌧௦䠥䠰ධ㛛 2 ۑ

から１⛉目ࡇࡇ

ᑓ
㛛
⛉
目

学
⛉
ᑓ
㛛
⛉
目

学 ⛉ ࢥ ア ⛉ 目

ࢢ ࣟ ࣮ バ ル ・ ス ࢱ
ラ࣒ࢢࣟࣉ・ࢬ࣮࢕ࢹ
（ 㹅 㹑 㹎 ） ⛉ 目

学 ⛉ 共 ㏻ ⛉ 目

から３⛉目ࡇࡇ
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᪥本ᛮ᝿ᩥ໬ㄽ 2 ۑ

᪥本ᩥ໬஺ὶㄽ 2 ۑ

᪥本䝯䝕䜱䜰ᩥ໬ㄽ 2 ۑ

᪥本Ṕ史ᩥ໬ㄽ 2 ۑ

䜸䝉䜰䝙䜰♫఍ᩥ໬ㄽ 2 ۑ

東䜰䝆䜰♫఍ᩥ໬ㄽ 2 ۑ

東༡䜰䝆䜰♫఍ᩥ໬ㄽ 2 ۑ

東༡䜰䝆䜰ᨻ἞ᩥ໬ㄽ 2 ۑ

䜰䝯䝸䜹♫఍ㄽ 2 ۑ

䜰䝯䝸䜹ᩥ໬ㄽ 2 ۑ

ⱥ⡿䝔䜽䝇䝖ᩥ໬ㄽ 2 ۑ

䜲䜼䝸䝇♫఍ᩥ໬ㄽ 2 ۑ

䝶䞊䝻䝑䝟♫఍ᩥ໬ㄽ 2 ۑ

⌧௦♫఍人㢮Ꮫ 2 ۑ

⌧௦Ẹ᪘ㄅᏛ 2 ۑ

ẚ㍑Ẹ᪘Ꮫ 2 ۑ

ᩥ໬ΰ஺ㄽ 2 ۑ

⛉Ꮫᢏ⾡ᩥ明ㄽ 2 ۑ

㉺ቃᩥᏛㄽ 2 ۑ

ᩥ໬⩻ヂㄽ 2 ۑ

㉺ቃ♫఍ᩥ໬ㄽ 2 ۑ

ከᩥ໬ᨻ἞♫఍ㄽ 2 ۑ

ẚ㍑ᨻ⟇ㄽ 2 ۑ

ẚ㍑ᨻ἞♫఍ㄽ 2 ۑ

ᖹ和ᵓ⠏ㄽ 2 ۑ

近⌧௦ᩥ໬ゝㄝㄽ 2 ۑ

近⌧௦⾲㇟ᩥ໬ㄽ 2 ۑ

近⌧௦ᨻ἞ᛮ᝿ㄽ 2 ۑ

䜾䝻䞊䝞䝹ṇ⩏ㄽ 2 ۑ
䝆䜵䞁䝎䞊♫఍ᩥ໬ㄽ 2 ۑ
䝯䝕䜱䜰♫఍ᩥ໬ㄽ 2 ۑ

⌧௦つ⠊ㄽ 2 ۑ

近⌧௦䜰䞊䝖ㄽ 2 ۑ

ⱁ⾡ᩥ໬⾲㇟ㄽ 2 ۑ

どぬᩥ໬ㄽ 2 ۑ

⾲㇟ᩥ໬ᙧᡂㄽ 2 ۑ

➨஧ゝㄒ⩦ᚓㄽ 2 ۑ

ゝㄒᶵ⬟ㄽ 2 ۑ

䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁⾲⌧ㄽ 2 ۑ

⩻ヂ䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ㄽ 2 ۑ

㡢ኌ䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ㄽ 2 ۑ

䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ᵓ㐀ㄽ 2 ۑ

䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ẚ㍑ㄽ 2 ۑ

ㄆ▱䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ㄽ
䠄▱ぬ䞉ㄆ▱ᚰ理Ꮫ䠅

2 ۑ

䠥䠰䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䝕䝄䜲䞁 2 ۑ

♫఍䝅䝇䝔䝮⛉Ꮫ 2 ۑ

䝕䞊䝍䝬䝛䞊䝆䝯䞁䝖 2 ۑ

⤫ィ᝟ሗฎ理 2 ۑ
ᚰ理Ꮫ䛾ᇶ♏䛸Ṍ䜏䠄ᚰ理Ꮫᴫㄽ䠅 2 ۑ

䝁䝭䝳䝙䝔䜱䛸⾲㇟ 2 ۑ

䝁䝭䝳䝙䝔䜱䛸㒔ᕷ 2 ۑ

䝯䝕䜱䜰ㄽ 2 ۑ

学 ⛉ ᒎ 㛤 ⛉ 目

学
⛉
ᑓ
㛛
⛉
目

ᑓ
㛛
⛉
目
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᪥本ᛮ᝿ᩥ໬ㄽ 2 ۑ

᪥本ᩥ໬஺ὶㄽ 2 ۑ

᪥本䝯䝕䜱䜰ᩥ໬ㄽ 2 ۑ

᪥本Ṕ史ᩥ໬ㄽ 2 ۑ

䜸䝉䜰䝙䜰♫఍ᩥ໬ㄽ 2 ۑ

東䜰䝆䜰♫఍ᩥ໬ㄽ 2 ۑ

東༡䜰䝆䜰♫఍ᩥ໬ㄽ 2 ۑ

東༡䜰䝆䜰ᨻ἞ᩥ໬ㄽ 2 ۑ

䜰䝯䝸䜹♫఍ㄽ 2 ۑ

䜰䝯䝸䜹ᩥ໬ㄽ 2 ۑ

ⱥ⡿䝔䜽䝇䝖ᩥ໬ㄽ 2 ۑ

䜲䜼䝸䝇♫఍ᩥ໬ㄽ 2 ۑ

䝶䞊䝻䝑䝟♫఍ᩥ໬ㄽ 2 ۑ

⌧௦♫఍人㢮Ꮫ 2 ۑ

⌧௦Ẹ᪘ㄅᏛ 2 ۑ

ẚ㍑Ẹ᪘Ꮫ 2 ۑ

ᩥ໬ΰ஺ㄽ 2 ۑ

⛉Ꮫᢏ⾡ᩥ明ㄽ 2 ۑ

㉺ቃᩥᏛㄽ 2 ۑ

ᩥ໬⩻ヂㄽ 2 ۑ

㉺ቃ♫఍ᩥ໬ㄽ 2 ۑ

ከᩥ໬ᨻ἞♫఍ㄽ 2 ۑ

ẚ㍑ᨻ⟇ㄽ 2 ۑ

ẚ㍑ᨻ἞♫఍ㄽ 2 ۑ

ᖹ和ᵓ⠏ㄽ 2 ۑ

近⌧௦ᩥ໬ゝㄝㄽ 2 ۑ

近⌧௦⾲㇟ᩥ໬ㄽ 2 ۑ

近⌧௦ᨻ἞ᛮ᝿ㄽ 2 ۑ

䜾䝻䞊䝞䝹ṇ⩏ㄽ 2 ۑ
䝆䜵䞁䝎䞊♫఍ᩥ໬ㄽ 2 ۑ
䝯䝕䜱䜰♫఍ᩥ໬ㄽ 2 ۑ

⌧௦つ⠊ㄽ 2 ۑ

近⌧௦䜰䞊䝖ㄽ 2 ۑ

ⱁ⾡ᩥ໬⾲㇟ㄽ 2 ۑ

どぬᩥ໬ㄽ 2 ۑ

⾲㇟ᩥ໬ᙧᡂㄽ 2 ۑ

➨஧ゝㄒ⩦ᚓㄽ 2 ۑ

ゝㄒᶵ⬟ㄽ 2 ۑ

䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁⾲⌧ㄽ 2 ۑ

⩻ヂ䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ㄽ 2 ۑ

㡢ኌ䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ㄽ 2 ۑ

䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ᵓ㐀ㄽ 2 ۑ

䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ẚ㍑ㄽ 2 ۑ

ㄆ▱䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ㄽ
䠄▱ぬ䞉ㄆ▱ᚰ理Ꮫ䠅

2 ۑ

䠥䠰䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䝕䝄䜲䞁 2 ۑ

♫఍䝅䝇䝔䝮⛉Ꮫ 2 ۑ

䝕䞊䝍䝬䝛䞊䝆䝯䞁䝖 2 ۑ

⤫ィ᝟ሗฎ理 2 ۑ
ᚰ理Ꮫ䛾ᇶ♏䛸Ṍ䜏䠄ᚰ理Ꮫᴫㄽ䠅 2 ۑ

䝁䝭䝳䝙䝔䜱䛸⾲㇟ 2 ۑ

䝁䝭䝳䝙䝔䜱䛸㒔ᕷ 2 ۑ

䝯䝕䜱䜰ㄽ 2 ۑ

学 ⛉ ᒎ 㛤 ⛉ 目

学
⛉
ᑓ
㛛
⛉
目

ᑓ
㛛
⛉
目

♫఍ㄪᰝἲA 1 ۑ

♫఍ㄪᰝἲB 1 ۑ

䝅䜰䝖䝸䜹䝹䞉䜰䞊䝖ㄽ 2 ۑ

䝁䝭䝳䝙䝔䜱䞉䝆䜵䞁䝎䞊ㄽ 2 ۑ
▱ぬ䛸⾜Ⅽ䠄▱ぬ䞉ㄆ▱ᚰ理Ꮫ䠅 2 ۑ

බ⾗⾨⏕Ꮫ 2 ۑ

⎔ቃ⤒῭Ꮫ 2 ۑ

⏕ά✵㛫ィ⏬ㄽ 2 ۑ

⎔ቃᛮ᝿史 2 ۑ

ປാ⎔ቃ史 2 ۑ

ᆅᇦ♫఍ඹ⏕ㄽ 2 ۑ

ᆅᇦᩥ໬ㄽᇶ♏₇⩦䊠 2 ۑ
␗ᩥ໬䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ㄽᇶ♏₇⩦䊠 2 ۑ
⌧௦ᩥ໬䝅䝇䝔䝮ㄽᇶ♏₇⩦䊠 2 ۑ
ゝㄒ᝟ሗ䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ㄽᇶ♏₇⩦䊠 2 ۑ

ᆅᇦᩥ໬ㄽᇶ♏₇⩦䊡 2 ۑ
␗ᩥ໬䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ㄽᇶ♏₇⩦䊡 2 ۑ
⌧௦ᩥ໬䝅䝇䝔䝮ㄽᇶ♏₇⩦䊡 2 ۑ
ゝㄒ᝟ሗ䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ㄽᇶ♏₇⩦䊡 2 ۑ

ᆅᇦᩥ໬ㄽⓎᒎ₇⩦䊠 2 ۑ
␗ᩥ໬䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ㄽⓎᒎ₇⩦䊠 2 ۑ
⌧௦ᩥ໬䝅䝇䝔䝮ㄽⓎᒎ₇⩦䊠 2 ۑ
ゝㄒ᝟ሗ䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ㄽⓎᒎ₇⩦䊠 2 ۑ

ᆅᇦᩥ໬ㄽⓎᒎ₇⩦䊡 2 ۑ
␗ᩥ໬䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ㄽⓎᒎ₇⩦䊡 2 ۑ
⌧௦ᩥ໬䝅䝇䝔䝮ㄽⓎᒎ₇⩦䊡 2 ۑ
ゝㄒ᝟ሗ䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ㄽⓎᒎ₇⩦䊡 2 ۑ

䜾䝻䞊䝞䝹ᩥ໬≉ู₇⩦䊠 2 ۔

䜾䝻䞊䝞䝹ᩥ໬≉ู₇⩦䊡 2 ۔

༞ᴗ◊✲ 10 ۔

学
⛉
ᑓ
㛛
⛉
目

ᑓ
㛛
⛉
目

学 ⛉ ᒎ 㛤 ⛉ 目

㸫 133 㸫



ࣁ Ⓨ㐩࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ学科

授業⛉目 ༢఩
ᚲಟ㺃㑅
ᢥのู

備⪃

ึ年次࣮ࢼ࣑ࢭ 1 ۔

༠ാᆺ࣮ࣜࣉࢵࢩ࣮ࢲㄽ 1 ۑ
ᅜ㝿㛤Ⓨ᥼ຓㄽ（㹈㹇㹁㸿） 1 ۑ

๰ᡂㄽ࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ 1 ۑ

ᇶ♏ㄽࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ 1 ۑ

␗ᩥ໬間教育ㄽ 1 ۑ
ャル࢚ンパ࣡メントㄽࢩ࣮ࢯ 1 ۑ

᝟ሗࣜࢸラ１⩦₇࣮ࢩ 1 ۑ

᝟ሗࣜࢸラ２⩦₇࣮ࢩ 1 ۑ

アࢪア共ྠయㄽ１ 1 ۑ

アࢪア共ྠయㄽ２ 1 ۑ

バル共生♫఍ㄽ࣮ࣟࢢ 1 ۑ

᪉ἲㄽࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ 1 ۑ
Academic CommunicatioQ（ⱥ） 2 ۔

$FDGHPLF :ULWLQJ（ⱥ） 2 ۑ

Test Preparation 2 ۑ

Academic Skills 2 ۑ
English Presentation Skills 2 ۑ
English for Professional Purposes 2 ۑ

World Englishes 2 ۑ
Academic CommunicatioQ（⊂） 2 ۑ
Academic CommunicatioQ（௖） 2 ۑ

$FDGHPLF :ULWLQJ（⊂） 2 ۑ

$FDGHPLF :ULWLQJ（௖） 2 ۑ
ᅜ㝿ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン₇⩦㸿 1 ۑ
ᅜ㝿ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン₇⩦㹀 1 ۑ
Cultures and Societies in Japan A 1 ۑ
Cultures and Societies in Japan B 1 ۑ
日本ㄒࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン１ 1 ۑ
日本ㄒࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン２ 1 ۑ

᝟ሗⓎಙ₇⩦１ 1 ۑ

᝟ሗⓎಙ₇⩦２ 1 ۑ

ᇶ♏₇⩦１ࢢラ࣑ンࢢࣟࣉ 1 ۑ

ᇶ♏₇⩦２ࢢラ࣑ンࢢࣟࣉ 1 ۑ
㹃㹑㹂₇⩦Ϩ１（ᅜ㝿ே間⛉学） 1 ۑ
㹃㹑㹂₇⩦Ϩ２（ᅜ㝿ே間⛉学） 1 ۑ
㹃㹑㹂₇⩦ϩ１（ᅜ㝿ே間⛉学） 1 ۑ
㹃㹑㹂₇⩦ϩ２（ᅜ㝿ே間⛉学） 1 ۑ

外ᅜㄒᐇ⩦㸿 1 ۑ ㄆᐃ⛉┠

外ᅜㄒᐇ⩦㹀 2 ۑ ㄆᐃ⛉┠

イン࣮ࢱンࣉࢵࢩᐇ⩦㸿 1 ۑ ㄆᐃ⛉┠

イン࣮ࢱンࣉࢵࢩᐇ⩦㹀 2 ۑ ㄆᐃ⛉┠

ᐇ⩦㸿ࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ 1 ۑ ㄆᐃ⛉┠

ᐇ⩦㹀ࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ 2 ۑ ㄆᐃ⛉┠

日本ㄒᩥἲᇶ♏ 1 ۑ

ᐇ㊶日本ㄒᇶ♏ 1 ۑ

日本ㄒ・日本ᩥ໬ᇶ♏₇⩦ 1 ۑ

学 部 共 ㏻ ᇶ ♏ ⛉ 目

学
部
ᑓ
㛛
⛉
目

授業⛉目の༊分等

学 部 共 ㏻ Ⓨ ᒎ ⛉ 目

ᑓ
㛛
⛉
目
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ࣁ Ⓨ㐩࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ学科

授業⛉目 ༢఩
ᚲಟ㺃㑅
ᢥのู

備⪃

ึ年次࣮ࢼ࣑ࢭ 1 ۔

༠ാᆺ࣮ࣜࣉࢵࢩ࣮ࢲㄽ 1 ۑ
ᅜ㝿㛤Ⓨ᥼ຓㄽ（㹈㹇㹁㸿） 1 ۑ

๰ᡂㄽ࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ 1 ۑ

ᇶ♏ㄽࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ 1 ۑ

␗ᩥ໬間教育ㄽ 1 ۑ
ャル࢚ンパ࣡メントㄽࢩ࣮ࢯ 1 ۑ

᝟ሗࣜࢸラ１⩦₇࣮ࢩ 1 ۑ

᝟ሗࣜࢸラ２⩦₇࣮ࢩ 1 ۑ

アࢪア共ྠయㄽ１ 1 ۑ

アࢪア共ྠయㄽ２ 1 ۑ

バル共生♫఍ㄽ࣮ࣟࢢ 1 ۑ

᪉ἲㄽࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ 1 ۑ
Academic CommunicatioQ（ⱥ） 2 ۔

$FDGHPLF :ULWLQJ（ⱥ） 2 ۑ

Test Preparation 2 ۑ

Academic Skills 2 ۑ
English Presentation Skills 2 ۑ
English for Professional Purposes 2 ۑ

World Englishes 2 ۑ
Academic CommunicatioQ（⊂） 2 ۑ
Academic CommunicatioQ（௖） 2 ۑ

$FDGHPLF :ULWLQJ（⊂） 2 ۑ

$FDGHPLF :ULWLQJ（௖） 2 ۑ
ᅜ㝿ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン₇⩦㸿 1 ۑ
ᅜ㝿ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン₇⩦㹀 1 ۑ
Cultures and Societies in Japan A 1 ۑ
Cultures and Societies in Japan B 1 ۑ
日本ㄒࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン１ 1 ۑ
日本ㄒࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン２ 1 ۑ

᝟ሗⓎಙ₇⩦１ 1 ۑ

᝟ሗⓎಙ₇⩦２ 1 ۑ

ᇶ♏₇⩦１ࢢラ࣑ンࢢࣟࣉ 1 ۑ

ᇶ♏₇⩦２ࢢラ࣑ンࢢࣟࣉ 1 ۑ
㹃㹑㹂₇⩦Ϩ１（ᅜ㝿ே間⛉学） 1 ۑ
㹃㹑㹂₇⩦Ϩ２（ᅜ㝿ே間⛉学） 1 ۑ
㹃㹑㹂₇⩦ϩ１（ᅜ㝿ே間⛉学） 1 ۑ
㹃㹑㹂₇⩦ϩ２（ᅜ㝿ே間⛉学） 1 ۑ

外ᅜㄒᐇ⩦㸿 1 ۑ ㄆᐃ⛉┠

外ᅜㄒᐇ⩦㹀 2 ۑ ㄆᐃ⛉┠

イン࣮ࢱンࣉࢵࢩᐇ⩦㸿 1 ۑ ㄆᐃ⛉┠

イン࣮ࢱンࣉࢵࢩᐇ⩦㹀 2 ۑ ㄆᐃ⛉┠

ᐇ⩦㸿ࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ 1 ۑ ㄆᐃ⛉┠

ᐇ⩦㹀ࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ 2 ۑ ㄆᐃ⛉┠

日本ㄒᩥἲᇶ♏ 1 ۑ

ᐇ㊶日本ㄒᇶ♏ 1 ۑ

日本ㄒ・日本ᩥ໬ᇶ♏₇⩦ 1 ۑ

学 部 共 ㏻ ᇶ ♏ ⛉ 目

学
部
ᑓ
㛛
⛉
目

授業⛉目の༊分等

学 部 共 ㏻ Ⓨ ᒎ ⛉ 目

ᑓ
㛛
⛉
目

ᴫㄽ࣮ࣗࢩバルイ࣮ࣟࢢ 1 ۔
⩦₇࣮ࣗࢩバルイ࣮ࣟࢢ 1 ۔
㹅㹑㹎₇⩦（࢚࢜ࣜンࣙࢩ࣮ࢸン） 1 ۔
␃学ᆺ㹅㹑࣮ࢥス 3 ۑ
ᐇ㊶ᆺ㹅㹑࣮ࢥス 3 ۑ
研ಟᆺ㹅㹑࣮ࢥス 3 ۑ
㹅㹑㹎₇⩦（ࣜࣙࢩࢡࣞࣇン） 1 ۔

Ⓨ㐩䝁䝭䝳䝙䝔䜱ᴫㄽ 2 ۔

Ⓨ㐩䝁䝭䝳䝙䝔䜱₇⩦䠍 2 ۔

Ⓨ㐩䝁䝭䝳䝙䝔䜱₇⩦䠎 2 ۔

ᆅᇦ♫఍Ꮫ 1 ۔

♫఍ᩍ⫱ィ⏬ㄽ 2 ۑ

㞀ᐖඹ⏕ᩍ⫱ㄽ 2 ۑ

䝁䝭䝳䝙䝔䜱䞉䝆䜵䞁䝎䞊ㄽ 2 ۑ
ᚰ理Ꮫ䛾ᇶ♏䛸Ṍ䜏䠄ᚰ理Ꮫᴫㄽ䠅 2 ۑ
೺康ᚰ理Ꮫ䠄೺康䞉་⒪ᚰ理Ꮫ䠅 2 ۑ
ᚰ理Ꮫㄪᰝἲ䠄ᚰ理Ꮫ◊✲ἲ䠅 2 ۑ

ᚰ理Ꮫ◊✲ᐇ㊶䠝 2 ۑ
ᚰ理Ꮫ◊✲ᐇ㊶䠞䠄ᚰ理Ꮫ◊✲ἲ䠅 2 ۑ

䜰䜽䝔䜱䝤䝷䜲䝣ᴫㄽ 2 ۑ

䛛䜙䛰䛾ᵓ㐀䛸ᶵ⬟
䠄人య䛾ᵓ㐀䛸ᶵ⬟ཬ䜃⑌⑓䠅

2 ۑ

ຍ㱋䛾ㄆ▱ᚰ理Ꮫ䠄▱ぬ䞉ㄆ▱ᚰ理Ꮫ䠅 2 ۑ

㐠ືᚰ理Ꮫ 2 ۑ
䝇䝫䞊䝒䝥䝻䝰䞊䝅䝵䞁ㄽ 2 ۑ
㌟య㐠ື䛾ᩥ໬史 2 ۑ

㡢ᴦᩥ໬史䠍 1 ۑ

㡢ᴦᩥ໬史䠎 1 ۑ

䜶䝇䝜䝭䝳䞊䝆䝁䝻䝆䞊䠍 1 ۑ

䜶䝇䝜䝭䝳䞊䝆䝁䝻䝆䞊䠎 1 ۑ

䝃䜴䞁䝗䝕䝄䜲䞁 1 ۑ

䝭䝳䞊䝆䝑䜽䝉䝷䝢䞊 2 ۑ

㡢ᴦసရ◊✲ 2 ۑ

᪥本ᩥ໬஺ὶㄽ 2 ۑ

䝁䝭䝳䝙䝔䜱䛸㡢ᴦ 2 ۑ

人䛸䜰䞊䝖ㄽ 2 ۑ

๰㐀䛾Ⓨ᝿䛸䝥䝻䝉䝇䠝 1 ۑ

๰㐀䛾Ⓨ᝿䛸䝥䝻䝉䝇䠞 1 ۑ
▱ぬ䛸⾜Ⅽ䠄▱ぬ䞉ㄆ▱ᚰ理Ꮫ䠅 2 ۑ

㌟య⾲⌧ㄽ 2 ۑ

䝁䝭䝳䝙䝔䜱䛸⾲㇟ 2 ۑ

✵㛫㐀ᙧㄽ 2 ۑ
絵⏬䜰䞊䝖ㄽ 2 ۑ
䝁䝭䝳䝙䝔䜱䛸㒔ᕷ 2 ۑ

䝯䝕䜱䜰ㄽ 2 ۑ

から１⛉目ࡇࡇ

ࢢ ࣟ ࣮ バ ル ・ ス ࢱ
ラ࣒ࢢࣟࣉ・ࢬ࣮࢕ࢹ
（ 㹅 㹑 㹎 ） ⛉ 目

学 ⛉ 共 ㏻ ⛉ 目

学 ⛉ ࢥ ア ⛉ 目

学
⛉
ᑓ
㛛
⛉
目

ᑓ
㛛
⛉
目
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♫఍ㄪᰝἲA 1 ۑ

♫఍ㄪᰝἲB 1 ۑ
♫఍ᩍ⫱ㄢ㢟◊✲䠄䝪䝷䞁䝔䜱䜰Ꮫ⩦ㄽ䠅 2 ۑ
♫఍ᩍ⫱ㄢ㢟◊✲䠄㞀ᐖඹ⏕ᩍ⫱ㄽ䠅 2 ۑ
♫఍ᩍ⫱ㄢ㢟◊✲䠄䝆䜵䞁䝎䞊ၥ㢟Ꮫ⩦ㄽ䠅 2 ۑ
♫఍ᩍ⫱ㄢ㢟◊✲䠄⮬↛ඹ⏕ᆅᇦᨭ᥼ㄽ䠅 2 ۑ
♫఍ᩍ⫱ㄢ㢟◊✲䠄子䛹䜒䝁䝭䝳䝙䝔䜱ᨭ᥼ㄽ䠅 2 ۑ

Ⓨ㐩ᚰ理Ꮫ䠄ᗂ䞉小䠅 2 ۑ
ᚰ䛾Ⓨ㐩䛸ᩍ⫱䠍䠄Ꮫ⩦䞉ゝㄒᚰ理Ꮫ䠍䠅 1 ۑ
ᚰ䛾Ⓨ㐩䛸ᩍ⫱䠎䠄ᩍ⫱䞉Ꮫᰯᚰ理Ꮫ䠍䠅 1 ۑ
ᚰ䛾Ⓨ㐩䛸ᩍ⫱䠏䠄ᩍ⫱䞉Ꮫᰯᚰ理Ꮫ䠎䠅 1 ۑ

ඣ❺䛾Ⓨ㐩䛸Ꮫ⩦ 2 ۑ

㟷ᖺᚰ理Ꮫ 2 ۑ

ึ➼Ꮫᰯᩍ⫱┦ㄯ 2 ۑ
♫఍ᛶ䛾Ⓨ㐩ᚰ理Ꮫ 2 ۑ
⏕理ᚰ理Ꮫ䠄⚄⤒䞉⏕理ᚰ理Ꮫ䠅 2 ۑ
⮫ᗋᚰ理Ꮫ䠄⮫ᗋᚰ理Ꮫᴫㄽ䠅 2 ۑ
ᚰ理㠃᥋ㄽ䠄ᚰ理Ꮫⓗᨭ᥼ἲ䠅 2 ۑ

深ᒙᚰ理Ꮫ 2 ۑ
家᪘䛾Ⓨ㐩䛸⑓理䠍䠄♫఍䞉㞟ᅋ䞉家᪘ᚰ理Ꮫ䠍䠅 1 ۑ
家᪘䛾Ⓨ㐩䛸⑓理䠎䠄♫఍䞉㞟ᅋ䞉家᪘ᚰ理Ꮫ䠎䠅 1 ۑ
䝷䜲䝣䝁䞊䝇䛾ᚰ理Ꮫ䠄Ⓨ㐩ᚰ理Ꮫ䠅 2 ۑ

ឤ᝟䞉人᱁ᚰ理Ꮫ 2 ۑ

中➼Ꮫᰯᩍ⫱┦ㄯ 2 ۑ

ᚰ理Ꮫᐇ㦂ἲ 1 ۑ

ᚰ理Ꮫほᐹἲ 1 ۑ
Ⓨ㐩䜰䝉䝇䝯䞁䝖䠄ᚰ理ⓗ䜰䝉䝇䝯䞁䝖䠅 2 ۑ
ᚰ理᳨ᰝἲ䠄ᚰ理ⓗ䜰䝉䝇䝯䞁䝖䠅 2 ۑ

ᢞᙳἲᚰ理᳨ᰝ 2 ۑ

ᚰ理Ꮫ⤫ィἲ䠝 2 ۑ

ᚰ理Ꮫ⤫ィἲ䠞 2 ۑ

⮫ᗋᚰ理Ꮫ₇⩦䠄ᚰ理₇⩦䠅 2 ۑ

බㄆᚰ理ᖌ䛾⫋㈐ 1 ۑ

⚟祉ᚰ理Ꮫ 1 ۑ

ྖἲ䞉≢⨥ᚰ理Ꮫ 1 ۑ

⏘ᴗ䞉⤌⧊ᚰ理Ꮫ 1 ۑ

㛵ಀ⾜ᨻㄽ 1 ۑ
ᚰ理Ꮫⓗ᥼ຓᨭ᥼㻌䠄ᚰ理ᐇ⩦䠅 2 ۑ
㞀ᐖඣⓎ㐩Ꮫ䠄㞀ᐖ⪅䞉㞀ᐖඣᚰ理Ꮫ䠅 2 ۑ

⮫ᗋⓎ㐩ᨭ᥼Ꮫ䠍 1 ۑ

⮫ᗋⓎ㐩ᨭ᥼Ꮫ䠎 1 ۑ

㌟యᶵ⬟䛾㐺ᛂ 2 ۑ

೺康㐠ື⛉Ꮫ 2 ۑ

ຍ㱋䛾೺康⾜ື⛉Ꮫ 2 ۑ

㐠ື᪉ἲᏛ 2 ۑ
人䛾ື䛝䛾ィ 䛸ไᚚ 2 ۑ
බ⾗⾨⏕Ꮫ 2 ۑ

䝉䞊䝣䝔䜱䝥䝻䝰䞊䝅䝵䞁ㄽ 1 ۑ

㌟య㐠ື䛾䝎䜲䝘䝭䜽䝇 2 ۑ
ຍ㱋䛾♫఍ᚰ理Ꮫ䠄♫఍䞉㞟ᅋ䞉家᪘ᚰ理Ꮫ䠅 2 ۑ

㌟య䝬䝛䝆䝯䞁䝖◊✲ 2 ۑ

⢭⚄⏕理Ꮫ 2 ۑ
⎔ቃಖ೺Ꮫ 2 ۑ
䜰䜽䝔䜱䝤䝷䜲䝣₇⩦ 2 ۑ

ᛂ⏝㌟య㐠ື⛉Ꮫ 2 ۑ

೺康ᩍ⫱ㄽ 2 ۑ

䝇䝫䞊䝒䝬䝛䝆䝯䞁䝖 2 ۑ

㌟య㐠ື⛉Ꮫᐇ㦂 1 ۑ

ᑓ
㛛
⛉
目

学
⛉
ᑓ
㛛
⛉
目

学  ⛉  ᒎ  㛤  ⛉  目
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♫఍ㄪᰝἲA 1 ۑ

♫఍ㄪᰝἲB 1 ۑ
♫఍ᩍ⫱ㄢ㢟◊✲䠄䝪䝷䞁䝔䜱䜰Ꮫ⩦ㄽ䠅 2 ۑ
♫఍ᩍ⫱ㄢ㢟◊✲䠄㞀ᐖඹ⏕ᩍ⫱ㄽ䠅 2 ۑ
♫఍ᩍ⫱ㄢ㢟◊✲䠄䝆䜵䞁䝎䞊ၥ㢟Ꮫ⩦ㄽ䠅 2 ۑ
♫఍ᩍ⫱ㄢ㢟◊✲䠄⮬↛ඹ⏕ᆅᇦᨭ᥼ㄽ䠅 2 ۑ
♫఍ᩍ⫱ㄢ㢟◊✲䠄子䛹䜒䝁䝭䝳䝙䝔䜱ᨭ᥼ㄽ䠅 2 ۑ

Ⓨ㐩ᚰ理Ꮫ䠄ᗂ䞉小䠅 2 ۑ
ᚰ䛾Ⓨ㐩䛸ᩍ⫱䠍䠄Ꮫ⩦䞉ゝㄒᚰ理Ꮫ䠍䠅 1 ۑ
ᚰ䛾Ⓨ㐩䛸ᩍ⫱䠎䠄ᩍ⫱䞉Ꮫᰯᚰ理Ꮫ䠍䠅 1 ۑ
ᚰ䛾Ⓨ㐩䛸ᩍ⫱䠏䠄ᩍ⫱䞉Ꮫᰯᚰ理Ꮫ䠎䠅 1 ۑ

ඣ❺䛾Ⓨ㐩䛸Ꮫ⩦ 2 ۑ

㟷ᖺᚰ理Ꮫ 2 ۑ

ึ➼Ꮫᰯᩍ⫱┦ㄯ 2 ۑ
♫఍ᛶ䛾Ⓨ㐩ᚰ理Ꮫ 2 ۑ
⏕理ᚰ理Ꮫ䠄⚄⤒䞉⏕理ᚰ理Ꮫ䠅 2 ۑ
⮫ᗋᚰ理Ꮫ䠄⮫ᗋᚰ理Ꮫᴫㄽ䠅 2 ۑ
ᚰ理㠃᥋ㄽ䠄ᚰ理Ꮫⓗᨭ᥼ἲ䠅 2 ۑ

深ᒙᚰ理Ꮫ 2 ۑ
家᪘䛾Ⓨ㐩䛸⑓理䠍䠄♫఍䞉㞟ᅋ䞉家᪘ᚰ理Ꮫ䠍䠅 1 ۑ
家᪘䛾Ⓨ㐩䛸⑓理䠎䠄♫఍䞉㞟ᅋ䞉家᪘ᚰ理Ꮫ䠎䠅 1 ۑ
䝷䜲䝣䝁䞊䝇䛾ᚰ理Ꮫ䠄Ⓨ㐩ᚰ理Ꮫ䠅 2 ۑ

ឤ᝟䞉人᱁ᚰ理Ꮫ 2 ۑ

中➼Ꮫᰯᩍ⫱┦ㄯ 2 ۑ

ᚰ理Ꮫᐇ㦂ἲ 1 ۑ

ᚰ理Ꮫほᐹἲ 1 ۑ
Ⓨ㐩䜰䝉䝇䝯䞁䝖䠄ᚰ理ⓗ䜰䝉䝇䝯䞁䝖䠅 2 ۑ
ᚰ理᳨ᰝἲ䠄ᚰ理ⓗ䜰䝉䝇䝯䞁䝖䠅 2 ۑ

ᢞᙳἲᚰ理᳨ᰝ 2 ۑ

ᚰ理Ꮫ⤫ィἲ䠝 2 ۑ

ᚰ理Ꮫ⤫ィἲ䠞 2 ۑ

⮫ᗋᚰ理Ꮫ₇⩦䠄ᚰ理₇⩦䠅 2 ۑ

බㄆᚰ理ᖌ䛾⫋㈐ 1 ۑ

⚟祉ᚰ理Ꮫ 1 ۑ

ྖἲ䞉≢⨥ᚰ理Ꮫ 1 ۑ

⏘ᴗ䞉⤌⧊ᚰ理Ꮫ 1 ۑ

㛵ಀ⾜ᨻㄽ 1 ۑ
ᚰ理Ꮫⓗ᥼ຓᨭ᥼㻌䠄ᚰ理ᐇ⩦䠅 2 ۑ
㞀ᐖඣⓎ㐩Ꮫ䠄㞀ᐖ⪅䞉㞀ᐖඣᚰ理Ꮫ䠅 2 ۑ

⮫ᗋⓎ㐩ᨭ᥼Ꮫ䠍 1 ۑ

⮫ᗋⓎ㐩ᨭ᥼Ꮫ䠎 1 ۑ

㌟యᶵ⬟䛾㐺ᛂ 2 ۑ

೺康㐠ື⛉Ꮫ 2 ۑ

ຍ㱋䛾೺康⾜ື⛉Ꮫ 2 ۑ

㐠ື᪉ἲᏛ 2 ۑ
人䛾ື䛝䛾ィ 䛸ไᚚ 2 ۑ
බ⾗⾨⏕Ꮫ 2 ۑ

䝉䞊䝣䝔䜱䝥䝻䝰䞊䝅䝵䞁ㄽ 1 ۑ

㌟య㐠ື䛾䝎䜲䝘䝭䜽䝇 2 ۑ
ຍ㱋䛾♫఍ᚰ理Ꮫ䠄♫఍䞉㞟ᅋ䞉家᪘ᚰ理Ꮫ䠅 2 ۑ

㌟య䝬䝛䝆䝯䞁䝖◊✲ 2 ۑ

⢭⚄⏕理Ꮫ 2 ۑ
⎔ቃಖ೺Ꮫ 2 ۑ
䜰䜽䝔䜱䝤䝷䜲䝣₇⩦ 2 ۑ

ᛂ⏝㌟య㐠ື⛉Ꮫ 2 ۑ

೺康ᩍ⫱ㄽ 2 ۑ

䝇䝫䞊䝒䝬䝛䝆䝯䞁䝖 2 ۑ

㌟య㐠ື⛉Ꮫᐇ㦂 1 ۑ

ᑓ
㛛
⛉
目

学
⛉
ᑓ
㛛
⛉
目

学  ⛉  ᒎ  㛤  ⛉  目

䝞䜲䜸䝯䜹䝙䜽䝇ᐇ㦂 2 ۑ

䝖䝷䝑䜽䠃䝣䜱䞊䝹䝗ᐇ⩦ ۑ

⮬↛య㦂άືᐇ⩦ 1 ۑ
䝇䜲䝭䞁䜾䠃䜰䜽䜰䝔䜱䝑䜽䝇䝫䞊䝒ᐇ⩦ ۑ

䝪䞊䝹䝀䞊䝮䝈ᐇ⩦ ۑ

ᰂ㐨ᐇ⩦ ۑ

䝆䝮䝘䝇䝔䜱䜽䝇ᐇ⩦ ۑ

ኌ䛾⾲⌧ 2 ۑ

䝅䜰䝖䝸䜹䝹䞉䜰䞊䝖ㄽ 2 ۑ

Ẹ᪘㡢ᴦ₇ዌ₇⩦䠍 1 ۑ

Ẹ᪘㡢ᴦ₇ዌ₇⩦䠎 1 ۑ

Ẹ᪘㡢ᴦ₇ዌ≉ู₇⩦ 2 ۑ

㡢ᴦ㞟ᅋάືㄽ䠍 1 ۑ

㡢ᴦ㞟ᅋάືㄽ䠎 1 ۑ

ჾᴦ䜰䞁䝃䞁䝤䝹䠍 1 ۑ

ჾᴦ䜰䞁䝃䞁䝤䝹䠎 1 ۑ
䝭䝳䞊䝆䝑䜽䝉䜸䝸䞊䠃䜰䝘䝸䝅䝇 2 ۑ

ኌᴦ⾲⌧₇⩦ 2 ۑ

䝢䜰䝜₇ዌ₇⩦ 2 ۑ

ኌᴦ䜰䞁䝃䞁䝤䝹䠍 1 ۑ

ኌᴦ䜰䞁䝃䞁䝤䝹䠎 1 ۑ

ኌᴦకዌ⾲⌧₇⩦ 1 ۑ

㑥ᴦḷၐἲ 1 ۑ

㑥ᴦჾ₇ዌἲ 1 ۑ

ⱁ⾡⾲⌧₇⩦ 2 ۑ
䜰䞊䝖䞉䝭䝳䞊䝆䝑䜽䝥䝻䝆䜵䜽䝖ᐇ㊶ 2 ۑ

✵㛫䜰䞊䝖ᐇ㊶ 2 ۑ

絵⏬䜰䞊䝖ᐇ㊶ 2 ۑ

近⌧௦䜰䞊䝖ㄽ 2 ۑ

⾲㇟ᩥ໬ᙧᡂㄽ 2 ۑ

どぬᩥ໬ㄽ 2 ۑ

近⌧௦ᩥ໬ゝㄝㄽ 2 ۑ

ⱁ⾡ᩥ໬⾲㇟ㄽ 2 ۑ

ㄆ▱䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ㄽ 2 ۑ

䝆䜵䞁䝎䞊♫఍ᩥ໬ㄽ 2 ۑ

䝯䝕䜱䜰♫఍ᩥ໬ㄽ 2 ۑ

䜾䝷䝣䜱䝑䜽䝃䜲䜶䞁䝇 2 ۑ

䝁䞁䝔䞁䝫䝷䝸䞊䝎䞁䝇䠍 1 ۑ

䝁䞁䝔䞁䝫䝷䝸䞊䝎䞁䝇䠎 1 ۑ

䝣䜯䝑䝅䝵䞁ᩥ໬ㄽ 1 ۑ

ⱁ⾡ᢈホ₇⩦ 1 ۑ

䜰䝣䜷䞊䝎䞁䝇ㄽ₇⩦ 2 ۑ

ᗄఱ䝕䝄䜲䞁䛸どぬఏ㐩 2 ۑ

映ീ䞉䝯䝕䜱䜰ㄽ₇⩦ 2 ۑ

ESDᐇ㊶ㄽ 2 ۑ

༞ᴗ◊✲ 10 ۔

学 ⛉ ᒎ 㛤 ⛉ 目

学
⛉
ᑓ
㛛
⛉
目

ᑓ
㛛
⛉
目

0.5

0.5
0.5
0.5
0.5
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ࢽ ⎔ቃඹ⏕学科

授業⛉目 ༢఩
ᚲಟ㺃㑅
ᢥのู

備⪃

ึ年次࣮ࢼ࣑ࢭ 1 ۔

༠ാᆺ࣮ࣜࣉࢵࢩ࣮ࢲㄽ 1 ۑ
ᅜ㝿㛤Ⓨ᥼ຓㄽ（㹈㹇㹁㸿） 1 ۑ

๰ᡂㄽ࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ 1 ۑ

ᇶ♏ㄽࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ 1 ۑ

␗ᩥ໬間教育ㄽ 1 ۑ
ャル࢚ンパ࣡メントㄽࢩ࣮ࢯ 1 ۑ

᝟ሗࣜࢸラ１⩦₇࣮ࢩ 1 ۑ

᝟ሗࣜࢸラ２⩦₇࣮ࢩ 1 ۑ

アࢪア共ྠయㄽ１ 1 ۑ

アࢪア共ྠయㄽ２ 1 ۑ

バル共生♫఍ㄽ࣮ࣟࢢ 1 ۑ

᪉ἲㄽࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ 1 ۑ
Academic CommunicatioQ（ⱥ） 2 ۔

$FDGHPLF :ULWLQJ（ⱥ） 2 ۑ

Test Preparation 2 ۑ

Academic Skills 2 ۑ
English Presentation Skills 2 ۑ
English for Professional Purposes 2 ۑ

World Englishes 2 ۑ
Academic CommunicatioQ（⊂） 2 ۑ
Academic CommunicatioQ（௖） 2 ۑ

$FDGHPLF :ULWLQJ（⊂） 2 ۑ

$FDGHPLF :ULWLQJ（௖） 2 ۑ
ᅜ㝿ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン₇⩦㸿 1 ۑ
ᅜ㝿ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン₇⩦㹀 1 ۑ
Cultures and Societies in Japan A 1 ۑ
Cultures and Societies in Japan B 1 ۑ
日本ㄒࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン１ 1 ۑ
日本ㄒࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン２ 1 ۑ

᝟ሗⓎಙ₇⩦１ 1 ۑ

᝟ሗⓎಙ₇⩦２ 1 ۑ

ᇶ♏₇⩦１ࢢラ࣑ンࢢࣟࣉ 1 ۑ

ᇶ♏₇⩦２ࢢラ࣑ンࢢࣟࣉ 1 ۑ
㹃㹑㹂₇⩦Ϩ１（ᅜ㝿ே間⛉学） 1 ۑ
㹃㹑㹂₇⩦Ϩ２（ᅜ㝿ே間⛉学） 1 ۑ
㹃㹑㹂₇⩦ϩ１（ᅜ㝿ே間⛉学） 1 ۑ
㹃㹑㹂₇⩦ϩ２（ᅜ㝿ே間⛉学） 1 ۑ

外ᅜㄒᐇ⩦㸿 1 ۑ ㄆᐃ⛉┠

外ᅜㄒᐇ⩦㹀 2 ۑ ㄆᐃ⛉┠

イン࣮ࢱンࣉࢵࢩᐇ⩦㸿 1 ۑ ㄆᐃ⛉┠

イン࣮ࢱンࣉࢵࢩᐇ⩦㹀 2 ۑ ㄆᐃ⛉┠

ᐇ⩦㸿ࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ 1 ۑ ㄆᐃ⛉┠

ᐇ⩦㹀ࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ 2 ۑ ㄆᐃ⛉┠

日本ㄒᩥἲᇶ♏ 1 ۑ

ᐇ㊶日本ㄒᇶ♏ 1 ۑ

日本ㄒ・日本ᩥ໬ᇶ♏₇⩦ 1 ۑ

ᑓ
㛛
⛉
目

学
部
ᑓ
㛛
⛉
目

学 部 共 ㏻ ᇶ ♏ ⛉ 目

授業⛉目の༊分等

学 部 共 ㏻ Ⓨ ᒎ ⛉ 目
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ࢽ ⎔ቃඹ⏕学科

授業⛉目 ༢఩
ᚲಟ㺃㑅
ᢥのู

備⪃

ึ年次࣮ࢼ࣑ࢭ 1 ۔

༠ാᆺ࣮ࣜࣉࢵࢩ࣮ࢲㄽ 1 ۑ
ᅜ㝿㛤Ⓨ᥼ຓㄽ（㹈㹇㹁㸿） 1 ۑ

๰ᡂㄽ࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ 1 ۑ

ᇶ♏ㄽࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ 1 ۑ

␗ᩥ໬間教育ㄽ 1 ۑ
ャル࢚ンパ࣡メントㄽࢩ࣮ࢯ 1 ۑ

᝟ሗࣜࢸラ１⩦₇࣮ࢩ 1 ۑ

᝟ሗࣜࢸラ２⩦₇࣮ࢩ 1 ۑ

アࢪア共ྠయㄽ１ 1 ۑ

アࢪア共ྠయㄽ２ 1 ۑ

バル共生♫఍ㄽ࣮ࣟࢢ 1 ۑ

᪉ἲㄽࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ 1 ۑ
Academic CommunicatioQ（ⱥ） 2 ۔

$FDGHPLF :ULWLQJ（ⱥ） 2 ۑ

Test Preparation 2 ۑ

Academic Skills 2 ۑ
English Presentation Skills 2 ۑ
English for Professional Purposes 2 ۑ

World Englishes 2 ۑ
Academic CommunicatioQ（⊂） 2 ۑ
Academic CommunicatioQ（௖） 2 ۑ

$FDGHPLF :ULWLQJ（⊂） 2 ۑ

$FDGHPLF :ULWLQJ（௖） 2 ۑ
ᅜ㝿ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン₇⩦㸿 1 ۑ
ᅜ㝿ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン₇⩦㹀 1 ۑ
Cultures and Societies in Japan A 1 ۑ
Cultures and Societies in Japan B 1 ۑ
日本ㄒࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン１ 1 ۑ
日本ㄒࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン２ 1 ۑ

᝟ሗⓎಙ₇⩦１ 1 ۑ

᝟ሗⓎಙ₇⩦２ 1 ۑ

ᇶ♏₇⩦１ࢢラ࣑ンࢢࣟࣉ 1 ۑ

ᇶ♏₇⩦２ࢢラ࣑ンࢢࣟࣉ 1 ۑ
㹃㹑㹂₇⩦Ϩ１（ᅜ㝿ே間⛉学） 1 ۑ
㹃㹑㹂₇⩦Ϩ２（ᅜ㝿ே間⛉学） 1 ۑ
㹃㹑㹂₇⩦ϩ１（ᅜ㝿ே間⛉学） 1 ۑ
㹃㹑㹂₇⩦ϩ２（ᅜ㝿ே間⛉学） 1 ۑ

外ᅜㄒᐇ⩦㸿 1 ۑ ㄆᐃ⛉┠

外ᅜㄒᐇ⩦㹀 2 ۑ ㄆᐃ⛉┠

イン࣮ࢱンࣉࢵࢩᐇ⩦㸿 1 ۑ ㄆᐃ⛉┠

イン࣮ࢱンࣉࢵࢩᐇ⩦㹀 2 ۑ ㄆᐃ⛉┠

ᐇ⩦㸿ࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ 1 ۑ ㄆᐃ⛉┠

ᐇ⩦㹀ࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ 2 ۑ ㄆᐃ⛉┠

日本ㄒᩥἲᇶ♏ 1 ۑ

ᐇ㊶日本ㄒᇶ♏ 1 ۑ

日本ㄒ・日本ᩥ໬ᇶ♏₇⩦ 1 ۑ

ᑓ
㛛
⛉
目

学
部
ᑓ
㛛
⛉
目

学 部 共 ㏻ ᇶ ♏ ⛉ 目

授業⛉目の༊分等

学 部 共 ㏻ Ⓨ ᒎ ⛉ 目

ᴫㄽ࣮ࣗࢩバルイ࣮ࣟࢢ 1 ۔
⩦₇࣮ࣗࢩバルイ࣮ࣟࢢ 1 ۔
㹅㹑㹎₇⩦（࢚࢜ࣜンࣙࢩ࣮ࢸン） 1 ۔
␃学ᆺ㹅㹑࣮ࢥス 3 ۑ
ᐇ㊶ᆺ㹅㹑࣮ࢥス 3 ۑ
研ಟᆺ㹅㹑࣮ࢥス 3 ۑ
㹅㹑㹎₇⩦（ࣜࣙࢩࢡࣞࣇン） 1 ۔

1㛛入学理物ۑ
ᇶ学ຊ♏1１ۑ
ᇶ学ຊ♏1２ۑ

㟁☢気学ᇶ♏１ 1 ۑ
㟁☢気学ᇶ♏２ 1 ۑ
㐃⥆యຊ学ᇶ♏ 1 ۑ

⇕ᇶ学ຊ♏1ۑ
㔞Ꮚຊ学ᇶ♏ 1 ۑ

┦ᇶㄽᑐ♏1ۑ
2㦂ᐇ学理物ۑ

ᇶ♏↓ᶵ໬学１ 1 ۑ
ᇶ♏↓ᶵ໬学２ 1 ۑ
ᇶ♏᭷ᶵ໬学１ 1 ۑ
ᇶ♏᭷ᶵ໬学２ 1 ۑ
生物学ᴫㄽ㸿１ 1 ۑ
生物学ᴫㄽ㸿２ 1 ۑ
生物学各ㄽ㸿１ 1 ۑ
生物学各ㄽ㸿２ 1 ۑ
生物学各ㄽ㹁１ 1 ۑ
生物学各ㄽ㹁２ 1 ۑ

1１学ᆅ♏ᇶۑ
1２学ᆅ♏ᇶۑ

⥺ᙧ௦ᩘ入㛛１ 1 ۑ
⥺ᙧ௦ᩘ入㛛２ 1 ۑ

⥺1１ᩘ௦ᙧۑ
⥺1２ᩘ௦ᙧۑ
⥺1３ᩘ௦ᙧۑ
⥺1４ᩘ௦ᙧۑ

ᚤ分✚分入㛛１ 1 ۑ
ᚤ分✚分入㛛２ 1 ۑ

1１分✚分ᚤۑ
1２分✚分ᚤۑ
1３分✚分ᚤۑ
1４分✚分ᚤۑ
1１ィ⤫理ᩘۑ
1２ィ⤫理ᩘۑ
2学ᚊἲۑ
⤒῭2学ۑ
2学἞ᨻۑ
2学理ᆅᩥேۑ
2ྐᅜ外ۑ
♫2学఍ۑ
2ྐ本日ۑ
2学理೔ۑ

学
⛉
ᑓ
㛛
⛉
目

ᑓ
㛛
⛉
目

共 ㏻ ᑓ 㛛 ᇶ ♏ ⛉ 目

共 ㏻ ᑓ 㛛 ᇶ ♏ ⛉ 目

から１⛉目ࡇࡇ

ࢢ ࣟ ࣮ バ ル ・ ス ࢱ
ラ࣒ࢢࣟࣉ・ࢬ࣮࢕ࢹ
（ 㹅 㹑 㹎 ） ⛉ 目
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⎔ቃඹ⏕Ꮫᴫㄽ䠍 1 ۔

⎔ቃඹ⏕Ꮫᴫㄽ䠎 1 ۔

⎔ቃඹ⏕Ꮫᴫㄽ䠏 1 ۔

ᆅ⌫⎔ቃᏛ 2 ۑ

㏵上ᅜ㎰村ᆅᇦ㛤Ⓨㄽ 2 ۑ

⤫ィⓗၥ㢟ゎỴἲ 2 ۑ

⎔ቃ≀理Ꮫ䠝 2 ۑ

⎔ቃ≀理Ꮫ䠞 2 ۑ

⎔ቃ≀㉁⛉Ꮫ䠝 2 ۑ

⎔ቃ≀㉁⛉Ꮫ䠞 2 ۑ

⎔ቃ⏕࿨⛉Ꮫ䠝 2 ۑ

⎔ቃ⏕࿨⛉Ꮫ䠞 2 ۑ

⎔ቃᆅ⌫⛉Ꮫ䠝 2 ۑ

⎔ቃᆅ⌫⛉Ꮫ䠞 2 ۑ

ᩘ理⛉Ꮫᇶ♏ 2 ۑ

ᩘ理⛉Ꮫධ㛛䠄⤫ィ⣔䠅 2 ۑ

ᩘ理⛉Ꮫධ㛛䠄௦ᩘ⣔䠅 2 ۑ

ᩘ理⛉Ꮫධ㛛䠄ᗄఱ⣔䠅 2 ۑ

ᩘ理⛉Ꮫධ㛛䠄ゎᯒ⣔䠅 2 ۑ
ィ⟬ᶵ⛉Ꮫධ㛛 2 ۑ
ᩘ理䝰䝕䝹䝥䝻䜾䝷䝭䞁䜾 2 ۑ
⎔ቃᇶ♏⛉Ꮫᐇ㦂䠝䠄୺䛻ᆅᏛ䠅 2 ۑ
⎔ቃᇶ♏⛉Ꮫᐇ㦂䠞䠄୺䛻⏕≀Ꮫ䠅 2 ۑ
⎔ቃᇶ♏⛉Ꮫᐇ㦂䠟䠄୺䛻໬Ꮫ䠅 2 ۑ

⎔ቃ⤒῭Ꮫ 2 ۑ

ᆅᇦ⎔ቃ㈨※ㄽ 2 ۑ

⏕ά✵㛫ィ⏬ㄽ 2 ۑ

⥳ᆅ⎔ቃㄽ 2 ۑ

䝷䜲䝣䝇䝍䜲䝹ㄽ䠝 2 ۑ

䝷䜲䝣䝇䝍䜲䝹ㄽ䠞 2 ۑ

㧗㱋⪅⎔ቃㄽ 2 ۑ

䛣䛹䜒⎔ቃㄽ 2 ۑ

⎔ቃ♫఍Ꮫ 2 ۑ

⎔ቃᛮ᝿史 2 ۑ

බᐖ䞉⎔ቃ史 2 ۑ

䜾䝻䞊䝞䝹㛤Ⓨᨻ⟇ㄽ 2 ۑ
䜾䝻䞊䝞䝹㒔ᕷᆅᇦㄽ 2 ۑ
ᕷẸ⛉Ꮫᩍ⫱ㄽ 1 ۑ

Ᏹᐂ⎔ቃ≀理Ꮫ 2 ۑ

ᆅ⌫⎔ቃ≀理Ꮫ 2 ۑ

኱Ẽ⎔ቃᏛ 2 ۑ

⎔ቃᇶ♏≀理Ꮫ䠝 2 ۑ

⎔ቃᇶ♏≀理Ꮫ䠞 2 ۑ

ᆅ⌫⎔ቃኚື史 2 ۑ

⏕≀ከᵝᛶ⛉Ꮫ 2 ۑ

⏕ែᏛ 2 ۑ

⎔ቃ㈨※᳜≀⛉Ꮫ 2 ۑ

⎔ቃ⏕理Ꮫ 2 ۑ

ศ子⏕≀Ꮫ 2 ۑ

⎔ቃ㧗ศ子໬Ꮫ 2 ۑ

⎔ቃ⏕࿨໬Ꮫ 2 ۑ

⎔ቃ䜲䞁䝣䜷䝬䝔䜱䜽䝇 2 ۑ

⎔ቃᩘ್ゎᯒ 2 ۑ

⎔ቃ≀理Ꮫ≉ู₇⩦䠍 1 ۑ

⎔ቃ≀理Ꮫ≉ู₇⩦䠎 1 ۑ

学 ⛉ 共 ㏻ ⛉ 目

学 ⛉ ࢥ ア ⛉ 目

学
⛉
ᑓ
㛛
⛉
目

ᑓ
㛛
⛉
目

学 ⛉ ᒎ 㛤 ⛉ 目

㸫 1�0 㸫



⎔ቃඹ⏕Ꮫᴫㄽ䠍 1 ۔

⎔ቃඹ⏕Ꮫᴫㄽ䠎 1 ۔

⎔ቃඹ⏕Ꮫᴫㄽ䠏 1 ۔

ᆅ⌫⎔ቃᏛ 2 ۑ

㏵上ᅜ㎰村ᆅᇦ㛤Ⓨㄽ 2 ۑ

⤫ィⓗၥ㢟ゎỴἲ 2 ۑ

⎔ቃ≀理Ꮫ䠝 2 ۑ

⎔ቃ≀理Ꮫ䠞 2 ۑ

⎔ቃ≀㉁⛉Ꮫ䠝 2 ۑ

⎔ቃ≀㉁⛉Ꮫ䠞 2 ۑ

⎔ቃ⏕࿨⛉Ꮫ䠝 2 ۑ

⎔ቃ⏕࿨⛉Ꮫ䠞 2 ۑ

⎔ቃᆅ⌫⛉Ꮫ䠝 2 ۑ

⎔ቃᆅ⌫⛉Ꮫ䠞 2 ۑ

ᩘ理⛉Ꮫᇶ♏ 2 ۑ

ᩘ理⛉Ꮫධ㛛䠄⤫ィ⣔䠅 2 ۑ

ᩘ理⛉Ꮫධ㛛䠄௦ᩘ⣔䠅 2 ۑ

ᩘ理⛉Ꮫධ㛛䠄ᗄఱ⣔䠅 2 ۑ

ᩘ理⛉Ꮫධ㛛䠄ゎᯒ⣔䠅 2 ۑ
ィ⟬ᶵ⛉Ꮫධ㛛 2 ۑ
ᩘ理䝰䝕䝹䝥䝻䜾䝷䝭䞁䜾 2 ۑ
⎔ቃᇶ♏⛉Ꮫᐇ㦂䠝䠄୺䛻ᆅᏛ䠅 2 ۑ
⎔ቃᇶ♏⛉Ꮫᐇ㦂䠞䠄୺䛻⏕≀Ꮫ䠅 2 ۑ
⎔ቃᇶ♏⛉Ꮫᐇ㦂䠟䠄୺䛻໬Ꮫ䠅 2 ۑ

⎔ቃ⤒῭Ꮫ 2 ۑ

ᆅᇦ⎔ቃ㈨※ㄽ 2 ۑ

⏕ά✵㛫ィ⏬ㄽ 2 ۑ

⥳ᆅ⎔ቃㄽ 2 ۑ

䝷䜲䝣䝇䝍䜲䝹ㄽ䠝 2 ۑ

䝷䜲䝣䝇䝍䜲䝹ㄽ䠞 2 ۑ

㧗㱋⪅⎔ቃㄽ 2 ۑ

䛣䛹䜒⎔ቃㄽ 2 ۑ

⎔ቃ♫఍Ꮫ 2 ۑ

⎔ቃᛮ᝿史 2 ۑ

බᐖ䞉⎔ቃ史 2 ۑ

䜾䝻䞊䝞䝹㛤Ⓨᨻ⟇ㄽ 2 ۑ
䜾䝻䞊䝞䝹㒔ᕷᆅᇦㄽ 2 ۑ
ᕷẸ⛉Ꮫᩍ⫱ㄽ 1 ۑ

Ᏹᐂ⎔ቃ≀理Ꮫ 2 ۑ

ᆅ⌫⎔ቃ≀理Ꮫ 2 ۑ

኱Ẽ⎔ቃᏛ 2 ۑ

⎔ቃᇶ♏≀理Ꮫ䠝 2 ۑ

⎔ቃᇶ♏≀理Ꮫ䠞 2 ۑ

ᆅ⌫⎔ቃኚື史 2 ۑ

⏕≀ከᵝᛶ⛉Ꮫ 2 ۑ

⏕ែᏛ 2 ۑ

⎔ቃ㈨※᳜≀⛉Ꮫ 2 ۑ

⎔ቃ⏕理Ꮫ 2 ۑ

ศ子⏕≀Ꮫ 2 ۑ

⎔ቃ㧗ศ子໬Ꮫ 2 ۑ

⎔ቃ⏕࿨໬Ꮫ 2 ۑ

⎔ቃ䜲䞁䝣䜷䝬䝔䜱䜽䝇 2 ۑ

⎔ቃᩘ್ゎᯒ 2 ۑ

⎔ቃ≀理Ꮫ≉ู₇⩦䠍 1 ۑ

⎔ቃ≀理Ꮫ≉ู₇⩦䠎 1 ۑ

学 ⛉ 共 ㏻ ⛉ 目

学 ⛉ ࢥ ア ⛉ 目

学
⛉
ᑓ
㛛
⛉
目

ᑓ
㛛
⛉
目

学 ⛉ ᒎ 㛤 ⛉ 目

ィ⟬௦ᩘ䠝 2 ۑ

ィ⟬௦ᩘ䠞 2 ۑ

」㞧⣔䛾ᗄఱᏛ 2 ۑ

⎔ቃ䝰䝕䝹ゎᯒ䠝 2 ۑ

⎔ቃ䝰䝕䝹ゎᯒ䠞 2 ۑ

ከኚ㔞ゎᯒ 2 ۑ

ᐇ㦂ィ⏬ἲ 2 ۑ

䛛䛯䛱䛾ᩘ理䠝 2 ۑ

䛛䛯䛱䛾ᩘ理䠞 2 ۑ

ᩘ理⛉Ꮫ◊✲䠝 1 ۑ

ᩘ理⛉Ꮫ◊✲䠞 1 ۑ

野እ⏕≀Ꮫᐇ⩦ 2 ۑ
⎔ቃᛂ⏝⛉Ꮫᐇ㦂䠝䠄ᆅ⌫⎔ቃ䠅 2 ۑ
⎔ቃᛂ⏝⛉Ꮫᐇ㦂䠞䠄⏕≀⎔ቃ䠅 2 ۑ
⎔ቃᛂ⏝⛉Ꮫᐇ㦂䠟䠄≀㉁⎔ቃ䠅 2 ۑ
⎔ቃᛂ⏝⛉Ꮫᐇ㦂䠠䠄⎔ቃ≀理䠅 2 ۑ

⎔ቃᇶ♏⛉Ꮫ₇⩦䠍 2 ۑ

⎔ቃᇶ♏⛉Ꮫ₇⩦䠎 2 ۑ

衣⎔ቃㄽ 2 ۑ

䜰䝟䝺䝹タィㄽ 2 ۑ

㣗⎔ቃㄽ䠝 2 ۑ

㣗⎔ቃㄽ䠞 2 ۑ

䜰䝥䝷䜲䜰䞁䝇⎔ቃㄽ 2 ۑ

䝇䝬䞊䝖䝷䜲䝣䝃䜲䜶䞁䝇 2 ۑ

⎔ቃᙧᡂ⛉Ꮫᐇ㦂䠝 2 ۑ

⎔ቃᙧᡂ⛉Ꮫᐇ㦂䠞 2 ۑ

⎔ቃᙧᡂ⛉Ꮫᐇ㦂䠟 1 ۑ

⎔ቃᙧᡂ⛉Ꮫᐇ㦂䠠 1 ۑ

⎔ቃᙧᡂ⛉Ꮫᐇ⩦䠝 2 ۑ

⎔ቃᙧᡂ⛉Ꮫᐇ⩦䠞 2 ۑ

⎔ቃᨻ⟇ㄽ 2 ۑ

⎔ቃ䝅䝇䝔䝮タィㄽ 1 ۑ

ྜពᙧᡂ䝥䝻䝉䝇ㄽ 1 ۑ

ᆅᇦᬒほ⏕ែㄽ 2 ۑ

ఫ⎔ቃㄽ 2 ۑ

⎔ቃᙧᡂ⛉Ꮫㄪᰝἲ䠍 1 ۑ
⎔ቃᙧᡂ⛉Ꮫㄪᰝἲ䠎 1 ۑ
⎔ቃಖ೺Ꮫ 2 ۑ

⎔ቃ䞉೺康䝸䝇䜽ㄽ 2 ۑ

♫఍⎔ቃኚື史 2 ۑ

⎔ቃἲ 2 ۑ

䜾䝻䞊䝞䝹ᖹ和ㄽ 2 ۑ

ປാ⎔ቃ史 2 ۑ

䜾䝻䞊䝞䝹⤒῭⎔ቃ史 2 ۑ

⚟祉⎔ቃ䝅䝇䝔䝮ㄽ 2 ۑ

ᆅᇦ✵㛫䝅䝇䝔䝮ㄽ 2 ۑ

♫఍ᩥ໬⎔ቃㄽ 2 ۑ

ᆅᇦ♫఍ඹ⏕ㄽ 2 ۑ

ᆅᇦ᚟⯆ᨻ⟇ㄽ 2 ۑ

䝣䜱䞊䝹䝗䝽䞊䜽ᐇ⩦ 2 ۑ

ᩥ໬人㢮Ꮫ 2 ۑ

ᅜ㝿㛵ಀㄽ 2 ۑ

近⌧௦ᨻ἞ᛮ᝿ㄽ 2 ۑ

䝆䜵䞁䝎䞊♫఍ᩥ໬ㄽ 2 ۑ

䜾䝻䞊䝞䝹ṇ⩏ㄽ 2 ۑ

㌟యᶵ⬟䛾㐺ᛂ 2 ۑ
家᪘䛾Ⓨ㐩䛸⑓理䠍䠄♫఍䞉㞟ᅋ䞉家᪘ᚰ理Ꮫ䠍䠅 1 ۑ
家᪘䛾Ⓨ㐩䛸⑓理䠎䠄♫఍䞉㞟ᅋ䞉家᪘ᚰ理Ꮫ䠎䠅 1 ۑ

学 ⛉ ᒎ 㛤 ⛉ 目

学
⛉
ᑓ
㛛
⛉
目

ᑓ
㛛
⛉
目

㸫 1�1 㸫



ຍ㱋䛾♫఍ᚰ理Ꮫ䠄♫఍䞉㞟ᅋ䞉家᪘ᚰ理Ꮫ䠅 2 ۑ

䝣䜯䝑䝅䝵䞁ᩥ໬ㄽ 1 ۑ
䛛䜙䛰䛾ᵓ㐀䛸ᶵ⬟䠄人య䛾ᵓ㐀䛸ᶵ⬟ཬ䜃⑌⑓䠅 2 ۑ

බ⾗⾨⏕Ꮫ 2 ۑ

⎔ቃᙧᡂ⛉Ꮫ₇⩦䠍㻭 2 ۑ

⎔ቃᙧᡂ⛉Ꮫ₇⩦䠍㻮 2 ۑ

⎔ቃᙧᡂ⛉Ꮫ₇⩦䠍㻯 2 ۑ

⎔ቃᙧᡂ⛉Ꮫ₇⩦䠎㻭 2 ۑ

⎔ቃᙧᡂ⛉Ꮫ₇⩦䠎㻮 2 ۑ

⎔ቃᙧᡂ⛉Ꮫ₇⩦䠎㻯 2 ۑ

༞ᴗ◊✲ 10 ۔

㸫 1�2 㸫



ຍ㱋䛾♫఍ᚰ理Ꮫ䠄♫఍䞉㞟ᅋ䞉家᪘ᚰ理Ꮫ䠅 2 ۑ

䝣䜯䝑䝅䝵䞁ᩥ໬ㄽ 1 ۑ
䛛䜙䛰䛾ᵓ㐀䛸ᶵ⬟䠄人య䛾ᵓ㐀䛸ᶵ⬟ཬ䜃⑌⑓䠅 2 ۑ

බ⾗⾨⏕Ꮫ 2 ۑ

⎔ቃᙧᡂ⛉Ꮫ₇⩦䠍㻭 2 ۑ

⎔ቃᙧᡂ⛉Ꮫ₇⩦䠍㻮 2 ۑ

⎔ቃᙧᡂ⛉Ꮫ₇⩦䠍㻯 2 ۑ

⎔ቃᙧᡂ⛉Ꮫ₇⩦䠎㻭 2 ۑ

⎔ቃᙧᡂ⛉Ꮫ₇⩦䠎㻮 2 ۑ

⎔ቃᙧᡂ⛉Ꮫ₇⩦䠎㻯 2 ۑ

༞ᴗ◊✲ 10 ۔

࣍ Ꮚࡶ࡝ᩍ⫱学科

授業⛉目 ༢఩
ᚲಟ㺃㑅
ᢥのู

備⪃

ึ年次࣮ࢼ࣑ࢭ 1 ۔

༠ാᆺ࣮ࣜࣉࢵࢩ࣮ࢲㄽ 1 ۑ
ᅜ㝿㛤Ⓨ᥼ຓㄽ（㹈㹇㹁㸿） 1 ۑ

๰ᡂㄽ࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ 1 ۑ

ᇶ♏ㄽࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ 1 ۑ

␗ᩥ໬間教育ㄽ 1 ۑ
ャル࢚ンパ࣡メントㄽࢩ࣮ࢯ 1 ۑ

᝟ሗࣜࢸラ１⩦₇࣮ࢩ 1 ۔

᝟ሗࣜࢸラ２⩦₇࣮ࢩ 1 ۔

アࢪア共ྠయㄽ１ 1 ۑ

アࢪア共ྠయㄽ２ 1 ۑ

バル共生♫఍ㄽ࣮ࣟࢢ 1 ۑ

᪉ἲㄽࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ 1 ۑ
Academic CommunicatioQ（ⱥ） 2 ۔

$FDGHPLF :ULWLQJ（ⱥ） 2 ۑ

Test Preparation 2 ۑ

Academic Skills 2 ۑ
English Presentation Skills 2 ۑ
English for Professional Purposes 2 ۑ

World Englishes 2 ۑ
Academic CommunicatioQ（⊂） 2 ۑ
Academic CommunicatioQ（௖） 2 ۑ

$FDGHPLF :ULWLQJ（⊂） 2 ۑ

$FDGHPLF :ULWLQJ（௖） 2 ۑ
ᅜ㝿ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン₇⩦㸿 1 ۑ
ᅜ㝿ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン₇⩦㹀 1 ۑ
Cultures and Societies in Japan A 1 ۑ
Cultures and Societies in Japan B 1 ۑ
日本ㄒࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン１ 1 ۑ
日本ㄒࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン２ 1 ۑ

᝟ሗⓎಙ₇⩦１ 1 ۑ

᝟ሗⓎಙ₇⩦２ 1 ۑ

ᇶ♏₇⩦１ࢢラ࣑ンࢢࣟࣉ 1 ۑ

ᇶ♏₇⩦２ࢢラ࣑ンࢢࣟࣉ 1 ۑ
㹃㹑㹂₇⩦Ϩ１（ᅜ㝿ே間⛉学） 1 ۑ
㹃㹑㹂₇⩦Ϩ２（ᅜ㝿ே間⛉学） 1 ۑ
㹃㹑㹂₇⩦ϩ１（ᅜ㝿ே間⛉学） 1 ۑ
㹃㹑㹂₇⩦ϩ２（ᅜ㝿ே間⛉学） 1 ۑ

外ᅜㄒᐇ⩦㸿 1 ۑ ㄆᐃ⛉┠

外ᅜㄒᐇ⩦㹀 2 ۑ ㄆᐃ⛉┠

イン࣮ࢱンࣉࢵࢩᐇ⩦㸿 1 ۑ ㄆᐃ⛉┠

イン࣮ࢱンࣉࢵࢩᐇ⩦㹀 2 ۑ ㄆᐃ⛉┠

ᐇ⩦㸿ࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ 1 ۑ ㄆᐃ⛉┠

ᐇ⩦㹀ࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ 2 ۑ ㄆᐃ⛉┠

日本ㄒᩥἲᇶ♏ 1 ۑ

ᐇ㊶日本ㄒᇶ♏ 1 ۑ

日本ㄒ・日本ᩥ໬ᇶ♏₇⩦ 1 ۑ

学 部 共 ㏻ ᇶ ♏ ⛉ 目

学
部
ᑓ
㛛
⛉
目

ᑓ
㛛
⛉
目

学 部 共 ㏻ Ⓨ ᒎ ⛉ 目

授業⛉目の༊分等

㸫 1�3 㸫



ᴫㄽ࣮ࣗࢩバルイ࣮ࣟࢢ 1 ۔
⩦₇࣮ࣗࢩバルイ࣮ࣟࢢ 1 ۔
㹅㹑㹎₇⩦（࢚࢜ࣜンࣙࢩ࣮ࢸン） 1 ۔
␃学ᆺ㹅㹑࣮ࢥス 3 ۑ
ᐇ㊶ᆺ㹅㹑࣮ࢥス 3 ۑ
研ಟᆺ㹅㹑࣮ࢥス 3 ۑ
㹅㹑㹎₇⩦（ࣜࣙࢩࢡࣞࣇン） 1 ۔

子䛹䜒ᩍ⫱Ꮫᴫㄽ 2 ۔

子䛹䜒ᩍ⫱Ꮫ₇⩦䠍 2 ۔

子䛹䜒ᩍ⫱Ꮫ₇⩦䠎 2 ۔

子䛹䜒ᩍ⫱Ꮫ₇⩦䠏 2 ۔

子䛹䜒ᩍ⫱Ꮫ₇⩦䠐 2 ۔
ᩍ⫱原理䠄ୡ⏺䛸᪥本䛾Ꮫᰯᩍ⫱䠅 2 ۑ
ಖ⫱原理䠄ୡ⏺䛸᪥本䛾ஙᗂඣᩍ⫱䠅 2 ۑ

ᩍ⫋ㄽ䠄小䠅 2 ۑ

᪥本ᩍ⫱史 2 ۑ

Ⓨ㐩ᚰ理Ꮫ䠄ᗂ䞉小䠅 2 ۑ

ඣ❺䛾Ⓨ㐩䛸Ꮫ⩦ 2 ۑ

ᩍ⫱⾜ᨻᏛ䠄ᗂ䞉小䠅 2 ۑ

ᩍ⫱⤒ႠᏛ䠄ᗂ䞉小䠅 2 ۑ

ึ➼䜹䝸䜻䝳䝷䝮ㄽ 2 ۑ

ึ➼ᅜㄒ⛉ᩍ⫱ㄽ 2 ۑ

ึ➼♫఍⛉ᩍ⫱ㄽ 2 ۑ

ึ➼⟬ᩘ⛉ᩍ⫱ㄽ 2 ۑ

ึ➼理⛉ᩍ⫱ㄽ 2 ۑ

ึ➼⏕ά⛉ᩍ⫱ㄽ 2 ۑ

ึ➼㡢ᴦ⛉ᩍ⫱ㄽ 2 ۑ

ึ➼ᅗᕤ⛉ᩍ⫱ㄽ 2 ۑ

ึ➼家ᗞ⛉ᩍ⫱ㄽ 2 ۑ

ึ➼య⫱⛉ᩍ⫱ㄽ 2 ۑ

ึ➼ⱥㄒᩍ⫱ㄽ 2 ۑ

ึ➼㐨ᚨᩍ⫱ㄽ 2 ۑ
⥲合ⓗな学⩦のᣦᑟἲ�ᑠ� 2 ۑ

ึ➼≉ูάືᣦᑟㄽ 2 ۑ

ึ➼ᩍ⫱᪉ἲᏛ䠄᝟ሗ㏻ಙᢏ 2 ۑ
ึ➼⏕ᚐᣦᑟㄽ䠄㐍㊰ᣦᑟ䜢ྵ䜐䠅 2 ۑ

ึ➼Ꮫᰯᩍ⫱┦ㄯ 2 ۑ

ึ➼ᅜㄒㄽ 2 ۑ

ึ➼♫఍⛉ㄽ 2 ۑ

ึ➼⟬ᩘㄽ 2 ۑ

ึ➼理⛉ㄽ 2 ۑ

ึ➼⏕ά⛉ㄽ 2 ۑ

ึ➼㡢ᴦㄽ 2 ۑ

ึ➼ᅗᕤㄽ 2 ۑ

ึ➼家ᗞ⛉ㄽ 2 ۑ

ึ➼య⫱ㄽ 2 ۑ

ึ➼ⱥㄒㄽ 2 ۑ

から１⛉目ࡇࡇ

学 ⛉ 共 ㏻ ⛉ 目

ࢢ ࣟ ࣮ バ ル ・ ス ࢱ
ラ࣒ࢢࣟࣉ・ࢬ࣮࢕ࢹ
（ 㹅 㹑 㹎 ） ⛉ 目

ᑓ
㛛
⛉
目

学 ⛉ ࢥ ア ⛉ 目
（学ᰯ教育学࣮ࢥス）

学
⛉
ᑓ
㛛
⛉
目

㸫 1�� 㸫



ᴫㄽ࣮ࣗࢩバルイ࣮ࣟࢢ 1 ۔
⩦₇࣮ࣗࢩバルイ࣮ࣟࢢ 1 ۔
㹅㹑㹎₇⩦（࢚࢜ࣜンࣙࢩ࣮ࢸン） 1 ۔
␃学ᆺ㹅㹑࣮ࢥス 3 ۑ
ᐇ㊶ᆺ㹅㹑࣮ࢥス 3 ۑ
研ಟᆺ㹅㹑࣮ࢥス 3 ۑ
㹅㹑㹎₇⩦（ࣜࣙࢩࢡࣞࣇン） 1 ۔

子䛹䜒ᩍ⫱Ꮫᴫㄽ 2 ۔

子䛹䜒ᩍ⫱Ꮫ₇⩦䠍 2 ۔

子䛹䜒ᩍ⫱Ꮫ₇⩦䠎 2 ۔

子䛹䜒ᩍ⫱Ꮫ₇⩦䠏 2 ۔

子䛹䜒ᩍ⫱Ꮫ₇⩦䠐 2 ۔
ᩍ⫱原理䠄ୡ⏺䛸᪥本䛾Ꮫᰯᩍ⫱䠅 2 ۑ
ಖ⫱原理䠄ୡ⏺䛸᪥本䛾ஙᗂඣᩍ⫱䠅 2 ۑ

ᩍ⫋ㄽ䠄小䠅 2 ۑ

᪥本ᩍ⫱史 2 ۑ

Ⓨ㐩ᚰ理Ꮫ䠄ᗂ䞉小䠅 2 ۑ

ඣ❺䛾Ⓨ㐩䛸Ꮫ⩦ 2 ۑ

ᩍ⫱⾜ᨻᏛ䠄ᗂ䞉小䠅 2 ۑ

ᩍ⫱⤒ႠᏛ䠄ᗂ䞉小䠅 2 ۑ

ึ➼䜹䝸䜻䝳䝷䝮ㄽ 2 ۑ

ึ➼ᅜㄒ⛉ᩍ⫱ㄽ 2 ۑ

ึ➼♫఍⛉ᩍ⫱ㄽ 2 ۑ

ึ➼⟬ᩘ⛉ᩍ⫱ㄽ 2 ۑ

ึ➼理⛉ᩍ⫱ㄽ 2 ۑ

ึ➼⏕ά⛉ᩍ⫱ㄽ 2 ۑ

ึ➼㡢ᴦ⛉ᩍ⫱ㄽ 2 ۑ

ึ➼ᅗᕤ⛉ᩍ⫱ㄽ 2 ۑ

ึ➼家ᗞ⛉ᩍ⫱ㄽ 2 ۑ

ึ➼య⫱⛉ᩍ⫱ㄽ 2 ۑ

ึ➼ⱥㄒᩍ⫱ㄽ 2 ۑ

ึ➼㐨ᚨᩍ⫱ㄽ 2 ۑ
⥲合ⓗな学⩦のᣦᑟἲ�ᑠ� 2 ۑ

ึ➼≉ูάືᣦᑟㄽ 2 ۑ

ึ➼ᩍ⫱᪉ἲᏛ䠄᝟ሗ㏻ಙᢏ 2 ۑ
ึ➼⏕ᚐᣦᑟㄽ䠄㐍㊰ᣦᑟ䜢ྵ䜐䠅 2 ۑ

ึ➼Ꮫᰯᩍ⫱┦ㄯ 2 ۑ

ึ➼ᅜㄒㄽ 2 ۑ

ึ➼♫఍⛉ㄽ 2 ۑ

ึ➼⟬ᩘㄽ 2 ۑ

ึ➼理⛉ㄽ 2 ۑ

ึ➼⏕ά⛉ㄽ 2 ۑ

ึ➼㡢ᴦㄽ 2 ۑ

ึ➼ᅗᕤㄽ 2 ۑ

ึ➼家ᗞ⛉ㄽ 2 ۑ

ึ➼య⫱ㄽ 2 ۑ

ึ➼ⱥㄒㄽ 2 ۑ

から１⛉目ࡇࡇ

学 ⛉ 共 ㏻ ⛉ 目

ࢢ ࣟ ࣮ バ ル ・ ス ࢱ
ラ࣒ࢢࣟࣉ・ࢬ࣮࢕ࢹ
（ 㹅 㹑 㹎 ） ⛉ 目

ᑓ
㛛
⛉
目

学 ⛉ ࢥ ア ⛉ 目
（学ᰯ教育学࣮ࢥス）

学
⛉
ᑓ
㛛
⛉
目

䜾䝻䞊䝞䝹ᩍ⫱ᩥ⊩₇⩦ 2 ۑ
䜾䝻䞊䝞䝹ᩍ⫱₇⩦䠄ᩍ⫱ไᗘ䠅 2 ۑ
䜾䝻䞊䝞䝹ᩍ⫱₇⩦䠄ᩍ⫱᪉ἲᏛ䠅 2 ۑ

ஙᗂඣ䛸೺康 1 ۑ

西ὒᩍ⫱ᛮ᝿史 2 ۑ

ẚ㍑ᩍ⫱䝅䝇䝔䝮ㄽ 2 ۑ

≉ูᨭ᥼ᩍ⫱⥲ㄽ 2 ۑ

≉ูᨭ᥼ᩍ⫱Ꮫ 1 ۑ

㞀ᐖඹ⏕ᩍ⫱ㄽ 2 ۑ
Ⓨ㐩㞀ᐖᚰ理Ꮫ䠄㞀ᐖ⪅䞉㞀ᐖඣᚰ理Ꮫ䠅 2 ۑ

Ⓨ㐩㞀ᐖ䛸ඹ⏕♫఍䠍 1 ۑ

Ⓨ㐩㞀ᐖ䛸ඹ⏕♫఍䠎 1 ۑ
㞀ᐖඣⓎ㐩Ꮫ䠄㞀ᐖ⪅䞉㞀ᐖඣᚰ理Ꮫ䠅 2 ۑ

≉ูᨭ᥼ᩍ⫱ධ㛛䠄ᗂ䞉小䠅 1 ۑ

▱ⓗ㞀ᐖ䛾⏕理䞉⑓理 1 ۑ
⫥య୙⮬⏤⪅ᚰ理䞉⏕理䞉⑓理 2 ۑ

▱ⓗ㞀ᐖᨭ᥼Ꮫ 2 ۑ

Ⓨ㐩㞀ᐖᩍ⫱ㄽ 2 ۑ

⫥య୙⮬⏤ᩍ⫱ㄽ 2 ۑ

ᨭ᥼ᩍ⫱⮫ᗋᏛ 2 ۑ

⮫ᗋⓎ㐩ᨭ᥼Ꮫ䠍 1 ۑ

⮫ᗋⓎ㐩ᨭ᥼Ꮫ䠎 1 ۑ
ඣ❺㟷ᖺ⢭⚄་Ꮫ䠄⢭⚄⑌ᝈ䛸䛭䛾἞⒪䠅 2 ۑ
ゝㄒⓎ㐩䛸ᩍ⫱䠍䠄Ꮫ⩦䞉ゝㄒᚰ理Ꮫ䠎䠅 1 ۑ
ゝㄒⓎ㐩䛸ᩍ⫱䠎䠄Ꮫ⩦䞉ゝㄒᚰ理Ꮫ䠏䠅 1 ۑ

㞀ᐖ䛸䝸䝝䝡䝸䝔䞊䝅䝵䞁 1 ۑ

㞀ᐖඣᨭ᥼Ꮫᴫㄽ 1 ۑ

ஙᗂඣ䛸⎔ቃ 1 ۑ

ᩘ理ㄆ㆑ᐇ㊶◊✲ 1 ۑ

⛉Ꮫᩍ⫱ᐇ㊶◊✲ 2 ۑ

ⱥㄒ⛉ᐇ㊶◊✲ 2 ۑ
ᩍ⫱䞉ಖ⫱ᐇ㊶₇⩦䠄ஙᗂඣᩍ⫱䠅 1 ۑ

ஙᗂඣ䛸ゝⴥ 1 ۑ

ஙᗂඣ䛸⾲⌧䠄㡢ᴦ䠅 1 ۑ

ஙᗂඣ䛸⾲⌧䠄㐀ᙧ䠅 1 ۑ

ஙᗂඣ䛸人㛫㛵ಀ 1 ۑ

子䛹䜒䛸家ᗞ 2 ۑ

ほᐹᐇ⩦䊠 1 ۔

ほᐹᐇ⩦䊡 1 ۔

ึ➼ᩍ⫱஦๓䞉஦ᚋᣦᑟ 1 ۔

ึ➼ᩍ⫱ᐇᆅ◊✲ 4 ۔

≉ูᨭ᥼ᩍ⫱ᐇᆅ◊✲ 3 ۑ

Ꮫᰯ䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䊠 1 ۑ

Ꮫᰯ䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䊡 1 ۑ

Ꮫᰯ䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䊢 1 ۑ

ᩍ⫋ᐇ㊶₇⩦䠄ᗂ䞉小䠅 2 ۔

༞ᴗ◊✲ 10 ۔

ᩍᖌධ㛛 2 ۑ

ஙᗂඣᚰ理Ꮫ 2 ۑ

Ⓨ㐩ᚰ理Ꮫ䠄ᗂ䞉小䠅 2 ۑ

ᩍ⫱⾜ᨻᏛ䠄ᗂ䞉小䠅 2 ۑ

ᩍ⫱⤒ႠᏛ䠄ᗂ䞉小䠅 2 ۑ

ஙᗂඣᩍ⫱ㄢ⛬ㄽ 2 ۑ

ึ➼䜹䝸䜻䝳䝷䝮ㄽ 2 ۑ

ಖ⫱内ᐜ◊✲䠄೺康䊠䠅 2 ۑ

ಖ⫱内ᐜ◊✲䠄೺康䊡䠅 2 ۑ

ಖ⫱内ᐜ◊✲䠄人㛫㛵ಀ䠅 2 ۑ

ಖ⫱内ᐜ◊✲䠄⎔ቃ䠅 2 ۑ

ಖ⫱内ᐜ◊✲䠄㐀ᙧ⾲⌧䠅 2 ۑ

学
⛉
ᑓ
㛛
⛉
目

学 ⛉ ᒎ 㛤 ⛉ 目
（学ᰯ教育学࣮ࢥス）

ᑓ
㛛
⛉
目

学 ⛉ ࢥ ア ⛉ 目
（ஙᗂඣ教育学࣮ࢥス）

㸫 1�� 㸫



ಖ⫱内ᐜ◊✲䠄㡢ᴦ⾲⌧䠅 2 ۑ
ಖ⫱内ᐜ◊✲䠄ඣ❺ᩥ໬䛸ゝⴥ䠅 2 ۑ

ஙᗂඣᩍ⫱内ᐜ䞉᪉ἲㄽ 2 ۑ

ึ➼ᩍ⫱᪉ἲᏛ䠄᝟ሗ㏻ಙᢏ 2 ۑ

ஙᗂඣ理ゎ䛸ᩍ⫱┦ㄯ 2 ۑ

ึ➼Ꮫᰯᩍ⫱┦ㄯ 2 ۑ

子䛹䜒䛾ಖ೺䛸೺康 2 ۑ

子䛹䜒䛾㣗䛸ᰤ㣴 2 ۑ

ึ➼ᅜㄒㄽ 2 ۑ

ึ➼⟬ᩘㄽ 2 ۑ

ึ➼⏕ά⛉ㄽ 2 ۑ

ึ➼㡢ᴦㄽ 2 ۑ
ึ➼ᅗᕤㄽ 2 ۑ
ึ➼య⫱ㄽ 2 ۑ

䜾䝻䞊䝞䝹ᩍ⫱ᩥ⊩₇⩦ 2 ۑ
䜾䝻䞊䝞䝹ᩍ⫱₇⩦䠄ᩍ⫱ไᗘ䠅 2 ۑ
䜾䝻䞊䝞䝹ᩍ⫱₇⩦䠄ᩍ⫱᪉ἲᏛ䠅 2 ۑ

ஙᗂඣ䛸೺康 1 ۑ

西ὒᩍ⫱ᛮ᝿史 2 ۑ

ẚ㍑ᩍ⫱䝅䝇䝔䝮ㄽ 2 ۑ

≉ูᨭ᥼ᩍ⫱⥲ㄽ 2 ۑ
Ⓨ㐩㞀ᐖᚰ理Ꮫ䠄㞀ᐖ⪅䞉㞀ᐖඣᚰ理Ꮫ䠅 2 ۑ

Ⓨ㐩㞀ᐖ䛸ඹ⏕♫఍䠍 1 ۑ

Ⓨ㐩㞀ᐖ䛸ඹ⏕♫఍䠎 1 ۑ
㞀ᐖඣⓎ㐩Ꮫ䠄㞀ᐖ⪅䞉㞀ᐖඣᚰ理Ꮫ䠅 2 ۑ

≉ูᨭ᥼ᩍ⫱ධ㛛䠄ᗂ䞉小䠅 1 ۑ

㞀ᐖඣಖ⫱₇⩦ 1 ۑ

♫఍⚟祉ㄽ 2 ۑ

♫఍ⓗ㣴ㆤ 2 ۑ

♫఍ⓗ㣴ㆤ内ᐜ₇⩦ 1 ۑ

ஙᗂඣ䛸⎔ቃ 1 ۑ

ᩘ理ㄆ㆑ᐇ㊶◊✲ 1 ۑ

⛉Ꮫᩍ⫱ᐇ㊶◊✲ 2 ۑ

ⱥㄒ⛉ᐇ㊶◊✲ 2 ۑ
ᩍ⫱䞉ಖ⫱ᐇ㊶₇⩦䠄ஙᗂඣᩍ⫱䠅 1 ۑ

ஙᗂඣ䛸ゝⴥ 1 ۑ

ஙᗂඣ䛸⾲⌧䠄㡢ᴦ䠅 1 ۑ

ஙᗂඣ䛸⾲⌧䠄㐀ᙧ䠅 1 ۑ

ஙᗂඣ䛸人㛫㛵ಀ 1 ۑ

ஙඣᚰ理Ꮫ₇⩦ 1 ۑ

ᗂඣᚰ理Ꮫ₇⩦ 2 ۑ

子䛹䜒䛸家ᗞ 2 ۑ

子䛹䜒家ᗞᨭ᥼ㄽ 2 ۑ

ほᐹᐇ⩦䊠 1 ۔

ほᐹᐇ⩦䊡 1 ۔

ึ➼ᩍ⫱஦๓䞉஦ᚋᣦᑟ 1 ۔

ึ➼ᩍ⫱ᐇᆅ◊✲ 4 ۔

Ꮫᰯ䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䊠 1 ۑ

Ꮫᰯ䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䊡 1 ۑ

Ꮫᰯ䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䊢 1 ۑ

ᩍ⫋ᐇ㊶₇⩦䠄ᗂ䞉小䠅 2 ۔

༞ᴗ◊✲ 10 ۔

ᑓ
㛛
⛉
目

学
⛉
ᑓ
㛛
⛉
目

学 ⛉ ࢥ ア ⛉ 目
（ஙᗂඣ教育学࣮ࢥス）

学 ⛉ ᒎ 㛤 ⛉ 目
（ஙᗂඣ教育学࣮ࢥス）

㸫 1�� 㸫



ಖ⫱内ᐜ◊✲䠄㡢ᴦ⾲⌧䠅 2 ۑ
ಖ⫱内ᐜ◊✲䠄ඣ❺ᩥ໬䛸ゝⴥ䠅 2 ۑ

ஙᗂඣᩍ⫱内ᐜ䞉᪉ἲㄽ 2 ۑ

ึ➼ᩍ⫱᪉ἲᏛ䠄᝟ሗ㏻ಙᢏ 2 ۑ

ஙᗂඣ理ゎ䛸ᩍ⫱┦ㄯ 2 ۑ

ึ➼Ꮫᰯᩍ⫱┦ㄯ 2 ۑ

子䛹䜒䛾ಖ೺䛸೺康 2 ۑ

子䛹䜒䛾㣗䛸ᰤ㣴 2 ۑ

ึ➼ᅜㄒㄽ 2 ۑ

ึ➼⟬ᩘㄽ 2 ۑ

ึ➼⏕ά⛉ㄽ 2 ۑ

ึ➼㡢ᴦㄽ 2 ۑ
ึ➼ᅗᕤㄽ 2 ۑ
ึ➼య⫱ㄽ 2 ۑ

䜾䝻䞊䝞䝹ᩍ⫱ᩥ⊩₇⩦ 2 ۑ
䜾䝻䞊䝞䝹ᩍ⫱₇⩦䠄ᩍ⫱ไᗘ䠅 2 ۑ
䜾䝻䞊䝞䝹ᩍ⫱₇⩦䠄ᩍ⫱᪉ἲᏛ䠅 2 ۑ

ஙᗂඣ䛸೺康 1 ۑ

西ὒᩍ⫱ᛮ᝿史 2 ۑ

ẚ㍑ᩍ⫱䝅䝇䝔䝮ㄽ 2 ۑ

≉ูᨭ᥼ᩍ⫱⥲ㄽ 2 ۑ
Ⓨ㐩㞀ᐖᚰ理Ꮫ䠄㞀ᐖ⪅䞉㞀ᐖඣᚰ理Ꮫ䠅 2 ۑ

Ⓨ㐩㞀ᐖ䛸ඹ⏕♫఍䠍 1 ۑ

Ⓨ㐩㞀ᐖ䛸ඹ⏕♫఍䠎 1 ۑ
㞀ᐖඣⓎ㐩Ꮫ䠄㞀ᐖ⪅䞉㞀ᐖඣᚰ理Ꮫ䠅 2 ۑ

≉ูᨭ᥼ᩍ⫱ධ㛛䠄ᗂ䞉小䠅 1 ۑ

㞀ᐖඣಖ⫱₇⩦ 1 ۑ

♫఍⚟祉ㄽ 2 ۑ

♫఍ⓗ㣴ㆤ 2 ۑ

♫఍ⓗ㣴ㆤ内ᐜ₇⩦ 1 ۑ

ஙᗂඣ䛸⎔ቃ 1 ۑ

ᩘ理ㄆ㆑ᐇ㊶◊✲ 1 ۑ

⛉Ꮫᩍ⫱ᐇ㊶◊✲ 2 ۑ

ⱥㄒ⛉ᐇ㊶◊✲ 2 ۑ
ᩍ⫱䞉ಖ⫱ᐇ㊶₇⩦䠄ஙᗂඣᩍ⫱䠅 1 ۑ

ஙᗂඣ䛸ゝⴥ 1 ۑ

ஙᗂඣ䛸⾲⌧䠄㡢ᴦ䠅 1 ۑ

ஙᗂඣ䛸⾲⌧䠄㐀ᙧ䠅 1 ۑ

ஙᗂඣ䛸人㛫㛵ಀ 1 ۑ

ஙඣᚰ理Ꮫ₇⩦ 1 ۑ

ᗂඣᚰ理Ꮫ₇⩦ 2 ۑ

子䛹䜒䛸家ᗞ 2 ۑ

子䛹䜒家ᗞᨭ᥼ㄽ 2 ۑ

ほᐹᐇ⩦䊠 1 ۔

ほᐹᐇ⩦䊡 1 ۔

ึ➼ᩍ⫱஦๓䞉஦ᚋᣦᑟ 1 ۔

ึ➼ᩍ⫱ᐇᆅ◊✲ 4 ۔

Ꮫᰯ䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䊠 1 ۑ

Ꮫᰯ䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䊡 1 ۑ

Ꮫᰯ䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䊢 1 ۑ

ᩍ⫋ᐇ㊶₇⩦䠄ᗂ䞉小䠅 2 ۔

༞ᴗ◊✲ 10 ۔

ᑓ
㛛
⛉
目

学
⛉
ᑓ
㛛
⛉
目

学 ⛉ ࢥ ア ⛉ 目
（ஙᗂඣ教育学࣮ࢥス）

学 ⛉ ᒎ 㛤 ⛉ 目
（ஙᗂඣ教育学࣮ࢥス）

ู⾲➨㸰ࠉᒚಟせ௳㸦➨��᮲㛵ಀ㸧

໬学科ᩥࣝࣂ࣮ࣟࢢࠉ࢖

ᤵ  ᴗ  ⛉  ┠㻌㻌➼ ഛ㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌⪃

ู⾲➨䠍䛾䜲䛻ᥖ䛢䜛ᤵᴗ⛉┠䛾䛖䛱䠈人ᩥ⣔
䛾ᚰ理Ꮫ䠈೔理Ꮫ䛾༊ศ䛻ᒓ䛩䜛ᤵᴗ⛉┠୪
䜃䛻♫఍⛉Ꮫ⣔䛾ᨻ἞Ꮫ䠈♫఍Ꮫ䛾༊ศ䛻
ᒓ䛩䜛ᤵᴗ⛉┠୪䜃䛻⮬↛⛉Ꮫ⣔䛾᝟ሗ⛉
Ꮫ䛾༊ศ䛻ᒓ䛩䜛ᤵᴗ⛉┠䛾䛖䛱䠈䛂᝟ሗᏛ
䠝䛃䠈䛂᝟ሗᏛ䠞䛃䜢㝖䛟ྛᤵᴗ⛉┠䛛䜙ᒚಟ䛩
䜛䚹

ู⾲➨㻝䛾䜲䛻ᥖ䛢䜛ᤵᴗ⛉┠

Academic English Communication A㻝 0.5

Academic English Communication A2 0.5

Academic English Communication B㻝 0.5

Academic English Communication B2 0.5

Academic English Literacy A㻝 0.5

Academic English Literacy A2 0.5

Academic English Literacy B㻝 0.5

Academic English Literacy B2 0.5

䠄䝗䜲䝒ㄒ䠈䝣䝷䞁䝇ㄒ䠈中ᅜㄒ䠈䝻䝅䜰ㄒ䠅
ึ⣭䠝䠍䡚ึ⣭䠝䠐,ึ⣭䠞䠍䡚ึ⣭䠞䠐

ྛ㻜.5 4

䝗䜲䝒ㄒ䠈䝣䝷䞁䝇ㄒ䠈中ᅜㄒཬ䜃䝻䝅䜰ㄒ䛾䛖
䛱䛛䜙䠍䛴㑅ᢥ䛩䜛䛣䛸䚹
䝗䜲䝒ㄒ䠈䝣䝷䞁䝇ㄒཬ䜃中ᅜㄒ䛾ึ⣭䠄A䠏䠈
䠝䠐䠈䠞䠏䠈䠞䠐䠅䛿ึ⣭䠄䠯䠝䠏䠈䠯䠝䠐䠈䠯䠞䠏䠈䠯䠞
䠐䠅䛷䛭䜜䛮䜜௦᭰䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹

೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫᐇ⩦ᇶ♏

᝟ሗᇶ♏

ᅜ㝿人㛫⛉Ꮫ㒊㧗ᗘᩍ㣴⛉┠䛾ྲྀᢅ䛔䛻䛴
䛔䛶䛿ู䛻ᐃ䜑䜛䚹

䜾䝻䞊䝞䝹䞉䝇䝍䝕䜱䞊䝈䞉䝥䝻䜾䝷䝮(GSP)⛉
┠䠓༢఩䜢ಟᚓ䛧䛯Ꮫ⏕䛿䠈㧗ᗘᩍ㣴⛉┠䛾
ಟᚓ䜢せ䛧䛺䛔䚹䛯䛰䛧䠈㧗ᗘᩍ㣴⛉┠䛸䛧䛶
ಟᚓ䛜ᚲせ䛺䠐༢఩ศ䛿䠈つ๎ู⾲➨䠍䛾䝻
䛻ᐃ䜑䜛Ꮫ⛉ᑓ㛛⛉┠䛛䜙ಟᚓ䛩䜛䜒䛾䛸䛩
䜛䚹

ᚲಟ 3

㑅ᢥ 3

2ಟᚲ

㑅ᢥᚲಟ 3

㑅ᢥ 㻝

4ಟᚲ

㑅ᢥᚲಟ 3

㻝ಟᚲ

㑅ᢥᚲಟ 3

Ꮫ ⛉ 䝁 䜰
⛉ ┠

㑅ᢥ ู⾲➨䠍䛾䝻䛻ᥖ䛢䜛ᤵᴗ⛉┠ 6

4㻝ಟᚲ

㑅ᢥᚲಟ 8

本Ꮫ㒊ᑓ㛛⛉┠䠈Ꮫ⛉ᑓ㛛⛉┠䠈௚Ꮫ㒊ᑓ㛛
⛉┠䠈඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠䠄㈨᱁චチ䛾䛯䜑䛾
⛉┠䜢㝖䛟䚹䠅䠈㧗ᗘᩍ㣴⛉┠䛛䜙ᒚಟ䛩䜛䚹

ྜ䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷ィ

࠙ὀព஦㡯ࠚ
࣭学科ᑓ㛛科┠ࡣ࡚࠸ࡘ࡟㸪ࠕ㧗ᗘᩍ㣴科┠࡚ࠖࡋ࡜ಟᚓࡀᚲせ࡞㸲༢఩ࢆຍࡓ࠼༢఩ᩘࢆಟᚓࠋ࡜ࡇࡿࡍ㸦㸳㸴༢఩���㸲༢఩�㸻�㸴㸮༢఩㸧
ࠋࢇࡏࡲࢀࡉධ⟭ࡣ࡟༊ศࡢࠖ┠学科ᑓ㛛科ࠕࡸࠖ┠㧗ᗘᩍ㣴科ࠕࠋࡍࡲࢀࡉධ⟭࡟ࠖ┠㑅ᢥ科⏤⮬ࠕ㸪ࡣሙྜࡓࡋಟᚓࢆࠖ┠㧗ᗘᩍ㣴科ࠕ࣭

Ꮫ⛉ඹ㏻
⛉ ┠

ู⾲➨㻝䛾䝻䛻ᥖ䛢䜛ᤵᴗ⛉┠䛾䛖䛱䛛䜙ู䛻
ᐃ䜑䜛ᤵᴗ⛉┠

Academic English Comm㼡㼚㼕㼏㼍㼠㼕㼛㼚㻌㻮㻝䠈㻮㻞䛿䠈
Academic English Communication B㻝䠈B2䠄㑅
ᢤ上⣭䜽䝷䝇䠅䛷䠈Academic English Literacy
B㻝䠈B2䛿䠈Academic English Literacy 㻮㻝㻘B2
䠄㑅ᢤ上⣭䜽䝷䝇䠅䛷䛭䜜䛮䜜௦᭰䛩䜛䛣䛸䛜
䛷䛝䜛䚹

እ
ᅜ
ㄒ
⛉
┠

እᅜㄒ➨䊡

4እᅜㄒ➨䊠

ู⾲➨㻝䛾䝻䛻ᥖ䛢䜛ᤵᴗ⛉┠䛾䛖䛱䛛䜙ู䛻
ᐃ䜑䜛ᤵᴗ⛉┠

Ꮫ㒊ඹ㏻
Ⓨᒎ⛉┠

6

೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫ

㧗ᗘᩍ㣴⛉┠

㻝

㻝

4

᝟ሗ⛉┠

ᤵᴗ⛉┠䛾༊ศ➼
ᚲ要ಟᚓ
༢ ఩ ᩘ

ᇶ♏ᩍ㣴⛉┠ 6

⥲ྜᩍ㣴⛉┠ 8

㻝㻞4

⮬⏤㑅ᢥ⛉┠

ู⾲➨㻝䛾䝻䛻ᥖ䛢䜛ᤵᴗ⛉┠䛾䛖䛱䛛䜙ู䛻
ᐃ䜑䜛ᤵᴗ⛉┠

䜾䝻䞊䝞䝹䞉䝇
䝍䝕䜱䞊䝈䞉䝥
䝻䜾䝷䝮䠄GSP䠅
⛉┠

ู⾲➨㻝䛾䝻䛻ᥖ䛢䜛ᤵᴗ⛉┠䛾䛖䛱䛛䜙ู䛻
ᐃ䜑䜛ᤵᴗ⛉┠

ᑓ

㛛

⛉

┠

7

Ꮫ
⛉
ᑓ
㛛
⛉
┠

56

Ꮫ
㒊
ᑓ
㛛
⛉
┠

Ꮫ㒊ඹ㏻
ᇶ♏⛉┠

Ꮫ⛉ᒎ㛤
⛉ ┠

ู⾲➨㻝䛾䝻䛻ᥖ䛢䜛ᤵᴗ⛉┠䛾䛖䛱䛛䜙ู䛻
ᐃ䜑䜛ᤵᴗ⛉┠

2㻝

6

㸫 1�� 㸫
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ᤵ㻌㻌ᴗ㻌㻌⛉㻌㻌┠㻌㻌➼ ഛ㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌⪃

ู⾲➨䠍䛾䜲䛻ᥖ䛢䜛ᤵᴗ⛉┠䛾䛖䛱䠈ேᩥ⣔
䛾ྛ༊ศ䛻ᒓ䛩䜛ᤵᴗ⛉┠䜢㝖䛟ྛᤵᴗ⛉┠
䛛䜙ᒚ修䛩䜛䚹

ู⾲➨䠍䛾䜲䛻ᥖ䛢䜛ᤵᴗ⛉┠䛾䛖䛱䠈㻔㻝㻕ከᩥ
໬⌮ゎ䛾ⱁ⾡䛸ᩥ໬䠈ⱁ⾡ྐ䠈䜹䝍䝏䛾ᩥ໬Ꮫ
䛾༊ศ䛻ᒓ䛩䜛ᤵᴗ⛉┠୪䜃䛻䠄㻞䠅⮬↛⏺䛾
ᡂ䜚❧䛱䛾䜹䝍䝏䛾⮬↛Ꮫ䛾༊ศ䛻ᒓ䛩䜛ᤵ
ᴗ⛉┠䜢㝖䛟ྛᤵᴗ⛉┠䛛䜙ᒚ修䛩䜛䚹

㻭㼏㼍㼐㼑㼙㼕㼏㻌㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔㻌㻯㼛㼙㼙㼡㼚㼕㼏㼍㼠㼕㼛㼚㻌㻭㻝 㻜㻚㻡

㻭㼏㼍㼐㼑㼙㼕㼏㻌㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔㻌㻯㼛㼙㼙㼡㼚㼕㼏㼍㼠㼕㼛㼚㻌㻭㻞 㻜㻚㻡

㻭㼏㼍㼐㼑㼙㼕㼏㻌㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔㻌㻯㼛㼙㼙㼡㼚㼕㼏㼍㼠㼕㼛㼚㻌㻮㻝 㻜㻚㻡

㻭㼏㼍㼐㼑㼙㼕㼏㻌㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔㻌㻯㼛㼙㼙㼡㼚㼕㼏㼍㼠㼕㼛㼚㻌㻮㻞 㻜㻚㻡

㻭㼏㼍㼐㼑㼙㼕㼏㻌㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔㻌㻸㼕㼠㼑㼞㼍㼏㼥㻌㻭㻝 㻜㻚㻡

㻭㼏㼍㼐㼑㼙㼕㼏㻌㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔㻌㻸㼕㼠㼑㼞㼍㼏㼥㻌㻭㻞 㻜㻚㻡

㻭㼏㼍㼐㼑㼙㼕㼏㻌㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔㻌㻸㼕㼠㼑㼞㼍㼏㼥㻌㻮㻝 㻜㻚㻡

㻭㼏㼍㼐㼑㼙㼕㼏㻌㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔㻌㻸㼕㼠㼑㼞㼍㼏㼥㻌㻮㻞 㻜㻚㻡

䠄䝗䜲䝒ㄒ䠈䝣䝷䞁䝇ㄒ䠈୰ᅜㄒ䠈䝻䝅䜰ㄒ䠅
ึ⣭䠝䠍䡚ึ⣭䠝䠐㻘ึ⣭䠞䠍䡚ึ⣭䠞䠐

ྛ㻜㻚㻡 㻠

䝗䜲䝒ㄒ䠈䝣䝷䞁䝇ㄒ䠈୰ᅜㄒཬ䜃䝻䝅䜰ㄒ䛾
䛖䛱䛛䜙䠍䛴選択䛩䜛䛣䛸䚹
䝗䜲䝒ㄒ䠈䝣䝷䞁䝇ㄒཬ䜃୰ᅜㄒ䛾ึ⣭䠄㻭䠏䠈
䠝䠐䠈䠞䠏䠈䠞䠐䠅䛿ึ⣭䠄䠯䠝䠏䠈䠯䠝䠐䠈䠯䠞䠏䠈䠯䠞
䠐䠅䛷䛭䜜䛮䜜௦᭰䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹

೺ᗣ䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫᐇ⩦ᇶ♏

᝟ሗᇶ♏

ᅜ㝿ே㛫⛉Ꮫ㒊㧗ᗘᩍ㣴⛉┠䛾ྲྀᢅ䛔䛻䛴
䛔䛶䛿ู䛻ᐃ䜑䜛䚹

䜾䝻䞊䝞䝹䞉䝇䝍䝕䜱䞊䝈䞉䝥䝻䜾䝷䝮㻔㻳㻿㻼㻕⛉
┠䠓単位䜢修ᚓ䛧䛯Ꮫ⏕䛿䠈㧗ᗘᩍ㣴⛉┠䛾
修ᚓ䜢せ䛧䛺䛔䚹䛯䛰䛧䠈㧗ᗘᩍ㣴⛉┠䛸䛧䛶
修ᚓ䛜必せ䛺䠐単位ศ䛿䠈つ๎ู⾲➨䠍䛾䝝
䛻ᐃ䜑䜛Ꮫ⛉ᑓ㛛⛉┠䛛䜙修ᚓ䛩䜛䜒䛾䛸䛩
䜛䚹

必修 㻝

選択 㻞

必修 㻞

選択 㻞

必修 㻠

選択必修 㻟

Ꮫ⛉ඹ㏻
⛉ ┠

必修
ู⾲➨㻝䛾䝝䛻ᥖ䛢䜛ᤵᴗ⛉┠䛛䜙ู䛻ᐃ䜑䜛
ᤵᴗ⛉┠

㻣

Ꮫ⛉䝁䜰
⛉ ┠

選択 ู⾲➨䠍䛾䝝䛻ᥖ䛢䜛ᤵᴗ⛉┠ 㻤

必修 㻝㻜

選択 㻝㻜

ᮏᏛ㒊ᑓ㛛⛉┠䠈Ꮫ⛉ᑓ㛛⛉┠䠈௚Ꮫ㒊ᑓ㛛
⛉┠䠈඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠䠄㈨᱁චチ䛾䛯䜑䛾
⛉┠䜢㝖䛟䚹䠅䠈㧗ᗘᩍ㣴⛉┠䛛䜙ᒚ修䛩䜛䚹

ྜ䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷ィ

⮬⏤選択⛉┠ 㻝㻢

㻝㻞㻠

࠙ὀព஦㡯ࠚ
・学科ᑓ㛛科目ࡣ࡚࠸ࡘ࡟㸪ࠕ㧗ᗘᩍ㣴科目ࠖと࡚ࡋ修ᚓࡀᚲ要࡞㸲༢఩をຍえた༢఩ᩘを修ᚓするࡇと。㸦㸴㸲༢఩ � 㸲༢఩ 㸻 㸴㸶༢఩㸧
。ࢇࡏࡲࢀࡉධ⟭ࡣ࡟学科ᑓ㛛科目ࠖの༊ศࠕࡸ㧗ᗘᩍ㣴科目ࠖࠕ。すࡲࢀࡉධ⟭࡟選択科目ࠖ⏤⮬ࠕ㸪ࡣたሙྜࡋ㧗ᗘᩍ㣴科目ࠖを修ᚓࠕ・

ู⾲➨㻝䛾䝝䛻ᥖ䛢䜛ᤵᴗ⛉┠䛛䜙ู䛻ᐃ䜑䜛
ᤵᴗ⛉┠

㻠

䜾䝻䞊䝞䝹䞉䝇
䝍䝕䜱䞊䝈䞉䝥
䝻䜾䝷䝮䠄㻳㻿㻼䠅
⛉┠

ู⾲➨㻝䛾䝝䛻ᥖ䛢䜛ᤵᴗ⛉┠䛛䜙ู䛻ᐃ䜑䜛
ᤵᴗ⛉┠

㻣

㻭㼏㼍㼐㼑㼙㼕㼏㻌㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔㻌㻯㼛㼙㼙㼡㼚㼕㼏㼍㼠㼕㼛㼚㻌㻮㻝䠈㻮㻞䛿䠈
㻭㼏㼍㼐㼑㼙㼕㼏 㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔 㻯㼛㼙㼙㼡㼚㼕㼏㼍㼠㼕㼛㼚 㻮㻝䠈㻮㻞䠄選
ᢤୖ⣭䜽䝷䝇䠅䛷䠈㻭㼏㼍㼐㼑㼙㼕㼏 㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔 㻸㼕㼠㼑㼞㼍㼏㼥
㻮㻝䠈㻮㻞䛿䠈㻭㼏㼍㼐㼑㼙㼕㼏 㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔 㻸㼕㼠㼑㼞㼍㼏㼥 㻮㻝㻘㻮㻞
䠄選ᢤୖ⣭䜽䝷䝇䠅䛷䛭䜜䛮䜜௦᭰䛩䜛䛣䛸䛜
䛷䛝䜛䚹

እᅜㄒ➨䊡

Ꮫ
⛉
ᑓ
㛛
⛉
┠

㻢㻠

Ꮫ⛉ᒎ㛤
⛉ ┠

ู⾲➨㻝䛾䝝䛻ᥖ䛢䜛ᤵᴗ⛉┠䛛䜙ู䛻ᐃ䜑䜛
ᤵᴗ⛉┠

᝟ሗ⛉┠ 㻝

㧗ᗘᩍ㣴⛉┠ 㻠

ᑓ
㻌
㛛
㻌
⛉
㻌
┠

Ꮫ
㒊
ᑓ
㛛
⛉
┠

Ꮫ㒊ඹ㏻
ᇶ♏⛉┠

ู⾲➨㻝䛾䝝䛻ᥖ䛢䜛ᤵᴗ⛉┠䛛䜙ู䛻ᐃ䜑䜛
ᤵᴗ⛉┠

㻟

Ꮫ㒊ඹ㏻
Ⓨᒎ⛉┠

೺ᗣ䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫ 㻝

ᤵᴗ⛉┠䛾༊ศ➼
ᚲせಟᚓ
༢�఩�ᩘ

ᇶ♏ᩍ㣴⛉┠ 㻤

⥲ྜᩍ㣴⛉┠ 㻤

እ
㻌
ᅜ
㻌
ㄒ
㻌
⛉
㻌
┠

እᅜㄒ➨䊠 㻠
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ᤵ㻌㻌ᴗ㻌㻌⛉㻌㻌┠㻌㻌➼ ഛ㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌⪃

ู⾲➨䠍䛾䜲䛻ᥖ䛢䜛ᤵᴗ⛉┠䛾䛖䛱䠈ேᩥ⣔
䛾ྛ༊ศ䛻ᒓ䛩䜛ᤵᴗ⛉┠䜢㝖䛟ྛᤵᴗ⛉┠
䛛䜙ᒚ修䛩䜛䚹

ู⾲➨䠍䛾䜲䛻ᥖ䛢䜛ᤵᴗ⛉┠䛾䛖䛱䠈㻔㻝㻕ከᩥ
໬⌮ゎ䛾ⱁ⾡䛸ᩥ໬䠈ⱁ⾡ྐ䠈䜹䝍䝏䛾ᩥ໬Ꮫ
䛾༊ศ䛻ᒓ䛩䜛ᤵᴗ⛉┠୪䜃䛻䠄㻞䠅⮬↛⏺䛾
ᡂ䜚❧䛱䛾䜹䝍䝏䛾⮬↛Ꮫ䛾༊ศ䛻ᒓ䛩䜛ᤵ
ᴗ⛉┠䜢㝖䛟ྛᤵᴗ⛉┠䛛䜙ᒚ修䛩䜛䚹

㻭㼏㼍㼐㼑㼙㼕㼏㻌㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔㻌㻯㼛㼙㼙㼡㼚㼕㼏㼍㼠㼕㼛㼚㻌㻭㻝 㻜㻚㻡

㻭㼏㼍㼐㼑㼙㼕㼏㻌㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔㻌㻯㼛㼙㼙㼡㼚㼕㼏㼍㼠㼕㼛㼚㻌㻭㻞 㻜㻚㻡

㻭㼏㼍㼐㼑㼙㼕㼏㻌㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔㻌㻯㼛㼙㼙㼡㼚㼕㼏㼍㼠㼕㼛㼚㻌㻮㻝 㻜㻚㻡

㻭㼏㼍㼐㼑㼙㼕㼏㻌㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔㻌㻯㼛㼙㼙㼡㼚㼕㼏㼍㼠㼕㼛㼚㻌㻮㻞 㻜㻚㻡

㻭㼏㼍㼐㼑㼙㼕㼏㻌㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔㻌㻸㼕㼠㼑㼞㼍㼏㼥㻌㻭㻝 㻜㻚㻡

㻭㼏㼍㼐㼑㼙㼕㼏㻌㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔㻌㻸㼕㼠㼑㼞㼍㼏㼥㻌㻭㻞 㻜㻚㻡

㻭㼏㼍㼐㼑㼙㼕㼏㻌㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔㻌㻸㼕㼠㼑㼞㼍㼏㼥㻌㻮㻝 㻜㻚㻡

㻭㼏㼍㼐㼑㼙㼕㼏㻌㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔㻌㻸㼕㼠㼑㼞㼍㼏㼥㻌㻮㻞 㻜㻚㻡

䠄䝗䜲䝒ㄒ䠈䝣䝷䞁䝇ㄒ䠈୰ᅜㄒ䠈䝻䝅䜰ㄒ䠅
ึ⣭䠝䠍䡚ึ⣭䠝䠐㻘ึ⣭䠞䠍䡚ึ⣭䠞䠐

ྛ㻜㻚㻡 㻠

䝗䜲䝒ㄒ䠈䝣䝷䞁䝇ㄒ䠈୰ᅜㄒཬ䜃䝻䝅䜰ㄒ䛾
䛖䛱䛛䜙䠍䛴選択䛩䜛䛣䛸䚹
䝗䜲䝒ㄒ䠈䝣䝷䞁䝇ㄒཬ䜃୰ᅜㄒ䛾ึ⣭䠄㻭䠏䠈
䠝䠐䠈䠞䠏䠈䠞䠐䠅䛿ึ⣭䠄䠯䠝䠏䠈䠯䠝䠐䠈䠯䠞䠏䠈䠯䠞
䠐䠅䛷䛭䜜䛮䜜௦᭰䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹

೺ᗣ䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫᐇ⩦ᇶ♏

᝟ሗᇶ♏

ᅜ㝿ே㛫⛉Ꮫ㒊㧗ᗘᩍ㣴⛉┠䛾ྲྀᢅ䛔䛻䛴
䛔䛶䛿ู䛻ᐃ䜑䜛䚹

䜾䝻䞊䝞䝹䞉䝇䝍䝕䜱䞊䝈䞉䝥䝻䜾䝷䝮㻔㻳㻿㻼㻕⛉
┠䠓単位䜢修ᚓ䛧䛯Ꮫ⏕䛿䠈㧗ᗘᩍ㣴⛉┠䛾
修ᚓ䜢せ䛧䛺䛔䚹䛯䛰䛧䠈㧗ᗘᩍ㣴⛉┠䛸䛧䛶
修ᚓ䛜必せ䛺䠐単位ศ䛿䠈つ๎ู⾲➨䠍䛾䝝
䛻ᐃ䜑䜛Ꮫ⛉ᑓ㛛⛉┠䛛䜙修ᚓ䛩䜛䜒䛾䛸䛩
䜛䚹

必修 㻝

選択 㻞

必修 㻞

選択 㻞

必修 㻠

選択必修 㻟

Ꮫ⛉ඹ㏻
⛉ ┠

必修
ู⾲➨㻝䛾䝝䛻ᥖ䛢䜛ᤵᴗ⛉┠䛛䜙ู䛻ᐃ䜑䜛
ᤵᴗ⛉┠

㻣

Ꮫ⛉䝁䜰
⛉ ┠

選択 ู⾲➨䠍䛾䝝䛻ᥖ䛢䜛ᤵᴗ⛉┠ 㻤

必修 㻝㻜

選択 㻝㻜

ᮏᏛ㒊ᑓ㛛⛉┠䠈Ꮫ⛉ᑓ㛛⛉┠䠈௚Ꮫ㒊ᑓ㛛
⛉┠䠈඲Ꮫඹ㏻ᤵᴗ⛉┠䠄㈨᱁චチ䛾䛯䜑䛾
⛉┠䜢㝖䛟䚹䠅䠈㧗ᗘᩍ㣴⛉┠䛛䜙ᒚ修䛩䜛䚹

ྜ䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷ィ

⮬⏤選択⛉┠ 㻝㻢

㻝㻞㻠

࠙ὀព஦㡯ࠚ
・学科ᑓ㛛科目ࡣ࡚࠸ࡘ࡟㸪ࠕ㧗ᗘᩍ㣴科目ࠖと࡚ࡋ修ᚓࡀᚲ要࡞㸲༢఩をຍえた༢఩ᩘを修ᚓするࡇと。㸦㸴㸲༢఩ � 㸲༢఩ 㸻 㸴㸶༢఩㸧
。ࢇࡏࡲࢀࡉධ⟭ࡣ࡟学科ᑓ㛛科目ࠖの༊ศࠕࡸ㧗ᗘᩍ㣴科目ࠖࠕ。すࡲࢀࡉධ⟭࡟選択科目ࠖ⏤⮬ࠕ㸪ࡣたሙྜࡋ㧗ᗘᩍ㣴科目ࠖを修ᚓࠕ・

ู⾲➨㻝䛾䝝䛻ᥖ䛢䜛ᤵᴗ⛉┠䛛䜙ู䛻ᐃ䜑䜛
ᤵᴗ⛉┠

㻠

䜾䝻䞊䝞䝹䞉䝇
䝍䝕䜱䞊䝈䞉䝥
䝻䜾䝷䝮䠄㻳㻿㻼䠅
⛉┠

ู⾲➨㻝䛾䝝䛻ᥖ䛢䜛ᤵᴗ⛉┠䛛䜙ู䛻ᐃ䜑䜛
ᤵᴗ⛉┠

㻣

㻭㼏㼍㼐㼑㼙㼕㼏㻌㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔㻌㻯㼛㼙㼙㼡㼚㼕㼏㼍㼠㼕㼛㼚㻌㻮㻝䠈㻮㻞䛿䠈
㻭㼏㼍㼐㼑㼙㼕㼏 㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔 㻯㼛㼙㼙㼡㼚㼕㼏㼍㼠㼕㼛㼚 㻮㻝䠈㻮㻞䠄選
ᢤୖ⣭䜽䝷䝇䠅䛷䠈㻭㼏㼍㼐㼑㼙㼕㼏 㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔 㻸㼕㼠㼑㼞㼍㼏㼥
㻮㻝䠈㻮㻞䛿䠈㻭㼏㼍㼐㼑㼙㼕㼏 㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔 㻸㼕㼠㼑㼞㼍㼏㼥 㻮㻝㻘㻮㻞
䠄選ᢤୖ⣭䜽䝷䝇䠅䛷䛭䜜䛮䜜௦᭰䛩䜛䛣䛸䛜
䛷䛝䜛䚹

እᅜㄒ➨䊡

Ꮫ
⛉
ᑓ
㛛
⛉
┠

㻢㻠

Ꮫ⛉ᒎ㛤
⛉ ┠

ู⾲➨㻝䛾䝝䛻ᥖ䛢䜛ᤵᴗ⛉┠䛛䜙ู䛻ᐃ䜑䜛
ᤵᴗ⛉┠

᝟ሗ⛉┠ 㻝

㧗ᗘᩍ㣴⛉┠ 㻠

ᑓ
㻌
㛛
㻌
⛉
㻌
┠

Ꮫ
㒊
ᑓ
㛛
⛉
┠

Ꮫ㒊ඹ㏻
ᇶ♏⛉┠

ู⾲➨㻝䛾䝝䛻ᥖ䛢䜛ᤵᴗ⛉┠䛛䜙ู䛻ᐃ䜑䜛
ᤵᴗ⛉┠

㻟

Ꮫ㒊ඹ㏻
Ⓨᒎ⛉┠

೺ᗣ䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫ 㻝

ᤵᴗ⛉┠䛾༊ศ➼
ᚲせಟᚓ
༢�఩�ᩘ

ᇶ♏ᩍ㣴⛉┠ 㻤

⥲ྜᩍ㣴⛉┠ 㻤

እ
㻌
ᅜ
㻌
ㄒ
㻌
⛉
㻌
┠

እᅜㄒ➨䊠 㻠

－ ��� －

ู⾲➨㸰ࠉᒚಟせ௳㸦➨��᮲㛵ಀ㸧

⛉ቃඹ⏕Ꮫ⎔ࠉࣁ

授  業  科  目  等 備          考

別表第１の࢖にᥖࡆる授業科目のࡕ࠺，♫
఍科学⣔の法学，♫఍学の区分にᒓする授
業科目୪びに自↛科学⣔の≀理学，໬学の
区分にᒓする授業科目を㝖ྛࡃ授業科目࠿
らᒚ修する。

別表第１の࢖にᥖࡆる授業科目の，ࡕ࠺�1�
ከᩥ໬理解の⌧௦♫఍ㄽ，生ά⎔ቃとᢏ⾡
の区分にᒓする授業科目୪びに�3�ࣟࢢーࣂ
シューのᨻ἞と♫఍の区分にᒓする授࢖ࣝ
業科目を㝖ྛࡃ授業科目࠿らᒚ修する。

Academic English Communication A1 0.5

Academic English Communication A2 0.5

Academic English Communication B1 0.5

Academic English Communication B2 0.5

Academic English Literacy A1 0.5

Academic English Literacy A2 0.5

Academic English Literacy B1 0.5

Academic English Literacy B2 0.5

（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語）
初級Ａ１～初級Ａ４,初級Ｂ１～初級Ｂ４

各0.5 4

ドイツ語，フランス語，中国語及びロシア語のう
ちから１つ選択すること。
ドイツ語，フランス語及び中国語の初級（A３，
Ａ４，Ｂ３，Ｂ４）は初級（ＳＡ３，ＳＡ４，ＳＢ３，ＳＢ
４）でそれぞれ代替することができる。

健康・スポーツ科学実習基礎

情報基礎

国際人間科学部高度教養科目の取扱いについ
ては別に定める。

グローバル・スタディーズ・プログラム(GSP)科
目７単位を修得した学生は，高度教養科目の
修得を要しない。ただし，高度教養科目として
修得が必要な４単位分は，規則別表第１の䝙
に定める学科専門科目から修得するものとす
る。

必修 1

選択 2

必修 2

選択 2

必修 4

選択必修 3

学科共通
科 目

必修
別表第１の䝙に掲げる授業科目のうちから別に
定める授業科目

3

学 科 コ ア
科 目

選択 別表第１の䝙に掲げる授業科目 10

必修 10

選択 10

共通専門
基礎科目

選択 別表第１の䝙に掲げる共通専門基礎科目 㻤

本学部専門科目，学科専門科目，他学部専門
科目，全学共通授業科目（資格免許のための科
目を除く。），高度教養科目から履修する。

合　　　　　　　　計

76

専
門
科
目

学
部
専
門
科
目

学部共通
基礎科目

別表第1の䝙に掲げる授業科目のうちから別に
定める授業科目

3

学部共通
発展科目

授業科目の区分等

外
国
語
科
目

外国語第Ⅰ

高度教養科目

4

必要修得
単 位 数

基礎教養科目 6

総合教養科目 6

外国語第Ⅱ

健康・スポーツ科学

情報科目 1

࠙ὀព஦㡯ࠚ
࣭Ꮫ⛉ᑓ㛛⛉┠ࡣ࡚࠸ࡘ࡟㸪ࠕ㧗ᗘᩍ㣴⛉┠࡚ࠖࡋ࡜ಟᚓࡀᚲせ࡞㸲༢఩ࢆຍࡓ࠼༢఩ᩘࢆಟᚓࠋ࡜ࡇࡿࡍ㸦㸵㸴༢఩���㸲༢఩�㸻�㸶㸮༢఩㸧
ࠋࢇࡏࡲࢀࡉධ⟭ࡣ࡟Ꮫ⛉ᑓ㛛⛉┠ࠖの༊ศࠕࡸࠖ┠⛉㧗ᗘᩍ㣴ࠕࠋࡍࡲࢀࡉධ⟭࡟ࠖ┠⛉㑅ᢥ⏤⮬ࠕ㸪ࡣሙྜࡓࡋಟᚓࢆࠖ┠⛉㧗ᗘᩍ㣴ࠕ࣭

Academic English Communication B1，B2は，
Academic English Communication B1，B2（選
抜上級クラス）で，Academic English Literacy
B1，B2は，Academic English　Literacy B1,B2
（選抜上級クラス）でそれぞれ代替することがで
きる。

学科展開
科 目

別表第１の䝙に掲げる授業科目のうちから別に
定める授業科目

学
科
専
門
科
目

4

1

自由選択科目 㻤

124

別表第1の䝙に掲げる授業科目のうちから別に
定める授業科目

4

グローバル・ス
タディーズ・プ
ログラム（GSP）
科目

別表第1の䝙に掲げる授業科目のうちから別に
定める授業科目

7

－ ��� －㸫 1�9 㸫
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ニࠉᏊࡶ࡝ᩍ育Ꮫ⛉

授  業  科  目  等 備          考

別表第１のイに掲げる授業科目のうち，人文系
の各区分に属する授業科目を除く各授業科目
から履修する。

別表第１のイに掲げる授業科目のうち，（1）多
文化理解の教育と人間形成の区分の授業科目
を除く各授業科目から履修する。

Academic English Communication A1 0.5

Academic English Communication A2 0.5

Academic English Communication B1 0.5

Academic English Communication B2 0.5

Academic English Literacy A1 0.5

Academic English Literacy A2 0.5

Academic English Literacy B1 0.5

Academic English Literacy B2 0.5

（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語）
初級Ａ１～初級Ａ４,初級Ｂ１～初級Ｂ４

各0.5 4

ドイツ語，フランス語，中国語及びロシア語の
うちから１つ選択すること。
ドイツ語，フランス語及び中国語の初級（A３，
Ａ４，Ｂ３，Ｂ４）は初級（ＳＡ３，ＳＡ４，ＳＢ３，ＳＢ
４）でそれぞれ代替することができる。

健康・スポーツ科学実習基礎

情報基礎

国際人間科学部高度教養科目の取扱いにつ
いては別に定める。

グローバル・スタディーズ・プログラム(GSP)科
目７単位を修得した学生は，高度教養科目の
修得を要しない。ただし，高度教養科目として
修得が必要な４単位分は，規則別表第１のホ
に定める学科専門科目から修得するものとす
る。

必修 3

選択 1

必修 2

選択 2

必修 4

選択必修 3

必修 10

選択 2

学 科 コ ア
科 目

選択 別表第１のホに掲げる授業科目 10

必修 19

選択 6

本学部専門科目，学科専門科目，他学部専門
科目，全学共通授業科目（資格免許のための
科目を除く。），高度教養科目から履修する。

合　　　　　　　　計

1

外
国
語
科
目

外国語第Ⅰ 4

4

1

専
門
科
目

高度教養科目

外国語第Ⅱ

健康・スポーツ科学

情報科目

学
科
専
門
科
目

124

別表第1のホに掲げる授業科目のうちから別に
定める授業科目

4

グローバル・ス
タディーズ・プ
ログラム（GSP）
科目

別表第1のホに掲げる授業科目のうちから別に
定める授業科目

7

76

学科展開
科 目

別表第1のホに掲げる授業科目のうち別に定め
る授業科目

学科共通
科 目

別表第1のホに掲げる授業科目のうちから別に
定める授業科目

࠙ὀព஦㡯ࠚ
࣭Ꮫ⛉ᑓ㛛⛉┠ࡣ࡚࠸ࡘ࡟㸪ࠕ㧗ᗘᩍ㣴⛉┠࡚ࠖࡋ࡜ಟᚓࡀᚲせ࡞㸲༢఩ࢆຍࡓ࠼༢఩ᩘࢆಟᚓࠋ࡜ࡇࡿࡍ㸦㸵㸴༢఩���㸲༢఩�㸻�㸶㸮༢఩㸧
ࠋࢇࡏࡲࢀࡉධ⟭ࡣ࡟Ꮫ⛉ᑓ㛛⛉┠ࠖの༊ศࠕࡸࠖ┠⛉㧗ᗘᩍ㣴ࠕࠋࡍࡲࢀࡉධ⟭࡟ࠖ┠⛉㑅ᢥ⏤⮬ࠕ㸪ࡣሙྜࡓࡋಟᚓࢆࠖ┠⛉㧗ᗘᩍ㣴ࠕ࣭

Academic English Communication B1，B2は，
Academic English Communication B1，B2（選
抜上級クラス）で，Academic English Literacy
B1，B2は，Academic English Literacy B1,B2
（選抜上級クラス）でそれぞれ代替することが
できる。

授業科目の区分等
必要修得
単 位 数

基礎教養科目 6

総合教養科目 6

学
部
専
門
科
目

学部共通
基礎科目

別表第1のホに掲げる授業科目のうちから別に
定める授業科目

4

学部共通
発展科目

自由選択科目 7

－ ��� －㸫 1�0 㸫
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授  業  科  目  等 備          考

別表第１のイに掲げる授業科目のうち，人文系
の各区分に属する授業科目を除く各授業科目
から履修する。

別表第１のイに掲げる授業科目のうち，（1）多
文化理解の教育と人間形成の区分の授業科目
を除く各授業科目から履修する。

Academic English Communication A1 0.5

Academic English Communication A2 0.5

Academic English Communication B1 0.5

Academic English Communication B2 0.5

Academic English Literacy A1 0.5

Academic English Literacy A2 0.5

Academic English Literacy B1 0.5

Academic English Literacy B2 0.5

（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語）
初級Ａ１～初級Ａ４,初級Ｂ１～初級Ｂ４

各0.5 4

ドイツ語，フランス語，中国語及びロシア語の
うちから１つ選択すること。
ドイツ語，フランス語及び中国語の初級（A３，
Ａ４，Ｂ３，Ｂ４）は初級（ＳＡ３，ＳＡ４，ＳＢ３，ＳＢ
４）でそれぞれ代替することができる。

健康・スポーツ科学実習基礎

情報基礎

国際人間科学部高度教養科目の取扱いにつ
いては別に定める。

グローバル・スタディーズ・プログラム(GSP)科
目７単位を修得した学生は，高度教養科目の
修得を要しない。ただし，高度教養科目として
修得が必要な４単位分は，規則別表第１のホ
に定める学科専門科目から修得するものとす
る。

必修 3

選択 1

必修 2

選択 2

必修 4

選択必修 3

必修 10

選択 2

学 科 コ ア
科 目

選択 別表第１のホに掲げる授業科目 10

必修 19

選択 6

本学部専門科目，学科専門科目，他学部専門
科目，全学共通授業科目（資格免許のための
科目を除く。），高度教養科目から履修する。

合　　　　　　　　計

1

外
国
語
科
目

外国語第Ⅰ 4

4

1

専
門
科
目

高度教養科目

外国語第Ⅱ

健康・スポーツ科学

情報科目

学
科
専
門
科
目

124

別表第1のホに掲げる授業科目のうちから別に
定める授業科目

4

グローバル・ス
タディーズ・プ
ログラム（GSP）
科目

別表第1のホに掲げる授業科目のうちから別に
定める授業科目

7

76

学科展開
科 目

別表第1のホに掲げる授業科目のうち別に定め
る授業科目

学科共通
科 目

別表第1のホに掲げる授業科目のうちから別に
定める授業科目

࠙ὀព஦㡯ࠚ
࣭Ꮫ⛉ᑓ㛛⛉┠ࡣ࡚࠸ࡘ࡟㸪ࠕ㧗ᗘᩍ㣴⛉┠࡚ࠖࡋ࡜ಟᚓࡀᚲせ࡞㸲༢఩ࢆຍࡓ࠼༢఩ᩘࢆಟᚓࠋ࡜ࡇࡿࡍ㸦㸵㸴༢఩���㸲༢఩�㸻�㸶㸮༢఩㸧
ࠋࢇࡏࡲࢀࡉධ⟭ࡣ࡟Ꮫ⛉ᑓ㛛⛉┠ࠖの༊ศࠕࡸࠖ┠⛉㧗ᗘᩍ㣴ࠕࠋࡍࡲࢀࡉධ⟭࡟ࠖ┠⛉㑅ᢥ⏤⮬ࠕ㸪ࡣሙྜࡓࡋಟᚓࢆࠖ┠⛉㧗ᗘᩍ㣴ࠕ࣭

Academic English Communication B1，B2は，
Academic English Communication B1，B2（選
抜上級クラス）で，Academic English Literacy
B1，B2は，Academic English Literacy B1,B2
（選抜上級クラス）でそれぞれ代替することが
できる。

授業科目の区分等
必要修得
単 位 数

基礎教養科目 6

総合教養科目 6

学
部
専
門
科
目

学部共通
基礎科目

別表第1のホに掲げる授業科目のうちから別に
定める授業科目

4

学部共通
発展科目

自由選択科目 7

－ ��� －

 

 

ู⾲➨㸱   ྲྀᚓ࡛ࡿࡁ教ဨのචチ≧の✀㢮ཬࡧචチ教科㸦➨��᮲㛵ಀ㸧 
 

学   科   ྡ චチ状の✀㢮 චチ教科 

グローバル文化学科 
中学校教ㅍ୍✀චチ状 

㧗等学校教ㅍ୍✀චチ状 

ⱥ ㄒ 

ⱥ ㄒ 

Ⓨ㐩コ࣑ࣗ࢕ࢸࢽ学科 

中学校教ㅍ୍✀චチ状 

㧗等学校教ㅍ୍✀චチ状

中学校教ㅍ୍✀චチ状 

㧗等学校教ㅍ୍✀චチ状

中学校教ㅍ୍✀චチ状 

㧗等学校教ㅍ୍✀චチ状 

保೺体育

保೺体育

㡢  ᴦ 

㡢  ᴦ 

⨾  ⾡ 

⨾  ⾡ 

⎔ቃ共生学科 

中学校教ㅍ୍✀චチ状 

㧗等学校教ㅍ୍✀චチ状

中学校教ㅍ୍✀චチ状 

㧗等学校教ㅍ୍✀චチ状

中学校教ㅍ୍✀චチ状 

㧗等学校教ㅍ୍✀චチ状

中学校教ㅍ୍✀චチ状 

㧗等学校教ㅍ୍✀චチ状

㧗等学校教ㅍ୍✀චチ状 

理  科 

理  科 

ᩘ  学 

ᩘ  学 

ᐙ  ᗞ 

ᐙ  ᗞ 

社  会 

ᆅ理Ṕྐ

බ  Ẹ 

子ども教育学科 

幼⛶ᅬ教ㅍ୍✀චチ状

小学校教ㅍ୍✀චチ状 

特別支援学校教ㅍ୍✀චチ状 

 

 

－ ��� －－ ��� －－ ��� －㸫 1�1 㸫



㸰 ⚄ᡞ኱学国際人間科学部⫈ㅮ⏕つ⛬

（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ） 

㸦㊃  ᪨㸧 

➨㸯᮲  ࡇのつ⛬は，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部つ （๎ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ）第 25᮲の

つᐃにᇶ࡙き，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部（௨ୗ「本学部」とい࠺。）の⫈ㅮ生に関しᚲ要な

事項をᐃࡵるࡶのとする。 

㸦チ  ྍ㸧 

➨㸰᮲�  ⫈ㅮ生として入学をᚿ㢪する者࠶ࡀるときは，学生のಟ学にᕪしᨭ࠼ない⠊ᅖに

，の㆟を⤒て（。࠺௨ୗ「教授఍」とい）いて，㑅⪃のୖ，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部教授఍࠾

。をチྍするࢀࡇ

㸦ධ学㈨᱁㸧 

➨㸱᮲�  ⫈ㅮ生として入学するࡇとのできる者は，次の各ྕのいࢀࡎかにヱᙜする者とす

る。 

(1) ኱学（▷ᮇ኱学をྵࡴ。）を༞業した者 

(2) 外ᅜに࠾いて，学ᰯ教育に࠾ける 14年の課⛬をಟ஢した者 

(3) 本学部に࠾いて，前各ྕにᥖࡆる者とྠ等௨ୖの学ຊ࠶ࡀるとㄆࡵた者 

２ 前項のつᐃにかかࢃらࡎ，㧗等学ᰯ（特ูᨭ᥼学ᰯ㧗等部をྵࡴ。）を༞業した者で，本

学部に࠾いて，特ูの事᝟࠶ࡀるとㄆࡵたࡶのは，⫈ㅮ生として入学するࡇとࡀできる。 

㸦ฟ㢪ᡭ⥆㸧 

➨㸲᮲�  ⫈ㅮ生として入学をᚿ㢪する者は，所ᐃのᮇ日までに，᳨ᐃ料を⣡௜したୖ，次

の各ྕにᥖࡆる᭩類を⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部㛗（௨ୗ「学部㛗」とい࠺。）にᥦฟしなけ

 。ならないࡤࢀ

(1) ⫈ㅮ生㢪᭩（所ᐃのᵝᘧ） 

(2) ᒚṔ᭩（所ᐃのᵝᘧ） 

(3) ᭱⤊ฟ身学ᰯの༞業証᫂᭩及びᡂ⦼証᫂᭩ 

(4) ෗┿（ฟ㢪前３か月௨内に᧜ᙳしたࡶの） 

(5) ᣺᭰ᡶ込ཷ௜証᫂᭩（所ᐃのᵝᘧ） 

(6) その他本学部に࠾いてᚲ要とㄆࡵる᭩類 

２ ఍♫等（ᐁබᗇをྵࡴ。）にᅾ⫋している者は，前項各ྕにᥖࡆる᭩類の࡯か，ᅾ⫋のま

ま入学するࡇとについての所ᒓ㛗のᢎㄆ᭩をᥦฟしなけࡤࢀならない。 

３ ⌧⫋教育のたࡵ௵࿨ᶒ者の࿨にࡼりὴ㐵さࢀた教⫋ဨは，第１項各ྕにᥖࡆる᭩類の࡯

か，そのࡇとを証᫂する᭩類（໅務ᰯ，⫋ྡ，Ặྡ，⫈ㅮᮇ間，目ⓗ等を記㍕したࡶの）

をᥦฟしなけࡤࢀならない。

４ 日本にᒃఫしている外ᅜேにࡗ࠶ては，第１項各ྕ୪びに第２項ཪは前項にᥖࡆる᭩類

の࡯か，ఫẸ⚊の෗し（ᥦฟ日前 30日௨内にసᡂさࢀたࡶのに限る。）ཪはࢀࡇに௦ࢃる
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㸰 ⚄ᡞ኱学国際人間科学部⫈ㅮ⏕つ⛬

（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ） 

㸦㊃  ᪨㸧 

➨㸯᮲  ࡇのつ⛬は，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部つ （๎ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ）第 25᮲の

つᐃにᇶ࡙き，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部（௨ୗ「本学部」とい࠺。）の⫈ㅮ生に関しᚲ要な

事項をᐃࡵるࡶのとする。 

㸦チ  ྍ㸧 

➨㸰᮲�  ⫈ㅮ生として入学をᚿ㢪する者࠶ࡀるときは，学生のಟ学にᕪしᨭ࠼ない⠊ᅖに

，の㆟を⤒て（。࠺௨ୗ「教授఍」とい）いて，㑅⪃のୖ，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部教授఍࠾

。をチྍするࢀࡇ

㸦ධ学㈨᱁㸧 

➨㸱᮲�  ⫈ㅮ生として入学するࡇとのできる者は，次の各ྕのいࢀࡎかにヱᙜする者とす

る。 

(1) ኱学（▷ᮇ኱学をྵࡴ。）を༞業した者 

(2) 外ᅜに࠾いて，学ᰯ教育に࠾ける 14年の課⛬をಟ஢した者 

(3) 本学部に࠾いて，前各ྕにᥖࡆる者とྠ等௨ୖの学ຊ࠶ࡀるとㄆࡵた者 

２ 前項のつᐃにかかࢃらࡎ，㧗等学ᰯ（特ูᨭ᥼学ᰯ㧗等部をྵࡴ。）を༞業した者で，本

学部に࠾いて，特ูの事᝟࠶ࡀるとㄆࡵたࡶのは，⫈ㅮ生として入学するࡇとࡀできる。 

㸦ฟ㢪ᡭ⥆㸧 

➨㸲᮲�  ⫈ㅮ生として入学をᚿ㢪する者は，所ᐃのᮇ日までに，᳨ᐃ料を⣡௜したୖ，次

の各ྕにᥖࡆる᭩類を⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部㛗（௨ୗ「学部㛗」とい࠺。）にᥦฟしなけ

 。ならないࡤࢀ

(1) ⫈ㅮ生㢪᭩（所ᐃのᵝᘧ） 

(2) ᒚṔ᭩（所ᐃのᵝᘧ） 

(3) ᭱⤊ฟ身学ᰯの༞業証᫂᭩及びᡂ⦼証᫂᭩ 

(4) ෗┿（ฟ㢪前３か月௨内に᧜ᙳしたࡶの） 

(5) ᣺᭰ᡶ込ཷ௜証᫂᭩（所ᐃのᵝᘧ） 

(6) その他本学部に࠾いてᚲ要とㄆࡵる᭩類 

２ ఍♫等（ᐁබᗇをྵࡴ。）にᅾ⫋している者は，前項各ྕにᥖࡆる᭩類の࡯か，ᅾ⫋のま

ま入学するࡇとについての所ᒓ㛗のᢎㄆ᭩をᥦฟしなけࡤࢀならない。 

３ ⌧⫋教育のたࡵ௵࿨ᶒ者の࿨にࡼりὴ㐵さࢀた教⫋ဨは，第１項各ྕにᥖࡆる᭩類の࡯

か，そのࡇとを証᫂する᭩類（໅務ᰯ，⫋ྡ，Ặྡ，⫈ㅮᮇ間，目ⓗ等を記㍕したࡶの）

をᥦฟしなけࡤࢀならない。

４ 日本にᒃఫしている外ᅜேにࡗ࠶ては，第１項各ྕ୪びに第２項ཪは前項にᥖࡆる᭩類

の࡯か，ఫẸ⚊の෗し（ᥦฟ日前 30日௨内にసᡂさࢀたࡶのに限る。）ཪはࢀࡇに௦ࢃる

᭩類をᥦฟしなけࡤࢀならない。 

㸦㑅⪃᪉ἲ㸧 

➨㸳᮲  入学ᚿ㢪者にᑐする㑅⪃は，᭩類ᑂᰝ及び㠃᥋にࡼり⾜࠺。 

２ 前項のつᐃにかかࢃらࡎ，ᚲ要とㄆࡵるときは，教授఍の㆟を⤒て，㠃᥋を┬␎するࡇ

とࡀできる。 

㸦ධ学ᩱ及びᤵᴗᩱ㸧 

➨㸴᮲  㑅⪃に合᱁した者は，所ᐃのᮇ日までに入学料及び授業料を⣡௜しなけࡤࢀなら

ない。 

㸦⌧⫋ᩍ⫱࡟ಀ᳨ࡿᐃᩱ㸪ධ学ᩱ及びᤵᴗᩱ࠸ᢅྲྀࡢ㸧�

➨㸵᮲  ⌧⫋教育のたࡵ௵࿨ᶒ者の࿨にࡼりὴ㐵さࢀた教⫋ဨについては，᳨ᐃ料，入学

料及び授業料はᚩ཰しない。 

㸦在⡠ᮇ間㸧 

➨㸶᮲  ⫈ㅮ生のᅾ⡠ᮇ間は，⫈ㅮをチྍさࢀた授業⛉目の㛤ㅮ学ᮇとし，１年௨内とす

る。 

２ 特ูの理⏤にࡼり，前項のᅾ⡠ᮇ間にᘬき⥆き⫈ㅮをᚿ㢪する者については，前項のつ

ᐃにかかࢃらࡎ，教授఍の㆟を⤒て，ᅾ⡠ᮇ間をᘏ㛗するࡇと࠶ࡀる。ただし，その場合

のᅾ⡠ᮇ間は，㏻⟬して２年を限度とするࡶのとする。 

㸦⫈ㅮ科┠㸧 

➨㸷᮲  ⫈ㅮできる授業⛉目は，１学ᮇ６༢఩௨内とする。 

２ ⫈ㅮをチྍする授業⛉目は，学ᮇࡈとにูにᐃࡵる。 

㸦⫈ㅮド᫂᭩ࡢ஺௜㸧 

➨ 10᮲ ⫈ㅮした授業⛉目について証᫂を㢪いฟた者には，⫈ㅮ証᫂᭩を஺௜する。 

㸦㏥  学㸧 

➨ 11᮲ ⫈ㅮ生ࡀ㏥学し࠺ࡼとするときは，学部㛗に㢪いฟてチྍをཷけなけࡤࢀならな

い。 

㸦㝖  ⡠㸧 

➨ 12᮲ ⫈ㅮ生ࡀ次の各ྕのいࢀࡎかにヱᙜするときは，教授఍の㆟を⤒て，学部㛗ࡇࡀ

。を除⡠するࢀ

(1) ⫈ㅮ生として୙㒔合な⾜Ⅽࡗ࠶ࡀたとき。 

(2) 授業料⣡௜の⩏務をᛰࡗたとき。 

㸦㞧  ๎㸧 

➨ 13᮲ ࡇのつ⛬にᐃࡵるࡶのの࡯か，ࡇのつ⛬のᐇ施に関しᚲ要な事項は，教授఍の㆟

を⤒て，学部㛗ࡀᐃࡵる。 

附 ๎�

のつ⛬は，ᖹᡂࡇ 29年４月１日から施⾜する。 

附 ๎（令和ඖ年㸶月 30日）

 。のつ⛬は，令和ඖ年９月１日から施⾜するࡇ
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㸱 ⚄ᡞ኱学国際人間科学部科┠➼ᒚಟ⏕つ⛬

（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ） 

㸦㊃  ᪨㸧 

➨㸯᮲  ࡇのつ⛬は，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部つ （๎ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ）第 25᮲の

つᐃにᇶ࡙き，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部（௨ୗ「本学部」とい࠺。）の⛉目等ᒚಟ生に関し

ᚲ要な事項をᐃࡵるࡶのとする。 

㸦チ  ྍ㸧 

➨㸰᮲  ⛉目等ᒚಟ生として入学をᚿ㢪する者࠶ࡀるときは，学生のಟ学にᕪしᨭ࠼ない

⠊ᅖに࠾いて，㑅⪃のୖ，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部教授఍（௨ୗ「教授఍」とい࠺。）の㆟

を⤒て，ࢀࡇをチྍする。

㸦ධ学㈨᱁㸧 

➨㸱᮲  ⛉目等ᒚಟ生として入学するࡇとのできる者は，次の各ྕのいࢀࡎかにヱᙜする

者とする。

(1) ኱学（▷ᮇ኱学をྵࡴ。）を༞業した者 

(2) 外ᅜに࠾いて，学ᰯ教育に࠾ける 14年の課⛬をಟ஢した者 

(3) 本学部に࠾いて，前各ྕにᥖࡆる者とྠ等௨ୖの学ຊ࠶ࡀるとㄆࡵた者 

㸦ฟ㢪ᡭ⥆㸧 

➨㸲᮲  ⛉目等ᒚಟ生として入学をᚿ㢪する者は，所ᐃのᮇ日までに，᳨ᐃ料を⣡௜した

ୖ，次の各ྕにᥖࡆる᭩類を⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部㛗（௨ୗ「学部㛗」とい࠺。）にᥦฟ

しなけࡤࢀならない。 

(1) ⛉目等ᒚಟ生㢪᭩（所ᐃのᵝᘧ） 

(2) ᒚṔ᭩（所ᐃのᵝᘧ） 

(3) ᭱⤊ฟ身学ᰯの༞業証᫂᭩及びᡂ⦼証᫂᭩ 

(4) ෗┿（ฟ㢪前３か月௨内に᧜ᙳしたࡶの） 

(5) ᣺᭰ᡶ込ཷ௜証᫂᭩（所ᐃのᵝᘧ） 

(6) その他本学部に࠾いてᚲ要とㄆࡵる᭩類 

２ ఍♫等（ᐁබᗇをྵࡴ。）にᅾ⫋している者は，前項各ྕにᥖࡆる᭩類の࡯か，ᅾ⫋のま

ま入学するࡇとについての所ᒓ㛗のᢎㄆ᭩をᥦฟしなけࡤࢀならない。 

３ ⌧⫋教育のたࡵ௵࿨ᶒ者の࿨にࡼりὴ㐵さࢀた教⫋ဨは，第１項各ྕにᥖࡆる᭩類の࡯

か，そのࡇとを証᫂する᭩類（໅務ᰯ，⫋ྡ，Ặྡ，ᒚಟᮇ間，目ⓗ等を記㍕したࡶの）

をᥦฟしなけࡤࢀならない。 

４ 日本にᒃఫしている外ᅜேにࡗ࠶ては，第１項各ྕ୪びに第２項ཪは前項にᥖࡆる᭩類

の࡯か，ఫẸ⚊の෗し（ᥦฟ日前 30日௨内にసᡂさࢀたࡶのに限る。）ཪはࢀࡇに௦ࢃる

᭩類をᥦฟしなけࡤࢀならない。 

㸫 1�� 㸫



㸱 ⚄ᡞ኱学国際人間科学部科┠➼ᒚಟ⏕つ⛬

（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ） 

㸦㊃  ᪨㸧 

➨㸯᮲  ࡇのつ⛬は，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部つ （๎ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ）第 25᮲の

つᐃにᇶ࡙き，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部（௨ୗ「本学部」とい࠺。）の⛉目等ᒚಟ生に関し

ᚲ要な事項をᐃࡵるࡶのとする。 

㸦チ  ྍ㸧 

➨㸰᮲  ⛉目等ᒚಟ生として入学をᚿ㢪する者࠶ࡀるときは，学生のಟ学にᕪしᨭ࠼ない

⠊ᅖに࠾いて，㑅⪃のୖ，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部教授఍（௨ୗ「教授఍」とい࠺。）の㆟

を⤒て，ࢀࡇをチྍする。

㸦ධ学㈨᱁㸧 

➨㸱᮲  ⛉目等ᒚಟ生として入学するࡇとのできる者は，次の各ྕのいࢀࡎかにヱᙜする

者とする。

(1) ኱学（▷ᮇ኱学をྵࡴ。）を༞業した者 

(2) 外ᅜに࠾いて，学ᰯ教育に࠾ける 14年の課⛬をಟ஢した者 

(3) 本学部に࠾いて，前各ྕにᥖࡆる者とྠ等௨ୖの学ຊ࠶ࡀるとㄆࡵた者 

㸦ฟ㢪ᡭ⥆㸧 

➨㸲᮲  ⛉目等ᒚಟ生として入学をᚿ㢪する者は，所ᐃのᮇ日までに，᳨ᐃ料を⣡௜した

ୖ，次の各ྕにᥖࡆる᭩類を⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部㛗（௨ୗ「学部㛗」とい࠺。）にᥦฟ

しなけࡤࢀならない。 

(1) ⛉目等ᒚಟ生㢪᭩（所ᐃのᵝᘧ） 

(2) ᒚṔ᭩（所ᐃのᵝᘧ） 

(3) ᭱⤊ฟ身学ᰯの༞業証᫂᭩及びᡂ⦼証᫂᭩ 

(4) ෗┿（ฟ㢪前３か月௨内に᧜ᙳしたࡶの） 

(5) ᣺᭰ᡶ込ཷ௜証᫂᭩（所ᐃのᵝᘧ） 

(6) その他本学部に࠾いてᚲ要とㄆࡵる᭩類 

２ ఍♫等（ᐁබᗇをྵࡴ。）にᅾ⫋している者は，前項各ྕにᥖࡆる᭩類の࡯か，ᅾ⫋のま

ま入学するࡇとについての所ᒓ㛗のᢎㄆ᭩をᥦฟしなけࡤࢀならない。 

３ ⌧⫋教育のたࡵ௵࿨ᶒ者の࿨にࡼりὴ㐵さࢀた教⫋ဨは，第１項各ྕにᥖࡆる᭩類の࡯

か，そのࡇとを証᫂する᭩類（໅務ᰯ，⫋ྡ，Ặྡ，ᒚಟᮇ間，目ⓗ等を記㍕したࡶの）

をᥦฟしなけࡤࢀならない。 

４ 日本にᒃఫしている外ᅜேにࡗ࠶ては，第１項各ྕ୪びに第２項ཪは前項にᥖࡆる᭩類

の࡯か，ఫẸ⚊の෗し（ᥦฟ日前 30日௨内にసᡂさࢀたࡶのに限る。）ཪはࢀࡇに௦ࢃる

᭩類をᥦฟしなけࡤࢀならない。 

㸦㑅⪃᪉ἲ㸧 

➨㸳᮲  入学ᚿ㢪者にᑐする㑅⪃は，᭩類ᑂᰝ及び㠃᥋にࡼり⾜࠺。 

２ 前項のつᐃにかかࢃらࡎ，ᚲ要とㄆࡵるときは，教授఍の㆟を⤒て，㠃᥋を┬␎するࡇ

とࡀできる。 

㸦ධ学ᩱ及びᤵᴗᩱ㸧 

➨㸴᮲  㑅⪃に合᱁した者は，所ᐃのᮇ日までに入学料及び授業料を⣡௜しなけࡤࢀなら

ない。

㸦⌧⫋ᩍ⫱࡟ಀ᳨ࡿᐃᩱ及びධ学ᩱ࠸ᢅྲྀࡢ㸧 

➨㸵᮲  ⌧⫋教育のたࡵ௵࿨ᶒ者の࿨にࡼりὴ㐵さࢀた教⫋ဨについては，᳨ᐃ料及び入

学料はᚩ཰しない。 

㸦在⡠ᮇ間㸧 

➨㸶᮲  ⛉目等ᒚಟ生のᅾ⡠ᮇ間は，ᒚಟをチྍさࢀた授業⛉目の㛤ㅮ学ᮇとし，１年௨

内とする。

２ 特ูの理⏤にࡼり，前項のᅾ⡠ᮇ間にᘬき⥆きᒚಟをᚿ㢪する者については，前項のつ

ᐃにかかࢃらࡎ，教授఍の㆟を⤒て，ᅾ⡠ᮇ間をᘏ㛗するࡇと࠶ࡀる。ただし，その場合

のᅾ⡠ᮇ間は，㏻⟬して２年を限度とするࡶのとする。 

㸦ᒚಟ科┠㸧 

➨㸷᮲  ᒚಟできる授業⛉目は，１学ᮇ６༢఩௨内とする。 

２ ᒚಟをチྍする授業⛉目は，学ᮇࡈとにูにᐃࡵる。 

㸦ヨ  㦂㸧 

➨ 10 ᮲ ⛉目等ᒚಟ生は，ᒚಟした授業⛉目についてヨ㦂をཷけるࡇとࡀできる。

㸦༢఩ಟᚓド᫂᭩ࡢ஺௜㸧�

➨ 11 ᮲ ⛉目等ᒚಟ生にᑐしては，前᮲のヨ㦂に合᱁した授業⛉目について，༢఩ಟᚓ証 

᫂᭩を஺௜する。

㸦㏥  学㸧 

➨ 12 ᮲ ⛉目等ᒚಟ生ࡀ㏥学し࠺ࡼとするときは，学部㛗に㢪いฟてチྍをཷけなけࡤࢀ

ならない。

㸦㝖  ⡠㸧 

➨ 13 ᮲ ⛉目等ᒚಟ生ࡀ次の各ྕのいࢀࡎかにヱᙜするときは，教授఍の㆟を⤒て，学部

㛗ࢀࡇࡀを除⡠する。 

(1) ⛉目等ᒚಟ生として୙㒔合な⾜Ⅽࡗ࠶ࡀたとき。 

(2) 授業料⣡௜の⩏務をᛰࡗたとき。 

㸦㞧  ๎㸧 

➨ 14 ᮲ ࡇのつ⛬にᐃࡵるࡶのの࡯か，ࡇのつ⛬のᐇ施に関しᚲ要な事項は，教授఍の㆟

を⤒て，学部㛗ࡀᐃࡵる。

附 ๎�

のつ⛬は，ᖹᡂࡇ 29 年４月１日から施⾜する。 
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㸲 ⚄ᡞ኱学国際人間科学部እ国人≉ู学⏕ධ学㑅⪃つ⛬

（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ） 

㸦㊃  ᪨㸧 

➨㸯᮲  ࡇのつ⛬は，⚄ᡞ኱学教学つ๎（ᖹᡂ 16年４月１日制ᐃ）第 83᮲につᐃする外

ᅜே特ู学生として，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部（௨ୗ「本学部」とい࠺。）に入学をᚿ㢪す

る者の㑅⪃に関するᚲ要な事項をᐃࡵるࡶのとする。

㸦ධ学㈨᱁㸧 

➨㸰᮲  外ᅜே特ู学生として入学するࡇとのできる者は，外ᅜேで次の各ྕのいࢀࡎか

にヱᙜする者とする。 

(1) 外ᅜに࠾いて，学ᰯ教育に࠾ける 12年の課⛬をಟ஢した者 

(2) 本学部に࠾いて，前ྕとྠ等௨ୖの学ຊ࠶ࡀるとㄆࡵた者 

㸦ฟ㢪ᡭ⥆㸧 

➨㸱᮲  外ᅜே特ู学生として入学をᚿ㢪する者は，所ᐃのᮇ日までに，᳨ᐃ料を⣡௜し

たୖ，次の各ྕにᥖࡆる᭩類を⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部㛗（௨ୗ「学部㛗」とい࠺。）にᥦ

ฟしなけࡤࢀならない。 

(1) 入学㢪᭩ 

(2) ᒚṔ᭩及び෗┿ 

(3) ᅾ学ⱝしくはฟ身学ᰯ㛗ࡀసᡂしたㄪᰝ᭩ཪは学業ᡂ⦼証᫂᭩及び༞業証᫂᭩ 

(4) ಟ学にᕪしᨭ࠼ない⛬度に日本ㄒを⩦ᚓしているࡇとの証᫂᭩ 

(5) 日本にᒃఫしている者は，ఫẸ⚊の෗し（ᥦฟ日前 30 日௨内にసᡂさࢀたࡶのに限

る。）ཪはࢀࡇに௦ࢃる᭩類 

(6) ᣺᭰ᡶ込ཷ௜証᫂᭩（所ᐃのᵝᘧ） 

㸦㑅⪃᪉ἲ㸧 

➨㸲᮲  入学ᚿ㢪者にᑐする㑅⪃は，次の各ྕにᐃࡵる事項を⥲合຺案して⾜࠺。 

(1) 学ຊヨ㦂及び㠃᥋ 

(2) 日本ㄒ⩦ᚓの⛬度 

(3) ᅾ学ⱝしくはฟ身学ᰯ㛗ࡀసᡂしたㄪᰝ᭩ཪは学業ᡂ⦼証᫂᭩ 

２ ᅜ㈝外ᅜே␃学生制度ᐇ施要項（᫛和 29年３月 31日ᩥ部኱⮧⿢ᐃ）第３᮲にࡼり㑅ᐃ

さࢀた者については，学ຊヨ㦂及び㠃᥋を免除するࡇとࡀできる。 

㸦ධ学᫬ᮇ㸧 

➨㸳᮲  入学の時ᮇは，学ᮇのึࡵとする。

㸦㞧  ๎㸧 

➨㸴᮲  ࡇのつ⛬にᐃࡵるࡶのの࡯か，ࡇのつ⛬のᐇ施に関しᚲ要な事項は，⚄ᡞ኱学ᅜ

㝿ே間⛉学部教授఍の㆟を⤒て，学部㛗ࡀᐃࡵる。

附 ๎�

のつ⛬は，ᖹᡂࡇ 29年４月１日から施⾜する。
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㸲 ⚄ᡞ኱学国際人間科学部እ国人≉ู学⏕ධ学㑅⪃つ⛬

（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ） 

㸦㊃  ᪨㸧 

➨㸯᮲  ࡇのつ⛬は，⚄ᡞ኱学教学つ๎（ᖹᡂ 16年４月１日制ᐃ）第 83᮲につᐃする外

ᅜே特ู学生として，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部（௨ୗ「本学部」とい࠺。）に入学をᚿ㢪す

る者の㑅⪃に関するᚲ要な事項をᐃࡵるࡶのとする。

㸦ධ学㈨᱁㸧 

➨㸰᮲  外ᅜே特ู学生として入学するࡇとのできる者は，外ᅜேで次の各ྕのいࢀࡎか

にヱᙜする者とする。 

(1) 外ᅜに࠾いて，学ᰯ教育に࠾ける 12年の課⛬をಟ஢した者 

(2) 本学部に࠾いて，前ྕとྠ等௨ୖの学ຊ࠶ࡀるとㄆࡵた者 

㸦ฟ㢪ᡭ⥆㸧 

➨㸱᮲  外ᅜே特ู学生として入学をᚿ㢪する者は，所ᐃのᮇ日までに，᳨ᐃ料を⣡௜し

たୖ，次の各ྕにᥖࡆる᭩類を⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部㛗（௨ୗ「学部㛗」とい࠺。）にᥦ

ฟしなけࡤࢀならない。 

(1) 入学㢪᭩ 

(2) ᒚṔ᭩及び෗┿ 

(3) ᅾ学ⱝしくはฟ身学ᰯ㛗ࡀసᡂしたㄪᰝ᭩ཪは学業ᡂ⦼証᫂᭩及び༞業証᫂᭩ 

(4) ಟ学にᕪしᨭ࠼ない⛬度に日本ㄒを⩦ᚓしているࡇとの証᫂᭩ 

(5) 日本にᒃఫしている者は，ఫẸ⚊の෗し（ᥦฟ日前 30 日௨内にసᡂさࢀたࡶのに限

る。）ཪはࢀࡇに௦ࢃる᭩類 

(6) ᣺᭰ᡶ込ཷ௜証᫂᭩（所ᐃのᵝᘧ） 

㸦㑅⪃᪉ἲ㸧 

➨㸲᮲  入学ᚿ㢪者にᑐする㑅⪃は，次の各ྕにᐃࡵる事項を⥲合຺案して⾜࠺。 

(1) 学ຊヨ㦂及び㠃᥋ 

(2) 日本ㄒ⩦ᚓの⛬度 

(3) ᅾ学ⱝしくはฟ身学ᰯ㛗ࡀసᡂしたㄪᰝ᭩ཪは学業ᡂ⦼証᫂᭩ 

２ ᅜ㈝外ᅜே␃学生制度ᐇ施要項（᫛和 29年３月 31日ᩥ部኱⮧⿢ᐃ）第３᮲にࡼり㑅ᐃ

さࢀた者については，学ຊヨ㦂及び㠃᥋を免除するࡇとࡀできる。 

㸦ධ学᫬ᮇ㸧 

➨㸳᮲  入学の時ᮇは，学ᮇのึࡵとする。

㸦㞧  ๎㸧 

➨㸴᮲  ࡇのつ⛬にᐃࡵるࡶのの࡯か，ࡇのつ⛬のᐇ施に関しᚲ要な事項は，⚄ᡞ኱学ᅜ

㝿ே間⛉学部教授఍の㆟を⤒て，学部㛗ࡀᐃࡵる。

附 ๎�

のつ⛬は，ᖹᡂࡇ 29年４月１日から施⾜する。

㸳 ⚄ᡞ኱学国際人間科学部≉ู⫈ㅮ学⏕࡟㛵ࡿࡍෆつ

（ᖹᡂ 29 年３月 31 日制ᐃ）

㸦㊃  ᪨㸧 

➨㸯᮲  ࡇの内つは，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部つ （๎ᖹᡂ 29年３月 31 日制ᐃ）第 24 ᮲の

つᐃにᇶ࡙き，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部（௨ୗ「本学部」とい࠺。）の特ู⫈ㅮ学生に関す

る事項をᐃࡵるࡶのとする。

㸦チ  ྍ㸧 

➨㸰᮲  本学部との༠ᐃにᇶ࡙き，他኱学の学生ࡀ本学部の授業⛉目をᒚಟし࠺ࡼとする

ときは，特ู⫈ㅮ学生としてチྍする。

㸦ᡭ  ⥆㸧 

➨㸱᮲  特ู⫈ㅮ学生をᚿᮃする者は，所ᒓ኱学の学部㛗等を⤒て，次の各ྕにᥖࡆる᭩

類をᥦฟしなけࡤࢀならない。 

(1) 特ู⫈ㅮ学生㢪᭩（所ᐃのᵝᘧ） 

(2) ᅾ学している኱学のᡂ⦼証᫂᭩ 

(3) ෗┿（ฟ㢪前３月௨内に᧜ᙳしたࡶの） 

㸦ᤵᴗᩱ➼㸧 

➨㸲᮲  ཷ入ࢀをチྍさࢀた者は，所ᐃのᮇ日までに授業料を⣡௜しなけࡤࢀならない。 

２ 前項のつᐃにかかࢃらࡎ，授業料をᚩ཰しないࡇとを༠ᐃした኱学からཷけ入ࢀた者に

ついては，授業料をᚩ཰しない。 

３ ᳨ᐃ料及び入学料はᚩ཰しない。 

㸦在⡠ᮇ間㸧 

➨㸳᮲  特ู⫈ㅮ学生のᅾ⡠ᮇ間は，⫈ㅮをチྍさࢀた授業⛉目の㛤ㅮ学ᮇとする。

㸦㝖  ⡠㸧 

➨㸴᮲  特ู⫈ㅮ学生ࡀ次の各ྕのいࢀࡎかにヱᙜするときは，教授఍の㆟を⤒て，学部

㛗ࢀࡇࡀを除⡠する。 

(1) ⑌⑓その他の理⏤にࡼりᡂ業のぢ込ࡀࡳないとㄆࡵらࢀたとき。 

(2) 特ู⫈ㅮ学生として୙㒔合な⾜Ⅽࡗ࠶ࡀたとき。 

㸦㞧  ๎㸧 

➨㸵᮲  ࡇの内つにᐃࡵるࡶのの࡯か，ࡇの内つのᐇ施に関しᚲ要な事項は，教授఍の㆟

を⤒て，学部㛗ࡀᐃࡵる。 

附 ๎�

の内つは，ᖹᡂࡇ 29 年４月１日から施⾜する。 
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㸴 ⚄ᡞ኱学国際人間科学部ᒚಟ科┠ࡢⓏ㘓ୖࡢ㝈࡟
㛵ࡿࡍෆつ

（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ） 

㸦㊃  ᪨㸧 

➨㸯᮲  ࡇの内つは，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部つ๎（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ。௨ୗ「つ

๎」とい࠺。）第 12᮲第３項のつᐃにᇶ࡙き，ᒚಟ⛉目のⓏ㘓のୖ限（௨ୗ「ୖ限」とい

。のとするࡶるࡵについてᚲ要な事項をᐃ（。࠺

㸦ୖ㝈ࢆ㉸ࡢ⪅ࡿ࠼ᇶ‽及び㐺⏝㸧�

➨㸰᮲  つ๎第 12 ᮲第２項のつᐃにࡼりୖ限を㉸࠼てᒚಟ⛉目のⓏ㘓をㄆࡵるࡇとࡀで

きる者は，各年次⤊஢時に࠾いて 40༢఩௨ୖ（༞業要௳に係る授業⛉目に限る。）をಟᚓ

し，かつ，ᙜヱ年度のࢻ࣮ࣞࢢ・࣏イント・ア࣮࣋ࣞࡀࢪ 3.80௨ୖで࠶り，ᡂ⦼ඃ⚽とㄆ

 。た者とするࡵ

２ 前項のヱᙜ者には，次年度のୖ限は設けない。 

３ Ꮚࡶ࡝教育学⛉の学生に࠾いて，࢝ࣜキࣗラ࣒の⦅ᡂୖ特にᚲ要࠶ࡀるとㄆࡵらࢀる場

合は，教授఍の㆟を⤒て，ୖ限を㉸࠼てⓏ㘓をㄆࡵるࡇと࠶ࡀる。 

㸦㝖እ科┠㸧 

➨㸱᮲  次の各ྕにᥖࡆる授業⛉目は，つ๎第 12 ᮲第１項につᐃする༢఩ᩘに⟬入しな

いࡶのとする。 

(1) ㈨᱁免チのたࡵの⛉目 

(2) ᅜ㝿ே間⛉学部で㛤ㅮする㞟୰ㅮ⩏ 

ᴫ࣮ࣗࢩバルイ࣮ࣟࢢ」,ࡕ࠺ラ࣒（*SP）⛉目のࢢࣟࣉ・ࢬ࣮࢕ࢹࢱバル・ス࣮ࣟࢢ (3)

ㄽ」及び「࣮ࣟࢢバルイ₇࣮ࣗࢩ⩦」を除く授業⛉目 

(4) Ꮚࡶ࡝教育学⛉の学⛉ᒎ㛤⛉目のࡕ࠺，「ほᐹᐇ⩦Ϩ」，「ほᐹᐇ⩦ϩ」，「ึ等教育事

前・事後ᣦᑟ」，「ึ等教育ᐇᆅ研究」及び「特ูᨭ᥼教育ᐇᆅ研究」 

 ⩦ᐇࢪャࣞンࢳバル࣮ࣟࢢ (5)

附 ๎�

の内つは，ᖹᡂࡇ 29年４月１日から施⾜する。 

 （୰間㝃๎は┬␎）

附 ๎�

 。の内つは，令和５年４月１日から施⾜するࡇ

㸫 1�� 㸫



㸴 ⚄ᡞ኱学国際人間科学部ᒚಟ科┠ࡢⓏ㘓ୖࡢ㝈࡟
㛵ࡿࡍෆつ

（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ） 

㸦㊃  ᪨㸧 

➨㸯᮲  ࡇの内つは，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部つ๎（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ。௨ୗ「つ

๎」とい࠺。）第 12᮲第３項のつᐃにᇶ࡙き，ᒚಟ⛉目のⓏ㘓のୖ限（௨ୗ「ୖ限」とい

。のとするࡶるࡵについてᚲ要な事項をᐃ（。࠺

㸦ୖ㝈ࢆ㉸ࡢ⪅ࡿ࠼ᇶ‽及び㐺⏝㸧�

➨㸰᮲  つ๎第 12 ᮲第２項のつᐃにࡼりୖ限を㉸࠼てᒚಟ⛉目のⓏ㘓をㄆࡵるࡇとࡀで

きる者は，各年次⤊஢時に࠾いて 40༢఩௨ୖ（༞業要௳に係る授業⛉目に限る。）をಟᚓ

し，かつ，ᙜヱ年度のࢻ࣮ࣞࢢ・࣏イント・ア࣮࣋ࣞࡀࢪ 3.80௨ୖで࠶り，ᡂ⦼ඃ⚽とㄆ

 。た者とするࡵ

２ 前項のヱᙜ者には，次年度のୖ限は設けない。 

３ Ꮚࡶ࡝教育学⛉の学生に࠾いて，࢝ࣜキࣗラ࣒の⦅ᡂୖ特にᚲ要࠶ࡀるとㄆࡵらࢀる場

合は，教授఍の㆟を⤒て，ୖ限を㉸࠼てⓏ㘓をㄆࡵるࡇと࠶ࡀる。 

㸦㝖እ科┠㸧 

➨㸱᮲  次の各ྕにᥖࡆる授業⛉目は，つ๎第 12 ᮲第１項につᐃする༢఩ᩘに⟬入しな

いࡶのとする。 

(1) ㈨᱁免チのたࡵの⛉目 

(2) ᅜ㝿ே間⛉学部で㛤ㅮする㞟୰ㅮ⩏ 

ᴫ࣮ࣗࢩバルイ࣮ࣟࢢ」,ࡕ࠺ラ࣒（*SP）⛉目のࢢࣟࣉ・ࢬ࣮࢕ࢹࢱバル・ス࣮ࣟࢢ (3)

ㄽ」及び「࣮ࣟࢢバルイ₇࣮ࣗࢩ⩦」を除く授業⛉目 

(4) Ꮚࡶ࡝教育学⛉の学⛉ᒎ㛤⛉目のࡕ࠺，「ほᐹᐇ⩦Ϩ」，「ほᐹᐇ⩦ϩ」，「ึ等教育事

前・事後ᣦᑟ」，「ึ等教育ᐇᆅ研究」及び「特ูᨭ᥼教育ᐇᆅ研究」 

 ⩦ᐇࢪャࣞンࢳバル࣮ࣟࢢ (5)

附 ๎�

の内つは，ᖹᡂࡇ 29年４月１日から施⾜する。 

 （୰間㝃๎は┬␎）

附 ๎�

 。の内つは，令和５年４月１日から施⾜するࡇ

㸵 ධ学๓ࡢ᪤ಟᚓ༢఩ࡢㄆᐃ࡟㛵ࡿࡍෆつ

（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ） 

㸦㊃  ᪨㸧 

➨㸯᮲  ࡇの内つは，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部つ๎（ᖹᡂ 29 年３月 31 日制ᐃ）第 17 ᮲ 

につᐃする᪤ಟᚓ༢఩のㄆᐃに関しᚲ要な事項をᐃࡵるࡶのとする。 

㸦⏦ㄳ㈨᱁㸧 

➨㸰᮲  ᪤ಟᚓ༢఩のㄆᐃの申ㄳ㈨᱁を᭷する者は，次の各ྕにᐃࡵる者とする。 

(1) ኱学ཪは▷ᮇ኱学を༞業ཪは㏥学した者 

(2) 本学ཪは他኱学の⛉目等ᒚಟ生として༢఩をಟᚓした者 

㸦ྛ学科ୖࡿࡅ࠾࡟㝈㸧 

➨㸱᮲  各学⛉に࠾ける授業⛉目の༊分ࡈとのㄆᐃ༢఩ᩘのୖ限は，ู ⾲のと࠾りとする。

㸦⏦ㄳࡢ᪉ἲ㸧 

➨㸲᮲  ᪤ಟᚓ༢఩のㄆᐃをཷけ࠺ࡼとする者は，入学した年度のᣦᐃのᮇ日までに，次

の᭩類を学部㛗にᥦฟしなけࡤࢀならない。 

(1) 申ㄳ᭩（所ᐃのᵝᘧ） 

(2) ༞業証᫂᭩ཪはᅾ⡠ᮇ間証᫂᭩ 

(3) ᡂ⦼証᫂᭩及びㅮ⩏内ᐜを᫂♧できる᭩類（ㅮ⩏要⥘等）୪びに外ᅜㄒの場合はその

日本ㄒヂ 

㸦༢఩ࡢㄆᐃ㸧 

➨㸳᮲  ᅜ㝿ே間⛉学部教授఍は，前᮲にᐃࡵる申ㄳ᭩類にᇶ࡙き，༢఩ㄆᐃについてᑂ 

ᰝする。 

２ ㄆᐃにᙜたࡗては，申ㄳをした授業⛉目ࡈとにヨ㦂（➹記ཪはཱྀ㢌）をᐇ施するࡇとࡀ

 。る࠶

３ ㄆᐃしたᡂ⦼の⾲♧は，「ㄆᐃ」とする。 

附 ๎�

の内つは，ᖹᡂࡇ 29年４月１日から施⾜する。 

附 ๎�

。の内つは，令和３年４月１日から施⾜するࡇ
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ู⾲㸦➨㸱᮲㛵ಀ㸧 

ㄆᐃ༢఩ᩘのୖ限

⛉バルᩥ໬学࣮ࣟࢢ Ⓨ㐩࣑ࢥ ⛉学࢕ࢸࢽࣗ ⎔ቃ共生学⛉ Ꮚࡶ࡝教育学⛉

ᇶ♏教㣴⛉目 ６༢఩ 㸶༢఩ ６༢఩ ６༢఩

⥲合教㣴⛉目 㸶༢఩ 㸶༢఩ ６༢఩ ６༢఩

外 ᅜ ㄒ ⛉ 目 

（外ᅜㄒ第Ϩ）
４༢఩ ４༢఩ ４༢఩ ４༢఩

外 ᅜ ㄒ ⛉ 目 

（外ᅜㄒ第ൖ） 
４༢఩ ４༢఩ ４༢఩ ４༢఩

᝟ ሗ ⛉ 目 １༢఩ １༢఩ １༢఩ １༢఩

健康・ス࣏࣮ࢶ

⛉ 学
１༢఩ １༢఩ １༢఩ １༢఩

ᑓ 㛛 ⛉ 目 3�༢఩ 3�༢఩
3�༢఩（共㏻ᑓ㛛

ᇶ♏⛉目をྵࡴ。）
3�༢఩

備⪃   ᑓ㛛⛉目のㄆᐃ༢఩ᩘのୖ限は，本学でಟᚓした༢఩ᩘには㐺用しない。 

㸫 1�0 㸫



ู⾲㸦➨㸱᮲㛵ಀ㸧 

ㄆᐃ༢఩ᩘのୖ限

⛉バルᩥ໬学࣮ࣟࢢ Ⓨ㐩࣑ࢥ ⛉学࢕ࢸࢽࣗ ⎔ቃ共生学⛉ Ꮚࡶ࡝教育学⛉

ᇶ♏教㣴⛉目 ６༢఩ 㸶༢఩ ６༢఩ ６༢఩

⥲合教㣴⛉目 㸶༢఩ 㸶༢఩ ６༢఩ ６༢఩

外 ᅜ ㄒ ⛉ 目 

（外ᅜㄒ第Ϩ）
４༢఩ ４༢఩ ４༢఩ ４༢఩

外 ᅜ ㄒ ⛉ 目 

（外ᅜㄒ第ൖ） 
４༢఩ ４༢఩ ４༢఩ ４༢఩

᝟ ሗ ⛉ 目 １༢఩ １༢఩ １༢఩ １༢఩

健康・ス࣏࣮ࢶ

⛉ 学
１༢఩ １༢఩ １༢఩ １༢఩

ᑓ 㛛 ⛉ 目 3�༢఩ 3�༢఩
3�༢఩（共㏻ᑓ㛛

ᇶ♏⛉目をྵࡴ。）
3�༢఩

備⪃   ᑓ㛛⛉目のㄆᐃ༢఩ᩘのୖ限は，本学でಟᚓした༢఩ᩘには㐺用しない。 

㸶 ⚄ᡞ኱学国際人間科学部␃学࡟㛵ࡿࡍෆつ

（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ） 

㸦㊃  ᪨㸧 

➨㸯᮲  ࡇの内つは，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部つ๎（ᖹᡂ 29 年３月 31 日制ᐃ。௨ୗ㺀つ

๎㺁とい࠺。）第 14᮲のつᐃにࡼり，外ᅜの኱学ཪは▷ᮇ኱学の授業⛉目をᒚಟするたࡵ，

学生ࡀ␃学する場合のྲྀᢅいについてᐃࡵるࡶのとする。 

㸦␃学ࡢチྍ⏦ㄳ㸧 

➨㸰᮲  外ᅜの኱学ཪは▷ᮇ኱学࡬␃学し࠺ࡼとする学生は，次の᭩類をᥦฟして，␃学

のチྍを学部㛗に申ㄳしなけࡤࢀならない。ただし，ᚲ要にᛂࡌてその他の᭩類のᥦฟを

ồࡵるࡇと࠶ࡀる。 

(1) ␃学チྍ申ㄳ᭩（所ᐃのᵝᘧ） 

(2) 外ᅜの኱学ཪは▷ᮇ኱学の入学チྍ᭩（෗） 

㸦ᤵᴗᩱࡢ⣡௜㸧 

➨㸱᮲  ࡇの内つのつᐃにࡼり␃学する者は，その␃学ᮇ間୰，授業料を本学部に⣡入し

なけࡤࢀならない。

㸦㞧  ๎㸧 

➨㸲᮲� の内つのᐇ施に関しᚲ要な事項については，教ࡇ，か࡯ののࡶるࡵの内つにᐃࡇ 

授఍の㆟を⤒て，学部㛗ࡀᐃࡵる。

附 ๎�

の内つは，ᖹᡂࡇ 29年４月１日から施⾜する。 

㸦ཧ⪃㸧�

ᅜ㝿ே間⛉学部つ๎第 14᮲第２項の「ࡴࡸをᚓない事᝟」とは，次の場合をᣦす。 

(1) 外ᅜの኱学等と஺ὶ༠ᐃ等を⥾⤖するたࡵ஺΅୰で࠶るࡀ，学生の␃学Ỵᐃまでに⥾

 ない場合ࢃ間に合ࡀ⤖

(2) 授業料等の᮲௳にࡼり外ᅜの኱学等との஺ὶ༠ᐃ等の⥾⤖ࡀᅔ㞴で࠶るࡀ，ᙜヱ኱学

等ࡀ教育研究に㧗いホ౯をᚓている場合 

(3) 外ᅜの኱学等と஺ὶ༠ᐃ等を⥾⤖するたࡵの஺΅には⮳ࡗていないࡀ，ᙜヱ኱学等ࡀ

教育研究に㧗いホ౯をᚓている場合 
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㸷 እ国ࡢ኱学ཪࡣ▷ᮇ኱学࡚࠸࠾࡟ᒚಟࡓࡋᤵᴗ科┠
ෆつࡿࡍ㛵࡟༢఩ㄆᐃࡢ

（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ） 

㸦㊃  ᪨㸧 

➨㸯᮲  ࡇの内つは，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部つ๎（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ。௨ୗ「学 

部つ๎」とい࠺。）第 14᮲及び第 15᮲のつᐃにࡼり，学生ࡀ外ᅜの኱学ཪは▷ᮇ኱学に࠾

いてᒚಟした授業⛉目の༢఩ㄆᐃに関しᚲ要な事項をᐃࡵるࡶのとする。

㸦༢఩ࡢ⏦ㄳ᪉ἲ㸧 

➨㸰᮲  外ᅜの኱学ⱝしくは▷ᮇ኱学（௨ୗ「外ᅜ኱学等」とい࠺。）に࠾いてᒚಟした授

業⛉目を⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部（௨ୗ「本学部」とい࠺。）の授業⛉目として༢఩のㄆᐃ

をᕼᮃする学生は，␃学ᮇ間⤊஢後，㏿ࡸかに次の各ྕにᥖࡆる᭩類を⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間

⛉学部㛗にᥦฟしなけࡤࢀならない。 

(1) ༢఩ㄆᐃ申ㄳ᭩（所ᐃのᵝᘧ） 

(2) ␃学した኱学のᡂ⦼証᫂᭩及びその日本ㄒヂ 

(3) ␃学した኱学に࠾いてᒚಟした授業⛉目についてのࢩラバス，授業⥲時間ᩘな࡝のᩥ

᭩及びその日本ㄒヂ 

２ 前項にࡼり༢఩を申ㄳする授業⛉目のྡ⛠は，学生のᕼᮃにࡼり外ᅜ኱学等の授業⛉目

ཪは本学部の授業⛉目（඲学共㏻授業⛉目を除く。）のྡ⛠にㄞ࠼᭰ࡳて申ㄳするࡇとࡀで

きる。 

３ 前項のつᐃにかかࢃら࣮ࣟࢢ，ࡎバルᩥ໬学⛉の学生に࠾いては，「Study on Global 

&XOWXUHV」として，申ㄳするࡇとࡶできる。 

㸦༢఩ࡢㄆᐃ᪉ἲ㸧 

➨㸱᮲  外ᅜ኱学等に࠾いてಟᚓした༢఩は，学部つ๎第 10 ᮲につᐃする༢఩のᇶ準に

準ࡌて⟬ᐃする。 

２ 教授఍は，前᮲第１項にࡼり学生ࡀᥦฟした᭩類にᇶ࡙き，༢఩ㄆᐃについてᑂᰝする。 

３ 前項のつᐃにࡼるᑂ㆟にᇶ࡙きㄆᐃさࢀた༢఩は，学部つ๎第 14᮲第３項及び第 15᮲

第３項にᇶ࡙き，60༢఩を限度として，学部つ๎ู⾲第２にᐃࡵる༢఩ᩘに⟬入するࡇと

 。できるࡀ

 いては，「6Wudy on Global Cultures」について，28༢࠾バルᩥ໬学⛉の学生に࣮ࣟࢢ ４

఩を限度として，学部つ๎ู⾲第２の学⛉ᑓ㛛⛉目の㑅ᢥ⛉目の༢఩ᩘに⟬入するࡇとࡀ

できる。 

附 ๎�

の内つは，ᖹᡂࡇ 29年４月１日から施⾜する。 
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㸷 እ国ࡢ኱学ཪࡣ▷ᮇ኱学࡚࠸࠾࡟ᒚಟࡓࡋᤵᴗ科┠
ෆつࡿࡍ㛵࡟༢఩ㄆᐃࡢ

（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ） 

㸦㊃  ᪨㸧 

➨㸯᮲  ࡇの内つは，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部つ๎（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ。௨ୗ「学 

部つ๎」とい࠺。）第 14᮲及び第 15᮲のつᐃにࡼり，学生ࡀ外ᅜの኱学ཪは▷ᮇ኱学に࠾

いてᒚಟした授業⛉目の༢఩ㄆᐃに関しᚲ要な事項をᐃࡵるࡶのとする。

㸦༢఩ࡢ⏦ㄳ᪉ἲ㸧 

➨㸰᮲  外ᅜの኱学ⱝしくは▷ᮇ኱学（௨ୗ「外ᅜ኱学等」とい࠺。）に࠾いてᒚಟした授

業⛉目を⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部（௨ୗ「本学部」とい࠺。）の授業⛉目として༢఩のㄆᐃ

をᕼᮃする学生は，␃学ᮇ間⤊஢後，㏿ࡸかに次の各ྕにᥖࡆる᭩類を⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間

⛉学部㛗にᥦฟしなけࡤࢀならない。 

(1) ༢఩ㄆᐃ申ㄳ᭩（所ᐃのᵝᘧ） 

(2) ␃学した኱学のᡂ⦼証᫂᭩及びその日本ㄒヂ 

(3) ␃学した኱学に࠾いてᒚಟした授業⛉目についてのࢩラバス，授業⥲時間ᩘな࡝のᩥ

᭩及びその日本ㄒヂ 

２ 前項にࡼり༢఩を申ㄳする授業⛉目のྡ⛠は，学生のᕼᮃにࡼり外ᅜ኱学等の授業⛉目

ཪは本学部の授業⛉目（඲学共㏻授業⛉目を除く。）のྡ⛠にㄞ࠼᭰ࡳて申ㄳするࡇとࡀで

きる。 

３ 前項のつᐃにかかࢃら࣮ࣟࢢ，ࡎバルᩥ໬学⛉の学生に࠾いては，「Study on Global 

&XOWXUHV」として，申ㄳするࡇとࡶできる。 

㸦༢఩ࡢㄆᐃ᪉ἲ㸧 

➨㸱᮲  外ᅜ኱学等に࠾いてಟᚓした༢఩は，学部つ๎第 10 ᮲につᐃする༢఩のᇶ準に

準ࡌて⟬ᐃする。 

２ 教授఍は，前᮲第１項にࡼり学生ࡀᥦฟした᭩類にᇶ࡙き，༢఩ㄆᐃについてᑂᰝする。 

３ 前項のつᐃにࡼるᑂ㆟にᇶ࡙きㄆᐃさࢀた༢఩は，学部つ๎第 14᮲第３項及び第 15᮲

第３項にᇶ࡙き，60༢఩を限度として，学部つ๎ู⾲第２にᐃࡵる༢఩ᩘに⟬入するࡇと

 。できるࡀ

 いては，「6Wudy on Global Cultures」について，28༢࠾バルᩥ໬学⛉の学生に࣮ࣟࢢ ４

఩を限度として，学部つ๎ู⾲第２の学⛉ᑓ㛛⛉目の㑅ᢥ⛉目の༢఩ᩘに⟬入するࡇとࡀ

できる。 

附 ๎�

の内つは，ᖹᡂࡇ 29年４月１日から施⾜する。 

10 ␃学ࡿࡍ学⏕ࡢ国際人間科学部ࡿࡅ࠾࡟ᐃᮇヨ㦂ࡢ
ࡏྜ⏦ࡿࡍ㛵࡟࠸ᢅྲྀ

�ᖹᡂ 29 年６月９日制ᐃ) 

１㸬ᅜ㝿ே間⛉学部（௨ୗ「本学部」とい࠺。）の授業⛉目のᐃᮇヨ㦂のᐇ施日ࡀ次にᥖࡆる

ᮇ間にヱᙜするたࡵ，学生ࡀᐃᮇヨ㦂をཷ㦂できない場合は，ᐃᮇヨ㦂のᐇ施日等のኚ᭦

をㄆࡵるࡇと࠶ࡀる。 

(1) ⚄ᡞ኱学教学つ๎第 40᮲にᐃࡵる␃学ᮇ間 

(2) ᾏ外でᐇ施さࢀる⚄ᡞ኱学の教育ࢢࣟࣉラ࣒ᮇ間 

(3) 本学部ࡀㄆᐃしたᾏ外でᐇ施さࢀるイン࣮ࢱンࣉࢵࢩ，ᾏ外外ᅜㄒᐇ⩦及びᾏ外࢕ࣇ

࣮ルࢡ࣮࣡ࢻᐇ⩦ᮇ間 

２㸬１にヱᙜする学生でᐃᮇヨ㦂のᐇ施日等のኚ᭦をᕼᮃする者は，ᅜ㝿ே間⛉学部㛗に所

ᐃのᐃᮇヨ㦂ᐇ施日等ኚ᭦㢪にࡼり申しฟるࡶのとする。な࠾，ᅜ㝿ே間⛉学部௨外の学

生は，所ᒓする部ᒁの㛗のᢎㄆを⤒て，申しฟるࡶのとする。 

３㸬ᐃᮇヨ㦂のᐇ施日等のኚ᭦は，ᅜ㝿ே間⛉学部教授఍の㆟を⤒て，⾜ࡶ࠺のとする。 

４㸬ᐃᮇヨ㦂のᐇ施は，ᢸᙜ教ဨのᣦ♧する᪉ἲにࡼるࡶのとする。 

㸫 1�3 㸫



11 ⚄ᡞ኱学国際人間科学部ࡢᡂ⦼ホ౯ᇶ‽࡟㛵ࡿࡍෆつ

（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ） 

㸦㊃  ᪨㸧 

➨㸯᮲  ࡇの内つは，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部つ （๎ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ）第 21᮲の

つᐃにᇶ࡙き，ᡂ⦼ホ౯ᇶ準についてᚲ要な事項をᐃࡵるࡶのとする。

㸦ᡂ⦼ホ౯ࡢ᪉ἲ㸧 

➨㸰᮲  各授業⛉目に࠾けるᡂ⦼ホ౯は，各ᢸᙜ教ဨࡀᙜヱ授業⛉目の目ⓗにἢࡗて，ヨ

㦂のᡂ⦼，課㢟，࣏࣮ࣞト，ᖹᖖⅬ（㉁␲ᛂ⟅内ᐜ・ᥦ案・Ⓨゝ等）等を用いて⥲合ⓗに

。のとするࡶ࠺⾜

㸦ᇶ‽ࡢබ⾲㸧 

➨㸱᮲  授業⛉目ࡈとのᡂ⦼ホ౯ᇶ準は，ࢩラバスに記㍕しබ⾲するࡶのとする。 

㸦ᡂ  ⦼㸧 

➨㸲᮲  授業⛉目のᡂ⦼は，100Ⅼを‶Ⅼとして次の༊分にࡼりホ౯し，⚽，ඃ，Ⰻ及びྍ

を合᱁，୙ྍを୙合᱁とする。 

⚽（90Ⅼ௨ୖ） 

ඃ（�0Ⅼ௨ୖ 90Ⅼᮍ‶） 

Ⰻ（�0Ⅼ௨ୖ �0Ⅼᮍ‶） 

ྍ（�0Ⅼ௨ୖ �0Ⅼᮍ‶） 

୙ྍ（�0Ⅼᮍ‶） 

２ ⚽，ඃ，Ⰻ，ྍ及び୙ྍのホ౯ᇶ準は，次の各ྕのと࠾りとする。 

(1) ⚽ 学ಟの目ᶆを㐩ᡂし，特にඃࢀたᡂᯝを཰ࡵている。 

(2) ඃ 学ಟの目ᶆを㐩ᡂし，ඃࢀたᡂᯝを཰ࡵている。 

(3) Ⰻ 学ಟの目ᶆを㐩ᡂし，Ⰻዲなᡂᯝを཰ࡵている。 

(4) ྍ 学ಟの目ᶆを㐩ᡂしている。 

(5) ୙ྍ 学ಟの目ᶆを㐩ᡂしていない。 

附 ๎�

の内つは，ᖹᡂࡇ 29年４月１日から施⾜する。 

㸫 1�� 㸫



11 ⚄ᡞ኱学国際人間科学部ࡢᡂ⦼ホ౯ᇶ‽࡟㛵ࡿࡍෆつ

（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ） 

㸦㊃  ᪨㸧 

➨㸯᮲  ࡇの内つは，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部つ （๎ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ）第 21᮲の

つᐃにᇶ࡙き，ᡂ⦼ホ౯ᇶ準についてᚲ要な事項をᐃࡵるࡶのとする。

㸦ᡂ⦼ホ౯ࡢ᪉ἲ㸧 

➨㸰᮲  各授業⛉目に࠾けるᡂ⦼ホ౯は，各ᢸᙜ教ဨࡀᙜヱ授業⛉目の目ⓗにἢࡗて，ヨ

㦂のᡂ⦼，課㢟，࣏࣮ࣞト，ᖹᖖⅬ（㉁␲ᛂ⟅内ᐜ・ᥦ案・Ⓨゝ等）等を用いて⥲合ⓗに

。のとするࡶ࠺⾜

㸦ᇶ‽ࡢබ⾲㸧 

➨㸱᮲  授業⛉目ࡈとのᡂ⦼ホ౯ᇶ準は，ࢩラバスに記㍕しබ⾲するࡶのとする。 

㸦ᡂ  ⦼㸧 

➨㸲᮲  授業⛉目のᡂ⦼は，100Ⅼを‶Ⅼとして次の༊分にࡼりホ౯し，⚽，ඃ，Ⰻ及びྍ

を合᱁，୙ྍを୙合᱁とする。 

⚽（90Ⅼ௨ୖ） 

ඃ（�0Ⅼ௨ୖ 90Ⅼᮍ‶） 

Ⰻ（�0Ⅼ௨ୖ �0Ⅼᮍ‶） 

ྍ（�0Ⅼ௨ୖ �0Ⅼᮍ‶） 

୙ྍ（�0Ⅼᮍ‶） 

２ ⚽，ඃ，Ⰻ，ྍ及び୙ྍのホ౯ᇶ準は，次の各ྕのと࠾りとする。 

(1) ⚽ 学ಟの目ᶆを㐩ᡂし，特にඃࢀたᡂᯝを཰ࡵている。 

(2) ඃ 学ಟの目ᶆを㐩ᡂし，ඃࢀたᡂᯝを཰ࡵている。 

(3) Ⰻ 学ಟの目ᶆを㐩ᡂし，Ⰻዲなᡂᯝを཰ࡵている。 

(4) ྍ 学ಟの目ᶆを㐩ᡂしている。 

(5) ୙ྍ 学ಟの目ᶆを㐩ᡂしていない。 

附 ๎�

の内つは，ᖹᡂࡇ 29年４月１日から施⾜する。 

12 国際人間科学部㛤ㅮࡢᤵᴗ科┠ࡿࡅ࠾࡟学⏕ࡢࡽ࠿
ᡂ⦼ホ౯࡟ᑐࡋ⏦ࡿࡍ❧࡚ᡭ⥆࡟ࡁ㛵ࡏྜ⏦ࡿࡍ

（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ） 

，た場合に，ᡂ⦼ホ౯の㏱᫂ᛶࡗ࠶ࡀの申合せは，学生からᡂ⦼ホ౯にᑐする申し❧てࡇ

ཝ᱁ᛶを☜保するたࡵ，ᚲ要なᡭ⥆きについてᐃࡵるࡶのとする。 

㸦⏦ࡢ࡚❧ࡋ⌮⏤㸧 

１ 学生は，ཷㅮしたᅜ㝿ே間⛉学部ࡀ㛤ㅮする授業⛉目のᡂ⦼ホ౯について，ᙜヱ授業⛉

目のᡂ⦼ホ౯ᇶ準等に照らして␲⩏࠶ࡀる場合は，学部㛗に申し❧てを⾜い，ᡂ⦼ホ౯に

ついて授業ᢸᙜ教ဨにㄝ᫂をồࡵるࡇとࡀできるࡶのとする。 

㸦⏦ࡢ࡚❧ࡋᡭ⥆ࡁ㸧 

２ ᡂ⦼ホ౯にᑐする申し❧ては，ᡂ⦼Ⓨ⾲後，ཎ๎として１㐌間௨内に⾜ࡇ࠺ととし，申

し❧てを⾜࠺授業⛉目ྡ，ᢸᙜ教ဨྡ，申し❧ての内ᐜ及びその理⏤等を所ᐃのᵝᘧにࡼ

り記入し，教務学生係にᥦฟするࡇととする。 

㸦⏦ࡢ࡬࡚❧ࡋᑐᛂ㸧 

３ 申し❧てをཷけたᙜヱ授業⛉目のᢸᙜ教ဨは，申し❧てた学生にᑐしᡂ⦼ホ౯について

 。のとするࡶ࠺⾜ᅇ⟅を，ࡌかに教務学生係を㏻ࡸ㏿

また，その⤖ᯝについては，授業ᢸᙜ教ဨ等ࡀ᭩㠃にࡼり学部㛗にሗ࿌するࡇととする。 

㸫 1�� 㸫



13 国際人間科学部ࡿࡅ࠾࡟ᡂ⦼୙᣺学⏕ࡢ࡬ಟ学ᣦᑟ࡟
ࡏྜ⏦ࡢ࡚࠸ࡘ

（ᖹᡂ 31年３月６日制ᐃ） 

㸦㊃  ᪨㸧 

➨㸯 ࡇの申合せは，ᅜ㝿ே間⛉学部に࠾いてᡂ⦼୙᣺学生のಟ学ᣦᑟを⾜࠺たࡵのᇶ準及

びᣦᑟ᪉ἲをᐃࡵるࡶのとする。

㸦ᡂ⦼୙᣺学⏕ࡢᇶ‽㸧 

➨㸰 ᅜ㝿ே間⛉学部では，*3$ ࡀ 2.00 ௨ୗཪは⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部つ๎第 11 ᮲のᒚ

ಟ要௳につᐃするಟᚓ༢఩ᩘࡀ次のᇶ準に‶たない場合は，ᡂ⦼୙᣺学生としてಟ学ᣦᑟ

のᑐ㇟とする。 

(1) １年次⤊஢時 20༢఩ 

(2) ２年次⤊஢時 40༢఩ 

(3) ３年次⤊஢時௨㝆 各学⛉の「༞業研究」㈨᱁ุᐃᇶ準 

(4) 前３ྕのつᐃに関ࢃらࡎ，஺᥮␃学後の༢఩ㄆᐃࡀ⤊஢していない学生は，஺᥮␃学

㛤始時に㐳りその学年のᇶ準を㐺用する。な࠾，前ᮇ⤊஢時に␃学した場合は，ᙜヱ学

年のᇶ準から 10༢఩を除いた༢఩ᩘをᇶ準とする。 

㸦ᡂ⦼୙᣺学⏕ࡢᣦᑟ᫬ᮇ㸧�

➨㸱 ᡂ⦼୙᣺学生のᣦᑟ時ᮇは，次のと࠾りとする。 

(1) ３年次までは，学年末にಟ学ᣦᑟを⾜ࡇ࠺ととする。 

(2) ４年次及びᶆ準ಟ業年限を㉸㐣している学生については，学ᮇ末にಟ学ᣦᑟを⾜ࡇ࠺

ととする。 

(3) 前２ྕのつᐃに関ࢃらࡎ，ఇ学୰の学生は᚟学時に，஺᥮␃学୰の学生はᖐᅜ後に 

ಟ学ᣦᑟを⾜ࡇ࠺ととする。 

㸦ᡂ⦼୙᣺学⏕ࡢᣦᑟ᪉ἲ㸧�

➨㸲 ᡂ⦼୙᣺学生のಟ学ᣦᑟは，次のと࠾りᐇ施する。 

(1) ᡂ⦼୙᣺学生の学業ᡂ⦼⾲をᣦᑟ教ဨ࡬㓄௜し，ᣦᑟ教ဨࡀ㠃ㄯの࠼࠺ಟ学ᣦᑟを⾜

 。のとするࡶ࠺⾜ࡀᣦᐃする教ဨࡀᮍᐃの場合は，教務ጤဨ఍ࡀただし，ᣦᑟ教ဨ。࠺

(2) 教務ጤဨ఍からᡂ⦼୙᣺学生の保ㆤ者等࡬次のᩥ᭩を㏦௜する。 

イ ᡂ⦼୙᣺に関する注意ႏ㉳ᩥ᭩ 

ࣟ 学業ᡂ⦼⾲（ただし，学ኈ課⛬に࠾ける学業ᡂ⦼の保ㆤ者等࡬の㏻▱に関する申

合せ（ᖹᡂ30年11月2�日඲学教務ጤဨ఍Ỵᐃ）にᇶ࡙き，学業ᡂ⦼の㏻▱を⾜ࡇ࠺

とについて事前に学生本ேのᢎㅙࡀᚓらࢀている場合に限る。） 

㸦㐺 ⏝㸧�

➨㸳 ࡇの申合せは，2019年度入学者から㐺用する。 

㸫 1�� 㸫



13 国際人間科学部ࡿࡅ࠾࡟ᡂ⦼୙᣺学⏕ࡢ࡬ಟ学ᣦᑟ࡟
ࡏྜ⏦ࡢ࡚࠸ࡘ

（ᖹᡂ 31年３月６日制ᐃ） 

㸦㊃  ᪨㸧 

➨㸯 ࡇの申合せは，ᅜ㝿ே間⛉学部に࠾いてᡂ⦼୙᣺学生のಟ学ᣦᑟを⾜࠺たࡵのᇶ準及

びᣦᑟ᪉ἲをᐃࡵるࡶのとする。

㸦ᡂ⦼୙᣺学⏕ࡢᇶ‽㸧 

➨㸰 ᅜ㝿ே間⛉学部では，*3$ ࡀ 2.00 ௨ୗཪは⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部つ๎第 11 ᮲のᒚ

ಟ要௳につᐃするಟᚓ༢఩ᩘࡀ次のᇶ準に‶たない場合は，ᡂ⦼୙᣺学生としてಟ学ᣦᑟ

のᑐ㇟とする。 

(1) １年次⤊஢時 20༢఩ 

(2) ２年次⤊஢時 40༢఩ 

(3) ３年次⤊஢時௨㝆 各学⛉の「༞業研究」㈨᱁ุᐃᇶ準 

(4) 前３ྕのつᐃに関ࢃらࡎ，஺᥮␃学後の༢఩ㄆᐃࡀ⤊஢していない学生は，஺᥮␃学

㛤始時に㐳りその学年のᇶ準を㐺用する。な࠾，前ᮇ⤊஢時に␃学した場合は，ᙜヱ学

年のᇶ準から 10༢఩を除いた༢఩ᩘをᇶ準とする。 

㸦ᡂ⦼୙᣺学⏕ࡢᣦᑟ᫬ᮇ㸧�

➨㸱 ᡂ⦼୙᣺学生のᣦᑟ時ᮇは，次のと࠾りとする。 

(1) ３年次までは，学年末にಟ学ᣦᑟを⾜ࡇ࠺ととする。 

(2) ４年次及びᶆ準ಟ業年限を㉸㐣している学生については，学ᮇ末にಟ学ᣦᑟを⾜ࡇ࠺

ととする。 

(3) 前２ྕのつᐃに関ࢃらࡎ，ఇ学୰の学生は᚟学時に，஺᥮␃学୰の学生はᖐᅜ後に 

ಟ学ᣦᑟを⾜ࡇ࠺ととする。 

㸦ᡂ⦼୙᣺学⏕ࡢᣦᑟ᪉ἲ㸧�

➨㸲 ᡂ⦼୙᣺学生のಟ学ᣦᑟは，次のと࠾りᐇ施する。 

(1) ᡂ⦼୙᣺学生の学業ᡂ⦼⾲をᣦᑟ教ဨ࡬㓄௜し，ᣦᑟ教ဨࡀ㠃ㄯの࠼࠺ಟ学ᣦᑟを⾜

 。のとするࡶ࠺⾜ࡀᣦᐃする教ဨࡀᮍᐃの場合は，教務ጤဨ఍ࡀただし，ᣦᑟ教ဨ。࠺

(2) 教務ጤဨ఍からᡂ⦼୙᣺学生の保ㆤ者等࡬次のᩥ᭩を㏦௜する。 

イ ᡂ⦼୙᣺に関する注意ႏ㉳ᩥ᭩ 

ࣟ 学業ᡂ⦼⾲（ただし，学ኈ課⛬に࠾ける学業ᡂ⦼の保ㆤ者等࡬の㏻▱に関する申

合せ（ᖹᡂ30年11月2�日඲学教務ጤဨ఍Ỵᐃ）にᇶ࡙き，学業ᡂ⦼の㏻▱を⾜ࡇ࠺

とについて事前に学生本ேのᢎㅙࡀᚓらࢀている場合に限る。） 

㸦㐺 ⏝㸧�

➨㸳 ࡇの申合せは，2019年度入学者から㐺用する。 

14 ヨ㦂➼ࡿࡅ࠾࡟୙ṇ⾜Ⅽ➼࡟ᑐࡿࡍᡂ⦼ࡢᥐ⨨࡟
࠸ᢅྲྀࡢ࡚࠸ࡘ

（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ） 

ᅜ㝿ே間⛉学部の୙ṇ⾜Ⅽ等に関するྲྀᢅいについては，ୗ記のと࠾りとする。 

㸦ᐃ  ⩏㸧 

➨㸯 ࡇのྲྀᢅいに࠾いて，次の各ྕにᥖࡆる用ㄒの意⩏は，ᙜヱ各ྕにᐃࡵるとࢁࡇにࡼ

る。 

(1) ヨ㦂 授業⛉目のᐃᮇヨ㦂（授業内で⾜ࢀࢃるࡶのࡸ，➹記ヨ㦂௨外のᙧែでᐇ施さ

 。࠺をい（。ࡴのをྵࡶるࢀ

(2) ࣏࣮ࣞト等 授業⛉目のᡂ⦼ホ౯のたࡵに課すᥦฟ物をい࠺。 

(3) ヨ㦂に࠾ける୙ṇ⾜Ⅽ 次にᥖࡆる⾜Ⅽをい࠺。 

・本ேに௦ࡗࢃてཷ㦂するࡇと，ཪはその࠺ࡼに౫㢗するࡇと。 

・ᣢ込ࡀࡳチྍさࢀている物品௨外（㟁Ꮚᶵჾࡸ༳ๅ物，ヨ㦂に関㐃した内ᐜの紙∦な

 。とࡇࡴと，ཪはᣢ込ࡇを用いる（࡝

・その他，ヨ㦂のබᖹᛶをᦆな࠺⾜Ⅽࡸᡂ⦼ホ౯をጉࡆる⾜Ⅽをするࡇと。 

(4) ࣏࣮ࣞト等に࠾ける୙ṇ⾜Ⅽ 次にᥖࡆる⾜Ⅽをい࠺。 

・他者のⴭస物（᭩⡠ࢧࣈ࢙࢘ࡸイトな࡝のᩥ❶ࡸᅗ⾲な࡝）の඲部ཪは୍部を，ฟ඾

を᫂記せࡎに使用し，ᨾ意にᥦฟ者のసᡂしたࡶので࠶るかの࠺ࡼにぢせるࡇとにࡼ

る，┐用ࡸ๴✼⾜Ⅽをするࡇと。 

・他者のసᡂした࣏࣮ࣞト等の඲部ཪは୍部を，ᥦฟ者のసᡂしたࡶので࠶るかの࠺ࡼ

にぢせるࡇと。またその࠺ࡼな意ᅗを▱りなࡀら，࣏࣮ࣞト等を㈚୚するࡇと。 

・その他，࣏࣮ࣞト等のබᖹᛶをᦆな࠺⾜Ⅽࡸᡂ⦼ホ౯をጉࡆる⾜Ⅽをするࡇと。 

㸦୙ṇ⾜Ⅽ࡜␲ࡿࢀࢃ⾜Ⅽࡢ࡬ᑐᛂ㸧 

➨㸰 ୙ṇ⾜Ⅽと␲ࢀࢃる⾜ⅭࡀⓎ生した場合，次のと࠾りᑐᛂするࡇととする。 

(1) ୙ṇ⾜Ⅽと␲ࢀࢃる⾜ⅭࡀⓎ生した場合，ヨ㦂┘╩教ဨཪは授業ᢸᙜ教ဨ（௨ୗ    

「ᢸᙜ教ဨ」とい࠺。）は，ᙜヱ⾜Ⅽに関する証ᣐ保඲を┤ࡕに⾜࠺。 

(2) ᢸᙜ教ဨにࡼる学生の事᝟⫈ྲྀにࡼり୙ṇ⾜Ⅽとุ᩿さࢀた場合は，┤ࡕに本ே自⨫

にࡼる事ᐇ☜ㄆ᭩をᥦฟさせる。な࠾，事᝟⫈ྲྀには，第୕者の教⫋ဨをྠᖍさせるࡶ

のとする。 

(3) 教務ጤဨ఍ጤဨ㛗は，前ྕにᐃࡵる事ᐇ☜ㄆ᭩にᇶ࡙き，ᢸᙜ教ဨྠᖍにࡼり，学生

の事᝟⫈ྲྀを⾜࠺。୙ṇ⾜Ⅽࡀ☜ㄆさࢀた場合は，学生に㢭末᭩及び཯┬᭩をᥦฟさせ，

୙ṇ⾜Ⅽに関する事ᐇ⤒㐣を，事ᐇ☜ㄆ᭩，㢭末᭩及び཯┬᭩ととࡶに，ᅜ㝿ே間⛉学

部㛗にሗ࿌する。 

㸦୙㐺ᙜ࡞⾜Ⅽࡢ࡬ᑐᛂ㸧�

➨㸱 第２第２ྕ及び第３ྕにࡼる事᝟⫈ྲྀཪはᢸᙜ教ဨのุ᩿にࡼり，୙ṇ⾜Ⅽは☜ㄆ 

さࢀないࡀ，ᙜヱ授業⛉目のᑓ㛛分㔝に࠾けるつ⠊に照らして୙㐺ᙜな⾜Ⅽと☜ㄆさࢀた

㸫 1�� 㸫



場合，次のと࠾りᑐᛂするࡇととする。 

(1) ᙜヱ分㔝に࠾けるつ⠊にᇶ࡙き，ᢸᙜ教ဨにࡼる教育ⓗᣦᑟを⾜࠺ととࡶに，教務 

ጤဨ఍ጤဨ㛗にࡼるཝ㔜注意を⾜࠺。ただし，ᢸᙜ教ဨのุ᩿にࡼり，୙㐺ᙜな⾜Ⅽࡀ

㍍ᚤで࠶ると☜ㄆさࢀた場合は，ࡇの限りでない。 

(2) 前ྕにࡼる注意をཷけ，な࠾୙㐺ᙜな⾜Ⅽࡀ⧞り㏉さࢀた場合は，୙ṇ⾜Ⅽとࡳなし，

୙ṇ⾜Ⅽࡀ☜ㄆさࢀた場合のᥐ⨨に準ࡌてฎ分するࡇと࠶ࡀる。 

㸦୙ṇ⾜Ⅽࡀ☜ㄆࡓࢀࡉሙྜࡢᥐ⨨㸧 

➨㸲 ᅜ㝿ே間⛉学部（௨ୗ「本学部」とい࠺。）の学生にࡼる୙ṇ⾜Ⅽにᑐしては，事ᐇ⤒

㐣を教授఍にሗ࿌し，次のฎ⨨をとる。 

(1) ୙ṇ⾜Ⅽࢀࢃ⾜ࡀた学ᮇの授業⛉目（༞業研究ࡸ㏻年⛉目をྵࡴ）のᡂ⦼は，す࡭て

↓ຠとする。 

(2) ୙ṇ⾜Ⅽࢀࢃ⾜ࡀた年度のᐇ⩦等の༢఩ྲྀᚓは，ㄆࡵない。 

(3) ୙ṇ⾜Ⅽࢀࢃ⾜ࡀた年度に他኱学等でಟᚓした༢఩は，ㄆᐃしない。 

(4) ୙ṇ⾜Ⅽࢀࢃ⾜ࡀた時Ⅼ௨㝆ᙜヱ年度のᐇ⩦等は，ཷけさせない。 

(5) 事ᐇ⤒㐣を本学部内にබ⾲する。ただし，Ặྡは，බ⾲しない。 

(6) 保ㆤ者等にᑐし，第１ྕから前ྕまでのฎ⨨をᩥ᭩で㏻࿌する。 

➨㸳 本学部௨外の学生にࡼる୙ṇ⾜Ⅽにᑐし，事ᐇ⤒㐣を教授఍にሗ࿌し，次のฎ⨨をと

る。 

(1) ୙ṇ⾜Ⅽࢀࢃ⾜ࡀた学ᮇの本学部㛤ㅮ授業⛉目（㏻年⛉目をྵࡴ）のᡂ⦼は，す࡭て

↓ຠとする。 

(2) 学生の所ᒓ部ᒁにᑐし，前ྕのฎ⨨をᩥ᭩で㏻࿌する。 

㸦㞧  ๎㸧 

➨㸴 ࡇのྲྀᢅいにᐃࡵるࡶのの࡯か，ࡇのྲྀᢅいのᐇ施に関しᚲ要な事項は，教務ጤဨ఍

。るࡵᐃࡀ
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場合，次のと࠾りᑐᛂするࡇととする。 

(1) ᙜヱ分㔝に࠾けるつ⠊にᇶ࡙き，ᢸᙜ教ဨにࡼる教育ⓗᣦᑟを⾜࠺ととࡶに，教務 

ጤဨ఍ጤဨ㛗にࡼるཝ㔜注意を⾜࠺。ただし，ᢸᙜ教ဨのุ᩿にࡼり，୙㐺ᙜな⾜Ⅽࡀ

㍍ᚤで࠶ると☜ㄆさࢀた場合は，ࡇの限りでない。 

(2) 前ྕにࡼる注意をཷけ，な࠾୙㐺ᙜな⾜Ⅽࡀ⧞り㏉さࢀた場合は，୙ṇ⾜Ⅽとࡳなし，

୙ṇ⾜Ⅽࡀ☜ㄆさࢀた場合のᥐ⨨に準ࡌてฎ分するࡇと࠶ࡀる。 

㸦୙ṇ⾜Ⅽࡀ☜ㄆࡓࢀࡉሙྜࡢᥐ⨨㸧 

➨㸲 ᅜ㝿ே間⛉学部（௨ୗ「本学部」とい࠺。）の学生にࡼる୙ṇ⾜Ⅽにᑐしては，事ᐇ⤒

㐣を教授఍にሗ࿌し，次のฎ⨨をとる。 

(1) ୙ṇ⾜Ⅽࢀࢃ⾜ࡀた学ᮇの授業⛉目（༞業研究ࡸ㏻年⛉目をྵࡴ）のᡂ⦼は，す࡭て

↓ຠとする。 

(2) ୙ṇ⾜Ⅽࢀࢃ⾜ࡀた年度のᐇ⩦等の༢఩ྲྀᚓは，ㄆࡵない。 

(3) ୙ṇ⾜Ⅽࢀࢃ⾜ࡀた年度に他኱学等でಟᚓした༢఩は，ㄆᐃしない。 

(4) ୙ṇ⾜Ⅽࢀࢃ⾜ࡀた時Ⅼ௨㝆ᙜヱ年度のᐇ⩦等は，ཷけさせない。 

(5) 事ᐇ⤒㐣を本学部内にබ⾲する。ただし，Ặྡは，බ⾲しない。 

(6) 保ㆤ者等にᑐし，第１ྕから前ྕまでのฎ⨨をᩥ᭩で㏻࿌する。 

➨㸳 本学部௨外の学生にࡼる୙ṇ⾜Ⅽにᑐし，事ᐇ⤒㐣を教授఍にሗ࿌し，次のฎ⨨をと

る。 

(1) ୙ṇ⾜Ⅽࢀࢃ⾜ࡀた学ᮇの本学部㛤ㅮ授業⛉目（㏻年⛉目をྵࡴ）のᡂ⦼は，す࡭て

↓ຠとする。 

(2) 学生の所ᒓ部ᒁにᑐし，前ྕのฎ⨨をᩥ᭩で㏻࿌する。 

㸦㞧  ๎㸧 

➨㸴 ࡇのྲྀᢅいにᐃࡵるࡶのの࡯か，ࡇのྲྀᢅいのᐇ施に関しᚲ要な事項は，教務ጤဨ఍

。るࡵᐃࡀ

15 ⚄ᡞ኱学国際人間科学部㌿学科࡟㛵ࡿࡍෆつ

（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ） 

㸦㊃  ᪨㸧 

➨㸯᮲  ࡇの内つは，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部つ （๎ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ）第 23᮲に

ᐃࡵる㌿学⛉に関しᚲ要な事項をᐃࡵるࡶのとする。

㸦㌿学科ࡢ᫬ᮇ㸧 

➨㸰᮲  ㌿学⛉の時ᮇは，第２年次௨㝆の学ᮇのึࡵとする。

㸦チ  ྍ㸧 

➨㸱᮲  ㌿学⛉をᚿᮃする者（௨ୗ「㌿学⛉ᚿᮃ者」とい࠺。）࠶ࡀるときは，㑅⪃のୖ，

⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部教授఍（௨ୗ「教授఍」とい࠺。）の㆟を⤒て，チྍするࡇと࠶ࡀ

る。

㸦チྍせ௳㸧 

➨㸲᮲  ㌿学⛉ᚿᮃ者は，次の各ྕのいࢀࡎにࡶヱᙜする者とする。ただし，⥲合ᆺ㑅ᢤ，

学ᰯ᥎⸀ᆺ㑅ᢤ，♫఍ே特ู㑅ᢤ，「ᚿ」特ู㑅ᢤ及び⦅入学ヨ㦂な࡝の特ู㑅ᢤにࡼる入

学者については，㌿学⛉はチྍしない。 

(1) ㌿学⛉ᚿᮃに特ูの事᝟࠶ࡀるとㄆࡵらࢀるとき。 

(2) ༑分な学ຊ࠶ࡀるとㄆࡵらࢀるとき。な࠾，学ຊのุᐃについては，入学ヨ㦂のᡂ⦼，

入学後のᡂ⦼等を⥲合ⓗに຺案して⾜ࡶ࠺のとする。 

(3) ᚿᮃ学⛉のཷ入ྍ⬟ேᩘにవ⿱࠶ࡀるとき。 

㸦㌿学科ࡢᡭ⥆㸧 

➨㸳᮲  ㌿学⛉ᚿᮃ者は，㌿学⛉し࠺ࡼとする学ᮇの３月前までに，所ᒓ学⛉㛗のᢎㄆを

ᚓて，所ᐃの᭩類を⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部㛗にᥦฟしなけࡤࢀならない。

㸦㑅⪃᪉ἲ㸧

➨㸴᮲  ㌿学⛉ᚿᮃ者にᑐする㑅⪃は，ᚿᮃ学⛉に࠾いて㠃᥋等にࡼり⾜࠺。

附 ๎

の内つは，ᖹᡂࡇ 29年４月１日から施⾜する。 

附 ๎

 。の内つは，令和２年４月１日から施⾜するࡇ
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16 ⚄ᡞ኱学国際人間科学部᪩ᮇ༞ᴗ࡟㛵ࡿࡍෆつ

（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ） 

㸦㊃  ᪨㸧 

➨㸯᮲  ࡇの内つは，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部つ๎（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ。௨ୗ「つ

๎」とい࠺。）第 22᮲第２項のつᐃにᇶ࡙き，᪩ᮇ༞業のㄆᐃのᇶ準等に関しᚲ要な事項

をᐃࡵるࡶのとする。

㸦᪩ᮇ༞ᴗࡢㄆᐃࡢᇶ‽㸧�

➨㸰᮲  ᪩ᮇ༞業のㄆᐃをཷけるࡇとࡀできる学生は，次の各ྕのいࢀࡎにࡶヱᙜする者

とする。 

(1) 本学部࣮ࣟࢢバルᩥ໬学⛉，Ⓨ㐩࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ学⛉ཪは⎔ቃ共生学⛉に３年間ᅾ学する

 。とࡇ

(2) つ๎ู⾲第２にᐃࡵるとࢁࡇにᚑい，124༢఩௨ୖをಟᚓするࡇと。 

(3) 前ྕのಟᚓ༢఩に࠾けるࢻ࣮ࣞࢢ・࣏イント・ア࣮࣋ࣞࢪ（௨ୗ「GPA」とい࠺。）ࡀ，

4.00௨ୖで࠶るࡇと。 

(4) ༞業研究のᡂ⦼ࡀ㺀⚽㺁ཪは㺀ඃ㺁で࠶るࡇと。 

㸦᪩ᮇ༞ᴗࡢ⏦ㄳࡢせ௳㸧�

➨㸱᮲  ᪩ᮇ༞業の申ㄳを⾜ࡇ࠺とࡀできる学生は，次の各ྕのいࢀࡎにࡶヱᙜする者と

する。 

(1) 本学部࣮ࣟࢢバルᩥ໬学⛉，Ⓨ㐩࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ学⛉ཪは⎔ቃ共生学⛉に２年間ᅾ学して

いるࡇと。 

(2) つ๎ู⾲第２にᐃࡵるとࢁࡇにᚑい，100༢఩௨ୖをಟᚓしているࡇと。な࠾，GSP 
₇⩦（࢚࢜ࣜンࣙࢩ࣮ࢸン）１༢఩及び␃学ᆺ GS ス・ᐇ㊶ᆺ࣮ࢥ GS ス・研ಟᆺ࣮ࢥ GS 
とを☜ㄆできる場合は⟬入できるࡇりಟ஢したࡼスの各３༢఩については，GEMs に࣮ࢥ

。のとするࡶ

(3) ２年間のಟᚓ༢఩に࠾ける GPA��00，ࡀ௨ୖで࠶るࡇと。 

(4) 㺀༞業研究㺁㈨᱁ุᐃᇶ準を‶たしているࡇと。 

㸦᪩ᮇ༞ᴗࡢᡭ⥆㸧 

➨㸲᮲  ᪩ᮇ༞業は，次のᡭ⥆にᚑࡗて⾜ࡶ࠺のとする。 

(1) ᪩ᮇ༞業の申ㄳ者（௨ୗ㺀申ㄳ者㺁とい࠺。）は，２年次の２月末までに，所ᒓ学⛉㛗

のᢎㄆをᚓて，所ᐃの᭩類を⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部㛗（௨ୗ「学部㛗」とい࠺。）にᥦ

ฟしなけࡤࢀならない。 

(2) 学部㛗は，教授఍の㆟を⤒て，申ㄳをᢎㄆしたときは，༞業研究の㛤始及び４年次㓄

ᙜの授業⛉目のᒚಟをチྍする。 

(3) 学部㛗は，教授఍の㆟を⤒て，申ㄳ者の༞業ุᐃを３年次⤊஢時に⾜࠺。 

㸦༞ᴗࡢ᫬ᮇ㸧 

㸫 1�0 㸫



16 ⚄ᡞ኱学国際人間科学部᪩ᮇ༞ᴗ࡟㛵ࡿࡍෆつ

（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ） 

㸦㊃  ᪨㸧 

➨㸯᮲  ࡇの内つは，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部つ๎（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ。௨ୗ「つ

๎」とい࠺。）第 22᮲第２項のつᐃにᇶ࡙き，᪩ᮇ༞業のㄆᐃのᇶ準等に関しᚲ要な事項

をᐃࡵるࡶのとする。

㸦᪩ᮇ༞ᴗࡢㄆᐃࡢᇶ‽㸧�

➨㸰᮲  ᪩ᮇ༞業のㄆᐃをཷけるࡇとࡀできる学生は，次の各ྕのいࢀࡎにࡶヱᙜする者

とする。 

(1) 本学部࣮ࣟࢢバルᩥ໬学⛉，Ⓨ㐩࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ学⛉ཪは⎔ቃ共生学⛉に３年間ᅾ学する

 。とࡇ

(2) つ๎ู⾲第２にᐃࡵるとࢁࡇにᚑい，124༢఩௨ୖをಟᚓするࡇと。 

(3) 前ྕのಟᚓ༢఩に࠾けるࢻ࣮ࣞࢢ・࣏イント・ア࣮࣋ࣞࢪ（௨ୗ「GPA」とい࠺。）ࡀ，

4.00௨ୖで࠶るࡇと。 

(4) ༞業研究のᡂ⦼ࡀ㺀⚽㺁ཪは㺀ඃ㺁で࠶るࡇと。 

㸦᪩ᮇ༞ᴗࡢ⏦ㄳࡢせ௳㸧�

➨㸱᮲  ᪩ᮇ༞業の申ㄳを⾜ࡇ࠺とࡀできる学生は，次の各ྕのいࢀࡎにࡶヱᙜする者と

する。 

(1) 本学部࣮ࣟࢢバルᩥ໬学⛉，Ⓨ㐩࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ学⛉ཪは⎔ቃ共生学⛉に２年間ᅾ学して

いるࡇと。 

(2) つ๎ู⾲第２にᐃࡵるとࢁࡇにᚑい，100༢఩௨ୖをಟᚓしているࡇと。な࠾，GSP 
₇⩦（࢚࢜ࣜンࣙࢩ࣮ࢸン）１༢఩及び␃学ᆺ GS ス・ᐇ㊶ᆺ࣮ࢥ GS ス・研ಟᆺ࣮ࢥ GS 
とを☜ㄆできる場合は⟬入できるࡇりಟ஢したࡼスの各３༢఩については，GEMs に࣮ࢥ

。のとするࡶ

(3) ２年間のಟᚓ༢఩に࠾ける GPA��00，ࡀ௨ୖで࠶るࡇと。 

(4) 㺀༞業研究㺁㈨᱁ุᐃᇶ準を‶たしているࡇと。 

㸦᪩ᮇ༞ᴗࡢᡭ⥆㸧 

➨㸲᮲  ᪩ᮇ༞業は，次のᡭ⥆にᚑࡗて⾜ࡶ࠺のとする。 

(1) ᪩ᮇ༞業の申ㄳ者（௨ୗ㺀申ㄳ者㺁とい࠺。）は，２年次の２月末までに，所ᒓ学⛉㛗

のᢎㄆをᚓて，所ᐃの᭩類を⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部㛗（௨ୗ「学部㛗」とい࠺。）にᥦ

ฟしなけࡤࢀならない。 

(2) 学部㛗は，教授఍の㆟を⤒て，申ㄳをᢎㄆしたときは，༞業研究の㛤始及び４年次㓄

ᙜの授業⛉目のᒚಟをチྍする。 

(3) 学部㛗は，教授఍の㆟を⤒て，申ㄳ者の༞業ุᐃを３年次⤊஢時に⾜࠺。 

㸦༞ᴗࡢ᫬ᮇ㸧 

➨㸳᮲  ᪩ᮇ༞業の時ᮇは，３年次の３月とする。

附 ๎�

の内つは，ᖹᡂࡇ 29年４月１日から施⾜する。 

附 ๎�

 。の内つは，令和５年４月１日から施⾜するࡇ

㸫 1�1 㸫



17 ⚄ᡞ኱学国際人間科学部㧗ᗘᩍ㣴科┠࡟㛵ࡿࡍෆつ

（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ） 

㸦㊃  ᪨㸧 

➨㸯᮲  ࡇの内つは，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部（௨ୗ「本学部」とい࠺。）に࠾ける㧗度教

㣴⛉目のᒚಟに関しᚲ要な事項をᐃࡵるࡶのとする。 

（㧗ᗘᩍ㣴科┠及び༢఩ᩘ㸧

➨㸰᮲  ⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部つ๎（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ。௨ୗ「つ๎」とい࠺。）

ู⾲第２のᐃࡵにࡼり，本学部学生は，㧗度教㣴⛉目のಟᚓを要しない。ただし，㧗度教

㣴⛉目としてಟᚓࡀᚲ要な４༢఩分は，つ๎ู⾲第１にᐃࡵる学⛉ᑓ㛛⛉目からಟᚓする

 。のとするࡶ

２ 本学部ࡀ㛤設する㧗度教㣴⛉目及び༢఩ᩘは，ู⾲のと࠾りとする。 

３ 前項につᐃするࡶのの࡯か，⮫時に㧗度教㣴⛉目を㛤設するࡇと࠶ࡀる。 

４ 前項の授業⛉目及び༢఩ᩘは，㛤設の㒔度ᐃࡵる。 

㸦㧗ᗘᩍ㣴科┠ࡢᖺḟ㓄ᙜ㸧�

➨㸱᮲  本学部ࡀ㛤設する㧗度教㣴⛉目の各年次の㓄ᙜは，ู⾲のと࠾りとする。

附 ๎�

の内つは，ᖹᡂࡇ 29年４月１日から施⾜する。 

附 ๎�

の内つは，ᖹᡂࡇ 30年４月１日から施⾜する。 

附 ๎�

 。の内つは，令和３年４月１日から施⾜するࡇ

附 ๎�

 。の内つは，令和４年４月１日から施⾜するࡇ

  ู⾲㸦➨㸰᮲㸪➨㸱᮲㛵ಀ㸧国際人間科学部㧗ᗘᩍ㣴科┠

授業⛉目 ༢఩ᩘ 㓄ᙜ年次 備  ⪃

バルṇ⩏ㄽ࣮ࣟࢢ ２ ２年次௨ୖ
ᅜ㝿ே間⛉学部生は 
ᒚಟ୙ྍ

メ࢕ࢹアㄽ ２ ３年次௨ୖ
ᅜ㝿ே間⛉学部生は 
ᒚಟ୙ྍ

バルᖹ和ㄽ࣮ࣟࢢ ２ ２年次௨ୖ
ᅜ㝿ே間⛉学部生は 
ᒚಟ୙ྍ（㝸年㛤ㅮ）

㸫 1�2 㸫



17 ⚄ᡞ኱学国際人間科学部㧗ᗘᩍ㣴科┠࡟㛵ࡿࡍෆつ

（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ） 

㸦㊃  ᪨㸧 

➨㸯᮲  ࡇの内つは，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部（௨ୗ「本学部」とい࠺。）に࠾ける㧗度教

㣴⛉目のᒚಟに関しᚲ要な事項をᐃࡵるࡶのとする。 

（㧗ᗘᩍ㣴科┠及び༢఩ᩘ㸧

➨㸰᮲  ⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部つ๎（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ。௨ୗ「つ๎」とい࠺。）

ู⾲第２のᐃࡵにࡼり，本学部学生は，㧗度教㣴⛉目のಟᚓを要しない。ただし，㧗度教

㣴⛉目としてಟᚓࡀᚲ要な４༢఩分は，つ๎ู⾲第１にᐃࡵる学⛉ᑓ㛛⛉目からಟᚓする

 。のとするࡶ

２ 本学部ࡀ㛤設する㧗度教㣴⛉目及び༢఩ᩘは，ู⾲のと࠾りとする。 

３ 前項につᐃするࡶのの࡯か，⮫時に㧗度教㣴⛉目を㛤設するࡇと࠶ࡀる。 

４ 前項の授業⛉目及び༢఩ᩘは，㛤設の㒔度ᐃࡵる。 

㸦㧗ᗘᩍ㣴科┠ࡢᖺḟ㓄ᙜ㸧�

➨㸱᮲  本学部ࡀ㛤設する㧗度教㣴⛉目の各年次の㓄ᙜは，ู⾲のと࠾りとする。

附 ๎�

の内つは，ᖹᡂࡇ 29年４月１日から施⾜する。 

附 ๎�

の内つは，ᖹᡂࡇ 30年４月１日から施⾜する。 

附 ๎�

 。の内つは，令和３年４月１日から施⾜するࡇ

附 ๎�

 。の内つは，令和４年４月１日から施⾜するࡇ

  ู⾲㸦➨㸰᮲㸪➨㸱᮲㛵ಀ㸧国際人間科学部㧗ᗘᩍ㣴科┠

授業⛉目 ༢఩ᩘ 㓄ᙜ年次 備  ⪃

バルṇ⩏ㄽ࣮ࣟࢢ ２ ２年次௨ୖ
ᅜ㝿ே間⛉学部生は 
ᒚಟ୙ྍ

メ࢕ࢹアㄽ ２ ３年次௨ୖ
ᅜ㝿ே間⛉学部生は 
ᒚಟ୙ྍ

バルᖹ和ㄽ࣮ࣟࢢ ２ ２年次௨ୖ
ᅜ㝿ே間⛉学部生は 
ᒚಟ୙ྍ（㝸年㛤ㅮ）

18 ⚄ᡞ኱学国際人間科学部ࣉࢵࢩ࣮ࣥࢱࣥ࢖ᐇ⩦࡟
㛵ࡿࡍෆつ

（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ） 

㸦㊃  ᪨㸧 

➨㸯᮲  ࡇの内つは，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部つ๎（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ）ู⾲第１

にᐃࡵる授業⛉目「イン࣮ࢱンࣉࢵࢩᐇ⩦㸿」（１༢఩）及び「イン࣮ࢱンࣉࢵࢩᐇ⩦㹀」

（２༢఩）の༢఩ㄆᐃに関しᚲ要な事項をᐃࡵるࡶのとする。 

㸦༢఩ࡢ⏦ㄳ㸧 

➨㸰᮲  ⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部（௨ୗ「本学部」とい࠺。）ࡀㄆᐃしたイン࣮ࢱンࣉࢵࢩ

に参ຍした本学部学生は，イン࣮ࢱンࣉࢵࢩに参ຍした時ᮇ及びᐇ⩦時間にᛂࡌて，前ᮇ

ཪは後ᮇの学ᮇの༢఩として申ㄳするࡇとࡀできる。ただし，࣮ࣟࢢバル・スࢬ࣮࢕ࢹࢱ・

ン࣮ࢱఇ学ᮇ間୰に参ຍしたインࡀ及び学生ࣉࢵࢩン࣮ࢱラ࣒として参ຍしたインࢢࣟࣉ

 。ないࡵについては，申ㄳをㄆࣉࢵࢩ

㸦⏦ㄳࡢᇶ‽㸧 

➨㸱᮲  申ㄳのᇶ準については，次にᥖࡆると࠾りとする。 

(1) 「イン࣮ࢱンࣉࢵࢩᐇ⩦㸿」は，ᐇ⩦時間ࡀ 30時間௨ୖのࡶの。 

(2) 「イン࣮ࢱンࣉࢵࢩᐇ⩦㹀」は，ᐇ⩦時間ࡀ 60時間௨ୖのࡶの。 

㸦⏦ㄳࡢ᪉ἲ㸧 

➨㸲᮲  申ㄳをᕼᮃする学生は，イン࣮ࢱンࣉࢵࢩ⤊஢後，㏿ࡸかに次の各ྕにᥖࡆる᭩

類を⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部㛗にᥦฟしなけࡤࢀならない。 

(1) イン࣮ࢱンࣉࢵࢩᐇ⩦༢఩ㄆᐃ申ㄳ᭩（所ᐃのᵝᘧ） 

(2) ཷけ入ࢀඛのホᐃ᭩（所ᐃのᵝᘧ）及び外ᅜㄒの場合はその日本ㄒヂ 

(3) イン࣮ࢱンࣉࢵࢩの内ᐜ，ᐇ⩦時間を証᫂できる᭩類及び外ᅜㄒの場合はその日本 

ㄒヂ 

㸦༢఩ࡢㄆᐃ㸧 

➨㸳᮲  本学部教授఍は，前᮲にᐃࡵる申ㄳ᭩類にᇶ࡙き，༢఩ㄆᐃについてᑂᰝする。 

附 ๎�

の内つは，ᖹᡂࡇ 29年４月１日から施⾜する。 

㸫 1�3 㸫



19 ⚄ᡞ኱学国際人間科学部ᾏእእ国ㄒᐇ⩦࡟㛵ࡿࡍෆつ

（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ） 

㸦㊃  ᪨㸧 

➨㸯᮲  ࡇの内つは，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部つ๎（ᖹᡂ 29 年３月 31 日制ᐃ）ู⾲第 1

にᐃࡵる授業⛉目「外ᅜㄒᐇ⩦㸿」（１༢఩）及び「外ᅜㄒᐇ⩦㹀」（２༢఩）の༢఩ㄆᐃ

に関しᚲ要な事項をᐃࡵるࡶのとする。

㸦༢఩ࡢ⏦ㄳ㸧 

➨㸰᮲  ⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部（௨ୗ「本学部」とい࠺。）ࡀㄆᐃしたᾏ外኱学等に࠾い

てᐇ施さࢀている▷ᮇㄒ学ᐇ⩦（௨ୗ「ㄒ学ᐇ⩦」とい࠺。）に参ຍした本学部学生は，ㄒ

学ᐇ⩦に参ຍした時ᮇ及び時間にᛂࡌて，前ᮇཪは後ᮇの学ᮇの༢఩として申ㄳするࡇと

ラ࣒として参ຍしたㄒ学ᐇ⩦及びࢢࣟࣉ・ࢬ࣮࢕ࢹࢱバル・ス࣮ࣟࢢ，できる。ただしࡀ

学生ࡀఇ学ᮇ間୰に参ຍしたㄒ学ᐇ⩦については，申ㄳをㄆࡵない。 

㸦⏦ㄳࡢᇶ‽㸧 

➨㸱᮲  申ㄳのᇶ準については，次にᥖࡆると࠾りとする。 

(1) 「外ᅜㄒᐇ⩦㸿」は，ᐇ⩦時間ࡀ 30時間௨ୖのࡶの。 

(2) 「外ᅜㄒᐇ⩦㹀」は，ᐇ⩦時間ࡀ 60時間௨ୖのࡶの。 

㸦⏦ㄳࡢ᪉ἲ㸧 

➨㸲᮲  申ㄳをᕼᮃする学生は，ㄒ学ᐇ⩦⤊஢後，㏿ࡸかに次の各ྕにᥖࡆる᭩類を⚄ᡞ

኱学ᅜ㝿ே間⛉学部㛗にᥦฟしなけࡤࢀならない。 

(1) 外ᅜㄒᐇ⩦༢఩ㄆᐃ申ㄳ᭩（所ᐃのᵝᘧ） 

(2) ᡂ⦼証᫂᭩ཪはཷㅮ᭩及びその日本ㄒヂ 

(3) ㄒ学ᐇ⩦の内ᐜ，ᐇ⩦時間を証᫂できる᭩類及びその日本ㄒヂ 

㸦༢఩ࡢㄆᐃ㸧 

➨㸳᮲  本学部教授఍は，前᮲にᐃࡵる申ㄳ᭩類にᇶ࡙き，༢఩ㄆᐃについてᑂᰝする。 

附 ๎�

の内つは，ᖹᡂࡇ 29年４月１日から施⾜する。 

㸫 1�� 㸫



19 ⚄ᡞ኱学国際人間科学部ᾏእእ国ㄒᐇ⩦࡟㛵ࡿࡍෆつ

（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ） 

㸦㊃  ᪨㸧 

➨㸯᮲  ࡇの内つは，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部つ๎（ᖹᡂ 29 年３月 31 日制ᐃ）ู⾲第 1

にᐃࡵる授業⛉目「外ᅜㄒᐇ⩦㸿」（１༢఩）及び「外ᅜㄒᐇ⩦㹀」（２༢఩）の༢఩ㄆᐃ

に関しᚲ要な事項をᐃࡵるࡶのとする。

㸦༢఩ࡢ⏦ㄳ㸧 

➨㸰᮲  ⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部（௨ୗ「本学部」とい࠺。）ࡀㄆᐃしたᾏ外኱学等に࠾い

てᐇ施さࢀている▷ᮇㄒ学ᐇ⩦（௨ୗ「ㄒ学ᐇ⩦」とい࠺。）に参ຍした本学部学生は，ㄒ

学ᐇ⩦に参ຍした時ᮇ及び時間にᛂࡌて，前ᮇཪは後ᮇの学ᮇの༢఩として申ㄳするࡇと

ラ࣒として参ຍしたㄒ学ᐇ⩦及びࢢࣟࣉ・ࢬ࣮࢕ࢹࢱバル・ス࣮ࣟࢢ，できる。ただしࡀ

学生ࡀఇ学ᮇ間୰に参ຍしたㄒ学ᐇ⩦については，申ㄳをㄆࡵない。 

㸦⏦ㄳࡢᇶ‽㸧 

➨㸱᮲  申ㄳのᇶ準については，次にᥖࡆると࠾りとする。 

(1) 「外ᅜㄒᐇ⩦㸿」は，ᐇ⩦時間ࡀ 30時間௨ୖのࡶの。 

(2) 「外ᅜㄒᐇ⩦㹀」は，ᐇ⩦時間ࡀ 60時間௨ୖのࡶの。 

㸦⏦ㄳࡢ᪉ἲ㸧 

➨㸲᮲  申ㄳをᕼᮃする学生は，ㄒ学ᐇ⩦⤊஢後，㏿ࡸかに次の各ྕにᥖࡆる᭩類を⚄ᡞ

኱学ᅜ㝿ே間⛉学部㛗にᥦฟしなけࡤࢀならない。 

(1) 外ᅜㄒᐇ⩦༢఩ㄆᐃ申ㄳ᭩（所ᐃのᵝᘧ） 

(2) ᡂ⦼証᫂᭩ཪはཷㅮ᭩及びその日本ㄒヂ 

(3) ㄒ学ᐇ⩦の内ᐜ，ᐇ⩦時間を証᫂できる᭩類及びその日本ㄒヂ 

㸦༢఩ࡢㄆᐃ㸧 

➨㸳᮲  本学部教授఍は，前᮲にᐃࡵる申ㄳ᭩類にᇶ࡙き，༢఩ㄆᐃについてᑂᰝする。 

附 ๎�

の内つは，ᖹᡂࡇ 29年４月１日から施⾜する。 

20 ⚄ᡞ኱学国際人間科学部ࢡ࣮࣡ࢻ࣮ࣝ࢕ࣇᐇ⩦࡟㛵ࡍ
ෆつࡿ

（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ） 

㸦㊃  ᪨㸧 

➨㸯᮲  ࡇの内つは，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部つ๎（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ）ู⾲第１

にᐃࡵる授業⛉目「࣮࢕ࣇルࢡ࣮࣡ࢻᐇ⩦㸿」（１༢఩）及び「࣮࢕ࣇルࢡ࣮࣡ࢻᐇ⩦㹀」

（２༢఩）の༢఩ㄆᐃに関しᚲ要な事項をᐃࡵるࡶのとする。

㸦༢఩ࡢ⏦ㄳ㸧 

➨㸰᮲  ⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部（௨ୗ「本学部」とい࠺。）ࡀㄆᐃするᅜ内࣮࢕ࣇル࣡ࢻ

に参ຍ（。࠺とい「⩦ᐇࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ」௨ୗ）⩦ᐇࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇᐇ⩦及びᾏ外ࢡ࣮

した本学部学生は，࣮࢕ࣇルࢡ࣮࣡ࢻᐇ⩦に参ຍした時ᮇ及びᐇ⩦時間にᛂࡌて，前ᮇཪ

は後ᮇの学ᮇの༢఩として申ㄳするࡇとࡀできる。ただし，࣮ࣟࢢバル・スࢬ࣮࢕ࢹࢱ・

࣮࢕ࣇఇ学ᮇ間୰に参ຍしたࡀᐇ⩦及び学生ࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇラ࣒として参ຍしたࢢࣟࣉ

ルࢡ࣮࣡ࢻᐇ⩦については，申ㄳをㄆࡵない。

㸦⏦ㄳࡢᇶ‽㸧 

➨㸱᮲  申ㄳのᇶ準については，次にᥖࡆると࠾りとする。 

ࡀは，ᐇ⩦時間「ᐇ⩦㸿ࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ」 (1) 30時間௨ୖのࡶの。 

ࡀは，ᐇ⩦時間「ᐇ⩦㹀ࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ」 (2) 60時間௨ୖのࡶの。 

㸦⏦ㄳࡢ᪉ἲ㸧 

➨㸲᮲  申ㄳをᕼᮃする学生は，࣮࢕ࣇルࢡ࣮࣡ࢻᐇ⩦⤊஢後，㏿ࡸかに次の各ྕにᥖࡆ 

る᭩類を⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部㛗にᥦฟしなけࡤࢀならない。 

 ᐇ⩦༢఩ㄆᐃ申ㄳ᭩（所ᐃのᵝᘧ）ࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ (1)

(2) ᐇ⩦した኱学等のཷㅮ証᫂᭩な࡝のබⓗᩥ᭩及び外ᅜㄒの場合はその日本ㄒヂ 

ᐇ⩦の内ᐜ，ᐇ⩦時間を証᫂できる᭩類及び外ᅜㄒの場合はその日ࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ (3)

本ㄒヂ 

㸦༢఩ࡢㄆᐃ㸧 

➨㸳᮲  本学部教授఍は，前᮲にᐃࡵる申ㄳ᭩類にᇶ࡙き，༢఩ㄆᐃについてᑂᰝする。

附 ๎�

の内つは，ᖹᡂࡇ 29年４月１日から施⾜する。 
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21 እ国人␃学⏕ࡢࡵࡓࡢ᪥ᮏㄒ科┠ಟᚓࡢ࡚࠸ࡘ࡟ෆつ

（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ） 

➨㸯᮲  ࡇの内つは，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部つ๎（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ。௨ୗ「つ

๎」とい࠺。）第 11᮲第２項にᐃࡵる外ᅜே␃学生のたࡵの日本ㄒ⛉目ಟᚓに関しᚲ要な

事項をᐃࡵるࡶのとする。 

➨㸰᮲  外ᅜே␃学生ࡀ，⚄ᡞ኱学日本ㄒ等授業⛉目ᒚಟつ๎ู⾲にᥖࡆる授業⛉目の༢

఩をಟᚓしたときは，ࢀࡇらの༢఩ᩘを，６༢఩を限度として，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部

つ๎（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ）つ๎ู⾲第２にᐃࡵる外ᅜㄒ⛉目の༢఩ᩘに⟬入するࡇ

とࡀできる。 

附 ๎�

の内つは，ᖹᡂࡇ 29年４月１日から施⾜する。 

㸫 1�� 㸫



21 እ国人␃学⏕ࡢࡵࡓࡢ᪥ᮏㄒ科┠ಟᚓࡢ࡚࠸ࡘ࡟ෆつ
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఩をಟᚓしたときは，ࢀࡇらの༢఩ᩘを，６༢఩を限度として，⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間⛉学部

つ๎（ᖹᡂ 29年３月 31日制ᐃ）つ๎ู⾲第２にᐃࡵる外ᅜㄒ⛉目の༢఩ᩘに⟬入するࡇ

とࡀできる。 

附 ๎�

の内つは，ᖹᡂࡇ 29年４月１日から施⾜する。 

22 ⚄ᡞ኱学㹃㹑㹂ࢫ࣮ࢥᐇ᪋せ㡿

㸦㊃ ᪨㸧�

➨㸯 ⚄ᡞ኱学の各学部つ๎等のつᐃにࡼり⚄ᡞ኱学㹃㹑㹂（(GXFDWLRQ IRU 6XVWDLQDEOH 

'HYHORSPHQW㸸ᣢ⥆ྍ⬟な㛤Ⓨのたࡵの教育）࣮ࢥス（௨ୗ「࣮ࢥス」とい࠺。）を⨨き，

そのᐇ施に関しᚲ要な事項をᐃࡵる。 

㸦タ⨨┠ⓗ㸧 

➨㸰 ࣮ࢥスは，各学部ࡀアࣙࢩࢡン・ࣜࢳ࣮ࢧ等を共㏻のᡭἲとしなࡀら各学部間及び学

内外の⤌⧊と㐃ᦠして，ᣢ⥆ྍ⬟な♫఍࡙くりに㈨するேᮦを㣴ᡂするࡇとを目ⓗとする。

㸦ᤵᴗ科┠ྡ及び༢఩ᩘ㸧

➨㸱 ࣮ࢥスに࠾ける授業⛉目ྡ，༢఩ᩘ，㛤ㅮ時ᮇ及び㛤ㅮ学部等については，ู⾲のと

 。りとする࠾

㸦ಟ஢せ௳㸧 

➨㸲 ࣮ࢥスをಟ஢し࠺ࡼとする学生は，ู⾲にᐃࡵるとࢁࡇにᚑい，13༢఩௨ୖをಟᚓし

なけࡤࢀならない。 

㸦ಟ஢ㄆᐃドࡢᤵ୚㸧 

➨㸳 ࣮ࢥスಟ஢については，ᙜヱ࣮ࢥスをᒚಟした学生ࡀ所ᒓする学部の教授఍の㆟を⤒

てㄆᐃを⾜い，ಟ஢をㄆᐃした者については，ಟ஢ㄆᐃ証を授୚する。 

２ ಟ஢ㄆᐃ証のᵝᘧは，ู紙のと࠾りとする。 

３ ಟ஢ㄆᐃ証は，ཎ๎として学఩記授୚ᘧの日に஺௜する。 

㸦㞧 ๎㸧�

➨㸴 ࡇの要㡿にᐃࡵるࡶのの࡯か，࣮ࢥスのᐇ施に関しᚲ要な事項は，㹃㹑㹂࣮ࢥスᑓ㛛

ጤဨ఍ࡀᐃࡵる。 

附 ๎�

 。の要㡿は，ᖹᡂ20年４月１日からᐇ施するࡇ  １

（୰間㝃๎は┬␎）

附 ๎�

 。の要㡿は，令和５年４月１日からᐇ施するࡇ １

及び令和５年４月１日௨（。࠺௨ୗ「ᅾ学者」とい）の要㡿ᐇ施の㝿⌧にᅾ学する者ࡇ ２

後に࠾いてᅾ学者のᒓする年次に⦅入学�㌿入学ཪは෌入学する者については�ᨵṇ後の要

㡿にかかࢃらࡎ�な࠾ᚑ前の౛にࡼる。 
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ู⾲ 授業⛉目ྡ，༢఩ᩘ，ᚲ要ಟᚓ༢఩ᩘ，㓄ᙜ年次及び㛤ㅮ学部等 

授業⛉目༊分等 授 業 ⛉ 目 ྡ ༢఩ᩘ
ᚲ要ಟᚓ

༢఩ᩘ
㓄ᙜ年次 㛤ㅮ学部等

ᇶ♏⛉目

Ϩ

⩌

ᐇ㊶㎰学入㛛 ２

１ 

１年次 ㎰学部

㹃㹑㹂ᇶ♏（ᣢ⥆ྍ⬟な♫఍࡙くり１） 

㹃㹑㹂࣎ラン࢕ࢸアㄽ 

㹃㹑㹂ᐇ㊶ㄽ 

１ 

１ 

２ 

１年次

１年次

３年次

教㣴教育㝔

教㣴教育㝔 

ᅜ㝿ே間⛉学部

ϩ

⩌

㹃㹑㹂ㄽ（ᣢ⥆ྍ⬟な♫఍࡙くり２）㸿 

㹃㹑㹂ㄽ（ᣢ⥆ྍ⬟な♫఍࡙くり２）㹀 

㹃㹑㹂生ᾭ学⩦ㄽ㸿 

㹃㹑㹂生ᾭ学⩦ㄽ㹀 

１

１

１

１

２ 

１年次

１年次

１年次

１年次

教㣴教育㝔 

教㣴教育㝔 

教㣴教育㝔 

教㣴教育㝔 

関㐃⛉目 

⎔ቃேᩥ学ㅮ⩏Ϩ

⎔ቃேᩥ学ㅮ⩏ϩ 

２ 

２ 

６ 

２年次

２年次

ᩥ学部

ᩥ学部 

ẚ㍑ᨻ἞♫఍ㄽ 

ス࣏࣮࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥࢶᙧᡂㄽ 

ᗂඣ心理学₇⩦ 

ึ等理⛉ㄽ 

生活✵間ィ⏬ㄽ 

⥳ᆅ⎔ቃㄽ 

▱ぬと⾜Ⅽ（▱ぬ・ㄆ▱心理学） 

 バル㛤Ⓨᨻ⟇ㄽ࣮ࣟࢢ

生物ከᵝᛶ⛉学 

⎔ቃ♫఍学 

⎔ቃ⤒῭学 

㏵ୖᅜ㎰ᮧᆅᇦ㛤Ⓨㄽ 

メ࢕ࢹアㄽ 

ライ࣮ࢥࣇスの心理学（Ⓨ㐩心理学） 

ᕷẸ⛉学教育ㄽ 

㞀害共生教育ㄽ 

 ㄽ࣮ࢲン࢙ࢪ・࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

２年次

３年次

２年次

２年次

２年次

２年次

２年次

２年次

２年次

２年次

２年次

２年次

３年次

３年次

１年次

２年次

２年次

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ἲϨ

ᅜ㝿ᨻ἞⤒῭

⎔ቃἲ

♫఍保㞀ἲ

ᅜ㝿ἲϩ

ᅜ㝿ἲϪ

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２年次

２年次

３年次

２年次

２年次

３年次

ἲ学部

ἲ学部

ἲ学部

ἲ学部

ἲ学部

ἲ学部

♫఍ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン入㛛 ２ ２年次 ⤒῭学部 

♫఍⎔ቃ఍ィ 

ேⓗ㈨※管理 

２ 

２ 

２年次

２年次

⤒Ⴀ学部 

⤒Ⴀ学部 

ᾏὒ生物学 

生ែ⛉学 

２ 

２ 

２年次

３年次

理学部 

理学部 

ᆅᇦ་⒪学 

ᆅᇦ་⒪ࢩス࣒ࢸ学 

⾜動⛉学 

බ⾗⾨生学 

１ 

１ 

１ 

３ 

1～3年次

３年次

３年次

３年次

་学部་学⛉

་学部་学⛉

་学部་学⛉

་学部་学⛉

ᅜ㝿保健 

災害保健

⦆和ࢣアㄽ

ࣜハࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅンᕤ学・福♴用ල学

⌧௦་⒪と生࿨೔理 

㹇㹎㹕ᴫㄽ 

බ⾗⾨生学 

⎔ቃ・㣗品・⏘業⾨生学 

ᑠඣ⑌⑓ㄽ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２年次

３年次

４年次

３年次

１年次

１年次

２年次

２年次

２年次

་学部保健学⛉

་学部保健学⛉

་学部保健学⛉

་学部保健学⛉

་学部保健学⛉

་学部保健学⛉

་学部保健学⛉

་学部保健学⛉

་学部保健学⛉

ᆅ⌫⎔ቃㄽ 

Ỉᩥ学

Ἑᕝὶᇦᕤ学 

ᅜ㝿関係ㄽ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１年次

３年次

３年次

３年次

ᕤ学部 

ᕤ学部 

ᕤ学部 

ᕤ学部 
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ู⾲ 授業⛉目ྡ，༢఩ᩘ，ᚲ要ಟᚓ༢఩ᩘ，㓄ᙜ年次及び㛤ㅮ学部等 
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㹃㹑㹂生ᾭ学⩦ㄽ㹀 

１

１

１

１
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１年次

１年次

１年次

１年次

教㣴教育㝔 

教㣴教育㝔 

教㣴教育㝔 

教㣴教育㝔 

関㐃⛉目 

⎔ቃேᩥ学ㅮ⩏Ϩ

⎔ቃேᩥ学ㅮ⩏ϩ 

２ 

２ 

６ 

２年次

２年次

ᩥ学部

ᩥ学部 

ẚ㍑ᨻ἞♫఍ㄽ 

ス࣏࣮࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥࢶᙧᡂㄽ 

ᗂඣ心理学₇⩦ 

ึ等理⛉ㄽ 

生活✵間ィ⏬ㄽ 

⥳ᆅ⎔ቃㄽ 

▱ぬと⾜Ⅽ（▱ぬ・ㄆ▱心理学） 

 バル㛤Ⓨᨻ⟇ㄽ࣮ࣟࢢ

生物ከᵝᛶ⛉学 

⎔ቃ♫఍学 

⎔ቃ⤒῭学 

㏵ୖᅜ㎰ᮧᆅᇦ㛤Ⓨㄽ 

メ࢕ࢹアㄽ 

ライ࣮ࢥࣇスの心理学（Ⓨ㐩心理学） 

ᕷẸ⛉学教育ㄽ 

㞀害共生教育ㄽ 

 ㄽ࣮ࢲン࢙ࢪ・࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

２年次

３年次

２年次

２年次

２年次

２年次

２年次

２年次

２年次

２年次

２年次

２年次

３年次

３年次

１年次

２年次

２年次

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ἲϨ

ᅜ㝿ᨻ἞⤒῭

⎔ቃἲ

♫఍保㞀ἲ

ᅜ㝿ἲϩ

ᅜ㝿ἲϪ

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２年次

２年次

３年次

２年次

２年次

３年次

ἲ学部

ἲ学部

ἲ学部

ἲ学部

ἲ学部

ἲ学部

♫఍ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン入㛛 ２ ２年次 ⤒῭学部 

♫఍⎔ቃ఍ィ 

ேⓗ㈨※管理 

２ 

２ 

２年次

２年次

⤒Ⴀ学部 

⤒Ⴀ学部 

ᾏὒ生物学 

生ែ⛉学 

２ 

２ 

２年次

３年次

理学部 

理学部 

ᆅᇦ་⒪学 

ᆅᇦ་⒪ࢩス࣒ࢸ学 

⾜動⛉学 

බ⾗⾨生学 

１ 

１ 

１ 

３ 

1～3年次

３年次

３年次

３年次

་学部་学⛉

་学部་学⛉

་学部་学⛉

་学部་学⛉

ᅜ㝿保健 

災害保健

⦆和ࢣアㄽ

ࣜハࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅンᕤ学・福♴用ල学

⌧௦་⒪と生࿨೔理 

㹇㹎㹕ᴫㄽ 

බ⾗⾨生学 

⎔ቃ・㣗品・⏘業⾨生学 

ᑠඣ⑌⑓ㄽ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２年次

３年次

４年次

３年次

１年次

１年次

２年次

２年次

２年次

་学部保健学⛉

་学部保健学⛉

་学部保健学⛉

་学部保健学⛉

་学部保健学⛉

་学部保健学⛉

་学部保健学⛉

་学部保健学⛉

་学部保健学⛉

ᆅ⌫⎔ቃㄽ 

Ỉᩥ学

Ἑᕝὶᇦᕤ学 

ᅜ㝿関係ㄽ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１年次

３年次

３年次

３年次

ᕤ学部 

ᕤ学部 

ᕤ学部 

ᕤ学部 

㒔ᕷᆅᇦィ⏬ 

合意ᙧᡂㄽ 

２ 

１ 

３年次

３年次

ᕤ学部 

ᕤ学部 

㎰と᳜物་⛉学入㛛

⇕ᖏ᭷用᳜物学１

⇕ᖏ᭷用᳜物学２

ᶞᮌ学

㣗料生⏘管理学

᳃ᯘ生ែ学

土ተと⎔ቃ

᳃ᯘ保ㆤ学

㣗料⏘業ㄽ

㏵ୖᅜ⤒῭ㄽ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１年次

３年次

３年次

１年次

２年次

２年次

３年次

３年次

３年次

３年次

㎰学部 

㎰学部 

㎰学部 

㎰学部 

㎰学部 

㎰学部 

㎰学部 

㎰学部 

㎰学部 

㎰学部 

⌧௦ᾏὒᨻ⟇ᴫㄽ-１
⌧௦ᾏὒᨻ⟇ᴫㄽ-２
ᾏὒἲᨻ⟇ᴫㄽ-１
ᾏὒἲᨻ⟇ᴫㄽ-２

１ 

１ 

１ 

１ 

２年次

２年次

２年次

２年次

ᾏὒᨻ⟇⛉学部

ᾏὒᨻ⟇⛉学部

ᾏὒᨻ⟇⛉学部

ᾏὒᨻ⟇⛉学部

㜰⚄・ῐ㊰኱㟈災と㒔ᕷのᏳ඲

࣎ラン࢕ࢸアと♫఍㈉⊩活動㸿 

࣎ラン࢕ࢸアと♫఍㈉⊩活動㹀 

１

１ 

１ 

２年次

１年次

１年次

教㣴教育㝔 

教㣴教育㝔 

教㣴教育㝔 

 ࢻル࣮࢕ࣇ

₇⩦⛉目 

㹃㹑㹂₇⩦Ϩ（⎔ቃேᩥ学） 

㹃㹑㹂₇⩦ϩ（⎔ቃேᩥ学）

２

２

４ 

２年次

２年次

ᩥ学部

ᩥ学部 

㹃㹑㹂₇⩦Ϩ１（ᅜ㝿ே間⛉学） 

㹃㹑㹂₇⩦Ϩ２（ᅜ㝿ே間⛉学） 

㹃㹑㹂₇⩦ϩ１（ᅜ㝿ே間⛉学） 

㹃㹑㹂₇⩦ϩ２（ᅜ㝿ே間⛉学） 

１

１

１

１

２年次

２年次

２年次

２年次

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ே間⛉学部

ᅜ㝿ே間⛉学部

⎔ቃἲ₇⩦ 

ᅜ㝿ἲ₇⩦ 

ᅜ㝿関係ㄽ₇⩦ 

２ 

２ 

２

３年次

３年次

３年次

ἲ学部 

ἲ学部 

ἲ学部 

㹃㹑㹂₇⩦Ϩ（⎔ቃ⤒῭学Ϩ） 

㹃㹑㹂₇⩦ϩ（⎔ቃ⤒῭学ϩ） 

２ 

２

３年次

３年次

⤒῭学部 

⤒῭学部 

ึᮇయ㦂⮫ᗋᐇ⩦ 

᪩ᮇ⮫ᗋᐇ⩦１ 

᪩ᮇ⮫ᗋᐇ⩦２ 

ᆅᇦ♫఍་学ᐇ⩦ 

㹇㹎㹕 

１ 

１ 

１ 

１ 

１

１年次

２年次

３年次

４年次

４年次

་学部་学⛉

་学部་学⛉

་学部་学⛉

་学部་学⛉

་学部་学⛉

ึᮇయ㦂ᐇ⩦ 

㹇㹎㹕⤫合₇⩦ 

研究࣮ࢼ࣑ࢮル 

┳ㆤ研究᪉ἲㄽ 

ᐤ生⹸᳨ᰝ学ᐇ⩦ 

᳨ᰝ⤫合₇⩦ 

日ᖖ生活活動学ᐇ⩦ 

理学⒪ἲᆅᇦ་⒪ᐇ⩦ 

ᇶ♏స業学ᐇ⩦Ϩ 

ᇶ♏స業学ᐇ⩦ϩ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１

１年次

４年次

２年次

３年次

３年次

３年次

２年次

３年次

２年次

３年次

་学部保健学⛉

་学部保健学⛉

་学部保健学⛉

་学部保健学⛉

་学部保健学⛉

་学部保健学⛉

་学部保健学⛉

་学部保健学⛉

་学部保健学⛉

་学部保健学⛉

රᗜ┴㎰業⎔ቃㄽ㸿

රᗜ┴㎰業⎔ቃㄽ㹀

ᐇ㊶㎰学

㹃㹑㹂⥲合₇⩦ 

１

１

２

２

２年次

２年次

２年次

３年次

㎰学部 

㎰学部 

㎰学部 

教㣴教育㝔 

ᚲ要ಟᚓ༢఩ᩘの合ィ
１３༢఩

௨ୖ 
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  （ู紙） 

第 ྕ

⚄ᡞ኱学㹃㹑㹂࣮ࢥスಟ஢ㄆᐃ証

Ẋ 

   年    月    日生

ୖ記の者はᣢ⥆ྍ⬟な♫఍࡙くりに㈨するேᮦを㣴ᡂする⚄ᡞ኱学

㹃㹑㹂（Education for Sustainable Development㸸ᣢ⥆ྍ⬟な㛤Ⓨ  

のたࡵの教育）࣮ࢥスの所ᐃの༢఩をಟᚓしたのでྠ࣮ࢥス        

ಟ஢者とㄆᐃする

ႼႼႼႼ年ႼႼ月ႼႼ日 

ᅜ❧኱学ἲே⚄ᡞ኱学㛗

Ⴜ Ⴜ Ⴜ Ⴜ

㸫 1�0 㸫



  （ู紙） 

第 ྕ

⚄ᡞ኱学㹃㹑㹂࣮ࢥスಟ஢ㄆᐃ証

Ẋ 

   年    月    日生

ୖ記の者はᣢ⥆ྍ⬟な♫఍࡙くりに㈨するேᮦを㣴ᡂする⚄ᡞ኱学

㹃㹑㹂（Education for Sustainable Development㸸ᣢ⥆ྍ⬟な㛤Ⓨ  

のたࡵの教育）࣮ࢥスの所ᐃの༢఩をಟᚓしたのでྠ࣮ࢥス        

ಟ஢者とㄆᐃする

ႼႼႼႼ年ႼႼ月ႼႼ日 

ᅜ❧኱学ἲே⚄ᡞ኱学㛗

Ⴜ Ⴜ Ⴜ Ⴜ

23 ⚄ᡞ኱学ᩘ⌮࣭࣭ࢫ࢚ࣥ࢖ࢧࢱ࣮ࢹAIᩍ⫱࣒ࣛࢢࣟࣉᐇ
᪋せ㡿

令和５年１月 26日 ⚄ᡞ኱学ᩘ理・ࢧࢱ࣮ࢹイ࢚ンスࢭン࣮ࢱ㐠Ⴀጤဨ఍୍部ᨵṇ

㸦㊃��᪨㸧�

➨㸯᮲ ࡇの要㡿は，⚄ᡞ኱学の各学部つ๎のつᐃにᇶ࡙き設⨨さࢀる⚄ᡞ኱学ᩘ理・࣮ࢹ

イ࢚ンス・AIࢧࢱ 教育ࢢࣟࣉラ࣒（௨ୗ「ࢢࣟࣉラ࣒」とい࠺。）のᐇ施に関しᚲ要な事項

をᐃࡵるࡶのとする。 

㸦┠��ⓗ㸧�

➨㸰᮲ ࢢࣟࣉラ࣒は，学ኈ課⛬に࠾いて，ᩘ理ⓗᛮ⪃，ࢱ࣮ࢹ分ᯒ・活用ຊࠊAI 活用⬟ຊ

に関するᇶ♏ⓗ⣲㣴を᭷するேᮦを育ᡂするࡇとを目ⓗとする。 

㸦ࣞ࣋ࣝ㸧�

➨㸱᮲ ࢢࣟࣉラ࣒は，ࣜࢸラ࣮࣋ࣞࢩルとᛂ用ᇶ♏ࣞ࣋ルに༊分する。 

㸦ᤵᴗ科┠ྡ㸪༢఩ᩘ及びಟ஢せ௳㸧�

➨㸲᮲ ࢢࣟࣉラ࣒に࠾ける授業⛉目ྡ，༢఩ᩘ及びಟ஢要௳は，ู⾲のと࠾りとする。 

㸦ಟ஢ㄆᐃ㸧�

➨㸳᮲ ࢢࣟࣉラ࣒ಟ஢については，ᙜヱࢢࣟࣉラ࣒をಟ஢した学生ࡀ所ᒓする学部の教授 

 ఍の㆟を⤒て年度末ࡈとにㄆᐃを⾜い，ಟ஢をㄆᐃした者については，࣮࢜ࣉンバࢪࢵをⓎ

⾜する。

㸦㞧� ๎㸧�

➨㸴᮲ ࡇの要㡿にᐃࡵるࡶのの࡯かࣉ， ู，ラ࣒のᐇ施に関しᚲ要な事項はࢢࣟ にᐃࡵる。 

附� ๎�

１ 。の要㡿は，令和５年４月１日からᐇ施するࡇ

２ 及び令和５年４月１日௨後（。࠺௨ୗ「ᅾ学者」とい）の要㡿ᐇ施の㝿⌧にᅾ学する者ࡇ

に࠾いてᅾ学者のᒓする年次に⦅入学，㌿入学ཪは෌入学する者については，ᨵṇ後の要

㡿にかかࢃらࡎ，な࠾ᚑ前の౛にࡼる。 

㸫 1�1 㸫



พනʤ୊4ড়ؖܐʥ

授業科目名 授業科目の区分 単位数
必要修得
単位数

情報基礎 情報科目 1
データサイエンス基礎学 基礎教養科目 1

2単位

国際人間科学部 グローώルชԿ学科

数位単分区の目科業授名目科業授
必要修得
単位数

データサイエンス概論Ａ 総合教養科目 1
データサイエンス概論Ｂ 総合教養科目 1

1目科養教礎基Ａ学数
1目科養教礎基Ｂ学数
1目科養教礎基Ｃ学数
1目科養教礎基Ｄ学数
2目科門専理ॴ報情計統

目科養教礎基Ａ学計統 1
目科養教礎基Ｂ学計統 1

データサイエンス基礎演習 総合教養科目 1
1目科門専１習演ーシラテリ報情
1目科門専２習演ーシラテリ報情
1目科門専１習演信発報情
1目科門専２習演信発報情
1目科門専１習演礎基グンミラグロプ
1目科門専２習演礎基グンミラグロプ
2目科門専φンϟζーϋϜターデ
2目科門専ンイδデンϥシーίωϣミα̫̠

データサイエンスＰＢＬ演習 高度教養科目 1
6単位以上

国際人間科学部 発ୣαミϣωテΡ学科

数位単分区の目科業授名目科業授
必要修得
単位数

データサイエンス概論Ａ 総合教養科目 1
データサイエンス概論Ｂ 総合教養科目 1

1目科養教礎基Ａ学数
1目科養教礎基Ｂ学数
1目科養教礎基Ｃ学数

２単位以上

選択必修

２単位以上

２単位以上

必要修得単位数の合計

必修 ２単位

必修

必要修得単位数の合計

2単位

必修 ２単位

㸫 1�2 㸫



พනʤ୊4ড়ؖܐʥ

授業科目名 授業科目の区分 単位数
必要修得
単位数

情報基礎 情報科目 1
データサイエンス基礎学 基礎教養科目 1

2単位

国際人間科学部 グローώルชԿ学科

数位単分区の目科業授名目科業授
必要修得
単位数

データサイエンス概論Ａ 総合教養科目 1
データサイエンス概論Ｂ 総合教養科目 1

1目科養教礎基Ａ学数
1目科養教礎基Ｂ学数
1目科養教礎基Ｃ学数
1目科養教礎基Ｄ学数
2目科門専理ॴ報情計統

目科養教礎基Ａ学計統 1
目科養教礎基Ｂ学計統 1

データサイエンス基礎演習 総合教養科目 1
1目科門専１習演ーシラテリ報情
1目科門専２習演ーシラテリ報情
1目科門専１習演信発報情
1目科門専２習演信発報情
1目科門専１習演礎基グンミラグロプ
1目科門専２習演礎基グンミラグロプ
2目科門専φンϟζーϋϜターデ
2目科門専ンイδデンϥシーίωϣミα̫̠

データサイエンスＰＢＬ演習 高度教養科目 1
6単位以上

国際人間科学部 発ୣαミϣωテΡ学科

数位単分区の目科業授名目科業授
必要修得
単位数

データサイエンス概論Ａ 総合教養科目 1
データサイエンス概論Ｂ 総合教養科目 1

1目科養教礎基Ａ学数
1目科養教礎基Ｂ学数
1目科養教礎基Ｃ学数

２単位以上

選択必修

２単位以上

２単位以上

必要修得単位数の合計

必修 ２単位

必修

必要修得単位数の合計

2単位

必修 ２単位

数学Ｄ 基礎教養科目 1
統計学Ａ 基礎教養科目 1
統計学Ｂ 基礎教養科目 1
データサイエンス基礎演習 総合教養科目 1
情報リテラシー演習１ 専門科目 1
情報リテラシー演習２ 専門科目 1
情報発信演習１ 専門科目 1
情報発信演習２ 専門科目 1
プログラミング基礎演習１ 専門科目 1
プログラミング基礎演習２ 専門科目 1
データサイエンスＰＢＬ演習 高度教養科目 1

6単位以上

国際人間科学部 環境ڠਫ਼学科

授業科目名 授業科目の区分 単位数
必要修得
単位数

データサイエンス概論Ａ 総合教養科目 1
データサイエンス概論Ｂ 総合教養科目 1
તܙେ数入門１ ௪専門基礎科目ڠ 1
તܙେ数入門２ ௪専門基礎科目ڠ 1
તܙେ数１ ௪専門基礎科目ڠ 1
તܙେ数２ ௪専門基礎科目ڠ 1
તܙେ数̑ ௪専門基礎科目ڠ 1
તܙେ数̒ ௪専門基礎科目ڠ 1
ඏ分੷分入門１ ௪専門基礎科目ڠ 1
ඏ分੷分入門２ ௪専門基礎科目ڠ 1
ඏ分੷分１ ௪専門基礎科目ڠ 1
ඏ分੷分２ ௪専門基礎科目ڠ 1
ඏ分੷分̑ ௪専門基礎科目ڠ 1
ඏ分੷分̒ ௪専門基礎科目ڠ 1
数学Ａ 基礎教養科目 1
数学Ｂ 基礎教養科目 1
数学Ｃ 基礎教養科目 1
数学Ｄ 基礎教養科目 1
数理統計１ ௪専門基礎科目ڠ 1
数理統計２ ௪専門基礎科目ڠ 1
統計学Ａ 基礎教養科目 1
統計学Ｂ 基礎教養科目 1
数理科学基礎 専門科目 2
数理科学入門ʤେ数ܧʥ 専門科目 2
統計ద໲ୌ解݀๑ 専門科目 2
数理科学入門ʤ統計ܧʥ 専門科目 2

選択必修

2単位以上

選択必修

２単位以上

２単位以上

必要修得単位数の合計

必修 ２単位

㸫 1�3 㸫



データサイエンス基礎演習 総合教養科目 1
情報リテラシー演習１ 専門科目 1
情報リテラシー演習２ 専門科目 1
情報発信演習１ 専門科目 1
情報発信演習２ 専門科目 1
環境数値解析 専門科目 2
計算機科学入門 専門科目 2
プログラミング基礎演習１ 専門科目 1
プログラミング基礎演習２ 専門科目 1
数理モデルプログラミング 専門科目 2
データサイエンスＰＢＬ演習 高度教養科目 1

6単位以上

国際人間科学部 子ども教育学科

授業科目名 授業科目の区分 単位数
必要修得
単位数

データサイエンス概論Ａ 総合教養科目 1
データサイエンス概論Ｂ 総合教養科目 1
数学Ａ 基礎教養科目 1
数学Ｂ 基礎教養科目 1
数学Ｃ 基礎教養科目 1
数学Ｄ 基礎教養科目 1
統計学Ａ 基礎教養科目 1
統計学Ｂ 基礎教養科目 1
データサイエンス基礎演習 総合教養科目 1
情報リテラシー演習１ 専門科目 1
情報リテラシー演習２ 専門科目 1
情報発信演習１ 専門科目 1
情報発信演習２ 専門科目 1
プログラミング基礎演習１ 専門科目 1
プログラミング基礎演習２ 専門科目 1
データサイエンスＰＢＬ演習 高度教養科目 1

6単位以上

選択必修

２単位以上

２単位以上

必要修得単位数の合計

2単位以上

必要修得単位数の合計

必修 ２単位

㸫 1�� 㸫



データサイエンス基礎演習 総合教養科目 1
情報リテラシー演習１ 専門科目 1
情報リテラシー演習２ 専門科目 1
情報発信演習１ 専門科目 1
情報発信演習２ 専門科目 1
環境数値解析 専門科目 2
計算機科学入門 専門科目 2
プログラミング基礎演習１ 専門科目 1
プログラミング基礎演習２ 専門科目 1
数理モデルプログラミング 専門科目 2
データサイエンスＰＢＬ演習 高度教養科目 1

6単位以上

国際人間科学部 子ども教育学科

授業科目名 授業科目の区分 単位数
必要修得
単位数

データサイエンス概論Ａ 総合教養科目 1
データサイエンス概論Ｂ 総合教養科目 1
数学Ａ 基礎教養科目 1
数学Ｂ 基礎教養科目 1
数学Ｃ 基礎教養科目 1
数学Ｄ 基礎教養科目 1
統計学Ａ 基礎教養科目 1
統計学Ｂ 基礎教養科目 1
データサイエンス基礎演習 総合教養科目 1
情報リテラシー演習１ 専門科目 1
情報リテラシー演習２ 専門科目 1
情報発信演習１ 専門科目 1
情報発信演習２ 専門科目 1
プログラミング基礎演習１ 専門科目 1
プログラミング基礎演習２ 専門科目 1
データサイエンスＰＢＬ演習 高度教養科目 1

6単位以上

選択必修

２単位以上

２単位以上

必要修得単位数の合計

2単位以上

必要修得単位数の合計

必修 ２単位

24 ⚄ᡞ኱学国際人間科学部➨㸱ᖺḟ⦅ධ学࡟ಀࡿ
᪤ಟᚓ༢఩ࡢㄆᐃ࡟㛵ࡿࡍෆつ

（ᖹᡂ 31年３月 19日制ᐃ） 

㸦㊃  ᪨) 

➨㸯᮲  ࡇの内つは，⚄ᡞ኱学教学つ๎第3�᮲のつᐃにᇶ࡙き，ᅜ㝿ே間⛉学部の第３年

次に⦅入した学生ࡀ，本学に入学する前に኱学等に࠾いてಟᚓした༢఩（௨ୗ「᪤ಟᚓ༢

఩」とい࠺。）を，本学に࠾ける授業⛉目のᒚಟにࡼりಟᚓしたࡶのとࡳなすにᙜたり，

ᚲ要な事項をᐃࡵるࡶのとする。 

㸦ㄆᐃ༢఩ᩘୖࡢ㝈㸧 

➨㸰᮲  ᪤ಟᚓ༢఩のࡕ࠺本学に࠾いてಟᚓした༢఩とࡳなすࡇとのできるㄆᐃ༢఩ᩘの

ୖ限は，次᮲から第�᮲までにつᐃする授業⛉目の༢఩ᩘを合ࢃせて��༢఩とする。 

�඲学ඹ㏻ᤵᴗ科┠➼ࡢㄆᐃ㸧�

➨㸱᮲  本学部のᒚಟ要௳にྵまࢀる次の඲学共㏻授業⛉目等については，各学⛉のᚲ要

ಟᚓ༢఩ᩘにᛂࡌてࢀࡇをまとࡵてㄆᐃするࡇとࡀできるࡶのとする。 

(1) ᇶ♏教㣴⛉目 

(2) ⥲合教㣴⛉目 

(3) 外ᅜㄒ⛉目 

��� 健康・ス࣏࣮ࢶ⛉学 

��� ᝟ሗ⛉目 

(6) 学部共㏻ᇶ♏⛉目（ึ年次࣮ࢼ࣑ࢭを除く。） 

��� 学部共㏻Ⓨᒎ⛉目 

(8) 共㏻ᑓ㛛ᇶ♏⛉目 

２ 前項のつᐃにࡼりㄆᐃする༢఩ᩘのୖ限は，次のと࠾りとする。 

(1) Ⓨ㐩࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ学⛉  32༢఩ 

(2) ⎔ቃ共生学⛉  3�༢఩ 

(3) Ꮚࡶ࡝教育学⛉ 29༢఩ 

㸦࣒ࣛࢢࣟࣉ࣭ࢬ࣮࢕ࢹࢱࢫ࣭ࣝࣂ࣮ࣟࢢ㸦㹅㹑㹎㸧科┠ࡢㄆᐃ㸧 

➨㸲᮲  本学部のᒚಟ要௳にྵまࢀる࣮ࣟࢢバル・スࢢࣟࣉ・ࢬ࣮࢕ࢹࢱラ࣒（㹅㹑㹎）

⛉目については，ཎ๎としてㄆᐃしないࡶのとする。 

㸦学科ᑓ㛛科┠➼ࡢㄆᐃ) 

➨㸳᮲  本学部のᒚಟ要௳にྵまࢀる学⛉ᑓ㛛⛉目（༞業研究を除く。）及び自⏤㑅ᢥ⛉

目については，各学⛉のᚲ要ಟᚓ༢఩ᩘにᛂࡌてㄆᐃするࡇとࡀできるࡶのとする。 

㸦⏦ㄳࡢ᪉ἲ㸧 

➨㸴᮲  ᪤ಟᚓ༢఩のㄆᐃをཷけ࠺ࡼとする者は，ᣦᐃのᮇ日までに，次の᭩類を学部㛗

にᥦฟしなけࡤࢀならない。 

(1) 申ㄳ᭩（所ᐃのᵝᘧ） 
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 (2) ᡂ⦼証᫂᭩及びㅮ⩏内ᐜを᫂♧できる᭩類（ࢩラバス等）୪びに外ᅜㄒの場合はそ

の日本ㄒヂ 

 (3) その他ᚲ要とㄆࡵらࢀる᭩類 

㸦༢఩ࡢㄆᐃ㸧 

➨㸵᮲  ᅜ㝿ே間⛉学部教授఍は，前᮲にᐃࡵる申ㄳ᭩類にᇶ࡙き，༢఩ㄆᐃについてᑂ

ᰝする。 

２ ㄆᐃにᙜたࡗては，申ㄳをした授業⛉目ࡈとにヨ㦂（➹記ཪはཱྀ㢌）をᐇ施するࡇとࡀ

 。る࠶

３ ㄆᐃしたᡂ⦼の⾲♧は，「ㄆᐃ」とする。 

附 ๎

 。の内つは，ᖹᡂ31年３月19日から施⾜するࡇ

附 ๎

。の内つは，令和３年４月１日から施⾜するࡇ
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 (2) ᡂ⦼証᫂᭩及びㅮ⩏内ᐜを᫂♧できる᭩類（ࢩラバス等）୪びに外ᅜㄒの場合はそ

の日本ㄒヂ 

 (3) その他ᚲ要とㄆࡵらࢀる᭩類 

㸦༢఩ࡢㄆᐃ㸧 

➨㸵᮲  ᅜ㝿ே間⛉学部教授఍は，前᮲にᐃࡵる申ㄳ᭩類にᇶ࡙き，༢఩ㄆᐃについてᑂ

ᰝする。 

２ ㄆᐃにᙜたࡗては，申ㄳをした授業⛉目ࡈとにヨ㦂（➹記ཪはཱྀ㢌）をᐇ施するࡇとࡀ

 。る࠶

３ ㄆᐃしたᡂ⦼の⾲♧は，「ㄆᐃ」とする。 

附 ๎

 。の内つは，ᖹᡂ31年３月19日から施⾜するࡇ

附 ๎

。の内つは，令和３年４月１日から施⾜するࡇ

25 ஺㏻ᶵ㛵ࡢ㐠ఇ㸪Ẽ㇟㆙ሗࡢⓎ⾲㸪㑊㞴ᣦ♧࣭⥭ᛴᏳ඲☜ಖࡢⓎ௧
᫬ࡿࡅ࠾࡟ᤵᴗ㸪ᐃᮇヨ㦂ࡢఇㅮᥐ⨨࡚࠸ࡘ࡟

１㸬஺㏻ᶵ関の㐠ఇの場合 

  භ甲台ᆅ༊に࠾いて㛤ㅮする授業 

次の�1�ཪは�2�のいࢀࡎかにヱᙜする場合，ᙜ日のその後に㛤始する授業（ᐃᮇヨ㦂を

 。をఇㅮとする（ࡴྵ

�1� JRす日本（⚄ᡞ⥺（኱㜰㥐～ጲ㊰㥐）），㜰ᛴ㟁㕲（⚄ᡞ本⥺（኱㜰ᱵ⏣㥐～⚄ᡞ୕

ᐑ㥐））及び㜰⚄㟁気㕲㐨（㜰⚄本⥺（኱㜰ᱵ⏣㥐～ඖ⏫㥐））のࡕ࠺ 2 時に㐠ྠࡀ⥺

ఇした場合 

�2� ⚄ᡞᕷバス 16⣔⤫及び 36⣔⤫ྠࡀ時に㐠ఇした場合 

 ただし，次の場合は授業をᐇ施する。 

ձ 午前６時までに，஺㏻ᶵ関ࡀ㐠⾜した場合は，１時限目の授業からᐇ施する。 

ղ 午前 10時までに，஺㏻ᶵ関ࡀ㐠⾜した場合は，午後１時௨㝆に㛤始する授業から

ᐇ施する。 

ճ 午後２時までに，஺㏻ᶵ関ࡀ㐠⾜した場合は，午後５時௨㝆に㛤始する授業から

ᐇ施する。 

２㸬気㇟㆙ሗのⓎ⾲の場合 

⚄ᡞᕷに㆙ሗ（ただしᭀ㢼，኱㞷，ᭀ㢼㞷に限る）ཪは特ู㆙ሗࡀⓎ⾲さࢀた場合，ᙜ

日のその後に㛤始する授業（ᐃᮇヨ㦂をྵࡴ）をఇㅮとする。 

な࠾，気㇟㆙ሗࡀᗈᇦにⓎ⾲さࢀた場合は，⚄ᡞᕷྵࡀまࢀている場合にࡇのྲྀᢅいを

㐺用する。 

ただし，次の場合は授業をᐇ施する。 

ձ 午前６時までに，気㇟㆙ሗࡀゎ除さࢀた場合は，１時限目の授業からᐇ施する。 

ղ 午前 10時までに，気㇟㆙ሗࡀゎ除さࢀた場合は，午後１時௨㝆に㛤始する授業か

らᐇ施する。 

ճ 午後２時までに，気㇟㆙ሗࡀゎ除さࢀた場合は，午後５時௨㝆に㛤始する授業か

らᐇ施する。 

３㸬㑊㞴ᣦ♧・⥭ᛴᏳ඲☜保のⓎ令の場合 

භ甲台ᆅ༊の所ᅾᆅにᕷ⏫ᮧ等から㑊㞴ᣦ♧・⥭ᛴᏳ඲☜保ࡀⓎ令さࢀた場合，ᙜヱᆅ

༊でᙜ日のその後に㛤始する඲ての授業（ᐃᮇヨ㦂をྵࡴ）をఇㅮとする。ただし，午前

６時までに㑊㞴ᣦ♧・⥭ᛴᏳ඲☜保ࡀゎ除さࢀた場合は，１時限目の授業からᐇ施する。 

４㸬ఇㅮの࿘▱᪉ἲ 

஺㏻ᶵ関の㐠ఇ，気㇟㆙ሗのⓎ⾲，㑊㞴ᣦ♧・⥭ᛴᏳ඲☜保のⓎ令ࡀ事前にண᝿さࢀる
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場合は，学内ᥖ♧ᯈ，࠺りࢵࢿ࣮ࡰト，各学部及び各研究⛉の࣮࣒࣮࣍࣌ࢪ等にࡼり，࠶

らかࡵࡌ࿘▱するࡶのとする。 

（注） １㸬஺㏻ᶵ関の㐠ఇとは，事ᨾ，気㇟⌧㇟，ᆅ㟈，その他の理⏤にࡼり㕲㐨ࡸ㐨㊰ࡀ㐽

᩿さࢀて஺㏻ᶵ関ࡀ㐠⾜ఇṆになり，㏻学ࡀᅔ㞴な場合をい࠺。 

２㸬気㇟㆙ሗは，「⚄ᡞᆅ᪉気㇟台ࡀⓎ⾲する㆙ሗ」にࡼるࡶのとする。 

３㸬気㇟㆙ሗのⓎ⾲及びゎ除，㑊㞴ᣦ♧・⥭ᛴᏳ඲☜保のⓎ令及びゎ除の☜ㄆは，ࣞࢸ

 。るࡼト等のሗ㐨にࢵࢿ࣮ࢱイン・࢜ࢪラ・ࣅ

４㸬₇⩦ཪは研究ᣦᑟ等のᑡேᩘの授業については，授業を⾜ࡇ࠺と࠶ࡀる。ただし，

㑊㞴ᣦ♧・⥭ᛴᏳ඲☜保のⓎ令の場合は除く。 

５㸬ࡇの申合せは，ᑐ㠃授業及び୍部ᑐ㠃授業のᐇ施に࠶たࡗて㐺用するࡶのとする。

６㸬ࡇのྲྀᢅいは，令和４年４月１日から㐺用する。 
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場合は，学内ᥖ♧ᯈ，࠺りࢵࢿ࣮ࡰト，各学部及び各研究⛉の࣮࣒࣮࣍࣌ࢪ等にࡼり，࠶

らかࡵࡌ࿘▱するࡶのとする。 

（注） １㸬஺㏻ᶵ関の㐠ఇとは，事ᨾ，気㇟⌧㇟，ᆅ㟈，その他の理⏤にࡼり㕲㐨ࡸ㐨㊰ࡀ㐽

᩿さࢀて஺㏻ᶵ関ࡀ㐠⾜ఇṆになり，㏻学ࡀᅔ㞴な場合をい࠺。 

２㸬気㇟㆙ሗは，「⚄ᡞᆅ᪉気㇟台ࡀⓎ⾲する㆙ሗ」にࡼるࡶのとする。 

３㸬気㇟㆙ሗのⓎ⾲及びゎ除，㑊㞴ᣦ♧・⥭ᛴᏳ඲☜保のⓎ令及びゎ除の☜ㄆは，ࣞࢸ

 。るࡼト等のሗ㐨にࢵࢿ࣮ࢱイン・࢜ࢪラ・ࣅ

４㸬₇⩦ཪは研究ᣦᑟ等のᑡேᩘの授業については，授業を⾜ࡇ࠺と࠶ࡀる。ただし，

㑊㞴ᣦ♧・⥭ᛴᏳ඲☜保のⓎ令の場合は除く。 

５㸬ࡇの申合せは，ᑐ㠃授業及び୍部ᑐ㠃授業のᐇ施に࠶たࡗて㐺用するࡶのとする。

６㸬ࡇのྲྀᢅいは，令和４年４月１日から㐺用する。 





㸯 ᒚಟ᪉ἲ及びᒚಟ࡟㛵ࡿࡍᚰᚓ 

はࡵࡌに 

学生は，「⚄ᡞ኱学教学つ๎」，「⚄ᡞ኱学඲学共㏻授業⛉目ᒚಟつ๎」，「⚄ᡞ኱学ᅜ㝿ே間

⛉学部（௨ୗ「本学部」とい࠺。）つ๎及び次に㏙࡭る各項を⇍ㄞし，ᐃࡵらࢀた༢఩を

ಟᚓし，༞業㈨᱁をᚓなけࡤࢀなりません。 

(1) ᒚಟの࠶り᪉について 

①༢఩制度の⪃࠼᪉について 

⚄ᡞ኱学では，各授業⛉目の༢఩ᩘは，授業時間外のຮᙉ時間ࡵྵࡶて，��時間の学

ಟをᚲ要とする内ᐜをࡗࡶて１༢఩の授業をᵓᡂするࡇととなࡗています（⚄ᡞ኱学教

学つ๎第32᮲）。そのཎ๎にᇶ࡙いて，本学部では，授業ᙧែにᛂࡌて授業時間࠶たり

の༢఩ᩘをᐃࡵています。౛ࡤ࠼，ㅮ⩏ࡼ࠾び₇⩦については，1�時間の授業をࡗࡶ

て，ᐇ㦂ࡸᐇ⩦等については，30時間の授業をࡗࡶて１༢఩とするとᐃࡵています

（本学部つ๎第10᮲）。 

授業時間にຍ࠼，自分自身でのຮᙉの時間なࡵྵࡶ࡝て，��時間分の学ಟのᡂᯝを 

るヨ㦂に合᱁して，ึࡵて1༢఩ࡀಟᚓできるࡶのと理ゎしてください。 

②年間にᒚಟできる༢఩ᩘのୖ限について 

本学部では，１年間にᒚಟできる༢఩ᩘのୖ限（㹁㸿㹎制）を設けています（本学部

つ๎第12᮲）。 

る࠼ຮᙉに使ࡀ᪉にᇶ࡙くと，１㐌間に୍ேのே࠼⪄た༢఩制度の࡭は，ୖで㏙ࢀࡇ

時間にୖ限࠶ࡀるので，そのୖ限を㉸࠼てຮᙉする࠺ࡼなィ⏬を❧ててࡶ，そのᐇ⌧は

物理ⓗに୙ྍ⬟だからです。自学自⩦の時間ࡶ⪃៖に入ࢀた学⩦ィ⏬にᇶ࡙いて，授業

⛉目のᒚಟ申ㄳを⾜࠺ࡼ࠺にしてください。 

(2) 授業⛉目及びᒚಟ要௳について 

本学部つ๎ู⾲第２ᒚಟ要௳（第11᮲関係）を参照してください。 

(3) ⛉目ࢼンバࣜンࢢのᑟ入について 

⚄ᡞ኱学では，各学部ࡼ࠾び研究⛉に࠾ける教育課⛬の⣔⤫ᛶ，㡰次ᛶ及び⛉目のỈ準

を᫂らかにし，学生のᒚಟィ⏬，学ಟ活動のᡭຓけとなる࠺ࡼに，⛉目ࢼンバࣜンࢢをᑟ

入しています。（ヲ⣽については本学部࢙࢘ࢧࣈイト参照） 

各授業⛉目のࢼンバࣜンࢻ࣮ࢥࢢは，௨ୗのと࠾り７᱆のⱥᩘᏐでᵓᡂさࢀます。 
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㸦౛㸧㹆�㸯�㹆 㹘�㸯�㸮�㸰（「ึ年次࣮ࢼ࣑ࢭ」の場合） 

第１᱆ 第２᱆ 第３～第４᱆ 第５᱆ 第６～第７᱆ 

アルࢵ࣋࢓ࣇト ᩘᏐ アルࢵ࣋࢓ࣇト ᩘᏐ ᩘᏐ 

⛉目ᥦ౪ẕయの部ᒁ 課⛬ 学⛉，ᑓᨷ等 ⛉目の࣮࢝ࣜࢦࢸ ⛉目のࢼンバ࣮ 

１㸸学ኈ課⛬ 㛤ㅮ部ᒁで設ᐃ 㛤ㅮ部ᒁẖに設ᐃ 

㸦౛㸧㹆 㸯� 㹆㹘 㸯� 㸮㸰 

ᅜ㝿ே間⛉学部 学ኈ課⛬ 学部共㏻⛉目 ึ⣭ࣞ࣋ルの⛉目 ₇⩦ 

第３～４᱆ 学⛉・ࢢࣟࣉラ࣒㸭࣮ࢥス 

学⛉ ࢢࣟࣉラ࣒㸭࣮ࢥス 

H=（学部共㏻⛉目） 

 バルᩥ໬学⛉ G=（学⛉共㏻⛉目）࣮ࣟࢢ

G<（学⛉ࢥア⛉目） 

G'（ᆅᇦᩥ໬⣔ࢢࣟࣉラ࣒） 

G(（␗ᩥ໬ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン⣔ࢢࣟࣉラ࣒） 

G)（⌧௦ᩥ໬ࢩス࣒ࢸ⣔ࢢࣟࣉラ࣒） 

G*（ゝㄒ᝟ሗࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン⣔ࢢࣟࣉラ࣒） 

Ⓨ㐩࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ学⛉ D=（学⛉共㏻⛉目） 

D<（学⛉ࢥア⛉目） 

D$（♫఍࢚ンパ࣡メントࢢࣟࣉラ࣒） 

D%（心の᥈究ࢢࣟࣉラ࣒） 

D&（アࣈ࢕ࢸࢡライࢢࣟࣉࣇラ࣒） 

D'（࣑࣮ࣗࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࢡࢵࢪンࢢࣟࣉラ࣒） 

D(（ア࣮トࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥンࢢࣟࣉラ࣒） 

⎔ቃ共生学⛉ E=（学⛉共㏻⛉目） 

E<（学⛉ࢥア⛉目） 

E$（⎔ቃ自↛⛉学ࢢࣟࣉラ࣒） 

E%（⎔ቃᩘ理⛉学ࢢࣟࣉラ࣒） 

E&（生活共生⛉学ࢢࣟࣉラ࣒） 

E'（♫఍共生⛉学ࢢࣟࣉラ࣒） 

Ꮚࡶ࡝教育学⛉ C=（学⛉共㏻⛉目） 

C<（学⛉ࢥア⛉目） 

C$（学ᰯ教育学࣮ࢥス） 

C%（ஙᗂඣ教育学࣮ࢥス） 

H/（㈨᱁免チのたࡵの⛉目） 
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㸦౛㸧㹆�㸯�㹆 㹘�㸯�㸮�㸰（「ึ年次࣮ࢼ࣑ࢭ」の場合） 

第１᱆ 第２᱆ 第３～第４᱆ 第５᱆ 第６～第７᱆ 

アルࢵ࣋࢓ࣇト ᩘᏐ アルࢵ࣋࢓ࣇト ᩘᏐ ᩘᏐ 

⛉目ᥦ౪ẕయの部ᒁ 課⛬ 学⛉，ᑓᨷ等 ⛉目の࣮࢝ࣜࢦࢸ ⛉目のࢼンバ࣮ 

１㸸学ኈ課⛬ 㛤ㅮ部ᒁで設ᐃ 㛤ㅮ部ᒁẖに設ᐃ 

㸦౛㸧㹆 㸯� 㹆㹘 㸯� 㸮㸰 

ᅜ㝿ே間⛉学部 学ኈ課⛬ 学部共㏻⛉目 ึ⣭ࣞ࣋ルの⛉目 ₇⩦ 

第３～４᱆ 学⛉・ࢢࣟࣉラ࣒㸭࣮ࢥス 

学⛉ ࢢࣟࣉラ࣒㸭࣮ࢥス 

H=（学部共㏻⛉目） 

 バルᩥ໬学⛉ G=（学⛉共㏻⛉目）࣮ࣟࢢ

G<（学⛉ࢥア⛉目） 

G'（ᆅᇦᩥ໬⣔ࢢࣟࣉラ࣒） 

G(（␗ᩥ໬ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン⣔ࢢࣟࣉラ࣒） 

G)（⌧௦ᩥ໬ࢩス࣒ࢸ⣔ࢢࣟࣉラ࣒） 

G*（ゝㄒ᝟ሗࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン⣔ࢢࣟࣉラ࣒） 

Ⓨ㐩࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ学⛉ D=（学⛉共㏻⛉目） 

D<（学⛉ࢥア⛉目） 

D$（♫఍࢚ンパ࣡メントࢢࣟࣉラ࣒） 

D%（心の᥈究ࢢࣟࣉラ࣒） 

D&（アࣈ࢕ࢸࢡライࢢࣟࣉࣇラ࣒） 

D'（࣑࣮ࣗࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࢡࢵࢪンࢢࣟࣉラ࣒） 

D(（ア࣮トࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥンࢢࣟࣉラ࣒） 

⎔ቃ共生学⛉ E=（学⛉共㏻⛉目） 

E<（学⛉ࢥア⛉目） 

E$（⎔ቃ自↛⛉学ࢢࣟࣉラ࣒） 

E%（⎔ቃᩘ理⛉学ࢢࣟࣉラ࣒） 

E&（生活共生⛉学ࢢࣟࣉラ࣒） 

E'（♫఍共生⛉学ࢢࣟࣉラ࣒） 

Ꮚࡶ࡝教育学⛉ C=（学⛉共㏻⛉目） 

C<（学⛉ࢥア⛉目） 

C$（学ᰯ教育学࣮ࢥス） 

C%（ஙᗂඣ教育学࣮ࢥス） 

H/（㈨᱁免チのたࡵの⛉目） 

第５᱆ ⛉目の࣮࢝ࣜࢦࢸ 

１ 

学ኈ課⛬ 
඲学共㏻授業⛉目・ᑓ㛛授業⛉目 

ึ⣭ࣞ࣋ルの⛉目 

２ ୰⣭ࣞ࣋ルの⛉目 

３ ୖ⣭ࣞ࣋ルの⛉目 

４ ᭱ୖ⣭ࣞ࣋ルの⛉目（༞業ㄽᩥ関㐃⛉目をྵࡴ） 

５ 㧗度教㣴⛉目 

第６᱆～第７᱆ 㛤ㅮ部ᒁで設ᐃ 

・ㅮ⩏.......................... 01

・₇⩦.......................... 02

・ᐇ㦂・ᐇ⩦ ............... 03 

・その他...................... 04

・༞業研究 ................... 05 

(4) ᒚಟᡭ⥆きについて 

学生は，ẖ学ᮇึࡵにබ⾲する授業時間๭⾲及びࢩラバスを参照して，ᒚಟし࠺ࡼと

する授業料目を㑅ᢥし，授業㛤始後，ᐃࡵらࢀたᮇ間内に，ᣦᐃする᪉ἲにࡼりⓏ㘓し

てください。Ⓩ㘓後のᒚಟ⛉目の㏣ຍኚ᭦は୍ษㄆࡵらࢀません。 

「ᒚಟⓏ㘓」に関する注意事項について 

・授業時間⾲に学年・ࢡラスをᣦᐃさࢀている授業⛉目は，そのᣦᐃにしたࡗࡀてᒚ

ಟしなけࡤࢀならない。な࠾，ྠ୍時限内に࠶る二つの授業⛉目をᒚಟ申ㄳするࡇ

とはできない。 

・いࡗたんಟᚓした༢఩は，ྲྀりᾘすࡇとはできない。 

(5) ヨ㦂及び༢఩ಟᚓについて 

ヨ㦂は各授業⛉目につきその授業の⤊஢した学ᮇ末ཪは࣮ࢱ࣮࢛ࢡ末に⾜ࢀࢃますࡀ，

ヨ㦂にࡗࡼては㝶時⾜ࢀࢃるࡇと࠶ࡶります。୙合᱁の場合は，ᨵࡵてᒚಟしなけࡤࢀ

ヨ㦂をཷけるࡇとはできません。 

ᒚಟⓏ㘓をしていない授業⛉目については，ヨ㦂をཷけるࡇとはできません。な

 。る時は，そのᥦฟᮇ限をཝᏲしてください࠼てヨ㦂に௦ࡗࡶトを࣮࣏ࣞ，࠾

(6) ᐃᮇヨ㦂ཷ㦂ୖの注意事項 

ᐃᮇヨ㦂をཷ㦂するときは次の事項に注意してください。

ヨ㦂の時間๭及びヨ㦂ᐊのᣦᐃはその㒔度，ᥖ♧します。 

①ヨ㦂㛤始20分௨後は，ヨ㦂ᐊ࡬の入ᐊをㄆࡵない。 

②ヨ㦂㛤始後は20分௨ୖ⤒㐣しないと㏥ᐊをㄆࡵない。 

ི⟅案には，ᡂྰにかかࢃらࡎᚲࡎ学部・学⡠␒ྕ・Ặྡを記入するࡇと。 
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ཱི⟅案はᡂྰにかかࢃらࡎᥦฟするࡇと。 

ུヨ㦂୰他ேに㏞ᝨになる⾜Ⅽ，୪びに୙ṇ⾜Ⅽをしてはならない。୙ṇ⾜Ⅽࡗ࠶ࡀ

た場合は，学部のྲྀᢅいにᚑ࠺。 

ཱུ学生証はᚲࡎᦠᖏするࡇと。 

(7) ㏣ヨ㦂について 

ヨ㦂にḞᖍした者の㏣ヨ㦂は，⾜ࢃない。ただし，୍ᐃの᮲௳を‶たす場合に限り⾜

 。る࠶ࡀとࡇ࠺

① ඲学共㏻授業⛉目については，㺀㏣ヨ㦂に関する内つ㺁を参照するࡇと。 

② 本学部の授業⛉目については，඲学共㏻授業⛉目の「㏣ヨ㦂に関する内つ」の内

ᐜに準ࡌて⾜ࡇ࠺と࠶ࡀる。 

(8) ᡂ⦼ホ౯について 

① 各ᢸᙜ教ဨは， 

・ᐃᮇヨ㦂のᡂ⦼ 

・ᑠࢸストホ౯ 

・୰間ࢸストホ౯ 

・ᖹᖖⅬ（ᐟ㢟・࣏࣮ࣞト・㉁␲ᛂ⟅内ᐜ・ᥦ案・Ⓨゝ等）

等を用いて⥲合ⓗにホ౯します。 

② 学業ᡂ⦼は，⚽，ඃ，Ⰻ，ྍ，୙ྍ（ྍ௨ୖを合᱁），ཪは合᱁・୙合᱁でホ౯

します。 

࠙合᱁・୙合᱁でホ౯する⛉目ࠚ 

඲学共㏻授業⛉目・・・᝟ሗᇶ♏，物理学入㛛 

ᑓ㛛⛉目・・・ึ年次࣮ࢼ࣑ࢭ，GSP₇⩦（࢚࢜ࣜンࣙࢩ࣮ࢸン），␃学ᆺ*6࣮ࢥス， 

ᐇ㊶ᆺGS࣮ࢥス，研ಟᆺGS࣮ࢥス，*SP₇⩦（ࣜࣙࢩࢡࣞࣇン） 

㈨᱁免チのたࡵの⛉目・・・༤物㤋ᐇ⩦ 

ི ᡂ⦼は，Webにࡼり各ಶேでᡂ⦼᝟ሗを⾲♧し，PDFᙧᘧでฟຊできます。 

(9)「GPA」及びᒚಟྲྀᾘ制度について 

⚄ᡞ኱学では，「学఩授୚に関する᪉㔪」にᥖࡆるᅜ㝿ⓗに༟㉺した教育を保証し， 

「༢఩のᐇ㉁໬」を㐍ࡵるたࡵ，ᖹᡂ24年度入学生 �
�から「*3A（*UDde Point 

AYHUDJH）」を㏻▱しています。 

（
学部⦅入学生୍ࡸ部の኱学㝔学生はྵࡳません。）
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ཱི⟅案はᡂྰにかかࢃらࡎᥦฟするࡇと。 

ུヨ㦂୰他ேに㏞ᝨになる⾜Ⅽ，୪びに୙ṇ⾜Ⅽをしてはならない。୙ṇ⾜Ⅽࡗ࠶ࡀ

た場合は，学部のྲྀᢅいにᚑ࠺。 

ཱུ学生証はᚲࡎᦠᖏするࡇと。 

(7) ㏣ヨ㦂について 

ヨ㦂にḞᖍした者の㏣ヨ㦂は，⾜ࢃない。ただし，୍ᐃの᮲௳を‶たす場合に限り⾜

 。る࠶ࡀとࡇ࠺

① ඲学共㏻授業⛉目については，㺀㏣ヨ㦂に関する内つ㺁を参照するࡇと。 

② 本学部の授業⛉目については，඲学共㏻授業⛉目の「㏣ヨ㦂に関する内つ」の内

ᐜに準ࡌて⾜ࡇ࠺と࠶ࡀる。 

(8) ᡂ⦼ホ౯について 

① 各ᢸᙜ教ဨは， 

・ᐃᮇヨ㦂のᡂ⦼ 

・ᑠࢸストホ౯ 

・୰間ࢸストホ౯ 

・ᖹᖖⅬ（ᐟ㢟・࣏࣮ࣞト・㉁␲ᛂ⟅内ᐜ・ᥦ案・Ⓨゝ等）

等を用いて⥲合ⓗにホ౯します。 

② 学業ᡂ⦼は，⚽，ඃ，Ⰻ，ྍ，୙ྍ（ྍ௨ୖを合᱁），ཪは合᱁・୙合᱁でホ౯

します。 

࠙合᱁・୙合᱁でホ౯する⛉目ࠚ 

඲学共㏻授業⛉目・・・᝟ሗᇶ♏，物理学入㛛 

ᑓ㛛⛉目・・・ึ年次࣮ࢼ࣑ࢭ，GSP₇⩦（࢚࢜ࣜンࣙࢩ࣮ࢸン），␃学ᆺ*6࣮ࢥス， 

ᐇ㊶ᆺGS࣮ࢥス，研ಟᆺGS࣮ࢥス，*SP₇⩦（ࣜࣙࢩࢡࣞࣇン） 

㈨᱁免チのたࡵの⛉目・・・༤物㤋ᐇ⩦ 

ི ᡂ⦼は，Webにࡼり各ಶேでᡂ⦼᝟ሗを⾲♧し，PDFᙧᘧでฟຊできます。 

(9)「GPA」及びᒚಟྲྀᾘ制度について 

⚄ᡞ኱学では，「学఩授୚に関する᪉㔪」にᥖࡆるᅜ㝿ⓗに༟㉺した教育を保証し， 

「༢఩のᐇ㉁໬」を㐍ࡵるたࡵ，ᖹᡂ24年度入学生 �
�から「*3A（*UDde Point 

AYHUDJH）」を㏻▱しています。 

（
学部⦅入学生୍ࡸ部の኱学㝔学生はྵࡳません。）

ൕ㸬*3Aについて 

「*3$」とは，ୗ記「ᡂ⦼ホ౯ᇶ準」（⚽，ඃ，Ⰻ，ྍ，୙ྍ）にᇶ࡙いてホ౯したᡂ

⦼の༢఩ᩘに，そࢀࡒࢀの*3（*Uade 3Rint）を᥃けて合ィしたࡶのを，ᒚಟⓏ㘓を⾜

 。たりの*3ᖹᆒ್（AYHUDJe）です࠶てィ⟬した，１༢఩ࡗた༢఩ᩘの合ィで๭ࡗ

「ᡂ⦼ホ౯ᇶ準」 

ホㄒྡ 
（和ᩥ） 

ホㄒྡ 
（ⱥᩥ） 

᭱ᑠⅬ ᭱኱Ⅼ 㹅㹎 

⚽ 㹑 90 100 4.3

ඃ 㸿 80 89 ４ 

Ⰻ 㹀 70 79 ３ 

ྍ 㹁 60 69 ２ 

୙ྍ 㹄 0 59 㸮 

ೈ「ྍ」௨ୖࡀ「合᱁」となり，༢఩ྲྀࡀᚓできる。 

ൖ㸬*3$ィ⟬について 

㹙ᒚಟⓏ㘓した⛉目の༢఩ᩘ×ᙜヱ⛉目の㹅㹎㹛の合ィᒚ

ಟⓏ㘓した⛉目の༢఩ᩘ合ィ（୙ྍをྵࡴ） 

１㸬ᒚಟⓏ㘓した⛉目の3*，ࡕ࠺Aィ⟬ᘧに入らない⛉目࠶ࡀります。 

①ᡂ⦼を「合᱁」でホ౯する⛉目 

②他኱学等で༢఩ಟᚓし，⚄ᡞ኱学ࡀ「ㄆᐃ」とした⛉目 

ིᒚಟྲྀりᾘしをした⛉目（௨ୗ「ൗ㸬ᒚಟྲྀᾘ制度について」参照） 

ཱི㈨᱁免チのたࡵの⛉目（教⫋⛉目，学ⱁဨ関㐃⛉目）�
) 

（
୍部の学部・研究⛉ではィ⟬ᘧに入る⛉目࠶ࡀります。所ᒓ学部，研

究⛉ẖに࠾▱らせします。） 

ུ所ᒓ学部・研究⛉でᣦᐃした⛉目（所ᒓ学部・研究⛉ẖに࠾▱らせします。） 

２㸬෌ᒚಟをした場合，㐣ཤの「୙ྍ」のᡂ⦼は，ཎ๎として*3Aィ⟬ᘧに入りませ

ん。 

・「୙ྍ 」（୙合᱁）とᡂ⦼ホ౯さࢀた⛉目を，෌びᒚಟⓏ㘓した場合，෌ᒚಟし

た時の「୙ྍ～⚽」（*3㸻㸮～4.3）のᡂ⦼3*ࡀAィ⟬ᘧに入り，ᙜヱ⛉目につ

いて㐣ཤに௜いた「୙ྍ」（*3㸻㸮）のᡂ⦼ࡀ，෌ᒚಟした学ᮇ௨㝆の 

*3$ィ⟬ᘧから除外さࢀます。ただし，㐣ཤにィ⟬さࢀた*3$（学ᮇ）の್はኚ

᭦さࢀません。 

ൗ㸬ᒚಟྲྀᾘ制度について 

学ᮇึࡵにᒚಟⓏ㘓を⾜ࡗた⛉目について，㏵୰でᒚಟを୰Ṇしたい場合，࣮࢛ࢡ

 。できますࡀとࡇるᒚಟྲྀᾘᮇ間୰に，ᒚಟをྲྀりᾘすࢀẖに設けら࣮ࢱ

*3$ =
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ࠝᒚಟྲྀᾘᮇ間ࠞ 

各࣮ࢱ࣮࢛ࢡのᒚಟྲྀᾘᮇ間はู㏵ᥖ♧等で࠾▱らせします。 

な࠾，㞟୰ㅮ⩏のᒚಟྲྀᾘについては，授業の᭱⤊日の前日までに教務学生

係に申しฟてください。 

ࠝྲྀᾘのᑐ㇟となる⛉目ࠞ 

  ௨ୗのと࠾り，授業ࡀ始まる࣮ࢱ࣮࢛ࢡのᒚಟྲྀᾘᮇ間にྲྀᾘྍࡀ⬟です。 

ྲྀᾘのᑐ㇟となる㛤ㅮ⛉目 

第１࣮ࢱ࣮࢛ࢡᒚಟྲྀᾘᮇ間 第１࣮ࢱ࣮࢛ࢡ㛤ㅮ⛉目，前ᮇ㛤ㅮ⛉目，㏻年㛤ㅮ⛉目

第２࣮ࢱ࣮࢛ࢡᒚಟྲྀᾘᮇ間 第２࣮ࢱ࣮࢛ࢡ㛤ㅮ⛉目 

第３࣮ࢱ࣮࢛ࢡᒚಟྲྀᾘᮇ間 第３࣮ࢱ࣮࢛ࢡ㛤ㅮ⛉目，後ᮇ㛤ㅮ⛉目 

第４࣮ࢱ࣮࢛ࢡᒚಟྲྀᾘᮇ間 第４࣮ࢱ࣮࢛ࢡ㛤ㅮ⛉目 

ყᒚಟⓏ㘓ࡸᒚಟྲྀᾘは，ཎ๎として学生自らࡀ「࠺りࢵࢿ࣮ࡰト」（WeE）で⾜いま

す。 

・ྲྀりᾘした⛉目は，「ᒚಟ⛉目୍ぴ⾲」ࡸ「学業ᡂ⦼⾲」で☜ㄆでき，GPAィ⟬ᘧに入り

ません。 

・ᒚಟྲྀᾘᮇ間୰にྲྀりᾘさなかࡗた⛉目は，ᡂ⦼ホ౯のᑐ㇟となります。ྲྀりᾘさࡎ

に㏵୰でᒚಟを୰Ṇした場合，ᡂ⦼ホ౯は「୙ྍ」（୙合᱁）となり，GP$ィ⟬ᘧに

入りますので，注意してください。 

・ྲྀりᾘした⛉目ࡶ「ᒚಟⓏ㘓༢఩のୖ限（&$P制）」�
)の༢఩ᩘに入ります。 

ᒚಟⓏ㘓前までに，各授業⛉目のࢩラバスで授業内ᐜをᚲࡎ☜ㄆし，年間のᒚಟィ⏬

をしࡗかりと❧てたୖで，ᒚಟⓏ㘓とᒚಟྲྀᾘを⾜ࡗてください。 

（「
ᒚಟⓏ㘓༢఩のୖ限（&$P制）」とは，年間ཪは学ᮇẖにᒚಟⓏ㘓できる༢఩ᩘ 

のୖ限のࡇとです。ୖ限の༢఩ᩘについては，所ᒓ学部・研究⛉ẖに࠾▱らせします。） 

・ྲྀりᾘした⛉目は，ᒚಟྲྀᾘᮇ間⤊஢後，その㛤ㅮᮇ間୰に෌びཷㅮ（ᒚಟ）するࡇ

とはできません。 

ೈಟ学ୖの理⏤から，「ᒚಟྲྀᾘࡀできない⛉目」と「ᒚಟྲྀᾘᮇ間୰にྲྀᾘࡀできない

⛉目」࠶ࡀります。ヲ⣽については，所ᒓ学部・研究⛉ẖに࠾▱らせします。 

൘㸬*3Aの㏻▱について 

・ᡂ⦼ホ౯は࣮ࢱ࣮࢛ࢡẖ，「*3$」は学ᮇẖに㏻▱さࢀます。ేせて「⛉目*3（༢఩ᩘ

×GP）」と「GPA（学ᮇ）」ࡶ㏻▱さࢀます。 

・㏻▱さࢀた*3Aにࡼり，学ᮇẖ及びᅾ学୰のᡂ⦼ホ౯のᖹᆒ್を☜ㄆし，学⩦ᡂᯝの

ᣦᶆとするࡇとࡀできます。 

ყᡂ⦼ホ౯と*P$は，学生自ら「࠺りࢵࢿ࣮ࡰト」（Web）で☜ㄆできます。 

౛ࡤ࠼，ୗ記のᡂ⦼照఍⏬㠃（౛）では，GPAは「3.11」です。2023年度前ᮇの

GPAは「3.00」でした2023，ࡀ年度後ᮇのGPAは「3.22」でしたので，後ᮇのᡂ⦼ホ
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ࠝᒚಟྲྀᾘᮇ間ࠞ 

各࣮ࢱ࣮࢛ࢡのᒚಟྲྀᾘᮇ間はู㏵ᥖ♧等で࠾▱らせします。 

な࠾，㞟୰ㅮ⩏のᒚಟྲྀᾘについては，授業の᭱⤊日の前日までに教務学生

係に申しฟてください。 

ࠝྲྀᾘのᑐ㇟となる⛉目ࠞ 

  ௨ୗのと࠾り，授業ࡀ始まる࣮ࢱ࣮࢛ࢡのᒚಟྲྀᾘᮇ間にྲྀᾘྍࡀ⬟です。 

ྲྀᾘのᑐ㇟となる㛤ㅮ⛉目 

第１࣮ࢱ࣮࢛ࢡᒚಟྲྀᾘᮇ間 第１࣮ࢱ࣮࢛ࢡ㛤ㅮ⛉目，前ᮇ㛤ㅮ⛉目，㏻年㛤ㅮ⛉目

第２࣮ࢱ࣮࢛ࢡᒚಟྲྀᾘᮇ間 第２࣮ࢱ࣮࢛ࢡ㛤ㅮ⛉目 

第３࣮ࢱ࣮࢛ࢡᒚಟྲྀᾘᮇ間 第３࣮ࢱ࣮࢛ࢡ㛤ㅮ⛉目，後ᮇ㛤ㅮ⛉目 

第４࣮ࢱ࣮࢛ࢡᒚಟྲྀᾘᮇ間 第４࣮ࢱ࣮࢛ࢡ㛤ㅮ⛉目 

ყᒚಟⓏ㘓ࡸᒚಟྲྀᾘは，ཎ๎として学生自らࡀ「࠺りࢵࢿ࣮ࡰト」（WeE）で⾜いま

す。 

・ྲྀりᾘした⛉目は，「ᒚಟ⛉目୍ぴ⾲」ࡸ「学業ᡂ⦼⾲」で☜ㄆでき，GPAィ⟬ᘧに入り

ません。 

・ᒚಟྲྀᾘᮇ間୰にྲྀりᾘさなかࡗた⛉目は，ᡂ⦼ホ౯のᑐ㇟となります。ྲྀりᾘさࡎ

に㏵୰でᒚಟを୰Ṇした場合，ᡂ⦼ホ౯は「୙ྍ」（୙合᱁）となり，GP$ィ⟬ᘧに

入りますので，注意してください。 

・ྲྀりᾘした⛉目ࡶ「ᒚಟⓏ㘓༢఩のୖ限（&$P制）」�
)の༢఩ᩘに入ります。 

ᒚಟⓏ㘓前までに，各授業⛉目のࢩラバスで授業内ᐜをᚲࡎ☜ㄆし，年間のᒚಟィ⏬

をしࡗかりと❧てたୖで，ᒚಟⓏ㘓とᒚಟྲྀᾘを⾜ࡗてください。 

（「
ᒚಟⓏ㘓༢఩のୖ限（&$P制）」とは，年間ཪは学ᮇẖにᒚಟⓏ㘓できる༢఩ᩘ 

のୖ限のࡇとです。ୖ限の༢఩ᩘについては，所ᒓ学部・研究⛉ẖに࠾▱らせします。） 

・ྲྀりᾘした⛉目は，ᒚಟྲྀᾘᮇ間⤊஢後，その㛤ㅮᮇ間୰に෌びཷㅮ（ᒚಟ）するࡇ

とはできません。 

ೈಟ学ୖの理⏤から，「ᒚಟྲྀᾘࡀできない⛉目」と「ᒚಟྲྀᾘᮇ間୰にྲྀᾘࡀできない

⛉目」࠶ࡀります。ヲ⣽については，所ᒓ学部・研究⛉ẖに࠾▱らせします。 

൘㸬*3Aの㏻▱について 

・ᡂ⦼ホ౯は࣮ࢱ࣮࢛ࢡẖ，「*3$」は学ᮇẖに㏻▱さࢀます。ేせて「⛉目*3（༢఩ᩘ

×GP）」と「GPA（学ᮇ）」ࡶ㏻▱さࢀます。 

・㏻▱さࢀた*3Aにࡼり，学ᮇẖ及びᅾ学୰のᡂ⦼ホ౯のᖹᆒ್を☜ㄆし，学⩦ᡂᯝの

ᣦᶆとするࡇとࡀできます。 

ყᡂ⦼ホ౯と*P$は，学生自ら「࠺りࢵࢿ࣮ࡰト」（Web）で☜ㄆできます。 

౛ࡤ࠼，ୗ記のᡂ⦼照఍⏬㠃（౛）では，GPAは「3.11」です。2023年度前ᮇの

GPAは「3.00」でした2023，ࡀ年度後ᮇのGPAは「3.22」でしたので，後ᮇのᡂ⦼ホ

౯（ᖹᆒ）ࡀ，前ᮇのᡂ⦼ホ౯（ᖹᆒ）ࡼりୖ᪼したࡇとࢃࡀかります。 

ᡂ⦼照఍⏬㠃（౛）㸸「࠺りࢵࢿ࣮ࡰト」（:HE）༢఩ಟᚓ≧ἣ照఍ 

႑ GPA 

GPA ⛉目*3合ィ ィ⟬༢఩ᩘ ィ⟬日 

3.11 118 38 2024年3月1�日

႑ GP$（学ᮇ） 

年度 
前ᮇ 後ᮇ 

*3$（学ᮇ） ⛉目*3合ィ ィ⟬༢఩ᩘ ィ⟬日 *3$（学ᮇ） ⛉目*3合ィ ィ⟬༢఩ᩘ ィ⟬日 

2023年度 3.00 60 20 2023年９月1�日 3.22 58 18 2024年３月1�日

ೈGPAはᑡᩘⅬ第３఩をᅄᤞ஬入して⾲♧さࢀます。 

No ༊分 ኱༊分 ୰༊分 ⛉目ྡ ༢఩ᩘ ಟᚓ年度 ಟᚓ学ᮇ ホㄒ ⛉目㹅㹎 合ྰ

1 ඲学共㏻授業⛉目 ᇶ♏教㣴⛉目 ႼႼႼႼႼ 2 2023 前ᮇ ⚽ 8.6 合

(10) ༞業研究について 

༞業研究は，学部つ๎第20᮲にᇶ࡙いて༞業ㄽᩥをసᡂ・ᥦฟし，༞業ㄽᩥ等ヨ㦂に

合᱁しなけࡤࢀなりません。 

༞業研究を⾜࠺㝿には４年次௨㝆の各学ᮇのᐃࡵらࢀたᮇ日までに༞業研究ᒆをᥦฟ

してください。その㝿，ୗ記のࠗ「༞業研究」㈨᱁ุᐃᇶ準について࠘に♧さࢀたᇶ準に

‶たない場合には，༞業研究ᒆをᥦฟするࡇとࡀできません。 

సᡂした༞業ㄽᩥは᭱⤊学ᮇに࠾いてᐃࡵらࢀたᮇ日（３月༞業の場合には１月20日，

９月༞業の場合は７月20日）までにᥦฟしなけࡤࢀなりません。 

「༞業研究」㈨᱁ุᐃᇶ準について 

４年次௨㝆に࠾いて༞業研究を㛤始するたࡵには，３年次⤊஢時Ⅼ（ᅾ学ᮇ間３年௨

ୖ）に࠾いて，௨ୗの༢఩をಟᚓするᚲ要࠶ࡀります。 

ุᐃᇶ準に‶たない場合には「༞業研究ᒆ」をᥦฟするࡇとࡀできません。 

 学⛉ ༢఩ᩘ࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥバルᩥ໬学⛉ ༢఩ᩘ Ⓨ㐩࣮ࣟࢢ

඲学共㏻授業⛉目 

・外ᅜㄒ⛉目 

・᝟ሗ⛉目 

・健康・ス࣏࣮ࢶ⛉学 

・ᇶ♏教㣴⛉目，⥲合教㣴⛉目 

（ᇶ♏教㣴⛉目は６༢఩，⥲合教㣴⛉目は 

 㸶༢఩をୖ限とします。） 

ᑓ㛛⛉目 

（ᑓ㛛⛉目�1༢఩には

ึ年次࣮ࢼ࣑ࢭ， 

᝟ሗࣜࢸラ１⩦₇࣮ࢩ及び２, 

，ᴫㄽ࣮ࣗࢩバルイ࣮ࣟࢢ

 ，⩦₇࣮ࣗࢩバルイ࣮ࣟࢢ

AcadHPic CoPPXnicatioQ（ⱥ） 

をྵんでいなけࡤࢀならない。） 

㸶༢఩ 

１༢఩ 

１༢఩ 

12༢఩

�1༢఩

඲学共㏻授業⛉目 

・外ᅜㄒ⛉目 

・᝟ሗ⛉目 

・健康・ス࣏࣮ࢶ⛉学 

・ᇶ♏教㣴⛉目，⥲合教㣴⛉目 

（ᇶ♏教㣴⛉目，⥲合教㣴⛉目はそࢀࡒࢀ 

 㸶༢఩をୖ限とします。） 

ᑓ㛛⛉目 

（ᑓ㛛⛉目��༢఩には

ึ年次࣮ࢼ࣑ࢭ， 

，ᴫㄽ࣮ࣗࢩバルイ࣮ࣟࢢ

 ，⩦₇࣮ࣗࢩバルイ࣮ࣟࢢ

AcadHPic CRPPXQicatLRQ（ⱥ） 

をྵんでいなけࡤࢀならない。） 

㸶༢఩ 

１༢఩ 

１༢఩ 

1�༢఩

��༢఩

63༢఩௨ୖ 79༢఩௨ୖ
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⎔ቃ共生学⛉ ༢఩ᩘ Ꮚࡶ࡝教育学⛉ ༢఩ᩘ 

඲学共㏻授業⛉目 

・外ᅜㄒ⛉目 

・᝟ሗ⛉目 

・健康・ス࣏࣮ࢶ⛉学 

・ᇶ♏教㣴⛉目，⥲合教㣴⛉目 

（ᇶ♏教㣴⛉目，⥲合教㣴⛉目はそࢀࡒࢀ 

 ６༢఩をୖ限とします。） 

ᑓ㛛⛉目 

（ᑓ㛛⛉目�9༢఩には

ึ年次࣮ࢼ࣑ࢭ， 

，ᴫㄽ࣮ࣗࢩバルイ࣮ࣟࢢ

 ⩦₇࣮ࣗࢩバルイ࣮ࣟࢢ

Academic CommunicatLRQ（ⱥ） 

をྵんでいなけࡤࢀならない。） 

㸶༢఩ 

１༢఩ 

１༢఩ 

10༢఩

�9༢఩

඲学共㏻授業⛉目 

・外ᅜㄒ⛉目 

・᝟ሗ⛉目 

・健康・ス࣏࣮ࢶ⛉学 

・ᇶ♏教㣴⛉目，⥲合教㣴⛉目 

（ᇶ♏教㣴⛉目，⥲合教㣴⛉目はそࢀࡒࢀ 

 ６༢఩をୖ限とします。） 

ᑓ㛛⛉目 

（ᑓ㛛⛉目�9༢఩には

ึ年次࣮ࢼ࣑ࢭ， 

᝟ሗࣜࢸラ１⩦₇࣮ࢩ及び２, 

，ᴫㄽ࣮ࣗࢩバルイ࣮ࣟࢢ

 ，⩦₇࣮ࣗࢩバルイ࣮ࣟࢢ

Academic CommunicatLRQ（ⱥ） 

をྵんでいなけࡤࢀならない。） 

㸶༢఩ 

１༢఩ 

１༢఩ 

10༢఩

�9༢఩

79༢఩௨ୖ 79༢఩௨ୖ

㹙༞業ㄽᩥసᡂ要㡿㹛 

1.  ㄽᩥは，事前にᣦᑟ教ဨのⅬ᳨をཷけ，༞業ㄽᩥᥦฟ⚊ととࡶに，１部をᣦᐃさ

かࢪと。（༞業ㄽᩥᥦฟ⚊は，本学部Web࣮࣌ࡇたᮇ限までに教務学生係にᥦฟするࢀ

ら࢘ࢲン࣮ࣟࢻする。） 

2. ㄽᩥは，A4ุࢧイࢬで⦪఩⨨，ᶓ᭩きをᇶ本とする。 

3.  ㄽᩥには，ୗ記の参⪃౛のと࠾り，ㄽᩥ㢟目，༞業研究ᣦᑟ教ဨྡ，所ᒓ学⛉，

学⡠␒ྕ，Ặྡを᫂記した⾲紙を௜して，௬⥛りにしてᥦฟするࡇと。 

4. ᵝᘧ等に関するその他の事項については，ᣦᑟ教ဨのᣦ♧にᚑࡶ࠺のとする。 

参⪃౛ 

༞ 業 ㄽ ᩥ

ㄽ ᩥ 㢟 目

༞業研究ᣦᑟ教ဨ

所ᒓ学⛉・ࢢࣟࣉラ࣒㸭࣮ࢥス・学⡠␒ྕ

Ặ ྡ
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⎔ቃ共生学⛉ ༢఩ᩘ Ꮚࡶ࡝教育学⛉ ༢఩ᩘ 

඲学共㏻授業⛉目 

・外ᅜㄒ⛉目 

・᝟ሗ⛉目 

・健康・ス࣏࣮ࢶ⛉学 

・ᇶ♏教㣴⛉目，⥲合教㣴⛉目 

（ᇶ♏教㣴⛉目，⥲合教㣴⛉目はそࢀࡒࢀ 

 ６༢఩をୖ限とします。） 

ᑓ㛛⛉目 

（ᑓ㛛⛉目�9༢఩には

ึ年次࣮ࢼ࣑ࢭ， 

，ᴫㄽ࣮ࣗࢩバルイ࣮ࣟࢢ

 ⩦₇࣮ࣗࢩバルイ࣮ࣟࢢ

Academic CommunicatLRQ（ⱥ） 

をྵんでいなけࡤࢀならない。） 

㸶༢఩ 

１༢఩ 

１༢఩ 

10༢఩

�9༢఩

඲学共㏻授業⛉目 

・外ᅜㄒ⛉目 

・᝟ሗ⛉目 

・健康・ス࣏࣮ࢶ⛉学 

・ᇶ♏教㣴⛉目，⥲合教㣴⛉目 

（ᇶ♏教㣴⛉目，⥲合教㣴⛉目はそࢀࡒࢀ 

 ６༢఩をୖ限とします。） 

ᑓ㛛⛉目 

（ᑓ㛛⛉目�9༢఩には

ึ年次࣮ࢼ࣑ࢭ， 

᝟ሗࣜࢸラ１⩦₇࣮ࢩ及び２, 

，ᴫㄽ࣮ࣗࢩバルイ࣮ࣟࢢ

 ，⩦₇࣮ࣗࢩバルイ࣮ࣟࢢ

Academic CommunicatLRQ（ⱥ） 

をྵんでいなけࡤࢀならない。） 

㸶༢఩ 

１༢఩ 

１༢఩ 

10༢఩

�9༢఩

79༢఩௨ୖ 79༢఩௨ୖ

㹙༞業ㄽᩥసᡂ要㡿㹛 

1.  ㄽᩥは，事前にᣦᑟ教ဨのⅬ᳨をཷけ，༞業ㄽᩥᥦฟ⚊ととࡶに，１部をᣦᐃさ

かࢪと。（༞業ㄽᩥᥦฟ⚊は，本学部Web࣮࣌ࡇたᮇ限までに教務学生係にᥦฟするࢀ

ら࢘ࢲン࣮ࣟࢻする。） 

2. ㄽᩥは，A4ุࢧイࢬで⦪఩⨨，ᶓ᭩きをᇶ本とする。 

3.  ㄽᩥには，ୗ記の参⪃౛のと࠾り，ㄽᩥ㢟目，༞業研究ᣦᑟ教ဨྡ，所ᒓ学⛉，

学⡠␒ྕ，Ặྡを᫂記した⾲紙を௜して，௬⥛りにしてᥦฟするࡇと。 

4. ᵝᘧ等に関するその他の事項については，ᣦᑟ教ဨのᣦ♧にᚑࡶ࠺のとする。 

参⪃౛ 

༞ 業 ㄽ ᩥ

ㄽ ᩥ 㢟 目

༞業研究ᣦᑟ教ဨ

所ᒓ学⛉・ࢢࣟࣉラ࣒㸭࣮ࢥス・学⡠␒ྕ

Ặ ྡ

(11)  るとき࠶ࡀとࡇたࡗᅔࡸとࡇからないࢃ

・入学したࡤかりでࢃからないࡇとࡸᅔࡗたࡇとࡤࢀ࠶ࡀ，まࡎはึ年次ࢢࡸ࣮ࢼ࣑ࢭ

࣮ࣟバルイ₇࣮ࣗࢩ⩦のᢸᙜ教ဨに┦ㄯしてください（࣮࣏ࢧト教ဨ）。２年次௨㝆

はࢢࣟࣉラ࣒࣮ࢥࡸスの₇⩦ᢸᙜ教ဨに┦ㄯしてください。 

ࡡスア࣮࣡㺁を኱いに活用して，教ဨの研究ᐊにゼ࢕ࣇている㺀࢜ࢀラバスに᫂記さࢩ・

て⾜くࡇとをࡵ່࠾します。 

・教務事項のᡭ⥆きでࢃからないࡇとࡤࢀ࠶ࡀ，教務学生係の❆ཱྀに᮶てください。 

・㔜要な᝟ሗは࢙࢘ࢧࣈイトࡸᥖ♧で࠾▱らせしますので，ᐃᮇⓗに᝟ሗをࢡࢵ࢙ࢳす

る࠺ࡼにしてください。 
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２２  学学科科ごごととのの履履修修要要件件	
  

((11)) グローバル文化学科 

●学科の目標 

国境を越えたコミュニケーションを推進できるリーダーシップを備えた人材を育成する。 

 
ᮏᏛ⛉࡛ࡣ㸪ከᩥ໬㛫ࡢቃ⏺ࢆ஌ࡾ㉺ࣝࣂ࣮ࣟࢢࡿ࠼ඹ⏕♫఍ࢆᐇ⌧ࡵࡓࡿࡍ㸪㧗ᗘ࡞

እᅜㄒࡢ㐠⏝⬟ຊ࡜㹇㹁㹒ᩍ⫱࡟ᇶ࡙ࡃ᝟ሗศᯒຊࡸⓎಙຊࢆ㥑౑࡚ࡋ㸪␗ᩥ໬㛫࣑ࢥࡢ

ࡵࢆ➼᧿㸪ከᩥ໬≧ἣ㸪ᩥ໬஺ὶ㸪ᩥ໬ᦶࡵ㐍ࡋ᥎࡚ࡋඛ⋠ࢆ஫⌮ゎ┦࡜ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽࣗ

ࢆ࡜ࡇࡿࡍ㣴ᡂࢆேᮦࡘࡶࢆຊ⬟ࡿࡍⓎಙ࡟఍♫ࢆ➽㐨ࡢ࡬ゎỴࡢㄢ㢟࡞ࣝࣂ࣮ࣟࢢࡿࡄ

┠ᶆࡢࡇࠋࡍࡲࡋ࡜┠ᶆࢆ㐩ᡂ࡟ࡵࡓࡿࡍ㸪ᩥ໬㸪♫఍㸪ࢆࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ㍈࡟㸪

ᆅᇦᩥ໬⣔ࠕ 㸪ࠖࠕ␗ᩥ໬ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ⣔ 㸪ࠖࠕ⌧௦ᩥ໬࣒ࢸࢫࢩ⣔ 㸪ࠖࠕゝㄒ᝟ሗ࣑ࢥ
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２２  学学科科ごごととのの履履修修要要件件	
  

((11)) グローバル文化学科 

●学科の目標 

国境を越えたコミュニケーションを推進できるリーダーシップを備えた人材を育成する。 
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䝗䜲䝒ㄒึ⣭SA䠏䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭SA
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➨୕እᅜㄒ(䝗䜲䝒ㄒ)䠰䠏䠈➨୕እᅜㄒ
㻔䝣䝷䞁䝇ㄒ)T䠏 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

➨୕እᅜㄒ(䝗䜲䝒ㄒ)T䠐䠈➨୕እᅜㄒ
㻔䝣䝷䞁䝇ㄒ)T䠐 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䠷᝟ሗ⛉┠䠹
᝟ሗᇶ♏ ₇⩦ 1 䕿 1

䠷೺ᗣ䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫ䠹
೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫㅮ⩏䠝 ㅮ⩏ 1 䕿 1
೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫㅮ⩏䠞 ㅮ⩏ 1䕿1
೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫᐇ⩦ᇶ♏ ᐇ⩦ 1 1
೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫᐇ⩦䠍 ᐇ⩦ 0.5 䕿 0.5
೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫᐇ⩦䠎 ᐇ⩦ 0.5 䕿 0.5

䠷㧗ᗘᩍ㣴⛉┠䠹

ᅜ㝿人㛫⛉Ꮫ㒊㧗ᗘᩍ㣴⛉┠䛾
ྲྀᢅ䛔䛻䛴䛔䛶䛿ู䛻ᐃ䜑䜛䚹

ㅮ⩏
ཪ䛿
₇⩦

ྛ1
ཪ䛿
2

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

[Ꮫ㒊ඹ㏻ᇶ♏⛉┠]䈜䠒༢఩ᚲせ

ึ年次࣮ࢼ࣑ࢭ ₇⩦ 1 䕿 1
༠ാᆺ࣮ࣜࣉࢵࢩ࣮ࢲㄽ ㅮ⩏ 1 䕿 1
ᅜ㝿㛤Ⓨ᥼ຓㄽ（㹈㹇㹁㸿） ㅮ⩏ 1 䚽 1
๰ᡂㄽ࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ ㅮ⩏ 1 䚽 1
ᇶ♏ㄽࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ ㅮ⩏ 1 䚽 1
␗ᩥ໬間教育ㄽ ㅮ⩏ 1 䕿 1
ャル࢚ンパ࣡メントㄽࢩ࣮ࢯ ㅮ⩏ 1 䚽 1
᝟ሗࣜࢸラ１⩦₇࣮ࢩ ₇⩦ 1 䕿 1
᝟ሗࣜࢸラ２⩦₇࣮ࢩ ₇⩦ 1 䕿 1
アࢪア共ྠయㄽ１ ㅮ⩏ 1 䚽 1
アࢪア共ྠయㄽ２ ㅮ⩏ 1 䚽 1

䠷Ꮫ㒊ඹ㏻Ⓨᒎ⛉┠䠹䈜䠒༢఩ᚲせ

バル共生♫఍ㄽ࣮ࣟࢢ ㅮ⩏ 1 䕿 1
᪉ἲㄽࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ ㅮ⩏ 1 䕿 1
$FDGHPLF &RPPXQLFDWLRQ（ⱥ） ₇⩦ 2 2

$FDGHPLF :ULWLQJ（ⱥ） ₇⩦ 2

Test Preparation ₇⩦ 2

Academic Skills ₇⩦ 2
English Presentation Skills ₇⩦ 2
English for Professional Purposes ₇⩦ 2
World Englishes ₇⩦ 2
$FDGHPLF &RPPXQLFDWLRQ（⊂） ₇⩦ 2 2
$FDGHPLF &RPPXQLFDWLRQ（௖） ₇⩦ 2 2

$FDGHPLF :ULWLQJ（⊂） ₇⩦ 2 2

$FDGHPLF :ULWLQJ（௖） ₇⩦ 2 2

䚽
䚽
䚽

䕿
䕿

䚽

䚽

䚽

䚽

䕿

䕿

䕿

4

2
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2ᖺ

➨୕እᅜㄒ(䝗䜲䝒ㄒ)䠰䠏䠈➨୕እᅜㄒ
㻔䝣䝷䞁䝇ㄒ)T䠏 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

➨୕እᅜㄒ(䝗䜲䝒ㄒ)T䠐䠈➨୕እᅜㄒ
㻔䝣䝷䞁䝇ㄒ)T䠐 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䠷᝟ሗ⛉┠䠹
᝟ሗᇶ♏ ₇⩦ 1 䕿 1

䠷೺ᗣ䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫ䠹
೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫㅮ⩏䠝 ㅮ⩏ 1 䕿 1
೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫㅮ⩏䠞 ㅮ⩏ 1䕿1
೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫᐇ⩦ᇶ♏ ᐇ⩦ 1 1
೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫᐇ⩦䠍 ᐇ⩦ 0.5 䕿 0.5
೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫᐇ⩦䠎 ᐇ⩦ 0.5 䕿 0.5

䠷㧗ᗘᩍ㣴⛉┠䠹

ᅜ㝿人㛫⛉Ꮫ㒊㧗ᗘᩍ㣴⛉┠䛾
ྲྀᢅ䛔䛻䛴䛔䛶䛿ู䛻ᐃ䜑䜛䚹

ㅮ⩏
ཪ䛿
₇⩦

ྛ1
ཪ䛿
2

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

[Ꮫ㒊ඹ㏻ᇶ♏⛉┠]䈜䠒༢఩ᚲせ

ึ年次࣮ࢼ࣑ࢭ ₇⩦ 1 䕿 1
༠ാᆺ࣮ࣜࣉࢵࢩ࣮ࢲㄽ ㅮ⩏ 1 䕿 1
ᅜ㝿㛤Ⓨ᥼ຓㄽ（㹈㹇㹁㸿） ㅮ⩏ 1 䚽 1
๰ᡂㄽ࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ ㅮ⩏ 1 䚽 1
ᇶ♏ㄽࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ ㅮ⩏ 1 䚽 1
␗ᩥ໬間教育ㄽ ㅮ⩏ 1 䕿 1
ャル࢚ンパ࣡メントㄽࢩ࣮ࢯ ㅮ⩏ 1 䚽 1
᝟ሗࣜࢸラ１⩦₇࣮ࢩ ₇⩦ 1 䕿 1
᝟ሗࣜࢸラ２⩦₇࣮ࢩ ₇⩦ 1 䕿 1
アࢪア共ྠయㄽ１ ㅮ⩏ 1 䚽 1
アࢪア共ྠయㄽ２ ㅮ⩏ 1 䚽 1

䠷Ꮫ㒊ඹ㏻Ⓨᒎ⛉┠䠹䈜䠒༢఩ᚲせ

バル共生♫఍ㄽ࣮ࣟࢢ ㅮ⩏ 1 䕿 1
᪉ἲㄽࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ ㅮ⩏ 1 䕿 1
$FDGHPLF &RPPXQLFDWLRQ（ⱥ） ₇⩦ 2 2

$FDGHPLF :ULWLQJ（ⱥ） ₇⩦ 2

Test Preparation ₇⩦ 2

Academic Skills ₇⩦ 2
English Presentation Skills ₇⩦ 2
English for Professional Purposes ₇⩦ 2
World Englishes ₇⩦ 2
$FDGHPLF &RPPXQLFDWLRQ（⊂） ₇⩦ 2 2
$FDGHPLF &RPPXQLFDWLRQ（௖） ₇⩦ 2 2

$FDGHPLF :ULWLQJ（⊂） ₇⩦ 2 2

$FDGHPLF :ULWLQJ（௖） ₇⩦ 2 2

䚽
䚽
䚽

䕿
䕿

䚽

䚽

䚽

䚽

䕿

䕿

䕿
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2ᖺ

ᅜ㝿ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン₇⩦㸿 ₇⩦ 1 䕿

ᅜ㝿ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン₇⩦㹀 ₇⩦ 1 䕿

Cultures and Societies in Japan A ₇⩦ 1 䕿
Cultures and Societies in Japan B ₇⩦ 1 䕿
日本ㄒࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン１ ₇⩦ 1 䕿 1
日本ㄒࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン２ ₇⩦ 1 䕿 1
᝟ሗⓎಙ₇⩦１ ₇⩦ 1 䕿 1
᝟ሗⓎಙ₇⩦２ ₇⩦ 1 䕿 1
ᇶ♏₇⩦１ࢢラ࣑ンࢢࣟࣉ ₇⩦ 1 䕿 1
ᇶ♏₇⩦２ࢢラ࣑ンࢢࣟࣉ ₇⩦ 1 䕿 1
㹃㹑㹂₇⩦Ϩ１（ᅜ㝿ே間⛉学） ₇⩦ 1 䕿 1
㹃㹑㹂₇⩦Ϩ２（ᅜ㝿ே間⛉学） ₇⩦ 1 䕿 1
㹃㹑㹂₇⩦ϩ１（ᅜ㝿ே間⛉学） ₇⩦ 1 䕿 1
㹃㹑㹂₇⩦ϩ２（ᅜ㝿ே間⛉学） ₇⩦ 1 䕿 1
外ᅜㄒᐇ⩦㸿 ᐇ⩦ 1 1 ㄆᐃ⛉┠

外ᅜㄒᐇ⩦㹀 ᐇ⩦ 2 2 ㄆᐃ⛉┠

イン࣮ࢱンࣉࢵࢩᐇ⩦㸿 ᐇ⩦ 1 1 ㄆᐃ⛉┠

イン࣮ࢱンࣉࢵࢩᐇ⩦㹀 ᐇ⩦ 2 2 ㄆᐃ⛉┠

ᐇ⩦㸿ࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ ᐇ⩦ 1 1 ㄆᐃ⛉┠

ᐇ⩦㹀ࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ ᐇ⩦ 2 2 ㄆᐃ⛉┠

日本ㄒᩥἲᇶ♏ ㅮ⩏ 1 1
ᐇ㊶日本ㄒᇶ♏ ㅮ⩏ 1 1
日本ㄒ・日本ᩥ໬ᇶ♏₇⩦ ₇⩦ 1 1

䠷䜾䝻䞊䝞䝹䞉䝇䝍䝕䜱䞊䝈䞉䝥䝻䜾䝷䝮䠄㻳SP䠅⛉┠䠹䈜䠓༢఩ᚲせ

䜾䝻䞊䝞䝹䜲䝅䝳䞊ᴫㄽ 1䕿1⩏ㅮ

䜾䝻䞊䝞䝹䜲䝅䝳䞊₇⩦ 1䕿1⩦₇

䠣䠯䠬₇⩦䠄䜸䝸䜶䞁䝔䞊䝅䝵
䞁䠅

₇⩦ 1 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 1

␃Ꮫᆺ䠣䠯䝁䞊䝇 ₇⩦ 3 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

ᐇ㊶ᆺ䠣䠯䝁䞊䝇 ₇⩦ 3 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

◊ಟᆺ䠣䠯䝁䞊䝇 ₇⩦ 3 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

䠣䠯䠬₇⩦䠄䝸䝣䝺䜽䝅䝵䞁䠅 1䕿䕿䕿䕿1⩦₇
䠷Ꮫ⛉ඹ㏻⛉┠䠹䈜䚷䠐༢఩௨ୖᚲせ

᝟ሗ⛉Ꮫᴫㄽ ㅮ⩏ 1 䚽 1 䚽 䚽 䚽 䚽
ᆅᇦᩥ໬ᴫㄽ ㅮ⩏ 1 䚽 䚽 䕿 䕿 䕿
␗ᩥ໬䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ᴫㄽ ㅮ⩏ 1 䕿 䕿 䚽 䕿 䕿
⌧௦ᩥ໬䝅䝇䝔䝮ᴫㄽ ㅮ⩏ 1 䕿 䕿 䕿 䚽 䕿
ゝㄒ᝟ሗ䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ᴫㄽ ㅮ⩏ 1 䚽 䕿 䕿 䕿 䚽
Lectures on Social Dynamics ㅮ⩏ 1 䕿 1 䚽 䚽 䚽 䚽
Lectures on Cultural Formations ㅮ⩏ 1 䕿 1 䚽 䚽 䚽 䚽
Lectures on Global Communication ㅮ⩏ 1 䕿 1 䚽 䚽 䚽 䚽
Study on Global Cultures 䠍䠉䠎䠔 䠍䠉䠎䠔 ㄆᐃ⛉┠ 䚽 䚽 䚽 䚽

䕿22⩏ㅮㄽ໬ᩥ఍♫本᪥
䕿22⩏ㅮㄽ఍♫἞ᨻ䜰䝆䜰東
䕿22⩏ㅮㄽ໬ᩥὒ西኱⎔

䕿22⩏ㅮᏛ㢮人໬ᩥ
䕿22⩏ㅮㄽᡂᙧ໬ᩥቃ㉺
䕿22⩏ㅮㄽಀ㛵㝿ᅜ

䕿22⩏ㅮㄽ᝿ᛮ఍♫௦⌧近
䕿22⩏ㅮㄽ理఍♫௦⌧
䕿22⩏ㅮㄽቃ⎔໬ᩥ⾡ⱁ

䚽22⩏ㅮㄽ㐀ᵓㄒゝ
䕿22⩏ㅮㄽ䞁䝵䝅䞊䜿䝙䝳䝭䝁ㄒゝ㠀
䕿22⩏ㅮ㛛ධ䠰䠥௦⌧

䕿22⩏ㅮㄽ໬ᩥ᝿ᛮ本᪥
䕿22⩏ㅮㄽὶ஺໬ᩥ本᪥
䕿22⩏ㅮㄽ໬ᩥ䜰䜱䝕䝯本᪥

䕿
䚽

䕿

䠷Ꮫ⛉ᒎ㛤⛉┠䠹䈜䚷䚷䠎䠎༢఩௨ୖᚲせ

䠷Ꮫ⛉䝁䜰⛉┠䠹䈜䚷䠒༢఩௨ୖᚲせ

䕿

䕿
䕿

䕿
䕿
䕿

3

䕿

3

䕿

1

䕿
䕿

䕿
䕿
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᪥本Ṕ史ᩥ໬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
䜸䝉䜰䝙䜰♫఍ᩥ໬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
東䜰䝆䜰♫఍ᩥ໬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䚽
東༡䜰䝆䜰♫఍ᩥ໬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
東༡䜰䝆䜰ᨻ἞ᩥ໬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
䜰䝯䝸䜹♫఍ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
䜰䝯䝸䜹ᩥ໬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
ⱥ⡿䝔䜽䝇䝖ᩥ໬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
䜲䜼䝸䝇♫఍ᩥ໬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䚽
䝶䞊䝻䝑䝟♫఍ᩥ໬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
⌧௦♫఍人㢮Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 䕿
⌧௦Ẹ᪘ㄅᏛ ㅮ⩏ 2 2 䕿
ẚ㍑Ẹ᪘Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 䕿
ᩥ໬ΰ஺ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
⛉Ꮫᢏ⾡ᩥ明ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
㉺ቃᩥᏛㄽ ㅮ⩏ 2 2 䚽
ᩥ໬⩻ヂㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
㉺ቃ♫఍ᩥ໬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
ከᩥ໬ᨻ἞♫఍ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
ẚ㍑ᨻ⟇ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
ẚ㍑ᨻ἞♫఍ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
ᖹ和ᵓ⠏ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
近⌧௦ᩥ໬ゝㄝㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
近⌧௦⾲㇟ᩥ໬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
近⌧௦ᨻ἞ᛮ᝿ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
䜾䝻䞊䝞䝹ṇ⩏ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
䝆䜵䞁䝎䞊♫఍ᩥ໬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
䝯䝕䜱䜰♫఍ᩥ໬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
⌧௦つ⠊ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
近⌧௦䜰䞊䝖ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
ⱁ⾡ᩥ໬⾲㇟ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
どぬᩥ໬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
⾲㇟ᩥ໬ᙧᡂㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
➨஧ゝㄒ⩦ᚓㄽ ㅮ⩏ 2 2 䚽
ゝㄒᶵ⬟ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁⾲⌧ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
⩻ヂ䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
㡢ኌ䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ᵓ㐀ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ẚ㍑ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
ㄆ▱䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ㄽ
䠄▱ぬ䞉ㄆ▱ᚰ理Ꮫ䠅

ㅮ⩏ 2 2 䕿

䠥䠰䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䝕䝄䜲䞁 ㅮ⩏ 2 2 䕿
♫఍䝅䝇䝔䝮⛉Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 䕿
䝕䞊䝍䝬䝛䞊䝆䝯䞁䝖 ㅮ⩏ 2 2 䕿
⤫ィ᝟ሗฎ理 ㅮ⩏ 2 2 䕿
ᚰ理Ꮫ䛾ᇶ♏䛸Ṍ䜏䠄ᚰ理Ꮫᴫㄽ䠅 ㅮ⩏ 2 2 䕿
䝁䝭䝳䝙䝔䜱䛸⾲㇟ ㅮ⩏ 2 2 䖣 䕿
䝁䝭䝳䝙䝔䜱䛸㒔ᕷ ㅮ⩏ 2 2 䕿
䝯䝕䜱䜰ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䖣 䕿
♫఍ㄪᰝἲA ㅮ⩏ 1 䕿 1 䖣 䕿 䕿
♫఍ㄪᰝἲB ㅮ⩏ 1 䕿 1 䖣 䕿 䕿
䝅䜰䝖䝸䜹䝹䞉䜰䞊䝖ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
䝁䝭䝳䝙䝔䜱䞉䝆䜵䞁䝎䞊ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
▱ぬ䛸⾜Ⅽ䠄▱ぬ䞉ㄆ▱ᚰ理Ꮫ䠅 ㅮ⩏ 2 2 䕿
බ⾗⾨⏕Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 䕿 䕿
⎔ቃ⤒῭Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 䕿 䕿
⏕ά✵㛫ィ⏬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿 䖣
⎔ቃᛮ᝿史 ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䕿
ປാ⎔ቃ史 ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䖣 䕿
ᆅᇦ♫఍ඹ⏕ㄽ ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䕿 䕿
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᪥本Ṕ史ᩥ໬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
䜸䝉䜰䝙䜰♫఍ᩥ໬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
東䜰䝆䜰♫఍ᩥ໬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䚽
東༡䜰䝆䜰♫఍ᩥ໬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
東༡䜰䝆䜰ᨻ἞ᩥ໬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
䜰䝯䝸䜹♫఍ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
䜰䝯䝸䜹ᩥ໬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
ⱥ⡿䝔䜽䝇䝖ᩥ໬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
䜲䜼䝸䝇♫఍ᩥ໬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䚽
䝶䞊䝻䝑䝟♫఍ᩥ໬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
⌧௦♫఍人㢮Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 䕿
⌧௦Ẹ᪘ㄅᏛ ㅮ⩏ 2 2 䕿
ẚ㍑Ẹ᪘Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 䕿
ᩥ໬ΰ஺ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
⛉Ꮫᢏ⾡ᩥ明ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
㉺ቃᩥᏛㄽ ㅮ⩏ 2 2 䚽
ᩥ໬⩻ヂㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
㉺ቃ♫఍ᩥ໬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
ከᩥ໬ᨻ἞♫఍ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
ẚ㍑ᨻ⟇ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
ẚ㍑ᨻ἞♫఍ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
ᖹ和ᵓ⠏ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
近⌧௦ᩥ໬ゝㄝㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
近⌧௦⾲㇟ᩥ໬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
近⌧௦ᨻ἞ᛮ᝿ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
䜾䝻䞊䝞䝹ṇ⩏ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
䝆䜵䞁䝎䞊♫఍ᩥ໬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
䝯䝕䜱䜰♫఍ᩥ໬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
⌧௦つ⠊ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
近⌧௦䜰䞊䝖ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
ⱁ⾡ᩥ໬⾲㇟ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
どぬᩥ໬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
⾲㇟ᩥ໬ᙧᡂㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
➨஧ゝㄒ⩦ᚓㄽ ㅮ⩏ 2 2 䚽
ゝㄒᶵ⬟ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁⾲⌧ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
⩻ヂ䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
㡢ኌ䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ᵓ㐀ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ẚ㍑ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
ㄆ▱䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ㄽ
䠄▱ぬ䞉ㄆ▱ᚰ理Ꮫ䠅

ㅮ⩏ 2 2 䕿

䠥䠰䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䝕䝄䜲䞁 ㅮ⩏ 2 2 䕿
♫఍䝅䝇䝔䝮⛉Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 䕿
䝕䞊䝍䝬䝛䞊䝆䝯䞁䝖 ㅮ⩏ 2 2 䕿
⤫ィ᝟ሗฎ理 ㅮ⩏ 2 2 䕿
ᚰ理Ꮫ䛾ᇶ♏䛸Ṍ䜏䠄ᚰ理Ꮫᴫㄽ䠅 ㅮ⩏ 2 2 䕿
䝁䝭䝳䝙䝔䜱䛸⾲㇟ ㅮ⩏ 2 2 䖣 䕿
䝁䝭䝳䝙䝔䜱䛸㒔ᕷ ㅮ⩏ 2 2 䕿
䝯䝕䜱䜰ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䖣 䕿
♫఍ㄪᰝἲA ㅮ⩏ 1 䕿 1 䖣 䕿 䕿
♫఍ㄪᰝἲB ㅮ⩏ 1 䕿 1 䖣 䕿 䕿
䝅䜰䝖䝸䜹䝹䞉䜰䞊䝖ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
䝁䝭䝳䝙䝔䜱䞉䝆䜵䞁䝎䞊ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
▱ぬ䛸⾜Ⅽ䠄▱ぬ䞉ㄆ▱ᚰ理Ꮫ䠅 ㅮ⩏ 2 2 䕿
බ⾗⾨⏕Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 䕿 䕿
⎔ቃ⤒῭Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 䕿 䕿
⏕ά✵㛫ィ⏬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿 䖣
⎔ቃᛮ᝿史 ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䕿
ປാ⎔ቃ史 ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䖣 䕿
ᆅᇦ♫఍ඹ⏕ㄽ ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䕿 䕿
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ᆅᇦᩥ໬ㄽᇶ♏₇⩦䊠 ₇⩦ 2 䕿
␗ᩥ໬䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ㄽᇶ♏₇⩦䊠 ₇⩦ 2 䕿
⌧௦ᩥ໬䝅䝇䝔䝮ㄽᇶ♏₇⩦䊠 ₇⩦ 2 䕿
ゝㄒ᝟ሗ䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ㄽᇶ♏₇⩦䊠 ₇⩦ 2 䕿
ᆅᇦᩥ໬ㄽᇶ♏₇⩦䊡 ₇⩦ 2 䕿
␗ᩥ໬䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ㄽᇶ♏₇⩦䊡 ₇⩦ 2 䕿
⌧௦ᩥ໬䝅䝇䝔䝮ㄽᇶ♏₇⩦䊡 ₇⩦ 2 䕿
ゝㄒ᝟ሗ䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ㄽᇶ♏₇⩦䊡 ₇⩦ 2 䕿
ᆅᇦᩥ໬ㄽⓎᒎ₇⩦䊠 ₇⩦ 2 䕿
␗ᩥ໬䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ㄽⓎᒎ₇⩦䊠 ₇⩦ 2 䕿
⌧௦ᩥ໬䝅䝇䝔䝮ㄽⓎᒎ₇⩦䊠 ₇⩦ 2 䕿
ゝㄒ᝟ሗ䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ㄽⓎᒎ₇⩦䊠 ₇⩦ 2 䕿
ᆅᇦᩥ໬ㄽⓎᒎ₇⩦䊡 ₇⩦ 2 䕿
␗ᩥ໬䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ㄽⓎᒎ₇⩦䊡 ₇⩦ 2 䕿
⌧௦ᩥ໬䝅䝇䝔䝮ㄽⓎᒎ₇⩦䊡 ₇⩦ 2 䕿
ゝㄒ᝟ሗ䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ㄽⓎᒎ₇⩦䊡 ₇⩦ 2 䕿
䜾䝻䞊䝞䝹ᩥ໬≉ู₇⩦䊠 ₇⩦ 2 2 䕿 䕿 䕿 䕿
䜾䝻䞊䝞䝹ᩥ໬≉ู₇⩦䊡 ₇⩦ 2 2 䕿 䕿 䕿 䕿
༞ᴗ◊✲ 10 10 䚽 䚽 䚽 䚽

䕿
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ྠ䛨⛉┠
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䛷㔜」ᒚ
ಟྍ⬟䛸
䛩䜛䚹

䛭䜜䛮䜜
ྠ䛨⛉┠
ྡ䛾₇⩦
䜢䠎䛴䜎
䛷㔜」ᒚ
ಟྍ⬟䛸
䛩䜛䚹
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(�) Ⓨ㐩コ࣑ࣗ࢕ࢸࢽ学科 

●学科の目標 

ே㛫のⓎ㐩とそࢆࢀᨭࡿ࠼コ࣑ࣗ࢕ࢸࢽのᐇ⌧ࡴ⤌ࡾྲྀ࡟ேᮦࢆ㣴ᡂࠋࡿࡍ 

 
人㛫の多様なⓎ㐩と，ࡑのⓎ㐩を支えるコ࣑ࣗ࢕ࢸࢽを実現するためにᚲせな能力を身

に付けた人材の養成を目指します。この目的を踏まえ，人㛫の心理的Ⓨ㐩ࡸ身体的Ⓨ㐩，

⾲現ࡸ行ືのᶵ能Ⓨ㐩など，人㛫の生涯඲体に関わる課題解決を行࠺ためにᚲせな基♏的

な専門教育を行࠺「Ⓨ㐩基♏」，人㛫の多様なⓎ㐩の┦஫関ಀに╔目し，グローバル社会とಶ

人をつなࡄコ࣑ࣗ࢕ࢸࢽに関する理論の構⠏と実践的な課題解決を行࠺ためにᚲせな専門

教育を行࠺「コ࣑ࣗ࢕ࢸࢽ形成」とい２࠺本のᰕを設ᐃします。 

 とその概要࣒ࣛࢢࣟࣉ●

࣭♫఍࢚࣒ࣥࣛࢢࣟࣉࢺ࣓ࣥ࣡ࣃ 

社会の様ࠎなᒁ面で生ࡌる課題をⓎぢする能力，࢚ン࣓࣡ࣃンࢺに対する理解力，対人

支援ࡸコ࣑ࣗ࢕ࢸࢽ支援に関する幅広い▱識ࡸᢏ⾡を学ࡧ，社会࢚ン࣓࣡ࣃンࢺを通して

グローバル課題を解決࡬と導く専門的能力を身に付けます。 

࣭ᚰの᥈✲࣒ࣛࢢࣟࣉ 

人ࠎの心のⓎ㐩のㅖ┦に࠾ける課題をⓎぢしࡑの解決࡬と導くために，人の心とࡑのⓎ

㐩を㐺ษな方法で理解・ ᐃする基♏的能力，現代社会の多様な支援ࢽー࡬ࢬの対ᛂ方法

についての実践的な専門的能力を身に付けます。 

 ࣒ࣛࢢࣟࣉࣇ࢖ࣛࣈ࢕ࢸࢡ࢔࣭

人ࠎが೺ᗣでάື的なࣛイࣇスタイルを実現するために，人の心身ࡸ㐠ື行ືを理解・

ศᯒする基♏的能力，心身の೺ᗣ࢚ࡸイࢪング，ス࣏ーࢶάືなどに関わる実践的な専門

的能力を身に付けます。 

࣭࣑ࣗーࢡࢵࢪコ࣑ࣗࢣࢽー࣒ࣛࢢࣟࣉࣥࣙࢩ 

人ࠎの文化的で㇏かな生άのため，ⱁ⾡の実践と஺ὶによって社会に࠾ける多様な人ࠎ

をつなࡄሙを構⠏することを目指し，㡢ᴦのⓎಙとཷಙについて多面的に理解・᥈究する

⥲ྜ的能力，㡢ᴦの๰㐀的実践的な専門能力を身に付けます。 

 ࣒ࣛࢢࣟࣉࣥࣙࢩーࢣࢽコ࣑ࣗࢺー࢔࣭

人ࠎの文化的で㇏かな生άのため，ⱁ⾡の実践と஺ὶによって社会に࠾ける多様な人ࠎ

をつなࡄሙを構⠏することを目指し，文化ⱁ⾡のⓎಙとཷಙについて多面的に理解・᥈究

する⥲ྜ的能力，⨾⾡の๰㐀的実践的な専門能力を身に付けます。 

 の選択࣒ࣛࢢࣟࣉ●

Ⓨ㐩コ࣑ࣗ࢕ࢸࢽ学科の学生は，２年次第１クォーターより，いずれかのࣉログ࣒ࣛを

選択しなければならない。 
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ே㛫のⓎ㐩とそࢆࢀᨭࡿ࠼コ࣑ࣗ࢕ࢸࢽのᐇ⌧ࡴ⤌ࡾྲྀ࡟ேᮦࢆ㣴ᡂࠋࡿࡍ 

 
人㛫の多様なⓎ㐩と，ࡑのⓎ㐩を支えるコ࣑ࣗ࢕ࢸࢽを実現するためにᚲせな能力を身

に付けた人材の養成を目指します。この目的を踏まえ，人㛫の心理的Ⓨ㐩ࡸ身体的Ⓨ㐩，

⾲現ࡸ行ືのᶵ能Ⓨ㐩など，人㛫の生涯඲体に関わる課題解決を行࠺ためにᚲせな基♏的

な専門教育を行࠺「Ⓨ㐩基♏」，人㛫の多様なⓎ㐩の┦஫関ಀに╔目し，グローバル社会とಶ

人をつなࡄコ࣑ࣗ࢕ࢸࢽに関する理論の構⠏と実践的な課題解決を行࠺ためにᚲせな専門

教育を行࠺「コ࣑ࣗ࢕ࢸࢽ形成」とい２࠺本のᰕを設ᐃします。 

 とその概要࣒ࣛࢢࣟࣉ●

࣭♫఍࢚࣒ࣥࣛࢢࣟࣉࢺ࣓ࣥ࣡ࣃ 

社会の様ࠎなᒁ面で生ࡌる課題をⓎぢする能力，࢚ン࣓࣡ࣃンࢺに対する理解力，対人

支援ࡸコ࣑ࣗ࢕ࢸࢽ支援に関する幅広い▱識ࡸᢏ⾡を学ࡧ，社会࢚ン࣓࣡ࣃンࢺを通して

グローバル課題を解決࡬と導く専門的能力を身に付けます。 

࣭ᚰの᥈✲࣒ࣛࢢࣟࣉ 

人ࠎの心のⓎ㐩のㅖ┦に࠾ける課題をⓎぢしࡑの解決࡬と導くために，人の心とࡑのⓎ

㐩を㐺ษな方法で理解・ ᐃする基♏的能力，現代社会の多様な支援ࢽー࡬ࢬの対ᛂ方法

についての実践的な専門的能力を身に付けます。 

 ࣒ࣛࢢࣟࣉࣇ࢖ࣛࣈ࢕ࢸࢡ࢔࣭

人ࠎが೺ᗣでάື的なࣛイࣇスタイルを実現するために，人の心身ࡸ㐠ື行ືを理解・

ศᯒする基♏的能力，心身の೺ᗣ࢚ࡸイࢪング，ス࣏ーࢶάືなどに関わる実践的な専門

的能力を身に付けます。 

࣭࣑ࣗーࢡࢵࢪコ࣑ࣗࢣࢽー࣒ࣛࢢࣟࣉࣥࣙࢩ 

人ࠎの文化的で㇏かな生άのため，ⱁ⾡の実践と஺ὶによって社会に࠾ける多様な人ࠎ

をつなࡄሙを構⠏することを目指し，㡢ᴦのⓎಙとཷಙについて多面的に理解・᥈究する

⥲ྜ的能力，㡢ᴦの๰㐀的実践的な専門能力を身に付けます。 

 ࣒ࣛࢢࣟࣉࣥࣙࢩーࢣࢽコ࣑ࣗࢺー࢔࣭

人ࠎの文化的で㇏かな生άのため，ⱁ⾡の実践と஺ὶによって社会に࠾ける多様な人ࠎ

をつなࡄሙを構⠏することを目指し，文化ⱁ⾡のⓎಙとཷಙについて多面的に理解・᥈究

する⥲ྜ的能力，⨾⾡の๰㐀的実践的な専門能力を身に付けます。 

 の選択࣒ࣛࢢࣟࣉ●

Ⓨ㐩コ࣑ࣗ࢕ࢸࢽ学科の学生は，２年次第１クォーターより，いずれかのࣉログ࣒ࣛを

選択しなければならない。 
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䠷ᇶ♏ᩍ㣴⛉┠䠹

ู⾲➨䠍䛾䜲䛻ᥖ䛢䜛ᤵᴗ⛉┠䛾䛖
䛱䠈人ᩥ⣔䛾ྛ༊ศ䛻ᒓ䛩䜛ᤵᴗ
⛉┠䜢㝖䛟ྛᤵᴗ⛉┠

ㅮ⩏ ྛ䠍 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 8

䠷⥲ྜᩍ㣴⛉┠䠹

ู⾲➨䠍䛾䜲䛻ᥖ䛢䜛ᤵᴗ⛉┠䛾䛖䛱䠈
(1)ከᩥ໬理ゎ䛾ⱁ⾡䛸ᩥ໬䠈ⱁ⾡史䠈
䜹䝍䝏䛾ᩥ໬Ꮫ䛾༊ศ䛻ᒓ䛩䜛ᤵᴗ⛉
┠୪䜃䛻(2)⮬↛⏺䛾ᡂ䜚❧䛱䛾䜹䝍䝏
䛾⮬↛Ꮫ䛾༊ศ䛻ᒓ䛩䜛ᤵᴗ⛉┠䜢㝖
䛟ྛᤵᴗ⛉┠

ㅮ⩏ ྛ䠍 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 8

䠷እᅜㄒ⛉┠䠹
Academic English Communication A1 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5
Academic English Communication A2 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5
Academic English Communication B1 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5
Academic English Communication B䠍
䠄㑅ᢤ上⣭䜽䝷䝇) ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

Academic English Communication B䠎 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5
Academic English Communication B䠎
䠄㑅ᢤ上⣭䜽䝷䝇) ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

Academic English Literacy A1 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5
Academic English Literacy A2 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5
Academic English Literacy B1 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5
Academic English Literacy B㻝䠄㑅ᢤ上⣭
䜽䝷䝇) ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

Academic English Literacy B2 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5
Academic English Literacy B㻞䠄㑅ᢤ上⣭
䜽䝷䝇) ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

Advanced English Online 1 ₇⩦ 0.5 䕿 䕿 䕿 0.5
Advanced English Online 2 ₇⩦ 0.5 䕿 䕿 䕿 0.5
Advanced Englis㼔䠄ᾏእ◊ಟ䠅 ₇⩦ 1 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 1
䝗䜲䝒ㄒึ⣭㻭䠍䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭㻭䠍
中ᅜㄒึ⣭㻭䠍䠈䝻䝅䜰ㄒึ⣭㻭䠍 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭㻭䠎䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭㻭䠎
中ᅜㄒึ⣭㻭䠎䠈䝻䝅䜰ㄒึ⣭㻭䠎 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭㻮䠍䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭B䠍
中ᅜㄒึ⣭㻮䠍䠈䝻䝅䜰ㄒึ⣭B䠍 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭㻮䠎䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭B䠎
中ᅜㄒึ⣭㻮䠎䠈䝻䝅䜰ㄒึ⣭B䠎 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭㻭䠏䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭㻭䠏
中ᅜㄒึ⣭㻭䠏䠈䝻䝅䜰ㄒึ⣭㻭䠏 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭㻿㻭䠏䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭㻿㻭䠏䠈
中ᅜㄒึ⣭㻿㻭䠏 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭㻭䠐䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭㻭䠐
中ᅜㄒึ⣭㻭䠐䠈䝻䝅䜰ㄒึ⣭㻭䠐 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭㻿㻭䠐䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭㻿㻭䠐䠈
中ᅜㄒึ⣭㻿㻭䠐 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭㻮䠏䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭B䠏
中ᅜㄒึ⣭㻮䠏䠈䝻䝅䜰ㄒึ⣭B䠏 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭㻿㻮䠏䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭㻿㻮䠏䠈
中ᅜㄒึ⣭㻿B䠏 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭㻮䠐䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭B䠐
中ᅜㄒึ⣭㻮䠐䠈䝻䝅䜰ㄒึ⣭B䠐 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭㻿㻮䠐䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭㻿㻮䠐䠈
中ᅜㄒึ⣭㻿B䠐 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒ中⣭㻯䠍䠈䝣䝷䞁䝇ㄒ中⣭㻯䠍䠈
中ᅜㄒ中⣭㻯㻝䠈䝻䝅䜰ㄒ中⣭㻯1 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒ中⣭㻯䠎䠈䝣䝷䞁䝇ㄒ中⣭㻯䠎䠈
中ᅜㄒ中⣭㻯䠎䠈䝻䝅䜰ㄒ中⣭㻯䠎 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

➨୕እᅜㄒ(䝗䜲䝒ㄒ)T䠍䠈➨୕እᅜㄒ
(䝣䝷䞁䝇ㄒ)T䠍 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

➨୕እᅜㄒ(䝗䜲䝒ㄒ)T䠎䠈➨୕እᅜㄒ
(䝣䝷䞁䝇ㄒ)T䠎 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5
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➨୕እᅜㄒ(䝗䜲䝒ㄒ)䠰䠏䠈➨୕እᅜㄒ
(䝣䝷䞁䝇ㄒ)T䠏 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

➨୕እᅜㄒ(䝗䜲䝒ㄒ)T䠐䠈➨୕እᅜㄒ
(䝣䝷䞁䝇ㄒ)T䠐 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䠷᝟ሗ⛉┠䠹
᝟ሗᇶ♏ ₇⩦ 1 䕿 1
䠷೺ᗣ䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫ䠹
೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫㅮ⩏䠝 ㅮ⩏ 1 䕿 1
೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫㅮ⩏䠞 ㅮ⩏ 1 䕿 1
೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫᐇ⩦ᇶ♏ ᐇ⩦ 1 1
೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫᐇ⩦䠍 ᐇ⩦ 0.5 䕿 0.5
೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫᐇ⩦䠎 ᐇ⩦ 0.5 䕿 0.5
䠷㧗ᗘᩍ㣴⛉┠䠹

ᅜ㝿人㛫⛉Ꮫ㒊㧗ᗘᩍ㣴⛉┠䛾ྲྀ
ᢅ䛔䛻䛴䛔䛶䛿ู䛻ᐃ䜑䜛䚹

ㅮ⩏
ཪ䛿
₇⩦

ྛ1
ཪ䛿
2

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 4

䠷Ꮫ㒊ඹ㏻ᇶ♏⛉┠䠹䈜䠏༢఩ᚲせ

ึ年次࣮ࢼ࣑ࢭ ₇⩦ 1 䕿 1
༠ാᆺ࣮ࣜࣉࢵࢩ࣮ࢲㄽ ㅮ⩏ 1 䕿 1
ᅜ㝿㛤Ⓨ᥼ຓㄽ（㹈㹇㹁㸿） ㅮ⩏ 1 䚽 1
๰ᡂㄽ࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ ㅮ⩏ 1 䚽 1
ᇶ♏ㄽࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ ㅮ⩏ 1 䚽 1
␗ᩥ໬間教育ㄽ ㅮ⩏ 1 䕿 1
ャル࢚ンパ࣡メントㄽࢩ࣮ࢯ ㅮ⩏ 1 䚽 1
᝟ሗࣜࢸラ１⩦₇࣮ࢩ ₇⩦ 1 䕿 1
᝟ሗࣜࢸラ２⩦₇࣮ࢩ ₇⩦ 1 䕿 1
アࢪア共ྠయㄽ１ ㅮ⩏ 1 䚽 1
アࢪア共ྠయㄽ２ ㅮ⩏ 1 䚽 1
䠷Ꮫ㒊ඹ㏻Ⓨᒎ⛉┠䠹䈜䠐༢఩ᚲせ

バル共生♫఍ㄽ࣮ࣟࢢ ㅮ⩏ 1 䕿 1
᪉ἲㄽࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ ㅮ⩏ 1 䕿 1
$FDGHPLF &RPPXQLFDWLRQ（ⱥ） ₇⩦ 2 2
$FDGHPLF :ULWLQJ（ⱥ） ₇⩦ 2 2
Test Preparation ₇⩦ 2 2
Academic Skills ₇⩦ 2 2
English Presentation Skills ₇⩦ 2 2
English for Professional Purposes ₇⩦ 2 2
World Englishes ₇⩦ 2 2
$FDGHPLF &RPPXQLFDWLRQ（⊂） ₇⩦ 2 2
$FDGHPLF &RPPXQLFDWLRQ（௖） ₇⩦ 2 2
$FDGHPLF :ULWLQJ（⊂） ₇⩦ 2 2
$FDGHPLF :ULWLQJ（௖） ₇⩦ 2 2
ᅜ㝿ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン₇⩦㸿 ₇⩦ 1 䕿 1
ᅜ㝿ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン₇⩦㹀 ₇⩦ 1 䕿 1
Cultures and Societies in Japan A ₇⩦ 1 䕿 1
Cultures and Societies in Japan B ₇⩦ 1 䕿 1

䕿

䚽
䚽

䕿

䚽
䚽

䚽
䚽
䚽

䕿
䕿

䕿

๓ ᚋ๓ ᚋ ๓ ᚋ
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日本ㄒࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン１ ₇⩦ 1 䕿 1
日本ㄒࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン２ ₇⩦ 1 䕿 1
᝟ሗⓎಙ₇⩦１ ₇⩦ 1 䕿 1
᝟ሗⓎಙ₇⩦２ ₇⩦ 1 䕿 1
ᇶ♏₇⩦１ࢢラ࣑ンࢢࣟࣉ ₇⩦ 1 䕿 1
ᇶ♏₇⩦２ࢢラ࣑ンࢢࣟࣉ ₇⩦ 1 䕿 1
㹃㹑㹂₇⩦Ϩ１（ᅜ㝿ே間⛉学） ₇⩦ 1 䕿 1
㹃㹑㹂₇⩦Ϩ２（ᅜ㝿ே間⛉学） ₇⩦ 1 䕿 1
㹃㹑㹂₇⩦ϩ１（ᅜ㝿ே間⛉学） ₇⩦ 1 䕿 1
㹃㹑㹂₇⩦ϩ２（ᅜ㝿ே間⛉学） ₇⩦ 1 䕿 1
外ᅜㄒᐇ⩦㸿 ᐇ⩦ 1 1 ㄆᐃ⛉┠

外ᅜㄒᐇ⩦㹀 ᐇ⩦ 2 2 ㄆᐃ⛉┠

イン࣮ࢱンࣉࢵࢩᐇ⩦㸿 ᐇ⩦ 1 1 ㄆᐃ⛉┠

イン࣮ࢱンࣉࢵࢩᐇ⩦㹀 ᐇ⩦ 2 2 ㄆᐃ⛉┠

ᐇ⩦㸿ࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ ᐇ⩦ 1 1 ㄆᐃ⛉┠

ᐇ⩦㹀ࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ ᐇ⩦ 2 2 ㄆᐃ⛉┠

日本ㄒᩥἲᇶ♏ ㅮ⩏ 1 1
ᐇ㊶日本ㄒᇶ♏ ㅮ⩏ 1 1
日本ㄒ・日本ᩥ໬ᇶ♏₇⩦ ₇⩦ 1 1
䠷䜾䝻䞊䝞䝹䞉䝇䝍䝕䜱䞊䝈䞉䝥䝻䜾䝷䝮䠄GS㻼䠅⛉┠䠹䈜䠓༢఩ᚲせ

䜾䝻䞊䝞䝹䜲䝅䝳䞊ᴫㄽ ㅮ⩏ 1 䕿 1
䜾䝻䞊䝞䝹䜲䝅䝳䞊₇⩦ ₇⩦ 1 䕿 1
䠣䠯䠬₇⩦䠄䜸䝸䜶䞁䝔䞊䝅䝵䞁䠅 ₇⩦ 1 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 1
␃Ꮫᆺ䠣䠯䝁䞊䝇 ₇⩦ 3 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
ᐇ㊶ᆺ䠣䠯䝁䞊䝇 ₇⩦ 3      䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
◊ಟᆺ䠣䠯䝁䞊䝇 ₇⩦ 3 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
䠣䠯䠬₇⩦䠄䝸䝣䝺䜽䝅䝵䞁䠅 ₇⩦ 1        䕿 䕿 䕿 䕿 1
䠷Ꮫ⛉ඹ㏻⛉┠䠹䈜䠓༢఩ᚲせ

Ⓨ㐩䝁䝭䝳䝙䝔䜱ᴫㄽ ㅮ⩏ 2 2 䚽 䚽 䚽 䚽 䚽
Ⓨ㐩䝁䝭䝳䝙䝔䜱₇⩦䠍 ₇⩦ 2 2 䚽 䚽 䚽 䚽 䚽
Ⓨ㐩䝁䝭䝳䝙䝔䜱₇⩦䠎 ₇⩦ 2 2 䚽 䚽 䚽 䚽 䚽
ᆅᇦ♫఍Ꮫ ㅮ⩏ 1 䕿 1 䚽 䚽 䚽 䚽 䚽
䠷Ꮫ⛉䝁䜰⛉┠䠹䈜䠔༢఩௨ୖᚲせ

♫఍ᩍ⫱ィ⏬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䚽 䚽
㞀ᐖඹ⏕ᩍ⫱ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䚽 䚽 䚽
䝁䝭䝳䝙䝔䜱䞉䝆䜵䞁䝎䞊ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䚽

ᚰ理Ꮫ䛾ᇶ♏䛸Ṍ䜏䠄ᚰ理Ꮫᴫㄽ䠅 ㅮ⩏ 2 2 䚽 䚽 䚽

೺康ᚰ理Ꮫ䠄೺康䞉་⒪ᚰ理Ꮫ䠅 ㅮ⩏ 2 2 䚽 䚽 䚽
ᚰ理Ꮫㄪᰝἲ䠄ᚰ理Ꮫ◊✲ἲ䠅 ₇⩦ 2 2 䚽
ᚰ理Ꮫ◊✲ᐇ㊶䠝 ₇⩦ 2 2 䚽
ᚰ理Ꮫ◊✲ᐇ㊶䠞䠄ᚰ理Ꮫ◊✲ἲ䠅 ₇⩦ 2 2 䚽
䜰䜽䝔䜱䝤䝷䜲䝣ᴫㄽ ㅮ⩏ 2 2 䚽
䛛䜙䛰䛾ᵓ㐀䛸ᶵ⬟
䠄人య䛾ᵓ㐀䛸ᶵ⬟ཬ䜃⑌⑓䠅

ㅮ⩏ 2 2 䚽 䚽

ຍ㱋䛾ㄆ▱ᚰ理Ꮫ䠄▱ぬ䞉ㄆ▱ᚰ理Ꮫ䠅 ㅮ⩏ 2 2 䕿 䚽
㐠ືᚰ理Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 䚽
䝇䝫䞊䝒䝥䝻䝰䞊䝅䝵䞁ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䚽 䚽
㌟య㐠ື䛾ᩥ໬史 ㅮ⩏ 2 2 䚽
㡢ᴦᩥ໬史䠍 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䚽
㡢ᴦᩥ໬史䠎 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䚽
䜶䝇䝜䝭䝳䞊䝆䝁䝻䝆䞊䠍 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䚽
䜶䝇䝜䝭䝳䞊䝆䝁䝻䝆䞊䠎 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䚽
䝃䜴䞁䝗䝕䝄䜲䞁 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䚽
䝭䝳䞊䝆䝑䜽䝉䝷䝢䞊 ㅮ⩏ 2 2 䚽 䚽 䚽
㡢ᴦసရ◊✲ ㅮ⩏ 2 2 䚽
᪥本ᩥ໬஺ὶㄽ ㅮ⩏ 2 2 䚽䕿

䕿

䕿

䕿

3

䕿

䕿

䕿

䕿

䕿

䕿

䕿

䕿

䕿

䕿

䕿
䕿

䕿
䕿

䕿
䕿
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䝁䝭䝳䝙䝔䜱䛸㡢ᴦ ₇⩦ 2 2 䚽 䚽 䚽
人䛸䜰䞊䝖ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䚽 䚽 䚽
๰㐀䛾Ⓨ᝿䛸䝥䝻䝉䝇䠝 ₇⩦ 1 䚽 1 䚽
๰㐀䛾Ⓨ᝿䛸䝥䝻䝉䝇䠞 ₇⩦ 1 䚽 1 䚽
▱ぬ䛸⾜Ⅽ䠄▱ぬ䞉ㄆ▱ᚰ理Ꮫ䠅 ㅮ⩏ 2 2 䚽 䚽
㌟య⾲⌧ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䚽 䚽 䚽
䝁䝭䝳䝙䝔䜱䛸⾲㇟ ㅮ⩏ 2 2 䚽
✵㛫㐀ᙧㄽ ㅮ⩏ 2 2 䚽
絵⏬䜰䞊䝖ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䚽
䝁䝭䝳䝙䝔䜱䛸㒔ᕷ ㅮ⩏ 2 2 䚽
䝯䝕䜱䜰ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䚽 䚽
䠷Ꮫ⛉ᒎ㛤⛉┠䠹䈜䠎䠍༢఩௨ୖᚲせ

♫఍ㄪᰝἲ㻭 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䚽 䚽
♫఍ㄪᰝἲ㻮 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䚽 䚽
♫఍ᩍ⫱ㄢ㢟◊✲䠄䝪䝷䞁䝔䜱䜰Ꮫ⩦ㄽ䠅 ₇⩦ 2 2 䚽 䚽 䚽
♫఍ᩍ⫱ㄢ㢟◊✲䠄㞀ᐖඹ⏕ᩍ⫱ㄽ䠅 ₇⩦ 2 2 䚽 䚽
♫఍ᩍ⫱ㄢ㢟◊✲䠄䝆䜵䞁䝎䞊ၥ㢟Ꮫ⩦ㄽ䠅 ₇⩦ 2 2 䚽 䚽 䚽 䚽 䚽
♫఍ᩍ⫱ㄢ㢟◊✲䠄⮬↛ඹ⏕ᆅᇦᨭ᥼ㄽ䠅 ₇⩦ 2 2 䚽
♫఍ᩍ⫱ㄢ㢟◊✲䠄子䛹䜒䝁䝭䝳䝙䝔䜱ᨭ᥼ㄽ䠅 ₇⩦ 2 2 䚽 䚽 䚽
Ⓨ㐩ᚰ理Ꮫ䠄ᗂ䞉小䠅 ㅮ⩏ 2 2 䚽
ᚰ䛾Ⓨ㐩䛸ᩍ⫱䠍䠄Ꮫ⩦䞉ゝㄒᚰ理Ꮫ䠍䠅 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䚽 䚽 䚽 䚽
ᚰ䛾Ⓨ㐩䛸ᩍ⫱䠎䠄ᩍ⫱䞉Ꮫᰯᚰ理Ꮫ䠍䠅 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䚽 䚽 䚽 䚽
ᚰ䛾Ⓨ㐩䛸ᩍ⫱䠏䠄ᩍ⫱䞉Ꮫᰯᚰ理Ꮫ䠎䠅 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䚽
ඣ❺䛾Ⓨ㐩䛸Ꮫ⩦ ㅮ⩏ 2 2 䚽 䚽
㟷ᖺᚰ理Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 䚽 䚽 䚽 䚽
ึ➼Ꮫᰯᩍ⫱┦ㄯ ㅮ⩏ 2 2 䚽
♫఍ᛶ䛾Ⓨ㐩ᚰ理Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 䚽 䚽 䚽
⏕理ᚰ理Ꮫ䠄⚄⤒䞉⏕理ᚰ理Ꮫ䠅 ㅮ⩏ 2 2 䚽 䚽 䚽
⮫ᗋᚰ理Ꮫ䠄⮫ᗋᚰ理Ꮫᴫㄽ䠅 ㅮ⩏ 2 2 䚽 䚽
ᚰ理㠃᥋ㄽ䠄ᚰ理Ꮫⓗᨭ᥼ἲ䠅 ㅮ⩏ 2 2 䚽
深ᒙᚰ理Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 䚽
家᪘䛾Ⓨ㐩䛸⑓理䠍䠄♫఍䞉㞟ᅋ䞉家᪘ᚰ理Ꮫ䠍䠅 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䚽 䚽
家᪘䛾Ⓨ㐩䛸⑓理䠎䠄♫఍䞉㞟ᅋ䞉家᪘ᚰ理Ꮫ䠎䠅 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䚽 䚽
䝷䜲䝣䝁䞊䝇䛾ᚰ理Ꮫ䠄Ⓨ㐩ᚰ理Ꮫ䠅 ㅮ⩏ 2 2 䚽 䚽
ឤ᝟䞉人᱁ᚰ理Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 䚽
中➼Ꮫᰯᩍ⫱┦ㄯ ㅮ⩏ 2 2 䚽 䚽 䚽
ᚰ理Ꮫᐇ㦂ἲ ₇⩦ 1 䕿 1 䚽
ᚰ理Ꮫほᐹἲ㻌 ₇⩦ 1 䕿 1 䚽
Ⓨ㐩䜰䝉䝇䝯䞁䝖䠄ᚰ理ⓗ䜰䝉䝇䝯䞁䝖䠅 ₇⩦ 2 2 䚽
ᚰ理᳨ᰝἲ䠄ᚰ理ⓗ䜰䝉䝇䝯䞁䝖䠅 ₇⩦ 2 2 䚽
ᢞᙳἲᚰ理᳨ᰝ ₇⩦ 2 2 䚽
ᚰ理Ꮫ⤫ィἲ䠝 ㅮ⩏ 2 2 䚽 䚽
ᚰ理Ꮫ⤫ィἲ䠞 ㅮ⩏ 2 2 䚽 䚽
⮫ᗋᚰ理Ꮫ₇⩦䠄ᚰ理₇⩦䠅 ₇⩦ 2 2 䚽
බㄆᚰ理ᖌ䛾⫋㈐ ㅮ⩏ 1 䕿 1 䚽
⚟祉ᚰ理Ꮫ ㅮ⩏ 1 䕿 1 䚽
ྖἲ䞉≢⨥ᚰ理Ꮫ ㅮ⩏ 1 䕿 1 䚽
⏘ᴗ䞉⤌⧊ᚰ理Ꮫ ㅮ⩏ 1 䕿 1 䚽
㛵ಀ⾜ᨻㄽ ㅮ⩏ 1 䕿 1 䚽
ᚰ理Ꮫⓗ᥼ຓᨭ᥼㻌䠄ᚰ理ᐇ⩦䠅 ᐇ⩦ 2 2 䚽 䚽
㞀ᐖඣⓎ㐩Ꮫ䠄㞀ᐖ⪅䞉㞀ᐖඣᚰ理Ꮫ䠅 ㅮ⩏ 2 2 䚽
⮫ᗋⓎ㐩ᨭ᥼Ꮫ䠍 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䚽
⮫ᗋⓎ㐩ᨭ᥼Ꮫ䠎 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䚽
㌟యᶵ⬟䛾㐺ᛂ ㅮ⩏ 2 2 䚽 䚽
೺康㐠ື⛉Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 䚽
ຍ㱋䛾೺康⾜ື⛉Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 䚽
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㐠ື᪉ἲᏛ ㅮ⩏ 2 2 䚽
人䛾ື䛝䛾ィ 䛸ไᚚ ㅮ⩏ 2 2 䚽
බ⾗⾨⏕Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 䚽
䝉䞊䝣䝔䜱䝥䝻䝰䞊䝅䝵䞁ㄽ ㅮ⩏ 1 䕿 1 䚽
㌟య㐠ື䛾䝎䜲䝘䝭䜽䝇 ㅮ⩏ 2 2 䚽
ຍ㱋䛾♫఍ᚰ理Ꮫ䠄♫఍䞉㞟ᅋ䞉家᪘ᚰ理Ꮫ䠅 ㅮ⩏ 2 2 䚽 䕿 䚽
㌟య䝬䝛䝆䝯䞁䝖◊✲ ㅮ⩏ 2 2 䚽
⢭⚄⏕理Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 䚽 䚽 䚽
⎔ቃಖ೺Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 䚽
䜰䜽䝔䜱䝤䝷䜲䝣₇⩦ ₇⩦ 2 2 䚽
ᛂ⏝㌟య㐠ື⛉Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 䚽
೺康ᩍ⫱ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䚽 䚽
䝇䝫䞊䝒䝬䝛䝆䝯䞁䝖 ㅮ⩏ 2 2 䚽
㌟య㐠ື⛉Ꮫᐇ㦂 ᐇ㦂 1 1 䚽
䝞䜲䜸䝯䜹䝙䜽䝇ᐇ㦂 ᐇ㦂 2 2 䚽
䝖䝷䝑䜽㻒䝣䜱䞊䝹䝗ᐇ⩦ ᐇ⩦ 0.5 䕧 䕧 0.5 㝸ᖺ 䚽
⮬↛య㦂άືᐇ⩦ ᐇ⩦ 1 1 䚽
䝇䜲䝭䞁䜾㻒䜰䜽䜰䝔䜱䝑䜽䝇䝫䞊䝒ᐇ⩦ ᐇ⩦ 5.0䕧䕧5.0 㝸ᖺ 䚽
䝪䞊䝹䝀䞊䝮䝈ᐇ⩦ ᐇ⩦ 5.0䕧䕧5.0 㝸ᖺ 䚽
ᰂ㐨ᐇ⩦ ᐇ⩦ 5.0䕧䕧5.0 㝸ᖺ 䚽
䝆䝮䝘䝇䝔䜱䜽䝇ᐇ⩦ ᐇ⩦ 5.0䕧䕧5.0 㝸ᖺ 䚽

䚽22⩏ㅮ⌧⾲䛾ኌ
䚽22⩏ㅮㄽ䝖䞊䜰䞉䝹䜹䝸䝖䜰䝅
䚽1䕿1⩦₇䠍⩦₇ዌ₇ᴦ㡢᪘Ẹ
䚽1䕿1⩦₇䠎⩦₇ዌ₇ᴦ㡢᪘Ẹ
䚽22⩦₇⩦₇ู≉ዌ₇ᴦ㡢᪘Ẹ
䚽1䕿1⩏ㅮ䠍ㄽືάᅋ㞟ᴦ㡢
䚽1䕿1⩏ㅮ䠎ㄽືάᅋ㞟ᴦ㡢
䚽ᖺ㝸1䕧䕧1⩦₇䠍䝹䝤䞁䝃䞁䜰ᴦჾ
䚽ᖺ㝸1䕧䕧1⩦₇䠎䝹䝤䞁䝃䞁䜰ᴦჾ

䝭䝳䞊䝆䝑䜽䝉䜸䝸䞊䠃䜰䝘䝸䝅䝇 ㅮ⩏ 2 2 䚽
ኌᴦ⾲⌧₇⩦ ₇⩦ 2 2 䚽
䝢䜰䝜₇ዌ₇⩦ ₇⩦ 2 2 䚽
ኌᴦ䜰䞁䝃䞁䝤䝹䠍 ₇⩦ 1 䕧 䕧 1 㝸ᖺ 䚽
ኌᴦ䜰䞁䝃䞁䝤䝹䠎 ₇⩦ 1 䕧 䕧 1 㝸ᖺ 䚽
ኌᴦకዌ⾲⌧₇⩦ ₇⩦ 1 䕿 1 䚽
㑥ᴦḷၐἲ ₇⩦ 1 䕿 1 䚽
㑥ᴦჾ₇ዌἲ ₇⩦ 1 䕿 1 䚽
ⱁ⾡⾲⌧₇⩦ ₇⩦ 2 2 䚽 䚽
䜰䞊䝖䞉䝭䝳䞊䝆䝑䜽䝥䝻䝆䜵䜽䝖ᐇ㊶ ₇⩦ 2 2 䚽 䚽 䚽
✵㛫䜰䞊䝖ᐇ㊶ ₇⩦ 2 2 䚽
絵⏬䜰䞊䝖ᐇ㊶ ₇⩦ 2 2 䚽
近⌧௦䜰䞊䝖ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䚽 䚽
⾲㇟ᩥ໬ᙧᡂㄽ ㅮ⩏ 2 2 䚽 䚽
どぬᩥ໬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䚽
近⌧௦ᩥ໬ゝㄝㄽ ㅮ⩏ 2 2 䚽 䚽
ⱁ⾡ᩥ໬⾲㇟ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䚽 䚽
ㄆ▱䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ㄽ
䠄▱ぬ䞉ㄆ▱ᚰ理Ꮫ䠅

ㅮ⩏ 2 2 䚽 䚽

䝆䜵䞁䝎䞊♫఍ᩥ໬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䚽 䚽
䝯䝕䜱䜰♫఍ᩥ໬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䚽 䚽 䚽
䜾䝷䝣䜱䝑䜽䝃䜲䜶䞁䝇 ㅮ⩏ 2 2 䚽
䝁䞁䝔䞁䝫䝷䝸䞊䝎䞁䝇䠍 ₇⩦ 1 䕿 1 䚽 䚽 䚽
䝁䞁䝔䞁䝫䝷䝸䞊䝎䞁䝇䠎 ₇⩦ 1 䕿 1 䚽 䚽 䚽
䝣䜯䝑䝅䝵䞁ᩥ໬ㄽ ㅮ⩏ 1 䕿 1 䚽 䚽
ⱁ⾡ᢈホ₇⩦ ₇⩦ 1 䕿 1 䚽

䕿

䕿

䕿

䕿

䕿
䕿

䕿
䕿
䕿

䕿

䕿

䚽
䕿

䕿
䕿
䕿

䕿

䕿

䕿
䕿

䕿
䕿

䕿

䕿

䕿

䕿

䕿

䕿
䕿

䕿
䕿
䕿
䕿

䕿
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㑅
ᢥ

ᒚಟ䝥䝻䜾䝷䝮
♫
఍
䜶
䞁
䝟
䝽

䝯
䞁
䝖

ᚰ
䛾
᥈
✲

䜰
䜽
䝔

䝤

䝷
䜲
䝣

䝭

䝆

䜽

䝁
䝭

䝙
䜿

䝅

䞁

䜰

䝖
䝁
䝭

䝙
䜿

䝅

䞁

ഛ⪃
1ᖺ

๓ ᚋ

4ᖺ3ᖺ
ᤵ
ᴗ
ᙧ
ែ

㓄ᙜᏛᮇ ᚲಟ䞉㑅ᢥ䛾ู

2ᖺ 㑅
ᢥ
ᚲ
ಟ

⛉┠ྡ⛠
༢
఩
ᩘ

ᚲ
ಟ

䜰䝣䜷䞊䝎䞁䝇ㄽ₇⩦ ₇⩦ 2 2 䚽
ᗄఱ䝕䝄䜲䞁䛸どぬఏ㐩 ㅮ⩏ 2 2 䚽
映ീ䞉䝯䝕䜱䜰ㄽ₇⩦ ₇⩦ 2 2 䚽
㻱㻿㻰ᐇ㊶ㄽ ₇⩦ 2 2 䚽 䚽 䚽
༞ᴗ◊✲ 10 10 䚽 䚽 䚽 䚽 䚽

䕿
䚽

䕿
䕿

䖂
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(�) ⎔ቃඹ⏕学科 

●学科の目標 

 ࠋࡿࡍ㣴ᡂࢆᆺேᮦྜ⼥⌮ᩥࡍฟࡾ๰ࢆቃ⎔ࡿ࠼ᨭࢆඹ⏕♫఍ࣝࣂーࣟࢢ

 
人㛫と⎔ቃのㄪ࿴に᰿ࡊす持⥆ྍ能なグローバル共生社会の実現を目指し，身㏆な⎔ቃ

からᆅ⌫⎔ቃに⮳る幅広い⎔ቃについて，様ࠎなၥ題をⓎぢ・❧論し，解決に導くために

ᚲせな能力を身に付けた人材を養成します。この目的を踏まえ，本学科は，⎔ቃの成り❧

ちを解ᯒし，課題をⓎぢ・❧論するためにᚲせな基♏科学の専門教育を行࠺「⎔ቃ基♏科

学」，⎔ቃᨵၿのためのᢏ⾡・シス࣒ࢸ，ᨻᗓ・⮬἞体のᨻ⟇，教育とᕷẸཧຍ，௻ᴗ・ 

㹌㹎㹍・㹌㹅㹍等のάືに関する専門教育を行࠺「⎔ቃ形成科学」とい２࠺本のᰕを設ᐃ

しています。 

 
 とその概要࣒ࣛࢢࣟࣉ●

࣭⎔ቃ⮬↛科学࣒ࣛࢢࣟࣉ 

ᆅ⌫つᶍの⎔ቃၥ題をᘬき㉳こす多様なせᅉࡸၥ題が㢧ᅾ化するまでの」㞧な࣓࢝ࢬࢽ

࣒を解᫂し，解決⟇をᥦ᱌するために，⮬↛の成り❧ちࡸ法๎の理解を基♏として，࢕ࣇ

ール࣡ࢻーク・科学実㦂・ࢹータ解ᯒなどのㄪᰝ・ศᯒ・解ᯒᡭ法について学ࡧます。 

 
࣭⎔ቃᩘ⌮科学࣒ࣛࢢࣟࣉ 

⎔ቃに₯む様ࠎな現㇟をᩘ理的なᡭ法で解᫂し，人㛫と⎔ቃのよい共生関ಀを論理的か

つ⦓ᐦにࢨࢹインするために，ᩘ理科学に関する基♏▱識を身に付け，ㅖၥ題に対する᪂

しいศᯒ方法について学ࡧます。 

 
࣭⏕άඹ⏕科学࣒ࣛࢢࣟࣉ 

日ᖖ生άに࠾ける人と人，人と⎔ቃのよりよい共生関ಀをࢨࢹインするために，࢕ࣇー

ル࣡ࢻーク，ྛ✀ㄪᰝ，科学実㦂の基♏的なᢏ能を身に付け，幅広いၥ題をⓎぢ・❧論す

るとともに，課題解決に向け，実践的なᢏ⾡㛤Ⓨ，⎔ቃ設ィ，ᨻ⟇❧᱌について学ࡧます。 

 
࣭♫఍ඹ⏕科学࣒ࣛࢢࣟࣉ 

文化・ᨻ἞・⤒῭・社会・ᆅᇦ等に࠾ける様ࠎな対❧を஌り㉺えるために，グローバル

社会に࠾ける共生のある࡭きጼを⪃えます。身㏆な⎔ቃからグローバルな⎔ቃにいたる

様ࠎな課題をⓎぢし，ࡑのཎᅉと解決について学ࡧます。国内እでの࢕ࣇールࢻㄪᰝ・文

⊩ㄪᰝを通して，実践力を身に付けます。 

 
 の選択࣒ࣛࢢࣟࣉ●

⎔ቃ共生学科の学生は，２年次第１クォーターより，いずれかのࣉログ࣒ࣛを選択しな

ければならない。 
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［基礎教養科目］

別表第１のイに掲げる授業科目のうち，社
会科学系の法学，社会学の区分に属する
授業科目並びに自然科学系の数学，物理
学，化学の区分に属する授業科目を除く
各授業科目

講義 各１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

［総合教養科目］

別表第１のイに掲げる授業科目のうち，(1)
多文化理解の現代社会論，生活環境と技
術の区分に属する授業科目並びに(3)グ
ローバルイシューの政治と社会の区分に属
する授業科目を除く各授業科目

講義 各１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

［外国語科目］
Academic English Communication A1 演習 0.5 ○ 0.5

Academic English Communication A2 演習 0.5 ○ 0.5

Academic English Communication B1 演習 0.5 ○
Academic English Communication B１（選
抜上級クラス)

演習 0.5 ○

Academic English Communication B２ 演習 0.5 ○
Academic English Communication B２（選
抜上級クラス)

演習 0.5 ○

Academic English Literacy A1 演習 0.5 ○ 0.5

Academic English Literacy A2 演習 0.5 ○ 0.5

Academic English Literacy B1 演習 0.5 ○
Academic English Literacy B1（選抜上級ク
ラス)

演習 0.5 ○

Academic English Literacy B2 演習 0.5 ○
Academic English Literacy B2（選抜上級ク
ラス)

演習 0.5 ○

Autonomous English 1 演習 0.5 ○ 0.5

Autonomous English 2 演習 0.5 ○ 0.5

Advanced English Online 1 演習 0.5 ○ ○ 0.5

Advanced English Online 2 演習 0.5 ○ ○ 0.5

Advanced English（海外研修） 演習 1 ○ ○ 1
ドイツ語初級A１，フランス語初級A１
中国語初級A１，ロシア語初級A１

演習 0.5 ○ 0.5

ドイツ語初級A２，フランス語初級A２
中国語初級A２，ロシア語初級A２

演習 0.5 ○ 0.5

ドイツ語初級B１，フランス語初級B１
中国語初級B１，ロシア語初級B１

演習 0.5 ○ 0.5

ドイツ語初級B２，フランス語初級B２
中国語初級B２，ロシア語初級B２

演習 0.5 ○ 0.5

ドイツ語初級A３，フランス語初級A３
中国語初級A３，ロシア語初級A３

演習 0.5 ○

ドイツ語初級㻿A３，フランス語初級㻿A３，中
国語初級㻿A３

演習 0.5 ○

ドイツ語初級A４，フランス語初級A４
中国語初級A４，ロシア語初級A４

演習 0.5 ○

ドイツ語初級㻿A４，フランス語初級㻿A４，中
国語初級㻿A４

演習 0.5 ○

ドイツ語初級B３，フランス語初級B３
中国語初級B３，ロシア語初級B３

演習 0.5 ○

ドイツ語初級㻿B３，フランス語初級㻿B３，中
国語初級㻿B３

演習 0.5 ○

ドイツ語初級B４，フランス語初級B４
中国語初級B４，ロシア語初級B４

演習 0.5 ○

ドイツ語初級㻿B４，フランス語初級㻿B４，中
国語初級㻿B４

演習 0.5 ○

ドイツ語中級C１，フランス語中級C１，
中国語中級C1，ロシア語中級C1

演習 0.5 ○ 0.5

ドイツ語中級C２，フランス語中級C２，
中国語中級C２，ロシア語中級C２

演習 0.5 ○ 0.5

第三外国語(ドイツ語)㼀１，第三外国語(フラ
ンス語)㼀１，第三外国語(韓国語)㼀１，第三
外国語(スペイン語)Ｔ１，第三外国語(イタリ
ア語)㼀１

演習 0.5 ○ 0.5

第三外国語(ドイツ語)㼀２，第三外国語(フラ
ンス語)㼀２，第三外国語(韓国語)㼀２，第三
外国語(スペイン語)㼀２，第三外国語(イタリ
ア語)㼀２

演習 0.5 ○ 0.5

第三外国語(ドイツ語)Ｔ３，第三外国語(フ
ランス語)㼀３，第三外国語(韓国語)㼀３，第
三外国語(スペイン語)㼀３，第三外国語(イ
タリア語)㼀３

演習 0.5 ○ 0.5

第三外国語(ドイツ語)㼀４，第三外国語(フラ
ンス語)㼀４，第三外国語(韓国語)㼀４，第三
外国語(スペイン語)㼀４，第三外国語(イタリ
ア語)㼀４

演習 0.5 ○ 0.5

［情報科目］

単
位
数 後

3年2年

0.5

後

0.5

0.5

前 後

0.5

0.5

配当学期

前 後 前

4年

0.5

0.5

選
必

0.5

1年
授
業
形
態

必修・選択の別

前

履修プログラム

環
境
自
然

科
学

環
境
数
理

科
学

生
活
共
生

科
学

社
会
共
生

科
学

備考必
修

選
択

科目名称
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䠷ᇶ♏ᩍ㣴⛉┠䠹

ู⾲➨䠍䛾䜲䛻ᥖ䛢䜛ᤵᴗ⛉┠䛾䛖䛱䠈♫
఍⛉Ꮫ⣔䛾ἲᏛ䠈♫఍Ꮫ䛾༊ศ䛻ᒓ䛩
䜛ᤵᴗ⛉┠୪䜃䛻⮬↛⛉Ꮫ⣔䛾≀理
Ꮫ䠈໬Ꮫ䛾༊ศ䛻ᒓ䛩䜛ᤵᴗ⛉┠䜢㝖䛟
ྛᤵᴗ⛉┠

ㅮ⩏ ྛ䠍 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 6

䠷⥲ྜᩍ㣴⛉┠䠹

ู⾲➨䠍䛾䜲䛻ᥖ䛢䜛ᤵᴗ⛉┠䛾䛖䛱䠈
(1)ከᩥ໬理ゎ䛾⌧௦♫఍ㄽ䠈⏕ά⎔ቃ
䛸ᢏ⾡䛾༊ศ䛻ᒓ䛩䜛ᤵᴗ⛉┠୪䜃䛻
(3)䜾䝻䞊䝞䝹䜲䝅䝳䞊䛾ᨻ἞䛸♫఍䛾༊
ศ䛻ᒓ䛩䜛ᤵᴗ⛉┠䜢㝖䛟ྛᤵᴗ⛉┠

ㅮ⩏ ྛ䠍 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 6

䠷እᅜㄒ⛉┠䠹
Academic English Communication A1 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5
Academic English Communication A2 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5
Academic English Communication B1 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5
Academic English Communication 㻮䠍䠄㑅
ᢤ上⣭䜽䝷䝇) ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

Academic English Communication B䠎 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5
Academic English Communication 㻮䠎䠄㑅
ᢤ上⣭䜽䝷䝇) ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

Academic English Literacy A1 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5
Academic English Literacy A2 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5
Academic English Literacy B1 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5
Academic English Literacy B㻝䠄㑅ᢤ上⣭
䜽䝷䝇) ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

Academic English Literacy B2 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5
Academic English Literacy B㻞䠄㑅ᢤ上⣭
䜽䝷䝇) ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

Advanced English Online 1 ₇⩦ 0.5 䕿 䕿 䕿 0.5
Advanced English Online 2 ₇⩦ 0.5 䕿 䕿 䕿 0.5
Advanced Englis㼔䠄ᾏእ◊ಟ䠅 ₇⩦ 1 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 1
䝗䜲䝒ㄒึ⣭A䠍䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭A䠍
中ᅜㄒึ⣭A䠍䠈䝻䝅䜰ㄒึ⣭A䠍 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭A䠎䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭A䠎
中ᅜㄒึ⣭A䠎䠈䝻䝅䜰ㄒึ⣭A䠎 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭㻮䠍䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭B䠍
中ᅜㄒึ⣭㻮䠍䠈䝻䝅䜰ㄒึ⣭B䠍 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭㻮䠎䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭B䠎
中ᅜㄒึ⣭㻮䠎䠈䝻䝅䜰ㄒึ⣭B䠎 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭A䠏䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭A䠏
中ᅜㄒึ⣭A䠏䠈䝻䝅䜰ㄒึ⣭A䠏 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭㻿A䠏䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭㻿A䠏䠈
中ᅜㄒึ⣭㻿A䠏 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭A䠐䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭A䠐
中ᅜㄒึ⣭A䠐䠈䝻䝅䜰ㄒึ⣭A䠐 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭㻿A䠐䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭㻿A䠐䠈
中ᅜㄒึ⣭㻿A䠐 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭㻮䠏䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭B䠏
中ᅜㄒึ⣭㻮䠏䠈䝻䝅䜰ㄒึ⣭B䠏 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭㻿㻮䠏䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭㻿㻮䠏䠈
中ᅜㄒึ⣭㻿B䠏 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭㻮䠐䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭B䠐
中ᅜㄒึ⣭㻮䠐䠈䝻䝅䜰ㄒึ⣭B䠐 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭㻿㻮䠐䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭㻿㻮䠐䠈
中ᅜㄒึ⣭㻿B䠐 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒ中⣭C䠍䠈䝣䝷䞁䝇ㄒ中⣭C䠍䠈
中ᅜㄒ中⣭C㻝䠈䝻䝅䜰ㄒ中⣭C1 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒ中⣭C䠎䠈䝣䝷䞁䝇ㄒ中⣭C䠎䠈
中ᅜㄒ中⣭C䠎䠈䝻䝅䜰ㄒ中⣭C䠎 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

➨୕እᅜㄒ(䝗䜲䝒ㄒ)T䠍䠈➨୕እᅜㄒ(䝣
䝷䞁䝇ㄒ)T ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

➨୕እᅜㄒ(䝗䜲䝒ㄒ)T䠎䠈➨୕እᅜㄒ(䝣
䝷䞁䝇ㄒ)T䠎 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

➨୕እᅜㄒ(䝗䜲䝒ㄒ)䠰䠏䠈➨୕እᅜㄒ(䝣
䝷䞁䝇ㄒ)T䠏 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

➨୕እᅜㄒ(䝗䜲䝒ㄒ)T䠐䠈➨୕እᅜㄒ(䝣
䝷䞁䝇ㄒ)T䠐 ₇⩦ 0.5

₇⩦

䕿 0.5

䠷᝟ሗ⛉┠䠹

᝟ሗᇶ♏ 1 䕿 1

1ᖺ
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䠷೺ᗣ䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫ䠹
೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫㅮ⩏䠝 ㅮ⩏ 1 䕿

ㅮ⩏

1
೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫㅮ⩏䠞 1 䕿 1
೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫᐇ⩦ᇶ♏ ᐇ⩦ 1 1
೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫᐇ⩦䠍 ᐇ⩦ 0.5 䕿 0.5
೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫᐇ⩦䠎 ᐇ⩦ 0.5 䕿 0.5
䠷㧗ᗘᩍ㣴⛉┠䠹

ᅜ㝿人㛫⛉Ꮫ㒊㧗ᗘᩍ㣴⛉┠䛾ྲྀ
ᢅ䛔䛻䛴䛔䛶䛿ู䛻ᐃ䜑䜛䚹

ྛ1
ཪ䛿
2

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 4

䠷Ꮫ㒊ඹ㏻ᇶ♏⛉┠䠹䈜䠏༢఩ᚲせ

ึ年次࣮ࢼ࣑ࢭ ₇⩦ 1 䕿 1
༠ാᆺ࣮ࣜࣉࢵࢩ࣮ࢲㄽ ㅮ⩏ 1 䕿 1
ᅜ㝿㛤Ⓨ᥼ຓㄽ（㹈㹇㹁㸿） ㅮ⩏ 1 䚽 1
๰ᡂㄽ࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ ㅮ⩏ 1 䚽 1
ᇶ♏ㄽࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ ㅮ⩏ 1 䚽 1
␗ᩥ໬間教育ㄽ ㅮ⩏ 1 䕿 1
ャル࢚ンパ࣡メントㄽࢩ࣮ࢯ ㅮ⩏ 1 䚽 1
᝟ሗࣜࢸラ１⩦₇࣮ࢩ ₇⩦ 1 䕿 1
᝟ሗࣜࢸラ２⩦₇࣮ࢩ ₇⩦ 1 䕿 1
アࢪア共ྠయㄽ１ ㅮ⩏ 1 䚽 1
アࢪア共ྠయㄽ２ ㅮ⩏ 1 䚽 1
䠷Ꮫ㒊ඹ㏻Ⓨᒎ⛉┠䠹䈜䠐༢఩ᚲせ

バル共生♫఍ㄽ࣮ࣟࢢ ㅮ⩏ 1 䕿 1
᪉ἲㄽࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ ㅮ⩏ 1 䕿 1
$FDGHPLF &RPPXQLFDWLRQ（ⱥ） ₇⩦ 2 2
$FDGHPLF :ULWLQJ（ⱥ） ₇⩦ 2 2
Test Preparation ₇⩦ 2 2
Academic Skills ₇⩦ 2 2
English Presentation Skills ₇⩦ 2 2
English for Professional Purposes ₇⩦ 2 2
World Englishes ₇⩦ 2 2
$FDGHPLF &RPPXQLFDWLRQ（⊂） ₇⩦ 2 2
$FDGHPLF &RPPXQLFDWLRQ（௖） ₇⩦ 2 2
$FDGHPLF :ULWLQJ（⊂） ₇⩦ 2 2
$FDGHPLF :ULWLQJ（௖） ₇⩦ 2 2
ᅜ㝿ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン₇⩦㸿 ₇⩦ 1 䕿 1
ᅜ㝿ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン₇⩦㹀 ₇⩦ 1 䕿 1
Cultures and Societies in Japan A ₇⩦ 1 䕿 1
Cultures and Societies in Japan B ₇⩦ 1 䕿 1
日本ㄒࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン１ ₇⩦ 1 䕿 1
日本ㄒࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン２ ₇⩦ 1 䕿 1
᝟ሗⓎಙ₇⩦１ ₇⩦ 1 䕿 1
᝟ሗⓎಙ₇⩦２ ₇⩦ 1 䕿 1
ᇶ♏₇⩦１ࢢラ࣑ンࢢࣟࣉ ₇⩦ 1 䕿 1
ᇶ♏₇⩦２ࢢラ࣑ンࢢࣟࣉ ₇⩦ 1 䕿 1
㹃㹑㹂₇⩦Ϩ１（ᅜ㝿ே間⛉学） ₇⩦ 1 䕿 1
㹃㹑㹂₇⩦Ϩ２（ᅜ㝿ே間⛉学） ₇⩦ 1 䕿 1
㹃㹑㹂₇⩦ϩ１（ᅜ㝿ே間⛉学） ₇⩦ 1 䕿 1
㹃㹑㹂₇⩦ϩ２（ᅜ㝿ே間⛉学） ₇⩦ 1 䕿 1
外ᅜㄒᐇ⩦㸿 ᐇ⩦ 1 1 ㄆᐃ⛉┠

外ᅜㄒᐇ⩦㹀 ᐇ⩦ 2 2 ㄆᐃ⛉┠

イン࣮ࢱンࣉࢵࢩᐇ⩦㸿 ᐇ⩦ 1 1 ㄆᐃ⛉┠

イン࣮ࢱンࣉࢵࢩᐇ⩦㹀 ᐇ⩦ 2 2 ㄆᐃ⛉┠

ᐇ⩦㸿ࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ ᐇ⩦ 1 1 ㄆᐃ⛉┠

ᐇ⩦㹀ࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ ᐇ⩦ 2 2 ㄆᐃ⛉┠

日本ㄒᩥἲᇶ♏ ㅮ⩏ 1 1
ᐇ㊶日本ㄒᇶ♏ ㅮ⩏ 1 1
日本ㄒ・日本ᩥ໬ᇶ♏₇⩦ ₇⩦ 1 1

䚽
䚽

䚽
䚽

䚽
䚽
䚽

䕿
䕿

䕿
䕿

䕿

ㅮ⩏
ཪ䛿
₇⩦
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䠷䜾䝻䞊䝞䝹䞉䝇䝍䝕䜱䞊䝈䞉䝥䝻䜾䝷䝮䠄GS㻼䠅⛉┠䠹䈜䠓༢఩ᚲせ

䜾䝻䞊䝞䝹䜲䝅䝳䞊ᴫㄽ ㅮ⩏ 1 䕿 1
䜾䝻䞊䝞䝹䜲䝅䝳䞊₇⩦ ₇⩦ 1 䕿 1
䠣䠯䠬₇⩦䠄䜸䝸䜶䞁䝔䞊䝅䝵䞁䠅 ₇⩦ 1 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 1
␃Ꮫᆺ䠣䠯䝁䞊䝇 ₇⩦ 3 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
ᐇ㊶ᆺ䠣䠯䝁䞊䝇 ₇⩦ 3 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
◊ಟᆺ䠣䠯䝁䞊䝇 ₇⩦ 3 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
䠣䠯䠬₇⩦䠄䝸䝣䝺䜽䝅䝵䞁䠅 ₇⩦ 1 䕿 䕿 䕿 䕿 1
䠷ඹ㏻ᑓ㛛ᇶ♏⛉┠䠹䈜䠔༢఩ᚲせ

≀理Ꮫධ㛛 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿 䕿
ຊᏛᇶ♏䠍 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿 䕿 䕿
ຊᏛᇶ♏䠎 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿 䕿 䕿
㟁☢ẼᏛᇶ♏䠍 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿 䕿
㟁☢ẼᏛᇶ♏䠎 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿 䕿
㐃⥆యຊᏛᇶ♏ ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿 䕿
⇕ຊᏛᇶ♏ ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿 䕿 䕿
㔞子ຊᏛᇶ♏ ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿 䕿
┦ᑐㄽᇶ♏ ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿 䕿
≀理Ꮫᐇ㦂 ᐇ㦂 2 2 䕿
ᇶ♏↓ᶵ໬Ꮫ䠍 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿 䕿
ᇶ♏↓ᶵ໬Ꮫ䠎 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿 䕿
ᇶ♏有ᶵ໬Ꮫ䠍 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿 䕿 䕿
ᇶ♏有ᶵ໬Ꮫ䠎 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿 䕿 䕿
⏕≀Ꮫᴫㄽ䠝䠍 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿 䕿 䕿
⏕≀Ꮫᴫㄽ䠝䠎 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿 䕿 䕿
⏕≀Ꮫྛㄽ䠝䠍 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿 䕿
⏕≀Ꮫྛㄽ䠝䠎 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿 䕿
⏕≀Ꮫྛㄽ䠟䠍 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿 䕿
⏕≀Ꮫྛㄽ䠟䠎 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿 䕿
ᇶ♏ᆅᏛ䠍 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿 䕿
ᇶ♏ᆅᏛ䠎 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿 䕿
⥺ᙧ௦ᩘධ㛛䠍 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿
⥺ᙧ௦ᩘධ㛛䠎 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿
⥺ᙧ௦ᩘ䠍 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿 䕿
⥺ᙧ௦ᩘ䠎 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿 䕿
⥺ᙧ௦ᩘ䠏 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿 䕿
⥺ᙧ௦ᩘ䠐 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿 䕿
ᚤศ✚ศධ㛛䠍 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿
ᚤศ✚ศධ㛛䠎 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿
ᚤศ✚ศ䠍 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿 䕿
ᚤศ✚ศ䠎 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿 䕿
ᚤศ✚ศ䠏 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿 䕿
ᚤศ✚ศ䠐 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿 䕿
ᩘ理⤫ィ䠍 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿 䕿 䕿
ᩘ理⤫ィ䠎 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿 䕿 䕿
ἲᚊᏛ ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䕿 䕿
⤒῭Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䕿 䕿
ᨻ἞Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䕿 䕿
人ᩥᆅ理Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䕿 䕿
እᅜ史 ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䕿
♫఍Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䕿 䕿
᪥本史 ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䕿
೔理Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䕿 䕿
䠷Ꮫ⛉ඹ㏻⛉┠䠹䈜䠏༢఩ᚲせ

⎔ቃඹ⏕Ꮫᴫㄽ䠍 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䚽 䚽 䚽 䚽
⎔ቃඹ⏕Ꮫᴫㄽ䠎 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䚽 䚽 䚽 䚽
⎔ቃඹ⏕Ꮫᴫㄽ䠏 ㅮ⩏ 1 䕿 1 䚽 䚽 䚽 䚽
ᆅ⌫⎔ቃᏛ ㅮ⩏ 2 2 䚽 䚽 䚽 䚽
㏵上ᅜ㎰村ᆅᇦ㛤Ⓨㄽ ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䚽 䚽 䚽 䚽
⤫ィⓗၥ㢟ゎỴἲ ㅮ⩏ 2 2 䚽 䚽 䚽 䚽

䕧 䕧
䕧 䕧

䕿

䕧
䕿

䕧 䕧

䕧 䕧
䕧 䕧
䕧 䕧

䕧 䕧
䕧 䕧

3

䕿
䕧
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䠷Ꮫ⛉䝁䜰⛉┠䠹䈜䠍䠌༢఩ᚲせ

⎔ቃ≀理Ꮫ䠝 ㅮ⩏ 2 2  䕿 䕿
⎔ቃ≀理Ꮫ䠞 ㅮ⩏ 2 2  䕿 䕿
⎔ቃ≀㉁⛉Ꮫ䠝 ㅮ⩏ 2 䕿 2  䕿 䕿

䕿2⩏ㅮ䠞Ꮫ⛉㉁≀ቃ⎔ 2  䕿 䕿
⎔ቃ⏕࿨⛉Ꮫ䠝 ㅮ⩏ 2 䕿 2  䕿 䕿
⎔ቃ⏕࿨⛉Ꮫ䠞 ㅮ⩏ 2 䕿 2  䕿 䕿
⎔ቃᆅ⌫⛉Ꮫ䠝 ㅮ⩏ 2 2  䕿 䕿
⎔ቃᆅ⌫⛉Ꮫ䠞 ㅮ⩏ 2 2  䕿 䕿
ᩘ理⛉Ꮫᇶ♏ ㅮ⩏ 2 2  䕿 䕿
ᩘ理⛉Ꮫධ㛛㻔⤫ィ⣔) ㅮ⩏ 2 2  䕿 䕿
ᩘ理⛉Ꮫධ㛛㻔௦ᩘ⣔) ㅮ⩏ 2 2 䕿
ᩘ理⛉Ꮫධ㛛㻔ᗄఱ⣔) ㅮ⩏ 2 2 䕿
ᩘ理⛉Ꮫධ㛛㻔ゎᯒ⣔) ㅮ⩏ 2 2  䕿 䕿
ィ⟬ᶵ⛉Ꮫධ㛛 ㅮ⩏ 2 2  䕿 䕿
ᩘ理䝰䝕䝹䝥䝻䜾䝷䝭䞁䜾 ㅮ⩏ 2 2  䕿 䕿
⎔ቃᇶ♏⛉Ꮫᐇ㦂䠝䠄୺䛻ᆅᏛ䠅 ᐇ㦂 2 2 㻌䕿
⎔ቃᇶ♏⛉Ꮫᐇ㦂䠞䠄୺䛻⏕≀Ꮫ䠅 ᐇ㦂 2 2 㻌䕿
⎔ቃᇶ♏⛉Ꮫᐇ㦂䠟䠄୺䛻໬Ꮫ䠅 ᐇ㦂 2 2 㻌䕿
⎔ቃ⤒῭Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 䕿 䕿
ᆅᇦ⎔ቃ㈨※ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿 䕿
⏕ά✵㛫ィ⏬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿 䕿
⥳ᆅ⎔ቃㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿 䕿
䝷䜲䝣䝇䝍䜲䝹ㄽ䠝 ㅮ⩏ 2 䕿 2 䕿 䕿
䝷䜲䝣䝇䝍䜲䝹ㄽ䠞 ㅮ⩏ 2 䕿 2 䕿 䕿
㧗㱋⪅⎔ቃㄽ ㅮ⩏ 2 䕿 2 䕿 䕿

䕿2⩏ㅮㄽቃ⎔䜒䛹䛣 2 䕿 䕿
⎔ቃ♫఍Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䕿 䕿 䕿
⎔ቃᛮ᝿史 ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䕿
බᐖ䞉⎔ቃ史 ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䕿 䕿 䕿
䜾䝻䞊䝞䝹㛤Ⓨᨻ⟇ㄽ ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䕿
䜾䝻䞊䝞䝹㒔ᕷᆅᇦㄽ ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䕿 䕿
ᕷẸ⛉Ꮫᩍ⫱ㄽ ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿
䠷Ꮫ⛉ᒎ㛤⛉┠䠹䈜䠎䠌༢఩ᚲせ

Ᏹᐂ⎔ቃ≀理Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 䕿
ᆅ⌫⎔ቃ≀理Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 䕿
኱Ẽ⎔ቃᏛ ㅮ⩏ 2 2 䕿
⎔ቃᇶ♏≀理Ꮫ䠝 ㅮ⩏ 2 2 䕿
⎔ቃᇶ♏≀理Ꮫ䠞 ㅮ⩏ 2 2 䕿
ᆅ⌫⎔ቃኚື史 ㅮ⩏ 2 2 䕿

䕿2⩏ㅮᏛ⛉ᛶᵝከ≀⏕ 2 䕿
䕿2⩏ㅮᏛែ⏕ 2 䕿

⎔ቃ㈨※᳜≀⛉Ꮫ ㅮ⩏ 2 䕿 2 䕿
䕿2⩏ㅮᏛ理⏕ቃ⎔ 2 䕿

ศ子⏕≀Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 䕿
⎔ቃ㧗ศ子໬Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 䕿

䕿2⩏ㅮᏛ໬࿨⏕ቃ⎔ 2 䕿
⎔ቃ䜲䞁䝣䜷䝬䝔䜱䜽䝇 ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䕿 䕿
⎔ቃᩘ್ゎᯒ ㅮ⩏ 2 2 䕿 䕿
⎔ቃ≀理Ꮫ≉ู₇⩦䠍 ₇⩦ 1 1 䕿
⎔ቃ≀理Ꮫ≉ู₇⩦䠎 ₇⩦ 1 1 䕿
ィ⟬௦ᩘ䠝 ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䕿

䕿
䕧 䕧

䕿

䕿
䕿

䕧 䕧

䕿
䕿

䕧 䕧
䕧 䕧

䕿

䕿
䕿

䕧
䕧 䕧

䕿
䕿
䕿
䕿
䕿

䕿
䕿

䕿
䕿

䕿
䕿

䕿
䕿

䕿
䕿

䕿

䕿
䕿

䕿
䕿

䕧
䕧

䕧

ィ⟬௦ᩘ䠞 ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䕿
」㞧⣔䛾ᗄఱᏛ ㅮ⩏ 2 2 䕿
⎔ቃ䝰䝕䝹ゎᯒ䠝 ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䕿
⎔ቃ䝰䝕䝹ゎᯒ䠞 ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䕿
ከኚ㔞ゎᯒ ㅮ⩏ 2 2 䕿 䕿
ᐇ㦂ィ⏬ἲ ㅮ⩏ 2 2 䕿 䕿
䛛䛯䛱䛾ᩘ理䠝 ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䕿
䛛䛯䛱䛾ᩘ理䠞 ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䕿䕧 䕧

䕿
䕿
䕧 䕧

䕧 䕧
䕿
䕧 䕧
䕧 䕧
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๓
㑅
ᚲ

ᚋ
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ᚋ

䕿1⩏ㅮ䠝✲◊Ꮫ⛉理ᩘ 1 䕿
䕿1⩏ㅮ䠞✲◊Ꮫ⛉理ᩘ 1 䕿

䕿2⩦ᐇ⩦ᐇᏛ≀⏕እ野 2 䕿
⎔ቃᛂ⏝⛉Ꮫᐇ㦂䠝䠄ᆅ⌫⎔ቃ䠅 ᐇ㦂 2 2 䕿
⎔ቃᛂ⏝⛉Ꮫᐇ㦂䠞䠄⏕≀⎔ቃ䠅 ᐇ㦂 2 2 䕿
⎔ቃᛂ⏝⛉Ꮫᐇ㦂䠟䠄≀㉁⎔ቃ䠅 ᐇ㦂 2 2 䕿
⎔ቃᛂ⏝⛉Ꮫᐇ㦂䠠䠄⎔ቃ≀理䠅 ᐇ㦂 2 2 䕿
⎔ቃᇶ♏⛉Ꮫ₇⩦䠍 ₇⩦ 2 2 䕿 䕿
⎔ቃᇶ♏⛉Ꮫ₇⩦䠎 ₇⩦ 2 2 䕿 䕿
衣⎔ቃㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
䜰䝟䝺䝹タィㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
㣗⎔ቃㄽ䠝 ㅮ⩏ 2 2 䕿
㣗⎔ቃㄽ䠞 ㅮ⩏ 2 2 䕿
䜰䝥䝷䜲䜰䞁䝇⎔ቃㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
䝇䝬䞊䝖䝷䜲䝣䝃䜲䜶䞁䝇 ㅮ⩏ 2 2 䕿
⎔ቃᙧᡂ⛉Ꮫᐇ㦂䠝 ᐇ㦂 2 2 䕿
⎔ቃᙧᡂ⛉Ꮫᐇ㦂䠞 ᐇ㦂 2 2 䕿

䕿1㦂ᐇ䠟㦂ᐇᏛ⛉ᡂᙧቃ⎔ 1 䕿
䕿1㦂ᐇ䠠㦂ᐇᏛ⛉ᡂᙧቃ⎔ 1 䕿

⎔ቃᙧᡂ⛉Ꮫᐇ⩦䠝 ᐇ⩦ 2 2 䕿
⎔ቃᙧᡂ⛉Ꮫᐇ⩦䠞 ᐇ⩦ 2 2 䕿
⎔ቃᨻ⟇ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿 䕿
⎔ቃ䝅䝇䝔䝮タィㄽ ㅮ⩏ 1 䕿 1 䕿

䚽1⩏ㅮㄽ䝇䝉䝻䝥ᡂᙧពྜ 1 䕿
ᆅᇦᬒほ⏕ែㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿 䕿
ఫ⎔ቃㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿

䕿1⩏ㅮ䠍ἲᰝㄪᏛ⛉ᡂᙧቃ⎔ 1 䕿
䕿1⩏ㅮ䠎ἲᰝㄪᏛ⛉ᡂᙧቃ⎔ 1 䕿

⎔ቃಖ೺Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 䕿
⎔ቃ䞉೺康䝸䝇䜽ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
♫఍⎔ቃኚື史 ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䕿
⎔ቃἲ ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䕿
䜾䝻䞊䝞䝹ᖹ和ㄽ ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䕿
ປാ⎔ቃ史 ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䕿
䜾䝻䞊䝞䝹⤒῭⎔ቃ史 ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䕿
⚟祉⎔ቃ䝅䝇䝔䝮ㄽ ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䕿 䕿
ᆅᇦ✵㛫䝅䝇䝔䝮ㄽ ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䕿 䕿
♫఍ᩥ໬⎔ቃㄽ ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䕿
ᆅᇦ♫఍ඹ⏕ㄽ ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䕿 䕿
ᆅᇦ᚟⯆ᨻ⟇ㄽ ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䕿
䝣䜱䞊䝹䝗䝽䞊䜽ᐇ⩦ ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ 䕿
ᩥ໬人㢮Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 䕿
ᅜ㝿㛵ಀㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
近⌧௦ᨻ἞ᛮ᝿ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
䝆䜵䞁䝎䞊♫఍ᩥ໬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
䜾䝻䞊䝞䝹ṇ⩏ㄽ ㅮ⩏ 2 2 䕿
㌟యᶵ⬟䛾㐺ᛂ ㅮ⩏ 2 2 䕿
家᪘䛾Ⓨ㐩䛸⑓理䠍䠄♫఍䞉㞟ᅋ䞉家᪘ᚰ理Ꮫ䠍䠅 ㅮ⩏ 1 䚽 1 䕿
家᪘䛾Ⓨ㐩䛸⑓理䠎䠄♫఍䞉㞟ᅋ䞉家᪘ᚰ理Ꮫ䠎䠅 ㅮ⩏ 1 䚽 1 䕿
ຍ㱋䛾♫఍ᚰ理Ꮫ䠄♫఍䞉㞟ᅋ䞉家᪘ᚰ理Ꮫ䠅 ㅮ⩏ 2 2 䕿

䕿1⩏ㅮㄽ໬ᩥ䞁䝵䝅䝑䜯䝣 1 䕿
䛛䜙䛰䛾ᵓ㐀䛸ᶵ⬟䠄人య䛾ᵓ㐀䛸ᶵ⬟ཬ䜃⑌⑓䠅 ㅮ⩏ 2 2 䕿
බ⾗⾨⏕Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 䕿 䕿
⎔ቃᙧᡂ⛉Ꮫ₇⩦䠍A ₇⩦ 2 2 䕿 䕿
⎔ቃᙧᡂ⛉Ꮫ₇⩦䠍B ₇⩦ 2 2 䕿
⎔ቃᙧᡂ⛉Ꮫ₇⩦䠍C ₇⩦ 2 2 䕿
⎔ቃᙧᡂ⛉Ꮫ₇⩦䠎A ₇⩦ 2 2 䕿 䕿
⎔ቃᙧᡂ⛉Ꮫ₇⩦䠎B ₇⩦ 2 2 䕿
⎔ቃᙧᡂ⛉Ꮫ₇⩦䠎C ₇⩦ 2 2 䕿

01✲◊ᴗ༞ 10 䕿 䕿 䕿 䕿

䕿

䕿
䕿
䕿

䕿
䕿

䕿
䕿

䕿
䕿

䕿

䕿
䕿

䕿
䕿

䕧 䕧
䕧 䕧
䕧 䕧

䕧 䕧
䕧 䕧
䕧 䕧

䕧 䕧
䕧 䕧
䕧 䕧

䕿
䕿
䕧 䕧

䕧 䕧

䕿

䕿
䕿

䕿

䕿
䕿

䕿
䕿

䕿
䕿

䕿

䕿
䕿

䕿
䕿

䕿

䕿
䕿

䕿

䖂
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(4) 子ども教育学科 

●学科の目標 

現代社会の文化的多様性を尊重した子ども教育に取り組む人材を養成する。 

 
次世代育成を通したグローバル共生社会の実現を目指し，グローバル社会に関わる幅広

い視野を持ちながら，子どもと学校が抱える課題を多面的に認識し，実践的に解決してい

く能力を身に付けた初等教育教員等を養成します。 

この目的を踏まえ，本学科は，初等教育を構成する「学校教育学」と「乳幼児教育学」

の2つのコースを設け，世界と日本の学校教育，国際文化理解教育など，グローバル共生

社会の実現に向けた教育の現状と課題について理解を深めた後，コースごとの体系的な教

育研究を行っていきます。 

 
●コースとその概要

学校教育学コース 

主に教育学，教科内容・指導論，心理学の専門性に基づいて，義務教育の基盤である小

学校を中心とした教育理念，制度，教育内容と方法に関する教育研究を行います。あわせ

て，インクルーシブ教育の観点から，障害のある子どもに対する特別支援教育に関する教

育研究を行います。 

 
乳幼児教育学コース 

主に教育学，保育内容・指導論，心理学の専門性に基づき，生涯にわたる人格形成の基

盤である乳幼児期を中心とした教育理念，制度，保育内容と方法に関する教育研究を行い

ます。あわせて，幼小連携教育の観点から，小学校教育の内容と方法等に関する教育研究

を行います。 

 
●コースの選択 

子ども教育学科の学生は，２年次第１クォーターより，いずれかのコースを選択しなけ

ればならない。 

 

－ �3� －－ �3� －－ ��� －㸫 219 㸫



1Q2Q3Q4Q1Q2Q3Q4Q1Q2Q3Q4Q1Q2Q3Q4Q

䠷ᇶ♏ᩍ㣴⛉┠䠹

ู⾲➨䠍䛾䜲䛻ᥖ䛢䜛ᤵᴗ⛉┠䛾䛖
䛱䠈人ᩥ⣔䛾ྛ༊ศ䛻ᒓ䛩䜛ᤵᴗ⛉
┠䜢㝖䛟ྛᤵᴗ⛉┠

ㅮ⩏ ྛ䠍 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 6

䠷⥲ྜᩍ㣴⛉┠䠹
ู⾲➨䠍䛾䜲䛻ᥖ䛢䜛ᤵᴗ⛉┠䛾䛖
䛱䠈(1)ከᩥ໬理ゎ䛾ᩍ⫱䛸人㛫ᙧᡂ
䛾༊ศ䛾ᤵᴗ⛉┠䜢㝖䛟ྛᤵᴗ⛉
┠

ㅮ⩏ ྛ䠍 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 6

䠷እᅜㄒ⛉┠䠹
Academic English Communication A1 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5
Academic English Communication A2 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5
Academic English Communication B1 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5
Academic English Communication 㻮䠍䠄㑅
ᢤ上⣭䜽䝷䝇) ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

Academic English Communication B䠎 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5
Academic English Communication 㻮䠎䠄㑅
ᢤ上⣭䜽䝷䝇) ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

Academic English Literacy A1 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5
Academic English Literacy A2 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5
Academic English Literacy B1 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5
Academic English Literacy B㻝䠄㑅ᢤ上⣭
䜽䝷䝇) ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

Academic English Literacy B2 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5
Academic English Literacy B㻞䠄㑅ᢤ上⣭
䜽䝷䝇) ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

Advanced English Online 1 ₇⩦ 0.5 䕿 䕿 䕿 0.5
Advanced English Online 2 ₇⩦ 0.5 䕿 䕿 䕿 0.5
Advanced En㼓㼘㼕㼟㼔䠄ᾏእ◊ಟ䠅 ₇⩦ 1 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 1
䝗䜲䝒ㄒึ⣭A䠍䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭A䠍
中ᅜㄒึ⣭A䠍䠈䝻䝅䜰ㄒึ⣭A䠍 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭A䠎䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭A䠎
中ᅜㄒึ⣭A䠎䠈䝻䝅䜰ㄒึ⣭A䠎 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭㻮䠍䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭㻮䠍
中ᅜㄒึ⣭㻮䠍䠈䝻䝅䜰ㄒึ⣭B䠍 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭㻮䠎䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭㻮䠎
中ᅜㄒึ⣭㻮䠎䠈䝻䝅䜰ㄒึ⣭B䠎 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭A䠏䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭A䠏
中ᅜㄒึ⣭A䠏䠈䝻䝅䜰ㄒึ⣭A䠏 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭㻿A䠏䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭㻿A䠏䠈
中ᅜㄒึ⣭㻿A䠏 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭A䠐䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭A䠐
中ᅜㄒึ⣭A䠐䠈䝻䝅䜰ㄒึ⣭A䠐 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭㻿A䠐䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭㻿A䠐䠈
中ᅜㄒึ⣭㻿A䠐 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭㻮䠏䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭㻮䠏
中ᅜㄒึ⣭㻮䠏䠈䝻䝅䜰ㄒึ⣭B䠏 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭㻿㻮䠏䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭㻿㻮䠏䠈
中ᅜㄒึ⣭㻿㻮䠏 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭㻮䠐䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭㻮䠐
中ᅜㄒึ⣭㻮䠐䠈䝻䝅䜰ㄒึ⣭B䠐 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒึ⣭㻿㻮䠐䠈䝣䝷䞁䝇ㄒึ⣭㻿㻮䠐䠈
中ᅜㄒึ⣭㻿㻮䠐 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒ中⣭C䠍䠈䝣䝷䞁䝇ㄒ中⣭C䠍䠈
中ᅜㄒ中⣭C㻝䠈䝻䝅䜰ㄒ中⣭C1 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䝗䜲䝒ㄒ中⣭C䠎䠈䝣䝷䞁䝇ㄒ中⣭C䠎䠈
中ᅜㄒ中⣭C䠎䠈䝻䝅䜰ㄒ中⣭C䠎 ₇⩦ 0.5 䕿 0.5

➨୕እᅜㄒ(䝗䜲䝒ㄒ)T䠍䠈➨୕እᅜㄒ(䝣
䝷䞁䝇ㄒ)T䠍䠈➨୕እᅜㄒ(㡑ᅜㄒ)T䠍䠈➨
୕እᅜㄒ(䝇䝨䜲䞁ㄒ)䠰䠍䠈➨୕እᅜㄒ(䜲
䝍䝸䜰ㄒ)T䠍

₇⩦ 0.5 䕿 0.5

➨୕እᅜㄒ(䝗䜲䝒ㄒ)T䠎䠈➨୕እᅜㄒ(䝣
䝷䞁䝇ㄒ)T䠎䠈➨୕እᅜㄒ(㡑ᅜㄒ)T䠎䠈➨
୕እᅜㄒ(䝇䝨䜲䞁ㄒ)T䠎䠈➨୕እᅜㄒ(䜲
䝍䝸䜰ㄒ)T䠎

₇⩦ 0.5 䕿 0.5
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➨୕እᅜㄒ(䝗䜲䝒ㄒ)䠰䠏䠈➨୕እᅜㄒ(䝣
䝷䞁䝇ㄒ)T䠏䠈➨୕እᅜㄒ(㡑ᅜㄒ)T䠏䠈➨
୕እᅜㄒ(䝇䝨䜲䞁ㄒ)T䠏䠈➨୕እᅜㄒ(䜲
䝍䝸䜰ㄒ)T䠏

₇⩦ 0.5 䕿 0.5

➨୕እᅜㄒ(䝗䜲䝒ㄒ)T䠐䠈➨୕እᅜㄒ(䝣
䝷䞁䝇ㄒ)T䠐䠈➨୕እᅜㄒ(㡑ᅜㄒ)T䠐䠈➨
୕እᅜㄒ(䝇䝨䜲䞁ㄒ)T䠐䠈➨୕እᅜㄒ(䜲
䝍䝸䜰ㄒ)T䠐

₇⩦ 0.5 䕿 0.5

䠷᝟ሗ⛉┠䠹
᝟ሗᇶ♏ ₇⩦ 1䕿1
䠷೺ᗣ䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫ䠹
೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫㅮ⩏䠝 ㅮ⩏ 1 䕿 1
೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫㅮ⩏䠞 ㅮ⩏ 1䕿1
೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫᐇ⩦ᇶ♏ ᐇ⩦ 1 1
೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫᐇ⩦䠍 ᐇ⩦ 0.5 䕿 0.5
೺康䞉䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫᐇ⩦䠎 ᐇ⩦ 0.5 䕿 0.5
䠷㧗ᗘᩍ㣴⛉┠䠹

ᅜ㝿人㛫⛉Ꮫ㒊㧗ᗘᩍ㣴⛉┠䛾ྲྀ
ᢅ䛔䛻䛴䛔䛶䛿ู䛻ᐃ䜑䜛䚹

ㅮ⩏
ཪ䛿
₇⩦

ྛ1
ཪ䛿
2

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 4

䠷Ꮫ㒊ඹ㏻ᇶ♏⛉┠䠹䈜䠐༢఩ᚲせ

ึ年次࣮ࢼ࣑ࢭ ₇⩦ 1 䕿 1
༠ാᆺ࣮ࣜࣉࢵࢩ࣮ࢲㄽ ㅮ⩏ 1 䕿 1
ᅜ㝿㛤Ⓨ᥼ຓㄽ（㹈㹇㹁㸿） ㅮ⩏ 1 䚽 1
๰ᡂㄽ࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ ㅮ⩏ 1 䚽 1
ᇶ♏ㄽࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ ㅮ⩏ 1 䚽 1
␗ᩥ໬間教育ㄽ ㅮ⩏ 1 䕿 1
ャル࢚ンパ࣡メントㄽࢩ࣮ࢯ ㅮ⩏ 1 䚽 1
᝟ሗࣜࢸラ１⩦₇࣮ࢩ ₇⩦ 1 䕿 1
᝟ሗࣜࢸラ２⩦₇࣮ࢩ ₇⩦ 1 䕿 1
アࢪア共ྠయㄽ１ ㅮ⩏ 1 䚽 1
アࢪア共ྠయㄽ２ ㅮ⩏ 1 䚽 1
䠷Ꮫ㒊ඹ㏻Ⓨᒎ⛉┠䠹䈜䠐༢఩ᚲせ

バル共生♫఍ㄽ࣮ࣟࢢ ㅮ⩏ 1 䕿 1
᪉ἲㄽࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ ㅮ⩏ 1 䕿 1
$FDGHPLF &RPPXQLFDWLRQ（ⱥ） ₇⩦ 2 2
$FDGHPLF :ULWLQJ（ⱥ） ₇⩦ 2 2
Test Preparation ₇⩦ 2 2
Academic Skills ₇⩦ 2 2
English Presentation Skills ₇⩦ 2 2
English for Professional Purposes ₇⩦ 2 2
World Englishes ₇⩦ 2 2
$FDGHPLF &RPPXQLFDWLRQ（⊂） ₇⩦ 2 2
$FDGHPLF &RPPXQLFDWLRQ（௖） ₇⩦ 2 2
$FDGHPLF :ULWLQJ（⊂） ₇⩦ 2 2
$FDGHPLF :ULWLQJ（௖） ₇⩦ 2 2
ᅜ㝿ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン₇⩦㸿 ₇⩦ 1 䕿 1
ᅜ㝿ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン₇⩦㹀 ₇⩦ 1 䕿 1
Cultures and Societies in Japan A ₇⩦ 1 䕿 1
Cultures and Societies in Japan B ₇⩦ 1 䕿 1
日本ㄒࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン１ ₇⩦ 1 䕿 1
日本ㄒࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン２ ₇⩦ 1 䕿 1
᝟ሗⓎಙ₇⩦１ ₇⩦ 1 䕿 1

䚽
䚽

䕿
䕿

䕿
䕿

䚽
䚽
䚽

䕿

䚽
䚽
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᝟ሗⓎಙ₇⩦２ ₇⩦ 1 䕿 1
ᇶ♏₇⩦１ࢢラ࣑ンࢢࣟࣉ ₇⩦ 1 䕿 1
ᇶ♏₇⩦２ࢢラ࣑ンࢢࣟࣉ ₇⩦ 1 䕿 1
㹃㹑㹂₇⩦Ϩ１（ᅜ㝿ே間⛉学） ₇⩦ 1 䕿 1
㹃㹑㹂₇⩦Ϩ２（ᅜ㝿ே間⛉学） ₇⩦ 1 䕿 1
㹃㹑㹂₇⩦ϩ１（ᅜ㝿ே間⛉学） ₇⩦ 1 䕿 1
㹃㹑㹂₇⩦ϩ２（ᅜ㝿ே間⛉学） ₇⩦ 1 䕿 1
外ᅜㄒᐇ⩦㸿 ᐇ⩦ 1 1 ㄆᐃ⛉┠

外ᅜㄒᐇ⩦㹀 ᐇ⩦ 2 2 ㄆᐃ⛉┠

イン࣮ࢱンࣉࢵࢩᐇ⩦㸿 ᐇ⩦ 1 1 ㄆᐃ⛉┠

イン࣮ࢱンࣉࢵࢩᐇ⩦㹀 ᐇ⩦ 2 2 ㄆᐃ⛉┠

ᐇ⩦㸿ࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ ᐇ⩦ 1 1 ㄆᐃ⛉┠

ᐇ⩦㹀ࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ ᐇ⩦ 2 2 ㄆᐃ⛉┠

日本ㄒᩥἲᇶ♏ ㅮ⩏ 1 1
ᐇ㊶日本ㄒᇶ♏ ㅮ⩏ 1 1
日本ㄒ・日本ᩥ໬ᇶ♏₇⩦ ₇⩦ 1 1
䠷䜾䝻䞊䝞䝹䞉䝇䝍䝕䜱䞊䝈䞉䝥䝻䜾䝷䝮䠄GSP䠅⛉┠䠹䈜䠓༢఩ᚲせ

䜾䝻䞊䝞䝹䜲䝅䝳䞊ᴫㄽ ㅮ⩏ 1 䕿 1
䜾䝻䞊䝞䝹䜲䝅䝳䞊₇⩦ ₇⩦ 1 䕿 1
䠣䠯䠬₇⩦䠄䜸䝸䜶䞁䝔䞊䝅䝵䞁䠅 ₇⩦ 1 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 1
␃Ꮫᆺ䠣䠯䝁䞊䝇 ₇⩦ 3 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
ᐇ㊶ᆺ䠣䠯䝁䞊䝇 ₇⩦ 3 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
◊ಟᆺ䠣䠯䝁䞊䝇 ₇⩦ 3 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
䠣䠯䠬₇⩦䠄䝸䝣䝺䜽䝅䝵䞁䠅 ₇⩦ 1         䕿 䕿 䕿 䕿 1
䠷Ꮫ⛉ඹ㏻⛉┠䠹䈜䠍䠎༢఩ᚲせ

子䛹䜒ᩍ⫱Ꮫᴫㄽ ㅮ⩏ 2 2
子䛹䜒ᩍ⫱Ꮫ₇⩦䠍 ₇⩦ 2 2
子䛹䜒ᩍ⫱Ꮫ₇⩦䠎 ₇⩦ 2 2
子䛹䜒ᩍ⫱Ꮫ₇⩦䠏 ₇⩦ 2 2
子䛹䜒ᩍ⫱Ꮫ₇⩦䠐 ₇⩦ 2 2
ᩍ⫱原理䠄ୡ⏺䛸᪥本䛾Ꮫᰯᩍ⫱䠅 ㅮ⩏ 2 2
ಖ⫱原理䠄ୡ⏺䛸᪥本䛾ஙᗂඣᩍ⫱䠅 ㅮ⩏ 2 2
Ꮫᰯᩍ⫱Ꮫ䝁䞊䝇
䠷Ꮫ⛉䝁䜰⛉┠䠹䈜䠍䠌༢఩ᚲせ

ᩍ⫋ㄽ䠄小䠅 ㅮ⩏ 2 2
᪥本ᩍ⫱史 ㅮ⩏ 2 2
Ⓨ㐩ᚰ理Ꮫ䠄ᗂ䞉小䠅 ㅮ⩏ 2 2
ඣ❺䛾Ⓨ㐩䛸Ꮫ⩦ ㅮ⩏ 2 2
ᩍ⫱⾜ᨻᏛ䠄ᗂ䞉小䠅 ㅮ⩏ 2 2
ᩍ⫱⤒ႠᏛ䠄ᗂ䞉小䠅 ㅮ⩏ 2 2
ึ➼䜹䝸䜻䝳䝷䝮ㄽ ㅮ⩏ 2 2
ึ➼ᅜㄒ⛉ᩍ⫱ㄽ ㅮ⩏ 2 2
ึ➼♫఍⛉ᩍ⫱ㄽ ㅮ⩏ 2 2
ึ➼⟬ᩘ⛉ᩍ⫱ㄽ ㅮ⩏ 2 2
ึ➼理⛉ᩍ⫱ㄽ ㅮ⩏ 2 2
ึ➼⏕ά⛉ᩍ⫱ㄽ ㅮ⩏ 2 2
ึ➼㡢ᴦ⛉ᩍ⫱ㄽ ㅮ⩏ 2 2
ึ➼ᅗᕤ⛉ᩍ⫱ㄽ ㅮ⩏ 2 2
ึ➼家ᗞ⛉ᩍ⫱ㄽ ㅮ⩏ 2 2
ึ➼య⫱⛉ᩍ⫱ㄽ ㅮ⩏ 2 2
ึ➼ⱥㄒᩍ⫱ㄽ ㅮ⩏ 2 2
ึ➼㐨ᚨᩍ⫱ㄽ ㅮ⩏ 2 2
⥲合ⓗな学⩦のᣦᑟἲ�ᑠ� ㅮ⩏ 2 2

䕿
䕿

䕿
䕿

䕿
䕿

䕿
䕿

3

䕿
䕿

䕿

䕿
䕿

䕿

䕿

䕿
䕿

䕿
䕿

䕿

䕿

䕿
䕿

䕿
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ึ➼≉ูάືᣦᑟㄽ ㅮ⩏ 2 2
ึ➼ᩍ⫱᪉ἲᏛ䠄᝟ሗ㏻ಙᢏ⾡䛾ά⏝䜢ྵ䜐䠅 ㅮ⩏ 2 2
ึ➼⏕ᚐᣦᑟㄽ䠄㐍㊰ᣦᑟ䜢ྵ䜐䠅 ㅮ⩏ 2 2
ึ➼Ꮫᰯᩍ⫱┦ㄯ ㅮ⩏ 2 2
ึ➼ᅜㄒㄽ ㅮ⩏ 2 2
ึ➼♫఍⛉ㄽ ㅮ⩏ 2 2
ึ➼⟬ᩘㄽ ㅮ⩏ 2 2
ึ➼理⛉ㄽ ㅮ⩏ 2 2
ึ➼⏕ά⛉ㄽ ㅮ⩏ 2 2
ึ➼㡢ᴦㄽ ㅮ⩏ 2 2
ึ➼ᅗᕤㄽ ㅮ⩏ 2 2
ึ➼家ᗞ⛉ㄽ ㅮ⩏ 2 2
ึ➼య⫱ㄽ ㅮ⩏ 2 2
ึ➼ⱥㄒㄽ ㅮ⩏ 2 2
䠷Ꮫ⛉ᒎ㛤⛉┠䠹䈜䠎䠑༢఩ᚲせ

䜾䝻䞊䝞䝹ᩍ⫱ᩥ⊩₇⩦ ₇⩦ 2 2
䜾䝻䞊䝞䝹ᩍ⫱₇⩦䠄ᩍ⫱ไᗘ䠅 ₇⩦ 2 2
䜾䝻䞊䝞䝹ᩍ⫱₇⩦䠄ᩍ⫱᪉ἲᏛ䠅 ₇⩦ 2 2
ஙᗂඣ䛸೺康 ㅮ⩏ 1 䕿 1
西ὒᩍ⫱ᛮ᝿史 ㅮ⩏ 2 2
ẚ㍑ᩍ⫱䝅䝇䝔䝮ㄽ ㅮ⩏ 2 2
≉ูᨭ᥼ᩍ⫱⥲ㄽ ㅮ⩏ 2 2
≉ูᨭ᥼ᩍ⫱Ꮫ ㅮ⩏ 1 䕿 1
㞀ᐖඹ⏕ᩍ⫱ㄽ ㅮ⩏ 2 2
Ⓨ㐩㞀ᐖᚰ理Ꮫ䠄㞀ᐖ⪅䞉㞀ᐖඣᚰ理Ꮫ䠅 ㅮ⩏ 2 2
Ⓨ㐩㞀ᐖ䛸ඹ⏕♫఍䠍 ㅮ⩏ 1 䕿 1
Ⓨ㐩㞀ᐖ䛸ඹ⏕♫఍䠎 ㅮ⩏ 1 䕿 1
㞀ᐖඣⓎ㐩Ꮫ䠄㞀ᐖ⪅䞉㞀ᐖඣᚰ理Ꮫ䠅 ㅮ⩏ 2 2
≉ูᨭ᥼ᩍ⫱ධ㛛䠄ᗂ䞉小䠅 ㅮ⩏ 1 䚽 1
▱ⓗ㞀ᐖ䛾⏕理䞉⑓理 ㅮ⩏ 1 䕿 1
⫥య୙⮬⏤⪅ᚰ理䞉⏕理䞉⑓理 ㅮ⩏ 2 2
▱ⓗ㞀ᐖᨭ᥼Ꮫ ㅮ⩏ 2 2
Ⓨ㐩㞀ᐖᩍ⫱ㄽ ㅮ⩏ 2 2
⫥య୙⮬⏤ᩍ⫱ㄽ ㅮ⩏ 2 2
ᨭ᥼ᩍ⫱⮫ᗋᏛ ㅮ⩏ 2 2
⮫ᗋⓎ㐩ᨭ᥼Ꮫ䠍 ㅮ⩏ 1 䕿 1
⮫ᗋⓎ㐩ᨭ᥼Ꮫ䠎 ㅮ⩏ 1 䕿 1
ඣ❺㟷ᖺ⢭⚄་Ꮫ䠄⢭⚄⑌ᝈ䛸䛭䛾἞⒪䠅 ㅮ⩏ 2 2
ゝㄒⓎ㐩䛸ᩍ⫱䠍䠄Ꮫ⩦䞉ゝㄒᚰ理Ꮫ䠎䠅 ㅮ⩏ 1 䕿 1
ゝㄒⓎ㐩䛸ᩍ⫱䠎䠄Ꮫ⩦䞉ゝㄒᚰ理Ꮫ䠏䠅 ㅮ⩏ 1 䕿 1
㞀ᐖ䛸䝸䝝䝡䝸䝔䞊䝅䝵䞁 ㅮ⩏ 1 䕿 1
㞀ᐖඣᨭ᥼Ꮫᴫㄽ ㅮ⩏ 1 䕿 1
ஙᗂඣ䛸⎔ቃ ㅮ⩏ 1 䕿 1
ᩘ理ㄆ㆑ᐇ㊶◊✲ ㅮ⩏ 1 䚽 1
⛉Ꮫᩍ⫱ᐇ㊶◊✲ ㅮ⩏ 2 2
ⱥㄒ⛉ᐇ㊶◊✲ ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ
ᩍ⫱䞉ಖ⫱ᐇ㊶₇⩦䠄ஙᗂඣᩍ⫱䠅 ₇⩦ 1 䕿 1
ஙᗂඣ䛸ゝⴥ ₇⩦ 1 䕿 1
ஙᗂඣ䛸⾲⌧䠄㡢ᴦ䠅 ₇⩦ 1 䕿 1
ஙᗂඣ䛸⾲⌧䠄㐀ᙧ䠅 ₇⩦ 1 䕿 1
ஙᗂඣ䛸人㛫㛵ಀ ₇⩦ 1 䕿 1
子䛹䜒䛸家ᗞ ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ
ほᐹᐇ⩦䊠 ᐇ⩦ 1 1

䕿
䕿

䕿
䕿
䕿

䕿
䕿

䕿
䕿

䕿
䕿

䕿

䕿
䕿
䕿

䕿

䕿
䕿

䕿
䕿
䕿

䕿
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䕿

䕿

䕿
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ほᐹᐇ⩦䊡 ᐇ⩦ 1 1
ึ➼ᩍ⫱஦๓䞉஦ᚋᣦᑟ ᐇ⩦ 1 1
ึ➼ᩍ⫱ᐇᆅ◊✲ ᐇ⩦ 4 4
≉ูᨭ᥼ᩍ⫱ᐇᆅ◊✲ ᐇ⩦ 3 3
Ꮫᰯ䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䊠 ᐇ⩦ 1 1
Ꮫᰯ䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䊡 ᐇ⩦ 1 1
Ꮫᰯ䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䊢 ᐇ⩦ 1 1
ᩍ⫋ᐇ㊶₇⩦䠄ᗂ䞉小䠅 ₇⩦ 2 2
༞ᴗ◊✲ 10 10
ஙᗂඣᩍ⫱Ꮫ䝁䞊䝇
䠷Ꮫ⛉䝁䜰⛉┠䠹䈜䠍䠌༢఩ᚲせ

ᩍᖌධ㛛 ㅮ⩏ 2 2
ஙᗂඣᚰ理Ꮫ ㅮ⩏ 2 2
Ⓨ㐩ᚰ理Ꮫ䠄ᗂ䞉小䠅 ㅮ⩏ 2 2
ᩍ⫱⾜ᨻᏛ䠄ᗂ䞉小䠅 ㅮ⩏ 2 2
ᩍ⫱⤒ႠᏛ䠄ᗂ䞉小䠅 ㅮ⩏ 2 2
ஙᗂඣᩍ⫱ㄢ⛬ㄽ ㅮ⩏ 2 2
ึ➼䜹䝸䜻䝳䝷䝮ㄽ ㅮ⩏ 2 2
ಖ⫱内ᐜ◊✲䠄೺康䊠䠅 ㅮ⩏ 2 2
ಖ⫱内ᐜ◊✲䠄೺康䊡䠅 ㅮ⩏ 2 2
ಖ⫱内ᐜ◊✲䠄人㛫㛵ಀ䠅 ㅮ⩏ 2 2
ಖ⫱内ᐜ◊✲䠄⎔ቃ䠅 ㅮ⩏ 2 2
ಖ⫱内ᐜ◊✲䠄㐀ᙧ⾲⌧䠅 ㅮ⩏ 2 2
ಖ⫱内ᐜ◊✲䠄㡢ᴦ⾲⌧䠅 ㅮ⩏ 2 2
ಖ⫱内ᐜ◊✲䠄ඣ❺ᩥ໬䛸ゝⴥ䠅 ㅮ⩏ 2 2
ஙᗂඣᩍ⫱内ᐜ䞉᪉ἲㄽ ㅮ⩏ 2 2
ึ➼ᩍ⫱᪉ἲᏛ䠄᝟ሗ㏻ಙᢏ⾡䛾ά⏝䜢ྵ䜐䠅 ㅮ⩏ 2 2
ஙᗂඣ理ゎ䛸ᩍ⫱┦ㄯ ㅮ⩏ 2 2
ึ➼Ꮫᰯᩍ⫱┦ㄯ ㅮ⩏ 2 2
子䛹䜒䛾ಖ೺䛸೺康 ㅮ⩏ 2 2
子䛹䜒䛾㣗䛸ᰤ㣴 ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ
ึ➼ᅜㄒㄽ ㅮ⩏ 2 2
ึ➼⟬ᩘㄽ ㅮ⩏ 2 2
ึ➼⏕ά⛉ㄽ ㅮ⩏ 2 2
ึ➼㡢ᴦㄽ ㅮ⩏ 2 2
ึ➼ᅗᕤㄽ ㅮ⩏ 2 2
ึ➼య⫱ㄽ ㅮ⩏ 2 2
䠷Ꮫ⛉ᒎ㛤⛉┠䠹䈜䠎䠑༢఩ᚲせ

䜾䝻䞊䝞䝹ᩍ⫱ᩥ⊩₇⩦ ₇⩦ 2 2
䜾䝻䞊䝞䝹ᩍ⫱₇⩦䠄ᩍ⫱ไᗘ䠅 ₇⩦ 2 2
䜾䝻䞊䝞䝹ᩍ⫱₇⩦䠄ᩍ⫱᪉ἲᏛ䠅 ₇⩦ 2 2
ஙᗂඣ䛸೺康 ₇⩦ 1 䕿 1
西ὒᩍ⫱ᛮ᝿史 ㅮ⩏ 2 2
ẚ㍑ᩍ⫱䝅䝇䝔䝮ㄽ ㅮ⩏ 2 2
≉ูᨭ᥼ᩍ⫱⥲ㄽ ㅮ⩏ 2 2
Ⓨ㐩㞀ᐖᚰ理Ꮫ䠄㞀ᐖ⪅䞉㞀ᐖඣᚰ理Ꮫ䠅 ㅮ⩏ 2 2
Ⓨ㐩㞀ᐖ䛸ඹ⏕♫఍䠍 ㅮ⩏ 1 䕿 1
Ⓨ㐩㞀ᐖ䛸ඹ⏕♫఍䠎 ㅮ⩏ 1 䕿 1
㞀ᐖඣⓎ㐩Ꮫ䠄㞀ᐖ⪅䞉㞀ᐖඣᚰ理Ꮫ䠅 ㅮ⩏ 2 2
≉ูᨭ᥼ᩍ⫱ධ㛛䠄ᗂ䞉小䠅 ㅮ⩏ 1 䕿 1
㞀ᐖඣಖ⫱₇⩦ ₇⩦ 1 䕿 1
♫఍⚟祉ㄽ ㅮ⩏ 2 2
♫఍ⓗ㣴ㆤ ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ

䖂
䖂

䖂

䖂

䕿
䕿
䕿

䕿

䕿

䕿
䕿
䕿

䕿
䕿

䕿
䕿

䕿
䕿

䕿

䕿
䕿

䕿
䕿

䕧 䕧

䕿
䕿
䕿
䕿

䕿

䕿

䕿
䕿
䕿

䕿
䕿

䕿
䕿

䕿

䕿
䕧 䕧

䕿
䕿
䕿

䕿

䕿
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1ᖺ

๓ ᚋ
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ᤵ
ᴗ
ᙧ
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㓄ᙜᏛᮇ

๓

ᚲಟ䞉㑅ᢥ䛾ู

๓ ᚋ ᚲ
ಟ

༢
఩
ᩘ

㑅
ᢥ

⛉┠ྡ⛠
㑅
ᢥ
ᚲ
ಟ

2ᖺ
ഛ⪃

๓ ᚋᚋ

♫఍ⓗ㣴ㆤ内ᐜ₇⩦ ₇⩦ 1 䕧 䕧 1 㝸ᖺ
ஙᗂඣ䛸⎔ቃ ㅮ⩏ 1 䕿 1
ᩘ理ㄆ㆑ᐇ㊶◊✲ ㅮ⩏ 1 䚽 1
⛉Ꮫᩍ⫱ᐇ㊶◊✲ ㅮ⩏ 2 2
ⱥㄒ⛉ᐇ㊶◊✲ ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ
ᩍ⫱䞉ಖ⫱ᐇ㊶₇⩦䠄ஙᗂඣᩍ⫱䠅 ₇⩦ 1 䕿 1
ஙᗂඣ䛸ゝⴥ ₇⩦ 1 䕿 1
ஙᗂඣ䛸⾲⌧䠄㡢ᴦ䠅 ₇⩦ 1 䕿 1
ஙᗂඣ䛸⾲⌧䠄㐀ᙧ䠅 ₇⩦ 1 䕿 1
ஙᗂඣ䛸人㛫㛵ಀ ₇⩦ 1 䕿 1
ஙඣᚰ理Ꮫ₇⩦ ₇⩦ 1 䕿 1
ᗂඣᚰ理Ꮫ₇⩦ ₇⩦ 2 2
子䛹䜒䛸家ᗞ ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ
子䛹䜒家ᗞᨭ᥼ㄽ ㅮ⩏ 2 2 㝸ᖺ
ほᐹᐇ⩦䊠 ᐇ⩦ 1 1
ほᐹᐇ⩦䊡 ᐇ⩦ 1 1
ึ➼ᩍ⫱஦๓䞉஦ᚋᣦᑟ ᐇ⩦ 1 1
ึ➼ᩍ⫱ᐇᆅ◊✲ ᐇ⩦ 4 4
Ꮫᰯ䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䊠 ᐇ⩦ 1 1
Ꮫᰯ䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䊡 ᐇ⩦ 1 1
Ꮫᰯ䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䊢 ᐇ⩦ 1 1
ᩍ⫋ᐇ㊶₇⩦䠄ᗂ䞉小䠅 ₇⩦ 2 2
༞ᴗ◊✲ 10 10䖂

䖂
䖂

䕿

䕿

䕿

䕧 䕧
䕿

䕿
䕿

䕧 䕧

䕧 䕧
䚽

䖂
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㸱 ㈨᱁චチࡢࡵࡓࡢ科┠

⛉目ྡ⛠ 授業
ᙧែ

༢఩ᩘ 㓄ᙜ年次 備 ⪃

日本ᅜ᠇ἲ１ ㅮ⩏ １ ２年１㹏 教ဨ免チのᚲಟ⛉目

日本ᅜ᠇ἲ２ ㅮ⩏ １ ２年２㹏 教ဨ免チのᚲಟ⛉目

教⫋ㄽ（୰・㧗） ㅮ⩏ ２ １年次 教ဨ免チ（୰・㧗）の⛉目

教育ཎ理 ㅮ⩏ ２ １年次 教ဨ免チ（୰・㧗）の⛉目

教育ྐ ㅮ⩏ ２ ２年前ᮇ 教ဨ免チ（୰・㧗）の⛉目

教育⾜ᨻ学（୰・㧗） ㅮ⩏ ２ １年前ᮇ 教ဨ免チ（୰・㧗）の⛉目

教育⤒Ⴀ学（୰・㧗） ㅮ⩏ ２ ２年前ᮇ 教ဨ免チ（୰・㧗）の⛉目

୰等特ูᨭ᥼教育ㄽ ㅮ⩏ ２ ２年次 教ဨ免チ（୰・㧗）の⛉目

୰等࢝ࣜキࣗラ࣒ㄽ ㅮ⩏ ２ ２年次 教ဨ免チ（୰・㧗）の⛉目

୰等㐨ᚨ教育ㄽ ㅮ⩏ ２ ２年次 教ဨ免チ（୰・㧗）の⛉目

⥲合ⓗな学⩦のᣦᑟἲ(୰・㧗) ㅮ⩏ ２ ２年次 教ဨ免チ（୰・㧗）の⛉目

୰等特ู活動ᣦᑟㄽ ㅮ⩏ ２ ３年前ᮇ 教ဨ免チ（୰・㧗）の⛉目

୰等学⩦ᣦᑟ・ICT活用ㄽ ㅮ⩏ ２ ２年次 教ဨ免チ（୰・㧗）の⛉目

୰等生ᚐᣦᑟㄽ ㅮ⩏ ２ ３年次 教ဨ免チ（୰・㧗）の⛉目

୰等教育事前・事後ᣦᑟ ᐇ⩦ １ ３・４年次(㝸年) 教ဨ免チ（୰・㧗）の⛉目

୰学ᰯ教育ᐇᆅ研究㸿 ᐇ⩦ ２ ３・４年次(㝸年) 教ဨ免チ（୰・㧗）の⛉目

୰学ᰯ教育ᐇᆅ研究㹀 ᐇ⩦ ２ ３・４年次(㝸年) 教ဨ免チ（୰・㧗）の⛉目

㧗等学ᰯ教育ᐇᆅ研究 ᐇ⩦ ２ ３・４年次(㝸年) 教ဨ免チ（㧗）の⛉目

教⫋ᐇ㊶₇⩦（୰・㧗） ₇⩦ ２ ４年後ᮇ 教ဨ免チ（୰・㧗）の⛉目

ᕤⱁᐇ㊶₇⩦ ₇⩦ ２ ２年後ᮇ 教ဨ免チ㸸⨾⾡（୰）の⛉目

ࣗࢪ࣮࢙ࣇルࢯ ₇⩦ ２ １年後ᮇ 教ဨ免チ㸸㡢ᴦ（୰・㧗）の⛉目

ඛ➃⾲⌧₇⩦ ₇⩦ ２ ３年前ᮇ 教ဨ免チ㸸⨾⾡（୰・㧗）の⛉目

自↛ᆅ理学 ㅮ⩏

ㅮ⩏

２ ２年次 教ဨ免チ㸸♫఍（୰），ᆅ理Ṕྐ（㧗）の⛉目

ᆅㄅ ㅮ⩏ ２ ２年次 教ဨ免チ㸸♫఍（୰），ᆅ理Ṕྐ（㧗）の⛉目

ⱥㄒ⛉教育ㄽ㸿 ㅮ⩏ ２ ２・３年次(㝸年) 教ဨ免チ㸸ⱥㄒ（୰・㧗）の⛉目

ⱥㄒ⛉教育ㄽ㹀 ㅮ⩏ ２ ２・３年次(㝸年) 教ဨ免チ㸸ⱥㄒ（୰・㧗）の⛉目

ⱥㄒ⛉教育ㄽ㹁 ㅮ⩏ ２ ２・３年次(㝸年) 教ဨ免チ㸸ⱥㄒ（୰・㧗）の⛉目

ⱥㄒ⛉教育ㄽ㹂 ㅮ⩏ ２ ２・３年次(㝸年) 教ဨ免チ㸸ⱥㄒ（୰・㧗）の⛉目

ⱥㄒ⛉教育ㄽ㹃 ㅮ⩏ ２ ２・３年次(㝸年) 教ဨ免チ㸸ⱥㄒ（୰・㧗）の⛉目

保健య育⛉教育ㄽ㸿 ㅮ⩏ ２ ２年前ᮇ 教ဨ免チ㸸保健య育（୰・㧗）の⛉目

保健య育⛉教育ㄽ㹀 ㅮ⩏ ２ ２年後ᮇ 教ဨ免チ㸸保健య育（୰・㧗）の⛉目

保健య育⛉教育ㄽ㹁 ㅮ⩏ ２ 3㺃4年次前ᮇ(㝸年)

)

教ဨ免チ㸸保健య育（୰・㧗）の⛉目

保健య育⛉教育ㄽ㹂 ㅮ⩏ ２ 3㺃4年次前ᮇ(㝸年) 教ဨ免チ㸸保健య育（୰・㧗）の⛉目

㡢ᴦ⛉教育ㄽ㸿 ㅮ⩏ ２ ２年前ᮇ

１Q

教ဨ免チ㸸㡢ᴦ（୰・㧗）の⛉目

㡢ᴦ⛉教育ㄽ㹀 ㅮ⩏ ２ ２年後ᮇ 教ဨ免チ㸸㡢ᴦ（୰・㧗）の⛉目

㡢ᴦ⛉教育ㄽ㹁 ㅮ⩏ ２ 2㺃3年次前ᮇ(㝸年) 教ဨ免チ㸸㡢ᴦ（୰・㧗）の⛉目

㡢ᴦ⛉教育ㄽ㹂 ㅮ⩏ ２ 2㺃3年次後ᮇ(㝸年) 教ဨ免チ㸸㡢ᴦ（୰・㧗）の⛉目

⨾⾡⛉教育ㄽ㸿 ㅮ⩏ ２ 2㺃3年次前ᮇ(㝸年) 教ဨ免チ㸸⨾⾡（୰・㧗）の⛉目

⨾⾡⛉教育ㄽ㹀 ㅮ⩏ ２ 2㺃3年次前ᮇ(㝸年) 教ဨ免チ㸸⨾⾡（୰・㧗）の⛉目

⨾⾡⛉教育ㄽ㹁 ㅮ⩏ ２ 2㺃3年次後ᮇ(㝸年) 教ဨ免チ㸸⨾⾡（୰・㧗）の⛉目

⨾⾡⛉教育ㄽ㹂 ㅮ⩏ ２ 2㺃3年次後ᮇ(㝸年) 教ဨ免チ㸸⨾⾡（୰・㧗）の⛉目

理⛉教育ㄽ㸿 ㅮ⩏ ２ ２㺃３年次(㝸年) 教ဨ免チ㸸理⛉（୰・㧗）の⛉目

理⛉教育ㄽ㹀 ㅮ⩏ ２ ２㺃３年次(㝸年) 教ဨ免チ㸸理⛉（୰・㧗）の⛉目

理⛉教育ㄽ㹁 ㅮ⩏ ２ ２㺃３年次(㝸年) 教ဨ免チ㸸理⛉（୰・㧗）の⛉目

理⛉教育ㄽ㹂 ㅮ⩏ ２ ２㺃３年次(㝸年) 教ဨ免チ㸸理⛉（୰・㧗）の⛉目

ᩘ学⛉教育ㄽ㸿 ㅮ⩏ ２ ２年前ᮇ 教ဨ免チ㸸ᩘ学（୰・㧗）の⛉目

ᩘ学⛉教育ㄽ㹀 ㅮ⩏ ２ ２年後ᮇ 教ဨ免チ㸸ᩘ学（୰・㧗）の⛉目

ᩘ学⛉教育ㄽ㹁 ㅮ⩏ ２ ３年前ᮇ 教ဨ免チ㸸ᩘ学（୰・㧗）の⛉目
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㸱 ㈨᱁චチࡢࡵࡓࡢ科┠

⛉目ྡ⛠ 授業
ᙧែ

༢఩ᩘ 㓄ᙜ年次 備 ⪃

日本ᅜ᠇ἲ１ ㅮ⩏ １ ２年１㹏 教ဨ免チのᚲಟ⛉目

日本ᅜ᠇ἲ２ ㅮ⩏ １ ２年２㹏 教ဨ免チのᚲಟ⛉目

教⫋ㄽ（୰・㧗） ㅮ⩏ ２ １年次 教ဨ免チ（୰・㧗）の⛉目

教育ཎ理 ㅮ⩏ ２ １年次 教ဨ免チ（୰・㧗）の⛉目

教育ྐ ㅮ⩏ ２ ２年前ᮇ 教ဨ免チ（୰・㧗）の⛉目

教育⾜ᨻ学（୰・㧗） ㅮ⩏ ２ １年前ᮇ 教ဨ免チ（୰・㧗）の⛉目

教育⤒Ⴀ学（୰・㧗） ㅮ⩏ ２ ２年前ᮇ 教ဨ免チ（୰・㧗）の⛉目

୰等特ูᨭ᥼教育ㄽ ㅮ⩏ ２ ２年次 教ဨ免チ（୰・㧗）の⛉目

୰等࢝ࣜキࣗラ࣒ㄽ ㅮ⩏ ２ ２年次 教ဨ免チ（୰・㧗）の⛉目

୰等㐨ᚨ教育ㄽ ㅮ⩏ ２ ２年次 教ဨ免チ（୰・㧗）の⛉目

⥲合ⓗな学⩦のᣦᑟἲ(୰・㧗) ㅮ⩏ ２ ２年次 教ဨ免チ（୰・㧗）の⛉目

୰等特ู活動ᣦᑟㄽ ㅮ⩏ ２ ３年前ᮇ 教ဨ免チ（୰・㧗）の⛉目

୰等学⩦ᣦᑟ・ICT活用ㄽ ㅮ⩏ ２ ２年次 教ဨ免チ（୰・㧗）の⛉目

୰等生ᚐᣦᑟㄽ ㅮ⩏ ２ ３年次 教ဨ免チ（୰・㧗）の⛉目

୰等教育事前・事後ᣦᑟ ᐇ⩦ １ ３・４年次(㝸年) 教ဨ免チ（୰・㧗）の⛉目

୰学ᰯ教育ᐇᆅ研究㸿 ᐇ⩦ ２ ３・４年次(㝸年) 教ဨ免チ（୰・㧗）の⛉目

୰学ᰯ教育ᐇᆅ研究㹀 ᐇ⩦ ２ ３・４年次(㝸年) 教ဨ免チ（୰・㧗）の⛉目

㧗等学ᰯ教育ᐇᆅ研究 ᐇ⩦ ２ ３・４年次(㝸年) 教ဨ免チ（㧗）の⛉目

教⫋ᐇ㊶₇⩦（୰・㧗） ₇⩦ ２ ４年後ᮇ 教ဨ免チ（୰・㧗）の⛉目

ᕤⱁᐇ㊶₇⩦ ₇⩦ ２ ２年後ᮇ 教ဨ免チ㸸⨾⾡（୰）の⛉目

ࣗࢪ࣮࢙ࣇルࢯ ₇⩦ ２ １年後ᮇ 教ဨ免チ㸸㡢ᴦ（୰・㧗）の⛉目

ඛ➃⾲⌧₇⩦ ₇⩦ ２ ３年前ᮇ 教ဨ免チ㸸⨾⾡（୰・㧗）の⛉目

自↛ᆅ理学 ㅮ⩏

ㅮ⩏

２ ２年次 教ဨ免チ㸸♫఍（୰），ᆅ理Ṕྐ（㧗）の⛉目

ᆅㄅ ㅮ⩏ ２ ２年次 教ဨ免チ㸸♫఍（୰），ᆅ理Ṕྐ（㧗）の⛉目

ⱥㄒ⛉教育ㄽ㸿 ㅮ⩏ ２ ２・３年次(㝸年) 教ဨ免チ㸸ⱥㄒ（୰・㧗）の⛉目

ⱥㄒ⛉教育ㄽ㹀 ㅮ⩏ ２ ２・３年次(㝸年) 教ဨ免チ㸸ⱥㄒ（୰・㧗）の⛉目

ⱥㄒ⛉教育ㄽ㹁 ㅮ⩏ ２ ２・３年次(㝸年) 教ဨ免チ㸸ⱥㄒ（୰・㧗）の⛉目

ⱥㄒ⛉教育ㄽ㹂 ㅮ⩏ ２ ２・３年次(㝸年) 教ဨ免チ㸸ⱥㄒ（୰・㧗）の⛉目

ⱥㄒ⛉教育ㄽ㹃 ㅮ⩏ ２ ２・３年次(㝸年) 教ဨ免チ㸸ⱥㄒ（୰・㧗）の⛉目

保健య育⛉教育ㄽ㸿 ㅮ⩏ ２ ２年前ᮇ 教ဨ免チ㸸保健య育（୰・㧗）の⛉目

保健య育⛉教育ㄽ㹀 ㅮ⩏ ２ ２年後ᮇ 教ဨ免チ㸸保健య育（୰・㧗）の⛉目

保健య育⛉教育ㄽ㹁 ㅮ⩏ ２ 3㺃4年次前ᮇ(㝸年)

)
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１Q
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ᩘ学⛉教育ㄽ㸿 ㅮ⩏ ２ ２年前ᮇ 教ဨ免チ㸸ᩘ学（୰・㧗）の⛉目

ᩘ学⛉教育ㄽ㹀 ㅮ⩏ ２ ２年後ᮇ 教ဨ免チ㸸ᩘ学（୰・㧗）の⛉目

ᩘ学⛉教育ㄽ㹁 ㅮ⩏ ２ ３年前ᮇ 教ဨ免チ㸸ᩘ学（୰・㧗）の⛉目
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ᐙᗞ⛉教育ㄽ㹂 ㅮ⩏ ２ ２㺃３年次(㝸年) 教ဨ免チ㸸ᐙᗞ（୰・㧗）の⛉目

♫఍⛉教育ㄽ㸿 ㅮ⩏ ２ ２年次 教ဨ免チ㸸♫఍（୰）の⛉目

♫఍⛉教育ㄽ㹀 ㅮ⩏ ２ ２年次 教ဨ免チ㸸♫఍（୰）の⛉目

බẸ⛉教育ㄽ ㅮ⩏ ２ ２年次 教ဨ免チ㸸බẸ（㧗）の⛉目

♫఍⛉・බẸ⛉教育ㄽ ㅮ⩏ ２ ２年次 教ဨ免チ㸸♫఍（୰），බẸ（㧗）の⛉目

ᆅṔ⛉教育ㄽ ㅮ⩏ ２ ２年次 教ဨ免チ㸸ᆅṔ（㧗）の⛉目

♫఍⛉・ᆅṔ⛉教育ㄽ ㅮ⩏ ２ ２年次 教ဨ免チ㸸♫఍（୰），ᆅṔ（㧗）の⛉目

༤物㤋ᴫㄽ ㅮ⩏ ２ ２年前ᮇ 学ⱁဨのᚲಟ⛉目

༤物㤋⤒Ⴀㄽ ㅮ⩏ ２ ２年後ᮇ 学ⱁဨのᚲಟ⛉目

༤物㤋㈨料ㄽ ㅮ⩏ ２ ３年後ᮇ 学ⱁဨのᚲಟ⛉目

༤物㤋ᒎ♧ㄽ ㅮ⩏ ２ ２年前ᮇ 学ⱁဨのᚲಟ⛉目

༤物㤋教育ㄽ ㅮ⩏ ２ ２年次 学ⱁဨのᚲಟ⛉目

༤物㤋᝟ሗ・メ࢕ࢹアㄽ ㅮ⩏ ２ ２年後ᮇ 学ⱁဨのᚲಟ⛉目

༤物㤋ᐇ⩦ ᐇ⩦ ３ ３～４年次 学ⱁဨのᚲಟ⛉目
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４ 教育職員免許状取得に関する履修要項 

本学部において，教育職員免許状を取得しようとするものは，卒業に必要な単位を修得

するほか，教育職員免許法及び同法施行規則に定めるそれぞれの免許状に必要な科目の単

位を併せて修得しなくてはならない。 

 
Ⅰ．本学部で取得できる教育職員免許状の種類及び免許教科 

学科名 免許状の種類 免許教科 

グ ロ ー バ ル 文 化 学 科 
中学校教諭一種免許状 英 語 

高等学校教諭一種免許状 英 語 

発 達 コ ミ ュ ニ テ ィ 学 科 

中学校教諭一種免許状 保 健 体 育 

高等学校教諭一種免許状 保 健 体 育 

中学校教諭一種免許状 音 楽 

高等学校教諭一種免許状 音 楽 

中学校教諭一種免許状 美 術 

高等学校教諭一種免許状 美 術 

環 境 共 生 学 科 

中学校教諭一種免許状 理 科 

高等学校教諭一種免許状 理 科 

中学校教諭一種免許状 数 学 

高等学校教諭一種免許状 数 学 

中学校教諭一種免許状 家 庭 

高等学校教諭一種免許状 家 庭 

中学校教諭一種免許状 社 会 

高等学校教諭一種免許状 地 理 歴 史 

高等学校教諭一種免許状 公 民 

子 ど も 教 育 学 科 

幼稚園教諭一種免許状  

小学校教諭一種免許状  

特別支援学校教諭一種免許状  

備 考 

幼稚園教諭一種免許状及び小学校教諭一種免許状は，子ども教育学科に所属する学生の

みが取得可能である。 

 

－ ��� －－ ��� －㸫 22� 㸫



－ 4 －  

４ 教育職員免許状取得に関する履修要項 

本学部において，教育職員免許状を取得しようとするものは，卒業に必要な単位を修得

するほか，教育職員免許法及び同法施行規則に定めるそれぞれの免許状に必要な科目の単

位を併せて修得しなくてはならない。 

 
Ⅰ．本学部で取得できる教育職員免許状の種類及び免許教科 

学科名 免許状の種類 免許教科 

グ ロ ー バ ル 文 化 学 科 
中学校教諭一種免許状 英 語 

高等学校教諭一種免許状 英 語 

発 達 コ ミ ュ ニ テ ィ 学 科 

中学校教諭一種免許状 保 健 体 育 

高等学校教諭一種免許状 保 健 体 育 

中学校教諭一種免許状 音 楽 

高等学校教諭一種免許状 音 楽 

中学校教諭一種免許状 美 術 

高等学校教諭一種免許状 美 術 

環 境 共 生 学 科 

中学校教諭一種免許状 理 科 

高等学校教諭一種免許状 理 科 

中学校教諭一種免許状 数 学 

高等学校教諭一種免許状 数 学 

中学校教諭一種免許状 家 庭 

高等学校教諭一種免許状 家 庭 

中学校教諭一種免許状 社 会 

高等学校教諭一種免許状 地 理 歴 史 

高等学校教諭一種免許状 公 民 

子 ど も 教 育 学 科 

幼稚園教諭一種免許状  

小学校教諭一種免許状  

特別支援学校教諭一種免許状  

備 考 

幼稚園教諭一種免許状及び小学校教諭一種免許状は，子ども教育学科に所属する学生の

みが取得可能である。 
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○
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○
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○

注．○印は免許法上の指定科目（必修）を示す。

教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目

【別表】 全学科に共通で取得が必要な科目

　上記の他，別表に定める「日本国憲法」，「体育」，「外国語コミュニケーション」及び「情報機

器の操作」を修得しなければなりません。

特別支援学校教諭

専修免許状 一種免許状

修士の学位を有
すること及び
小・中・高又は
幼稚園の普通免
許状を有するこ
と

学士の学位を有
すること及び
小・中・高又は
幼稚園の普通免
許状を有するこ
と

50 26

基礎資格

　　　　　　　　　免許状の種類
　所要資格

免許法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目

科　目　区　分 単位数 授　業　科　目 単位数

30

10 10 10 10

修士の学
位を有す
ること

学士の学
位を有す
ること

24 24

10 10

8 8

5 5

修士の学
位を有す
ること

学士の学
位を有す
ること

28 28

10 10

10 10

7 7

Ⅱ. 基礎資格及び教育職員免許法で定められている最低修得単位数

　　　　　　　　　免許状の種類
　所要資格

中学校教諭

専修免許状 一種免許状

高等学校教諭

専修免許状 一種免許状

幼稚園校教諭 小学校教諭

専修免許状 一種免許状 専修免許状 一種免許状

大
学
に
お
け
る
最
低
修
得
単
位
数

教科及び教科の指導法に関す
る科目（幼稚園教諭：領域及
び保育内容の指導法に関する
科目）

基礎資格

教育の基礎的理解に関する科
目

道徳、総合的な学習の時間等
の指導法及び生徒指導、教育
相談等に関する科目

4 4 10 10

教育実践に関する科目 7 7 7 7

大学が独自に設定する科目 26 2

修士の学
位を有す
ること

学士の学
位を有す
ること

修士の学
位を有す
ること

学士の学
位を有す
ること

16 16 30

28 4 36 1238 14

体　　　育 2

健康・スポーツ科学実習基礎 1

健康・スポーツ科学実習１ 0.5

健康・スポーツ科学実習２ 0.5

日本国憲法 2
日本国憲法１ 1

日本国憲法２ 1

　　　　　合　　計 75 51 83 59 83 59 83 59

情報機器の操作 2
情報リテラシー演習１ 1

情報リテラシー演習２ 1

外国語コミュニケーション 2

Academic English Communication A1 0.5

Academic English Communication A2 0.5

Academic English Communication B1 0.5

Academic English Communication B2 0.5

特別支援教育に関する科目
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�1� 本表に示すのは，教育職員免許法で定められている最低単位数で࠶り，⚄ᡞ大学に

おいて修得が必要な単位数とは␗なる。⚄ᡞ大学において修得が必要な単位数にࡘ

いては，「Ϫ．教育職員免許状取得に関する科目ㄆ定一ぴ」を☜ㄆすること。 

�2� 「日本国憲法」（２単位，「日本国憲法１」，「日本国憲法２」として開ㅮࡉれる科目），

「体育」（２単位，「健康・スポーツ科学実習基礎」，「健康・スポーツ科学実習１」，

「健康・スポーツ科学実習２」として開ㅮࡉれる科目），「外国語コミュニケーショ

ン 」（ ２ 単 位 ，「 Academic English Communication A1 」，「 Academic English 

Communication A2」，「Academic English Communication B1」，「Academic English 

Communication B2」として開ㅮࡉれる科目）及び「情報機器の操作」（２単位，「情

報リテラシー演習１」，「情報リテラシー演習２」として開ㅮࡉれる科目）は，必ࡎ

修得しなければならない。 

�3� 小学校，中学校の教諭の普通免許状を取得し࠺ࡼとするሙ合には，介護等体験が⩏

ົ࡙けられている。（ࡔࡓし，特別支援学校教諭一種免許状をేせて取得するሙ合

は，௓ㆤ等体㦂は୙要で࠶る。）本学㒊においては，ࣟࢢーᩥࣝࣂ໬学科は㸱ᖺḟ，

Ⓨ㐩コミュニテ࢕学科，⎔ቃ共生学科及びᏊࡶ࡝教育学科は２ᖺḟに௓ㆤ等体㦂を

行࠺。 

�4� 小学校，中学校，高等学校及び幼稚園の一種免許状取得に必要なࡑれࡒれの学校種

別の「大学が独自に設定する科目」のᒚ修にࡘいては，基本的に開ㅮしていないの

で，ࡑれࡒれの学校種及び教科別の「教科及び教科の指導法に関する科目」等の最

低修得単位数を㉸࠼て修得しࡓ単位をࡗࡶて࠶てる。 

�5� 専修免許状取得に必要な，ࡑれࡒれの学校種別の「大学が独自に設定する科目」の

必要な単位のᒚ修にࡘいては，専修免許状に必要な基礎資格を得ることのでࡁるㄢ

⛬（大学㝔修士ㄢ⛬等）において「教科及び教科の指導法に関する科目」等を修得

することが必要で࠶る。ࡔࡓし，必要な単位数はࡑれࡒれの学校種別の一種免許状

の単位数をᘬいࡓ単位数で࠶る。（いࡎれの学校種別においてࡶ必要な単位数は24

単位で࠶る。） 

�6� 教育実習は，ཎ則としてࣟࢢーᩥࣝࣂ໬学科の学生は㸲ᖺḟ，Ⓨ㐩コミュニテ࢕学科，    

⎔ቃ共生学科及びᏊࡶ࡝教育学科の学生は㸱ᖺḟに実施する。 

�7� 幼稚園・小学校教諭免許状を取得するには，「ึ等教育஦๓・஦ᚋ指導」「ึ等教

育実ᆅ◊✲」の２科目（計㸳単位）をྠ一ᖺᗘにおいてᒚ修する。これはᏊࡶ࡝教

育学科における必修科目で࠶り，他学科生はᒚ修することがでࡁない。 

�8� 中学校教諭一種免許状を取得するには，「中等教育஦๓・஦ᚋ指導」「中学校教育 

実ᆅ◊✲㸿」「中学校教育実ᆅ◊✲㹀」の㸱科目（計㸳単位）をྠ一ᖺᗘにおいて

ᒚ修する。 

�9� 高校教諭一種免許状を取得するには，「中等教育஦๓・஦ᚋ指導」「高校教育実ᆅ

◊✲」の２科目（計㸱単位）をྠ一ᖺᗘにおいてᒚ修する。ࡔࡓし，中学校教諭一

種免許状を取得するࡓめにᒚ修する㸱科目にࡼり，高等学校教諭一種免許状取得ࡶ

ྍ⬟で࠶る。 
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別の「大学が独自に設定する科目」のᒚ修にࡘいては，基本的に開ㅮしていないの

で，ࡑれࡒれの学校種及び教科別の「教科及び教科の指導法に関する科目」等の最

低修得単位数を㉸࠼て修得しࡓ単位をࡗࡶて࠶てる。 

�5� 専修免許状取得に必要な，ࡑれࡒれの学校種別の「大学が独自に設定する科目」の

必要な単位のᒚ修にࡘいては，専修免許状に必要な基礎資格を得ることのでࡁるㄢ

⛬（大学㝔修士ㄢ⛬等）において「教科及び教科の指導法に関する科目」等を修得

することが必要で࠶る。ࡔࡓし，必要な単位数はࡑれࡒれの学校種別の一種免許状

の単位数をᘬいࡓ単位数で࠶る。（いࡎれの学校種別においてࡶ必要な単位数は24

単位で࠶る。） 

�6� 教育実習は，ཎ則としてࣟࢢーᩥࣝࣂ໬学科の学生は㸲ᖺḟ，Ⓨ㐩コミュニテ࢕学科，    

⎔ቃ共生学科及びᏊࡶ࡝教育学科の学生は㸱ᖺḟに実施する。 

�7� 幼稚園・小学校教諭免許状を取得するには，「ึ等教育஦๓・஦ᚋ指導」「ึ等教

育実ᆅ◊✲」の２科目（計㸳単位）をྠ一ᖺᗘにおいてᒚ修する。これはᏊࡶ࡝教

育学科における必修科目で࠶り，他学科生はᒚ修することがでࡁない。 

�8� 中学校教諭一種免許状を取得するには，「中等教育஦๓・஦ᚋ指導」「中学校教育 

実ᆅ◊✲㸿」「中学校教育実ᆅ◊✲㹀」の㸱科目（計㸳単位）をྠ一ᖺᗘにおいて

ᒚ修する。 

�9� 高校教諭一種免許状を取得するには，「中等教育஦๓・஦ᚋ指導」「高校教育実ᆅ

◊✲」の２科目（計㸱単位）をྠ一ᖺᗘにおいてᒚ修する。ࡔࡓし，中学校教諭一

種免許状を取得するࡓめにᒚ修する㸱科目にࡼり，高等学校教諭一種免許状取得ࡶ

ྍ⬟で࠶る。 

－ ��� －

Ϫ㸬教育⫋ဨ免チ≧ྲྀᚓに関する⛉目ㄆᐃ୍ぴ

１㸬ᗂ⛶ᅬ

࠙第１⾲ࠚ㡿ᇦ及び保育内ᐜのᣦᑟἲに関する⛉目（ᗂ⛶ᅬ୍✀免チ≧）

㸺ᚲ要合ィ༢఩ᩘ㸼ࠉ

。のᚲಟ・㑅ᢥを♧すࡵ注１㸬༢఩ᩘḍのᚲಟ・㑅ᢥは教ဨ免チྲྀᚓのたࠉ
,ࡵ目は2༢఩しか㛤設しないた⛉ྠ,ࡀᚲ要となるࡀとして14༢఩のಟᚓ「自に設ᐃする⛉目⊃ࡀ኱学」注２㸬ࠉ
てಟᚓした༢఩ᩘで࠼の⛉目及び「㡿ᇦ及び保育内ᐜのᣦᑟἲに関する⛉目」で所ᐃの༢఩を㉸ࠚ⾲第２࠙ࠉࠉࠉ
。る࠶ࡀを充たすᚲ要ࢀࡇࠉࠉࠉ

「㡿ᇦ及び保育内ᐜのᣦᑟἲに関する⛉目」,「教育のᇶ♏ⓗ理ゎに関する⛉目」,「㐨ᚨࠊ⥲合ⓗな
学⩦の時間等のᣦᑟἲ及び生ᚐᣦᑟࠊ教育┦ㄯ等に関する⛉目」,「教育ᐇ㊶に関する⛉目」のಟᚓ༢
఩ᩘの合ィ51ࡀ༢఩௨ୖᚲ要

保育内ᐜのᣦᑟἲ
(᝟ሗ㏻ಙᢏ⾡の活用をྵࡴ。)

保育内ᐜ研究（健康Ϩ） 2

保育内ᐜ研究（健康ϩ） 2

保育内ᐜ研究（ඣ❺ᩥ໬とゝⴥ） 2

保育内ᐜ研究（⎔ቃ）

2

2

2

2

保育内ᐜ研究（㐀ᙧ⾲⌧）

1
ஙᗂඣと⾲⌧(㐀ᙧ） 1

ே間関係

ゝⴥ

1

1

1

1

⾲⌧

㡿
ᇦ
に
関
す
る
ᑓ
㛛
ⓗ
事
項

健康

20

⎔ቃ

保育内ᐜ研究（㡢ᴦ⾲⌧）

ஙᗂඣと健康

ஙᗂඣとே間関係

ஙᗂඣと⎔ቃ

ஙᗂඣとゝⴥ

保育内ᐜ研究（ே間関係）

ஙᗂඣと⾲⌧(㡢ᴦ）

分ࠉ༊ࠉ目ࠉ⛉ ༢఩ᩘ 㛤設授業⛉目
༢఩ᩘ

ᒚ ಟ ᪉ ἲ
ᚲಟ 㑅ᢥ

㸫 229㸫㸫 231 㸫



ᚲ
ಟ

㑅
ᢥ

�

�

࣭
�

�

�

�

�

�

࣭
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࣭
�

࣭
�

�

�

࣭ �

�

ᩍ⫱ᐇ㊶࡟㛵ࡍ
┠⛉ࡿ

࣭ ᩍ⫱ᐇ⩦ �

ึ➼ᩍ⫱஦๓࣭஦ᚋᣦᑟ �༢఩ᚲಟ

ึ➼ᩍ⫱ᐇᆅ◊✲ �༢఩ᚲಟ

㐨ᚨࠊ⥲ྜⓗ࡞
Ꮫ⩦ࡢ᫬㛫➼ࡢ
ᣦᑟἲཬࡧ⏕ᚐ
ᣦᑟࠊᩍ⫱┦ㄯ
┠⛉ࡿࡍ㛵࡟➼

ィࠉࠉࠉࠉྜ �� ィࠉࠉࠉࠉྜ ��

㸦චチἲ᪋⾜つ๎࡟ᐃ᭱ࡿࡵపಟᚓ༢఩ᩘ㸧 㸦ᮏᏛ࡛᭱ࡢపಟᚓ༢఩ᩘ㸧

ᩍ⫋ᐇ㊶₇⩦ � ᩍ⫋ᐇ㊶₇⩦㸦ᗂ࣭ᑠ㸧 �༢఩ᚲಟ

�༢఩ᚲಟ

�
ᗂඣ⌮ゎࡢ⌮ㄽཬࡧ᪉ἲ

ஙᗂඣ⌮ゎ࡜ᩍ⫱┦ㄯ �༢఩ᚲಟ

ᩍ⫱┦ㄯ㸦࢝࢘ࣥ࡟ࢢࣥࣜࢭ㛵ࡿࡍᇶ♏
ⓗ࡞▱㆑ࠋࡴྵࢆ㸧ࡢ⌮ㄽཬࡧ᪉ἲ

ึ➼Ꮫᰯᩍ⫱┦ㄯ ࠉࠉ

࣭ ᩍ⫱ࡢ᪉ἲཬࡧᢏ⾡㸦᝟ሗᶵჾཬࡧᩍᮦ
㸧ࠋࡴྵࢆ⏝άࡢ

ஙᗂඣᩍ⫱ෆᐜ࣭᪉ἲㄽ

ึ➼ᩍ⫱᪉ἲᏛ�᝟ሗ㏻ಙᢏ⾡ࡢά⏝ྵࡴ�

�༢఩ᚲಟ

Ⓨ㐩ᚰ⌮Ꮫ㸦ᗂ࣭ᑠ㸧

࣭ ࡧඣ❺ཬࠊᗂඣࡿࡍ࡜ᚲせࢆᨭ᥼ࡢู≉
⏕ᚐ࡟ᑐࡿࡍ⌮ゎ

≉ูᨭ᥼ᩍ⫱ධ㛛㸦ᗂ࣭ᑠ㸧 �༢఩ᚲಟ

ᩍ⫱⤒ႠᏛ㸦ᗂ࣭ᑠ㸧

࣭ ᗂඣࠊඣ❺ཬࡧ⏕ᚐࡢᚰ㌟ࡢⓎ㐩ཬࡧᏛ
⛬ㄢࡢ⩦

ஙᗂඣᚰ⌮Ꮫ �༢఩ᚲಟ

�༢఩ᚲಟ

ᩍ⫱ཎ⌮㸦ୡ⏺࡜᪥ᮏࡢᏛᰯᩍ⫱㸧

ᩍ⫋ࡢព⩏ཬࡧᩍဨࡢᙺ๭࣭⫋ົෆᐜ
㸦࣒࣮ࢳᏛᰯ㐠Ⴀࡢ࡬ᑐᛂࠋࡴྵࢆ㸧

ᩍᖌධ㛛 �༢఩ᚲಟ

ᩍ⫱ࡢᇶ♏ⓗ⌮
ゎ࡟㛵ࡿࡍ⛉┠

࣭ ᩍ⫱ࡢ⌮ᛕ୪࡟ࡧᩍ⫱࡟㛵ࡿࡍṔྐཬࡧ
ᛮ᝿

��

ಖ⫱ཎ⌮㸦ୡ⏺࡜᪥ᮏࡢஙᗂඣᩍ⫱㸧

࣭ ᩍ⫱࡟㛵ࡿࡍ♫఍ⓗࠊไᗘⓗཪࡣ⤒Ⴀⓗ
஦㡯㸦Ꮫᰯ࡜ᆅᇦࡢ࡜㐃ᦠཬࡧᏛᰯᏳ඲
㸧ࠋࡴྵࢆᑐᛂࡢ࡬

ᩍ⫱⾜ᨻᏛ㸦ᗂ࣭ᑠ㸧

ᩍ⫱ㄢ⛬ࡢព⩏ཬࡧ⦅ᡂࡢ᪉ἲ㸦࢝ࣜ
㸧ࠋࡴྵࢆࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐࣭࣒ࣛࣗ࢟

ஙᗂඣᩍ⫱ㄢ⛬ㄽ

࠙➨㸰⾲ࠕ�ࠚᩍ⛉ཬࡧᩍ⛉ࡢᣦᑟἲ࡟㛵ࢆࠖ┠⛉ࡿࡍ㝖ࡃ⛉┠㸦ᗂ⛶ᅬ୍✀චチ≧㸧

චチἲ᪋⾜つ๎࡟ᐃࡿࡵ⛉┠༊ศ➼ ᕥグ࡟ᑐᛂࡿࡍ㛤タᤵᴗ⛉┠

ಟᚓ᪉ἲ➼
┠ࠉ⛉ ᚲせ஦㡯ࡿࡵྵ࡟┠⛉ྛ ༢఩ᩘ ᤵࠉᴗࠉ⛉ࠉ┠

༢఩ᩘ

኱Ꮫ࡟⮬⊃ࡀタ
ᐃࡿࡍ⛉┠

Ꮚࡢࡶ࡝ಖ೺࡜೺ᗣ

２単位

選択必修

－ �3� －㸫 232 㸫
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࣭ �

�

ᩍ⫱ᐇ㊶࡟㛵ࡍ
┠⛉ࡿ

࣭ ᩍ⫱ᐇ⩦ �

ึ➼ᩍ⫱஦๓࣭஦ᚋᣦᑟ �༢఩ᚲಟ

ึ➼ᩍ⫱ᐇᆅ◊✲ �༢఩ᚲಟ

㐨ᚨࠊ⥲ྜⓗ࡞
Ꮫ⩦ࡢ᫬㛫➼ࡢ
ᣦᑟἲཬࡧ⏕ᚐ
ᣦᑟࠊᩍ⫱┦ㄯ
┠⛉ࡿࡍ㛵࡟➼

ィࠉࠉࠉࠉྜ �� ィࠉࠉࠉࠉྜ ��

㸦චチἲ᪋⾜つ๎࡟ᐃ᭱ࡿࡵపಟᚓ༢఩ᩘ㸧 㸦ᮏᏛ࡛᭱ࡢపಟᚓ༢఩ᩘ㸧

ᩍ⫋ᐇ㊶₇⩦ � ᩍ⫋ᐇ㊶₇⩦㸦ᗂ࣭ᑠ㸧 �༢఩ᚲಟ

�༢఩ᚲಟ

�
ᗂඣ⌮ゎࡢ⌮ㄽཬࡧ᪉ἲ

ஙᗂඣ⌮ゎ࡜ᩍ⫱┦ㄯ �༢఩ᚲಟ

ᩍ⫱┦ㄯ㸦࢝࢘ࣥ࡟ࢢࣥࣜࢭ㛵ࡿࡍᇶ♏
ⓗ࡞▱㆑ࠋࡴྵࢆ㸧ࡢ⌮ㄽཬࡧ᪉ἲ

ึ➼Ꮫᰯᩍ⫱┦ㄯ ࠉࠉ

࣭ ᩍ⫱ࡢ᪉ἲཬࡧᢏ⾡㸦᝟ሗᶵჾཬࡧᩍᮦ
㸧ࠋࡴྵࢆ⏝άࡢ

ஙᗂඣᩍ⫱ෆᐜ࣭᪉ἲㄽ

ึ➼ᩍ⫱᪉ἲᏛ�᝟ሗ㏻ಙᢏ⾡ࡢά⏝ྵࡴ�

�༢఩ᚲಟ

Ⓨ㐩ᚰ⌮Ꮫ㸦ᗂ࣭ᑠ㸧

࣭ ࡧඣ❺ཬࠊᗂඣࡿࡍ࡜ᚲせࢆᨭ᥼ࡢู≉
⏕ᚐ࡟ᑐࡿࡍ⌮ゎ

≉ูᨭ᥼ᩍ⫱ධ㛛㸦ᗂ࣭ᑠ㸧 �༢఩ᚲಟ

ᩍ⫱⤒ႠᏛ㸦ᗂ࣭ᑠ㸧

࣭ ᗂඣࠊඣ❺ཬࡧ⏕ᚐࡢᚰ㌟ࡢⓎ㐩ཬࡧᏛ
⛬ㄢࡢ⩦

ஙᗂඣᚰ⌮Ꮫ �༢఩ᚲಟ

�༢఩ᚲಟ

ᩍ⫱ཎ⌮㸦ୡ⏺࡜᪥ᮏࡢᏛᰯᩍ⫱㸧

ᩍ⫋ࡢព⩏ཬࡧᩍဨࡢᙺ๭࣭⫋ົෆᐜ
㸦࣒࣮ࢳᏛᰯ㐠Ⴀࡢ࡬ᑐᛂࠋࡴྵࢆ㸧

ᩍᖌධ㛛 �༢఩ᚲಟ

ᩍ⫱ࡢᇶ♏ⓗ⌮
ゎ࡟㛵ࡿࡍ⛉┠

࣭ ᩍ⫱ࡢ⌮ᛕ୪࡟ࡧᩍ⫱࡟㛵ࡿࡍṔྐཬࡧ
ᛮ᝿

��

ಖ⫱ཎ⌮㸦ୡ⏺࡜᪥ᮏࡢஙᗂඣᩍ⫱㸧

࣭ ᩍ⫱࡟㛵ࡿࡍ♫఍ⓗࠊไᗘⓗཪࡣ⤒Ⴀⓗ
஦㡯㸦Ꮫᰯ࡜ᆅᇦࡢ࡜㐃ᦠཬࡧᏛᰯᏳ඲
㸧ࠋࡴྵࢆᑐᛂࡢ࡬

ᩍ⫱⾜ᨻᏛ㸦ᗂ࣭ᑠ㸧

ᩍ⫱ㄢ⛬ࡢព⩏ཬࡧ⦅ᡂࡢ᪉ἲ㸦࢝ࣜ
㸧ࠋࡴྵࢆࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐࣭࣒ࣛࣗ࢟

ஙᗂඣᩍ⫱ㄢ⛬ㄽ

࠙➨㸰⾲ࠕ�ࠚᩍ⛉ཬࡧᩍ⛉ࡢᣦᑟἲ࡟㛵ࢆࠖ┠⛉ࡿࡍ㝖ࡃ⛉┠㸦ᗂ⛶ᅬ୍✀චチ≧㸧

චチἲ᪋⾜つ๎࡟ᐃࡿࡵ⛉┠༊ศ➼ ᕥグ࡟ᑐᛂࡿࡍ㛤タᤵᴗ⛉┠

ಟᚓ᪉ἲ➼
┠ࠉ⛉ ᚲせ஦㡯ࡿࡵྵ࡟┠⛉ྛ ༢఩ᩘ ᤵࠉᴗࠉ⛉ࠉ┠

༢఩ᩘ

኱Ꮫ࡟⮬⊃ࡀタ
ᐃࡿࡍ⛉┠

Ꮚࡢࡶ࡝ಖ೺࡜೺ᗣ

２単位

選択必修

－ �3� －

２㸬ᑠ学ᰯ

࠙第１⾲ࠚ教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目（ᑠ学ᰯ୍✀免チ≧）

㸺ᚲ要合ィ༢఩ᩘ㸼ࠉ

外ᅜㄒ ึ等ⱥㄒ教育ㄽ 2

య育 ึ等య育⛉教育ㄽ 2

ᐙᗞ ึ等ᐙᗞ⛉教育ㄽ 2

ᅗ⏬ᕤస ึ等ᅗᕤ⛉教育ㄽ 2

各
教
⛉
の
ᣦ
ᑟ
ἲ

ᅜㄒ
（᭩෗をྵࡴ。）

ึ等ᅜㄒ⛉教育ㄽ 2

理⛉ ึ等理⛉教育ㄽ 2

⟬ᩘ ึ等⟬ᩘ⛉教育ㄽ 2

㡢ᴦ ึ等㡢ᴦ⛉教育ㄽ 2

ᅗ⏬ᕤస

ึ等生活⛉ㄽ 2

♫఍

ึ等ᅗᕤㄽ 2

ึ等♫఍⛉教育ㄽ 2

生活 ึ等生活⛉教育ㄽ 2

。のᚲಟ・㑅ᢥを♧すࡵ注１㸬༢఩ᩘḍのᚲಟ・㑅ᢥは教ဨ免チྲྀᚓのたࠉ
のࠚ⾲第2࠙,ࡵ目は㛤設しないた⛉ྠ,ࡀᚲ要となるࡀとして2༢఩のಟᚓ「自に設ᐃする⛉目⊃ࡀ኱学」注２㸬ࠉ
を充たすᚲ要ࢀࡇてಟᚓした༢఩ᩘで࠼目及び「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」で所ᐃの༢఩を㉸⛉ࠉࠉࠉ
。る࠶ࡀࠉࠉࠉ

ึ等ᐙᗞ⛉ㄽ 2

教
⛉
に
関
す
る
ᑓ
㛛
ⓗ
事
項

ᅜㄒ
（᭩෗をྵࡴ。）

30

ึ等ᅜㄒㄽ 2

ᐙᗞ

2

ึ等理⛉ㄽ 2

㡢ᴦ

2

ึ等⟬ᩘㄽ

ึ等㡢ᴦㄽ 2

「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」,「教育のᇶ♏ⓗ理ゎに関する⛉目」,「㐨ᚨࠊ⥲合ⓗな学⩦
の時間等のᣦᑟἲ及び生ᚐᣦᑟࠊ教育┦ㄯ等に関する⛉目」,「教育ᐇ㊶に関する⛉目」のಟᚓ༢఩ᩘ
の合ィ60ࡀ༢఩௨ୖᚲ要

♫఍

⟬ᩘ

理⛉

生活

外ᅜㄒ ึ等ⱥㄒㄽ 2

య育 ึ等య育ㄽ 2

「教⛉に関するᑓ㛛ⓗ
事項」の㑅ᢥ⛉目から
１㸮༢఩㑅ᢥᚲಟ

ึ等♫఍⛉ㄽ

分ࠉ༊ࠉ目ࠉ⛉ ༢఩ᩘ 㛤設授業⛉目
༢఩ᩘ

ᒚ ಟ ᪉ ἲ
ᚲಟ 㑅ᢥ

㸫 231㸫
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㸦චチἲ᪋⾜つ๎࡟ᐃ᭱ࡿࡵపಟᚓ༢఩ᩘ㸧 㸦ᮏᏛ࡛᭱ࡢపಟᚓ༢఩ᩘ㸧

ᩍ⫋ᐇ㊶₇⩦ � ᩍ⫋ᐇ㊶₇⩦㸦ᗂ࣭ᑠ㸧 �༢఩ᚲಟ

ᩍ⫱ᐇ㊶࡟㛵ࡍ
┠⛉ࡿ

ึ➼ᩍ⫱ᐇᆅ◊✲ �༢఩ᚲಟ

�༢఩ᚲಟ

ィࠉࠉࠉࠉྜ �� ィࠉࠉࠉࠉྜ 3�

࣭ ᩍ⫱ᐇ⩦ �

ึ➼ᩍ⫱஦๓࣭஦ᚋᣦᑟ �༢఩ᚲಟ

⏕ᚐᣦᑟࡢ⌮ㄽཬࡧ᪉ἲ
㐍㊰ᣦᑟཬ࢔ࣜࣕ࢟ࡧᩍ⫱ࡢ⌮ㄽཬࡧ᪉ἲ

ึ➼⏕ᚐᣦᑟㄽ㸦㐍㊰ᣦᑟ
㸧ࡴྵࢆ

�༢఩ᚲಟ

ᩍ⫱┦ㄯ㸦࢝࢘ࣥ࡟ࢢࣥࣜࢭ㛵ࡿࡍᇶ♏ⓗ࡞
▱㆑ࠋࡴྵࢆ㸧ࡢ⌮ㄽཬࡧ᪉ἲ

ึ➼Ꮫᰯᩍ⫱┦ㄯ �༢఩ᚲಟ

≉ูάືࡢᣦᑟἲ ึ➼≉ูάືᣦᑟㄽ �༢఩ᚲಟ

ᩍ⫱ࡢ᪉ἲཬࡧᢏ⾡㸦᝟ሗᶵჾཬࡧᩍᮦࡢά
㸧ࠋࡴྵࢆ⏝

ึ➼ᩍ⫱᪉ἲᏛ�᝟ሗ㏻ಙᢏ⾡
�ࡴྵ⏝άࡢ

�༢఩ᚲಟ

⥲ྜⓗ࡞Ꮫ⩦ࡢ᫬㛫➼ࡢᣦᑟἲ ⥲ྜⓗ࡞Ꮫ⩦ࡢᣦᑟἲ�ᑠ� �༢఩ᚲಟ

ᩍ⫱ㄢ⛬ࡢព⩏ཬࡧ⦅ᡂࡢ᪉ἲ㸦࢝ࣜ࢟ࣗࣛ
㸧ࠋࡴྵࢆࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐࣭࣒

ึ➼࣒࢝ࣜ࢟ࣗࣛㄽ �༢఩ᚲಟ

Ⓨ㐩ᚰ⌮Ꮫ㸦ᗂ࣭ᑠ㸧

㐨ᚨࠊ⥲ྜⓗ࡞
Ꮫ⩦ࡢ᫬㛫➼ࡢ
ᣦᑟἲཬࡧ⏕ᚐ
ᣦᑟࠊᩍ⫱┦ㄯ
┠⛉ࡿࡍ㛵࡟➼

㐨ᚨࡢ⌮ㄽཬࡧᣦᑟἲ

��

ึ➼㐨ᚨᩍ⫱ㄽ

ඣ❺ࡢⓎ㐩࡜Ꮫ⩦

࣭ ᚐ⏕ࡧඣ❺ཬࠊᗂඣࡿࡍ࡜ᚲせࢆᨭ᥼ࡢู≉
ゎ⌮ࡿࡍᑐ࡟

≉ูᨭ᥼ᩍ⫱ධ㛛㸦ᗂ࣭ᑠ㸧

ᩍ⫱ࡢᇶ♏ⓗ⌮
ゎ࡟㛵ࡿࡍ⛉┠

࣭
ᩍ⫱ࡢ⌮ᛕ୪࡟ࡧᩍ⫱࡟㛵ࡿࡍṔྐཬࡧᛮ᝿

�༢఩ᚲಟ

ᩍ⫋ࡢព⩏ཬࡧᩍဨࡢᙺ๭࣭⫋ົෆᐜ㸦࣮ࢳ
࣒Ꮫᰯ㐠Ⴀࡢ࡬ᑐᛂࠋࡴྵࢆ㸧

ᩍ⫋ㄽ㸦ᑠ㸧 �༢఩ᚲಟ

࣭ ᩍ⫱࡟㛵ࡿࡍ♫఍ⓗࠊไᗘⓗཪࡣ⤒Ⴀⓗ஦㡯
㸦Ꮫᰯ࡜ᆅᇦࡢ࡜㐃ᦠཬࡧᏛᰯᏳ඲ࡢ࡬ᑐᛂ
㸧ࠋࡴྵࢆ

ᩍ⫱⾜ᨻᏛ㸦ᗂ࣭ᑠ㸧

��

ᩍ⫱ཎ⌮�ୡ⏺࡜᪥ᮏࡢᏛᰯᩍ⫱� �༢఩ᚲಟ

᪥ᮏᩍ⫱ྐ

ᩍ⫱⤒ႠᏛ㸦ᗂ࣭ᑠ㸧

࣭ ᗂඣࠊඣ❺ཬࡧ⏕ᚐࡢᚰ㌟ࡢⓎ㐩ཬࡧᏛ⩦ࡢ
ㄢ⛬

࠙➨㸰⾲ࠕ�ࠚᩍ⛉ཬࡧᩍ⛉ࡢᣦᑟἲ࡟㛵ࢆࠖ┠⛉ࡿࡍ㝖ࡃ⛉┠㸦ᑠᏛᰯ୍✀චチ≧㸧

චチἲ᪋⾜つ๎࡟ᐃࡿࡵ⛉┠༊ศ➼ ᕥグ࡟ᑐᛂࡿࡍ㛤タᤵᴗ⛉┠

ಟᚓ᪉ἲ➼
┠ࠉ⛉ ᚲせ஦㡯ࡿࡵྵ࡟┠⛉ྛ ༢఩ᩘ ᤵࠉᴗࠉ⛉ࠉ┠

༢఩ᩘ

２単位

選択必修

２単位

選択必修
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㸦චチἲ᪋⾜つ๎࡟ᐃ᭱ࡿࡵపಟᚓ༢఩ᩘ㸧 㸦ᮏᏛ࡛᭱ࡢపಟᚓ༢఩ᩘ㸧

ᩍ⫋ᐇ㊶₇⩦ � ᩍ⫋ᐇ㊶₇⩦㸦ᗂ࣭ᑠ㸧 �༢఩ᚲಟ

ᩍ⫱ᐇ㊶࡟㛵ࡍ
┠⛉ࡿ

ึ➼ᩍ⫱ᐇᆅ◊✲ �༢఩ᚲಟ

�༢఩ᚲಟ
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࣭ ᩍ⫱ᐇ⩦ �

ึ➼ᩍ⫱஦๓࣭஦ᚋᣦᑟ �༢఩ᚲಟ

⏕ᚐᣦᑟࡢ⌮ㄽཬࡧ᪉ἲ
㐍㊰ᣦᑟཬ࢔ࣜࣕ࢟ࡧᩍ⫱ࡢ⌮ㄽཬࡧ᪉ἲ

ึ➼⏕ᚐᣦᑟㄽ㸦㐍㊰ᣦᑟ
㸧ࡴྵࢆ

�༢఩ᚲಟ

ᩍ⫱┦ㄯ㸦࢝࢘ࣥ࡟ࢢࣥࣜࢭ㛵ࡿࡍᇶ♏ⓗ࡞
▱㆑ࠋࡴྵࢆ㸧ࡢ⌮ㄽཬࡧ᪉ἲ

ึ➼Ꮫᰯᩍ⫱┦ㄯ �༢఩ᚲಟ

≉ูάືࡢᣦᑟἲ ึ➼≉ูάືᣦᑟㄽ �༢఩ᚲಟ

ᩍ⫱ࡢ᪉ἲཬࡧᢏ⾡㸦᝟ሗᶵჾཬࡧᩍᮦࡢά
㸧ࠋࡴྵࢆ⏝

ึ➼ᩍ⫱᪉ἲᏛ�᝟ሗ㏻ಙᢏ⾡
�ࡴྵ⏝άࡢ

�༢఩ᚲಟ

⥲ྜⓗ࡞Ꮫ⩦ࡢ᫬㛫➼ࡢᣦᑟἲ ⥲ྜⓗ࡞Ꮫ⩦ࡢᣦᑟἲ�ᑠ� �༢఩ᚲಟ

ᩍ⫱ㄢ⛬ࡢព⩏ཬࡧ⦅ᡂࡢ᪉ἲ㸦࢝ࣜ࢟ࣗࣛ
㸧ࠋࡴྵࢆࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐࣭࣒

ึ➼࣒࢝ࣜ࢟ࣗࣛㄽ �༢఩ᚲಟ

Ⓨ㐩ᚰ⌮Ꮫ㸦ᗂ࣭ᑠ㸧

㐨ᚨࠊ⥲ྜⓗ࡞
Ꮫ⩦ࡢ᫬㛫➼ࡢ
ᣦᑟἲཬࡧ⏕ᚐ
ᣦᑟࠊᩍ⫱┦ㄯ
┠⛉ࡿࡍ㛵࡟➼

㐨ᚨࡢ⌮ㄽཬࡧᣦᑟἲ

��

ึ➼㐨ᚨᩍ⫱ㄽ

ඣ❺ࡢⓎ㐩࡜Ꮫ⩦

࣭ ᚐ⏕ࡧඣ❺ཬࠊᗂඣࡿࡍ࡜ᚲせࢆᨭ᥼ࡢู≉
ゎ⌮ࡿࡍᑐ࡟

≉ูᨭ᥼ᩍ⫱ධ㛛㸦ᗂ࣭ᑠ㸧

ᩍ⫱ࡢᇶ♏ⓗ⌮
ゎ࡟㛵ࡿࡍ⛉┠

࣭
ᩍ⫱ࡢ⌮ᛕ୪࡟ࡧᩍ⫱࡟㛵ࡿࡍṔྐཬࡧᛮ᝿

�༢఩ᚲಟ

ᩍ⫋ࡢព⩏ཬࡧᩍဨࡢᙺ๭࣭⫋ົෆᐜ㸦࣮ࢳ
࣒Ꮫᰯ㐠Ⴀࡢ࡬ᑐᛂࠋࡴྵࢆ㸧

ᩍ⫋ㄽ㸦ᑠ㸧 �༢఩ᚲಟ

࣭ ᩍ⫱࡟㛵ࡿࡍ♫఍ⓗࠊไᗘⓗཪࡣ⤒Ⴀⓗ஦㡯
㸦Ꮫᰯ࡜ᆅᇦࡢ࡜㐃ᦠཬࡧᏛᰯᏳ඲ࡢ࡬ᑐᛂ
㸧ࠋࡴྵࢆ

ᩍ⫱⾜ᨻᏛ㸦ᗂ࣭ᑠ㸧

��

ᩍ⫱ཎ⌮�ୡ⏺࡜᪥ᮏࡢᏛᰯᩍ⫱� �༢఩ᚲಟ

᪥ᮏᩍ⫱ྐ

ᩍ⫱⤒ႠᏛ㸦ᗂ࣭ᑠ㸧

࣭ ᗂඣࠊඣ❺ཬࡧ⏕ᚐࡢᚰ㌟ࡢⓎ㐩ཬࡧᏛ⩦ࡢ
ㄢ⛬

࠙➨㸰⾲ࠕ�ࠚᩍ⛉ཬࡧᩍ⛉ࡢᣦᑟἲ࡟㛵ࢆࠖ┠⛉ࡿࡍ㝖ࡃ⛉┠㸦ᑠᏛᰯ୍✀චチ≧㸧

චチἲ᪋⾜つ๎࡟ᐃࡿࡵ⛉┠༊ศ➼ ᕥグ࡟ᑐᛂࡿࡍ㛤タᤵᴗ⛉┠

ಟᚓ᪉ἲ➼
┠ࠉ⛉ ᚲせ஦㡯ࡿࡵྵ࡟┠⛉ྛ ༢఩ᩘ ᤵࠉᴗࠉ⛉ࠉ┠

༢఩ᩘ

２単位

選択必修

２単位

選択必修

－ �3� －

３㸬୰学ᰯ及び㧗等学ᰯ
࠙第１⾲ࠚ教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目

㸺ᚲ要合ィ༢఩ᩘ㸼ࠉ

2

2ㄽ໬ᩥ࢝ࣜメア

2

2㹂ㄽ育教⛉ㄒⱥ

2

ⱥㄒ⛉教育ㄽ㸿

2

ⱥㄒ⛉教育ㄽ㹁

2

。のᚲಟ・㑅ᢥを♧すࡵ注１㸬༢఩ᩘḍのᚲಟ・㑅ᢥは教ဨ免チྲྀᚓのたࠉ
の⛉目及びࠚ⾲第２࠙�ࡵ目は㛤設しないた⛉ྠ,ࡀᚲ要となるࡀとして�༢఩のಟᚓ「自に設ᐃする⛉目⊃ࡀ኱学」注２㸬ࠉ
。る࠶ࡀを充たすᚲ要ࢀࡇてಟᚓした༢఩ᩘで࠼で所ᐃの༢఩を㉸「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」ࠉࠉࠉ

「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」�「教育のᇶ♏ⓗ理ゎに関する⛉目」�「㐨ᚨࠊ⥲合ⓗな学⩦の時間等のᣦ
ᑟἲ及び生ᚐᣦᑟࠊ教育┦ㄯ等に関する⛉目」�「教育ᐇ㊶に関する⛉目」のಟᚓ༢఩ᩘの合ィ�9ࡀ༢఩௨ୖᚲ要

2㹃ㄽ育教⛉ㄒⱥ

各教⛉のᣦᑟἲ
�᝟ሗ㏻ಙᢏ⾡の活用をྵࡴ。�

2

2ㄽ໬ᩥ㇟⾲௦⌧㏆

アメࣜ࢝♫఍ㄽ

「教⛉に関するᑓ㛛
ⓗ事項」及び「各教
⛉のᣦᑟἲ（᝟ሗᶵ
ჾ及び教ᮦの活用を
⛉の㑅ᢥ「（。ࡴྵ
目から㸶༢఩㑅ᢥᚲ
ಟ

2ㄽンࣙࢥ࣑ࣗࢽࢣ࣮ࢩヂ⩻

ⱥ⡿ࢡࢸストᩥ໬ㄽ 2

2ㄽ໬ᩥ఍♫スࣜࢠイ

Academic CommunicatioQ（ⱥ） 2

$FDGHPLF :ULWLQJ（ⱥ） 2

English Presentation Skills

教

⛉

に

関

す

る

ᑓ

㛛

ⓗ

事

項

ⱥㄒ学

28

ン⾲⌧ㄽࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ

2ㄽᚓ⩦ㄒゝ二第

ⱥㄒᩥ学

ⱥㄒࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン

2

ⱥㄒ⛉教育ㄽ㹀

㉺ቃᩥ学ㄽ

␗ᩥ໬理ゎ

㉺ቃᩥ໬ᙧᡂㄽ

2

㡢ኌࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥンㄽ 2

2ㄽ㐀ᵓㄒゝ

୰学ᰯ教ㅍ第୍✀免チ≧（ⱥㄒ）

分ࠉ༊ࠉ目ࠉ⛉ ༢఩ᩘ 㛤設授業⛉目
༢఩ᩘ

ᒚ ಟ ᪉ ἲ
ᚲಟ 㑅ᢥ

６༢఩㑅ᢥ

ᚲಟ

㸫 23� 㸫



㸺ᚲ要合ィ༢఩ᩘ㸼ࠉ

。のᚲಟ・㑅ᢥを♧すࡵ注１㸬༢఩ᩘḍのᚲಟ・㑅ᢥは教ဨ免チྲྀᚓのたࠉ
の⛉目及びࠚ⾲第２࠙�ࡵ目は㛤設しないた⛉ྠ,ࡀᚲ要となるࡀとして12༢఩のಟᚓ「自に設ᐃする⛉目⊃ࡀ኱学」注２㸬ࠉ
。る࠶ࡀを充たすᚲ要ࢀࡇてಟᚓした༢఩ᩘで࠼で所ᐃの༢఩を㉸「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」ࠉࠉࠉ

「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」�「教育のᇶ♏ⓗ理ゎに関する⛉目」�「㐨ᚨࠊ⥲合ⓗな学⩦の時間等のᣦ
ᑟἲ及び生ᚐᣦᑟࠊ教育┦ㄯ等に関する⛉目」�「教育ᐇ㊶に関する⛉目」のಟᚓ༢఩ᩘの合ィ�9ࡀ༢఩௨ୖᚲ要

2ㄽ学ᩥቃ㉺

2ㄽ໬ᩥ࢝ࣜメア

2

2㹂ㄽ育教⛉ㄒⱥ

2㹃ㄽ育教⛉ㄒⱥ

2ㄽ఍♫࢝ࣜメア

各教⛉のᣦᑟἲ
�᝟ሗ㏻ಙᢏ⾡の活用をྵࡴ。�

ⱥㄒ⛉教育ㄽ㸿 2

ⱥㄒ⛉教育ㄽ㹀 2

ⱥㄒ⛉教育ㄽ㹁

␗ᩥ໬理ゎ

㉺ቃᩥ໬ᙧᡂㄽ 2

㏆⌧௦⾲㇟ᩥ໬ㄽ 2

ⱥㄒࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン

Academic CommunicatioQ（ⱥ） 2

$FDGHPLF :ULWLQJ（ⱥ） 2

English Presentation Skills 2

第二ゝㄒ⩦ᚓㄽ 2

ⱥㄒᩥ学

ⱥ⡿ࢡࢸストᩥ໬ㄽ 2

イࣜࢠス♫఍ᩥ໬ㄽ 2

「教⛉に関するᑓ
㛛ⓗ事項」及び
「各教⛉のᣦᑟἲ
（᝟ሗᶵჾ及び教
ᮦの活用をྵ
⛉の㑅ᢥ「（。ࡴ
目から㸶༢఩㑅ᢥ
ᚲಟ

⩻ヂࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥンㄽ 2

教

⛉

に

関

す

る

ᑓ

㛛

ⓗ

事

項

ⱥㄒ学

2�

ン⾲⌧ㄽࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ 2

㡢ኌࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥンㄽ 2

ゝㄒᵓ㐀ㄽ 2

㧗等学ᰯ教ㅍ第୍✀免チ≧（ⱥㄒ）

分ࠉ༊ࠉ目ࠉ⛉ ༢఩ᩘ 㛤設授業⛉目
༢఩ᩘ

ᒚ ಟ ᪉ ἲ
ᚲಟ 㑅ᢥ

䠎༢఩㑅ᢥ

ᚲಟ
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㸺ᚲ要合ィ༢఩ᩘ㸼ࠉ

学ᰯ保健（ᑠඣ保健ࠊ⢭⚄保健ࠊ学
ᰯᏳ඲ࡼ࠾びᩆᛴฎ⨨をྵࡴ）

身య㐠動のࢲイࢡ࣑ࢼス

ンス１ࢲン࣏ラ࣮ࣜࢸンࢥ
ᰂ㐨ᐇ⩦

㐠動᪉ἲ学
身య࣐ࢪࢿメント研究

1

2

⾨生学・බ⾗⾨生学

ンㄽࣙࢩ࣮ࣔࣟࣉ࢕ࢸࣇ࣮ࢭ

2

2
2

୰学ᰯ教ㅍ第୍✀免チ≧（保健య育）

分ࠉ༊ࠉ目ࠉ⛉ ༢఩ᩘ 㛤設授業⛉目
༢఩ᩘ

ᒚ ಟ ᪉ ἲ
ᚲಟ 㑅ᢥ
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る

ᑓ

㛛

ⓗ

事

項

⩦スᐇࢡ࢕ࢸスࢼ࣒ࢪ 0.5

2

1

⎔ቃ保健学

0.5

「య育ཎ理ࠊయ育心理学ࠊయ育⤒Ⴀ
管理学ࠊయ育♫఍学ࠊయ育ྐ」・㐠

動学（㐠動᪉ἲ学をྵࡴ）

0.5

0.5

トラࢡࢵ	࣮࢕ࣇルࢻᐇ⩦

㐠動心理学

࣮࣎ルࢬ࣒࣮ࢤᐇ⩦

ンㄽࣙࢩ࣮ࣔࣟࣉࢶス࣏࣮ࠉ

。のᚲಟ・㑅ᢥを♧すࡵ注１㸬༢఩ᩘḍのᚲಟ・㑅ᢥは教ဨ免チྲྀᚓのたࠉ
の⛉目及びࠚ⾲第２࠙�ࡵ目は㛤設しないた⛉ྠ,ࡀᚲ要となるࡀとして�༢఩のಟᚓ「自に設ᐃする⛉目⊃ࡀ኱学」注２㸬ࠉ
。る࠶ࡀを充たすᚲ要ࢀࡇてಟᚓした༢఩ᩘで࠼で所ᐃの༢఩を㉸「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」ࠉࠉࠉ

「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」�「教育のᇶ♏ⓗ理ゎに関する⛉目」�「㐨ᚨࠊ⥲合ⓗな学⩦の時間等のᣦᑟ
ἲ及び生ᚐᣦᑟࠊ教育┦ㄯ等に関する⛉目」�「教育ᐇ㊶に関する⛉目」のಟᚓ༢఩ᩘの合ィ�1ࡀ༢఩௨ୖᚲ要

保健య育⛉教育ㄽ㹂 2

各教⛉のᣦᑟἲ
�᝟ሗ㏻ಙᢏ⾡の活用をྵࡴ。�

保健య育⛉教育ㄽ㸿 2

保健య育⛉教育ㄽ㹁 2

保健య育⛉教育ㄽ㹀 2

බ⾗⾨生学 2

健康教育ㄽ

生理学（㐠動生理学をྵࡴ）

2

からだのᵓ㐀とᶵ⬟（ேయのᵓ
㐀とᶵ⬟及び⑌⑓）

2

2
健康㐠動⛉学

28.5

య育ᐇᢏ

身య㐠動のᩥ໬ྐ

スイ࣑ンࢢ	アࢡアࢡࢵ࢕ࢸス
⩦ᐇࢶ࣮࣏

0.5

2
2

⢭⚄生理学 2

䠎༢఩

㑅ᢥᚲಟ

䠐༢఩

㑅ᢥᚲಟ

㸫 23� 㸫



㸺ᚲ要合ィ༢఩ᩘ㸼ࠉ

保健య育⛉教育ㄽ㸿 2

保健య育⛉教育ㄽ㹂

㧗等学ᰯ教ㅍ第୍✀免チ≧（保健య育）

分ࠉ༊ࠉ目ࠉ⛉ ༢఩ᩘ 㛤設授業⛉目
༢఩ᩘ

ᒚ ಟ ᪉ ἲ
ᚲಟ 㑅ᢥ

「య育ཎ理ࠊయ育心理学ࠊయ育⤒Ⴀ
管理学ࠊయ育♫఍学ࠊయ育ྐ」・㐠

動学（㐠動᪉ἲ学をྵࡴ）

㐠動心理学

。のᚲಟ・㑅ᢥを♧すࡵ注１㸬༢఩ᩘḍのᚲಟ・㑅ᢥは教ဨ免チྲྀᚓのたࠉ
の⛉目及びࠚ⾲第２࠙�ࡵ目は㛤設しないた⛉ྠ,ࡀᚲ要となるࡀとして12༢఩のಟᚓ「自に設ᐃする⛉目⊃ࡀ኱学」注２㸬ࠉ
。る࠶ࡀを充たすᚲ要ࢀࡇてಟᚓした༢఩ᩘで࠼で所ᐃの༢఩を㉸「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」ࠉࠉࠉ

「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」�「教育のᇶ♏ⓗ理ゎに関する⛉目」�「㐨ᚨࠊ⥲合ⓗな学⩦の時間等のᣦᑟ
ἲ及び生ᚐᣦᑟࠊ教育┦ㄯ等に関する⛉目」�「教育ᐇ㊶に関する⛉目」のಟᚓ༢఩ᩘの合ィ�9ࡀ༢఩௨ୖᚲ要

保健య育⛉教育ㄽ㹀 2

保健య育⛉教育ㄽ㹁

2

教

⛉

に

関

す

る

ᑓ

㛛

ⓗ

事

項

య育ᐇᢏ

⩦スᐇࢡ࢕ࢸスࢼ࣒ࢪ 0��
トラࢡࢵ	࣮࢕ࣇルࢻᐇ⩦ 0��
スイ࣑ンࢢ	アࢡアࢡࢵ࢕ࢸス
⩦ᐇࢶ࣮࣏

0��

࣮࣎ルࢬ࣒࣮ࢤᐇ⩦ 0��
ᰂ㐨ᐇ⩦ 0��
ンス１ࢲン࣏ラ࣮ࣜࢸンࢥ 1

生理学（㐠動生理学をྵࡴ）

からだのᵓ㐀とᶵ⬟（ேయのᵓ
㐀とᶵ⬟及び⑌⑓）

2

身య㐠動のࢲイࢡ࣑ࢼス 2
健康㐠動⛉学 2

学ᰯ保健（ᑠඣ保健ࠊ⢭⚄保健ࠊ学
ᰯᏳ඲ࡼ࠾びᩆᛴฎ⨨をྵࡴ）

健康教育ㄽ 2
⢭⚄生理学 2
ンㄽࣙࢩ࣮ࣔࣟࣉ࢕ࢸࣇ࣮ࢭ 1

2���

各教⛉のᣦᑟἲ
�᝟ሗ㏻ಙᢏ⾡の活用をྵࡴ。�

2

2

身య㐠動のᩥ໬ྐ
ンㄽࣙࢩ࣮ࣔࣟࣉࢶス࣏࣮ࠉ 2

⾨生学・බ⾗⾨生学
බ⾗⾨生学 2
⎔ቃ保健学 2

2
身య࣐ࢪࢿメント研究 2
㐠動᪉ἲ学 2

䠐༢఩

㑅ᢥᚲಟ

䠎༢఩

㑅ᢥᚲಟ

㸫 23� 㸫



㸺ᚲ要合ィ༢఩ᩘ㸼ࠉ

保健య育⛉教育ㄽ㸿 2

保健య育⛉教育ㄽ㹂

㧗等学ᰯ教ㅍ第୍✀免チ≧（保健య育）

分ࠉ༊ࠉ目ࠉ⛉ ༢఩ᩘ 㛤設授業⛉目
༢఩ᩘ

ᒚ ಟ ᪉ ἲ
ᚲಟ 㑅ᢥ

「య育ཎ理ࠊయ育心理学ࠊయ育⤒Ⴀ
管理学ࠊయ育♫఍学ࠊయ育ྐ」・㐠

動学（㐠動᪉ἲ学をྵࡴ）

㐠動心理学

。のᚲಟ・㑅ᢥを♧すࡵ注１㸬༢఩ᩘḍのᚲಟ・㑅ᢥは教ဨ免チྲྀᚓのたࠉ
の⛉目及びࠚ⾲第２࠙�ࡵ目は㛤設しないた⛉ྠ,ࡀᚲ要となるࡀとして12༢఩のಟᚓ「自に設ᐃする⛉目⊃ࡀ኱学」注２㸬ࠉ
。る࠶ࡀを充たすᚲ要ࢀࡇてಟᚓした༢఩ᩘで࠼で所ᐃの༢఩を㉸「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」ࠉࠉࠉ

「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」�「教育のᇶ♏ⓗ理ゎに関する⛉目」�「㐨ᚨࠊ⥲合ⓗな学⩦の時間等のᣦᑟ
ἲ及び生ᚐᣦᑟࠊ教育┦ㄯ等に関する⛉目」�「教育ᐇ㊶に関する⛉目」のಟᚓ༢఩ᩘの合ィ�9ࡀ༢఩௨ୖᚲ要

保健య育⛉教育ㄽ㹀 2

保健య育⛉教育ㄽ㹁

2

教

⛉

に

関

す

る

ᑓ

㛛

ⓗ

事

項

య育ᐇᢏ

⩦スᐇࢡ࢕ࢸスࢼ࣒ࢪ 0��
トラࢡࢵ	࣮࢕ࣇルࢻᐇ⩦ 0��
スイ࣑ンࢢ	アࢡアࢡࢵ࢕ࢸス
⩦ᐇࢶ࣮࣏

0��

࣮࣎ルࢬ࣒࣮ࢤᐇ⩦ 0��
ᰂ㐨ᐇ⩦ 0��
ンス１ࢲン࣏ラ࣮ࣜࢸンࢥ 1

生理学（㐠動生理学をྵࡴ）

からだのᵓ㐀とᶵ⬟（ேయのᵓ
㐀とᶵ⬟及び⑌⑓）

2

身య㐠動のࢲイࢡ࣑ࢼス 2
健康㐠動⛉学 2

学ᰯ保健（ᑠඣ保健ࠊ⢭⚄保健ࠊ学
ᰯᏳ඲ࡼ࠾びᩆᛴฎ⨨をྵࡴ）

健康教育ㄽ 2
⢭⚄生理学 2
ンㄽࣙࢩ࣮ࣔࣟࣉ࢕ࢸࣇ࣮ࢭ 1

2���

各教⛉のᣦᑟἲ
�᝟ሗ㏻ಙᢏ⾡の活用をྵࡴ。�

2

2

身య㐠動のᩥ໬ྐ
ンㄽࣙࢩ࣮ࣔࣟࣉࢶス࣏࣮ࠉ 2

⾨生学・බ⾗⾨生学
බ⾗⾨生学 2
⎔ቃ保健学 2

2
身య࣐ࢪࢿメント研究 2
㐠動᪉ἲ学 2

䠐༢఩

㑅ᢥᚲಟ

䠎༢఩

㑅ᢥᚲಟ

㸺ᚲ要合ィ༢఩ᩘ㸼ࠉ

ᣦ᥹ἲ

「教⛉に関するᑓ㛛ⓗ
事項」の㑅ᢥ⛉目から
２༢఩㑅ᢥᚲಟ

㡢ᴦ理ㄽ・స᭤ἲ（⦅᭤ἲをྵ
㡢ᴦྐ（日本のఏ⤫㡢ᴦ及・（。ࡴ

びㅖẸ᪘の㡢ᴦをྵࡴ。）

2

⩦₇ዌ₇ࣀアࣆ

2

1

28

2

ჾᴦ（合ዌ及びకዌ୪びに和ᴦჾを
。ࡴྵ

2

㡢ᴦᩥ໬ྐ２

㡢ᴦ⛉教育ㄽ㹀

ࣗࢪ࣮࢙ࣇルࢯ

㡢ᴦ⛉教育ㄽ㹂 2

各教⛉のᣦᑟἲ
(᝟ሗ㏻ಙᢏ⾡の活用をྵࡴ。)

㡢ᴦ⛉教育ㄽ㸿 2

1

ჾᴦアンࢧンࣈル２

「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」,「教育のᇶ♏ⓗ理ゎに関する⛉目」,「㐨ᚨࠊ⥲合ⓗな学⩦の時間等のᣦᑟ
ἲ及び生ᚐᣦᑟࠊ教育┦ㄯ等に関する⛉目」,「教育ᐇ㊶に関する⛉目」のಟᚓ༢఩ᩘの合ィ59ࡀ༢఩௨ୖᚲ要

1

インࢨࢹࢻン࢘ࢧ 1

2

1

㡢ᴦ⛉教育ㄽ㹁 2

日本ᩥ໬஺ὶㄽ

2

࢚ス１࣮ࢪࣟࢥࢪ࣮࣑ࣗࣀ 1

と㡢ᴦ࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ

1

。のᚲಟ・㑅ᢥを♧すࡵ注１㸬༢఩ᩘḍのᚲಟ・㑅ᢥは教ဨ免チྲྀᚓのたࠉ
の⛉目及びࠚ⾲第２࠙,ࡵ目は㛤設しないた⛉ྠ,ࡀᚲ要となるࡀとして4༢఩のಟᚓ「自に設ᐃする⛉目⊃ࡀ኱学」注２㸬ࠉ
。る࠶ࡀを充たすᚲ要ࢀࡇてಟᚓした༢఩ᩘで࠼で所ᐃの༢఩を㉸「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」ࠉࠉࠉ

2

㡢ᴦ㞟ᅋ活動ㄽ２
㸤 ࣮ࣜ࢜ࢭࢡࢵࢪ࣮࣑ࣗ
アࢩࣜࢼス

2

ኌᴦకዌ⾲⌧₇⩦
Ẹ᪘㡢ᴦ₇ዌ₇⩦１
Ẹ᪘㡢ᴦ₇ዌ₇⩦２
㑥ᴦჾ₇ዌἲ

1

アトࣜ࢝ル・ア࣮トㄽࢩ

࢚ス２࣮ࢪࣟࢥࢪ࣮࣑ࣗࣀ

1

㡢ᴦస品研究 2

୰学ᰯ教ㅍ第୍✀免チ≧（㡢ᴦ）

分ࠉ༊ࠉ目ࠉ⛉ ༢఩ᩘ 㛤設授業⛉目
༢఩ᩘ

ᒚ ಟ ᪉ ἲ
ᚲಟ 㑅ᢥ

教

⛉

に

関

す

る

ᑓ

㛛

ⓗ

事

項

ࣗࢪ࣮࢙ࣇルࢯ
ኌᴦアンࢧンࣈル１ 1
ኌᴦアンࢧンࣈル２

1

2

㡢ᴦ㞟ᅋ活動ㄽ１ 1

࣮ࣆラࢭࢡࢵࢪ࣮࣑ࣗ

1
ኌᴦ⾲⌧₇⩦

㡢ᴦᩥ໬ྐ１ 1

1

㑥ᴦḷၐἲ

ኌᴦ（合ၐ及び日本のఏ⤫ⓗなḷၐ
をྵࡴ。

1
ჾᴦアンࢧンࣈル１

㸫 237㸫㸫 239 㸫



㸺ᚲ要合ィ༢఩ᩘ㸼ࠉ

「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」,「教育のᇶ♏ⓗ理ゎに関する⛉目」,「㐨ᚨࠊ⥲合ⓗな学⩦の時間等の
ᣦᑟἲ及び生ᚐᣦᑟࠊ教育┦ㄯ等に関する⛉目」,「教育ᐇ㊶に関する⛉目」のಟᚓ༢఩ᩘの合ィ59ࡀ༢఩௨ୖ
ᚲ要

㧗等学ᰯ教ㅍ第୍✀免チ≧（㡢ᴦ）

分ࠉ༊ࠉ目ࠉ⛉ ༢఩ᩘ 㛤設授業⛉目
༢఩ᩘ

ᒚ ಟ ᪉ ἲ
ᚲಟ 㑅ᢥ

。のᚲಟ・㑅ᢥを♧すࡵ注１㸬༢఩ᩘḍのᚲಟ・㑅ᢥは教ဨ免チྲྀᚓのたࠉ
の⛉目ࠚ⾲第２࠙,ࡵ目は㛤設しないた⛉ྠ,ࡀᚲ要となるࡀとして12༢఩のಟᚓ「自に設ᐃする⛉目⊃ࡀ኱学」注２㸬ࠉ
。る࠶ࡀを充たすᚲ要ࢀࡇてಟᚓした༢఩ᩘで࠼及び「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」で所ᐃの༢఩を㉸ࠉࠉࠉ

教

⛉

に

関

す

る

ᑓ

㛛

ⓗ

事

項

ࣗࢪ࣮࢙ࣇルࢯ

24

ࣗࢪ࣮࢙ࣇルࢯ 2

「教⛉に関するᑓ㛛ⓗ
事項」の㑅ᢥ⛉目から
２༢఩㑅ᢥᚲಟ

ኌᴦ（合ၐ及び日本のఏ⤫ⓗな
ḷၐをྵࡴ。

ኌᴦアンࢧンࣈル１ 1
ኌᴦアンࢧンࣈル２ 1
ኌᴦ⾲⌧₇⩦ 2
㑥ᴦḷၐἲ 1

ჾᴦ（合ዌ及びకዌ୪びに和ᴦ
ჾをྵࡴ。

ჾᴦアンࢧンࣈル１ 1
ჾᴦアンࢧンࣈル２ 1
⩦₇ዌ₇ࣀアࣆ 2
ኌᴦకዌ⾲⌧₇⩦ 1
Ẹ᪘㡢ᴦ₇ዌ₇⩦１ 1
Ẹ᪘㡢ᴦ₇ዌ₇⩦２ 1
㑥ᴦჾ₇ዌἲ 1

ᣦ᥹ἲ
㡢ᴦ㞟ᅋ活動ㄽ１ 1
㡢ᴦ㞟ᅋ活動ㄽ２ 1

㡢ᴦ理ㄽ・స᭤ἲ（⦅᭤ἲをྵ
㡢ᴦྐ（日本のఏ⤫㡢・（。ࡴ
ᴦ及びㅖẸ᪘の㡢ᴦをྵࡴ。）

㸤 ࣮ࣜ࢜ࢭࢡࢵࢪ࣮࣑ࣗ
アࢩࣜࢼス

2

インࢨࢹࢻン࢘ࢧ 1
㡢ᴦస品研究 2
㡢ᴦᩥ໬ྐ１ 1
㡢ᴦᩥ໬ྐ２ 1
アトࣜ࢝ル・ア࣮トㄽࢩ 2
࢚ス１࣮ࢪࣟࢥࢪ࣮࣑ࣗࣀ 1
࢚ス２࣮ࢪࣟࢥࢪ࣮࣑ࣗࣀ 1
と㡢ᴦ࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ 2
࣮ࣆラࢭࢡࢵࢪ࣮࣑ࣗ 2
日本ᩥ໬஺ὶㄽ 2

2

2

2
各教⛉のᣦᑟἲ

(᝟ሗ㏻ಙᢏ⾡の活用をྵࡴ。)

㡢ᴦ⛉教育ㄽ㸿 2

㡢ᴦ⛉教育ㄽ㹀

㡢ᴦ⛉教育ㄽ㹁

㡢ᴦ⛉教育ㄽ㹂

䠎༢఩

㑅ᢥᚲಟ

㸫 238㸫㸫 2�0 㸫



㸺ᚲ要合ィ༢఩ᩘ㸼ࠉ

「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」,「教育のᇶ♏ⓗ理ゎに関する⛉目」,「㐨ᚨࠊ⥲合ⓗな学⩦の時間等の
ᣦᑟἲ及び生ᚐᣦᑟࠊ教育┦ㄯ等に関する⛉目」,「教育ᐇ㊶に関する⛉目」のಟᚓ༢఩ᩘの合ィ59ࡀ༢఩௨ୖ
ᚲ要

㧗等学ᰯ教ㅍ第୍✀免チ≧（㡢ᴦ）

分ࠉ༊ࠉ目ࠉ⛉ ༢఩ᩘ 㛤設授業⛉目
༢఩ᩘ

ᒚ ಟ ᪉ ἲ
ᚲಟ 㑅ᢥ

。のᚲಟ・㑅ᢥを♧すࡵ注１㸬༢఩ᩘḍのᚲಟ・㑅ᢥは教ဨ免チྲྀᚓのたࠉ
の⛉目ࠚ⾲第２࠙,ࡵ目は㛤設しないた⛉ྠ,ࡀᚲ要となるࡀとして12༢఩のಟᚓ「自に設ᐃする⛉目⊃ࡀ኱学」注２㸬ࠉ
。る࠶ࡀを充たすᚲ要ࢀࡇてಟᚓした༢఩ᩘで࠼及び「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」で所ᐃの༢఩を㉸ࠉࠉࠉ

教

⛉

に

関

す

る

ᑓ

㛛

ⓗ

事

項

ࣗࢪ࣮࢙ࣇルࢯ

24

ࣗࢪ࣮࢙ࣇルࢯ 2

「教⛉に関するᑓ㛛ⓗ
事項」の㑅ᢥ⛉目から
２༢఩㑅ᢥᚲಟ

ኌᴦ（合ၐ及び日本のఏ⤫ⓗな
ḷၐをྵࡴ。

ኌᴦアンࢧンࣈル１ 1
ኌᴦアンࢧンࣈル２ 1
ኌᴦ⾲⌧₇⩦ 2
㑥ᴦḷၐἲ 1

ჾᴦ（合ዌ及びకዌ୪びに和ᴦ
ჾをྵࡴ。

ჾᴦアンࢧンࣈル１ 1
ჾᴦアンࢧンࣈル２ 1
⩦₇ዌ₇ࣀアࣆ 2
ኌᴦకዌ⾲⌧₇⩦ 1
Ẹ᪘㡢ᴦ₇ዌ₇⩦１ 1
Ẹ᪘㡢ᴦ₇ዌ₇⩦２ 1
㑥ᴦჾ₇ዌἲ 1

ᣦ᥹ἲ
㡢ᴦ㞟ᅋ活動ㄽ１ 1
㡢ᴦ㞟ᅋ活動ㄽ２ 1

㡢ᴦ理ㄽ・స᭤ἲ（⦅᭤ἲをྵ
㡢ᴦྐ（日本のఏ⤫㡢・（。ࡴ
ᴦ及びㅖẸ᪘の㡢ᴦをྵࡴ。）

㸤 ࣮ࣜ࢜ࢭࢡࢵࢪ࣮࣑ࣗ
アࢩࣜࢼス

2

インࢨࢹࢻン࢘ࢧ 1
㡢ᴦస品研究 2
㡢ᴦᩥ໬ྐ１ 1
㡢ᴦᩥ໬ྐ２ 1
アトࣜ࢝ル・ア࣮トㄽࢩ 2
࢚ス１࣮ࢪࣟࢥࢪ࣮࣑ࣗࣀ 1
࢚ス２࣮ࢪࣟࢥࢪ࣮࣑ࣗࣀ 1
と㡢ᴦ࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ 2
࣮ࣆラࢭࢡࢵࢪ࣮࣑ࣗ 2
日本ᩥ໬஺ὶㄽ 2

2

2

2
各教⛉のᣦᑟἲ

(᝟ሗ㏻ಙᢏ⾡の活用をྵࡴ。)

㡢ᴦ⛉教育ㄽ㸿 2

㡢ᴦ⛉教育ㄽ㹀

㡢ᴦ⛉教育ㄽ㹁

㡢ᴦ⛉教育ㄽ㹂

䠎༢఩

㑅ᢥᚲಟ

㸫 238㸫

㸺ᚲ要合ィ༢఩ᩘ㸼ࠉ

୰学ᰯ教ㅍ第୍✀免チ≧（⨾⾡）

分ࠉ༊ࠉ目ࠉ⛉ ༢఩ᩘ 㛤設授業⛉目
༢఩ᩘ

ᒚ ಟ ᪉ ἲ
ᚲಟ 㑅ᢥ

⤮⏬（ᫎീメ࢕ࢹア⾲⌧をྵ
（。ࡴ

᙮้

イ࢚ンスࢧࢡࢵ࢕ࣇラࢢ

教
⛉
に
関
す
る
ᑓ
㛛
ⓗ
事
項

⤮⏬ア࣮トᐇ㊶
ඛ➃⾲⌧₇⩦

ᫎീ・メ࢕ࢹアㄽ₇⩦

ᗄఱࢨࢹインとどぬఏ㐩

ⱁ⾡ᢈホ₇⩦

▱ぬと⾜Ⅽ（▱ぬ・ㄆ▱心理学）
๰㐀のⓎ᝿とࢭࣟࣉスB

✵間ア࣮トᐇ㊶

✵間㐀ᙧㄽ

ア⾲⌧を࢕ࢹイン（ᫎീメࢨࢹ
（。ࡴྵ

⨾⾡理ㄽ・⨾⾡ྐ（㚷㈹୪びに
日本のఏ⤫⨾⾡及びアࢪアの⨾

⾡をྵࡴ。）

。のᚲಟ・㑅ᢥを♧すࡵ注１㸬༢఩ᩘḍのᚲಟ・㑅ᢥは教ဨ免チྲྀᚓのたࠉ
の⛉目及びࠚ⾲第２࠙,ࡵ目は㛤設しないた⛉ྠ,ࡀᚲ要となるࡀとして4༢఩のಟᚓ「自に設ᐃする⛉目⊃ࡀ኱学」注２㸬ࠉ
。る࠶ࡀを充たすᚲ要ࢀࡇてಟᚓした༢఩ᩘで࠼で所ᐃの༢఩を㉸「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」ࠉࠉࠉ

「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」,「教育のᇶ♏ⓗ理ゎに関する⛉目」,「㐨ᚨࠊ⥲合ⓗな学⩦の時間等のᣦᑟ
ἲ及び生ᚐᣦᑟࠊ教育┦ㄯ等に関する⛉目」,「教育ᐇ㊶に関する⛉目」のಟᚓ༢఩ᩘの合ィ59ࡀ༢఩௨ୖᚲ要

๰㐀のⓎ᝿とࢭࣟࣉスA 1

⨾⾡⛉教育ㄽ㹂 2

⨾⾡⛉教育ㄽ㹁 2
各教⛉のᣦᑟἲ

(᝟ሗ㏻ಙᢏ⾡の活用をྵࡴ。)

⨾⾡⛉教育ㄽ㸿 2

⨾⾡⛉教育ㄽ㹀 2

28
ᕤⱁ

2

1

2
と㒔ᕷ࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ 2
㇟⾲と࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ

1

⤮⏬ア࣮トㄽ 2

ᕤⱁᐇ㊶₇⩦

2

2

2

「教⛉に関するᑓ
㛛ⓗ事項」の㑅ᢥ
⛉目から２༢఩㑅
ᢥᚲಟ

2

2
2

2

2

㸫 239㸫㸫 2�1 㸫



㸺ᚲ要合ィ༢఩ᩘ㸼ࠉ

「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」,「教育のᇶ♏ⓗ理ゎに関する⛉目」,「㐨ᚨࠊ⥲合ⓗな学⩦の時間等のᣦ
ᑟἲ及び生ᚐᣦᑟࠊ教育┦ㄯ等に関する⛉目」,「教育ᐇ㊶に関する⛉目」のಟᚓ༢఩ᩘの合ィ59ࡀ༢఩௨ୖᚲ要

。のᚲಟ・㑅ᢥを♧すࡵ注１㸬༢఩ᩘḍのᚲಟ・㑅ᢥは教ဨ免チྲྀᚓのたࠉ
の⛉目及びࠚ⾲第２࠙,ࡵ目は㛤設しないた⛉ྠ,ࡀᚲ要となるࡀとして12༢఩のಟᚓ「自に設ᐃする⛉目⊃ࡀ኱学」注２㸬ࠉ
。る࠶ࡀを充たすᚲ要ࢀࡇてಟᚓした༢఩ᩘで࠼で所ᐃの༢఩を㉸「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」ࠉࠉࠉ

㧗等学ᰯ教ㅍ第୍✀免チ≧（⨾⾡）

分ࠉ༊ࠉ目ࠉ⛉ ༢఩ᩘ 㛤設授業⛉目
༢఩ᩘ

ᒚ ಟ ᪉ ἲ
ᚲಟ 㑅ᢥ

「教⛉に関するᑓ㛛ⓗ事
項」及び「各教⛉のᣦᑟ
ἲ（᝟ሗᶵჾ及び教ᮦの
活用をྵࡴ。）」の㑅ᢥ
⛉目から４༢఩㑅ᢥᚲಟ

教
⛉
に
関
す
る
ᑓ
㛛
ⓗ
事
項

⤮⏬（ᫎീメ࢕ࢹア⾲⌧を
（。ࡴྵ

24

⤮⏬ア࣮トᐇ㊶

᙮้

⾲ア࢕ࢹイン（ᫎീメࢨࢹ
⌧をྵࡴ。） ๰㐀のⓎ᝿とࢭࣟࣉスB 1

▱ぬと⾜Ⅽ（▱ぬ・ㄆ▱心理学）

✵間ア࣮トᐇ㊶ 2
ᗄఱࢨࢹインとどぬఏ㐩 2
イ࢚ンスࢧࢡࢵ࢕ࣇラࢢ 2

ඛ➃⾲⌧₇⩦ 2
๰㐀のⓎ᝿とࢭࣟࣉスA 1

2

2

⨾⾡理ㄽ・⨾⾡ྐ（㚷㈹୪
びに日本のఏ⤫⨾⾡及びア

（。ࡴアの⨾⾡をྵࢪ

ⱁ⾡ᢈホ₇⩦ 1
✵間㐀ᙧㄽ 2
⤮⏬ア࣮トㄽ 2
㇟⾲と࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ 2
と㒔ᕷ࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ 2
ᫎീ・メ࢕ࢹアㄽ₇⩦ 2

2

2
各教⛉のᣦᑟἲ

(᝟ሗ㏻ಙᢏ⾡の活用をྵࡴ。)

⨾⾡⛉教育ㄽ㸿 2

⨾⾡⛉教育ㄽ㹀 2

⨾⾡⛉教育ㄽ㹁

⨾⾡⛉教育ㄽ㹂

㸫 240㸫㸫 2�2 㸫



㸺ᚲ要合ィ༢఩ᩘ㸼ࠉ

「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」,「教育のᇶ♏ⓗ理ゎに関する⛉目」,「㐨ᚨࠊ⥲合ⓗな学⩦の時間等のᣦ
ᑟἲ及び生ᚐᣦᑟࠊ教育┦ㄯ等に関する⛉目」,「教育ᐇ㊶に関する⛉目」のಟᚓ༢఩ᩘの合ィ59ࡀ༢఩௨ୖᚲ要

。のᚲಟ・㑅ᢥを♧すࡵ注１㸬༢఩ᩘḍのᚲಟ・㑅ᢥは教ဨ免チྲྀᚓのたࠉ
の⛉目及びࠚ⾲第２࠙,ࡵ目は㛤設しないた⛉ྠ,ࡀᚲ要となるࡀとして12༢఩のಟᚓ「自に設ᐃする⛉目⊃ࡀ኱学」注２㸬ࠉ
。る࠶ࡀを充たすᚲ要ࢀࡇてಟᚓした༢఩ᩘで࠼で所ᐃの༢఩を㉸「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」ࠉࠉࠉ

㧗等学ᰯ教ㅍ第୍✀免チ≧（⨾⾡）

分ࠉ༊ࠉ目ࠉ⛉ ༢఩ᩘ 㛤設授業⛉目
༢఩ᩘ

ᒚ ಟ ᪉ ἲ
ᚲಟ 㑅ᢥ

「教⛉に関するᑓ㛛ⓗ事
項」及び「各教⛉のᣦᑟ
ἲ（᝟ሗᶵჾ及び教ᮦの
活用をྵࡴ。）」の㑅ᢥ
⛉目から４༢఩㑅ᢥᚲಟ

教
⛉
に
関
す
る
ᑓ
㛛
ⓗ
事
項

⤮⏬（ᫎീメ࢕ࢹア⾲⌧を
（。ࡴྵ

24

⤮⏬ア࣮トᐇ㊶

᙮้

⾲ア࢕ࢹイン（ᫎീメࢨࢹ
⌧をྵࡴ。） ๰㐀のⓎ᝿とࢭࣟࣉスB 1

▱ぬと⾜Ⅽ（▱ぬ・ㄆ▱心理学）

✵間ア࣮トᐇ㊶ 2
ᗄఱࢨࢹインとどぬఏ㐩 2
イ࢚ンスࢧࢡࢵ࢕ࣇラࢢ 2

ඛ➃⾲⌧₇⩦ 2
๰㐀のⓎ᝿とࢭࣟࣉスA 1

2

2

⨾⾡理ㄽ・⨾⾡ྐ（㚷㈹୪
びに日本のఏ⤫⨾⾡及びア

（。ࡴアの⨾⾡をྵࢪ

ⱁ⾡ᢈホ₇⩦ 1
✵間㐀ᙧㄽ 2
⤮⏬ア࣮トㄽ 2
㇟⾲と࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ 2
と㒔ᕷ࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ 2
ᫎീ・メ࢕ࢹアㄽ₇⩦ 2

2

2
各教⛉のᣦᑟἲ

(᝟ሗ㏻ಙᢏ⾡の活用をྵࡴ。)

⨾⾡⛉教育ㄽ㸿 2

⨾⾡⛉教育ㄽ㹀 2

⨾⾡⛉教育ㄽ㹁

⨾⾡⛉教育ㄽ㹂

㸫 240㸫

㸺ᚲ要合ィ༢఩ᩘ㸼ࠉ

⎔ቃ生࿨⛉学㹀 2
2

⎔ቃ生理学

⎔ቃᆅ⌫⛉学㸿

2

2
2
2

2

2

⎔ቃ物理学㹀 2

Ᏹᐂ⎔ቃ物理学

⎔ቃ㧗分Ꮚ໬学

2

2

⎔ቃ物㉁⛉学㸿 2

⎔ቃᇶ♏物理学㸿

分Ꮚ生物学

2

୰学ᰯ教ㅍ第୍✀免チ≧（理⛉）

分ࠉ༊ࠉ目ࠉ⛉ ༢఩ᩘ 㛤設授業⛉目
༢఩ᩘ

ᒚ ಟ ᪉ ἲ
ᚲಟ 㑅ᢥ

2
⎔ቃᇶ♏物理学㹀

ᆅ学ᐇ㦂
（。ࡴ活用をྵࢱ࣮ࣗࣆンࢥ）

教

⛉

に

関

す

る

ᑓ

㛛

ⓗ

事

項

2

生ែ学 2
生物ከᵝᛶ⛉学 2

⎔ቃ㈨※᳜物⛉学

2

2

⎔ቃ生࿨⛉学㸿

⎔ቃ生࿨໬学

ᆅ⌫⎔ቃ物理学

2
生物学ᐇ㦂

（。ࡴ活用をྵࢱ࣮ࣗࣆンࢥ）

物 理 学

物理学ᐇ㦂
（。ࡴ活用をྵࢱ࣮ࣗࣆンࢥ）

物理学ᐇ㦂 2

「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」�「教育のᇶ♏ⓗ理ゎに関する⛉目」�「㐨ᚨࠊ⥲合ⓗな学⩦の時
間等のᣦᑟἲ及び生ᚐᣦᑟࠊ教育┦ㄯ等に関する⛉目」�「教育ᐇ㊶に関する⛉目」のಟᚓ༢఩ᩘの合ィ
�1༢఩௨ୖᚲ要ࡀ

2

各教⛉のᣦᑟἲ
�᝟ሗ㏻ಙᢏ⾡の活用をྵࡴ。�

理⛉教育ㄽ㸿 2

理⛉教育ㄽ㹀 2

理⛉教育ㄽ㹁 2

理⛉教育ㄽ㹂

。のᚲಟ・㑅ᢥを♧すࡵ注１㸬༢఩ᩘḍのᚲಟ・㑅ᢥは教ဨ免チྲྀᚓのたࠉ
の⛉目ࠚ⾲第２࠙�ࡵ目は㛤設しないた⛉ྠ�ࡀᚲ要となるࡀとして�༢఩のಟᚓ「自に設ᐃする⛉目⊃ࡀ኱学」注２㸬ࠉ
。る࠶ࡀを充たすᚲ要ࢀࡇてಟᚓした༢఩ᩘで࠼及び「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」で所ᐃの༢఩を㉸ࠉࠉࠉ

⎔ቃᇶ♏⛉学ᐇ㦂㸿
（୺にᆅ学）

⎔ቃᆅ⌫⛉学㹀
ᆅ⌫⎔ቃኚ動ྐ
኱気⎔ቃ学
⎔ቃ物理学㸿

ᆅࠉࠉ学
2

30
生 物 学

⎔ቃᇶ♏⛉学ᐇ㦂㹀
（୺に生物学）

໬ࠉࠉ学

⎔ቃᇶ♏⛉学ᐇ㦂㹁
（୺に໬学）

໬学ᐇ㦂
（。ࡴ活用をྵࢱ࣮ࣗࣆンࢥ）

2

2

⎔ቃ物㉁⛉学㹀

2

㸫 2�3 㸫



㸺ᚲ要合ィ༢఩ᩘ㸼ࠉ

㧗等学ᰯ教ㅍ第୍✀免チ≧（理⛉）

分ࠉ༊ࠉ目ࠉ⛉ ༢఩ᩘ 㛤設授業⛉目
༢఩ᩘ

ᒚ ಟ ᪉ ἲ
㑅ᢥ

⎔ቃ生理学 2

2

⎔ቃ生࿨⛉学㹀
⎔ቃ㈨※᳜物⛉学 2

2
Ᏹᐂ⎔ቃ物理学 2

「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」�「教育のᇶ♏ⓗ理ゎに関する⛉目」�「㐨ᚨࠊ⥲合ⓗな学⩦の時
間等のᣦᑟἲ及び生ᚐᣦᑟࠊ教育┦ㄯ等に関する⛉目」�「教育ᐇ㊶に関する⛉目」のಟᚓ༢఩ᩘの合ィࡀ
�9༢఩௨ୖᚲ要

໬ࠉࠉ学

⎔ቃ物㉁⛉学㸿
⎔ቃ物㉁⛉学㹀
⎔ቃ生࿨໬学

理⛉教育ㄽ㹁 2

理⛉教育ㄽ㹂 2

各教⛉のᣦᑟἲ
�᝟ሗ㏻ಙᢏ⾡の活用をྵࡴ。�

理⛉教育ㄽ㸿

理⛉教育ㄽ㹀

2
2

生 物 学

⎔ቃ生࿨⛉学㸿

2

2
⎔ቃᇶ♏⛉学ᐇ㦂㸿
（୺にᆅ学）

2
2

。のᚲಟ・㑅ᢥを♧すࡵ注１㸬༢఩ᩘḍのᚲಟ・㑅ᢥは教ဨ免チྲྀᚓのたࠉ
の⛉目ࠚ⾲第２࠙�ࡵ目は㛤設しないた⛉ྠ�ࡀᚲ要となるࡀとして12༢఩のಟᚓ「自に設ᐃする⛉目⊃ࡀ኱学」注２㸬ࠉ
。る࠶ࡀを充たすᚲ要ࢀࡇてಟᚓした༢఩ᩘで࠼及び「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」で所ᐃの༢఩を㉸ࠉࠉࠉ

「教⛉に関するᑓ㛛ⓗ事
項」及び「各教⛉のᣦᑟ
ἲ（᝟ሗᶵჾ及び教ᮦの
活用をྵࡴ。）」の㑅ᢥ
⛉目から４༢఩㑅ᢥᚲಟ

2学物生Ꮚ分

2

2

2ྐ動ኚቃ⎔⌫ᆅ

2

⎔ቃᇶ♏物理学㸿 2
⎔ቃᇶ♏物理学㹀 2

⎔ቃᆅ⌫⛉学㹀

2

⎔ቃᇶ♏⛉学ᐇ㦂㹀
（୺に生物学）

⎔ቃᇶ♏⛉学ᐇ㦂㹁
（୺に໬学）

物理学ᐇ㦂

2学ቃ⎔気኱
2㸿学理物ቃ⎔

教

⛉

に

関

す

る

ᑓ

㛛

ⓗ

事

項

ᚲಟ
2

2
2

2
2

「物理学ᐇ㦂（ࢥンࢱ࣮ࣗࣆ活
用をྵࠊ（。ࡴ໬学ᐇ㦂（ࢥン
生物ࠊ（。ࡴ活用をྵࢱ࣮ࣗࣆ
学ᐇ㦂（ࢥンࢱ࣮ࣗࣆ活用をྵ
࣮ࣗࣆンࢥ）ᆅ学ᐇ㦂ࠊ（。ࡴ

「（。ࡴ活用をྵࢱ

ᆅࠉࠉ学

生ែ学

⎔ቃ㧗分Ꮚ໬学

物 理 学

⎔ቃ物理学㹀

24

生物ከᵝᛶ⛉学

2

⎔ቃᆅ⌫⛉学㸿

ᆅ⌫⎔ቃ物理学

理⛉教育ㄽ㹀ཪ

は理⛉教育ㄽ㹂

から２༢఩を㑅

ᢥᚲಟ

䠎༢఩

㑅ᢥᚲಟ

㸫 2�� 㸫



㸺ᚲ要合ィ༢఩ᩘ㸼ࠉ

㧗等学ᰯ教ㅍ第୍✀免チ≧（理⛉）

分ࠉ༊ࠉ目ࠉ⛉ ༢఩ᩘ 㛤設授業⛉目
༢఩ᩘ

ᒚ ಟ ᪉ ἲ
㑅ᢥ

⎔ቃ生理学 2

2

⎔ቃ生࿨⛉学㹀
⎔ቃ㈨※᳜物⛉学 2

2
Ᏹᐂ⎔ቃ物理学 2

「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」�「教育のᇶ♏ⓗ理ゎに関する⛉目」�「㐨ᚨࠊ⥲合ⓗな学⩦の時
間等のᣦᑟἲ及び生ᚐᣦᑟࠊ教育┦ㄯ等に関する⛉目」�「教育ᐇ㊶に関する⛉目」のಟᚓ༢఩ᩘの合ィࡀ
�9༢఩௨ୖᚲ要

໬ࠉࠉ学

⎔ቃ物㉁⛉学㸿
⎔ቃ物㉁⛉学㹀
⎔ቃ生࿨໬学

理⛉教育ㄽ㹁 2

理⛉教育ㄽ㹂 2

各教⛉のᣦᑟἲ
�᝟ሗ㏻ಙᢏ⾡の活用をྵࡴ。�

理⛉教育ㄽ㸿

理⛉教育ㄽ㹀

2
2

生 物 学

⎔ቃ生࿨⛉学㸿

2

2
⎔ቃᇶ♏⛉学ᐇ㦂㸿
（୺にᆅ学）

2
2

。のᚲಟ・㑅ᢥを♧すࡵ注１㸬༢఩ᩘḍのᚲಟ・㑅ᢥは教ဨ免チྲྀᚓのたࠉ
の⛉目ࠚ⾲第２࠙�ࡵ目は㛤設しないた⛉ྠ�ࡀᚲ要となるࡀとして12༢఩のಟᚓ「自に設ᐃする⛉目⊃ࡀ኱学」注２㸬ࠉ
。る࠶ࡀを充たすᚲ要ࢀࡇてಟᚓした༢఩ᩘで࠼及び「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」で所ᐃの༢఩を㉸ࠉࠉࠉ

「教⛉に関するᑓ㛛ⓗ事
項」及び「各教⛉のᣦᑟ
ἲ（᝟ሗᶵჾ及び教ᮦの
活用をྵࡴ。）」の㑅ᢥ
⛉目から４༢఩㑅ᢥᚲಟ

2学物生Ꮚ分

2

2

2ྐ動ኚቃ⎔⌫ᆅ

2

⎔ቃᇶ♏物理学㸿 2
⎔ቃᇶ♏物理学㹀 2

⎔ቃᆅ⌫⛉学㹀

2

⎔ቃᇶ♏⛉学ᐇ㦂㹀
（୺に生物学）

⎔ቃᇶ♏⛉学ᐇ㦂㹁
（୺に໬学）

物理学ᐇ㦂

2学ቃ⎔気኱
2㸿学理物ቃ⎔

教

⛉

に

関

す

る

ᑓ

㛛

ⓗ

事

項

ᚲಟ
2

2
2

2
2

「物理学ᐇ㦂（ࢥンࢱ࣮ࣗࣆ活
用をྵࠊ（。ࡴ໬学ᐇ㦂（ࢥン
生物ࠊ（。ࡴ活用をྵࢱ࣮ࣗࣆ
学ᐇ㦂（ࢥンࢱ࣮ࣗࣆ活用をྵ
࣮ࣗࣆンࢥ）ᆅ学ᐇ㦂ࠊ（。ࡴ

「（。ࡴ活用をྵࢱ

ᆅࠉࠉ学

生ែ学

⎔ቃ㧗分Ꮚ໬学

物 理 学

⎔ቃ物理学㹀

24

生物ከᵝᛶ⛉学

2

⎔ቃᆅ⌫⛉学㸿

ᆅ⌫⎔ቃ物理学

理⛉教育ㄽ㹀ཪ

は理⛉教育ㄽ㹂

から２༢఩を㑅

ᢥᚲಟ

䠎༢఩

㑅ᢥᚲಟ
㸺ᚲ要合ィ༢఩ᩘ㸼ࠉ

。のᚲಟ・㑅ᢥを♧すࡵ注１㸬༢఩ᩘḍのᚲಟ・㑅ᢥは教ဨ免チྲྀᚓのたࠉ
の⛉目ࠚ⾲第２࠙�ࡵ目は㛤設しないた⛉ྠ�ࡀᚲ要となるࡀとして�༢఩のಟᚓ「自に設ᐃする⛉目⊃ࡀ኱学」注２㸬ࠉ
。る࠶ࡀを充たすᚲ要ࢀࡇてಟᚓした༢఩ᩘで࠼及び「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」で所ᐃの༢఩を㉸ࠉࠉࠉ

2㹀理ᩘのࡕたか

2
2

ᩘ理⛉学入㛛（ゎᯒ⣔） 2

ィ⟬ᶵ⛉学入㛛
ᩘ理ࣔࢹルࢢࣟࣉラ࣑ンࢢ

ᩘ学⛉教育ㄽ㸿

ᩘ理⛉学入㛛（⤫ィ⣔） 2

分ࠉ༊ࠉ目ࠉ⛉

୰学ᰯ教ㅍ第୍✀免チ≧（ᩘ学）

2
2௦ࠉᩘࠉ学

ᒚ ಟ ᪉ ἲ༢఩ᩘ

ᩘ学⛉教育ㄽ㹁
ᩘ学⛉教育ㄽ㹂

ᗄࠉఱࠉ学

ゎࠉᯒࠉ学

「☜⋡ㄽ，⤫ィ学」

ࢱ࣮ࣗࣆンࢥ

2

2

28

ᐇ㦂ィ⏬ἲ

2

2ἲỴゎ㢟ၥⓗィ⤫

「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」�「教育のᇶ♏ⓗ理ゎに関する⛉目」�「㐨ᚨࠊ⥲合ⓗな学⩦の時
間等のᣦᑟἲ及び生ᚐᣦᑟࠊ教育┦ㄯ等に関する⛉目」�「教育ᐇ㊶に関する⛉目」のಟᚓ༢఩ᩘの合ィࡀ
�9༢఩௨ୖᚲ要

༢఩ᩘ
㑅ᢥ

㛤設授業⛉目

2ከኚ㔞ゎᯒ

ᚲಟ

2
2

ᩘ理⛉学入㛛（௦ᩘ⣔）
ィ⟬௦ᩘ㸿
ィ⟬௦ᩘ㹀
ᩘ理⛉学入㛛（ᗄఱ⣔）

ᩘ学⛉教育ㄽ㹀 2

教
⛉
に
関
す
る
ᑓ
㛛
ⓗ
事
項

各教⛉のᣦᑟἲ
�᝟ሗ㏻ಙᢏ⾡の活用をྵࡴ。�

「教⛉に関するᑓ㛛ⓗ
事項」の㑅ᢥ⛉目から
10༢఩㑅ᢥᚲಟ

⎔ቃࣔࢹルゎᯒ㸿
⎔ቃࣔࢹルゎᯒ㹀

2

2

2

2学ఱᗄの⣔㞧」
2㸿理ᩘのࡕたか

㸫 2�� 㸫



㸺ᚲ要合ィ༢఩ᩘ㸼ࠉ

ᩘ学⛉教育ㄽ㹂

㧗等学ᰯ教ㅍ第୍✀免チ≧（ᩘ学）

分ࠉ༊ࠉ目ࠉ⛉ ༢఩ᩘ 㛤設授業⛉目
༢఩ᩘ

ᒚ ಟ ᪉ ἲ
ᚲಟ 㑅ᢥ

教
⛉
に
関
す
る
ᑓ
㛛
ⓗ
事
項

௦ࠉᩘࠉ学
ᩘ理⛉学入㛛（௦ᩘ⣔）

ᗄࠉఱࠉ学

ᩘ理⛉学入㛛（ᗄఱ⣔）

⎔ቃࣔࢹルゎᯒ㸿

「☜⋡ㄽ，⤫ィ学」

ᩘ理⛉学入㛛（⤫ィ⣔）

ゎࠉᯒࠉ学

ᐇ㦂ィ⏬ἲ

ࢱ࣮ࣗࣆンࢥ
ィ⟬ᶵ⛉学入㛛

ィ⟬௦ᩘ㸿 2
ィ⟬௦ᩘ㹀 2

2

かたࡕのᩘ理㹀 2
ᩘ理⛉学入㛛（ゎᯒ⣔） 2

2
」㞧⣔のᗄఱ学 2

のᩘ理㸿ࡕかたࠉ 2

2

2
⎔ቃࣔࢹルゎᯒ㹀 2

⤫ィⓗၥ㢟ゎỴἲ 2
ከኚ㔞ゎᯒ 2

2

2
ᩘ理ࣔࢹルࢢࣟࣉラ࣑ンࢢ 2

2

。のᚲಟ・㑅ᢥを♧すࡵ注１㸬༢఩ᩘḍのᚲಟ・㑅ᢥは教ဨ免チྲྀᚓのたࠉ
の⛉目ࠚ⾲第２࠙�ࡵ目は㛤設しないた⛉ྠ�ࡀᚲ要となるࡀとして12༢఩のಟᚓ「自に設ᐃする⛉目⊃ࡀ኱学」注２㸬ࠉ
。る࠶ࡀを充たすᚲ要ࢀࡇてಟᚓした༢఩ᩘで࠼及び「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」で所ᐃの༢఩を㉸ࠉࠉࠉ

「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」�「教育のᇶ♏ⓗ理ゎに関する⛉目」�「㐨ᚨࠊ⥲合ⓗな学⩦の時
間等のᣦᑟἲ及び生ᚐᣦᑟࠊ教育┦ㄯ等に関する⛉目」�「教育ᐇ㊶に関する⛉目」のಟᚓ༢఩ᩘの合ィ
�9༢఩௨ୖᚲ要ࡀ

各教⛉のᣦᑟἲ
�᝟ሗ㏻ಙᢏ⾡の活用をྵࡴ。�

ᩘ学⛉教育ㄽ㹀

24

「教⛉に関するᑓ㛛ⓗ
事項」及び「各教⛉の
ᣦᑟἲ（᝟ሗᶵჾ及び
教ᮦの活用をྵ
の㑅ᢥ⛉目か「（。ࡴ
ら10༢఩㑅ᢥᚲಟ

2
2㹁ㄽ育教⛉学ᩘ

ᩘ学⛉教育ㄽ㸿 2

䠎༢఩

㑅ᢥᚲಟ

㸫 2�� 㸫



㸺ᚲ要合ィ༢఩ᩘ㸼ࠉ

ᩘ学⛉教育ㄽ㹂

㧗等学ᰯ教ㅍ第୍✀免チ≧（ᩘ学）

分ࠉ༊ࠉ目ࠉ⛉ ༢఩ᩘ 㛤設授業⛉目
༢఩ᩘ

ᒚ ಟ ᪉ ἲ
ᚲಟ 㑅ᢥ

教
⛉
に
関
す
る
ᑓ
㛛
ⓗ
事
項

௦ࠉᩘࠉ学
ᩘ理⛉学入㛛（௦ᩘ⣔）

ᗄࠉఱࠉ学

ᩘ理⛉学入㛛（ᗄఱ⣔）

⎔ቃࣔࢹルゎᯒ㸿

「☜⋡ㄽ，⤫ィ学」

ᩘ理⛉学入㛛（⤫ィ⣔）

ゎࠉᯒࠉ学

ᐇ㦂ィ⏬ἲ

ࢱ࣮ࣗࣆンࢥ
ィ⟬ᶵ⛉学入㛛

ィ⟬௦ᩘ㸿 2
ィ⟬௦ᩘ㹀 2

2

かたࡕのᩘ理㹀 2
ᩘ理⛉学入㛛（ゎᯒ⣔） 2

2
」㞧⣔のᗄఱ学 2

のᩘ理㸿ࡕかたࠉ 2

2

2
⎔ቃࣔࢹルゎᯒ㹀 2

⤫ィⓗၥ㢟ゎỴἲ 2
ከኚ㔞ゎᯒ 2

2

2
ᩘ理ࣔࢹルࢢࣟࣉラ࣑ンࢢ 2

2

。のᚲಟ・㑅ᢥを♧すࡵ注１㸬༢఩ᩘḍのᚲಟ・㑅ᢥは教ဨ免チྲྀᚓのたࠉ
の⛉目ࠚ⾲第２࠙�ࡵ目は㛤設しないた⛉ྠ�ࡀᚲ要となるࡀとして12༢఩のಟᚓ「自に設ᐃする⛉目⊃ࡀ኱学」注２㸬ࠉ
。る࠶ࡀを充たすᚲ要ࢀࡇてಟᚓした༢఩ᩘで࠼及び「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」で所ᐃの༢఩を㉸ࠉࠉࠉ

「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」�「教育のᇶ♏ⓗ理ゎに関する⛉目」�「㐨ᚨࠊ⥲合ⓗな学⩦の時
間等のᣦᑟἲ及び生ᚐᣦᑟࠊ教育┦ㄯ等に関する⛉目」�「教育ᐇ㊶に関する⛉目」のಟᚓ༢఩ᩘの合ィ
�9༢఩௨ୖᚲ要ࡀ

各教⛉のᣦᑟἲ
�᝟ሗ㏻ಙᢏ⾡の活用をྵࡴ。�

ᩘ学⛉教育ㄽ㹀

24

「教⛉に関するᑓ㛛ⓗ
事項」及び「各教⛉の
ᣦᑟἲ（᝟ሗᶵჾ及び
教ᮦの活用をྵ
の㑅ᢥ⛉目か「（。ࡴ
ら10༢఩㑅ᢥᚲಟ

2
2㹁ㄽ育教⛉学ᩘ

ᩘ学⛉教育ㄽ㸿 2

䠎༢఩

㑅ᢥᚲಟ

㸺ᚲ要合ィ༢఩ᩘ㸼ࠉ

ఫᒃ学

保育学（ᐇ⩦をྵࡴ。）

ఫ⎔ቃㄽ
生活✵間ィ⏬ㄽ

୰学ᰯ教ㅍ第୍✀免チ≧（ᐙᗞ）

分ࠉ༊ࠉ目ࠉ⛉ ༢఩ᩘ 㛤設授業⛉目
༢఩ᩘ

ᒚ ಟ ᪉ ἲ
ᚲಟ 㑅ᢥ

ᐙᗞ⤒Ⴀ学（ᐙ᪘関係学及びᐙ
ᗞ⤒῭学をྵࡴ。）

ライࣇスࢱイルㄽ㸿

㣗⎔ቃㄽ㸿
㣗⎔ቃㄽ㹀

⎔ቃᙧᡂ⛉学ᐇ㦂㸿

㣗物学（ᰤ㣴学ࠊ㣗品学及びㄪ
理ᐇ⩦をྵࡴ。）

「教⛉に関するᑓ
㛛ⓗ事項の㑅ᢥ⛉
目から2༢఩㑅ᢥ
ᚲಟ

2ライࣇスࢱイルㄽ㹀
㧗㱋者⎔ቃㄽ

2

2

2

2

2

2

⿕᭹学（⿕᭹〇సᐇ⩦をྵࡴ。）
⾰⎔ቃㄽ 2

⎔ቃᙧᡂ⛉学ᐇ⩦㸿 2

2
⎔ቃᙧᡂ⛉学ᐇ㦂㹀
⎔ቃᙧᡂ⛉学ᐇ⩦㹀 2

28

各教⛉のᣦᑟἲ
(᝟ሗ㏻ಙᢏ⾡の活用をྵࡴ。)

教
⛉
に
関
す
る
ᑓ
㛛
ⓗ
事
項 2

ቃㄽ⎔ࡶ࡝ࡇ 2

。のᚲಟ・㑅ᢥを♧すࡵ注１㸬༢఩ᩘḍのᚲಟ・㑅ᢥは教ဨ免チྲྀᚓのたࠉ
の⛉目及びࠚ⾲第２࠙,ࡵ目は㛤設しないた⛉ྠ,ࡀᚲ要となるࡀとして4༢఩のಟᚓ「自に設ᐃする⛉目⊃ࡀ኱学」注２㸬ࠉ
。る࠶ࡀを充たすᚲ要ࢀࡇてಟᚓした༢఩ᩘで࠼で所ᐃの༢఩を㉸「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」ࠉࠉࠉ

「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」,「教育のᇶ♏ⓗ理ゎに関する⛉目」,「㐨ᚨࠊ⥲合ⓗな学⩦の時間等のᣦᑟ
ἲ及び生ᚐᣦᑟࠊ教育┦ㄯ等に関する⛉目」,「教育ᐇ㊶に関する⛉目」のಟᚓ༢఩ᩘの合ィ59ࡀ༢఩௨ୖᚲ要

ᐙᗞ⛉教育ㄽ㸿 2

ᐙᗞ⛉教育ㄽ㹀 2

ᐙᗞ⛉教育ㄽ㹁 2

ᐙᗞ⛉教育ㄽ㹂 2

㸫 245㸫㸫 2�� 㸫



㸺ᚲ要合ィ༢఩ᩘ㸼ࠉ

「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」,「教育のᇶ♏ⓗ理ゎに関する⛉目」,「㐨ᚨࠊ⥲合ⓗな学⩦の時間等のᣦᑟ
ἲ及び生ᚐᣦᑟࠊ教育┦ㄯ等に関する⛉目」,「教育ᐇ㊶に関する⛉目」のಟᚓ༢఩ᩘの合ィ59ࡀ༢఩௨ୖᚲ要

2
アࣉライアンス⎔ቃㄽ
⎔ቃᙧᡂ⛉学ㄪᰝἲ１

2

2

保育学（ᐇ⩦をྵࡴ。） ቃㄽ⎔ࡶ࡝ࡇ

ᐙᗞ㟁気・ᶵᲔ・᝟ሗฎ理

。のᚲಟ・㑅ᢥを♧すࡵ注１㸬༢఩ᩘḍのᚲಟ・㑅ᢥは教ဨ免チྲྀᚓのたࠉ
の⛉目及びࠚ⾲第２࠙,ࡵ目は㛤設しないた⛉ྠ,ࡀᚲ要となるࡀとして12༢఩のಟᚓ「自に設ᐃする⛉目⊃ࡀ኱学」注２㸬ࠉ
。る࠶ࡀを充たすᚲ要ࢀࡇてಟᚓした༢఩ᩘで࠼で所ᐃの༢఩を㉸「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」ࠉࠉࠉ

教
⛉
に
関
す
る
ᑓ
㛛
ⓗ
事
項

ᐙᗞ⛉教育ㄽ㹂 2

各教⛉のᣦᑟἲ
(᝟ሗ㏻ಙᢏ⾡の活用をྵࡴ。)

ᐙᗞ⛉教育ㄽ㸿 2

ᐙᗞ⛉教育ㄽ㹀 2

ライࣇスࢱイルㄽ㹀 2

⎔ቃᙧᡂ⛉学ᐇ㦂㹀 2

2

2

⾰⎔ቃㄽ 2
⎔ቃᙧᡂ⛉学ᐇ㦂㸿

㣗⎔ቃㄽ㸿
⎔ቃᙧᡂ⛉学ᐇ⩦㸿 2

㧗㱋者⎔ቃㄽ

㣗物学（ᰤ㣴学ࠊ㣗品学及びㄪ
理ᐇ⩦をྵࡴ。）

2⎔ቃᙧᡂ⛉学ᐇ⩦㹀
25

ఫᒃ学
ఫ⎔ቃㄽ 2
生活✵間ィ⏬ㄽ

ᐙᗞ⛉教育ㄽ㹁

2

⿕᭹学（⿕᭹〇సᐇ⩦をྵࡴ。）

㣗⎔ቃㄽ㹀

1

㧗等学ᰯ教ㅍ第୍✀免チ≧（ᐙᗞ）

分ࠉ༊ࠉ目ࠉ⛉ ༢఩ᩘ 㛤設授業⛉目
༢఩ᩘ

ᒚ ಟ ᪉ ἲ
ᚲಟ 㑅ᢥ

2

2

ᐙᗞ⤒Ⴀ学（ᐙ᪘関係学及びᐙ
ᗞ⤒῭学をྵࡴ。）

ライࣇスࢱイルㄽ㸿 2

㸫 246㸫㸫 2�� 㸫
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「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」,「教育のᇶ♏ⓗ理ゎに関する⛉目」,「㐨ᚨࠊ⥲合ⓗな学⩦の時間等のᣦᑟ
ἲ及び生ᚐᣦᑟࠊ教育┦ㄯ等に関する⛉目」,「教育ᐇ㊶に関する⛉目」のಟᚓ༢఩ᩘの合ィ59ࡀ༢఩௨ୖᚲ要

2
アࣉライアンス⎔ቃㄽ
⎔ቃᙧᡂ⛉学ㄪᰝἲ１

2

2

保育学（ᐇ⩦をྵࡴ。） ቃㄽ⎔ࡶ࡝ࡇ

ᐙᗞ㟁気・ᶵᲔ・᝟ሗฎ理

。のᚲಟ・㑅ᢥを♧すࡵ注１㸬༢఩ᩘḍのᚲಟ・㑅ᢥは教ဨ免チྲྀᚓのたࠉ
の⛉目及びࠚ⾲第２࠙,ࡵ目は㛤設しないた⛉ྠ,ࡀᚲ要となるࡀとして12༢఩のಟᚓ「自に設ᐃする⛉目⊃ࡀ኱学」注２㸬ࠉ
。る࠶ࡀを充たすᚲ要ࢀࡇてಟᚓした༢఩ᩘで࠼で所ᐃの༢఩を㉸「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」ࠉࠉࠉ

教
⛉
に
関
す
る
ᑓ
㛛
ⓗ
事
項

ᐙᗞ⛉教育ㄽ㹂 2

各教⛉のᣦᑟἲ
(᝟ሗ㏻ಙᢏ⾡の活用をྵࡴ。)

ᐙᗞ⛉教育ㄽ㸿 2

ᐙᗞ⛉教育ㄽ㹀 2

ライࣇスࢱイルㄽ㹀 2

⎔ቃᙧᡂ⛉学ᐇ㦂㹀 2

2

2

⾰⎔ቃㄽ 2
⎔ቃᙧᡂ⛉学ᐇ㦂㸿

㣗⎔ቃㄽ㸿
⎔ቃᙧᡂ⛉学ᐇ⩦㸿 2

㧗㱋者⎔ቃㄽ

㣗物学（ᰤ㣴学ࠊ㣗品学及びㄪ
理ᐇ⩦をྵࡴ。）

2⎔ቃᙧᡂ⛉学ᐇ⩦㹀
25

ఫᒃ学
ఫ⎔ቃㄽ 2
生活✵間ィ⏬ㄽ

ᐙᗞ⛉教育ㄽ㹁

2

⿕᭹学（⿕᭹〇సᐇ⩦をྵࡴ。）

㣗⎔ቃㄽ㹀

1

㧗等学ᰯ教ㅍ第୍✀免チ≧（ᐙᗞ）

分ࠉ༊ࠉ目ࠉ⛉ ༢఩ᩘ 㛤設授業⛉目
༢఩ᩘ

ᒚ ಟ ᪉ ἲ
ᚲಟ 㑅ᢥ

2

2

ᐙᗞ⤒Ⴀ学（ᐙ᪘関係学及びᐙ
ᗞ⤒῭学をྵࡴ。）

ライࣇスࢱイルㄽ㸿 2
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2

2༢఩㑅ᢥᚲಟ

2༢఩㑅ᢥᚲಟ

「教⛉に関するᑓ㛛ⓗ
事項」の㑅ᢥ⛉目から
4༢఩㑅ᢥᚲಟ

2
2
2
2
2

2

2
2
2

2
2
2
2
2

2
♫఍ᩥ໬⎔ቃㄽ 2

ᆅᇦ᚟⯆ᨻ⟇ㄽ

೔理学

「♫఍学ࠊ⤒῭学」

2
福♴⎔ቃࢩス࣒ࢸㄽ

2

2

「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」,「教育のᇶ♏ⓗ理ゎに関する⛉目」,「㐨ᚨࠊ⥲合ⓗな学⩦の時間等の
ᣦᑟἲ及び生ᚐᣦᑟࠊ教育┦ㄯ等に関する⛉目」,「教育ᐇ㊶に関する⛉目」のಟᚓ༢఩ᩘの合ィ59ࡀ༢఩௨ୖ
ᚲ要

♫఍⛉・බẸ⛉教育ㄽ 2

各教⛉のᣦᑟἲ
(᝟ሗ㏻ಙᢏ⾡の活用をྵࡴ。) ♫఍⛉・ᆅṔ⛉教育ㄽ 2

♫఍⛉教育ㄽA 2

2♫఍⛉教育ㄽB

28

ேᩥᆅ理学 2

♫఍⎔ቃኚ動ྐ 2
බ害・⎔ቃྐ

。のᚲಟ・㑅ᢥを♧すࡵ注１㸬༢఩ᩘḍのᚲಟ・㑅ᢥは教ဨ免チྲྀᚓのたࠉ
の⛉目及びࠚ⾲第２࠙,ࡵ目は㛤設しないた⛉ྠ,ࡀᚲ要となるࡀとして4༢఩のಟᚓ「自に設ᐃする⛉目⊃ࡀ኱学」注２㸬ࠉ
。る࠶ࡀを充たすᚲ要ࢀࡇてಟᚓした༢఩ᩘで࠼で所ᐃの༢఩を㉸「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」ࠉࠉࠉ

「ဴ学ࠊ೔理学ࠊ᐀教学」

2
⎔ቃ♫఍学

2

バル㛤Ⓨᨻ⟇ㄽ࣮ࣟࢢ
バルᖹ和ㄽ࣮ࣟࢢ

♫఍学

バル㒔ᕷᆅᇦㄽ࣮ࣟࢢ
㏵ୖᅜ㎰ᮧᆅᇦ㛤Ⓨㄽ
ᆅᇦ♫఍共生ㄽ
⩦ᐇࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ
ᆅㄅ

⎔ቃᨻ⟇ㄽ
⎔ቃἲ

教

⛉

に

関

す

る

ᑓ

㛛

ⓗ

事

項

日本ྐ 2

外ᅜྐ 2

ᆅᇦ✵間ࢩス࣒ࢸㄽ

ἲᚊ学
ᨻ἞学

⤒῭学

2

ປാ⎔ቃྐ
バル⤒῭⎔ቃྐ࣮ࣟࢢ
⎔ቃᛮ᝿ྐ

日本ྐ・外ᅜྐ

ᆅ理学（ᆅㄅをྵࡴ。）

「ἲᚊ学ࠊᨻ἞学」

2

自↛ᆅ理学

୰学ᰯ教ㅍ第୍✀免チ≧（♫఍）

分ࠉ༊ࠉ目ࠉ⛉ ༢఩ᩘ 㛤設授業⛉目
༢఩ᩘ

ᒚ ಟ ᪉ ἲ
ᚲಟ 㑅ᢥ
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教
⛉
に
関
す
る
ᑓ
㛛
ⓗ
事
項

日本ྐ 2

㧗等学ᰯ教ㅍ第୍✀免チ≧（ᆅ理Ṕྐ）

分ࠉ༊ࠉ目ࠉ⛉ ༢఩ᩘ 㛤設授業⛉目
༢఩ᩘ

ᒚ ಟ ᪉ ἲ
ᚲಟ 㑅ᢥ

外ᅜྐ 2
ປാ⎔ቃྐ

♫఍⎔ቃኚ動ྐ 2
2

2
バル⤒῭⎔ቃྐ࣮ࣟࢢ 2

2ᆅㄅ

ேᩥᆅ理学 2
自↛ᆅ理学 2

⎔ቃᛮ᝿ྐ 2

「教⛉に関するᑓ㛛ⓗ
事項」の㑅ᢥ⛉目から
10༢఩㑅ᢥᚲಟ

ᆅᇦ✵間ࢩス࣒ࢸㄽ 2
バル㒔ᕷᆅᇦㄽ࣮ࣟࢢ 2
㏵ୖᅜ㎰ᮧᆅᇦ㛤Ⓨㄽ 2

2
2

ᆅㄅ

2

。のᚲಟ・㑅ᢥを♧すࡵ注１㸬༢఩ᩘḍのᚲಟ・㑅ᢥは教ဨ免チྲྀᚓのたࠉ
の⛉目及びࠚ⾲第２࠙,ࡵ目は㛤設しないた⛉ྠ,ࡀᚲ要となるࡀとして12༢఩のಟᚓ「自に設ᐃする⛉目⊃ࡀ኱学」注２㸬ࠉ
。る࠶ࡀを充たすᚲ要ࢀࡇてಟᚓした༢఩ᩘで࠼で所ᐃの༢఩を㉸「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」ࠉࠉࠉ

「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」,「教育のᇶ♏ⓗ理ゎに関する⛉目」,「㐨ᚨࠊ⥲合ⓗな学⩦の時間等の
ᣦᑟἲ及び生ᚐᣦᑟࠊ教育┦ㄯ等に関する⛉目」,「教育ᐇ㊶に関する⛉目」のಟᚓ༢఩ᩘの合ィ59ࡀ༢఩௨ୖ
ᚲ要

24

日本ྐ

外ᅜྐ

ᆅᇦ♫఍共生ㄽ
⩦ᐇࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ

ேᩥᆅ理学・自↛ᆅ理学

බ害・⎔ቃྐ

各教⛉のᣦᑟἲ
(᝟ሗ㏻ಙᢏ⾡の活用をྵࡴ。)

ᆅṔ⛉教育ㄽ 2

♫఍⛉・ᆅṔ⛉教育ㄽ
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教
⛉
に
関
す
る
ᑓ
㛛
ⓗ
事
項

日本ྐ 2

㧗等学ᰯ教ㅍ第୍✀免チ≧（ᆅ理Ṕྐ）

分ࠉ༊ࠉ目ࠉ⛉ ༢఩ᩘ 㛤設授業⛉目
༢఩ᩘ

ᒚ ಟ ᪉ ἲ
ᚲಟ 㑅ᢥ

外ᅜྐ 2
ປാ⎔ቃྐ

♫఍⎔ቃኚ動ྐ 2
2

2
バル⤒῭⎔ቃྐ࣮ࣟࢢ 2

2ᆅㄅ

ேᩥᆅ理学 2
自↛ᆅ理学 2

⎔ቃᛮ᝿ྐ 2

「教⛉に関するᑓ㛛ⓗ
事項」の㑅ᢥ⛉目から
10༢఩㑅ᢥᚲಟ

ᆅᇦ✵間ࢩス࣒ࢸㄽ 2
バル㒔ᕷᆅᇦㄽ࣮ࣟࢢ 2
㏵ୖᅜ㎰ᮧᆅᇦ㛤Ⓨㄽ 2

2
2

ᆅㄅ

2

。のᚲಟ・㑅ᢥを♧すࡵ注１㸬༢఩ᩘḍのᚲಟ・㑅ᢥは教ဨ免チྲྀᚓのたࠉ
の⛉目及びࠚ⾲第２࠙,ࡵ目は㛤設しないた⛉ྠ,ࡀᚲ要となるࡀとして12༢఩のಟᚓ「自に設ᐃする⛉目⊃ࡀ኱学」注２㸬ࠉ
。る࠶ࡀを充たすᚲ要ࢀࡇてಟᚓした༢఩ᩘで࠼で所ᐃの༢఩を㉸「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」ࠉࠉࠉ

「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」,「教育のᇶ♏ⓗ理ゎに関する⛉目」,「㐨ᚨࠊ⥲合ⓗな学⩦の時間等の
ᣦᑟἲ及び生ᚐᣦᑟࠊ教育┦ㄯ等に関する⛉目」,「教育ᐇ㊶に関する⛉目」のಟᚓ༢఩ᩘの合ィ59ࡀ༢఩௨ୖ
ᚲ要

24

日本ྐ

外ᅜྐ

ᆅᇦ♫఍共生ㄽ
⩦ᐇࢡ࣮࣡ࢻル࣮࢕ࣇ

ேᩥᆅ理学・自↛ᆅ理学

බ害・⎔ቃྐ

各教⛉のᣦᑟἲ
(᝟ሗ㏻ಙᢏ⾡の活用をྵࡴ。)

ᆅṔ⛉教育ㄽ 2

♫఍⛉・ᆅṔ⛉教育ㄽ
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「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」,「教育のᇶ♏ⓗ理ゎに関する⛉目」,「㐨ᚨࠊ⥲合ⓗな学⩦の時間等のᣦᑟἲ
及び生ᚐᣦᑟࠊ教育┦ㄯ等に関する⛉目」,「教育ᐇ㊶に関する⛉目」のಟᚓ༢఩ᩘの合ィ59ࡀ༢఩௨ୖᚲ要

2

♫఍⛉・බẸ⛉教育ㄽ 2
各教⛉のᣦᑟἲ

(᝟ሗ㏻ಙᢏ⾡の活用をྵࡴ。)

බẸ⛉教育ㄽ 2

「教⛉に関するᑓ㛛ⓗ
事項」の㑅ᢥ⛉目から
14༢఩㑅ᢥᚲಟ

。のᚲಟ・㑅ᢥを♧すࡵ注１㸬༢఩ᩘḍのᚲಟ・㑅ᢥは教ဨ免チྲྀᚓのたࠉ
の⛉目及びࠚ⾲第２࠙,ࡵ目は㛤設しないた⛉ྠ,ࡀᚲ要となるࡀとして12༢఩のಟᚓ「自に設ᐃする⛉目⊃ࡀ኱学」注２㸬ࠉ
。る࠶ࡀを充たすᚲ要ࢀࡇてಟᚓした༢఩ᩘで࠼で所ᐃの༢఩を㉸「教⛉及び教⛉のᣦᑟἲに関する⛉目」ࠉࠉࠉ

2「ဴ学ࠊ ೔理学ࠊ ᐀教学ࠊ
心理学」

೔理学

2

2
⎔ቃ♫఍学

2

2
♫఍ᩥ໬⎔ቃㄽ 2

2

⎔ቃἲ

2༢఩㑅ᢥᚲಟ

2༢఩㑅ᢥᚲಟ

2
2

2
2
2

2
2

バル㛤Ⓨᨻ⟇ㄽ࣮ࣟࢢ
バルᖹ和ㄽ࣮ࣟࢢ

⎔ቃᨻ⟇ㄽ
♫఍学
⤒῭学

㧗等学ᰯ教ㅍ第୍✀免チ≧（බẸ）

分ࠉ༊ࠉ目ࠉ⛉ ༢఩ᩘ 㛤設授業⛉目
༢఩ᩘ

ᒚ ಟ ᪉ ἲ
ᚲಟ 㑅ᢥ

教
⛉
に
関
す
る
ᑓ
㛛
ⓗ
事
項

「ἲᚊ学（ᅜ㝿ἲをྵࡴ。）ࠊ
ᨻ἞学（ᅜ㝿ᨻ἞をྵࡴ。）」

ἲᚊ学

「♫఍学ࠊ⤒῭学（ᅜ㝿⤒῭をྵ
「（。ࡴ

24 福♴⎔ቃࢩス࣒ࢸㄽ

ライ࣮ࢥࣇスの心理学（Ⓨ㐩心理
学）

心理学のᇶ♏とṌࡳ（心理学ᴫㄽ）

ᨻ἞学

ᆅᇦ᚟⯆ᨻ⟇ㄽ
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㸲．特別支援学校 

第１表 特別支援教育に関する科目 

  
特別支援教育に関する科目 

免許状の種類
及び単位数 

 
本学㒊ㄆ定授業科目 

 
単位数 

 
ഛ⪃ 

特別支援
学校一種 

 

 
第一ḍ 

 
 
特別支援教育の基礎理ㄽに関する 
科目 

 

 
２ 

○特別支援教育総ㄽ 

特別支援教育学 

㞀ᐖ共生教育ㄽ 

２ 

１ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

第஧ḍ 

 

 

 

 

 
 
特別支援
教育領域
に関する
科目 

 

 
ᚰ㌟に㞀ᐖの࠶る幼ඣ，ඣ
❺又は生徒のᚰ理、生理及
び⑓理に関する科目 

 

 

 

 

 

 

16 

○Ⓨ㐩㞀ᐖᚰ理学�㞀ᐖ⪅・㞀ᐖඣᚰ理学� 

Ⓨ㐩㞀ᐖと共生♫఍１ 

○㞀ᐖඣⓎ㐩学�㞀ᐖ⪅・㞀ᐖඣᚰ理学� 

○▱的㞀ᐖの生理・⑓理 

○⫥体୙自⏤⪅ᚰ理・生理・⑓理 

２ 

１ 

２ 

１ 

２ 

 

 
ᚰ㌟に㞀ᐖの࠶る幼ඣ、ඣ
❺又は生徒の教育ㄢ⛬及び
指導法に関する科目 

○▱的㞀ᐖ支援学 

Ⓨ㐩㞀ᐖ教育ㄽ 

○⫥体୙自⏤教育ㄽ 

Ⓨ㐩㞀ᐖと共生♫఍２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

ᚰ㌟に㞀ᐖの࠶る幼ඣ、ඣ
❺又は生徒のᚰ理、生理及
び⑓理に関する科目 

ᚰ㌟に㞀ᐖの࠶る幼ඣ、
ඣ❺又は生徒の教育ㄢ⛬
及び指導法に関する科目 

支援教育⮫ᗋ学 

⮫ᗋⓎ㐩支援学２ 

２ 

１ 

 

 

 

 
第୕ḍ 

 
免許状に
定められ
ることと
なる特別
支援教育
領域௨外
の領域に
関する科
目 

ᚰ㌟に㞀ᐖの࠶る幼ඣ、ඣ
❺又は生徒のᚰ理、生理及
び⑓理に関する科目 

 

 

 
㸳 

○ඣ❺㟷ᖺ⢭⚄་学�⢭⚄⑌ᝈとࡑの἞⒪� 

○ゝ語Ⓨ㐩と教育１�学習・ゝ語ᚰ理学２� 

２ 

１ 

 

 

ᚰ㌟に㞀ᐖの࠶る幼ඣ、ඣ
❺又は生徒の教育ㄢ⛬及び
指導法に関する科目 

○㞀ᐖとリࣅࣁリテーション 

○⮫ᗋⓎ㐩支援学１ 

 ゝ語Ⓨ㐩と教育２�学習・ゝ語ᚰ理学㸱� 

１ 

１ 

１ 

ᚰ㌟に㞀ᐖの࠶る幼ඣ、ඣ
❺又は生徒のᚰ理、生理及
び⑓理に関する科目 

ᚰ㌟に㞀ᐖの࠶る幼ඣ、
ඣ❺又は生徒の教育ㄢ⛬及
び指導法に関する科目 

○㞀ᐖඣ支援学ᴫㄽ １ 

第ᅄḍ ᚰ㌟に㞀ᐖの࠶る幼ඣ、ඣ❺又は生
徒にࡘいての教育実習 

㸱 ○特別支援教育実ᆅ◊✲ 㸱  

ഛ ⪃ 

�1� ○印科目は，指定科目（必修科目）で࠶る。 

�2� 教育実習は，ཎ則として㸲ᖺḟ（㝃ᒓ特別支援学校）に実施する。 
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㸳 ᩍ⫱⫋ဨචチ௨እࡢ㈨᱁࡚࠸ࡘ࡟

(1) 学ⱁဨࡢ㈨᱁࡟㛵ࡿࡍ科┠

༤物㤋ἲ施⾜つ๎にᐃࡵる⛉目 本学で㛤ㅮする授業⛉目 

⛉目ྡ ༢఩ᩘ ⛉目ྡ ༢఩ᩘ 備⪃ 

生ᾭ学⩦ᴫㄽ ２ 

㹃㹑㹂生ᾭ学⩦ㄽ㸿 １ ᅜ㝿教㣴教育㝔㛤ㅮ 

㹃㹑㹂生ᾭ学⩦ㄽ㹀 １ ᅜ㝿教㣴教育㝔㛤ㅮ 

♫఍教育ィ⏬ㄽ ２  

༤物㤋ᴫㄽ ２ ༤物㤋ᴫㄽ ２ 

༤物㤋⤒Ⴀㄽ ２ ༤物㤋⤒Ⴀㄽ ２ 

༤物㤋㈨料ㄽ ２ ༤物㤋㈨料ㄽ ２ 

༤物㤋㈨料保Ꮡㄽ ２ 
༤物㤋㈨料保Ꮡㄽ ２ ᩥ学部 

༤物㤋㈨料保Ꮡㄽ ２ 理学部 

༤物㤋ᒎ♧ㄽ ２ ༤物㤋ᒎ♧ㄽ ２ 

༤物㤋教育ㄽ ２ ༤物㤋教育ㄽ ２ 

༤物㤋᝟ሗ・メ࢕ࢹアㄽ ２ ༤物㤋᝟ሗ・メ࢕ࢹアㄽ ２ 

༤物㤋ᐇ⩦ ３ ༤物㤋ᐇ⩦ ３ 

㸨༤物㤋ᐇ⩦には，事前ᣦᑟ・学内ᐇ⩦・㤋ᅬᐇ⩦及び事後ᐇ⩦をྵࡴ。

学内ᐇ⩦にはཎ๎２年次௨㝆，㤋ᅬᐇ⩦はཎ๎３年次௨㝆に⾜࠺。 

㤋ᅬᐇ⩦にక࠺事前ᣦᑟ及び事後ᣦᑟは㤋ᅬᐇ⩦の前後に⾜࠺。 

༤物㤋ᐇ⩦඲యの事前ᣦᑟは，ཎ๎２年次，事後ᣦᑟは㤋ᅬᐇ⩦⤊஢後に⾜࠺。 

㸨༤物㤋ἲ第５᮲にࡼり，኱学に࠾いて༤物㤋に関する⛉目をಟᚓし，学ኈの学఩

をᚓた者には学ⱁဨの㈨᱁ࡀⓎ生する。ࡇの証᫂をᚲ要とする者は，教務学生係

に証᫂᭩Ⓨ⾜㢪をᥦฟし，஺௜をཷけるࡇと。 

㸨㛤ㅮ⛉目で㸿，㹀及び（D），（E）と分๭しているࡶのについては，୧⛉目をಟ

ᚓするࡇとࡀᚲ要で࠶る。 
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学内ᐇ⩦にはཎ๎２年次௨㝆，㤋ᅬᐇ⩦はཎ๎３年次௨㝆に⾜࠺。 

㤋ᅬᐇ⩦にక࠺事前ᣦᑟ及び事後ᣦᑟは㤋ᅬᐇ⩦の前後に⾜࠺。 

༤物㤋ᐇ⩦඲యの事前ᣦᑟは，ཎ๎２年次，事後ᣦᑟは㤋ᅬᐇ⩦⤊஢後に⾜࠺。 

㸨༤物㤋ἲ第５᮲にࡼり，኱学に࠾いて༤物㤋に関する⛉目をಟᚓし，学ኈの学఩

をᚓた者には学ⱁဨの㈨᱁ࡀⓎ生する。ࡇの証᫂をᚲ要とする者は，教務学生係

に証᫂᭩Ⓨ⾜㢪をᥦฟし，஺௜をཷけるࡇと。 

㸨㛤ㅮ⛉目で㸿，㹀及び（D），（E）と分๭しているࡶのについては，୧⛉目をಟ

ᚓするࡇとࡀᚲ要で࠶る。 

 

((22))  社社会会ᩍᩍ⫱⫱主主事事ࡢࡢ資資格格にに関関すするる科科目目  

  

 社会教育主事になるࡓめの㈨᱁を得ࡼうとする学生は，本学に２ᖺ以上ᅾ学して62単位以

上修得し，かつ，本学部に࠾いて開講するୗグの社会教育に㛵する科目を必ࡎ修得する必要

があࡲࡾす。な࠾，本㈨᱁を得ࡓሙྜは，「社会教育ኈ」の⛠ྕをྲྀ得することになࡲࡾす。 
 

社会教育主事講習等 
規定に定める科目 

単位ᩘ 本学部ㄆ定ᤵᴗ科目 
単位ᩘ 

必修 㑅ᢥ 

生ᾭ学習ᴫ論 㸲 

ＥＳＤ生ᾭ学習論Ａ １  

ＥＳＤ生ᾭ学習論Ｂ １  

社会教育ィ⏬論 ２  

生ᾭ学習支援論 㸲 

ＥＳＤ論（ᣢ⥆ྍ⬟な社会࡙２ࡾࡃ）Ａ １  

ＥＳＤ論（ᣢ⥆ྍ⬟な社会࡙２ࡾࡃ）Ｂ １  

障害共生教育論 ２  

社会教育経営論 㸲 

教育経営学（ᗂ࣭ᑠ） 
Ａ 

 ２ 

教育⾜ᨻ学（ᗂ࣭ᑠ）  ２ 

社会ㄪᰝἲＡ 

Ｂ 

 １ 

社会ㄪᰝἲＢ  １ 

コミュニティ๰ᡂ論  １ 

༠ാᆺリーダーシࣉࢵ論  １ 

社会教育≉講 㸶 

Ⓨ㐩コミュニティᴫ論  ２ 

コミュニティ࣭ジェンダー論  ２ 

 論  １ࢺン࣓࣡ࣃーシ࢚ࣕࣝンࢯ

༤≀㤋教育論  ２ 

コミュニティと㡢ᴦ  ２ 

ス࣏ーࣔࣟࣉࢶーション論  ２ 

ＥＳＤボランティア論  １ 

ＥＳＤᇶ♏（ᣢ⥆ྍ⬟な社会࡙１ࡾࡃ）  １ 
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＊社会教育主事講習等規定に定める科目「社会教育経営論」については，「Ａ」及び「Ｂ」そ

れぞれから２単位を修得すること。 

＊社会教育主事講習等規定に定める科目「社会教育実習」は１単位となっているが，本学部の

開講する科目２単位を修得すること。 

＊開講科目でＡ，Ｂと分割しているものについては，両科目を修得することが必要である。 

  

    

社会教育実習 １ ＥＳＤ実践論 ２  

社会教育演習 

社会教育実習 

社会教育課題研究 

のうち一以上の科目 

３ 

社会教育課題研究（ボランティア学習論）  ２ 

社会教育課題研究（ジェンダー問題学習論）  ２ 

社会教育課題研究（リスクコミュニケーション論）  ２ 

社会教育課題研究（障害共生教育論）  ２ 

社会教育課題研究（自然共生地域支援論）  ２ 
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＊社会教育主事講習等規定に定める科目「社会教育経営論」については，「Ａ」及び「Ｂ」そ

れぞれから２単位を修得すること。 

＊社会教育主事講習等規定に定める科目「社会教育実習」は１単位となっているが，本学部の

開講する科目２単位を修得すること。 

＊開講科目でＡ，Ｂと分割しているものについては，両科目を修得することが必要である。 

  

    

社会教育実習 １ ＥＳＤ実践論 ２  

社会教育演習 

社会教育実習 

社会教育課題研究 

のうち一以上の科目 

３ 

社会教育課題研究（ボランティア学習論）  ２ 

社会教育課題研究（ジェンダー問題学習論）  ２ 

社会教育課題研究（リスクコミュニケーション論）  ２ 

社会教育課題研究（障害共生教育論）  ２ 

社会教育課題研究（自然共生地域支援論）  ２ 

－ ��� －

 

((33))  社社会会福福祉祉主主事事任任用用資資格格にに関関すするる科科目目  
 

社会⚟♴主事のタ⨨に 

㛵するἲᚊに定める科目 
本学部で開講する科目 単位ᩘ 

社会⚟♴ᴫ論 社会⚟♴論 ２ 

社会⚟♴事ᴗྐ   

社会⚟♴援ຓᢏ⾡論 

社会⚟♴ㄪᰝ論 

社会⚟♴᪋タ経営論 

社会⚟♴⾜ᨻ論 

社会ಖ障論 

බⓗᢇຓ論 

ඣ❺⚟♴論 

ᐙᗞ⚟♴論 

ಖ育⌮論 

㌟య障害⪅⚟♴論 

▱ⓗ障害⪅⚟♴論 

⢭⚄障害⪅ಖ೺⚟♴論 

⪁ே⚟♴論 

་⒪社会事ᴗ論 

地域⚟♴論 

ἲ学 ἲᚊ学 ２ 

Ẹἲ   

⾜ᨻἲ 

経῭学 経῭学 ２ 

社会ᨻ⟇   

経῭ᨻ⟇ 

ᚰ⌮学 

社会学 社会学 ２ 

教育学   

೔⌮学 ೔⌮学 ２ 

බ⾗⾨生学 බ⾗⾨生学 ２ 

་学一⯡   

リࣅࣁリテーション論 

┳ㆤ学 

௓ㆤᴫ論 

ᰤ㣴学 

ᐙᨻ学 

※社会⚟♴主事のタ⨨に㛵するἲᚊに定める科目から３科目以上ᒚ修すること。 
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本学㒊の授業科目 単位数 㓄ᙜᖺḟ ഛ⪃
ձ 「බㄆᚰ理ᖌの職㈐」

බㄆᚰ理ᖌの職㈐ 1 3ᖺḟ・14 必修
ղ 「ᚰ理学ᴫㄽ」

1. ᚰ理学のᡂり❧ࡕ ᚰ理学の基礎とṌࡳ（ᚰ理学ᴫㄽ） 2 1ᖺḟ・ᚋᮇ 必修
2. ேのᚰの基本的な௙⤌ࡳ及びാࡁ

ճ 「⮫ᗋᚰ理学ᴫㄽ」
1. ⮫ᗋᚰ理学のᡂり❧ࡕ ⮫ᗋᚰ理学（⮫ᗋᚰ理学ᴫㄽ） 2 2ᖺḟ・ᚋᮇ 必修
2. ⮫ᗋᚰ理学の௦表的な理ㄽ

մ 「ᚰ理学◊✲法」
1. ᚰ理学における実ド的◊✲法 ᚰ理学ㄪᰝ法（ᚰ理学◊✲法） 2 2ᖺḟ・ᚋᮇ 2単位㑅ᢥ必修
（㔞的◊✲及び㉁的◊✲） ᚰ理学◊✲実践B（ᚰ理学◊✲法） 2 3ᖺḟ・ᚋᮇ
実ド的なᛮ⪃᪉法ࡓを⏝いࢱーࢹ .2

3. ◊✲における೔理

յ 「ᚰ理学⤫計法」
1. ᚰ理学で⏝いられる⤫計ᡭ法 ᚰ理学⤫計法A 2 2ᖺḟ・๓ᮇ 必修
2. ⤫計に関する基礎的な▱㆑

ն 「ᚰ理学実㦂」
1. 実㦂の計⏬❧᱌ ᚰ理学実㦂法 1 2ᖺḟ・14 必修
2. ⤫計に関する基礎的な▱㆑

շ 「▱ぬ・ㄆ▱ᚰ理学」
1. ேのឤぬ・▱ぬ等の機ᗎ及びࡑの㞀ᐖ ຍ㱋のㄆ▱ᚰ理学（▱ぬ・ㄆ▱ᚰ理学） 2 1ᖺḟ・ᚋᮇ 2単位㑅ᢥ必修
2. ேのㄆ▱・ᛮ⪃等の機ᗎ及びࡑの㞀ᐖ ㄆ▱コミュニケーションㄽ（▱ぬ・ㄆ▱ᚰ理学） 2 2ᖺḟ・๓ᮇ

▱ぬと行Ⅽ（▱ぬ・ㄆ▱ᚰ理学） 2 2ᖺḟ・ᚋᮇ
ո 「学習・ゝ語ᚰ理学」

1. ேの行ືがኚ໬する㐣⛬ ᚰのⓎ㐩と教育１（学習・ゝ語ᚰ理学１） 1 1ᖺḟ・34 必修
2. ゝ語の習得における機ᗎ ゝ語Ⓨ㐩と教育１（学習・ゝ語ᚰ理学２） 1 2ᖺḟ・34 必修

ゝ語Ⓨ㐩と教育２（学習・ゝ語ᚰ理学㸱） 1 2ᖺḟ・44 必修
չ 「ឤ情・ே格ᚰ理学」

1. ឤ情に関する理ㄽ及びឤ情ႏ㉳の機ᗎ ឤ情・ே格ᚰ理学 2 3ᖺḟ・๓ᮇ 必修
2. ឤ情が行ືに及ࡰすᙳ㡪

3. ே格のᴫᛕ及びᙧᡂ㐣⛬

4. ே格の類ᆺ、特ᛶ等

պ 「⚄⤒・生理ᚰ理学」
1. ⬻⚄⤒⣔のᵓ㐀及び機⬟ 生理ᚰ理学（⚄⤒・生理ᚰ理学） 2 2ᖺḟ・๓ᮇ 必修
2. 記᠈、ឤ情等の生理学的཯応の機ᗎ

3. 高ḟ⬻機⬟㞀ᐖのᴫ要

ջ 「♫఍・㞟ᅋ・ᐙ᪘ᚰ理学」
1. 対ே関ಀ୪びに㞟ᅋにおけるேのព㆑及び行
ືにࡘいてのᚰの㐣⛬

ຍ㱋の♫఍ᚰ理学（♫఍・㞟ᅋ・ᐙ᪘ᚰ理学） 2 2ᖺḟ・ᚋᮇ 2単位㑅ᢥ必修

2. ேのែᗘ及び行ື ᐙ᪘のⓎ㐩と⑓理１（♫఍・㞟ᅋ・ᐙ᪘ᚰ理学１） 1 2ᖺḟ・14

3. ᐙ᪘、㞟ᅋ及びᩥ໬がಶேに及ࡰすᙳ㡪 ᐙ᪘のⓎ㐩と⑓理２（♫఍・㞟ᅋ・ᐙ᪘ᚰ理学２） 1 2ᖺḟ・24

ռ 「Ⓨ㐩ᚰ理学」
1. ㄆ▱機⬟のⓎ㐩及びឤ情・♫఍ᛶのⓎ㐩 ラࣇ࢖コースのᚰ理学（Ⓨ㐩ᚰ理学） 2 3ᖺḟ・๓ᮇ 2単位㑅ᢥ必修
2. 自ᕫと他⪅の関ಀのᅾり᪉とᚰ理的Ⓨ㐩 Ⓨ㐩ᚰ理学（幼・小） 2 1ᖺḟ・ᚋᮇ
3. ㄌ生࠿らṚに⮳るまでの生ᾭにおけるᚰ㌟のⓎ㐩

4. Ⓨ㐩㞀ᐖ等㠀定ᆺⓎ㐩にࡘいての基礎的な▱
㆑及び⪃࠼᪉
5. 高㱋⪅のᚰ理

ս 「㞀ᐖ⪅（ඣ）ᚰ理学」
1. ㌟体㞀ᐖ、▱的㞀ᐖ及び⢭⚄㞀ᐖのᴫ要 Ⓨ㐩㞀ᐖᚰ理学（㞀ᐖ⪅・㞀ᐖඣᚰ理学） 2 2ᖺḟ・๓ᮇ 2単位㑅ᢥ必修
2. 㞀ᐖ⪅（ඣ）のᚰ理♫఍的ㄢ㢟及び必要な支
援

㞀ᐖඣⓎ㐩学（㞀ᐖ⪅・㞀ᐖඣᚰ理学） 2 2ᖺḟ・ᚋᮇ

վ 「ᚰ理的ࢭ࢔ス࣓ンࢺ」
1. ᚰ理的ࢭ࢔ス࣓ンࢺの目的及び೔理 Ⓨ㐩ࢭ࢔ス࣓ンࢺ（ᚰ理的ࢭ࢔ス࣓ンࢺ） 2 2ᖺḟ・๓ᮇ 2単位㑅ᢥ必修
2. ᚰ理的ࢭ࢔ス࣓ンࢺのほⅬ及びᒎ開 ᚰ理᳨ᰝ法（ᚰ理的ࢭ࢔ス࣓ンࢺ） 2 3ᖺḟ・๓ᮇ
3. ᚰ理的ࢭ࢔ス࣓ンࢺの᪉法（ほᐹ、㠃᥋及び
ᚰ理᳨ᰝ）
4. 㐺ษな記㘓及び報࿌

տ 「ᚰ理学的支援法」
1. ௦表的なᚰ理⒪法୪びに࢝࢘ンࢭリンࢢのṔ
ྐ、ᴫᛕ、ព⩏、㐺応及び㝈⏺

ᚰ理㠃᥋ㄽ（ᚰ理学的支援法） 2 2ᖺḟ・๓ᮇ 必修

2. ゼၥにࡼる支援ࡸᆅ域支援のព⩏

3. Ⰻዲなே間関ಀを⠏ࡓࡃめのコミュニケー
ションの᪉法
の㓄៖࡬シーࣂ࢖ラࣉ .4

5. ᚰ理に関する支援を要する⪅の関ಀ⪅に対する支援

6. ᚰの健康教育

⑯ 「健康・་⒪ᚰ理学」
1. スࣞࢺスとᚰ㌟の⑌⑓との関ಀ 健康ᚰ理学（健康・་⒪ᚰ理学） 2 2ᖺḟ・ᚋᮇ 必修
2. ་⒪⌧ሙにおけるᚰ理♫఍的ㄢ㢟及び必要な支援

3. 保健άືが行ࢃれている⌧ሙにおけるᚰ理♫
఍的ㄢ㢟及び必要な支援
4. ⅏ᐖ時等に必要なᚰ理に関する支援

⑰ 「⚟♴ᚰ理学」
1. ⚟♴⌧ሙにおいて生ࡌるၥ㢟及びࡑの⫼ᬒ ⚟♴ᚰ理学 1 3ᖺḟ・24 必修
2. ⚟♴⌧ሙにおけるᚰ理♫఍的ㄢ㢟及び必要な支援

3. ⹢ᚅにࡘいての基本的▱㆑

┠┠⛉⛉ࡿࡿࡍࡍ㛵㛵࡟࡟බබㄆㄆᚰᚰ⌮⌮ᖌᖌཷྲཱྀ験験㈨㈨᱁᱁ࠉࠉ������

　 බㄆᚰ理ᖌのཷ㦂資格取得をᕼᮃする学生（Ⓨ㐩コミュニテ࢕学科の「ᚰの᥈ồࢢࣟࣉラ࣒」を㑅ᢥする学生が୺。）にࡘいては，
国㝿ே間科学㒊規則第11条に定める所定のᒚ修要௳を‶ࡓすととࡶに，බㄆᚰ理ᖌとなるࡓめに必要な科目に対応する本学㒊の授業科
目を必ཷࡎㅮしてࡉࡔࡃい。なお，බㄆᚰ理ᖌのཷ㦂資格を得るࡓめには，༞業ᚋに大学㝔でබㄆᚰ理ᖌに必要な科目をᒚ修し修஢す
る࠿，一定ᮇ間の実ົ⤒㦂を有する等の条௳を‶ࡓす必要が࠶ります。

でࢺࢵࢭ
修得

බබㄆㄆᚰᚰ理理ᖌᖌཷྲཱྀ㦂㦂資資格格：：大大学学ににおおけけるる必必要要なな科科目目

大学における必要な科目とྵまれる஦㡯
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本学㒊の授業科目 単位数 㓄ᙜᖺḟ ഛ⪃
ձ 「බㄆᚰ理ᖌの職㈐」

බㄆᚰ理ᖌの職㈐ 1 3ᖺḟ・14 必修
ղ 「ᚰ理学ᴫㄽ」

1. ᚰ理学のᡂり❧ࡕ ᚰ理学の基礎とṌࡳ（ᚰ理学ᴫㄽ） 2 1ᖺḟ・ᚋᮇ 必修
2. ேのᚰの基本的な௙⤌ࡳ及びാࡁ

ճ 「⮫ᗋᚰ理学ᴫㄽ」
1. ⮫ᗋᚰ理学のᡂり❧ࡕ ⮫ᗋᚰ理学（⮫ᗋᚰ理学ᴫㄽ） 2 2ᖺḟ・ᚋᮇ 必修
2. ⮫ᗋᚰ理学の௦表的な理ㄽ

մ 「ᚰ理学◊✲法」
1. ᚰ理学における実ド的◊✲法 ᚰ理学ㄪᰝ法（ᚰ理学◊✲法） 2 2ᖺḟ・ᚋᮇ 2単位㑅ᢥ必修
（㔞的◊✲及び㉁的◊✲） ᚰ理学◊✲実践B（ᚰ理学◊✲法） 2 3ᖺḟ・ᚋᮇ
実ド的なᛮ⪃᪉法ࡓを⏝いࢱーࢹ .2

3. ◊✲における೔理

յ 「ᚰ理学⤫計法」
1. ᚰ理学で⏝いられる⤫計ᡭ法 ᚰ理学⤫計法A 2 2ᖺḟ・๓ᮇ 必修
2. ⤫計に関する基礎的な▱㆑

ն 「ᚰ理学実㦂」
1. 実㦂の計⏬❧᱌ ᚰ理学実㦂法 1 2ᖺḟ・14 必修
2. ⤫計に関する基礎的な▱㆑

շ 「▱ぬ・ㄆ▱ᚰ理学」
1. ேのឤぬ・▱ぬ等の機ᗎ及びࡑの㞀ᐖ ຍ㱋のㄆ▱ᚰ理学（▱ぬ・ㄆ▱ᚰ理学） 2 1ᖺḟ・ᚋᮇ 2単位㑅ᢥ必修
2. ேのㄆ▱・ᛮ⪃等の機ᗎ及びࡑの㞀ᐖ ㄆ▱コミュニケーションㄽ（▱ぬ・ㄆ▱ᚰ理学） 2 2ᖺḟ・๓ᮇ

▱ぬと行Ⅽ（▱ぬ・ㄆ▱ᚰ理学） 2 2ᖺḟ・ᚋᮇ
ո 「学習・ゝ語ᚰ理学」

1. ேの行ືがኚ໬する㐣⛬ ᚰのⓎ㐩と教育１（学習・ゝ語ᚰ理学１） 1 1ᖺḟ・34 必修
2. ゝ語の習得における機ᗎ ゝ語Ⓨ㐩と教育１（学習・ゝ語ᚰ理学２） 1 2ᖺḟ・34 必修

ゝ語Ⓨ㐩と教育２（学習・ゝ語ᚰ理学㸱） 1 2ᖺḟ・44 必修
չ 「ឤ情・ே格ᚰ理学」

1. ឤ情に関する理ㄽ及びឤ情ႏ㉳の機ᗎ ឤ情・ே格ᚰ理学 2 3ᖺḟ・๓ᮇ 必修
2. ឤ情が行ືに及ࡰすᙳ㡪

3. ே格のᴫᛕ及びᙧᡂ㐣⛬

4. ே格の類ᆺ、特ᛶ等

պ 「⚄⤒・生理ᚰ理学」
1. ⬻⚄⤒⣔のᵓ㐀及び機⬟ 生理ᚰ理学（⚄⤒・生理ᚰ理学） 2 2ᖺḟ・๓ᮇ 必修
2. 記᠈、ឤ情等の生理学的཯応の機ᗎ

3. 高ḟ⬻機⬟㞀ᐖのᴫ要

ջ 「♫఍・㞟ᅋ・ᐙ᪘ᚰ理学」
1. 対ே関ಀ୪びに㞟ᅋにおけるேのព㆑及び行
ືにࡘいてのᚰの㐣⛬

ຍ㱋の♫఍ᚰ理学（♫఍・㞟ᅋ・ᐙ᪘ᚰ理学） 2 2ᖺḟ・ᚋᮇ 2単位㑅ᢥ必修

2. ேのែᗘ及び行ື ᐙ᪘のⓎ㐩と⑓理１（♫఍・㞟ᅋ・ᐙ᪘ᚰ理学１） 1 2ᖺḟ・14

3. ᐙ᪘、㞟ᅋ及びᩥ໬がಶேに及ࡰすᙳ㡪 ᐙ᪘のⓎ㐩と⑓理２（♫఍・㞟ᅋ・ᐙ᪘ᚰ理学２） 1 2ᖺḟ・24

ռ 「Ⓨ㐩ᚰ理学」
1. ㄆ▱機⬟のⓎ㐩及びឤ情・♫఍ᛶのⓎ㐩 ラࣇ࢖コースのᚰ理学（Ⓨ㐩ᚰ理学） 2 3ᖺḟ・๓ᮇ 2単位㑅ᢥ必修
2. 自ᕫと他⪅の関ಀのᅾり᪉とᚰ理的Ⓨ㐩 Ⓨ㐩ᚰ理学（幼・小） 2 1ᖺḟ・ᚋᮇ
3. ㄌ生࠿らṚに⮳るまでの生ᾭにおけるᚰ㌟のⓎ㐩

4. Ⓨ㐩㞀ᐖ等㠀定ᆺⓎ㐩にࡘいての基礎的な▱
㆑及び⪃࠼᪉
5. 高㱋⪅のᚰ理

ս 「㞀ᐖ⪅（ඣ）ᚰ理学」
1. ㌟体㞀ᐖ、▱的㞀ᐖ及び⢭⚄㞀ᐖのᴫ要 Ⓨ㐩㞀ᐖᚰ理学（㞀ᐖ⪅・㞀ᐖඣᚰ理学） 2 2ᖺḟ・๓ᮇ 2単位㑅ᢥ必修
2. 㞀ᐖ⪅（ඣ）のᚰ理♫఍的ㄢ㢟及び必要な支
援

㞀ᐖඣⓎ㐩学（㞀ᐖ⪅・㞀ᐖඣᚰ理学） 2 2ᖺḟ・ᚋᮇ

վ 「ᚰ理的ࢭ࢔ス࣓ンࢺ」
1. ᚰ理的ࢭ࢔ス࣓ンࢺの目的及び೔理 Ⓨ㐩ࢭ࢔ス࣓ンࢺ（ᚰ理的ࢭ࢔ス࣓ンࢺ） 2 2ᖺḟ・๓ᮇ 2単位㑅ᢥ必修
2. ᚰ理的ࢭ࢔ス࣓ンࢺのほⅬ及びᒎ開 ᚰ理᳨ᰝ法（ᚰ理的ࢭ࢔ス࣓ンࢺ） 2 3ᖺḟ・๓ᮇ
3. ᚰ理的ࢭ࢔ス࣓ンࢺの᪉法（ほᐹ、㠃᥋及び
ᚰ理᳨ᰝ）
4. 㐺ษな記㘓及び報࿌

տ 「ᚰ理学的支援法」
1. ௦表的なᚰ理⒪法୪びに࢝࢘ンࢭリンࢢのṔ
ྐ、ᴫᛕ、ព⩏、㐺応及び㝈⏺

ᚰ理㠃᥋ㄽ（ᚰ理学的支援法） 2 2ᖺḟ・๓ᮇ 必修

2. ゼၥにࡼる支援ࡸᆅ域支援のព⩏

3. Ⰻዲなே間関ಀを⠏ࡓࡃめのコミュニケー
ションの᪉法
の㓄៖࡬シーࣂ࢖ラࣉ .4

5. ᚰ理に関する支援を要する⪅の関ಀ⪅に対する支援

6. ᚰの健康教育

⑯ 「健康・་⒪ᚰ理学」
1. スࣞࢺスとᚰ㌟の⑌⑓との関ಀ 健康ᚰ理学（健康・་⒪ᚰ理学） 2 2ᖺḟ・ᚋᮇ 必修
2. ་⒪⌧ሙにおけるᚰ理♫఍的ㄢ㢟及び必要な支援

3. 保健άືが行ࢃれている⌧ሙにおけるᚰ理♫
఍的ㄢ㢟及び必要な支援
4. ⅏ᐖ時等に必要なᚰ理に関する支援

⑰ 「⚟♴ᚰ理学」
1. ⚟♴⌧ሙにおいて生ࡌるၥ㢟及びࡑの⫼ᬒ ⚟♴ᚰ理学 1 3ᖺḟ・24 必修
2. ⚟♴⌧ሙにおけるᚰ理♫఍的ㄢ㢟及び必要な支援

3. ⹢ᚅにࡘいての基本的▱㆑

┠┠⛉⛉ࡿࡿࡍࡍ㛵㛵࡟࡟බබㄆㄆᚰᚰ⌮⌮ᖌᖌཷྲཱྀ験験㈨㈨᱁᱁ࠉࠉ������

　 බㄆᚰ理ᖌのཷ㦂資格取得をᕼᮃする学生（Ⓨ㐩コミュニテ࢕学科の「ᚰの᥈ồࢢࣟࣉラ࣒」を㑅ᢥする学生が୺。）にࡘいては，
国㝿ே間科学㒊規則第11条に定める所定のᒚ修要௳を‶ࡓすととࡶに，බㄆᚰ理ᖌとなるࡓめに必要な科目に対応する本学㒊の授業科
目を必ཷࡎㅮしてࡉࡔࡃい。なお，බㄆᚰ理ᖌのཷ㦂資格を得るࡓめには，༞業ᚋに大学㝔でබㄆᚰ理ᖌに必要な科目をᒚ修し修஢す
る࠿，一定ᮇ間の実ົ⤒㦂を有する等の条௳を‶ࡓす必要が࠶ります。

でࢺࢵࢭ
修得

බබㄆㄆᚰᚰ理理ᖌᖌཷྲཱྀ㦂㦂資資格格：：大大学学ににおおけけるる必必要要なな科科目目

大学における必要な科目とྵまれる஦㡯

－ ��� －

䐰 「教育・学校ᚰ理学」
1. 教育⌧ሙにおいて生ࡌるၥ㢟及びࡑの⫼ᬒ ᚰのⓎ㐩と教育２（教育・学校ᚰ理学１） 1 1ᖺḟ・44 必修
2. 教育⌧ሙにおけるᚰ理♫఍的ㄢ㢟及び必要な支援 ᚰのⓎ㐩と教育㸱（教育・学校ᚰ理学２） 1 3ᖺḟ・24 必修

䐱 「ྖ法・≢⨥ᚰ理学」
1. ≢⨥・㠀行、≢⨥⿕ᐖ及びᐙ஦஦௳にࡘいて
の基本的▱㆑

ྖ法・≢⨥ᚰ理学 1 3ᖺḟ・24 必修

2. ྖ法・≢⨥分㔝におけるၥ㢟に対して必要な
ᚰ理に関する支援

䐲 「⏘業・⤌⧊ᚰ理学」
1. 職ሙにおけるၥ㢟（࢟ࣕリ࢔ᙧᡂに関するこ
とをྵࡴ。）に対して必要なᚰ理に関する支援

⏘業・⤌⧊ᚰ理学 1 3ᖺḟ・24 必修

2. ⤌⧊におけるேの行ື

䞡 「ே体のᵓ㐀と機⬟及び⑌⑓」
1. ᚰ㌟機⬟と㌟体ᵓ㐀及びࡉまࡊまな⑌⑓ࡸ㞀
ᐖ

のᵓ㐀と機⬟（ே体のᵓ㐀と機⬟及び⑌⑓）ࡔら࠿ 2 1ᖺḟ・ᚋᮇ 必修

2. がん、㞴⑓等のᚰ理に関する支援が必要な୺
な⑌⑓

䞢 「⢭⚄⑌ᝈとࡑの἞⒪」
1. ⢭⚄⑌ᝈ総ㄽ ඣ❺㟷ᖺ⢭⚄་学（⢭⚄⑌ᝈとࡑの἞⒪） 2 2ᖺḟ・ᚋᮇ 必修
2. ྥ⢭⚄⸆をはࡌめとする⸆๣にࡼるᚰ㌟のኚ
໬
3. ་⒪機関との㐃ᦠ

䞣 「関ಀ行ᨻㄽ」
1. 保健་⒪分㔝に関ಀする法ᚊ、ไᗘ 関ಀ行ᨻㄽ 1 3ᖺḟ・24 必修
2. ⚟♴分㔝に関ಀする法ᚊ、ไᗘ

3. 教育分㔝に関ಀする法ᚊ、ไᗘ

4. ྖ法・≢⨥分㔝に関ಀする法ᚊ、ไᗘ

5. ⏘業・ປാ分㔝に関ಀする法ᚊ、ไᗘ

䞤 「ᚰ理演習」
⮫ᗋᚰ理学演習（ᚰ理演習） 2 3ᖺḟ・ᚋᮇ 必修

䞥 「ᚰ理実習」
ᚰ理学的援ຓ支援（ᚰ理実習） 2 4ᖺḟ・通ᖺ 必修

－ ��� －㸫 2�9 㸫









㸯 学⏕⏕άୖࡢ࿘▱஦㡯࡚࠸ࡘ࡟

(1) 学生࡬の㏻▱等について 

学生࡬の㏻▱及び㐃⤡は，す࡭てබ用ᥖ♧ᯈにࡼり⾜いますので，ᖖにᥖ♧の内ᐜに

␃意してください。また，⚄ᡞ኱学及びᅜ㝿ே間⛉学部の࢙࢘ࢧࣈイト，࠺り࣮࣏࣮ࡰ

 。してくださいࢡࢵ࢙ࢳᐃᮇⓗにࡶ（ࢡりࣜンࡼイトࢧࣈ኱学࢙࢘）ルࢱ

 ኱学教育᥎㐍ᶵᵓ教㣴教育㝔関係ᥖ♧ᯈ（鶴甲第୍キャンパスKᲷ１㝵）  ࠒ1ࠑ

① ඲学共㏻授業⛉目等に関する事項 

② 鶴甲第１キャンパスの学生生活に関する事項 

 ᥖ♧ᯈ（鶴甲第୍キャンパス%Ჷ１㝵）࣮ࢱンࢭ学生  ࠒ2ࠑ

 本学部ᥖ♧ᯈ（鶴甲第୍キャンパス(Ჷ１㝵・鶴甲第二キャンパス$Ჷ２㝵）  ࠒ3ࠑ

�2� ㅖᡭ⥆について 

授業料の⣡௜，証᫂᭩の஺௜・ᡭ⥆き，㢪ฟ，ᒆฟ等のᡭ⥆きについては，「令和５

年度 学生生活案内」を参照してください。 

ᡭ⥆きには，኱学からᥖ♧等にࡼる㏻▱にᚑい，୍ᐃᮇ間内にᡭ⥆きをとらなけࡤࢀ

ならないࡶの，学生自身ࡀᚲ要となࡗたときに自Ⓨⓗにᡭ⥆きをしなけࡤࢀならないࡶ

の࠶ࡀります。 

ᛰࡗたり，ᮇ間を㐣ࡂると୙利┈になࡗたり，ಟ学にࡶᨭ㞀を᮶すࡇと࠶ࡀるので༑

分注意してください。 

୙᫂なⅬ࠶ࡀる場合は，教務学生係にၥい合ࢃせてください。 

ࠝ୺な証᫂᭩ࠞ 

所ᒓ学部等（ᢸᙜ係）で஺௜するࡶの……学生証，㏻学証᫂᭩ 

証᫂᭩自動Ⓨ⾜ᶵにࡼり஺௜するࡶの……㏻学証᫂᭩஺௜㢪，学๭証，ᅾ学証᫂᭩ 

（和ᩥ・ⱥᩥ），༞業・ಟ஢（ぢ込）証᫂᭩，学業ᡂ⦼証᫂᭩（和ᩥ・ⱥᩥ），௬ཷ㦂⚊ 

㢪ฟ，ᒆฟ等ᡭ⥆୍ぴについては「令和５年度 学生生活案内」を参照し，ᚲ要なと

きはㄳồしてください。 

�3� 㑂Ᏺ事項・注意事項について 

⚄ᡞ኱学学生としてᛌ㐺でᴦしく，ᐇり࠶る学生生活を㏦ࡗていただくたࡵの୍⯡ⓗ

な㑂Ᏺ事項・注意事項については，「令和５年度 学生生活案内」にヲしく記㍕してい

ますので参照してください。 

㸫 2�3 㸫



ࠝ୺な記㍕事項ࠞ⸆物，࢝ルトᅋయ，ಶே᝟ሗ，ᝏ㉁ၟἲ，インࢵࢿ࣮ࢱトୖでの᝟ሗ

Ⓨಙ，㌴୧஌入ࢀ，バイࢡ㏻学，⚗↮，┐㞴，㣧㓇，キャンパス内で

の事ᨾ，学生ア࢝࢘ント利用ୖの注意な࡝ 

㸨鶴甲第二キャンパスの㌴୧஌入ࢀ・༢㌴での㏻学について 

鶴甲第二キャンパスの㌴୧にࡼるᵓ内࡬の஌入ࢀについてࡶ鶴甲第୍キャンパスと

ྠᵝにཎ๎として⚗Ṇしています。 

身యୖの理⏤にࡼり，㌴୧のᵓ内஌入ࢀをᚲ要とする者は「㌴୧入ᵓチྍ㢪」を教

務学生係にᥦฟしてチྍをཷけてください。 

また，バイࢡにࡼる㏻学についてࡶ，ᖖに༴険をక࠺たࡵ，自⢔する࠺ࡼ要ᮃして

いますࡴࡸ，ࡀをᚓない理⏤にࡼり༢㌴にࡼる㏻学をするࡶのは，次のᣦᐃの㥔㍯場

に㥔㌴してください。 

᫨ 間 午前６時30分から午後９時��分まで（ࢢランࢻすഃ） 

ኪ 間 午後㸶時から⩣ᮅ午前㸶時まで（CᲷすഃኪ間ᑓ用㥔㍯場） 

(4) キャンパス内の施設の利用について 

鶴甲第୍キャンパス 

① 学生஺ὶル࣮࣒㸭ᑵ⫋活動㈨料࣮ࢼ࣮ࢥ 

学生஺ὶル࣮࣒㸭ᑵ⫋活動㈨料࣮ࢼ࣮ࢥは，鶴甲第୍キャンパスEᲷ１㝵に設⨨さࢀて

 。ています࠼り，次の３つのᶵ⬟を備࠾

・学生஺ὶル࣮࣒㸸学生┦஫の஺ὶの場 

・ᑵ⫋活動㈨料࣮ࢼ࣮ࢥ㸸学生のᑵ⫋ᨭ᥼のたࡵの᝟ሗᥦ౪の場 

・,QWHU CulWXUDO &DI （,C࢙࢝ࣇ）㸸஺᥮␃学生のᨭ᥼

の場利用ྍࡀ⬟な時間ᖏは次のと࠾りです。 

午前㸶時30分から午後５時1�分までとし，土曜日，日曜日，ᅜẸの祝日に関するἲᚊ

にᐃࡵるఇ日，12月29日から１月３日までの日及びその他学部㛗ࡀᣦᐃする日は利用

できません。 

② 教ᐊ（F・K・L・NᲷを除く。），య育施設の使用については，「令和５年度学生生活

案内」を参照してください。 

鶴甲第二キャンパス 

① Ⓨ㐩࣮࣍ル 

Ⓨ㐩࣮࣍ル（'ル࣮࣒）は，学⩦⎔ቃᨵၿの୍⎔として，学生┦஫୪びに学生・教

⫋ဨの஺ὶを῝ࡵ，かつ学生・教⫋ဨの福利厚生のቑ㐍をᅗるたࡵ，$Ჷ１㝵（⋞関

すഃ）に設⨨さࢀています。利用ྍࡀ⬟な時間ᖏは次のと࠾りです。 

㸫 2�� 㸫



ࠝ୺な記㍕事項ࠞ⸆物，࢝ルトᅋయ，ಶே᝟ሗ，ᝏ㉁ၟἲ，インࢵࢿ࣮ࢱトୖでの᝟ሗ

Ⓨಙ，㌴୧஌入ࢀ，バイࢡ㏻学，⚗↮，┐㞴，㣧㓇，キャンパス内で

の事ᨾ，学生ア࢝࢘ント利用ୖの注意な࡝ 

㸨鶴甲第二キャンパスの㌴୧஌入ࢀ・༢㌴での㏻学について 

鶴甲第二キャンパスの㌴୧にࡼるᵓ内࡬の஌入ࢀについてࡶ鶴甲第୍キャンパスと

ྠᵝにཎ๎として⚗Ṇしています。 

身యୖの理⏤にࡼり，㌴୧のᵓ内஌入ࢀをᚲ要とする者は「㌴୧入ᵓチྍ㢪」を教

務学生係にᥦฟしてチྍをཷけてください。 

また，バイࢡにࡼる㏻学についてࡶ，ᖖに༴険をక࠺たࡵ，自⢔する࠺ࡼ要ᮃして

いますࡴࡸ，ࡀをᚓない理⏤にࡼり༢㌴にࡼる㏻学をするࡶのは，次のᣦᐃの㥔㍯場

に㥔㌴してください。 

᫨ 間 午前６時30分から午後９時��分まで（ࢢランࢻすഃ） 

ኪ 間 午後㸶時から⩣ᮅ午前㸶時まで（CᲷすഃኪ間ᑓ用㥔㍯場） 

(4) キャンパス内の施設の利用について 

鶴甲第୍キャンパス 

① 学生஺ὶル࣮࣒㸭ᑵ⫋活動㈨料࣮ࢼ࣮ࢥ 

学生஺ὶル࣮࣒㸭ᑵ⫋活動㈨料࣮ࢼ࣮ࢥは，鶴甲第୍キャンパスEᲷ１㝵に設⨨さࢀて

 。ています࠼り，次の３つのᶵ⬟を備࠾

・学生஺ὶル࣮࣒㸸学生┦஫の஺ὶの場 

・ᑵ⫋活動㈨料࣮ࢼ࣮ࢥ㸸学生のᑵ⫋ᨭ᥼のたࡵの᝟ሗᥦ౪の場 

・,QWHU CulWXUDO &DI （,C࢙࢝ࣇ）㸸஺᥮␃学生のᨭ᥼

の場利用ྍࡀ⬟な時間ᖏは次のと࠾りです。 

午前㸶時30分から午後５時1�分までとし，土曜日，日曜日，ᅜẸの祝日に関するἲᚊ

にᐃࡵるఇ日，12月29日から１月３日までの日及びその他学部㛗ࡀᣦᐃする日は利用

できません。 

② 教ᐊ（F・K・L・NᲷを除く。），య育施設の使用については，「令和５年度学生生活

案内」を参照してください。 

鶴甲第二キャンパス 

① Ⓨ㐩࣮࣍ル 

Ⓨ㐩࣮࣍ル（'ル࣮࣒）は，学⩦⎔ቃᨵၿの୍⎔として，学生┦஫୪びに学生・教

⫋ဨの஺ὶを῝ࡵ，かつ学生・教⫋ဨの福利厚生のቑ㐍をᅗるたࡵ，$Ჷ１㝵（⋞関

すഃ）に設⨨さࢀています。利用ྍࡀ⬟な時間ᖏは次のと࠾りです。 

午前㸶時20分から午後９時30分までとし，土曜日，日曜日，ᅜẸの祝日に関するἲ

ᚊにᐃࡵるఇ日，12月29日から１月３日までの日及びその他学部㛗ࡀᣦᐃする日は利

用できません。 

ղ ࣮ࣟࢢバル・࢙࢝ࣇ 

（)Ჷ2�2）

ճ ᝟ሗ教育設備ᐊ（RIE） 

RIE（࢚ࣜ）と࿧ࢀࡤる᝟ሗ教育設備ᐊは，自⏤にPC（L0DF）を利用できる教ᐊです。

ࢱ使用でき，P&にヲしいスࡶ༳ๅにࡸトసᡂ࣮࣏ࣞ，ࡀますࢀࢃ⾜ࡶの教ᐊで授業ࡇ

と，⚄ᡞ኱学キャンパスの各所ࡇに関するࢡト࣮࣡ࢵࢿࡸ&ᚅᶵしています。Pࡀࣇࢵ

で使࠼る「඲学用↓⥺LANࣅ࣮ࢧス」の᥋⥆᪉ἲな࡝，気㍍に┦ㄯするࡇとࡀできます。

（)Ჷ1��） 

մ キャࣜア࣮࣏ࢧトࢭン࣮ࢱ 

キャࣜア࣮࣏ࢧトࢭン࣮ࢱは，学生୍ேࡦとりの㐍㊰・⫋業㑅ᢥに関㐃したきࡵ⣽か

いᨭ᥼をᥦ౪し，ಶᛶにᑐᛂしたキャࣜアᙧᡂを࣮࣏ࢧトしています。 

場所は㸿Ჷ１㝵Ⓨ㐩࣮࣍ル（㹂ル࣮࣒）のすഃに࠶り，キャࣜアᙧᡂࡸᑵ⫋に関する

各✀㈨料ࡶ㜀ぴできます。ලయⓗな࣮࣏ࢧト内ᐜは次のと࠾りです。 

・キャࣜアに関する┦ㄯࡸ㉁ၥ（ண⣙にࡼるಶู㠃ㄯ） 

ೈ㠃ㄯはண⣙制ですࡀ，ᛴࡄ場合はその᪨申しฟてください。 

・ồே⚊㜀ぴ，᭩⡠，9'，࢜ࢹࣅ'㜀ぴ（㈚しฟしྍࡶ） 

・各✀࢞ࡸ࣮ࢼ࣑ࢭイࢲンスの㛤ദ 

・㐍㊰に関する᝟ሗ案内 

յ ࢢラ࢘ンࢻ，య育㤋，ࢽࢸス࣮ࢥト 

授業，኱学⾜事，施設管理等にᨭ㞀のない限り，研究，㞟఍，ス࣏࣮ࢶ活動等のた

できます。その場合，使用㈐ࡀとࡇトを使用する࣮ࢥスࢽࢸ，య育㤋，ࢻラ࢘ンࢢ，ࡵ

௵者は，使用する日の３日前までに所ᐃの使用チྍ㢪を学務部学生ᨭ᥼課࡬ᥦฟし，チྍを

ᚓなけࡤࢀなりません。ただし，外部ᅋయと共ദするദしについては，３か月前までに㢪い

ฟなけࡤࢀなりません。 

ն 教ᮦ用༳ๅᶵの使用について 

$Ჷ２㝵に༳ๅᶵを備࠼ていますので，使用する場合はୗ記の注意事項にᚑࡗて使用

してください。 

（教ᮦ用༳ๅᶵ使用ୖの注意） 

1. 教ᮦ用ࣜࣉント௨外の目ⓗには使用できません。 

㸫 2�� 㸫



2. 使用できる者は，本学部学生に限ります。用紙類は各自で準備してください。 

3. 使用時間は，午前９時30分から午後４時30分までとします。ただし，土曜，日

曜，祝日及び年末年始（12月29日～１月３日）は使用できません。 

4. 使用する場合は，鶴甲第二キャンパス事務課教務学生係で使用申込者台帳に所

要事項を記入し，使用者の学生証を預けてください。 

5. 共用の物品なので，使用については充分に注意し，清潔・整頓・後始末等には

特に気をつけてください。 

(5) その他 

学生生活に関する次の項目については，「令和５年度 学生生活案内」を参照してく

ださい。 

１ 奨学制度・授業料免除 

２ アルバイトの紹介 

３ 心身の健康管理 

４ 学生教育研究災害傷害保険制度 

５ ハラスメント 

６ 課外活動 

７ 福利厚生施設 

㸫 2�� 㸫


